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形名構成1

E F G S T BFM40

業務用有圧換気扇（店舗用）

業務用有圧換気扇（厨房用）

E F C SF30

産業用有圧換気扇

EW G AXTE50

B

タイプ（A）
業務用有圧換
気扇（厨房用
を除く）を表
す

モータの極数
F：4極
G：6極

羽··根··径
40： 40cm 

（20〜60cm）

タイプ（C）
無：排気形
F ：給気形
D ：耐湿形（排気）

タイプ（B）
無 ：標準タイプ
K ：格子タイプ
M ：メッシュタイプ

シャッター有無
S ：シャッター付

電源区分
無 ：単相
T ：3相

開発順序
無
A
B
C

タイプ（D）
格子タイプの色調
−W ：ホワイト
−C ：ベージュ

引きひもタイプ
−P ：引きひも

タイプ（A）
業務用有圧換
気扇（厨房用）
を表す

モータの極数
F：4極

羽··根··径
30： 30cm 

（25〜35cm）

シャッター有無
S ：シャッター付

タイプ（B）
M ：メッシュタイプ
F ：フィルター付
タイプ

開発順序
無
A
B
C

モータの極数
F ：4極
G ：6極
J ：10極

羽··根··径
50： 50cm 
（ 20〜
105cm）

タイプ（B）
U ：機器冷却用
無 ：その他

モータの公称出力
Y ：15W
A ：25W
B ：50W
C ：100W
D ：150W
  ：200W
E ：400W
F ：750W
G ：1500W
H ：2200W

電源区分
S：単相
T：3相
（ただしRは
冷凍室タイプを示す）

タイプ（C）
X ： ステンレス
タイプ

Q ： 機器冷却用の
給気形

開発順序
無
A
B
C

タイプ（D）
−Q ：給気タイプ
40A ：400V級
−V ：防爆形
−K ： 機器冷却用の

回転センサー
付タイプ

−F ： ステンレス
タイプの高
耐食タイプ

−H ：耐熱タイプ
−PR ：防錆タイプ

タイプ（A）
EW ： ダブリュ

キューブ
ファン

E ： エクストラ
グレード

K ： 大風量形
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商品説明2

羽根
25・30cmタイプ

スピンナー

羽根
20cmタイプ

　　　　端子ボックス
（給気形、引きひもタイプ、耐湿形を除く）

コード付プラグ
〈付属部品〉

パネル
EFG-20SB
EFG-25SB
EFG-30SB

パネル
EFG-25MSB,MFSB
EFG-30MSB,MFSB

パネル
EFG-20KSB-W,-C,-P
EFG-25KSB-W,-C,-P,KDSB
EFG-30KSB-W,-C,-P,KDSB

標準タイプ・格子タイプ・メッシュタイプ
（20～30cm）

（給気形、引きひもタイプ、
  耐湿形を除く）

シャッター

本体
モータ

ねじ

コード押え

建物の高密閉化、高級化が進む中、一般換気扇では能力が足りないなどのニーズに応え、高静圧、大風量、低騒
音を実現しながらもインテリア性を兼ねそなえたタイプの有圧換気扇です。
工場、機械室はもちろん、各種店舗、娯楽施設、事務所、浴室、厨房等の業務用用途に最適です。

〈主な特長〉
（1）高静圧・大風量
（2）エクストラグレードのファン採用による低騒音タイプ

羽根径35〜60cmのタイプは、Δ（デルタ）エクストラ
ファン採用により、さらなる低騒音、高効率を実現。

（3）インテリア感覚のデザイン
（4）お掃除が簡単
（5）強・弱速調付き（耐湿形、3相品を除く）

コントロールスイッチ（FS-01SW）の使用により、強・
弱2段切り替え運転ができます。引きひもタイプは本体
についている引きひもにより、強・弱2段切り替えがで
きます。

（6）施工性アップ
JlS取付枠が使用可能で、配線工事のしやすい速結端子（給
気形、引きひもタイプ、耐湿形を除く）を採用しています。

（7）給気形、耐湿形もラインアップ
強制給気や、プール・浴室等の湿度が高い場所の換気に
も適しています。

1.·業務用有圧換気扇（標準タイプ・引きひも
タイプ・格子タイプ・メッシュタイプ）

〈主な特長〉
（1）厨房にマッチしたステンレスフェイス

フード、壁のステンレスとマッチするステンレスデザイ
ン。

（2）再生フィルター付きで羽根外壁の汚れを防止
厨房フィルター付タイプは、水洗いが可能なステンレス
製パンチングメタル再生フィルター付きなので、羽根お
よび外壁の汚れが防げます。

（3）お掃除が簡単
羽根は中央のスピンナーを回すだけで簡単に取りはず
せます。（25cm，30cmのみ）

（4）エクストラファン採用で、大風量しかも低騒音　
（5）オール金属製で優れた防火性
（6）強・弱速調付き　

コントロールスイッチ（システム部材・別売）の使用に
より、強・弱2段切り替え運転ができます。

2.·業務用有圧換気扇厨房用（メッシュタイ
プ・フィルター付タイプ）

パネル

パネル

EFG-35MSB,MFSB
EFG-40MSB,MFSB
EFG-40MSTB,MFSTB
EGG-50MSTB,MFSTB
EGG-60MSTB,MFSTB

EFG-35KSB-W,KDSB
EFG-40KSB-W,KDSB

パネル
EFG-35SB
EFG-40SB
EFG-40STB
EGG-50STB
EGG-60STB

パネル

標準タイプ・格子タイプ・メッシュタイプ
（35～60cm）

スナップピン

ナット

ワッシャー 羽根

シャッター

本体

モータ

ねじ
端子ボックス
（給気形、耐湿形を除く）

パネル
EFC-25FSB
EFC-30FSB
EFC-35FSB

パネル
EFC-25MSB
EFC-30MSB
EFC-35MSB

本体カバー

羽根
25・30cmタイプ

つまみねじ

つまみねじ

スピンナー

シャッター

本体

モータ
本体カバー

油受け

油受け

羽根35cmタイプ
ナット
ワッシャー

スナップピン

つまみねじ

つまみねじ

つまみねじ

1.·業務用有圧換気扇
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気密化の進んだ建物やダクトを使用する場所、また空気
抵抗のある場所の換気をする場合は、有圧換気扇のなか
でも特に圧力をもった機種を使わなければなりません。
三菱産業用有圧換気扇は豊富な機種ラインアップで使用
条件に合わせた最適な機種選定ができます。
特にビル、マンション、レストラン、病院、学校、市
街地の工場等とりわけ騒音が問題とされる場所におい
ては、風量、静圧を低下させることなく、低騒音化を
実現した低騒音形有圧換気扇が適しています。
●4極形から10極形まで、風量、静圧、騒音などの面から各機種
とも理想の回転数を設定しており、用途に応じて選定できます。

●E種絶縁を採用。また玉軸受には広温度範囲のグリースを
採用。−30〜＋50℃の温度範囲で使用できます。（ただし、
結氷するおそれのある場所での使用はできません。）

●低騒音形（70〜105cm）、大風量形は給・排気切替え可能です。 
（ただし、羽根の向きの変更とモータの回転方向の変更が必要です。）

●耐熱、耐湿処理のすぐれたワニスで処理していますので
耐湿性も高くなっています。

　常温においては相対湿度90％まで使用できます。また、スチレ
ンレスタイプのワニスを採用し、環境負荷に配慮しています。

●羽根、枠（ベルマウス）、取付足、モータには防錆力の
高いポリエステル粉体塗装（耐酸、耐塩塗装）またはポ
リエステル塗装鋼板を使用しておりますので耐食性に
すぐれています。（ただし、低騒音形の70〜105cmと
大風量形のモータは除きます。）

●シャフトの出口にフリンジャーが取付けてあり、ほこり
や水滴などが軸受部に侵入しにくくなっています。

排気

給気

※

フリンジャー

〈屋内形〉

〈屋外形〉

回転フリンジャー
固定フリンジャー

※低騒音形の70〜105cmの給気使用の場合は羽根が取付面より
出っ張ります（機種により27〜72mm）ので、ご注意ください。

※屋外形の設置条件は、JIS C 4034-5（回転電気機械）に規定さ
れたIP44（全閉防まつ形）相当です。

羽根、取付枠、モータ（フレーム、ブラケット、軸）
等主要部分にSUS304を使用した低騒音形の有圧換
気扇です。
（1）業務用厨房や腐食性ガスの発生場所の全体換気に最適

常温で標準形は、相対湿度95％まで（高耐食タイプは、
相対湿度98％まで）使用可能です。

（2）腐食しやすい条件
ステンレスは耐食性に優れた材料ですが次のような条
件では腐食しやすくなります。この場合、耐食性の高
い透明塗装を施した高耐食（-F）タイプが適しています。

①結露などで湿潤する場合

②金属粉が付着している場合

③酸性、アルカリ性が強い場合
　特に塩素ガスには高い腐食性があります。

④室内プールなど腐食性成分を含んだ水滴がくり返し付
着する場合。

※腐食性ガスの局所排気に使用しますとガスの濃度が高くなり腐食しやすくなります。

※温泉など腐食性物質・腐食性ガスなどの濃度が高いと、商品の寿命が著しく短
くなる場合があります。定期的（約1年を目安）に商品の点検をしてください。

●耐食性の比較（複合サイクル試験）
ステンレスは、1000時間程度の塩水噴霧試験では発錆
が見られませんので塩水噴霧→乾燥→湿潤のサイクルを
1サイクルとした、複合サイクル試験にて比較します。

2.·産業用有圧換気扇（低騒音形、大風量形、400V級）

3.·オールステンレスタイプ有圧換気扇

試　料 サイクル数 耐食性能（外観状態）

オールステンレス
高耐食タイプ

50サイクル スクラッチ部および端部に錆・膨
れ・はくり等は認められなかった。

オールステンレス
タイプ

10サイクル 部品の一部に錆びが発生する。
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爆発性ガスが発生する場所や爆発性ガスを発生する物
を保管する場所などの換気に適した有圧換気扇です。
防爆構造は耐圧防爆形（d2G4）です。

1.·適合規格
（1）厚生労働省電気機械器具の防爆構造規格·
（旧労働省告示第16号）

（2）独立行政法人·産業安全研究所技術指針
工場電気設備防爆指針……ガス・蒸気防爆

2.·検定制度
爆発の危険がある場所に設置する換気扇などの電気機
器は、産業安全技術協会の検定に合格したものでなけ
れば使用できません。（労働安全衛生法第44条）

3.·防爆構造の種類
防爆構造には次の3種類があります。三菱防爆形有圧
換気扇は（2）耐圧防爆構造に適合しています。

（1）安全増防爆構造
常時運転中に火花・アークまたは過熱を生じてはならな
い部分に、これらの発生を防止するために構造上または
温度上昇について特に安全度を増加した構造です。

（2）耐圧防爆構造
容器内部で爆発性ガスの爆発が起こった場合、容器が
その圧力に耐え、かつ外部の爆発性ガスに引火するお
それのない構造です。

（3）内圧防爆構造
容器内部に保護気体（新鮮な空気または不燃性ガス）を
圧入して、内圧を保持することによって爆発性ガスが
侵入するのを防止した構造です。

4.·システム部材との組み合わせ上の注意
●防爆形有圧換気扇はインバータや速調器、温・湿度ス
イッチによる制御はできません。（検定条件からはずれ
ます。）

●電動式シャッターは使用できません。（電気接点を有
しており、火花が発生するおそれがあります）

●専用ガードおよび網付ウェザーカバーを使用する。（羽
根に物などが飛び込むと火花が発生するおそれがあり
ます）

（工場電気設備防爆指針）

5.·防爆構造の記号
d 2 G4

発火度
爆発等級
防爆構造

■危険場所に対する防爆構造の設定

※一般には、第1種場所にモータを設置することは、避けてください。
※◯…適合、×…不適合

■爆発性ガスの発火度、爆発等級

■主な爆発性ガスの危険性

※2G4防爆構造で使用できないところは、上表 の部分。すな
わち、水性ガス、水素、アセチレン、二硫化炭素の発生する場
所です。

4.·防爆形有圧換気扇

危険場所 状　　況
適用防爆構造

耐圧 安全増 内圧

1種場所
爆発性ガスがしばしば、またはい
つも存在しており、危険となるお
それのある場所。

◯ × ◯

2種場所

爆発性ガスや可燃性液体を封じた
容器、または設備が事故のため破
損した場合、または操作を誤った
場合にのみ、漏れ出し危険の生じ
る場所。

◯ ◯ ◯

発火度
（発火点）

爆発等級

G1
450℃を
超えるもの

G2
300℃を超え
450℃以下

G3
200℃を超え
300℃以下

G4
135℃を超え
200℃以下

G5
100℃を超え
135℃以下

1

アセトン
アンモニア
一酸化炭素
エタン
酢酸
酢酸エチル
トルエン
プロパン
ベンゼン
メタノール
メタン

エタノール
酢酸イソアミル
I-ブタノール
ブタン
無水酢酸

ガソリン
ヘキサン

アセトアルデヒド
エチルエーテル

2
石炭ガス エチレン

エチレンオキシド

3
水性ガス
水素

アセチレン 二硫化炭素

（　　···）（　　···）（　　···）

物質名
発火温度
（℃）

引火点
（℃）

爆発限界 蒸気密度
（空気=1）

物質名
発火温度
（℃）

引火点
（℃）

爆発限界 蒸気密度
（空気=1）下限vol% 上限vol% 下限vol% 上限vol%

アセトン
アンモニア
一酸化炭素
エタン
酢酸
酢酸エチル
トルエン
プロパン
ベンゼン
メタノール
メタン 
石炭ガス

540
630
605
515
485
460
535
470
555
455
595

〜560〜

＜−20
ガス
ガス
ガス
40
−4
6

ガス
−11
11
ガス
ガス

2.5
15.0
12.5
3.0
4.0
2.1
1.2
2.1
1.2
5.5
5.0
4

13
28
74

15.5
17

11.5
7.0
9.5
8.0
44

15.0
40

2.00
0.59
0.97
1.04
2.07
3.04
3.18
1.56
2.70
1.10
0.55

0.5〜0.6

エタノール
酢酸イソアミル
1−ブタノール
ブタン
無水酢酸
エチレン
エチレンオキシド
ガソリン
ヘキサン
アセトアルデヒド

（ジ）エチルエーテル

425
380
340
365
330
425
440

〜260〜
240
140
170

12
25
29
ガス
49
ガス
ガス

＜−20
−21.7
−37.8
−45

3.5
1

1.4
1.5
2.0
2.7
3.0
1

1.2
4.0
1.7

19
10

11.3
8.5

10.2
34

100
7

7.4
57
36

1.59
4.49
2.55
2.05
3.52
0.97
1.52
3〜4
2.79
1.52
2.55

（　　···）（　　···）
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冷凍庫内の低温場所（−50℃まで）での使用に耐える
よう設計された有圧換気扇です。
主にユニットクーラー等と組み合わせて使用します。

1.·材料
金属材料は一般に低温になると脆くなる性質がありま
す。したがって機械的に弱くなり、ショックを与えら
れると破壊しやすくなるので特にモータ軸の材質に熱
処理するなどの処置がしてあります。

2.·軸受
低温用グリースを使用しています。

3.·注意
換気扇に霜、氷が付着すると換気扇が振動し回転不良、
変形、破損、焼損につながるおそれがありますので霜、
氷が付着した場合は霜取り（デフロスト）を実施してく
ださい。

8.·機器冷却用有圧換気扇
機器組込や制御盤および受電設備の冷却・換気に適
した薄形設計です。
排気専用タイプです。
特に回転センサー付タイプはキュービクル式高圧受
電設備のJIS規格にある故障警報装置を設けた機械換
気装置に適合しています。
ただし、20cmタイプは樹脂製羽根のため、キュービクル
式非常電源専用受電設備認定基準には適合していません。

1.·回転センサー付タイプ
万一、ファンの回転数が正常時の55〜65％になった
場合、羽根に近接した磁気センサーが信号を出し、異
常を知らせます。
※ 強電界、強磁界の発生している場所には設置しないでください。

受電設備容量が500kVAを越えるものであって機械換
気設備を設けることが必要な場合は、次によること。
（1） 機械換気装置には、独立した検出装置をもつ故障

警報装置を設ける。
（2）取り替えは安全、かつ、容易に行えることとする。
（3） 換気扇の羽根は、排気熱に耐え得る耐熱性、難燃性お

よび十分な機械的強度をもつ材質のものとする。
（4） 屋外用の換気口には、防雨用のフード、自動シャッ

タ、ガラリなどを設ける。

回路ボックス

制御回路

アース

ねじ

M

クロ クロ

クロアカ

シロ

クロ

クロ

アカ

シロ

シロ

アカ

シロ

（NO）

（COM）

回路センサー

センサー

モータ

異常時ON

a接点

AC100V 3.3A以下、

DC5V 10mA～

DC24V 0.5A

ミドリ（アース線）

シロ

クロ

電源

 AC100V

　　 50/60Hz

センサーケース

黒色コード

コンデンサーボックス

コンデンサー

灰色コード

市販ブザーまたはランプなど

BZ

電源

警報

■結線図（回転センサー付タイプの場合）

2.·関連JIS規格
キュービクル式高圧受電設備　JlS C 4620

※警報リレーの接点は一度異常を検知したら、電源をリセットす
るまで閉じた状態を保持します。

乾燥炉の近く等、高温場所（80℃まで）での使用に耐
えるよう設計された有圧換気扇です。

1.·モータ
軸受のグリース温度の上昇を抑えるため、標準品より
容積を大きくしています。
巻線はH種絶縁です。
電動機の絶縁階級については275ページをご覧ください。

2.·システム部材
風圧式シャッターの耐熱タイプもご用意しています。
（受注生産品）

5.·耐熱タイプ有圧換気扇

6.·冷凍室タイプ有圧換気扇

7.·機器冷却用有圧換気扇
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（1）種類
風圧式、電動式、固定式（ガラリ）があります。風圧式
と電動式には、鋼板製とステンレス製があります（ただ
しステンレス製はサイズが限定されています）。固定式
は鋼板製です。

（2）材料および表面処理
鋼板製はポリエステル粉体塗装を施しました。
風圧式のステンレス製は標準タイプと高耐食タイプがあ
り、高耐食タイプには耐食性の高い透明塗装を施しました。

（3）騒音
風圧式、電動式を排気形有圧換気扇と組み合わせて使用
すると、換気扇の騒音は、1〜3dB程度高くなります。
給気形の場合は3〜5dB程度高くなります。
（厚さ10cm程度の壁に据付けたときのシャッター有無
による騒音差です。） スイッチ

（お客様手配）

シロ

アカ

クロ

抵抗（200V定格品のみ）

モータケース

モ
ー
タ
ユ
ニ
ッ
ト

（4）電動式シャッターの開閉機構
〈20〜40cmタイプの場合〉

シャッター

シャッター連結板

シャッター閉じばね

ワイヤ

ドラム

モータ部分

●開動作
電源スイッチを入れるとモータが回転し、ドラムがワイ
ヤを巻き上げ、シャッター閉じばねが引っぱられ、シャッ
ター連結板が下がり、シャッターが開きます。
シャッターが開くまで巻き上げますと、ドラムと一体に
なったカムによりマイクロスイッチが動作してモータ電
源のみを切り、巻き上げを停止してドラムをロックしま
す。（シャッターが開いた状態でロックされる。）

●閉動作
電源スイッチを切ると、ソレノイドによるロックがはず
れ、シャッター閉じばねによってワイヤがもどり、
シャッターが閉じます。

ユニットクーラー室外機などの機器組込のような雨
ざらしの屋外環境の使用に耐えるよう設計された有
圧換気扇です。

1.·材料および表面処理
雨水がかかり錆びやすい環境で使用していただくために耐
食性を向上しました。羽根、モータ取付足は、従来の粉体
塗装の上にウレタン塗装を施し、モータ・ダクトは、高耐
食な鋼板に粉体塗装を施しています（EWG-60FTA-PR、
KG-70GTF2-PR、KG-80HTF1-PRは通常の鋼板に粉体＋ウ
レタン塗装）。ねじ、ナット類は、高耐食めっきを施しています。

2.·軸受
両シール接触形のベアリングを使用し、モータ内への
水や埃の侵入防止をしています。

3.·注意
一般環境での使用に耐えうる耐食性を有していますが、
使用環境によっては錆や塗装のはがれが発生する場合
もあります。必ず定期的な点検・清掃を行い、必要に
応じて修理交換や補修塗りをしてください。
塩害地域などの腐食性物質の多い場所や絶えず水のか
かるクーリングタワーでは、早期に錆が発生するおそ
れがあるため使用できません。
屋外設置の場合、製品本体へ雪の推積がある場合には
使用できません。積雪の多い地域では、直接積雪しな
いよう防雪フード（お客様手配）を設けるなどの処置を
行ってください。

8.·防錆タイプ有圧換気扇

システム部材機種別説明3
1.·シャッター
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シャッター開閉スイッチ
（お客様手配）

アカ

CON

NC NO

1214

8 413

シロ
クロ

モータ

リレー

マイクロスイッチ
（NO→NC）

モータケース内部

Ｍ

■主スイッチ、マイクロスイッチ、リレーの動作状態

シャッター開閉スイッチOFF、シャッター閉状態
電流（A）  0
入力（W）  0

シャッター開閉スイッチ
（お客様手配）

アカ

CON

NC NO

1214

8 413

シロ
クロ

モータ

リレー（4→8）

マイクロスイッチ

モータケース内部

Ｍ

シャッター開閉スイッチON、シャッター開動作中
   100V品  200V品
   50/60Hz  50/60Hz
電流（A）  1.5/1.0  0.8/0.5
入力（W）  60/40  60/40

シャッター開閉スイッチ
（お客様手配）

アカ

CON

NC NO

1214

8 413

シロ
クロ

モータ

リレー（8→4）

マイクロスイッチ

モータケース内部

Ｍ

シャッター開閉スイッチOFF、シャッター閉動作中
   100V品  200V品
   50/60Hz  50/60Hz
電流（A）  1.5/1.0  0.8/0.5
入力（W）  60/40  60/40

シャッター開閉スイッチ
（お客様手配）

アカ

CON

NC NO

1214

8 413

シロ
クロ

モータ

リレー

マイクロスイッチ
（NC→NO）

モータケース内部

Ｍ

シャッター開閉スイッチON、シャッター開状態
電流（A）  　0.1以下
入力（W）  　2以下

1 2

4 3

●開動作
シャッター開閉スイッチを入れるとリレーが動作し、
モータが回転します。クランクを回しシャッター連結板
を引き下げシャッターが開きます。
シャッターが開くまでクランクを回す（半回転）とクラ
ンクと一体になったカムによりマイクロスイッチが動作
してモータの電源を切ります。（シャッターが開いた状
態で固定される。）

●閉動作
シャッター開閉スイッチを切ると、リレーがもどり、
モータが回転し、クランクが回りシャッター連結板をも
どします。シャッターが閉じるまでクランクを回すと、
カムによりマイクロスイッチが動作してモータの電源
が切れます。
動作状態は下図 ❶ → ❷ → ❸ → ❹ → ❶ を参照して
ください。

シャッター

シャッター連結板

ロッド

クランク

モータ部分

※閉じるときもモータを動かすための電源が必要です。したがって、
換気扇の電源と同時にシャッターの電源を切るとシャッターは閉
じません。

※50cm以上の電動式シャッターの場合、電源の「入」�➡「切」の操
作間隔を10秒以上空けないとシャッターが半開の状態になるの
で、間隔をおいて操作してください。

〈50〜105cmタイプの場合〉
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（1）種類
業務用有圧換気扇のウェザーカバーには標準タイプと防
火ダンパー付タイプ（一般用・厨房用）があります。

（2）耐外風性能
側面スリットを設け、耐外風性能と雨水浸入防止性能を
向上しました。

（3）エクステリア性
開口部の雨どいをなくし、エクステリア性を向上しまし
た。

（4）低圧損設計

●設定場所、取付状態、天候状況によっては給気使用時
に屋内へ雨水が浸入するおそれがあります。
●防虫網は防火設備証明の対象ではありません。
●防虫網は外からの据付けと点検ができる場所でご使用
ください。

■建材試験センター防火設備該当品

（5）防鳥網を標準装備（防虫網は別売品）
（6）SUS304を使用

D寸法以上

コントロールスイッチ
（FS-07SWA）

シャッター出力

ON

OFF

有圧換気扇出力

D

ON

OFF

ON

OFF

約8秒 約30秒

●運転モード

　運転：シャッター運転開始後、約8秒後に換気扇が運転

　停止：換気扇電源停止後、約30秒後にシャッターが閉動作

70cm以上の有圧換気扇および電動式シャッターを給
気で使用する場合の専用システム部材です。システム
部材のコントロールスイッチ（FS-07SWA：別売）と
組み合わせて使用します。
●電動式シャッターおよび有圧換気扇の動作を遅延させる
ためのものです。

●PS-70タイプ以上の電動式シャッターを給気で使用す
る場合は、シャッター保護のため必要です。

●据付けは「盤内」に収納してください。
　●接続対象機種

接続可能機種
（1台あたり
接続可能台数）

換気扇 シャッター 台数

EJ-70ETC3（給気） PS-70SMTA 6

KG-70GTF3（給気） PS-70SMTA 1

EJ-80FTC3（給気） PS-80SMTA 4

KG-80HTF3（給気） PS-80SMTA 1

EJ-95GTB3（給気） PS-100SMTA 1

EJ-105HTB3（給気） PS-100SMTA 1

2.·給気専用遅延タイマーボックス（PS-16QS-T）

3.·業務用有圧換気扇用給排気形ウェザーカバー（PS形）

タ
イ
プ

形　　名 建材試験センター証明番号
建材試験センター試験成績番号 温度ヒューズ

溶断温度温度ヒューズ作動試験 漏煙試験

一
般
用

PS-20,25,30CSD 第02EG009号 第60704 第60703 72℃

PS-35,40CSD 第02EG015号 第8H70415 第8H70416 72℃

PS-50,60CSD 第02EG016号 第8H70418 第8H70419 72℃
厨
房
用

PS-20,25,30CSDK 第02EG009号 第60704 第60703 120℃

PS-35CSDK 第02EG015号 第8H70420 第8H70416 120℃

お願い
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2.·風圧シャッター付ウェザーカバー
（1）種類

標準タイプと防火ダンパー付タイプ（一般用・厨房用）
があり、それぞれ鋼板製とステンレス製があります。

（2）材料および表面処理
鋼板製はポリエステル粉体塗装を施しました。
ステンレス製はSUS304を使用しました。

（3）屋内からもメンテナンス可能
換気扇本体をはずしていただきますと、屋内より防鳥網
のメンテナンスができます。

（4）防鳥網を標準装備（防虫網は別売品）

電動シャッター付ウェザーカバーの構造

巻き上げワイヤ

巻き上げモータ

温度ヒューズ

シャッター

〈閉じているとき〉 〈開いているとき〉

一枚シャッターの採用により、従来のシャッターに比べ、格段に密
閉度が向上しました。しかも防火ダンパー付タイプは、ダンパーと
シャッターが一体となった構造です。

■侵入風量比較（風速8m/秒時換算） （当社比）

■建材試験センター防火設備該当品

■建材試験センター防火設備該当品

●風圧シャッター付ウェザーカバーは給気では使用でき
ません。排気専用です。

1.·電動シャッター付ウェザーカバー
（1）種類

標準タイプと防火ダンパー付タイプ（一般用・厨房用）
があり、それぞれ鋼板製とステンレス製があります。

（2）材料および表面処理
鋼板製はポリエステル粉体塗装を施しました。ステンレ
ス製はSUS304を使用しました。

（3）屋内からもメンテナンス可能
換気扇本体をはずしていただきますと、屋内より防虫
網、防鳥網のメンテナンスができます。
（防虫網、防鳥網は別売品です。）

●電動シャッター付ウェザーカバーは給気では使用でき
ません。排気専用です。
●単相100V専用です。（3相200V機種と組み合わせて
の使用はできません。）

4.·シャッター付ウェザーカバー（SHW形）

羽根径 電動シャッター
電動シャッター付
ウェザーカバー

侵入風量
比　　較

20cm 50m3/h 29m3/h 40％カット

25cm 79m3/h 32m3/h 60％カット

30cm 115m3/h 35m3/h 70％カット

タ
イ
プ

形　　名 建材試験センター証明番号
建材試験センター試験成績番号 温度ヒューズ

溶断温度温度ヒューズ作動試験 漏煙試験
一
般
用
SHW-20,25,30MTDB
SHW-20,25,30MSDB 第02EG018号 第50363 第50362 72℃

厨
房
用
SHW-25,30MTDB-C
SHW-25,30MSDB-C 第02EG018号 第50364 第50362 120℃

タ
イ
プ

形　　名 建材試験センター証明番号
建材試験センター試験成績番号 温度ヒューズ

溶断温度温度ヒューズ作動試験 漏煙試験
一
般
用
SHW-20,25,30TDB
SHW-20,25,30SDB 第02EG017号 第54372 第54374 72℃

厨
房
用
SHW-25,30TDB-C
SHW-25,30SDB-C 第02EG017号 第54373 第54374 120℃

お願い

お願い
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1.·絶縁枠
（1）メタルラス張り、ワイヤラス張り、または金属板

張りなどの木造物に有圧換気扇を据付けるときに
使用し、金属部分と有圧換気扇の電気的導通を遮
断

（2）ステンレス鋼板製（SUS304）の枠に絶縁シート
を貼り付けてあります

2.·取付枠
（1）ステンレス（SUS304）製
（2）メンテナンス性アップ

先に取付枠を据付けてから有圧換気扇を据付けること
ができ、据付け、取りはずしが容易に行えます。

（3）コンクリート壁への据付けなどに利用可能

3.·木枠、不燃枠
（1）有圧換気扇取付壁穴用の枠です
（2）適用壁厚

20〜35cm用 は100〜160mm、40〜60cm用 は
100〜200mmに使用できます。
壁厚より薄くする場合は、切断して使用します。（ただ
し100mm以下にはできません）

（3）現場組立式
組立用ねじ、ナット、有圧換気扇固定ナット、シャッ
ター、ウェザーカバー取付ボルト等も付属しています。

（4）施工性
枠に有圧換気扇取付ボルトが付いており、据付け、取
りはずしが容易です。

（5）不燃枠には建築基準法第2条第9号の規定を満足す
る不燃材「繊維混入けい酸カルシウム板」を使用

（6）不燃枠は消防署の指導により換気口周りに木材が
使用できない場合に利用してください

（7）不燃枠は絶縁枠としての使用はできません

4.·給気用アタッチメント
（1）産業用有圧換気扇給気使用時の羽根の出っ張りを

吸収し、シャッターとの据付工事を省力化（ステ
ンレスタイプ）

（2）据付範囲
産業用有圧換気扇20〜60cmまで据付が可能です。

（3）ステンレス（SUS304）製
（4）産業用有圧換気扇の取付枠としても使用可能

5.··スライド取付枠（業務用有圧換気扇用
給排気形ウェザーカバー専用）

（1）ステンレス（SUS304）製
（2）枠に有圧換気扇、ウェザーカバー取付ボルトがつ

いており、据付け、取りはずしが容易
（3）壁厚に応じて取付可能

有圧換気扇とウェザーカバーを据付けるのに、使用す
るもので、取付枠をスライドさせることにより90〜
160mmの壁厚に対応できます。

（4）コンクリート壁据付けなどに利用
鉄筋コンクリート（RC）壁や、軽量気泡コンクリート
（ALC）壁に有圧換気扇を据付けるのに便利です。

6.·業務用有圧換気扇用薄壁取付枠
（1）簡単施工

業務用有圧換気扇を各種ウェザーカバーと組み合わせ
る場合、据付に必要な寸法を確保するには、一定以上
の壁厚または現地でスペーサーなどを製作する必要が
ありましたが、この薄壁取付枠を使用すれば、組み合
わせ据付に必要な寸法が簡単に確保できます。

（2）据付けに必要な寸法に応じて「標準タイプウェザー
カバー用」と「防火ダンパー付タイプウェザーカ
バー用」の2タイプをラインアップ

電気設備の技術基準の解釈（第145条3項）
メタルラス張り、ワイヤラス張り又は金属板張りの木
造の造営物に、電気機械器具を施設する場合は、メタ
ルラス、ワイヤラス又は金属板と電気機械器具の金属
部分とは、電気的に接続しないように施設すること。

（1）種類
鉄線製とステンレス鋼線製があリ、ステンレス鋼線製
は有圧換気扇ステンレスタイプ及び防錆タイプ用です。

（2）材料および表面処理
鉄線製はポリエステル粉体塗装を施しました。
ステンレス鋼線製は標準タイプと高耐食タイプがあり、
高耐食タイプには耐食性の高い透明塗装を施しました。

（3）施工性
有圧換気扇のモータ側より付属の取付金具で簡単に据
付けられます。

5.·バックガード

6.·取付用枠
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第1章  有圧換気扇
　  システム部材機種別説明　　    施工43

1.·共通注意事項
●この商品は日本国内用ですので日本国外では使用できま
せん。また日本国外ではアフターサービスもできません。

● 特性・仕様の詳細については、各商品の納入仕様書に
てご確認ください。

● 使用周囲温度・湿度は必ずお守りください。使用周囲
温度・湿度範囲を超えますと焼損・変形・回転不良・
破損につながるおそれがあります。

● 1日50回以上のひんぱんな起動停止を伴う使用は、羽根
及びモータ破損等の原因となりますので避けてください。

●結氷するおそれのある場所では使用できません。

● 据付は振動のない強固な場所にしっかり据付けてくだ
さい。据付場所が弱いと共振を起こし、騒音及び羽根
破損などの事故の発生する危険があります。弱い場所
は補強などをして確実に据付けてください。

● 有圧換気扇は高所取付用です。バックガードを装着しても
床上1.8m以上のところに据付けてください。低い所に据付
けられますと、けが・事故の原因になることがあります。 
また、床面から1.8m以上の設置位置であっても、作業・
活動等により人体に触れる可能性がある場合は、より安
全のため人体が触れない高さへの据付けをお願いします。

● 近接設置をする場合は、下図のように羽根径の3倍以上
離して設置してください。

　 ※D:羽根直径
D×3以上

・2�台以上が接近する場所
（商品と商品の中心は羽根径D寸法の3倍以上離してください）

● 設置をする時、下図のような場所には据付けないでく
ださい。偏流が起こり異音の発生や羽根が破損するこ
とがあります。

・吸込側に遮へい物や極端な風路の曲がりがある場所

風の流れ

D寸法以上

D

・�ダクトを使用する場合�
（吸込側の曲がりは羽根径D寸法以上離してください）

● メタルラス張り、ワイヤラス張り、又は金属板張りの
木造物と金属ボディの部分が直接接触しないように絶
縁してください。漏電、感電、火災の原因になること
があります。このような場合にはシステム部材の絶縁
枠を使用する必要があります。（電気設備の技術基準に
従い施工してください）

● 漏電ブレーカを設置してください。火災・感電のおそ
れがあります。

● モータの焼損防止のため、モータブレーカ又は電磁開
閉器（電磁接触器＋サーマルリレー）の過負荷保護装置
を設置してください。

  過負荷保護装置は必ず機器1台ごとに据付けてください。
  過負荷保護装置の選定は最大負荷電流の1.2倍を目安に
してください。ただし商品本体に過負荷保護装置の定
格表示があるものは、表示内容に従い過負荷保護装置
を設置してください。

施工4
1.·業務用有圧換気扇の注意事項

7.·雨水浸入抑制部材
（1）給気時の雨水吸い込みをブロック

不織布フィルターとチャンバーのダブル捕集で、雨水
浸入量を大幅に抑制します。
（QW-40SBのみに比べ雨水浸入率は1%未満）

（2）オールステンレス製（SUS304）
（3）商品外周部に断熱材を採用し結露を抑制
（4）本体下部に水垂れを防止するドレン皿を装備

（5）施工性
●取付フランジ端部を立ち上げたことで、三角シール作
業が容易にできます。

●フィルターユニットは両側引き出し構造なので、据付
場所を選びません。

（6）簡単メンテナンス
●不織布フィルターは、中性洗剤で洗うことで再利用で
きます。（洗浄可能回数は10回）
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● モータに安全装置として温度ヒューズまたは自動復帰
形サーマルプロテクターが内蔵されているものがあり
ます。拘束、過負荷、欠相運転、異電圧印加あるいは
周囲温度が基準以上に高い場合には上記安全装置が自
動的に動作し回転が止まることがありますので、電源
を切り原因を取り除いてください。

再運転の場合には以下を実施してください。 
・ 温度ヒューズが動作の場合：モータ交換
・ 自動復帰形サーマルプロテクターが動作の場合：
モータが冷えるまで待つ（ ）

● アース端子、アース線のある機種は、必ずD種接地工事
を実施してください。感電のおそれがあります。

● 電気工事は必ず有資格者である電気工事士が内線規程
や電気設備技術基準に従って行ってください。絶対に
「手より接続」はしないでください。また、電源電線の
結線部分はJIS C 8340の「電線管用金属製ボックス及
びボックスカバー」内にて行ってください。

●電源接続を間違えますと正常な運転ができなくなり、
場合によってはモータが焼損するなどの危険がありま
す。スイッチ・プラグ等への接続は確実に実施してく
ださい。

●汚れた空気を排出するときは新鮮な空気の入るところ
が必要です。換気扇の取付枠と同等以上の大きさの、
空気取入口を換気扇の反対側に設けてください。

● 換気扇は汚れやすいものです。長時間放置しておきま
すと汚れが落ちにくくなりますので早めに掃除してく
ださい。（羽根の取扱いには十分注意してください）

● 故障の原因となるおそれがありますので商品の改造はし
ないでください。（給気変更可能商品での給気変更を除く）

● 商品本体にシリコーンを使用している機種が一部あり、
周囲環境に影響を及ぼす可能性がありますのでご注意
ください。

●お客様で製作されたウェザーカバーを使用される場合、
ウェザーカバーの大きさや形状によっては偏流が起こ
り、異音の発生や商品が破損するおそれがあります。
必ず指定のウェザーカバーを使用してください。

● 長年ご使用の換気扇ではモータ、コード、コンデンサー
等の電気部品の経年劣化により発煙・発火に至るおそれ
があります。ご使用前・ご使用中に異常がないか確認し
てください。異常がある場合は使用を中止してください。

● 屋外（直接雨がかかる場所）では使用しないでください。

● 塩害のおそれのある場所、腐食性ガスの発生する場所、
及び温泉では使用できません。

● 各種ウェザーカバーとの組合せは、14ページを参照の
上、必要寸法（最低壁厚）を確保してください。必要寸
法が確保されていない場合、寸法上組合せによる据付
けができません。（木枠・不燃枠では必要寸法が確保さ
れない場合があります）

● 換気扇は天井又は壁面に密着させますと据付けられま
せんので100mm以上離して据付けてください。

● 店舗用及び耐湿形は厨房等油煙の多いところでは使用で
きません。（厨房用の業務用有圧換気扇をお使いください）

● 天井据付はできません。電気部品等に悪影響を与える
ことや、落下によりけがをするおそれがあります。

2.·耐湿形注意事項
● 浴室など湿度の高い場所で使用できますが、プール等
でご使用の場合は水蒸気の成分によって商品寿命が短
くなる場合があります。   
この場合には産業用有圧換気扇オールステンレス高耐
食タイプをご使用ください。

● 温泉の浴室には使えません。

3.·厨房用注意事項
● 50℃を超える雰囲気では、モータやコンデンサーなど
電気部品の劣化又は軸受部グリースの劣化による軸受
部焼付きの原因になりますので使用できません。

● 火災予防条例準則に基づき、火源との距離は1m以上離
してください。

● 50℃を超えるケースとして下記があ
りますのでご注意ください。 
・ガスコンロの排気用　   
・ その他加熱調理機等の排熱用
など50℃を超えますと、温度
ヒューズが溶断し運転が停止する場合があります。

● ガス湯沸器は種類によって排気温度が100℃を超えるとき
がありますので、真上での据付けはさけてください。やむ
をえず据付ける場合は湯沸器の上部に遮熱板などを設けて、
換気扇の吸込温度が50℃以下になるようにしてください。

● 厨房では消防署の指導により換気口廻りに木材が使用できな
い場合があります。システム部材の不燃枠を使用してください。

● この換気扇は、業務用厨房換気扇として使用できます
が、地域によっては、フードの中に設置する場合、フー
ドにグリスフィルターを設ける必要がありますので、
あらかじめ所轄の官公庁（消防署）にご相談ください。

● 油の発生が多い場所には、フィルター付タイプをご使
用ください。

● 油・粉塵など可燃性の汚れが換気扇に付着していると
万が一の飛び火により火災の原因となるおそれがあり
ます。必ず定期的（約1年を目安）に清掃してください。

4.·給気形の注意事項
● ウェザーカバーと組み合わせてご使用の場合は給排気
形ウェザーカバーをご使用ください。なお、給排気形
ウェザーカバーを使用しても台風等の暴風雨の場合は
屋内へ雨水が浸入しますので換気扇を停止する等の運
用をしてください。

● 除じんフィルター付ですが、虫の侵入は防止できません。

1m
以上
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第1章  有圧換気扇
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●上表における必要寸法（最低壁厚）が確保できない場合、システム部材の薄壁取付枠を使用することで、据付けに必要な寸
法が簡単に確保できます。

■薄壁取付枠適用機種一覧

5.··業務用有圧換気扇と各種システム部材組合せ時の必要寸法（最低壁厚）及び薄壁取付枠適用機種一覧
●各種ウェザーカバーとの組合せは下表を参照の上、壁厚等で必要寸法を確保してください。

　本寸法が確保されていない場合、組合せ据付けができません。その場合は、システム部材の薄壁取付枠を使用することで、
据付けに必要な寸法が簡単に確保できます。

■業務用有圧換気扇とウェザーカバー組合せ時の必要寸法（最低壁厚）表 単位（mm）

ご注意： 1.※印部分は電動シャッター用電源コードが商品シャッターに当たり据付けできません。   
2.羽根径35cm以上の（　）内の値は給気形・厨房用の場合です。

ウェザーカバー
羽·根·径

20cm 25cm 30cm 35cm 40cm 50cm 60cm

給排気ウェザーカバー標準タイプ PS-○○CS形 65 50 25 60 152（141） 180（169） 180（169）

給排気ウェザーカバー防火ダンパー付タイプ PS-○○CSD・CSDK形 165 165 165 205（165） 170（159） 200（189） 200（189）

電動シャッター付（標準タイプ） SHW-○○M形 ※ ※ ※ — — — —

電動シャッター付防火ダンパー付タイプ SHW-○○MD形 ※ ※ ※ — — — —

風圧シャッター付標準タイプ SHW-○○形 76 93 108 — — — —

風圧シャッター付防火ダンパー付タイプ SHW-○○D形 176 193 208 — — — —

排気標準タイプ W-○○TA・SA形 40 35 30 15 0 15 5

排気防火ダンパー付タイプ W-○○TDA・SDA形 206 223 238 255（215） 202 232 232

給排気標準タイプ QW-○○SB形 0 0 0 0 0 0 0

給排気防火ダンパー付タイプ QW-○○SDB形 206 223 238 255（215） 202（191） 232（221） 232（221）

給気形標準タイプ QWH-○○SA形 5 3 0 0 0 0 0

排気スリム標準タイプ UW-○○TL・SL形 206 223 238 — — — —

排気スリム防火ダンパー付タイプ UW-○○TDH・SDH形 206 223 238 — — — —

排気メンテ簡易標準タイプ W-SAF 206 223 238 255（215） 202 232 232

排気メンテ簡易防火ダンパー付タイプ W-SDAF 206 223 238 255（215） 202 232 232

給排気メンテ簡易標準タイプ QW-SBF 206 223 238 255（215） 202（191） 232（221） 232（221）

給排気メンテ簡易防火ダンパー付タイプ QW-SDBF 206 223 238 255（215） 202（191） 232（221） 232（221）

ご注意： ※印部分はウェザーカバーが標準タイプであっても、据付けに必要な寸法を確保するためには、〈防火ダンパー付タイプウェザーカバー
用〉の薄壁取付枠が必要となりますので、ご注意ください。

業務用有圧
換気扇本体

業務用有圧換気扇と組合わせるウェザーカバー

給排気ウェザーカバー 電動シャッター付ウェザーカバー 風圧シャッター付ウェザーカバー 排気形ウェザーカバー 給排気形ウェザーカバー 排気スリム形ウェザーカバー

シャッター 羽根径
標準
タイプ

（PS- ○ CS）

防火ダンパー付
タイプ

（PS- ○ CSD・CSDK）

標準
タイプ

（SHW-○M）

防火ダンパー付
タイプ

（SHW- ○MD）

標準
タイプ

（SHW- ○）

防火ダンパー付
タイプ

（SHW-○D）

標準
タイプ

（W-○ TA・SA）

防火ダンパー付
タイプ

（W-○ TDA・SDA）

標準
タイプ

（QW- ○ SB）

防火ダンパー付
タイプ

（QW- ○ SDB）

標準
タイプ

（UW- ○ TL・SL）

防火ダンパー付
タイプ

（UW-○ TDH・SDH）

あり

20cm PS-20UW PS-20UWD — — PS-20UWD ※ PS-20UWD PS-20UW PS-20UWD PS-20UW PS-20UWD PS-20UWD ※ PS-20UWD

25cm PS-25UW PS-25UWD — — PS-25UWD ※ PS-25UWD PS-25UW PS-25UWD PS-25UW PS-25UWD PS-25UWD ※ PS-25UWD

30cm PS-30UW PS-30UWD — — PS-30UWD ※ PS-30UWD PS-30UW PS-30UWD PS-30UW PS-30UWD PS-30UWD ※ PS-30UWD

35cm PS-35UW PS-35UWD — — — — PS-35UW PS-35UWD PS-35UW PS-35UWD — —
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1.共通注意事項
●この商品は日本国内用ですので日本国外では使用できま
せん。また日本国外ではアフターサービスもできません。

● 特性・仕様の詳細については、各商品の納入仕様書に
てご確認ください。

● 使用周囲温度・湿度は必ずお守りください。使用周囲
温度・湿度範囲を超えますと焼損・変形・回転不良・
破損につながるおそれがあります。

● 1日50回以上のひんぱんな起動停止を伴う使用は、羽根
及びモータ破損等の原因となりますので避けてください。

●結氷するおそれのある場所では使用できません。

● 据付は振動のない強固な場所にしっかり据付けてくだ
さい。据付場所が弱いと共振を起こし、騒音及び羽根
破損などの事故の発生する危険があります。弱い場所
は補強などをして確実に据付けてください。

● 有圧換気扇は高所取付用です。バックガードを装着しても
床上1.8m以上のところに据付けてください。低い所に据付
けられますと、けが・事故の原因になることがあります。 
また、床面から1.8m以上の設置位置であっても、作業・
活動等により人体に触れる可能性がある場合は、より安
全のため人体が触れない高さへの据付けをお願いします。

● 1.8m未満の所に据付ける場合は低所取付用バックガー
ド（受注品：羽根径20cm〜30cm用のみ）を取付けて
ください。

● 近接設置をする場合は、下表を参照ください。近接設
置できない機種は下図のように羽根径の3倍以上離して
設置してください。  　

・�2台以上が接近する場所�
（商品と商品の中心は羽根径D寸法の3倍以上離してください）

D×3以上 ※D:羽根直径

機　種

近接設置の可否

シャッターを
併用しない場合

シャッターを
併用する場合

産
業
用
有
圧
換
気
扇

低
騒
音
形

20〜60cm ○ ○
70〜105cm × ×
防錆タイプ ○ ○
耐熱タイプ ○ ○
ステンレスタイプ × ×
冷凍室タイプ × ×
400V級 ○ ○

機器冷却用 ○ ×

　近接設置する場合、据付け条件によっては有圧換気扇
本体やシャッターに振動や騒音が発生する場合や過負
荷保護装置が動作する場合があります。

● 設置をする時、下図のような場所には据付けないでください。
偏流が起こり異音の発生や羽根が破損することがあります。

・吸込側に遮へい物や極端な風路の曲がりがある場所

風の流れ

D寸法以上

D

・�ダクトを使用する場合�
（吸込側の曲がりは羽根径D寸法以上離してください）

● メタルラス張り、ワイヤラス張り、又は金属板張りの
木造物と金属ボディの部分が直接接触しないように絶
縁してください。漏電、感電、火災の原因になること
があります。このような場合にはシステム部材の絶縁
枠を使用する（防爆形は除く）必要があります。（電気設
備の技術基準に従い施工してください）

● 漏電ブレーカを設置してください。火災・感電のおそ
れがあります。

● モータの焼損防止のため、モータブレーカ又は電磁開
閉器（電磁接触器＋サーマルリレー）の過負荷保護装置
を設置してください。

  過負荷保護装置は必ず機器1台ごとに据付けてください。
  過負荷保護装置の選定は最大負荷電流の1.2倍を目安に
してください。ただし商品本体に過負荷保護装置の定
格表示があるものは、表示内容に従い過負荷保護装置
を設置してください。（400V級の25cm、30cm・
35CTAタイプは1.1倍を目安にしてください）

● モータに安全装置として温度ヒューズまたは自動復帰
形サーマルプロテクターが内蔵されているものがあり
ます。拘束、過負荷、欠相運転、異電圧印加あるいは
周囲温度が基準以上に高い場合には上記安全装置が自
動的に動作し回転が止まることがありますので、電源
を切り原因を取り除いてください。

再運転の場合には以下を実施してください。 
・ 温度ヒューズが動作の場合：モータ交換
・ 自動復帰形サーマルプロテクターが動作の場合：
モータが冷えるまで待つ（ ）

● アース端子、アース線のある機種は、必ずD種接地工事
を実施してください。（400V級はC種接地工事を実施
してください）感電のおそれがあります。

● 電気工事は必ず有資格者である電気工事士が内線規程
や電気設備技術基準に従って行ってください。絶対に
「手より接続」はしないでください。また、電源電線の
結線部分はJIS C 8340の「電線管用金属製ボックス及
びボックスカバー」内にて行ってください。

2.·産業用有圧換気扇の注意事項
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●電源接続を間違えますと正常な運転ができなくなり、
場合によってはモータが焼損するなどの危険がありま
す。スイッチ・プラグ等への接続は確実に実施してく
ださい。

● インバータ運転を行う場合は、三菱送風機用インバー
タ以外を使用しますと異常な振動、共振、騒音等が発
生するおそれがありますので、必ず三菱送風機用イン
バータを使用してください。

●汚れた空気を排出するときは新鮮な空気の入るところ
が必要です。換気扇の取付枠と同等以上の大きさの、
空気取入口を換気扇の反対側に設けてください。

● 換気扇は汚れやすいものです。長時間放置しておきま
すと汚れが落ちにくくなりますので早めに掃除してく
ださい。（羽根の取扱いには十分注意してください）

● 故障の原因となるおそれがありますので商品の改造はし
ないでください。（給気変更可能商品での給気変更を除く）

● 商品本体にシリコーンを使用している機種が一部あり、
周囲環境に影響を及ぼす可能性がありますのでご注意
ください。

●お客様で製作されたウェザーカバーを使用される場合、
ウェザーカバーの大きさや形状によっては偏流が起こ
り、異音の発生や商品が破損するおそれがあります。
必ず指定のウェザーカバーを使用してください。

● 長年ご使用の換気扇ではモータ、コード、コンデンサー
等の電気部品の経年劣化により発煙・発火に至るおそれ
があります。ご使用前・ご使用中に異常がないか確認し
てください。異常がある場合は使用を中止してください。

● 塩害地域においては、ステンレス形以外の機種を使用
しますと、早期に錆が発生しますので、使用できません。

● 厨房等で油煙・蒸気が直接商品に掛かる雰囲気では使
用できません。

● 厨房等で50℃（耐熱タイプは80℃、機器冷却用は
60℃）を超える雰囲気では、内蔵している安全装置が
動作し、運転が停止する場合があります。さらに、モー
タやコンデンサーなど、電気部品の劣化又は軸受部グ
リースの劣化による軸受部焼付きの原因になりますの
で使用できません。

● 屋内用は屋外（直接雨がかかる場所）では使用しないで
ください。ただし屋外用は屋内でも使用できます。

● 屋外用は、直接雨がかかる場所でも使用できます（屋外
用のモータの水浸入に対する保護等級はJIS C 
4034-5に定めるIPX4（防まつ形）相当です）。ただし、
錆により寿命が短かくなるおそれがありますので、雨
線内（軒下屋外）に設置いただくか、ウェザーカバーな
どとの併用をおすすめします。雨線外に設置する場合
には、より耐食性にすぐれた防錆タイプかステンレス
タイプの使用をおすすめします。

45°

有圧換気扇

雨線内

雨線外

● 屋外設置の場合、製品本体へ雪の堆積がある状態では
使用できません。積雪の多い地域では、直接積雪しな
いよう防雪フード（お客様手配）を設けるなどの処置を
行ってください。

● 給気用として有圧換気扇をご使用の場合は、雨天時の
雨水浸入抑制に防雨ブレード付給気形ウェザーカバー
のご使用をおすすめします。なお、防雨ブレード付給
気形ウェザーカバーを使用しても台風等の暴風雨の場
合は屋内へ雨水が浸入しますので換気扇を停止する等
の運用をしてください。

● 冷凍室では使用できません。（冷凍室タイプを除く）

● 油・粉塵など可燃性の汚れが換気扇に付着していると
万が一の飛び火により火災の原因となるおそれがあり
ます。必ず定期的（約1年を目安）に清掃してください。

● 厨房では消防署の指導により、換気口周りに木材が使
用できない場合があります。システム部材の不燃枠を
使用してください。

● 塵埃の発生するところでの使用は羽根構造や軸貫通部
の構造、シールドベアリングの使用など構造上の配慮
がしてありますが、塵埃の種類や質によっては商品の
振動が大きくなったり軸受けの寿命が短くなることが
あります。これは羽根に塵埃が付着しバランスを悪く
することにより振動を大きくするためです。また、モー
タブラケットの軸貫通部やドレン抜き穴より塵埃が侵
入することによりベアリングの寿命を短くします。点
検間隔やベアリング交換（一部機種は不可）時期を早め
ることが必要です。

● 有圧換気扇を屋外や湿度の高いところで使用するとき
は、モータ部にあるドレンキャップ（ドレンプラグ）の
うち、必ずいずれかのドレンキャップ（ドレンプラグ）
がモータの下側になるように据付け、下側になったド
レンキャップ（ドレンプラグ）は必ず取外してご使用く
ださい。（ほこりの多い場所ではドレンキャップ（ドレ
ンプラグ）を据付けたまま使用し、定期的に取外して点
検してください）（防爆形を除く）

● 有圧換気扇はモータ軸が水平及び垂直（羽根下・上）で
使用できますが、羽根径45cm以上（耐熱タイプは
40cm以上）の商品を羽根下側（給気タイプは羽根上側）
に据付ける場合はモータの負荷側（給気タイプは反負荷
側）ハウジングに組み入れられているプレロードスプリ
ングを反負荷側（給気タイプは負荷側）ハウジングへ移
す必要があります。この組み換えは三菱電機システム
サービス（株）にご依頼ください。ただし防爆形の羽根
径40cm以上については、羽根下側で設置することは
できません。

● 有圧換気扇を機器組込用途でご使用いただく場合には
最寄りの弊社販売店にご相談ください。送風機は容易
にメンテナンスができる構造とし、また送風機の寿命
や万が一の故障により、二次的被害が想定される場合
には必ずフェールセーフ設計（異常警報を出すなど事故
につながらないような設計）の配慮をしてください。
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2.·冷凍室タイプ注意事項
● 冷凍室タイプの場合、羽根に霜、氷が付着すると換気
扇が振動し回転不良、変形、破損につながるおそれが
ありますので、霜取り（デフロスト）を実施してください。

3.·400V級注意事項
● 400V級有圧換気扇はインバータとの組合せはできま
せん。（インバータからのサージにより絶縁破壊のおそ
れがあります）インバータと組合せて使用する場合は受
注品対応となります。販売店にご相談ください。

4.·機器冷却用注意事項
● 回転センサー付タイプは、強電界、強磁界の発生して

いる場所には設置しないでください。

5.·防錆タイプ注意事項
● 一般環境での使用に耐えうる耐食性を有していますが、
使用環境によっては錆や塗装のはがれが発生する場合
もあります。必ず定期的な点検・清掃を行い、必要に
応じて修理交換や補修塗りをしてください。   
塩害地域などの腐食性物質の多い場所や絶えず水のか
かるクーリングタワーでは、早期に錆が発生するおそ
れがあるため使用できません。  
屋外設置の場合、製品本体へ雪の推積がある場合には
使用できません。積雪の多い地域では、直接積雪しな
いよう防雪フード（お客様手配）を設けるなどの処置を
行ってください。

形　　名 電線管結合ねじ穴径 端子箱構造 電線接続 アース端子

EF-20YSD-V
EF-25ASD-V
EF-30BSD-V
EF-30BTD-V

G 1/2
（PF 1/2）

M5ねじ

EF-40DTC-V
EG-50DTC-V

G1
（PF 1）

同上
ただしM5ねじ

EG-60FTC-V G1
（PF 1）

同上
ただしM6ねじ M6ねじ

■電線管ねじ径 単位（mm）●電線接続用ねじは端子箱内に付属されています。
ゆるまないようしっかり締めて、ビニルテープなどで確
実に絶縁します。

●アース端子は端子箱の内、外2か所に設けてあります。

モータ
端子箱

カバー

電線 電線管

モータ

端子箱

カバー

電線管

6.·防爆形の個別注意事項
●防爆形有圧換気扇は爆発性ガスが発生する場所などで使用しますので、羽根に物などが飛び込むと非常に危険です。ガードおよび網付ウェザーカバー
をお使いください。さらにシャッターが必要な場合は風圧式もしくは固定式ガラリをお使いください。（電動式シャッターは使用できません。）

●商品上部から落下した異物が羽根に接触しないよう、商品上部に保護部材（庇など）を設置してください。

●防爆形有圧換気扇は屋内用です。ドレン抜き穴がないため、屋外や高湿な場所では使用できません。

●防爆形有圧換気扇の配線工事外部導線引込方式（電気配線）は電線管ねじ結合式です。

おねじ山径 めねじ谷径 使用電線管

G·1/2ねじ
（PF·1/2ねじ） φ20.955 φ18.631 厚鋼電線管♯16

（外径φ21、肉厚2.3）

G·1ねじ
（PF·1ねじ） φ33.249 φ30.291 厚鋼電線管♯28

（外径φ33.3、肉厚2.5）

M4ねじ
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1.共通注意事項
● 雨水が直接当たる場所では使用できません。（風圧式の
ステンレスタイプ、高耐食タイプは除く）

● 本体が歪まないよう据付けてください。（開閉動作に支
障がでます）

●シャッターは羽根サイズと呼び寸法が同じものを選定し
てください。ただし、羽根サイズ45cmタイプは
PS-50タイプ、95cmタイプはPS-100タイプを使用
してください。

● 近接設置が可能です。（PS-70タイプ以上は除く）近接
設置する場合、据付条件によっては振動や騒音が発生す
る場合があります。

● 据付ける前にシャッターブレードを固定しているテープ
を必ず剥がしてください。

2.風圧式シャッター
●給気タイプおよび給気時には使用できません。

●組み合わされる有圧換気扇の風量によってシャッターの
開き角度は異なります。

●外風によってシャッターが開くことがあります。

3.電動式シャッター
●防爆形、冷凍室タイプの有圧換気扇には使用できません。
400V級の有圧換気扇と組み合わせる場合、シャッター
の電源は別に準備ください。

●1日4回以上の頻繁な起動・停止を伴う使用は避けてく
ださい。

● PS-50タイプ以上は、電源「入」�➡「切」を10秒以下の
短時間で行うとシャッターが半開き状態になるので、間
隔を空けて操作してください。

● PS-70タイプ以上を給気で使用する場合は、必ず給気
専用遅延タイマーボックスを組み合わせてください。
（有圧換気扇とシャッターを同時に運転した場合、
シャッターが破損します）

■据付状態
　シャッターは下図の範囲で据付けできます。

〈風圧式〉 〈電動式〉

この範囲で
据付け可

斜め据付 傾斜据付

●下図のような据付けはできません。

3.·シャッター据付上の注意
●有圧換気扇とシャッターまたはガラリを共締めする場
合は下表を参照ください。

※1 防爆形、冷凍室タイプ、400V級の有圧換気扇には使用でき
ません。

※2 EF-25ASXB3、EF-25ATXB3の場合は、羽根出っ張り寸法
プラス20mm以上離してください。防爆形については据付
面から20mm以上離してください。

有圧換気扇

壁

羽根

取付枠
シャッター
（電動式・固定式）

羽根出っ張り寸法

壁厚
20

有圧換気扇

給気用
アタッチメント

ウェザーカバー
（給気形ウェザーカバー）

シャッター
（電動式・固定式）

5.給気用アタッチメントの使用
●20〜60cm（ステンレスタイプ）では給気用アタッチ
メントを使用すれば、外壁据付は必要ありません。

単位（mm）

※上表の壁厚は給気時の羽根の出っ張り寸法に20mmを加えた寸法です。
  羽根の出っ張りのないものは20mmになっています。

　共締め不可の場合は以下のいずれかの方法で据付けて
ください。

4.外壁取付け
●共締め不可の場合の必要壁厚は下表のとおりです。

形··　名 壁厚 形··　名 壁厚
EJ-70ETC3 給気時 47 EG-40CSXB3,CTXB3 給気時 47
EJ-80FTC3 給気時 61 EG-50ETXB3 給気時 32
EJ-95GTB3 給気時 68 EG-60FTXB3 給気時 55
EJ-105HTB3 給気時 92 EF-20YSD-V 給気時 20
KG-70GTF3 給気時 20

EF-25ASD-V
排気時 5

KG-80HTF3 給気時 20 給気時 20
EF-20YSXB3 給気時 41

EF-25ASXB3,ATXB3
排気時 5
給気時 58

EF-30BSXB3,BTXB3 給気時 54
EF-40DSXB3,DTXB3 給気時 40

シャッター (風圧式) シャッター (電動式) ガラリ(固定式)
低騒音形
20〜60cm

排気タイプ 可 可 可
給気タイプ ー 可 可

その他
機種

排気時 可 可※1 一部不可※2

給気時 ー 必ず給気アタッチメントを使用する※1

単位（mm）
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●給気専用遅延タイマーボックスは屋内仕様です。必ず、
「盤内」に据付けてください。

●据付場所が悪いと故障の原因になります。次のような
場所には据付けないでください。
・雨水がかかるおそれのある場所
・−10℃以下または＋40℃以上になる場所
・冷蔵庫、冷凍室など結氷するおそれのある場所
・油煙や蒸気の多い場所
・常温で相対湿度85％を超える場所
・綿ぼこりや砂じん、粉じんの発生する場所
・酸性、アルカリ性ガスの発生、流入する場所
・可燃性ガスの発生、流入、滞留、漏れのある場所
・塩害地域

●この商品は日本国内用ですので日本国外では使用でき
ません。また日本国外ではアフターサービスもできま
せん。

●羽根径70cm以上の有圧換気扇を給気で使用し、電動
式シャッターを組み合わせて使用する場合の遅延タイ
マーボックスです。

●使用周囲温度・湿度は必ずお守りください。記載され
ている範囲を超えますと、焼損、変形、破損につなが
るおそれがあります。

●据付方向は上下方向としてください。また据付けには
M4ねじを使用し、必ず4か所据付けてください。

●異なる機種の組み合わせ台数は、換気扇の最大負荷電
流および起動電流の合計値が定格（接続可能負荷容量）
を超えない台数（電動式シャッターは6台以内）として
ください。

●漏電ブレーカを必ず設置してください。

●配線工事のため、下部に100mm以上の隙間が必要です。

●スイッチ（FS-07SWA）までの距離は30m以内にして
ください。

●過負荷保護のため、モータブレーカまたは電磁開閉器
（電磁接触器+サーマルリレー）の過負荷保護装置を設
置してください。過負荷保護装置は必ず機器１台ごと
に取付けてください。過負荷保護装置の選定は最大負
荷電流の1.2倍程度を目安にしてください。

●誤結線時の短絡などの保護用に電流ヒューズが入って
います。電流ヒューズ溶断時には接続してあるリード
線全体で交換してください。（電流ヒューズのみの交換
はできません）

●アースを確実に取付けてください。アース接続時はM4
の丸型端子を使用して取付けてください。

●電気工事は必ず有資格者である電気工事士が内線規程
や電気設備技術基準に従って行ってください。絶対に
「手より接続」はしないでください。また、電源電線の
結線部分はJIS C 8340の「電線管用金属製ボックス及
びボックスカバー及びボックスカバー」内にて行ってく
ださい。

●接続を間違えますと正常な運転ができなくなり、場合
によってはモータが焼損するなどの危険があります。
換気扇・シャッター・スイッチ等への接続は指定の箇
所に確実に実施してください。

●接続時は各々の端子サイズにあった丸型端子を使用し
てください。使用する端子サイズは電源入力と換気扇
出力がM5、シャッターとスイッチがM3.5です。

●故障の原因となるおそれがありますので商品の改造は
しないでください。
・定格電圧・定格周波数以外では使用しないでください。
火災・感電の原因となります。

・アース端子は必ずD種設置工事を実施してください。
漏電ブレーカを確実に取付けてください。

・短絡電流保護用の配線用遮断器（モータブレーカ等）
および過負荷電流保護用の過負荷保護装置（電磁開閉
器）を取付けてください。配線用遮断器と過負荷保護
装置は、保護協調をとってください。

●雰囲気中の浮遊容量により誤作動する可能性がありま
すので、事前に動作確認をしてください。誤作動する
場合には、遅延タイマーボックスとコントロールスイッ
チ（FS-07SWA）を近づけて設置してください。

4.·給気専用遅延タイマーボックス据付上の注意
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●当該品をご使用の場合でも、屋内への雨水浸入を完全
に防止することはできません。台風などの暴風雨の場
合は換気扇を停止する、シャッターを閉じるなどの運
用をしてください。
●次のような据付けはできません。

・�斜め据付 ・�傾斜のある面
への据付

・�ゆがんだ面への
据付

すき間

すき間

●メンテナンス実施に必要な作業スペース、足場を確保
してください。

●商品の機能を維持するためには、定期的な点検が必要
です。本商品は点検しやすい場所に据付けてください。

●塩害地域でご使用時、半年毎の点検にて発錆が認めら
れた場合、防錆処理を実施してください。

●強固・堅固な十分強度のある壁面に据付けてください。
（異常振動により落下の原因）

●据付後、商品を運転し異常振動、据付壁面に異常がな
いか確認してください。

●当該品に内蔵されているフィルターは1年に1回清掃ま
たは交換してください（※塵埃が多い場所等環境条件が
悪い場合はさらに頻繁に清掃・交換してください）。清掃・
交換せず続けてご使用されますと塵埃等でフィルターが
目詰まりし、保護装置（有圧換気扇のモータ、過負荷保
護装置、配線のブレーカ等）が動作する場合があります。

●ウェザーカバー、電動シャッターと組み合わせて使用
してください。雨水浸入抑制部材単独で使用しますと、
雨水が浸入します。

●適用機種以外の有圧換気扇と組み合わせて使用しない
でください。保護装置（有圧換気扇のモータ、過負荷保
護装置、配線のブレーカ等）が動作する場合があります。
（三菱換気送風機総合カタログ参照）

●防虫網目より小さい虫（体長2.5mm以下）は室内側へ
侵入します。

●バックガードは回転する羽根の保護を目的としていま
す。この目的以外では使用しないでください。

●産業用有圧換気扇は、バックガードを装着しても床面
より1.8m未満に設置することはできません。   
1.8m未満に設置する場合は低所取付用ガード（羽根径
20〜30cm）をご使用ください。

●バックガードと有圧換気扇の組み合わせは、三菱換気
送風機総合カタログを参照ください。

6.·雨水浸入抑制部材据付上の注意

7.·バックガード取付け上の注意

●ウェザーカバーの自重や風圧に耐えられるよう強固な
据付けが必要です。

●フランジと壁面の隙間および据付穴など、雨水の浸入
のおそれがあるところはシリコン材にてコーキングす
る必要があります。

●据付ボルト、ナットは腐食しにくい溶融亜鉛めっきされ
たものか、ステンレス製を使用する必要があります。コー
キング材で据付ねじを覆うと腐食を防ぐのに効果的です。

●シャッター付ウェザーカバーの外寸法は木枠、不燃枠の外
寸法より大きくなっています。木枠または不燃粋が外壁面
よリヘこんでいるとウェザーカバーが浮いて据付けに不
具合が生じます。2〜3mm出っ張るように据付けます。

●ウェザーカバーに防虫網を使用する場合は目づまりが
ひどくならないよう早めに掃除することが必要です。
目づまりがひどい場合は有圧換気扇の風量が低下し運
転音が大きくなります。またモータを異常過熱させ寿
命を短くします。

●電動シャッター付ウェザーカバーは据付壁面が垂直で、
据付状態が地面に対して垂直になっているか、測定器
などで確認してください。

　傾いている場合は埋込ボルト部にワッシャーなどを入
れて調整してください。

　傾きが3°以上になりますとシャッターが閉じないこと
があります。

3° 3° 3°以上

コーキング材（市販品）

フランジ部

ボルト・ナット

ウェザーカバー

5.·ウェザーカバー・シャッター付ウェザーカバー据付上の注意
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壁
穴
寸
法

シャッター
ナット（付属部品）

ワッシャー（付属部品）
有圧換気扇

ナット（付属部品）

木枠
（不燃枠）

ボルト

ワッシャー（付属部品）

ウェザーカバー

角材
□45mm以上またはアングル（下図）

釘または木ねじ

1.·木枠、不燃枠を使用した例
壁穴寸法は25ページに示します。

木枠、不燃枠の厚壁対応方法
2台連結して対応します。
木枠の場合はコーナーに□45mm以上の角材を入れ、釘打ち等により連結します。
不燃枠の場合は40mm以上のアングルを入れねじナット等により連結します。

有圧換気扇

電動シャッターコード

ナット（付属部品）

ナット（市販品）

ワッシャー（付属部品）

ワッシャー（市販品）

シャッター

ボルト 取付枠 埋込ボルト

壁
穴
寸
法

〈木枠の場合〉

〈不燃枠の場合〉

壁厚の   に切断する

1
2

角材

2.·取付枠を使用した例

アングル

ナット

ワッシャー

ねじ ※ワッシャーは枠板（不燃材）
が陥没しないよう、なるべ
く径の大きなものを使用し
てください。

※シャッターを使う場合は□45mmの角材にシャッターが当
たるため、アングルを使用してください。

8.·取付例
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4.·給気用アタッチメントを使用した例

有圧換気扇

ナット
（付属部品）

ナット
（市販品）

ワッシャー
（付属部品）

ワッシャー
（市販品）

ボルト

給気用
アタッチメント

埋込ボルト

埋込ボルト

電動シャッター有圧換気扇

給気用アタッチメント

3.·絶縁枠を使用した例…ステンレス板内張りが有圧換気扇やシャッターに接触しないように据付けます。

下
有圧換気扇 特殊ナット

（付属部品）
ワッシャー
（市販品）

コーキング材

シャッター

ボルト（市販品）

ステンレス板内張り

ワッシャー
（付属部品）

電動シャッター
コード

絶縁シート絶縁枠

ナット
（付属部品）

絶縁ワッシャー
（付属部品）

5.·スライド取付枠を使用した例

下

下

ナット
（付属部品）

有圧換気扇

室内側ボルト

室外側ボルト

埋込ボルト

ワッシャー
（付属部品）

ナット（市販品）

ワッシャー（付属部品）

ワッシャー（市販品）

シャッター

スライド取付枠取付穴

補強ねじ
（付属部品）
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7.·ALC壁の例…通しボルトは外壁のあて金に溶接等で固定します。

有圧換気扇 シャッター

あて金

通しボルト

※あて金、通しボルトはお客様にて製作手配。
※通しボルトはゆるみ止めが必要です。

6.·薄壁取付枠を使用した例

●ウェザーカバー部外周と壁面のすき間、およびボルト（ナット）周囲を確実に市販のコーキング材でコーキングしてください。

ナット
（付属部品）

ワッシャー
（付属部品）

Uナット
（付属部品）

ワッシャー
（市販部品）

業務用
有圧換気扇

ワッシャー
（市販部品）

室外側ボルト

取付穴

ナット
（付属部品）

ワッシャー
（付属部品）

給排気形
ウェザーカバー

ボルト
（市販部品）

薄壁取付枠

室内側ボルト

業務用
有圧換気扇 薄壁取付枠

薄壁（サッシ）

給排気形
ウェザーカバー コーキング

給排気形
ウェザーカバー

薄壁取付枠

お願い
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9.·大形有圧換気扇の例…70〜105cm用取付枠を製作（お客様手配）する場合。

C

□B

□A

D

D
C

有圧換気扇 シャッター

ワッシャー（市販品）ナット（市販品）

ボルト（市販品）

取付枠
（コンクリート埋め込み）

ウェザーカバー溶接

●構造用形鋼等で取付枠を作り、ボルトを溶接等で確実に固定する。（12か所必ず）

●取付枠は構造体（鉄筋）に溶接する。

単位（mm）■取付枠寸法

8.·軽量鉄骨の例…ねじ穴のあるあて金をC形鋼に溶接します。（C形鋼にはねじのにげ穴を開けておきます。）

有圧換気扇 シャッター

溶接

ねじ穴

あて金

※あて金はお客様にて製作手配。

●コンクリート壁への直付けは行わないでください。必ず形鋼などで枠を作ってから、据付けてください。

羽根径 A B(参考) C D ボルト径

70cm 760 860 800 400 M12

80cm 850 950 900 400 M12

95cm 1010 1130 1060 600 M12

105cm 1160 1280 1210 750 M12

お願い
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シャッター

有圧換気扇

木枠（不燃枠）

枠外寸

取付ピッチ

外寸
内寸

壁穴寸法

取付ピッチ

※2段に表示している寸法は、上段が風圧式シャッター、下段が電動式シャッターを示します。
※木枠、不燃枠を据付けるときの壁穴寸法は、枠の外寸に合わせてください。（現場合わせで開けるとよい。）

9.·有圧換気扇取付用壁穴寸法、枠寸法

羽根径
(cm)

枠(木枠等)を使用しない
ときの壁穴寸法

取付枠
使用の
場合の
壁穴寸法

枠(木枠、不燃枠等)寸法 有圧換気扇寸法 シャッター寸法

シャッター
使用時

シャッター
未使用時 内寸 外寸 厚さ 取付

ピッチ 取付穴 取付ねじ
サイズ 枠外寸 取付

ピッチ 取付穴 フレーム
外寸

20 230 230 左記壁穴
寸法と同じ 248 310 20 280 φ10 M8 320 280 φ10 222

25 275 270 左記壁穴
寸法と同じ 298 360 20 330 φ10 M8 370 330 φ10 272

30 325 320 左記壁穴
寸法と同じ 348 410 20 380 φ10 M8 420 380 φ10 322

35 380 370 左記壁穴
寸法と同じ 402 464 20 434 φ10 M8 470 434 φ12

370風

373電

40 430 410 左記壁穴
寸法と同じ 438 500 20 460 φ14 M12 520 460 φ14

422風

425電

45 530 510 左記壁穴
寸法と同じ 538 600 20 560 φ14 M12 620 560 φ14

523風

526電

50 530 510 左記壁穴
寸法と同じ 538 600 20 560 φ14 M12 620 560 φ14

523風

526電

60 620 610 左記壁穴
寸法と同じ 628 690 20 650 φ14 M12 710 650 φ14

613風

616電

70 750 720 − − − − 800 φ15 M12 860 800 φ15 738

80 850 820 − − − − 900 φ15 M12 950 900 φ15 838

95 1010 970 − − − − 1060 φ15 M12 1130 1060 φ15 998

100 1010 1020 − − − − 1060 φ15 M12 1120 1060 φ15 998

105 1155 1100 − − − − 1210 φ15 M12 1280 1210 φ15 1148

単位（mm）
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1.·有圧換気扇とシャッターの共締めの方法
①シャッターコード用ノックアウト穴をペンチなどで開け
ます。

　ステンレス形の場合は、シャッターコード取出用穴の
キャップをはずします。   
（風圧式シャッターの場合は、いずれも取りはずし不要
です。）
●ノックアウト穴を商品据付に使用しないでください。
（商品の振動、落下・変形の原因）

②コード取出用穴に付属のコードブッシュをはめ込みます。

③「8. 取付例（21ページ）」のように有圧換気扇と枠の間
に共締めします。
そのとき有圧換気扇の羽根にシャッターの電源コード
が接触しないよう引き出します。

〈ステンレス形以外の有圧換気扇の場合〉

〈ステンレス形有圧換気扇の場合〉

電動式シャッターコード用
ノックアウト穴

有圧換気扇

電動式シャッター
コード取り出し用穴の
キャップ

シャッター

コードブッシュ

電動式シャッターコード

有圧換気扇

1.·据付方法
盤内に市販のM4メートルねじ（4本）もしくはST3.5ド
リルねじ（4本）を使用して給気専用遅延タイマーボック
スを、必ず4か所で締め付け確実に固定します。

　　※据付方向に注意してください。

ねじ
上下方向

本体

盤

100mm以上

80mm
以上

●電気工事のため、下部に100mm以上のすき間を設け
てください。

10.·シャッターの取り扱い・施工

11.·給気専用遅延タイマーボックスの取り扱い・施工

お願い
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1.·据付方法
●保護シートは、据付時の傷付き防止のため据付けてあ
ります。ウェザーカバーの据付けが終わるまで、はが
さないでください。

●据付方法は、場所により不燃枠据付・埋込ボルト据付があります。

●業務用有圧換気扇と組み合わせる場合、14ページ「■
業務用有圧換気扇とウェザーカバー組合せ時の必要寸
法（最低壁厚）表」を参照し、最低壁厚を確保してくだ
さい。
●据付壁面が垂直で、据付状態が地面に対して垂直に
なっているか、測定器などで確認してください。
傾いている場合は埋込ボルト部にワッシャーなどを入
れて調整してください。
ダンパー付機種の場合、傾きが3°以上になりますとダ
ンパーが閉じないことがあります。

３°以下 ３°以上

2.·結線方法
①前カバー固定ねじ（2本）をはずし、前カバーを取りはず
します。

②電線を差し込み付属のコードクリップで固定します。こ
のとき、端子台に張力がかからない程度に調整して締め
付けます。

③給気専用遅延タイマーボックス内部の端子台に、「3相
電源」・「有圧換気扇接続」・「電動式シャッター接続」・「ス
イッチ接続」電線を確実に接続します。
複数台運転する場合は、下表の遅延タイマーボックスの
接続可能台数以内で使用します。

　　※電線はVVFφ1.6またはφ2.0を使用してください。
　　　また、換気扇・シャッターの電線との結線時には銅線用裸圧
　　着スリーブ等を使用して確実に結線してください。

④電気設備の技術基準に基づきD種接地工事を行います。

ねじ

ねじ

前カバー 本体

シャッター
換気扇アース線

3相電源

コードクリップ

スイッチ

ス
イ
ッ
チ

送
風
機

シ
ャ
ッ
タ
ー

U
V
W

1
2

P・L 3

R S T

2

13

FS-07SWA

電源
３相200／200／220V、
50／60／60Hz

PS-16QS-T

2台目 2台目

アカ
シロ
クロ

アカ
シロ
クロ

アカ
シロ
クロ

電源

■接続可能台数

※異なる機種を1台の遅延タイマーボックスで制御する場合、
換気扇の最大負荷電流および起動電流の合計が接続可能負
荷容量を超えないように組み合わせてください。

〈結線図〉

■定格
※誤結線のないよう確認のうえ結線してください。
　結線が間違っていると内部に取付けられている電流ヒューズが溶
断する場合があります。

※本体の電源入力側には、短絡電流保護用の配線用遮断器（モータ
ブレーカ等）と過負荷電流保護用の過負荷保護装置を取付けてく
ださい。過負荷保護装置は、本体に表示された定格容量（19A）
の電磁開閉器（電磁接触器＋サーマルリレー）としてください。
なお、配線用遮断器と過負荷保護装置は保護協調がとれるように
してください。また、接続する換気扇・シャッターへは過負荷保
護装置を必ず機器１台ごとに設置してください。換気扇・シャッ
ター用の過負荷保護装置の選定は最大負荷電流の1.2倍を目安に
してください。

※電源は3相 200/200/220V 50/60/60Hzを使用してください。
間違った電源を使用すると、火災・感電の原因になります。

※コントロールスイッチ（FS-07SWA）には①〜④の端子があります
が、④の端子は使用しません。接続しないでください。間違って接
続すると、電源が短絡し、感電・火災のおそれがあります。

※コントロールスイッチ（FS-07SWA）の配線長は30m以内にしてください。
※接続時はそれぞれの端子サイズにあった丸型端子を使用してくだ
さい。使用する端子サイズは「3相電源」と「有圧換気扇接続」が
M5、「電動式シャッター接続」と「スイッチ接続」がM3.5、アー
ス端子がM4です。また、端子接続時には各々の仕様に合ったカ
シメ工具を使用してください。

12.·業務用有圧換気扇用給排気形ウェザーカバー（PS形）の取り扱い・施工

電·流 接続可能負荷容量

3相200/200/220V
50/60/60Hz

有圧換気扇 定格電流16A 起動電流50A
電動式シャッター 6台以内

形　名 遅延タイマーボックス
1·台あたりの接続可能台数有圧換気扇 電動式シャッター

EJ-70ETC3 PS-70SMTA 6
KG-70GTF3 PS-70SMTA 1
EJ-80FTC3 PS-80SMTA 4
KG-80HTF3 PS-80SMTA 1
EJ-95GTB3 PS-100SMTA 1
EJ-105HTB3 PS-105SMTA 1

お願い
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●ダンパーと枠の間に、指等をはさまないようにしてく
ださい。

お願い

●ダンパーと枠の間に、指等をはさまないようにしてく
ださい。

（1）温度ヒューズの取付··
（防火ダンパー付タイプの場合）
●厨房など高温になる場所では、温度ヒューズ120℃タ
イプを使用してください。

〈20〜40cmタイプの場合〉

①下図のようにダンパーを仮固定しているテープおよび
パッド（35,40cmのみ）を取りはずします。

ダンパー

テープテープ

②ダンパーが正常に動くか確認します。
●ウェザーカバーを垂直にして、ダンパーをフード側へ
押し込み手を離したとき、ダンパーが正常に動作し、
ロックばねにより確実に固定するか確認します。  
（輸送時の変形により、開・閉しづらくなっている場合
があります。）

ダンパー

枠

フード

③ロックばねの突出部を押しながらロックをはずします。
●ダンパーが自由に動作するようにします。

ダンパー ロックばね

⑤温度ヒューズを温度ヒューズ保持金具に引っ掛け固定
します。
●温度ヒューズ保持金具は、下図のように必ずコの字金
具に入り込むように取付けてください。

温度ヒューズ

温度ヒューズ
保持金具

コの字金具

〈50,60cmタイプの場合〉

①パッドとテープを取りはずします。
●ダンパーを仮固定しているパッドを取り、温度ヒューズ
保持金具を仮固定しているテープを取ります。

テープ

パッド

テープ

温度ヒューズ保持金具

②ダンパーが正常に動くか確認します。
●ウェザーカバーを垂直にしたとき、ダンパーが正常に
動作し、ダンパー保持金具により確実に固定するか確
認します。   
（輸送時の変形により、開・閉しづらくなっている場合
があります。）

ダンパーウェザーカバー

ダンパー保持金具

枠

枠

④温度ヒューズ・温度ヒューズ保持金具を仮固定してい
るテープを取ります。

テープ

お願い

お願い



第1章  有圧換気扇
　　　　施工

有
圧
換
気
扇

第
1
章

29

4

ワッシャー

ナット
不燃枠

ウェザーカバー

（2）ウェザーカバーの据付
〈有圧換気扇システム部材を用いた据付の場合〉
●不燃枠の場合…… 不燃枠に付属のナット、ワッシャー

（各4個）を使用し確実に固定する。

〈不燃枠の場合〉

③ダンパーのロックをはずします。
●温度ヒューズを仮固定しているテープを取ります。
●ねじ（1本）をはずしてプレートをはずします。
●スリットにドライバーを差し込み、ドライバーでダン
パー保持金具を押し上げながらダンパーを押して、ダ
ンパーのロックをはずします。  
（ダンパーが、自由に動作するようになります。）

温度ヒューズ

テープ スリット

ドライバー

ダンパー

プレート

ねじ

④温度ヒューズを取付けます。
●温度ヒューズを温度ヒューズ保持金具に引っ掛け固定
します。
●プレートをねじ（1本）で元通り取付けます。

温度ヒューズ

プレート

ねじ

温度ヒューズ
保持金具

ウェザーカバー
コーキング材（市販品）

フランジ部

ボルト（ナット）

（3）据付後の防水処理
●ウェザーカバーの保護シートをすべてはがし、フラン
ジ部外周と壁面のすき間、およびボルト（ナット）の周
囲を市販のコーキング材で防水処理を施します。
●フランジ部に、コーキング材が十分かかるようにコー
キングします。

ダンパー

ロックばね

ツマミ

（4）据付後の確認
●据付後、ダンパーが正常に取付けてあるか確認します。

〈20〜40cmタイプの場合〉

①ダンパーが閉じていた場合、防鳥網を取りはずし、ロッ
クばねを押し下げツマミを引き、ダンパーを押し上げ
て再度固定します。（温度ヒューズの取付けは28ペー
ジの⑤を参照してください。）

②防鳥網を元通り据付けます。

〈50,60cmタイプの場合〉

①ダンパーが閉じていた場合、防鳥網を取りはずし、ダン
パー保持金具を押し上げながらツマミを引き、ダンパー
を押し上げて再度固定します。（温度ヒューズの取付け
は29ページの④を参照してください。）

②防鳥網を元通り据付けます。

ツマミダンパー

ダンパー保持金具
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防鳥網

ウェザーカバー

引掛けリング

網取付用ねじ

2.·お手入れのしかた
●防鳥網に油やほこりが付着すると風量低下や異常音発生の原
因になりますので、約6か月に1度を目安に清掃してください。

①防鳥網を取りはずします。
●網取付用ねじ（2本）をゆるめ、引掛けリングに指をか
け、下側へ引いて防鳥網をはずします。

●網取付用ねじが、網取付用金具からはずれたことを確
認してから引掛けリングを下側へ引いてください。

お願い

②防鳥網を清掃します。

●防鳥網は中性洗剤を溶かしたぬるま湯に浸して汚れを
落としてからきれいな水で洗いよく乾かします。

引掛けリング

網取付用ねじ

網取付用金具

③防鳥網を据付けます。
●防鳥網をウェザーカバーの網取付用金具に差し込み、反対側
を網取付用ねじ（2本）で、ウェザーカバーに確実に固定する。

●防鳥網の引掛けリング側が壁側になるように据付けて
ください。

●お手入れに下記の溶剤等を使用しないでください。　 
シンナー、アルコール、ベンジン、ガソリン、灯油、ス
プレー、アルカリ性洗剤、酸性洗剤：化学ぞうきんの薬剤、
クレンザーなどの研磨材入りの洗剤、殺菌剤、消毒剤 
（変質・変色する原因になります。）

ロックばね

ダンパー

コの字金具

コイルばね

温度ヒューズ

温度ヒューズ
保持金具

3.·温度ヒューズの交換
　（防火ダンパー付タイプの場合のみ）
●温度ヒューズは設置環境によっては腐食する可能性があります。

●温度ヒューズは1年に2〜3回を目安に点検を行い、異
常のある場合は新品と交換してください。

●温度ヒューズの交換は、お買い上げの販売店・工事店に
依頼してください。

●温度ヒューズの交換は、屋外側開口部から行います。

●温度ヒューズは、必ず今まで取付けてあったものと同じ
温度表示のものと交換してください。

〈20〜40cmタイプの場合〉
①防鳥網をはずします。（お手入れのしかた（30ページ）の①を参照。）

②温度ヒューズ保持金具に古いヒューズが付いていたら取り除きます。

③ロックばねを押し下げ、ツマミを引き、ダンパーを押し
上げ、コイルばねにヒューズが付いていたら取り除き、
新しい温度ヒューズを取付けます。

④温度ヒューズ保持金具を、コの字金具部にあてがい保持します。

⑤ヒューズ引掛けばねを引っ張り、ヒューズ取付穴を温度
ヒューズ保持金具の引掛け部にはめ込みます。

　（温度ヒューズが変形しないようにしてください。）

〈50,60cmタイプの場合〉
①防鳥網をはずします。（お手入れのしかた（30ページ）の①を参照。）

②温度ヒューズ保持金具に古いヒューズが付いていたら取り除きます。

③ダンパー保持金具を押し上げながらツマミを引き、ダ
ンパーを押し上げ、コイルばねにヒューズが付いてい
たら取り除き、新しい温度ヒューズを取付けます。

④コイルばねを引っ張り、ヒューズ取付穴に温度ヒュー
ズ保持金具の引掛部をはめ込みます。（温度ヒューズが
変形しないようにしてください。）

ダンパー
保持金具

ツマミ

コイルばね

温度ヒューズ

引掛部

温度ヒューズ
保持金具

お願い

お願い
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1.·埋込ボルト据付の場合
①壁穴を開け、下図の位置に市販の埋込ボルトを埋め込
みます。

B

B □A

20

埋込ボルト

●埋込ボルトは正確な位置に埋め込んでください。  
位置がずれると据付けに支障をきたし、シャッターの
開閉ができなくなります。

お願い

単位（mm）

ナット
ワッシャー

埋込ボルト
壁穴

電源コード
フランジ部分

コーキング

②フランジ部4か所の取付用穴を埋込ボルトに通し、付属
のワッシャー・ナットにて確実に固定します。このとき
電動シャッター付ウェザーカバーの場合は電源コードを
壁穴から屋内側へ引き込みます。

③フランジ部外周と壁面のすき間、および埋込ボルト周
囲を市販のコーキング材で埋めます。

　有圧換気扇用システム部材の木枠・不燃枠を使用する
と据付が便利です。

2.·薄壁（サッシ）取付の場合
●薄壁（サッシ）の場合は、防火区画の壁厚に該当しない
ため、防火ダンパー付タイプは据付けられません。

①下図の位置（A寸法）に取付穴（φ10mm）を開けます。

②市販のボルト（M8）をウェザーカバーの取付穴に通し
薄壁（サッシ）の取付穴に差し込みます。
●ボルト（M8）の長さは屋内側に10〜28mm出る程度
としてください。業務用有圧換気扇が据付けられなく
なります。

③屋内より付属のスピードナットでウェザーカバーを仮
固定します。

④有圧換気扇を市販のワッシャー・ナットで固定します
とウェザーカバーも固定されます。

⑤フランジ部外周と壁面のすき間、およびボルト周囲を
市販のコーキング材で埋めます。

B
φ10取付穴

B

□A

コーキング材ウェザーカバー

ボルト（Ｍ8）（市販品）

単位（mm）

ボルト（M8）

ボルト（M8）（市販品）

ナット（市販品）

ワッシャー（市販品）

スピードナット（付属部品）

ワッシャー ナット

有圧換気扇

スピードナット

13.·シャッター付ウェザーカバー（SHW形）の取り扱い・施工

羽根径（cm） A B ボルト径

20 245 280 M8

25 295 330 M8

30 345 380 M8

羽根径（cm） A B

20 245 280

25 295 330

30 345 380

お願い
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3.·温度ヒューズの取付けかた…防火ダンパー付タイプのみ
●必ず元電源が切れていることを確認して温度ヒューズ
を取付けてください。

●シャッターフレーム内側に温度ヒューズが同梱されて
いますので次のように取付けてください。

（1）電動シャッター付タイプ
①温度ヒューズ取付板（B）に温度ヒューズを取付けます。

②温度ヒューズ取付板（A）を指で押して温度ヒューズを
引っ掛けます。

③温度ヒューズを取付けた後、温度ヒューズ取付板（A）
（B）のツメ部をペンチなどで曲げてはずれないように
します。

④ステッカー（付属部品）を、使用した温度ヒューズの判
別のため見易い場所（換気扇など）に貼り付けます。

（2）風圧シャッター付タイプ
●温度ヒューズを取付ける前に防火ダンパーが正常に動
くか確認します。

　（輸送時の変形等により開閉しにくくなっていないか確
認します。）

①ダンパーを開けます。
　ダンパー下端を強く押すか、フックを下図のようにつ
かみ180°回すと開きます。

温度ヒューズ

ツメ部

温度ヒューズ取付板（A）

温度ヒューズ取付板（B）

ダンパー

フック

②付属の温度ヒューズ・ロッドを取付けます。
●温度ヒューズをロッドに引っ掛けます。
●ロッドをレバーの穴に引っ掛けます。
●温度ヒューズをフックに引っ掛けます。

防火ダンパー

ロッド（付属部品）レバーの穴

すき間が狭い

温度ヒューズ（付属部品）

フック

●ロッドの輪の隙間が狭い方が温度ヒューズ側です。
　ロッドには方向性があります。間違いのないよう取付
けてください。
③ステッカー（付属部品）を見やすい場所に貼り付けます。

❶

❷

❸ 

お願い
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●G-40〜60ECは、バックガードの足固定部が○A・○B2
か所あります。（G-40XC〜60XCは足固定部○Bのみ）
ご使用になる有圧換気扇の形名を確認し、下表に従っ
て足固定部を使い分けてください。（間違って据付けた
場合、バックガードと有圧換気扇の風洞との間にすき
間ができたり、バックガードを有圧換気扇に据付けら
れない場合があります）

お願い

●バックガードを据付けるときは、有圧換気扇のスイッチ
を切り、羽根が確実に停止してから行ってください。

●他の人がスイッチを入れないように処置してから行っ
てください。

●バックカードを据付けた後に、試運転を行い、振動・
異常音がないことを確認してください。

（1）G-20EC,25EC,30EC,35EC,40EC,50EC,60EC,
40XC,50XC,60XCの場合（EWF・EWG形専用）

①バックガードの位置を決めます。
　バックガードの足固定部が有圧換気扇の取付足に合う
ように位置を決めます。

②固定用ばねで固定します。
●固定用ばねの❶部をバックガードの外側から有圧換気扇
の取付足に引っ掛けます。

●固定用ばねの❷の部分をバックガードの足固定部に合わ
せ、有圧換気扇の羽根の方へ押し込みます。

14.·バックガードの取り扱い・施工

有圧換気扇の
取付足

バックガード

足固定部

〈G-40EC、G-40XCの場合〉
G-50EC、G-60EC、
G-50XC、G-60XCの場合

取付足取付足
〈 〉

形　名 足固定部Ⓐ 足固定部Ⓑ

G-40EC

EWF-40DSA（-Q）, DTA（-Q）
EWG-40CSA（-Q）
EWG-40BSA（-Q）, BTA（-Q）
EWF-40DTA40A（-Q）

EWF-40ETA（-Q）
EWG-40CTA（-Q）
EWF-40ETA-H（-Q）
EWF-40ETA40A（-Q）

G-50EC EWF-50FTA-H（-Q）

EWF-45, EWG-45
EWF-50FTA（-Q）
EWG-50DTA（-Q）
EWG-50ETA（-Q）
EWF-50FTA40A（-Q）

G-60EC EWG-60FTA-H（-Q）
EWG-60ETA（-Q）
EWG-60FTA（-Q）
EWG-60FTA40A（-Q）

G-40XC — EWF-40ETA-PR

G-50XC — EWF-50FTA-PR
EWG-50ETA-PR

G-60XC — EWG-60ETA-PR
EWG-60FTA-PR

固定用ばね ❶

❶

❶

取付足

❷

❷

❷

足固定部

固定用ばね

取付足

固定用ばね

取付足

●同様に固定用ばねを有圧換気扇の各取付足に据付けま
す。（4か所）
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③プラスチックバンドで固定します。

■プラスチックバンドの固定か所

●補強材と有圧換気扇本体を固定する位置を下表に従って
確認し、該当か所を固定してください。
（固定しない場合はバックガードの振動が大きくなります）

●固定用ばねはずれ防止のため、付属のプラスチックバン
ドを使用し、固定します。
●余ったプラスチックバンドは切ります。（羽根等への接
触防止）

形　名 足取付部 補強材

G-20〜35EC 4か所 −

G-40〜60EC
G-40〜60XC 4か所 4か所

形　名 固定位置Y 固定位置Z

G-40EC − 全機種

G-50EC

EWF-45ETA（-Q）
EWG-45DSA-Q
EWG-45DTA
EWF-50FTA（-Q）
EWG-50DTA（-Q）
EWG-50ETA-Q

EWF-45ESA（-Q）
EWG-45DSA
EWG-45DTA-Q
EWG-50ETA

G-60EC EWG-60ETA

EWG-60ETA-Q
EWG-60FTA（-Q）
EWG-60FTA40A（-Q）
EWG-60FTA-H（-Q）

G-40XC — EWF-40ETA-PR
G-50XC EWF-50FTA-PR EWG-50ETA-PR
G-60XC EWG-60ETA-PR EWG-60FTA-PR

足取付部
プラスチックバンド

固定用ばね

補強材

〈固定位置Yの場合〉
プラスチックバンド

〈固定位置 Zの場合〉
プラスチックバンド

●このプラスチックバンドは使い捨てです。
清掃等でプラスチックバンドを切断した場合は、耐候
グレードの市販品〔バンド部の巾寸法3.5mm程度のも
の（例　メーカー：Hellermann Tyton　メーカー型番：
GL150）〕をご使用ください。

お願い
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（2）G-20,25,30EC-Mの場合（EWF形専用）
①取付金具を据付けます。
●モータカバーの上側の締付ねじをはずして、取付金具❶
を取付けます。（取付金具❶を有圧換気扇の取付足に、
矢印方向へ押し付けた状態で締め付けてください）

●下側の締付ねじをはずして取付金具❷を据付けます。（取
付金具❷をモータ取付板に矢印方向へ引き付けた状態
で締め付けてください）このとき、モータカバーは羽根
側へいっぱいに押し付けた状態で締め付けてください。
締付ねじの締付トルクは140〜194N・cmです。

●締付ねじは2本同時にはずさないでください。（モータ
カバーが落下します）

②バックガードを取付金具❶に引っ掛けます。

③バックガードを固定します。
バックガードを取付ねじにて据付けます。
取付ねじの締付トルクは140〜194N・cmです。

取付金具❶

取付足

モータ取付板

取付金具❷

モータカバー

締付ねじ
※取付金具を引き付け
ながら締め付ける

締付ねじ
※取付金具を引き付け
ながら締め付ける

取付金具❶

バックガード

バックガード

取付ねじ

取付ねじ
ワッシャー

（3）G-20,25,30,40,50EVBの場合
①EVBタイプ（防爆形有圧換気扇用）は固定金具と蝶ナッ
トおよびキャップを引掛金具に4個セットします。

②バックガードをはめ込みます。
　バックガードの足固定部が有圧換気扇の取付足に合う
ようにはめ込みます。

③引掛金具を据付けます。
●引掛金具をバックガードの上側から入れて有圧換気扇
の水平な取付足の部分に引っ掛けます。

キャップ

蝶ナット

引掛金具

固定金具

固定用金具

引掛金具

蝶ナット

バックガード

有圧換気扇の
取付足

●固定金具はバックガードのうず巻きに沿うような向き
にして、足固定部の間に引っ掛けます。

バックガード

蝶ナット

引掛金具

固定金具

足固定部

④蝶ナットを固定します。
●指先で固定金具を持ち上げるようにして蝶ナットを締
め付け、確実に固定します。

蝶ナット

固定金具
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固定用ばね固定用ばね

コード

〈G-30〜60タイプの場合〉

●固定用ばねを下図❶のような位置から立てて差し込み、
有圧換気扇の取付足に引っ掛けます。

●固定用ばねのもう一方を押さえながら、下図❷のよう
に有圧換気扇の取付足に引っ掛けます。

②プラスチックバンドで固定します。
●固定用ばねがはずれないように、付属のプラスチック
バンド2本を使用して有圧換気扇の取付足に固定します。
●プラスチックバンドの端末部分をニッパー等で切ります。

バックガード

固定用ばね

有圧換気扇の
取付足

●予備用のプラスチックバンド（2個）は次回使用時まで
保管してください。
●このプラスチックバンドは使い捨てです。   
予備用のプラスチックバンドが使用済みの場合は、耐
候グレードの市販品〔バンド部の巾寸法3.5mm程度の
もの（例 メーカー ： TYTON、メーカー型番 ： Ｔ30R
−W）〕をご使用ください。

（6）G-70SB,80SB1,95EB,105EBの場合
①バックガードを組み立てます。
●1/4に分割してあるバックガード4枚のうち、2枚を合わせます。
●取付金具Aと取付金具Bを下図のように上からかぶせます。
●左右のワイヤリングの端と端を約3mmの間隔にし、径
方向のくい違いを合わせながら付属のねじ（4本）でそ
れぞれ確実に締めます。

●同様に残り2枚も継いで丸い形にします。

ねじ

取付金具B

バックガード
ワイヤリング

取付金具A

お願い

❶ ❷

（4）G-60EVAの場合
①引掛金具を有圧換気扇の取付足にはめ込み90°回転さ
せて固定します。

②バックガードを有圧換気扇にはめ込みます。
●バックガードの足固定部が有圧換気扇の取付足に合う
ようにはめ込みます。

●引掛金具のボルトに固定金具を通し、蝶ナットで締め
付け、確実に固定します。

引掛金具

有圧換気扇の取付足

回転させる

ねじ部

バックガード 足固定部

有圧換気扇の
取付足

バックガード

蝶ナット

固定金具

引掛金具

足固定部

（5）G-20,25,30,35,40,50,60EB,
· G-20,25,30,35,40,50,60XA,
· G-30,40,50,60XA-F,
· G-40XBAの場合
①固定用ばねで固定します。
●固定用ばねは下図のように2か所対象位置に据付けま
す。（30〜60タイプは4か所に据付けます。）

 〈G-20〜25タイプの場合〉

固定用ばね

コード
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（7）G-20,25,30UBの場合
①バックガードをダクトにのせる。   
このとき、バックガードの表裏に注意して据付けてく
ださい。   
「ウラ」の表示がある面が羽根側になります。· ·
取付時、「ウラ」の表示が見えないことを確認してくだ
さい。

②取付金具をダクトカール部にあてがい、バックガード
を取付ねじとワッシャーで据付ける。

●取付ねじの締付トルクは1.4〜1.9N・mです。

②引掛金具を据付けます。
●引掛金具を取付金具Aの穴の下から通します。
●引掛金具に図のようにワッシャー・蝶ナットを据付け
ます。

●残りの3か所も同様に引掛金具を据付けます。

取付金具B バックガード

キャップ

蝶ナット

ワッシャー

取付金具A

引掛金具

バックガード

取付金具

ワッシャー

有圧換気扇

取付ねじ

① ②

ダクト
カール部

ウラ

※上面から見た図
誤正

●ガードには表裏があります。
取付時、「ウラ」の表示が見え
ないことを確認してください。

③バックガードをはめ込みます。
●バックガードのつなぎ目が有圧換気扇の取付足に合う
ようにはめ込みます。
　図のようにバックガードの内側に出ているストッパーワ
イヤが有圧換気扇の外周に当たるようにしてください。

バックガード

ストッパーワイヤ 有圧換気扇の取付足

④バックガードを有圧換気扇に据付けます。
●引掛金具を有圧換気扇の取付足に引っ掛け蝶ナットで
確実に締め付けます。
　有圧換気扇の足に電源コードが取付けてある箇所は電
源コードを押さえつけないように引掛金具を図のよう
な向きにして締めてください。
　バックガードが有圧換気扇の電源コードを押さえつけて
しまう場合はコードクリップをゆるめてコードをガード
とふれない位置に移動してください。

蝶ナット

ワッシャー

電源コード

有圧換気扇の
取付足

引掛金具
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1.·施工例
●ウェザーカバーは必ず給排気形ウェザーカバーをご使
用ください。

（1）埋込ボルトの場合
〈PS形シャッター〉 埋込ボルトに通し固定します。

埋込ボルト

給排気形
ウェザーカバー

電動シャッター有圧換気扇

給気用アタッチメント

給排気形
ウェザーカバー

電動シャッター有圧換気扇

給気用アタッチメント

（2）薄壁の場合
〈PS形シャッター〉  屋外より市販のワッシャー・ナッ

トで固定します。

2.·据付方法
（1）埋込ボルトの場合
●埋込ボルトの埋め込み
　右上表を参照して、図のように市販の埋込ボルト（4本）
〔PS-50・60タイプは8本〕を埋め込みます。

単位（mm）

単位（mm）

A

□B

A/2

A
/2

A

Ｃボルト埋込ボルト

D A
/2

A/2

A

A

□B
D

φＣ取付穴

4×φＥ取付穴
（ウェザーカバー取付用）

（2）薄壁の場合
●下表を参照して図のように、4か所（PS-50・60タイ
プは8か所）の据付位置に取付穴（φCmm）を開け、薄
壁（サッシ）を貫通させます。   
外壁にウェザーカバーを据付ける場合は、さらに4か
所の取付穴（φEmm）を開けてください。

15.·給気用アタッチメントの取り扱い・施工

タイプ A B C

PS-20 360 230 M8

PS-25 410 275 M8

PS-30 460 325 M8

PS-35 514 380 M12

PS-40 560 430 M12

PS-50 660 530 M12

PS-60 750 620 M12

タイプ A B C D E

PS-20 360 230 10 280 10

PS-25 410 275 10 330 10

PS-30 460 325 10 380 10

PS-35 514 380 14 434 12

PS-40 560 430 14 460 12

PS-50 660 530 14 560 12

PS-60 750 620 14 650 12
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1.·据付方法

●下図を参照して壁穴をあけ、埋込ボルト（8か所）を埋
め込みます。

①本体に付属品の取付足（2個）を付属ねじ（M6ステンレ
ス製）4本で固定します。

②雨水浸入抑制部材の取付穴を埋込ボルトに差し込み、
市販のワッシャー・ナット（M12ステンレス製）各8 
個で確実に締め付けます。

③電動式シャッターの取付穴を雨水浸入抑制部材の取付
ボルトに差し込みます。

④有圧換気扇の取付穴を雨水浸入抑制部材の取付ボルト
に差し込み、市販のワッシャー・ナット（M12ステン
レス製）各4個で確実に締め付けます。

⑤取付後は図のように市販のコーキング材で防水処理を
施します。   
下記の部分は、わずかな隙間でも雨水浸入のおそれが
ありますので十分コーキングまたはシーリングを行っ
てください。
●雨水浸入抑制部材と壁面との接合部分
●フランジ部外周と壁面の隙間
●据付後のボルト（ナット）周囲
●その他降雨のとき、雨水が浸入する隙間

16.·雨水浸入抑制部材の取り扱い・施工

単位（mm）

タイプ A B C

PS-40RC 430 460 173

PS-50RC 530 560 176

PS-60RC 620 650 176

※有圧換気扇、電動シャッターの施工方法はそれぞれの据付工
事・取扱説明書をご参照ください。

お願い

壁穴および埋込ボルト寸法·

●据付後振動や異常音がないか、有圧換気扇の試運転をし
てください。

埋込ボルト（8-M12） 
 

B

B
C

50 □A

壁穴 

取付足 

ねじ

ワッシャー 

ナット

取付穴 

埋込ボルト 

有圧換気扇 

電動式シャッター 

ワッシャー 
ナット

コーキング材 

取付足 

フランジ部 
外周 

ボルト（ナット）周囲 
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●壁面と取付枠（絶縁枠）の間にすき間のないようにして
ください。

　（すき間があると、取付枠（絶縁枠）が変形し、有圧換
気扇が据付けできなくなります。）

●絶縁枠は天井面や凹凸がある面には据付けられません。

●絶縁枠の裏側（壁面に当たる側）に絶縁シートが貼って
ありますので、はがさないでください。枠が濡れてい
ると絶縁性が低下します。水をかけたり、濡れぞうき
んで拭くことは避けてください。

17.·取付枠（絶縁枠）の取り扱い・施工

お願い

2.·お手入れのしかた
（1）フィルターのはずしかた
※フィルターユニットは商品の左右どちら側からでも引き出せま
す。

①商品側面にあるねじ4本を取りはずし、上部のねじ2 
本をゆるめ、点検カバーを図のようにはずします。

②フィルターユニットを引き出します。

③ねじ（4本）をはずし、フィルターを図のようにはずし
ます。

●お手入れに下記の溶剤等を使用しないでください。　 
シンナー、アルコール、ベンジン、ガソリン、灯油、ス
プレー、アルカリ性洗剤、酸性洗剤：化学ぞうきんの薬剤、
クレンザーなどの研磨材入りの洗剤、殺菌剤、消毒剤 
（変質・変色する原因になります。）

（2）清掃のしかた
●フィルターは軽く手でたたくか、または掃除機でほこ
りを吸い取ってください。汚れのひどい場合は、水ま
たはぬるま湯に中性洗剤を溶かして押し洗いをし、よ
く乾かしてください（フィルターの水洗いは10回まで
です）。
清掃しても汚れが落ちない場合または10回水洗い後
は、予備フィルター（別売品）と交換してください。

〈フィルターについて〉
●熱湯で洗ったり、もみ洗いは絶対におやめください。
●押し洗いをした場合は、よく乾かして十分に水気を取っ
てください。
●火にあぶることは絶対に行わないでください。

●万一雨水浸入抑制部材が発錆に至った場合は、市販の
ステンレス用錆取剤等で錆取りを行ってください。（錆
取りの後、表面色調などが変化することがあります）

ねじ（4本）
 

※取りはずす 

ねじ（2本） 
※ゆるめる 

点検カバー 

フィルターユニット 

ねじ

ねじ

フィルター 
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●20〜35cm用 は 壁 厚100〜160mmま で、40〜
60cm用は100〜200mmまで使用可能です。

　壁厚に合わせて切断します。
　切断範囲は現品に指示してあります。

●壁穴への据付けは、木造壁には釘、木ねじで、コンクリー
ト壁にはコンクリートビス、アンカーボルトで、ALC
壁にはALC用アンカーボルトで固定します。

組立要領
①枠板を壁厚に合わせて、印刷されている材料切断範囲
内で切断します。

　（枠板は、最小100mmまで切断できます。）

③同様に4枚の枠板を加工し、切り欠きの短い方と長い
方を合わせて組みます。

材料切断範囲
枠板

100mmまで

②切断した面に他の枠板（3枚）の中の1枚をあてがい切
り欠き部に鉛筆等で印を付け、ジグソーまたはチップ
ソー等を使用して切断します。

　同時にねじ穴（2か所）をドリルであけます。
単位（mm）

ドリル

他の枠板の中の１枚

長い

長い

短い

短い

ねじ穴

ねじ穴

切断した枠板

枠板を組む

短い

長
い

④金具（8個）にあらかじめボルト（8個）を内側から差し
込み、枠のコーナー部にはめ込みます。

⑤皿ねじ（2本）とナット小（2個）で金具を枠に締め付け
固定します。（8か所）
●PS-50・60タイプの場合は、補強金具（4個）をコーナー
にはめ込んである金具の下側に入れて締め付け固定し
ます。   
（最後にナットの増し締めをしてください。）   
補強金具（4個）は、有圧換気扇取付側に据付けます。

金具
（付属部品）

皿ねじ
（付属部品）

ボルト
（付属部品）

皿ねじ
（付属部品）

ナット（小）
（付属部品）

有圧換気扇取付側

補強金具
（付属部品）…PS-50･60タイプのみ

●切欠部は、短い側と長い側があります。切断した枠板
と同じ側に切り欠きの長さを合わせて切断してくださ
い。

18.·木枠・不燃枠の取り扱い・施工

形　　　名 穴　　　径

PS-20〜30タイプ φ6

PS-40〜60タイプ φ7

お願い
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（1）スライド取付枠の調節
①長穴のねじ4か所をゆるめて、壁厚に合わせてスライド
取付枠をスライドさせます。

②ねじを締め付けます。

（2）スライド取付枠・シャッター・有圧換気扇・給気形ウェザーカバーの据付
①スライド取付枠の取付穴を埋込ボルトに通します。
・「下」印を下にして据付けてください。
②市販のワッシャー・ナット各4個で固定します。
③上下の補強ねじ4本を締め付け、コンクリート壁に当たってから1〜1.5回転増し締めします。
④スライド取付枠の屋内側のボルトに付属のワッシャー4枚を通します。
・ワッシャーで段差を埋めないと有圧換気扇が変形することがあります。
⑤シャッター・有圧換気扇を屋内側のボルトに通し、付属のワッシャー・ナット各4個で固定します。
⑥屋外側から壁とスライド取付枠のすき間を雨水浸入防止のため、市販のコーキング材でコーキングします。

下

下

屋内側

屋外側

長穴

ねじ

下

下

ナット（付属部品）

ワッシャー（付属部品）

ナット
（付属部品）

有圧換気扇

室内側ボルト

室外側ボルト

埋込ボルト

ワッシャー
（付属部品）

ナット
（付属部品）

ワッシャー
（付属部品）

ワッシャー
（付属部品）

水切金具（付属部品）

コーキング材

シャッター

スライド取付枠

取付穴

補強ねじ
（付属部品）

給排気形ウェザーカバー

⑦すき間を埋めたコーキング材が乾かないうちに、給排気
形ウェザーカバーと付属の水切り金具を屋外側ボルト
に通し、付属のワッシャー・ナット各4個で固定します。

・ 下側の切欠部（2か所）に埋まったコーキング材は取り除
いてください。

⑧給排気形ウェザーカバーの全周を市販のコーキング材で
固定します。

コーキング材
（市販品）

給排気形ウェザーカバー

19.·スライド取付枠の取り扱い・施工
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形名（3相品） 方　　法

3相定格品

形名（単相品） 方　　法

防爆形単相品
EF-20YSD-V
EF-25ASD-V
EF-30BSD-V

M
モータ

リード線
シロ

クロ
アカ

ダイダイ

アオ

コード

コンデンサ

単相100V

形名（単相品） 方　　法

オールステンレスタイプ
有圧換気扇

●給気用として使用する場合は羽根の組み替えとモータ
の結線替えが必要です。

●給気用として使用できる機種は、低騒音形（70〜
105cm）、大風量形、オールステンレスタイプ、防爆
形です。

1.·羽根の組み替え
（1）羽根サイズ20・25・30cm

●羽根を締め付けてあるセットねじをゆるめてモータシャ
フトから羽根を取りはずし裏返してセットねじで締め付
けます。羽根を留めるセットねじのセット穴がモータシャ
フトに付けてありますので、確実に合わせて留めます。
機種によりセット穴が2か所ありますので、据付けは商
品に付属の説明書にもとづいて確実に行ってください。

特殊ナット

ワッシャー 羽根

キー
モータ

モータ

水切り

特殊ナット ワッシャー 羽根

キー

水切り

セットねじ

羽根

セット穴

モータシャフト セットねじ

羽根

モータセット穴

モータシャフト

モータ

（2）羽根サイズ40・50・60・70・80・95・· ·
100・105cm

●モータシャフトに締め付けてある特殊ナットをはずし、
羽根を裏返してモータシャフトに入れ、特殊ナットで
しっかりと締め付けます。このとき、キーを入れ忘れ
ないようにします。また、特殊ナットには回り止めが
付いています。他の六角ナットはゆるむおそれがあり
ますので使用できません。

2.·モータの結線替え
●モータの結線を替え、逆回転にします。

正回転結線

逆回転結線
　シロとアカを入れ替える

モータ

クロ アオ

アカ シロ

単相100V

M

正回転結線

逆回転結線
　アカとアオ、クロとシロを接続しそれぞれ
　を電源接続する

3相200V

モータ
コード

白
黒
赤

V
W
U

正回転結線

逆回転結線
　3線のうち2線を入れ替え電源に接続する

20.·有圧換気扇の給気用への組み替え
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3.·給気用として使用する場合の取り扱い
　··上の注意
（1）羽根の出っ張り

●低騒音形（70〜105cm）を給気用にした場合、羽根が
有圧換気扇より出っ張りますので、羽根を変形させな
いよう取り扱いに注意が必要です。特に羽根を下にし
て置くことはできません。   
また、電動式シャッター、固定式ガラリと共締めでき
ません。シャッターおよびガラリを壁の外に据付けます。

●必要壁厚は羽根出張り寸法＋20mmです。   
（出っ張りOmmの場合は20mm必要です。必要壁厚寸
法は18ページの表を参照してください。）   
なお、システム部材の給気用アタッチメントをお使い
になると、給気時シャッターとの組み合わせ据付けが
簡単です。

排気

給気

出っ張り寸法

■羽根出っ張り寸法 単位（mm）

　・ 羽根の付け替えを行わず、結線替えのみで給気運転（簡
易給気運転）することはできません。

●高耐食タイプ単相商品の給気への結線替え要領
  ※この機種は必ず専門の工事店様が行ってください。

①モータカバーを開け、アカとシロのリード線を切断し、
リード線を入れ替えて絶縁被覆付直線タイプのかしめ端
子でかしめます。

②端子かしめ部に、自己融着テープ（市販品）を巻き付け防
水処理を行います。

③ビニールテープ（市販品）を自己融着テープの上から巻き
付け、しっかりと覆います。

④ビニールテープがはがれないように、インシュロック帯
等でテープを固定します。

〈排気の場合〉

クロ

アカ アオ ダイダイ

シロ
電源コード

コンデンサ

シロ アカ

クロ

シロ アオ ダイダイ

電源コード

コンデンサ

アカ

〈給気の場合〉

形　　名 寸法 形　　名 寸法

EJ-70ETC3 27 EF-40DSXB3(-F) 20

EJ-80FTC3 41 EF-40DTXB3(-F) 20

EJ-95GTB3 48 EG-40CSXB3 27

EJ-105HTB3 72 EG-40CTXB3 27

EF-20YSXB3 21 EG-50EXTB3(-F) 12

EF-25ASXB3 38 EG-60FTXB3(-F) 35

EF-25ATXB3 38 KG-70GTF3 0

EF-30BSXB3(-F) 34 KG-80HTF3 0

EF-30BTXB3(-F) 34
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強弱切替運転

強

FS-01SW2

電源LED

弱

クロ
シロ
アカ

クロ
シロ
アカ （2台目）

（2台目）

電源 単相 100V
50／60Hz

クロ
シロ
アカ

クロ
シロ
アカ

FAN

FAN

FAN

FAN

FS-04SWA

電源
単相100V
50/60Hz

1

P・L

4

23

電源

強ノッチ運転·　

FS-05SW2
FS-08SW2

1電源 LED

（2台目）

クロ
シロ
アカ

クロ
シロ
アカ

電源 単相 100V
50／60Hz

FAN

FAN
テープで絶縁

弱ノッチ運転

FS-05SW2
FS-08SW2

1電源 LED

（2台目）

クロ
シロ
アカ

クロ
シロ
アカ

電源 単相 100V
50／60Hz

FAN

FAN

強弱切替運転

強

FS-01SW2

電源LED

弱

弱
強
共通

弱強共通

商
品
本
体

商品本体2台目

電源 単相 100V
50／60Hz

FS-04SWA

弱
強
共通

共通強弱

商
品
本
体

商品本体2台目

電源
単相100V
50/60Hz

1

P・L

4

23

電源

強ノッチ運転·　

強
共通

弱

弱強共通

商
品
本
体

商品本体2台目

FS-05SW2
FS-08SW2

1電源 LED

電源 単相 100V
50／60Hz

弱ノッチ運転

強
共通

弱

弱強共通

商
品
本
体

商品本体2台目

FS-05SW2
FS-08SW2

1電源 LED

電源 単相 100V
50／60Hz

1.·業務用有圧換気扇（単相品）の複数台運転の結線例

排気形（厨房用を除く） 排気形（厨房用）・給気形

21.·結線例
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強弱切替運転

強

FS-01SW2

電源LED

弱

電源 単相 100V
50／60Hz

クロ
シロ
アカ

弱
強
共通

（
排
気
）

（
給
気
）

クロ
シロ
アカ

弱
強
共通

（
排
気
）

（
給
気
）

FAN
FAN

FS-04SWA

電源
単相100V
50/60Hz

1

P・L

4

23

電源

強ノッチ運転·　

FS-05SW2
FS-08SW2

電源 単相 100V
50／60Hz

1電源 LED

クロ

シロ

アカ

弱
強
共通

（
排
気
）

（
給
気
）

FAN
テープで絶縁

弱ノッチ運転

FS-05SW2
FS-08SW2

電源 単相 100V
50／60Hz

1電源 LED

クロ

シロ

アカ

弱
強
共通

（
排
気
）

（
給
気
）

FAN

排気・給気同時運転
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2.·業務用有圧換気扇3相200V機種の複数台運転の結線例

排気形

W

U

V
商
品
本
体

（
2
台
目
）

電源 3相 200V
50/60Hz

アース

U

V

R S TE

W

FS-09SW

1
2
3
4

W

U

V
商
品
本
体

3

2

FS-07SWA

P・L

1

給気形

（
2
台
目
）電源 3相 200V

50/60Hz

FAN

アース

FAN

U

V

R S TE

W

FS-09SW

1
2
3
43

2

FS-07SWA

P・L

1

排気・給気同時運転

U

V

W

商
品
本
体

（
排
気
）

（
給
気
）

電源 3相 200V
50/60Hz

FAN

アース

U

V

R S TE

W

FS-09SW

1
2
3
43

2

FS-07SWA

P・L

1
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PS-20〜40単相100Vタイプ PS-50タイプで有圧換気扇本体が単相100Vの場合

シャッター有圧換気扇

電源
（単相100V）

スイッチ（お客様手配）

シャッター

シロ
アカ
クロ

有圧換気扇

電源
（単相100V）

スイッチ（お客様手配）
※シロ、クロ配線は常時通電してください。

PS-25〜40単相200Vタイプ（有圧換気扇本体は3相200V） PS-50タイプ以上で有圧換気扇本体が3相200Vの場合

シャッター有圧換気扇

電源
（3相200V）

スイッチ（お客様手配）

シャッター
シロ

アカ
クロ

有圧換気扇

電源
（3相200V）

スイッチ（お客様手配）

※シロ、クロ配線は常時通電してください。

PS-50SM（X）AとEWF-45ESA-Qを組合せて使用する場合

有圧
換気扇

シャッター
シロ
アカ

クロ

電磁接触器

電源
（単相100V）

遅延タイマー
（10秒以上）

3.·有圧換気扇と電動式シャッターの結線例
（1）PS-20〜40タイプの結線

（3）結線図

電源
シ
ャ
ッ
タ
ー

スイッチ
（ON…シャッター開・OFF…シャッター閉）
お客様手配

スイッチ
（お客様手配）

アカ

シロ
クロ

モータ

リレー

マイクロスイッチ

Ｍ

（2）PS-50タイプ以上の内部結線

※スイッチを入れるとリレーが働きモータがシャッターを開け、
開き終わるとマイクロスイッチが反転してモータを止めます。

　スイッチを切るとリレーがもどり、モータがシャッターを閉じ、
閉じ終わるとマイクロスイッチがもどりモータを止めます。

　閉じるときもモータを動かすため電源が必要です。
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形··　名 電磁接触器使用の場合 直切スイッチの場合

PS-20SMA,SMXA
PS-25SMA,SMXA
PS-30SMA,SMXA
PS-35SMA,SMXA
PS-40SMA,SMXA
（単相100V使用時）

FAN SH

過負荷
保護装置

FAN SH
換
気
扇

電
動
式

シ
ャ
ッ
タ
ー

電源
単相100V

ス
イ
ッ
チ

電
磁
接
触
器

漏電ブレーカ

FAN SH

過負荷
保護装置

FAN

電源
単相100V

漏電ブレーカ
スイッチ

SH
換
気
扇

電
動
式

シ
ャ
ッ
タ
ー

PS-25SMTA,SMXTA
PS-30SMTA,SMXTA
PS-35SMTA,SMXTA
PS-40SMTA,SMXTA
（3相200V使用時）

FAN SH

過負荷
保護装置

FAN SH

電源
3相200V

ス
イ
ッ
チ

電
磁
接
触
器

漏電ブレーカ

換
気
扇

電
動
式

シ
ャ
ッ
タ
ー

FAN SH

過負荷
保護装置

FAN

電源
3相200V

漏電ブレーカ
スイッチ

SH
換
気
扇

電
動
式

シ
ャ
ッ
タ
ー

PS-50SMA,SMXA
（単相100V使用時） 過負荷

保護装置
FANFAN

電源
単相100V

ス
イ
ッ
チ

漏電ブレーカ

換気扇

電動式シャッター

シロ
クロ
アカ

SHSH

電磁
接触器

FAN SH

過負荷
保護装置

FAN

電源
単相100V

漏電ブレーカ スイッチ

SH

アカアカ
シロシロ ク

ロ
ク
ロ

換
気
扇

電
動
式

シ
ャ
ッ
タ
ー

PS-50SMTA,SMXTA
PS-60SMTA,SMXTA
PS-70SMTA
PS-80SMTA
PS-100SMTA
PS-105SMTA
（3相200V使用時）

過負荷
保護装置

FANFAN

電源
3相200V

断自
動

手
動

漏電ブレーカ

換気扇

電動式シャッター

シロ
クロ
アカ

SHSH

電磁
接触器

切換
スイッチ

サーモスイッチ

FAN

SH

過負荷
保護装置

電源
3相200V

漏電ブレーカ スイッチ

アカ

ク
ロ

シ
ロ FAN

SH
アカ

ク
ロ

シ
ロ 換気扇

電動式
シャッター

〈給気運転時〉
PS-70SMTA
PS-80SMTA
PS-100SMTA
PS-105SMTA

シャッター

2台目2台目

過負荷
保護装置

電源
3相200/
200/220V,
50/60/60Hz

漏電
遮断器

電源
R S T U V W

換気扇
PS-16QS-T

シャッター
赤白黒①②③

スイッチ

SHFAN

P・L

2

13

FS-07SWA

※スイッチの代わりにサーモスイッチを使用した運転例です。

※漏電ブレーカはトリップすると警報するような警報接点付がよく、また回路は3系統ぐらいに分けてトリップしても全ての換気扇が止まら
ないようにしてください。

※PS-70以上の電動式シャッターを使用して有圧換気扇を給気使用する場合は、必ず給気専用遅延タイマーボックス（PS-16QS-T）を組み
合わせてください。
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例1

例2

例3

例4

FAN

SH

電源
1φ100V 過負荷

保護装置

漏電遮断器
電源
12 34

負荷

電磁接触器

〈20～40cmの場合〉

湿度スイッチ
FS-3HCタイム

スイッチ

シロ
アカ

クロ

FAN

SH

FS-5TA3

〈45cm以上の場合〉（電源）（負荷）

速　調　器
FS-5TA3

FAN

SH

電源
1φ100V 過負荷

保護装置

漏電遮断器
電源

12 12

負荷

〈20～40cmの場合〉

温度スイッチ
FS-6TE1

シロ
アカ

クロ

FAN

SH

FS-5TA3

〈45cm以上の場合〉（電源）（負荷）

速　調　器
FS-5TA3

FAN

SH

電源
1φ100V 過負荷

保護装置

漏電遮断器
電源
12 12

負荷 （電源）

電磁接触器

（負荷）

〈20～40cmの場合〉

温度スイッチ
FS-6TE1

速　調　器
FS-5TA3タイム

スイッチ

シロ
アカ

クロ

FAN

SH

FS-5TA3

〈45cm以上の場合〉

4.·有圧換気扇、電動式シャッターと温度スイッチ、湿度スイッチ、速度調節器等の結線例（単相品）
●50cm以上の電動式シャッターの場合、電源の「入」⇔「切」の操作間隔を10秒以上空けないとシャッターが半開きの状態
になります。

※負荷容量はFS-5TA3の容量以下としてください。
※速調器を「切」にすると温度スイッチ、タイムスイッチでの自動運
転はできません。

※負荷はFS-5TA3の負荷容量以下としてください。
※速調器を「切」にすると温度スイッチでの自動運転はできません。

※負荷容量はFS-2TB1の容量以下としてください。
※FS-2TB1の場合、速調器を「0」にするとファンは常時停止で、シャッ
ターは温度スイッチより自動開閉します。ファンもシャッターも停
止させるときは温度スイッチを「切」にしてください。

〈�使用機器〉�
湿度スイッチ（FS-3HC）�
速度調節器（FS-5TA3）�
タイムスイッチ（例P-05TS）�
電磁接触器

※負荷容量はFS-5TA3の容量以下としてください。
※速調器を「切」にすると温度スイッチ、タイムスイッチでの自動運
転はできません。

OFF

4
3

1

FAN

SH

電源

100V 過負荷

保護装置

漏電遮断器

速調器

FS-2TB1

電源

12 12

負荷

温度スイッチ

FS-6TE1

2

〈20～40cmの場合〉

〈�使用機器〉�
温度スイッチ（FS-6TE1）�
速度調節器（FS-5TA3）�
タイムスイッチ（例P-05TS）�
電磁接触器

〈�使用機器〉�
温度スイッチ（FS-6TE1）�
速度調節器（FS-5TA3）

〈�使用機器〉�
温度スイッチ（FS-6TE1）�
速度調節器（FS-2TB1）
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4

※負荷はFS-5TA3の負荷容量以下としてください。
※速調器を「切」にすると湿度スイッチでの自動運転はできません。

※負荷容量はFS-2TB1の容量以下としてください。
※速調器を「切」にすると湿度スイッチ、タイムスイッチでの自動運転はできません。
※速調器を「入」の状態にしたとき（1〜3に継いだとき）必ずシャッターのスイッチ
も「ON」にしてください。

　「OFF」になっているとシャッターが閉じたままファンが運転され送風されません。

※負荷容量はFS-5TA3の容量以下としてください。
※自己保持回路としているため停電が復帰しても自己復帰しません。
　もう一度押しボタンスイッチを「ON」操作してリセットしてください。

〈�使用機器〉�
湿度スイッチ（FS-10HE1）�
速度調節器（FS-5TA3）

例5

〈�使用機器〉�
湿度スイッチ（FS-3HC）�
速度調節器（FS-2TB1）�
電磁接触器

例6

〈�使用機器〉�
速度調節器（FS-5TA3）�
押しボタンスイッチ�
電磁接触器

例7

〈�使用機器〉�
速度調節器（FS-2TB1）�
押しボタンスイッチ�
電磁接触器

例8

※負荷容量はFS-2TB1の容量以下としてください。
※自己保持回路としているため停電が復帰しても自己復帰しません。
　もう一度押しボタンスイッチを「ON」操作してリセットしてください。
※速調器を「入」の状態にしたとき（1〜3に継いだとき）必ずシャッ
ターのスイッチも「ON」にしてください。

　「OFF」になっているとシャッターが閉じたままファンが運転され送風されません。

FAN

SH

電源
1φ100V 過負荷

保護装置

漏電遮断器
電磁接触器

押しボタンスイッチ
入切

〈20～40cmの場合〉

シロ
アカ

クロ

FAN

SH

FS-5TA3

〈45cm以上の場合〉
（電源）（負荷）

速　調　器
FS-5TA3

FAN

SH

過負荷保護装置

スイッチ

〈20～40cmの場合〉

（マニュアルON,OFF連動）

電源

1φ100V

漏電遮断器

電磁接触器

押しボタンスイッチ

入切

OFF

4

3

1

速調器

FS-2TB1

2

FAN

SH

電源
1φ100V 過負荷

保護装置

漏電遮断器
電源

12 3 4

負荷

〈20～40cmの場合〉

湿度スイッチ
FS-10HE1

シロ
アカ

クロ

FAN

SH

FS-5TA3

〈45cm以上の場合〉（電源）（負荷）

速　調　器
FS-5TA3

3 4

電磁接触器

FAN

SH

電源

1φ100V

過負荷保護装置

スイッチ

漏電遮断器

電源

1 2

負荷

湿度スイッチ

FS-3HC

〈20～40cmの場合〉

（マニュアルON,OFF連動）
OFF

4
3

1

速調器

FS-2TB1

2
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FAN

SH

電源
3φ200V

過負荷
保護装置漏電遮断器

電源
RE ST UVW
負荷

〈25～40cmの場合〉

温度スイッチ
FS-10TET1

タイム
スイッチ

シロ
アカ

クロ

SH

〈45cm以上の場合〉

FAN

FAN

SH

電源
3φ200V

過負荷
保護装置

漏電遮断器

電源
RE ST UVW
負荷

電磁接触器

〈25～40cmの場合〉

温度スイッチ
FS-10TET1

タイム
スイッチ

シロ
アカ

クロ

SH

〈45cm以上の場合〉

FAN

5.·有圧換気扇、電動式シャッターと温度スイッチ等の結線例（3相品）
●50cm以上の電動式シャッターの場合、電源の「入」⇔「切」の操作間隔を10秒以上空けないとシャッターが半開きの状態
になります。

※電磁接触器はFS-10TET1の負荷容量（10A）をオーバーするときに使用します。

※負荷容量はFS-10TET1の容量以下としてください。

※過負荷保護装置でファンをOFFすると電動式シャッターは閉じません。

FAN

SH

電源
200V

過負荷
保護装置

遅延タイマー

漏電遮断器

電源
RE ST UVW
負荷

電磁接触器

温度スイッチ
FS-10TET1

シロ
アカ

クロ

〈�使用機器〉�
温度スイッチ（FS-10TET1）�
タイムスイッチ（例：TU-5H）�
電磁接触器

例1

〈�使用機器〉�
温度スイッチ（FS-10TET1）�
タイムスイッチ（例：TU-5H）

例2

〈�使用機器〉�
温度スイッチ（FS-10TET1）�
遅延タイマー（例：オムロンH3Y-2）�
電磁接触器

例3
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例1

例1

例1

例2

例2

例2

操　作
パネル

ファン

SH

インバータ

R

S

T

U

V

W

3相200V
電源

A
B
C

ファン

SH

インバータノイズフィルタ

1

2

A

B

C

3

4

R/L1 U

S/L2 V
単相100V
電源

操　作
パネル

ファン

インバータ
R
S
T

U
V
W

3相200V
電源

A
B
C

アカ

補助リレー※1
（お客様手配）

クロ
シロ

SH

補助リレー※1
（お客様手配）

ファン

インバータノイズフィルタ

1
2

A
B
C

3
4

R/L1 
S/L2 

単相100V
電源

アカ
クロ
シロ

SH

アカ
クロ
シロ

操　作
パネル

ファン

SH

インバータ

R

S

T

U

V

W

3相200V
電源

A
B
C

ファン

SH

インバータノイズフィルタ

1

2

A

B

C

3

4

R/L1 U

S/L2 V
単相100V
電源

アカ

クロ

シロ

6.·有圧換気扇、電動シャッターと送風機用インバータの結線例

※電動シャッターの選定は「三菱換気送風機 総合カタログ」を参照し
てください。

※パラメータの変更は取扱説明書にしたがって行ってください。

※電動シャッターの選定は「三菱換気送風機 総合カタログ」を参照し
てください。

※パラメータの変更は取扱説明書にしたがって行ってください。

※1  複数台運転の場合はシャッター開時の合計電流が0.3A以下にな
るようにしてください。     
（0.3Aを超える場合は補助リレー等を接続してください）

※電動シャッターの選定は「三菱換気送風機 総合カタログ」を参照してください。
※パラメータの変更は取扱説明書にしたがって行ってください。

※1  複数台運転の場合はシャッター開時の合計電流が0.3A以下にな
るようにしてください。     
（0.3Aを超える場合は補助リレー等を接続してください）

※電動シャッターの選定は「三菱換気送風機 総合カタログ」を参照してください。
※パラメータの変更は取扱説明書にしたがって行ってください。

※電動シャッターの選定は「三菱換気送風機 総合カタログ」を参照し
てください。

※パラメータの変更は取扱説明書にしたがって行ってください。

※電動シャッターの選定は「三菱換気送風機 総合カタログ」を参照し
てください。

※パラメータの変更は取扱説明書にしたがって行ってください。

2線式シャッターの結線

2線式シャッターの結線

3線式シャッターの結線

3線式シャッターの結線

3線式シャッターの結線

3線式シャッターの結線

（1）3相インバータとシャッターの結線方法

（2）単相インバータとシャッターの結線方法

（3）複数台運転の場合
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故障診断5
故障現象 内　容 調　査　結　果 処　置　方　法

回転不良

通電しない

電源コードはずれ
電気が来ていない
電源スイッチが入っていない

プラグ、スイッチ、電源コード、端子のはずれ、ヒューズ切れ、
接触不良などを調べて手直しする。

モータリード線断線 リード線を点検し、断線箇所をジョイントしてビニルテー
プで絶縁する。

ステーターリード線断線 モータを取り替える。

回転しない
または
回転が遅い

コンデンサーパンク（単相品） コンデンサーを取り替える。

羽根接触 各部の取付け状態を調べ、異常の場合は修正する。
羽根、モータ軸が変形している場合は部品を取り替える。

異物の巻き込み 異物を取り除く。

結線間違い 強・弱などの結線状態を調べ、間違っていれば、結線し直す。

欠相運転（3相品） 各部結線の接続状態を調べ締め付け直す。

ステーター焼損 モータを取り替える。

ボールベアリング不良 ボールベアリングを取り替える。

電圧が低い 電源の容量を上げ、定格電圧を確保する。

風量不足
風が出ない
または
風が少ない

逆転 3相品の場合は電源線の2線を入れ替える。

外風が強い ウェザーカバーを据付ける。
吹出位置を変える。

空気の取入口がない 空気の取入口を設ける。

ダクトが長い、曲がりが多い、細い ダクトを太くし曲がりを少なくする。

吹出口に障害物がある。 障害物を取り除く。

シャッターが開かない。 引っ掛かりなどがないか調べ、異常の場合は手直しする。

圧損の高いベントキャップ、
ウェザーカバー使用 仕様に合ったものに交換する。

換気量不足 機種を再選定する。

騒音・
振動不良 騒音・振動が大きい

羽根変形 羽根が変形しているときは羽根を取り替える。

アンバランス 羽根にほこりが付着しているときは除去する。

モータシャフトの曲がり モータ交換あるいはシャフトのみ交換する。

ボールベアリング不良 ボールベアリングを交換する。

羽根締付ボルト、ねじのゆるみ 締め直す。

共振、共鳴 本体の取付けを見直す。

風音が高い シャッターが開いているか、ダクトの風路がふさがってい
ないか調べる。

腐　食 ケーシング、
羽根車の腐食 水分または腐食性ガスによる腐食

腐食性ガスが入らないようにする。
錆取り後、補修塗料を塗る。

（羽根はアンバランスに注意する。）
腐食の程度が大きいものは、部品を取り替える。
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タイプ 形　名
羽根
軸径
（mm）

ベアリング仕様 過負荷
保護装置負荷側 反負荷側 グリース

店
　
舗
　
用

標
　
準
　
タ
　
イ
　
プ

EFG-20SB φ8 ー ー ー 温度ヒューズ
EFG-25SB φ8 ー ー ー 温度ヒューズ
EFG-30SB φ10 6200�両シールド 6200�両シールド マルテンプSRL 温度ヒューズ
EFG-35SB φ10 6200�両シールド 6200�両シールド マルテンプSRL 温度ヒューズ
EFG-40SB φ17 6003�両シールド 6003�両シールド マルテンプSRL 温度ヒューズ
EFG-40STB φ17 6003�両シールド 6003�両シールド マルテンプSRL オートカット
EGG-50STB φ17 6203�両シールド 6203�両シールド マルテンプSRL オートカット
EGG-60STB φ17 6203�両シールド 6203�両シールド マルテンプSRL オートカット

格
　
子
　
タ
　
イ
　
プ

EFG-20KSB-W φ8 ー ー ー 温度ヒューズ
EFG-20KSB-C φ8 ー ー ー 温度ヒューズ
EFG-25KSB-W φ8 ー ー ー 温度ヒューズ
EFG-25KSB-C φ8 ー ー ー 温度ヒューズ
EFG-30KSB-W φ10 6200�両シールド 6200�両シールド マルテンプSRL 温度ヒューズ
EFG-30KSB-C φ10 6200�両シールド 6200�両シールド マルテンプSRL 温度ヒューズ
EFG-35KSB-W φ10 6200�両シールド 6200�両シールド マルテンプSRL 温度ヒューズ
EFG-40KSB-W φ17 6003�両シールド 6003�両シールド マルテンプSRL 温度ヒューズ

引
き
ひ
も

タ
イ
プ

EFG-20KSB-P φ8 ー ー ー 温度ヒューズ
EFG-25KSB-P φ8 ー ー ー 温度ヒューズ
EFG-30KSB-P φ10 6200�両シールド 6200�両シールド マルテンプSRL 温度ヒューズ

メ
ッ
シ
ュ
タ
イ
プ

排
　
気
　
形

EFG-25MSB φ8 ー ー ー 温度ヒューズ
EFG-30MSB φ10 6200�両シールド 6200�両シールド マルテンプSRL 温度ヒューズ
EFG-35MSB φ10 6200�両シールド 6200�両シールド マルテンプSRL 温度ヒューズ
EFG-40MSB φ17 6003�両シールド 6003�両シールド マルテンプSRL 温度ヒューズ
EFG-40MSTB φ17 6003�両シールド 6003�両シールド マルテンプSRL オートカット
EGG-50MSTB φ17 6203�両シールド 6203�両シールド マルテンプSRL オートカット
EGG-60MSTB φ17 6203�両シールド 6203�両シールド マルテンプSRL オートカット

店
　
舗
　
用

メ
ッ
シ
ュ
タ
イ
プ

給
　
気
　
形

EFG-25MFSB φ8 ー ー ー 温度ヒューズ
EFG-30MFSB φ10 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド マルテンプSRL 温度ヒューズ
EFG-35MFSB φ10 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド マルテンプSRL 温度ヒューズ
EFG-40MFSB φ17 6003�両シール極軽接触 6003�両シールド マルテンプSRL 温度ヒューズ
EFG-40MFSTB φ17 6003�両シール極軽接触 6003�両シールド マルテンプSRL オートカット
EGG-50MFSTB φ17 6203�両シール極軽接触 6203�両シールド マルテンプSRL オートカット
EGG-60MFSTB φ17 6203�両シール極軽接触 6203�両シールド マルテンプSRL オートカット

耐
湿
形

格
子
タ
イ
プ

EFG-25KDSB φ8 ー ー ー 温度ヒューズ
EFG-30KDSB φ10 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド マルテンプSRL 温度ヒューズ
EFG-35KDSB φ10 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド マルテンプSRL 温度ヒューズ
EFG-40KDSB φ17 6003�両シール極軽接触 6003�両シールド マルテンプSRL 温度ヒューズ

厨
　
房
　
用

メ
ッ
シ
ュ

タ
イ
プ

EFC-25MSB φ8 ー ー ー 温度ヒューズ
EFC-30MSB φ10 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド マルテンプSRL 温度ヒューズ
EFC-35MSB φ10 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド シリコンSH-44M 温度ヒューズ

フ
ィ
ル
タ
ー

付
タ
イ
プ

EFC-25FSB φ10 ー ー ー 温度ヒューズ
EFC-30FSB φ10 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド マルテンプSRL 温度ヒューズ
EFC-35FSB φ10 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド シリコンSH-44M 温度ヒューズ

外形寸法・ベアリング番号・過負荷保護装置取付一覧
■業務用有圧換気扇

6
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　  外形寸法・ベアリング番号・過負荷保護装置取付一覧6

〈タイプ 1〉 〈タイプ 2〉

H

J

H

J

B
D

G
1010

E

A

φFC

■産業用有圧換気扇

タイプ
羽根
径

（cm）
形　名

羽根
軸径
（mm）

ベアリング仕様 過負荷
保護装置 タイプ

外 形 寸 法

負荷側 反負荷側 グリース A B C D E F G H J

低
　
騒
　
音
　
形

排
気
タ
イ
プ

20 EWF-20YSA φ8 − − ウレア 温度ヒューズ 1 320 197 322 182.5 280 249 60 227.7 227.7

25
EWF-25ASA φ8 − − ウレア 温度ヒューズ 1 370 201 392.7 185.5 330 310 65 277.7 277.7
EWF-25ATA φ10 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド ウレア オートカット 1 370 201 392.7 185.5 330 310 65 277.7 277.7

30
EWF-30BSA φ10 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド ウレア 温度ヒューズ 1 420 197 463.4 179 380 359 69 327.7 327.7
EWF-30BTA φ10 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド ウレア オートカット 1 420 197 463.4 179 380 359 69 327.7 327.7

35

EWF-35CSA φ10 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド ウレア 温度ヒューズ 1 470 208 539.8 190.5 434 419 93 381.7 381.7
EWF-35CTA φ10 6200�両シール極軽接触（クリープ防止） 6200�両シールド（クリープ防止） ウレア オートカット 1 470 208 539.8 190.5 434 419 93 381.7 381.7
EWF-35DSA φ17 6003�両シール極軽接触 6003�両シールド ウレア 温度ヒューズ 1 470 259 539.8 227.5 434 419 93 381.7 381.7
EWF-35DTA φ17 6003�両シール極軽接触 6003�両シールド ウレア オートカット 1 470 259 539.8 227.5 434 419 93 381.7 381.7

40

EWF-40DSA φ17 6003�両シール極軽接触 6003�両シールド ウレア 温度ヒューズ 2 520 266 578.5 238 460 480 99 409.1 409.1
EWF-40DTA φ17 6003�両シール極軽接触 6003�両シールド ウレア オートカット 2 520 266 578.5 238 460 480 99 409.1 409.1
EWF-40ETA φ17 6203�両シール極軽接触 6203�両シールド ウレア オートカット 2 520 291 578.5 262 460 480 99 409.1 409.1
EWG-40BSA φ10 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド ウレア 温度ヒューズ 2 520 223 578.5 207 460 480 99 409.1 409.1
EWG-40BTA φ10 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド ウレア オートカット 2 520 223 578.5 207 460 480 99 409.1 409.1
EWG-40CSA φ17 6003�両シール極軽接触 6003�両シールド ウレア 温度ヒューズ 2 520 285 578.5 257 460 480 99 409.1 409.1
EWG-40CTA φ17 6203�両シール極軽接触 6203�両シールド ウレア オートカット 2 520 280 578.5 251 460 480 99 409.1 409.1

45

EWF-45ESA φ17 6203�両シール極軽接触 6203�両シールド ウレア 温度ヒューズ 2 620 307 732 274 560 540 111 517.6 517.6
EWF-45ETA φ17 6203�両シール極軽接触 6203�両シールド ウレア オートカット 2 620 315 720 286 560 540 111 509.1 509.1
EWG-45DSA φ17 6203�両シール極軽接触 6203�両シールド ウレア 温度ヒューズ 2 620 307 732 274 560 540 111 517.6 517.6
EWG-45DTA φ17 6203�両シール極軽接触 6203�両シールド ウレア オートカット 2 620 309 720 280 560 540 111 509.1 509.1

50
EWF-50FTA φ17 6203�両シール極軽接触（クリープ防止） 6203�両シールド（クリープ防止） ウレア オートカット 2 620 295 720 266 560 590 84 509.1 509.1
EWG-50DTA φ17 6203�両シール極軽接触 6203�両シールド ウレア オートカット 2 620 295 720 266 560 590 84 509.1 509.1
EWG-50ETA φ17 6203�両シール極軽接触（クリープ防止） 6203�両シールド ウレア オートカット 2 620 315 732 286 560 590 84 517.6 517.6

60
EWG-60ETA φ17 6203�両シール極軽接触（クリープ防止） 6203�両シールド（クリープ防止） ウレア オートカット 2 710 291 847.2 262 650 703 119 599.1 599.1
EWG-60FTA φ20 6204�両シール極軽接触（クリープ防止） 6303�両シールド ウレア オートカット 2 710 347 859.2 309 650 703 119 607.6 607.6

給
気
タ
イ
プ

20 EWF-20YSA-Q φ8 − − ウレア 温度ヒューズ 1 320 197 322 182.5 280 233 100 227.7 227.7

25
EWF-25ASA-Q φ8 − − ウレア 温度ヒューズ 1 370 201 392.7 185.5 330 283 110 277.7 277.7
EWF-25ATA-Q φ10 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド ウレア オートカット 1 370 211 392.7 195.5 330 283 110 277.7 277.7

30
EWF-30BSA-Q φ10 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド ウレア 温度ヒューズ 1 420 197 463.4 179 380 323 110 327.7 327.7
EWF-30BTA-Q φ10 6200�両シール極軽接触（クリープ防止） 6200�両シールド ウレア オートカット 1 420 197 463.4 179 380 323 110 327.7 327.7

35

EWF-35CSA-Q φ10 6200�両シール極軽接触（クリープ防止） 6200�両シールド ウレア 温度ヒューズ 1 470 208 539.8 190.5 434 373 130 381.7 381.7
EWF-35CTA-Q φ10 6200�両シール極軽接触（クリープ防止） 6200�両シールド ウレア オートカット 1 470 208 539.8 190.5 434 373 130 381.7 381.7
EWF-35DSA-Q φ17 6003�両シール極軽接触（クリープ防止） 6003�両シールド ウレア 温度ヒューズ 1 470 259 539.8 227.5 434 373 130 381.7 381.7
EWF-35DTA-Q φ17 6003�両シール極軽接触（クリープ防止） 6003�両シールド ウレア オートカット 1 470 259 539.8 227.5 434 373 130 381.7 381.7

40

EWF-40DSA-Q φ17 6003�両シール極軽接触（クリープ防止） 6003�両シールド ウレア 温度ヒューズ 2 520 266 578.5 238 460 423 135 409.1 409.1
EWF-40DTA-Q φ17 6003�両シール極軽接触（クリープ防止） 6003�両シールド（クリープ防止） ウレア オートカット 2 520 266 578.5 238 460 423 135 409.1 409.1
EWF-40ETA-Q φ17 6203�両シール極軽接触（クリープ防止） 6203�両シールド ウレア オートカット 2 520 308 578.5 279 460 423 135 409.1 409.1
EWG-40BSA-Q φ10 6200�両シール極軽接触（クリープ防止） 6200�両シールド ウレア 温度ヒューズ 2 520 223 578.5 207 460 423 135 409.1 409.1
EWG-40BTA-Q φ10 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド ウレア オートカット 2 520 223 578.5 207 460 423 135 409.1 409.1
EWG-40CSA-Q φ17 6003�両シール極軽接触（クリープ防止） 6003�両シールド ウレア 温度ヒューズ 2 520 285 578.5 257 460 423 135 409.1 409.1
EWG-40CTA-Q φ17 6203�両シール極軽接触 6203�両シールド ウレア オートカット 2 520 308 578.5 279 460 423 135 409.1 409.1

45

EWF-45ESA-Q φ17 6203�両シール極軽接触 6203�両シールド ウレア 温度ヒューズ 2 620 307 732 274 560 473 135 517.6 517.6
EWF-45ETA-Q φ17 6203�両シール極軽接触（クリープ防止） 6203�両シールド（クリープ防止） ウレア オートカット 2 620 315 720 286 560 473 135 509.1 509.1
EWG-45DSA-Q φ17 6203�両シール極軽接触 6203�両シールド ウレア 温度ヒューズ 2 620 335 720 302 560 473 135 509.1 509.1
EWG-45DTA-Q φ17 6203�両シール極軽接触 6203�両シールド ウレア オートカット 2 620 315 732 286 560 473 135 517.6 517.6

50
EWF-50FTA-Q φ17 6203�両シール極軽接触（クリープ防止） 6203�両シールド ウレア オートカット 2 620 295 720 266 560 528 155 509.1 509.1
EWG-50DTA-Q φ17 6203�両シール極軽接触 6203�両シールド ウレア オートカット 2 620 295 720 266 560 528 155 509.1 509.1
EWG-50ETA-Q φ17 6203�両シール極軽接触（クリープ防止） 6203�両シールド（クリープ防止） ウレア オートカット 2 620 326 720 297 560 528 155 509.1 509.1

60
EWG-60ETA-Q φ17 6203�両シール極軽接触（クリープ防止） 6203�両シールド（クリープ防止） ウレア オートカット 2 710 317 859.2 286.7 650 624 175 607.6 607.6
EWG-60FTA-Q φ20 6204�両シール極軽接触（クリープ防止） 6303�両シールド ウレア オートカット 2 710 347 859.2 309 650 624 175 607.6 607.6

単位（mm）
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6

H

〈タイプ 6〉 〈タイプ 7〉
J

〈タイプ 4〉

J

H

〈タイプ 5〉

J

H

パイプ足

H

〈タイプ 3〉

J

H

J

G
10 10

D
B

C

□
Ａ

E

φＦ

タイプ
羽根
径

（cm）
形　名

羽根
軸径
（mm）

ベアリング仕様 過負荷
保護装置 タイプ

外 形 寸 法

負荷側 反負荷側 グリース A B C D E F G H J

低
騒
音
形

70 EJ-70ETC3 φ24 6206�両シール極軽接触 6305�両シールド シリコンＳＨ-44Ｍ オートカット 5 860 431 986 332 800 816 120 673.2 673.2
80 EJ-80FTC3 φ24 6206�両シール極軽接触 6305�両シールド シリコンＳＨ-44Ｍ オートカット 5 950 428 1126 355 900 910 120 772.2 772.2
95 EJ-95GTB3 φ28 6306�両シール極軽接触 6306�両シールド マルテンプＳＲＬ 無し 5 1130 503 1263 401 1060 1120 200 905.4 905.4
105 EJ-105HTB3 φ28 6306�両シール極軽接触 6306�両シールド マルテンプＳＲＬ 無し 5 1280 547 1475 438.5 1210 1270 200 1013 1013

大風量形
70 KG-70GTF3 φ24 6206�両シール極軽接触（クリープ防止） 6305�両シールド シリコンＳＨ-44Ｍ 無し 5 860 412 999 292 800 816 120 717 717
80� KG-80HTF3 φ24 6206�両シール極軽接触 6305�両シールド シリコンＳＨ-44Ｍ 無し 5 950 451 1126 332 900 910 120 807 807

低
　
騒
　
音
　
形

400
V
級
排
気
タ
イ
プ

25 EWF-25ATA40A φ10 608�両シール極軽接触 608�両シールド ウレア 無し 1 370 201 392.7 185.5 330 310 65 277.7 277.7
30 EWF-30BTA40A φ10 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド ウレア 無し 1 420 197 463.4 179 380 359 69 327.7 327.7

35
EWF-35CTA40A φ10 6200�両シール極軽接触（クリープ防止） 6200�両シールド ウレア 無し 1 470 208 539.8 190.5 434 419 93 381.7 381.7
EWF-35DTA40A φ17 6003�両シール極軽接触 6003�両シールド ウレア 無し 1 470 259 539.8 227.5 434 419 93 381.7 381.7

40
EWF-40DTA40A φ17 6003�両シール極軽接触 6003�両シールド（クリープ防止） ウレア 無し 2 520 266 578.5 238 460 480 99 409.1 409.1
EWF-40ETA40A φ17 6203�両シール極軽接触 6203�両シールド ウレア 無し 2 520 291 578.5 262 460 480 99 409.1 409.1

50 EWF-50FTA40A φ17 6203�両シール極軽接触（クリープ防止） 6203�両シールド ウレア 無し 2 620 295 720 266 560 590 84 509.1 509.1
60 EWG-60FTA40A φ20 6204�両シール極軽接触（クリープ防止） 6303�両シールド ウレア 無し 2 710 347 859.2 309 650 703 119 607.6 607.6

400
V
級
給
気
タ
イ
プ

25 EWF-25ATA40A-Q φ10 608�両シール極軽接触 608�両シールド ウレア 無し 1 370 201 392.7 185.5 330 283 110 277.7 277.7
30 EWF-30BTA40A-Q φ10 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド ウレア 無し 1 420 197 463.4 179 380 323 110 327.7 327.7

35
EWF-35CTA40A-Q φ10 6200�両シール極軽接触（クリープ防止） 6200�両シールド ウレア 無し 1 470 208 539.8 190.5 434 373 130 381.7 381.7
EWF-35DTA40A-Q φ17 6003�両シール極軽接触（クリープ防止） 6003�両シールド ウレア 無し 1 470 259 539.8 227.5 434 373 130 381.7 381.7

40
EWF-40DTA40A-Q φ17 6003�両シール極軽接触（クリープ防止） 6003�両シールド ウレア 無し 2 520 266 578.5 238 460 423 135 409.1 409.1
EWF-40ETA40A-Q φ17 6203�両シール極軽接触（クリープ防止） 6203�両シールド ウレア 無し 2 520 308 578.5 279 460 423 135 409.1 409.1

50 EWF-50FTA40A-Q φ17 6203�両シール極軽接触（クリープ防止） 6203�両シールド ウレア 無し 2 620 295 720 266 560 528 155 509.1 509.1
60 EWG-60FTA40A-Q φ20 6204�両シール極軽接触（クリープ防止） 6303�両シールド（クリープ防止） ウレア 無し 2 710 347 859.2 309 650 624 175 607.6 607.6

単位（mm）
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第1章  有圧換気扇
　  外形寸法・ベアリング番号・過負荷保護装置取付一覧6

タイプ
羽根
径

（cm）
形　名

羽根
軸径
（mm）

ベアリング仕様 過負荷
保護装置 タイプ

外 形 寸 法

負荷側 反負荷側 グリース A B C D E F G H J

防
　
爆
　
形

20 EF-20YSD-V φ8 6201�両シールド 6200�両シールド マルテンプＳＲＬ 無し 6 320 295 345 167 280 245 50 244 244
25 EF-25ASD-V φ8 6201�両シールド 6200�両シールド マルテンプＳＲＬ 無し 6 370 300 400 172 330 310 60 284 284

30
EF-30BSD-V φ10 6201�両シールド 6200�両シールド マルテンプＳＲＬ 無し 6 420 310 461 182 380 365 60 327 327
EF-30BTD-V φ10 6201�両シールド 6200�両シールド マルテンプＳＲＬ 無し 6 420 310 461 182 380 365 60 327 327

40 EF-40DTC-V φ17 6003�両シールド 6201�両シールド マルテンプＳＲＬ 無し 4 520 345 560 213 460 490 80 400.5 400.5
50 EG-50DTC-V φ17 6003�両シールド 6201�両シールド マルテンプＳＲＬ 無し 4 620 349 702 217 560 605 95 503 503
60 EG-60FTC-V φ17 6206�両シールド 6205�両シールド マルテンプＳＲＬ 無し 5 710 419 804 305 650 705 100 569 569

防
錆
タ
イ
プ

低
騒
音
形

40 EWF-40ETA-PR φ17 6203�両シール接触 6203�両シールド ウレア 温度ヒューズ 2 520 291 578.5 262 460 480 99 409.1 409.1

50
EWF-50FTA-PR φ17 6203�両シール接触（クリープ防止） 6303�両シールド（クリープ防止） ウレア 温度ヒューズ 2 620 295 720 266 560 590 84 509.1 509.1
EWG-50ETA-PR φ17 6203�両シール接触（クリープ防止） 6203�両シールド ウレア 温度ヒューズ 2 620 315 732 286 560 590 84 517.6 517.6

60
EWG-60ETA-PR φ17 6203�両シール接触（クリープ防止） 6303�両シールド（クリープ防止） ウレア 温度ヒューズ 2 710 291 847.2 262 650 703 119 599.1 599.1
EWG-60FTA-PR φ17 6204�両シール接触（クリープ防止） 6203�両シールド ウレア 温度ヒューズ 2 710 347 859.2 309 650 703 119 607.6 607.6

大
風
量
形

70 KG-70GTF2-PR φ24 6206�両シール接触（クリープ防止） 6305�両シールド シリコンＳＨ-44Ｍ 無し 5 860 412 982 292 800 816 120 707 707
80 KG-80HTF1-PR φ24 6206�両シール接触（クリープ防止） 6305�両シールド シリコンＳＨ-44Ｍ 無し 5 950 451 1126 332 900 910 120 807 807

低
騒
音
形
ス
テ
ン
レ
ス
タ
イ
プ

オ
ー
ル
ス
テ
ン
レ
ス
タ
イ
プ

20 EF-20YSXB3 φ8 608�両シール極軽接触 608�両シールド シリコンＳＨ-44Ｍ 温度ヒューズ 3 320 164 339 148.5 280 257 45 256 256

25
EF-25ASXB3 φ10 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド シリコンＳＨ-44Ｍ 温度ヒューズ 3 370 171 383 149 330 298 50 249.3 291.8
EF-25ATXB3 φ10 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド シリコンＳＨ-44Ｍ オートカット 3 370 171 383 149 330 298 50 249.3 291.8

30
EF-30BSXB3 φ10 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド シリコンＳＨ-44Ｍ 温度ヒューズ 3 420 169 451 147 380 348 50 279.4 341.4
EF-30BTXB3 φ10 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド シリコンＳＨ-44Ｍ オートカット 3 420 169 451 147 380 348 50 279.4 341.4

40

EF-40DSXB3 φ14 6203�両シール極軽接触（クリープ防止） 6203�両シールド シリコンＳＨ-44Ｍ 温度ヒューズ 4 520 318 560 178 460 476 70 400 400
EF-40DTXB3 φ14 6203�両シール極軽接触（クリープ防止） 6203�両シールド シリコンＳＨ-44Ｍ オートカット 4 520 261 560 178 460 476 70 400 400
EG-40CSXB3 φ14 6203�両シール極軽接触 6203�両シールド シリコンＳＨ-44Ｍ 温度ヒューズ 4 520 311 560 215.5 460 476 70 400 400
EG-40CTXB3 φ14 6203�両シール極軽接触 6203�両シールド シリコンＳＨ-44Ｍ オートカット 4 520 254 560 215.5 460 476 70 400 400

50 EG-50ETXB3 φ17 6204�両シール極軽接触（クリープ防止） 6303�両シールド（クリープ防止） シリコンＳＨ-44Ｍ 温度ヒューズ 4 620 316 682 275 560 605 88 490 490
60 EG-60FTXB3 φ17 6204�両シール極軽接触（クリープ防止） 6303�両シールド（クリープ防止） シリコンＳＨ-44Ｍ オートカット 4 710 327 803 258 650 705 93 574 574

高
耐
食
タ
イ
プ

30
EF-30BSXB3-F φ10 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド シリコンＳＨ-44Ｍ 温度ヒューズ 3 420 169 451 147 380 348 50 279.4 341.4
EF-30BTXB3-F φ10 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド シリコンＳＨ-44Ｍ オートカット 3 420 169 451 147 380 348 50 279.4 341.4

40
EF-40DSXB3-F φ14 6203�両シール極軽接触（クリープ防止） 6203�両シールド シリコンＳＨ-44Ｍ 温度ヒューズ 4 520 318 560 178 460 476 70 400 400
EF-40DTXB3-F φ14 6203�両シール極軽接触（クリープ防止） 6203�両シールド シリコンＳＨ-44Ｍ オートカット 4 520 261 560 178 460 476 70 400 400

50 EG-50ETXB3-F φ17 6204�両シール極軽接触（クリープ防止） 6303�両シールド（クリープ防止） シリコンＳＨ-44Ｍ オートカット 4 620 316 682 275 560 605 88 490 490
60 EG-60FTXB3-F φ17 6204�両シール極軽接触（クリープ防止） 6303�両シールド（クリープ防止） シリコンＳＨ-44Ｍ オートカット 4 710 327 803 258 650 705 93 574 574

耐
熱
タ
イ
プ

排
気
タ
イ
プ

40 EWF-40ETA-H φ17 6203�両シールド（クリープ防止） 6203�両シールド（クリープ防止） ウレア 温度ヒューズ 2 520 308 578.5 279 460 480 99 409.1 409.1
50 EWF-50FTA-H φ17 6206�両シールド（クリープ防止） 6305�両シールド ウレア 温度ヒューズ 2 620 327 720 242 560 590 84 509.1 509.1
60 EWG-60FTA-H φ20 6206�両シールド（クリープ防止） 6305�両シールド ウレア 温度ヒューズ 2 710 375 859.2 290 650 703 119 607.6 607.6

給
気
タ
イ
プ

40 EWF-40ETA-HQ φ17 6203�両シールド（クリープ防止） 6203�両シールド ウレア 温度ヒューズ 2 520 308.5 578.5 279 460 423 135 409.1 409.1
50 EWF-50FTA-HQ φ17 6206�両シールド 6305�両シールド ウレア 温度ヒューズ 2 620 327 720 242 560 528 155 509.1 509.1
60 EWG-60FTA-HQ φ20 6206�両シールド（クリープ防止） 6305�両シールド ウレア 温度ヒューズ 2 710 375 859.2 290 650 624 175 607.6 607.6

冷凍室
タイプ

40 EF-40DRA φ17 6203�両シールド（クリープ防止） 6203�両シールド（クリープ防止） ビーコン３２５ オートカット 4 520 226 560 199 460 490 80 400 400
50 EF-50ERA φ17 6203�両シールド（クリープ防止） 6203�両シールド（クリープ防止） ビーコン３２５ オートカット 4 620 255.5 702 229 560 605 95 501 501
60 EG-60FRA φ17 6204�両シールド（クリープ防止） 6303�両シールド（クリープ防止） ビーコン３２５ オートカット 4 710 318 836 282 650 705 100 598 598

機
器
冷
却
用

標
準
タ
イ
プ

20
EF-20UYS φ8 ― ― ウレア 温度ヒューズ 7 320 105 ― ― 280 260 ― 280 280
EF-20UYSQ φ8 ― ― ウレア 温度ヒューズ 7 320 105 ― ― 280 260 ― 280 280

25
EF-25UAS φ8 ― ― ウレア 温度ヒューズ 7 370 115 ― ― 330 305 ― 330 330
EF-25UASQ φ8 ― ― ウレア 温度ヒューズ 7 370 115 ― ― 330 305 ― 330 330

30
EF-30UBS φ10 6200�両ｼｰﾙ極軽接触 6200�両シールド ウレア 温度ヒューズ 7 420 125 ― ― 380 340 ― 380 380
EF-30UBSQ φ10 6200�両ｼｰﾙ極軽接触 6200�両シールド ウレア 温度ヒューズ 7 420 125 ― ― 380 340 ― 380 380

35

EF-35UCT φ17 6200両シール極軽接触(クリープ防止) 6200両シールド(クリープ防止) ウレア オートカット 3 470 171 514 143 434 415 70 336 388
EF-35UCT40A φ17 6200両シール極軽接触(クリープ防止) 6200両シールド(クリープ防止) ウレア 無し 3 470 171 514 143 434 415 70 336 388
EF-35UDT φ17 6003両シール極軽接触(クリープ防止) 6003両シールド(クリープ防止) ウレア オートカット 3 470 221 514 189 434 415 70 339 388
EF-35UDT40A φ17 6003両シール極軽接触(クリープ防止) 6003両シールド(クリープ防止) ウレア 無し 3 470 221 514 189 434 415 70 339 388

40
EF-40UET φ17 6203両シール極軽接触(クリープ防止) 6203両シールド ウレア オートカット 4 520 222 560 196 460 490 80 400 400
EF-40UET40A φ17 6203両シール極軽接触(クリープ防止) 6203両シールド(クリープ防止) ウレア 無し 4 520 222 560 196 460 490 80 400 400

50
EF-50UFT φ17 6203両シール極軽接触(クリープ防止) 6203両シールド ウレア オートカット 4 620 258 702 232 560 605 95 503 503
EF-50UFT40A φ17 6203両シール極軽接触(クリープ防止) 6203両シールド ウレア 無し 4 620 258 702 232 560 605 95 503 503

60
EF-60UGT φ17 6204両シール極軽接触(クリープ防止) 6203両シールド(クリープ防止) ウレア オートカット 4 710 266 836 230 650 705 100 598 598
EF-60UGT40A φ17 6204両シール極軽接触(クリープ防止) 6203両シールド(クリープ防止) ウレア 無し 4 710 266 836 230 650 705 100 598 598

回
転
セ
ン
サ
ー
付

タ
イ
プ

20
EF-20UYS-K φ8 ― ― ウレア 温度ヒューズ 7 320 105 ― ― 280 260 ― 280 280
EF-20UYSQ-K φ8 ― ― ウレア 温度ヒューズ 7 320 105 ― ― 280 260 ― 280 280

25
EF-25UAS-K φ8 ― ― ウレア 温度ヒューズ 7 370 115 ― ― 330 305 ― 330 330
EF-25UASQ-K φ8 ― ― ウレア 温度ヒューズ 7 370 115 ― ― 330 305 ― 330 330

30
EF-30UBS-K φ10 6200�両ｼｰﾙ極軽接触 6200�両シールド ウレア 温度ヒューズ 7 420 125 ― ― 380 340 ― 380 380
EF-30UBSQ-K φ10 6200�両ｼｰﾙ極軽接触 6200�両シールド ウレア 温度ヒューズ 7 420 125 ― ― 380 340 ― 380 380

単位（mm）
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タイプ 電源 羽根径
（cm） 形　名 極数

（P）

最大負荷
電流（A） 始動電流（A） 適用する電磁開閉器

（形名：MS0-T10またはT12）·注4, 5

50Hz 60Hz 50Hz 60Hz
ヒータ呼び（A） 整定電流

調整範囲（A） 整定値（A）

50Hz 60Hz 50Hz 60Hz 50Hz 60Hz

店
　
舗
　
用

標
準

タ
イ
プ

単相100V
20 EFG-20SB 4 0.23 0.26 0.33 0.33 0.24 0.24 0.2～0.32 0.2～0.32 0.26 0.28
25 EFG-25SB 4 0.5 0.55 0.66 0.64 0.7 0.7 0.55～0.85 0.55～0.85 0.55 0.6
30 EFG-30SB 4 0.85 0.95 1.4 1.3 0.9 0.9 0.7～1.1 0.7～1.1 0.9 1

格
子
タ
イ
プ

単相100V

20
EFG-20KSB-W 4 0.23 0.27 0.33 0.33 0.24 0.35 0.2～0.32 0.28～0.42 0.26 0.31
EFG-20KSB-C 4 0.23 0.27 0.33 0.33 0.24 0.35 0.2～0.32 0.28～0.42 0.26 0.31

25
EFG-25KSB-W 4 0.52 0.55 0.66 0.64 0.7 0.7 0.55～0.85 0.55～0.85 0.55 0.6
EFG-25KSB-C 4 0.52 0.55 0.66 0.64 0.7 0.7 0.55～0.85 0.55～0.85 0.55 0.6

30
EFG-30KSB-W 4 0.88 0.98 1.4 1.3 0.9 0.9 0.7～1.1 0.7～1.1 1 1.1
EFG-30KSB-C 4 0.88 0.98 1.4 1.3 0.9 0.9 0.7～1.1 0.7～1.1 1 1.1

35 EFG-35KSB-W 4 1.4 1.54 2.2 2.0 1.3 1.7 1～1.6 1.4～2 1.6 1.6
40 EFG-40KSB-W 4 2.36 2.5 3.8 3.4 2.5 2.5 2～3 2～3 2.5 2.7

引
き
ひ
も

タ
イ
プ

単相100V
20 EFG-20KSB-P 4 0.23 0.27 0.33 0.33 0.24 0.35 0.2～0.32 0.28～0.42 0.26 0.31
25 EFG-25KSB-P 4 0.52 0.55 0.66 0.64 0.7 0.7 0.55～0.85 0.55～0.85 0.55 0.6
30 EFG-30KSB-P 4 0.88 0.98 1.4 1.3 0.9 0.9 0.7～1.1 0.7～1.1 1 1.1

メ
ッ
シ
ュ
タ
イ
プ

排
気
形

単相100V

25 EFG-25MSB 4 0.52 0.56 0.66 0.64 0.7 0.7 0.55～0.85 0.55～0.85 0.55 0.6
30 EFG-30MSB 4 0.84 0.95 1.4 1.3 0.9 0.9 0.7～1.1 0.7～1.1 0.9 1
35 EFG-35MSB 4 1.39 1.51 2.2 2.0 1.3 1.7 1～1.6 1.4～2 1.5 1.6
40 EFG-40MSB 4 2.33 2.56 3.8 3.4 2.5 2.5 2～3 2～3 2.5 2.8

3相200V
40 EFG-40MSTB 4 0.69 0.78 1.6 1.5 0.7 0.7 0.55～0.85 0.55～0.85 0.75 0.85
50 EGG-50MSTB 6 1.67 1.68 4.1 3.9 1.7 1.7 1.4～2 1.4～2 1.8 1.8
60 EGG-60MSTB 6 2.35 2.32 6.0 5.7 2.5 2.5 2～3 2～3 2.5 2.5

有圧換気扇には、モータの焼損保護として、サーマルプロテクタ（オートカット）を内蔵している機種もありますが、
電磁開閉器（電磁接触器＋サーマルリレー）と組み合わせて使用する場合の選定を下表にまとめます。
■業務用有圧換気扇

適用電磁開閉器一覧表7
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第1章  有圧換気扇
　  適用電磁開閉器一覧表7

タイプ 電源 羽根径
（cm） 形　名 極数

（P）

最大負荷
電流（A） 始動電流（A） 適用する電磁開閉器

（形名：MS0-T10またはT12）·注4, 5

50Hz 60Hz 50Hz 60Hz
ヒータ呼び（A） 整定電流

調整範囲（A） 整定値（A）

50Hz 60Hz 50Hz 60Hz 50Hz 60Hz

店
舗
用

メ
ッ
シ
ュ
タ
イ
プ

給
気
形

単相100V

25 EFG-25MFSB 4 0.51 0.53 0.65 0.64 0.7 0.7 0.55～0.85 0.55～0.85 0.55 0.6
30 EFG-30MFSB 4 0.88 0.94 1.4 1.2 0.9 0.9 0.7～1.1 0.7～1.1 1 1
35 EFG-35MFSB 4 1.42 1.59 2.1 2.0 1.7 1.7 1.4～2 1.4～2 1.6 1.7
40 EFG-40MFSB 4 2.4 2.6 3.7 3.5 2.5 2.5 2～3 2～3 2.6 2.8

3相200V
40 EFG-40MFSTB 4 0.77 0.87 1.8 1.6 0.7 0.9 0.55～0.85 0.7～1.1 0.85 1
50 EGG-50MFSTB 6 1.72 1.78 4.2 3.9 1.7 1.7 1.4～2 1.4～2 1.8 1.9
60 EGG-60MFSTB 6 2.97 2.73 7.6 7.1 3.6 3.6 2.8～4.4 2.8～4.4 3.2 3

耐
湿
形

格
子
タ
イ
プ

単相100V

25 EFG-25KDSB 4 0.5 0.53 0.67 0.63 0.7 0.7 0.55～0.85 0.55～0.85 0.55 0.6
30 EFG-30KDSB 4 0.81 0.95 1.4 1.3 0.9 0.9 0.7～1.1 0.7～1.1 0.9 1
35 EFG-35KDSB 4 1.35 1.5 2.2 2.0 1.3 1.7 1～1.6 1.4～2 1.5 1.6
40 EFG-40KDSB 4 2.3 2.5 3.8 3.4 2.5 2.5 2～3 2～3 2.5 2.7

厨
房
用

メ
ッ
シ
ュ

タ
イ
プ

単相100V
25 EFC-25MSB 4 0.59 0.63 0.87 0.81 0.7 0.7 0.55～0.85 0.55～0.85 0.65 0.7
30 EFC-30MSB 4 0.86 1 1.53 1.45 0.9 0.9 0.7～1.1 0.7～1.1 0.9 1.1
35 EFC-35MSB 4 1.6 1.98 2.7 2.6 1.7 2.1 1.4～2 1.7～2.5 1.8 2.1

フ
ィ
ル
タ
ー

付
タ
イ
プ

単相100V
25 EFC-25FSB 4 0.59 0.63 0.87 0.81 0.7 0.7 0.55～0.85 0.55～0.85 0.7 0.7
30 EFC-30FSB 4 0.92 1.05 1.53 1.45 0.9 1.3 0.7～1.1 1～1.6 1 1.2
35 EFC-35FSB 4 1.62 1.98 2.7 2.6 1.7 2.1 1.4～2 1.7～2.5 1.8 2.1

店
舗
用

標
準
タ
イ
プ

単相100V
35 EFG-35SB 4 1.4 1.53 2.2 2.0 1.3 1.7 1～1.6 1.4～2 1.6 1.6
40 EFG-40SB 4 2.35 2.54 3.8 3.4 2.5 2.5 2～3 2～3 2.5 2.7

3相200V
40 EFG-40STB 4 0.69 0.78 1.6 1.5 0.7 0.9 0.55～0.85 0.7～1.1 0.75 0.8
50 EGG-50STB 6 1.66 1.67 4.1 3.9 1.7 1.7 1.4～2 1.4～2 1.8 1.8
60 EGG-60STB 6 2.36 2.31 6.0 5.7 2.5 2.5 2～3 2～3 2.5 2.5
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■産業用有圧換気扇

タイプ 電源 羽根径
（cm） 形　名 極数

（P）

公称
出力
（W）

最大負荷
電流（A） 始動電流（A） 適用する電磁開閉器

（形名：MS0-T10またはT12）·注4, 5

50Hz 60Hz 50Hz 60Hz
ヒータ呼び（A） 整定電流

調整範囲（A） 整定値（A）

50Hz 60Hz 50Hz 60Hz 50Hz 60Hz

低
　
騒
　
音
　
形

排
　
気
　
タ
　
イ
　
プ

単相100V

20 EWF-20YSA 4 15 0.35 0.37 0.67 0.64 0.5 0.5 0.4～0.6 0.4～0.6 0.4 0.4
25 EWF-25ASA 4 25 0.59 0.64 0.86 0.86 0.7 0.7 0.55～0.85 0.55～0.85 0.65 0.7
30 EWF-30BSA 4 50 0.96 1.07 2.23 2.09 1.3 1.3 1～1.6 1～1.6 1.1 1.2

35
EWF-35CSA 4 100 1.53 1.64 3.01 2.78 1.7 1.7 1.4～2 1.4～2 1.6 1.8
EWF-35DSA 4 150 2.49 2.84 7.5 6.57 2.5 3.6 2～3 2.8～4.4 2.7 3

40
EWF-40DSA 4 200 2.61 2.85 6.05 5.52 2.5 3.6 2～3 2.8～4.4 2.8 3
EWG-40BSA 6 50 0.99 0.93 1.33 1.35 1.3 0.9 1～1.6 0.7～1.1 1.1 1
EWG-40CSA 6 100 1.62 1.98 3.38 2.91 1.7 2.1 1.4～2 1.7～2.5 1.7 2.1

45
EWF-45ESA 4 400 5.51 5.62 14.6 14 6.6 6.6 5.2～8 5.2～8 6 6
EWG-45DSA 6 200 2.86 3.18 7.89 7.24 3.6 3.6 2.8～4.4 2.8～4.4 3 3.4

3相
200-220V

25 EWF-25ATA 4 25 0.22-0.23 0.24-0.25 0.53-0.58 0.5-0.54 0.24 0.24 0.2～0.32 0.2～0.32 0.26 0.28
30 EWF-30BTA 4 50 0.4-0.44 0.41-0.43 1.23-1.36 1.16-1.29 0.5 0.5 0.4～0.6 0.4～0.6 0.5 0.5

35
EWF-35CTA 4 100 0.66-0.75 0.66-0.69 1.84-2.01 1.73-1.94 0.9 0.7 0.7～1.1 0.55～0.85 0.8 0.75
EWF-35DTA 4 150 1-1.07 1.06-1.05 4.04-4.37 3.63-3.97 1.3 1.3 1～1.6 1～1.6 1.2 1.2

40

EWF-40DTA 4 200 1.25-1.32 1.28-1.31 4.67-5.07 4.45-4.82 1.3 1.3 1～1.6 1～1.6 1.4 1.4
EWF-40ETA 4 400 1.78-1.8 1.98-2.01 8.78-9.37 8-8.85 2.1 2.1 1.7～2.5 1.7～2.5 1.9 2.2
EWG-40BTA 6 50 0.41-0.46 0.39-0.42 0.68-0.75 0.66-0.73 0.5 0.5 0.4～0.6 0.4～0.6 0.5 0.5
EWG-40CTA 6 100 0.82-0.88 0.91-0.9 2.86-3.09 2.63-2.91 0.9 0.9 0.7～1.1 0.7～1.1 1 1

45
EWF-45ETA 4 400 2.05-2.06 2.21-2.16 10.9-11.5 9.86-10.8 2.1 2.5 1.7～2.5 2～3 2.2 2.2
EWG-45DTA 6 200 1.3-1.39 1.39-1.4 4.83-5.22 4.41-4.84 1.7 1.7 1.4～2 1.4～2 1.5 1.5

50
EWF-50FTA 4 750 2.58-2.54 3.18-3.07 12.8-14.5 11.9-13.4 2.5 3.6 2～3 2.8～4.4 2.7 3.2
EWG-50DTA 6 200 1.2-1.28 1.33-1.32 4.78-5.36 4.36-4.84 1.3 1.3 1～1.6 1～1.6 1.4 1.4
EWG-50ETA 6 400 2.24-2.48 2.36-2.4 9.76-10.7 8.91-9.85 2.5 2.5 2～3 2～3 2.7 2.6

60
EWG-60ETA 6 400 2.01-2.07 2.02 6.83-7.48 6.58-7.18 2.1 2.1 1.7～2.5 1.7～2.5 2.2 2.2
EWG-60FTA 6 750 2.75-2.73 2.93-3.12 11.6-12.7 10.5-11.7 3.6 3.6 2.8～4.4 2.8～4.4 3 3.4

給
　
気
　
タ
　
イ
　
プ

単相100V

20 EWF-20YSA-Q 4 15 0.37 0.41 0.71 0.69 0.5 0.5 0.4～0.6 0.4～0.7 0.4 0.45
25 EWF-25ASA-Q 4 25 0.59 0.69 0.97 0.9 0.7 0.7 0.55～0.85 0.55～0.85 0.65 0.75
30 EWF-30BSA-Q 4 50 1.24 1.28 2.82 2.67 1.3 1.3 1～1.6 1～1.6 1.4 1.4

35
EWF-35CSA-Q 4 100 1.47 1.65 2.93 2.73 1.7 1.7 1.4～2 1.4～2 1.6 1.8
EWF-35DSA-Q 4 150 2.56 2.45 6.44 5.75 2.5 2.5 2～3 2～3 2.8 2.6

40
EWF-40DSA-Q 4 200 2.77 3.05 7.67 6.47 2.5 3.6 2～3 2.8～4.4 3 3.2
EWG-40BSA-Q 6 50 0.97 1.03 1.47 1.37 1.3 1.3 1～1.6 1～1.6 1.1 1.1
EWG-40CSA-Q 6 100 2.35 2.37 4.97 4.36 2.5 2.5 2～3 2～3 2.5 2.6

45
EWF-45ESA-Q 4 400 4.68 5.1 13.9 13.3 5 5 4～6 4～6 5 5.5
EWG-45DSA-Q 6 200 3.01 3.61 7.63 6.94 3.6 3.6 2.8～4.4 2.8～4.4 3.2 3.8

3相
200-220V

25 EWF-25ATA-Q 4 25 0.22-0.23 0.23-0.24 0.52-0.56 0.48-0.53 0.24 0.24 0.2～0.32 0.2～0.32 0.26 0.28
30 EWF-30BTA-Q 4 50 0.47-0.53 0.45-0.48 1.41-1.56 1.35-1.48 0.7 0.5 0.55～0.85 0.4～0.6 0.6 0.55

35
EWF-35CTA-Q 4 100 0.64-0.7 0.66-0.68 1.68-1.82 1.54-1.69 0.7 0.7 0.55～0.85 0.55～0.85 0.8 0.75
EWF-35DTA-Q 4 150 0.99-1.03 1.05 3.86-4.29 3.59-3.96 1.3 1.3 1～1.6 1～1.6 1.1 1.2

40

EWF-40DTA-Q 4 200 1.31-1.43 1.29-1.3 5.65-6.13 4.77-5.17 1.7 1.3 1.4～2 1～1.6 1.4 1.4
EWF-40ETA-Q 4 400 1.84-1.89 1.89-1.85 10.8-11.6 9.29-10.1 2.1 2.1 1.7～2.5 1.7～2.5 2 2
EWG-40BTA-Q 6 50 0.4-0.41 0.39-0.41 0.68-0.75 0.66-0.73 0.5 0.5 0.4～0.6 0.4～0.6 0.45 0.45
EWG-40CTA-Q 6 100 0.85-0.93 0.89 2.91-3.15 2.67-2.91 0.9 0.9 0.7～1.1 0.7～1.1 1 1

45
EWF-45ETA-Q 4 400 2.12-2.07 2.16-2.08 10.7-11.5 10.3-11.1 2.1 2.1 1.7～2.5 1.7～2.5 2.2 2.2
EWG-45DTA-Q 6 200 1.29-1.38 1.33 4.8-5.28 4.61-4.98 1.3 1.3 1～1.6 1～1.6 1.5 1.4

50
EWF-50FTA-Q 4 750 2.87-2.89 3.09-2.97 15.2-16.5 14.9-16.1 3.6 3.6 2.8～4.4 2.8～4.4 3 3.2
EWG-50DTA-Q 6 200 0.91-0.92 1.1-1.11 2.56-2.78 2.33-2.56 0.9 1.3 0.7～1.1 1～1.6 1 1.2
EWG-50ETA-Q 6 400 2.28-2.55 2.32-2.39 10.2-10.9 9.2-9.87 2.5 2.5 2～3 2～3 2.8 2.6

60
EWG-60ETA-Q 6 400 1.88-1.97 1.98-1.95 6.71-7.28 6.47-7 2.1 2.1 1.7～2.5 1.7～2.5 2.1 2.1
EWG-60FTA-Q 6 750 3.09-3.03 3.21-3.04 11.8-13 10.4-11.5 3.6 3.6 2.8～4.4 2.8～4.4 3.2 3.2

低
騒
音
形

3相
50Hz�200V
60Hz�

200/220V

70 EJ-70ETC3 10 400 2 2.55/2.60 6.3 5.6/6.2 2.5 2.5 2～3 2～3 2.3 3
80 EJ-80FTC3 10 750 2.9 3.4/3.4 7.7 6.8/7.5 3.6 3.6 2.8～4.4 2.8～4.4 3.3 3.8
90 EJ-95GTB3 10 ＊1500 8.8 9.2/9.7 31.5 27.4/30.0 9 9 7～11 7～11 9.7 10.1
100 EJ-105HTB3 10 ＊2200 13 14.5/15.2 50 44.0/48.0 15 15 12～18 12～18 14.3 16
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第1章  有圧換気扇
　  適用電磁開閉器一覧表7

タイプ 電源 羽根径
（cm） 形　名 極数

（P）

公称
出力
（W）

最大負荷
電流（A） 始動電流（A） 適用する電磁開閉器

（形名：MS0-T10またはT12）·注4, 5

50Hz 60Hz 50Hz 60Hz
ヒータ呼び（A） 整定電流

調整範囲（A） 整定値（A）

50Hz 60Hz 50Hz 60Hz 50Hz 60Hz

大風量形
3相

50Hz�200V
60Hz�200�/�220V

70 KG-70GTF3 6 ＊1500 6.3 7.8/7.8 44 39/43 9 9 7～11 7～11 7 8

80 KG-80HTF3 6 ＊2200 8.5 8.7/8.7 48 43/47 9 9 7～11 7～11 9.4 9.6

防
錆
タ
イ
プ

低
騒
音
形

3相
200-220V

40 EWF-40ETA-PR 4 400 1.78-1.8 1.98-2.01 8.78-9.37 8-8.85 2.1 2.1 1.7～2.5 1.7～2.5 1.9 2.2

50
EWF-50FTA-PR 4 750 2.58-2.54 3.18-3.07 12.8-14.5 11.9-13.4 2.5 3.6 2～3 2.8～4.4 2.7 3.2

EWG-50ETA-PR 6 400 2.24-2.48 2.36-2.4 9.76-10.7 8.91-9.85 2.5 2.5 2～3 2～3 2.7 2.6

60
EWG-60ETA-PR 6 400 2.01-2.07 2.02 6.83-7.48 6.58-7.18 2.1 2.1 1.7～2.5 1.7～2.5 2.2 2.2

EWG-60FTA-PR 6 750 2.75-2.73 2.93-3.12 11.6-12.7 10.5-11.7 3.6 3.6 2.8～4.4 2.8～4.4 3 3.4

大
風
量
形

3相
50Hz�200V
60Hz�200�/�220V

70 KG-70GTF2-PR 6 ＊1500 6.3 7.8/7.8 44 39.0/43.0 9 9 7～11 7～11 7 8

80 KG-80HTF1-PR 6 ＊2200 8.5 8.7/8.7 48 43.0/47.0 9 9 7～11 7～11 9.4 9.6

低
騒
音
形
ス
テ
ン
レ
ス
タ
イ
プ

オ
ー
ル
ス
テ
ン
レ
ス
タ
イ
プ

単相100V

20 EF-20YSXB3 4 15 0.36 0.39 0.62 0.6 0.5 0.5 0.4～0.6 0.4～0.6 0.4 0.45

25 EF-25ASXB3 4 25 0.63 0.66 1.3 1.25 0.7 0.7 0.55～0.85 0.55～0.85 0.72 0.76

30 EF-30BSXB3 4 50 0.88 0.96 2 1.8 0.9 0.9 0.7～1.1 0.7～1.1 1 1.1

40
EF-40DSXB3 4 200 3.1 3.25 11.2 10 3.6 3.6 2.8～4.4 2.8～4.4 3.4 3.8

EG-40CSXB3 6 100 1.8 2.3 5.4 4.8 2.5 2.5 2～3 2～3 2.1 2.7

3相
50Hz
200V
60Hz

200�/�220V

25 EF-25ATXB3 4 25 0.31 0.28/0.29 0.94 0.84/0.92 0.35 0.35 0.28～0.42 0.28～0.42 0.36 0.32

30 EF-30BTXB3 4 50 0.32 0.34/0.36 1.25 1.20/1.32 0.35 0.35 0.28～0.42 0.28～0.42 0.37 0.39

40
EF-40DTXB3 4 200 1.05 1.1/1.1 5.6 5.2/5.7 1.3 1.3 1～1.6 1～1.6 1.1 1.2

EG-40CTXB3 6 100 0.77 0.83/0.87 3.3 3.1/3.4 0.9 0.9 0.7～1.1 0.7～1.1 0.9 0.95

50 EG-50ETXB3 6 400 1.75 1.8/1.8 9.4 8.7/9.5 2.1 2.1 1.7～2.5 1.7～2.5 1.9 2

60 EG-60FTXB3 6 750 3.6 3.4/3.5 25 23.0/25.0 3.6 3.6 2.8～4.4 2.8～4.4 4.2 3.8

高
耐
食
タ
イ
プ

単相100V 30
EF-30BSXB3-F 4 50 0.88 0.96 2 1.8 0.9 0.9 0.7～1.1 0.7～1.1 1 1.1

EF-30BTXB3-F 4 50 0.32 0.34/0.36 1.25 1.20/1.32 0.35 0.35 0.28～0.42 0.28～0.42 0.37 0.39
3相
50Hz
200V
60Hz

200�/�220V

40
EF-40DSXB3-F 4 200 3.1 3.25 11.2 10 3.6 3.6 2.8～4.4 2.8～4.4 3.4 3.6

EF-40DTXB3-F 4 200 1.05 1.10/1.10 5.6 5.2/5.7 1.3 1.3 1～1.6 1～1.6 1.1 1.2

50 EG-50ETXB3-F 6 400 1.75 1.8/1.8 9.4 8.7/9.5 2.1 2.1 1.7～2.5 1.7～2.5 1.9 2

60 EG-60FTXB3-F 6 750 3.6 3.4/3.5 25 23.0/25.0 3.6 3.6 2.8～4.4 2.8～4.4 4.2 3.8

低
　
騒
　
音
　
形
　
400
V
級

排
気
タ
イ
プ

3相
50Hz

380/400/415V

60Hz
400�/�440V

25 EWF-25ATA40A 4 ＊25 0.09 0.1 0.24/0.26 0.23/0.26 0.12 0.12 0.1～0.16 0.1～0.16 0.1 0.11

30 EWF-30BTA40A 4 ＊50 0.21/0.23 0.21/0.22 0.67/0.73 0.67/0.73 0.24 0.24 0.2～0.32 0.2～0.32 0.26 0.26

35
EWF-35CTA40A 4 ＊100 0.28/0.31 0.3/0.31 0.96/1.03 0.93/1.02 0.35 0.35 0.28～0.42 0.28～0.42 0.36 0.36

EWF-35DTA40A 4 ＊150 0.44/0.46 0.51/0.49 2.14/2.33 2.05/2.26 0.5 0.5 0.4～0.6 0.4～0.6 0.55 0.6

40
EWF-40DTA40A 4 ＊200 0.54/0.56 0.52/0.54 2.25/2.42 2.23/2.41 0.7 0.7 0.55～0.85 0.55～0.85 0.6 0.6

EWF-40ETA40A 4 ＊400 0.73/0.71 0.86/0.82 4.2/4.53 4.1/4.45 0.9 0.9 0.7～1.1 0.7～1.1 0.8 0.9

50 EWF-50FTA40A 4 ＊750 1.14/1.11 1.28/1.23 6.71/7.19 6.5/7.02 1.3 1.3 1～1.6 1～1.6 1.3 1.4

60 EWG-60FTA40A 6 ＊750 1.44 1.52/1.49 7.28/7.93 6.81/7.53 1.7 1.7 1.4～2 1.4～2 1.6 1.7

給
気
タ
イ
プ

3相
50Hz

380/400/415V

60Hz
400�/�440V

25 EWF-25ATA40A-Q 4 ＊25 0.1 0.11 0.26/0.28 0.25/0.28 0.12 0.12 0.1～0.16 0.1～0.16 0.11 0.13

30 EWF-30BTA40A-Q 4 ＊50 0.2/0.22 0.22 0.69/0.73 0.68/0.74 0.24 0.24 0.2～0.32 0.2～0.32 0.26 0.26

35
EWF-35CTA40A-Q 4 ＊100 0.28/0.31 0.3/0.31 0.92/1 0.89/0.98 0.35 0.35 0.28～0.42 0.28～0.42 0.36 0.36

EWF-35DTA40A-Q 4 ＊150 0.44/0.45 0.46/0.45 2.14/2.31 2.02/2.23 0.5 0.5 0.4～0.6 0.4～0.6 0.5 0.55

40
EWF-40DTA40A-Q 4 ＊200 0.56/0.6 0.61/0.62 2.88/3.11 2.76/3.01 0.7 0.7 0.55～0.85 0.55～0.85 0.65 0.7

EWF-40ETA40A-Q 4 ＊400 0.84/0.82 0.9/0.86 5.47/5.84 5.14/5.59 0.9 0.9 0.7～1.1 0.7～1.1 1 1

50 EWF-50FTA40A-Q 4 ＊750 1.35/1.31 1.34/1.29 8.17/8.68 7.75/8.45 1.3 1.3 1～1.6 1～1.6 1.5 1.5

60 EWG-60FTA40A-Q 6 ＊750 1.48/1.49 1.58/1.55 7.39/7.97 6.84/7.53 1.7 1.7 1.4～2 1.4～2 1.6 1.7
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7

タイプ 電源 羽根径
（cm） 形　名 極数

（P）

公称
出力
（W）

最大負荷
電流（A） 始動電流（A） 適用する電磁開閉器

（形名：MS0-T10またはT12）·注4, 5

50Hz 60Hz 50Hz 60Hz
ヒータ呼び（A） 整定電流

調整範囲（A） 整定値（A）

50Hz 60Hz 50Hz 60Hz 50Hz 60Hz

耐
熱
タ
イ
プ

排
気
タ
イ
プ 3相

200-220V

40 EWF-40ETA-H 4 400 1.54-1.5 1.94-1.87 10.6-11.6 9.52-10.5 2.1 2.1 1.7～2.5 1.7～2.5 2 2.1

50 EWF-50FTA-H 4 750 2.36-2.3 3.24-3.03 16.5-18 14.7-15.9 3.6 3.6 2.8～4.4 2.8～4.4 3.2 3.6

60 EWG-60FTA-H 6 750 2.91-2.88 3.21-3.1 11.9-13 11-12 3.6 3.6 2.8～4.4 2.8～4.4 3.2 3.6

給
気
タ
イ
プ

40 EWF-40ETA-HQ 4 400 1.65-1.6 2.08-1.96 10.8-11.6 9.75-10.6 2.1 2.1 1.7～2.5 1.7～2.5 2 2.3

50 EWF-50FTA-HQ 4 750 2.46-2.34 3.4-3.17 16.4-18 14.6-16 3.6 3.6 2.8～4.4 2.8～4.4 3.2 3.8

60 EWG-60FTA-HQ 6 750 2.83-2.93 2.94-2.99 13.8-15 12.4-13.6 3.6 3.6 2.8～4.4 2.8～4.4 3.2 3.2

冷凍室
タイプ

3相
50Hz�200V
60Hz

200�/�220V

40 EF-40DRA 4 200 0.66 1 3 2.8 0.9 0.9 0.7～1.1 0.7～1.1 0.7 1.1

50 EF-50ERA 4 400 2.1 2.5 13.5 12.5 2.5 2.5 2～3 2～3 2.3 2.7

60 EG-60FRA 6 750 2.47 3.1 11.4 10 3.6 3.6 2.8～4.4 2.8～4.4 2.8 3.4

防爆形

3相
50Hz�200V
60Hz

200�/�220V

20 EF-20YSD-V 4 ＊15 0.47 0.5 1.35 1.25 0.7 0.7 0.55～0.85 0.55～0.85 0.55 0.6

25 EF-25ASD-V 4 ＊25 0.64 0.81 1.4 1.3 0.7 1.3 0.55～0.85 1～1.6 0.8 1

30
EF-30BSD-V 4 ＊50 0.86 1.11 1.8 1.75 1.3 1.3 1～1.6 1～1.6 1 1.3

EF-30BTD-V 4 ＊50 0.33 0.41 0.84 0.75 0.5 0.5 0.4～0.6 0.4～0.6 0.4 0.5

40 EF-40DTC-V 4 ＊200 0.99 1.15 3.9 3.8 1.3 1.3 1～1.6 1～1.6 1.2 1.4

50 EG-50DTC-V 6 ＊200 1.28 1.59 4.6 4 1.7 1.7 1.4～2 1.4～2 1.5 1.9

60 EG-60FTC-V 6 ＊750 4.35 4.65 22 18 5 5 4～6 4～6 5.2 5.6

機
器
冷
却
用

排
気
タ
イ
プ

単相100V
20 EF-20UYS 4 20 0.37 0.43 0.69 0.67 0.5 0.5 0.4～0.6 0.4～0.6 0.4 0.5

25 EF-25UAS 4 35 0.64 0.77 1.2 1.12 0.7 0.9 0.55～0.85 0.7～1.1 0.75 0.9

30 EF-30UBS 4 65 1.12 1.37 2.62 2.46 1.3 1.3 1～1.6 1～1.6 1.3 1.6
回
転
セ
ン
サ
ー
付

排
気
タ
イ
プ

単相100V
20 EF-20UYS-K 4 20 0.37 0.43 0.69 0.67 0.5 0.5 0.4～0.6 0.4～0.6 0.4 0.5

25 EF-25UAS-K 4 35 0.64 0.77 1.2 1.12 0.7 0.9 0.55～0.85 0.7～1.1 0.75 0.9

30 EF-30UBS-K 4 65 1.12 1.37 2.62 2.46 1.3 1.3 1～1.6 1～1.6 1.3 1.6

給
気
タ
イ
プ

単相100V
20 EF-20UYSQ 4 20 0.37 0.43 0.69 0.68 0.5 0.5 0.4～0.6 0.4～0.6 0.4 0.5

25 EF-25UASQ 4 35 0.62 0.74 1.18 1.13 0.7 0.7 0.55～0.85 0.55～0.85 0.7 0.85

30 EF-30UBSQ 4 65 1.11 1.35 2.43 2.36 1.3 1.3 1～1.6 1～1.6 1.3 1.6
回
転
セ
ン
サ
ー
付

給
気
タ
イ
プ

単相100V
20 EF-20UYSQ-K 4 20 0.37 0.43 0.69 0.68 0.5 0.5 0.4～0.6 0.4～0.6 0.4 0.5

25 EF-25UASQ-K 4 35 0.62 0.74 1.18 1.13 0.7 0.7 0.55～0.85 0.55～0.85 0.7 0.85

30 EF-30UBSQ-K 4 65 1.11 1.35 2.43 2.36 1.3 1.3 1～1.6 1～1.6 1.3 1.6

排
気
タ
イ
プ

3相
200-220V

35
EF-35UCT 4 100 0.7-0.78 0.72-0.68 2.46-2.6 2.3-2.53 0.9 0.9 0.7～1.1 0.7～1.1 0.9 0.8

EF-35UDT 4 150 1.12-1.27 1.08-1.08 6.31-6.9 5.71-6 1.3 1.3 1～1.6 1～1.6 1.5 1.2

40 EF-40UET 4 400 1.9-1.95 2.3-2.1 15-16 13.6-14.5 2.5 2.5 2～３ 2～３ 2.8 2.6

50 EF-50UFT 4 750 2.75-2.65 2.75-2.7 20.1-21.3 18.4-19.3 3.6 3.6 2.8～4.4 2.8～4.4 3.8 3.4

60 EF-60UGT 4 1500 3.65-3.9 4.55-4.15 35.6-36.6 30.8-32.9 6.6 5 5.2～8 4～6 6.4 6

排
気
タ
イ
プ

3相
50Hz

380/400/415V
60Hz

400�/�440V

35
EF-35UCT40A 4 ＊100 0.34/0.36/0.37 0.35/0.36 1.2/1.25/1.3 1.17/1.28 0.35 0.35 0.28～0.42 0.28～0.42 0.42 0.41

EF-35UDT40A 4 ＊150 0.55/0.57/0.59 0.54/0.56 3/3.12/3.2 2.89/3.05 0.7 0.7 0.55～0.85 0.55～0.85 0.7 0.65

40 EF-40UET40A 4 ＊400 1/1.02/1.04 1.01/1 7/7.35/7.5 6.72/7.1 1.3 1.3 1～1.6 1～1.6 1.3 1.3

50 EF-50UFT40A 4 ＊750 1.39/1.4/1.4 1.46/1.28 9.9/10.5/10.7 9.56/10.3 1.7 1.7 1.4～2 1.4～2 1.9 1.8

60 EF-60UGT40A 4 ＊1500 1.84/2.01/2.03 2.2/2.09 17.5/19.4/19.7 17/17.8 3.6 3.6 2.8～4.4 2.8～4.4 3.4 3.2

注1.　公称出力の＊印機種は温度過昇防止装置（温度ヒューズまたはサーマルプロテクタ）を内蔵していません。
注2.　 サーマルリレーの動作特性は、下記の規格に準拠しています。 

JIS C8325 ：交流電磁開閉器 
JEM 1356 ：3相誘導電動機用熱動形保護継電器

注3.　 モートルが過電流となった場合、あるいは始動停滞等の異常を発生した場合、サーマルリレーまたはサーマルプロテクタのいずれかが動
作します。なお、＊印機種はサーマルプロテクタとの併用を推奨致します。

注4.　 電磁開閉器は、以下により形名を選定します。 
MS0-T10またはT12形：下記を除く換気扇全機種 
MS0-T20またはT21形：低騒音形EJ-105HTB3形のとき

注5.　 3相用で、欠相保護が必要な場合は、電磁開閉器の形名末尾に“KP”を付加した形名になります。（例：MS0-N11KP形）
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第1章  有圧換気扇
　  包装仕様一覧表8

タイプ 形　名
包 装 仕 様

仕様 N.W
（kg）

G.W
（kg）

タテ×ヨコ×高さ
（mm)

積
段
数

店
　
舗
　
用

標
準
タ
イ
プ

EFG-20SB ダンボール 5.0 5.7 356×346×255 8

EFG-25SB ダンボール 5.2 6.1 404×396×255 8

EFG-30SB ダンボール 6.5 7.5 454×446×255 8

EFG-35SB ダンボール 9.1 10.5 516×508×255 8

EFG-40SB ダンボール 14.6 17.9 590×584×325 6

EFG-40STB ダンボール 14.3 17.6 590×584×325 6

EGG-50STB ダンボール 21.2 25.4 654×644×444 4

EGG-60STB ダンボール 25.9 30.1 737×736×441 5

格
子
タ
イ
プ

EFG-20KSB-W ダンボール 5.3 6 354×346×255 8

EFG-20KSB-C ダンボール 5.3 6 354×346×255 8

EFG-25KSB-W ダンボール 5.6 6.5 412×404×265 8

EFG-25KSB-C ダンボール 5.6 6.5 412×404×265 8

EFG-30KSB-W ダンボール 7 8 454×446×285 8

EFG-30KSB-C ダンボール 7 8 454×446×285 8

EFG-35KSB-W ダンボール 10.6 12 516×508×297 8

EFG-40KSB-W ダンボール 17.1 20.4 592×592×382 6

引
き
ひ
も

タ
イ
プ

EFG-20KSB-P ダンボール 5.3 6 354×346×255 8

EFG-25KSB-P ダンボール 5.6 6.5 412×404×265 8

EFG-30KSB-P ダンボール 7 8 454×446×285 8

メ
ッ
シ
ュ
タ
イ
プ

排
気
形

EFG-25MSB ダンボール 6.1 7 412×404×265 8

EFG-30MSB ダンボール 7.7 8.7 454×446×285 8

EFG-35MSB ダンボール 10.6 12 516×508×297 8

EFG-40MSB ダンボール 17.1 20.4 592×590×374 6

EFG-40MSTB ダンボール 16.9 20.2 592×590×374 6

EGG-50MSTB ダンボール 25.3 29.5 654×644×444 4

EGG-60MSTB ダンボール 30.7 35.1 744×734×494 4

店
　
舗
　
用

メ
ッ
シ
ュ
タ
イ
プ

給
気
形

EFG-25MFSB ダンボール 6.5 7.2 412×404×265 8

EFG-30MFSB ダンボール 8.5 9.5 454×446×285 8

EFG-35MFSB ダンボール 10.5 11.9 516×508×297 8

EFG-40MFSB ダンボール 19.1 22.4 592×590×374 6

EFG-40MFSTB ダンボール 19.1 22.4 592×590×374 6

EGG-50MFSTB ダンボール 28.1 31.9 656×644×474 4

EGG-60MFSTB ダンボール 35.1 39.7 744×734×494 4

耐
湿
形

格
子
タ
イ
プ

EFG-25KDSB ダンボール 5.2 6.1 412×404×265 8

EFG-30KDSB ダンボール 6.6 7.6 454×446×285 8

EFG-35KDSB ダンボール 10.4 11.8 516×508×297 8

EFG-40KDSB ダンボール 16.9 20.2 592×592×382 6

厨
房
用

メ
ッ
シ
ュ

タ
イ
プ

EFC-25MSB ダンボール 8.2 9.3 469×403×267 8

EFC-30MSB ダンボール 10.3 11.8 529×453×297 8

EFC-35MSB ダンボール 12.7 14.4 594×508×297 8
フ
ィ
ル
タ
ー
付

タ
イ
プ

EFC-25FSB ダンボール 8.4 9.5 469×403×267 8

EFC-30FSB ダンボール 10.4 11.9 529×453×297 8

EFC-35FSB ダンボール 12.9 14.6 594×508×297 8

タイプ 形　名
包 装 仕 様

仕様 N.W
（kg）

G.W
（kg）

タテ×ヨコ×高さ
（mm)

積
段
数

低
　
騒
　
音
　
形

排
　
気
　
タ
　
イ
　
プ

EWF-20YSA ダンボール 3.2 3.9 345×358×224 6

EWF-25ASA ダンボール 3.9 4.7 395×408×227 6

EWF-25ATA ダンボール 4.7 5.5 395×408×227 6

EWF-30BSA ダンボール 5.7 6.6 445×458×220 5

EWF-30BTA ダンボール 5.7 6.6 445×458×220 5

EWF-35CSA ダンボール 6.6 7.8 505×508×234 5

EWF-35CTA ダンボール 6.6 7.8 505×508×234 5

EWF-35DSA ダンボール 9.4 10.7 505×508×285 4

EWF-35DTA ダンボール 9.4 10.7 505×508×285 4

EWF-40DSA ダンボール 12.1 13.7 555×558×290 4

EWF-40DTA ダンボール 12.3 13.9 555×558×290 4

EWF-40ETA ダンボール 13.5 15.2 555×558×314 4

EWG-40BSA ダンボール 8.4 9.9 555×558×259 4

EWG-40BTA ダンボール 8.1 9.6 555×558×259 4

EWG-40CSA ダンボール 12.2 13.9 555×558×309 4

EWG-40CTA ダンボール 12 13.7 555×558×303 4

EWF-45ESA ダンボール 19 21.2 655×658×326 4

EWF-45ETA ダンボール 17.3 19.6 655×658×332 4

EWG-45DSA ダンボール 17.3 19.5 655×658×326 4

EWG-45DTA ダンボール 15.2 17.5 655×658×332 4

EWF-50FTA ダンボール 19.4 21.7 655×658×318 4

EWG-50DTA ダンボール 16.5 18.8 655×658×318 4

EWG-50ETA ダンボール 18.2 20.5 655×658×338 4

EWG-60ETA ダンボール 19.9 22.7 745×748×314 4

EWG-60FTA ダンボール 25 28.1 745×748×371 3

給
　
気
　
タ
　
イ
　
プ

EWF-20YSA-Q ダンボール 3.3 4 345×358×224 6

EWF-25ASA-Q ダンボール 4.3 5.1 395×408×227 6

EWF-25ATA-Q ダンボール 4.9 5.7 395×408×237 6

EWF-30BSA-Q ダンボール 5.8 6.7 445×458×220 5

EWF-30BTA-Q ダンボール 5.8 6.7 445×458×220 5

EWF-35CSA-Q ダンボール 6.6 7.8 505×508×234 5

EWF-35CTA-Q ダンボール 6.7 7.9 505×508×234 5

EWF-35DSA-Q ダンボール 9.5 10.8 505×508×285 4

EWF-35DTA-Q ダンボール 9.5 10.8 505×508×285 4

EWF-40DSA-Q ダンボール 12.1 13.7 555×558×290 4

EWF-40DTA-Q ダンボール 12.2 13.8 555×558×290 4

EWF-40ETA-Q ダンボール 14.2 15.9 555×558×331 4

EWG-40BSA-Q ダンボール 8.4 9.9 555×558×259 4

EWG-40BTA-Q ダンボール 8.3 9.8 555×558×259 4

EWG-40CSA-Q ダンボール 12.2 13.9 555×558×309 4

EWG-40CTA-Q ダンボール 12.1 13.8 555×558×331 4

EWF-45ESA-Q ダンボール 18.3 20.5 655×658×326 4

EWF-45ETA-Q ダンボール 17.8 20.1 655×658×338 4

EWG-45DSA-Q ダンボール 16.9 19.2 655×658×354 4

EWG-45DTA-Q ダンボール 15.7 18 655×658×338 4

EWF-50FTA-Q ダンボール 19.7 22 655×658×318 4

EWG-50DTA-Q ダンボール 15.4 17.7 655×658×318 4

EWG-50ETA-Q ダンボール 18.5 20.9 655×658×349 4

EWG-60ETA-Q ダンボール 20.3 23.2 745×748×340 4

EWG-60FTA-Q ダンボール 27.1 30.2 745×748×371 3

■業務用有圧換気扇 ■産業用有圧換気扇

包装仕様一覧表8



第1章  有圧換気扇
包装仕様一覧表

有
圧
換
気
扇

第
1
章

65

8

タイプ 形　名
包 装 仕 様

仕様 N.W
（kg）

G.W
（kg）

タテ×ヨコ×高さ
（mm)

積
段
数

低
騒
音
形

EJ-70ETC3 ダンボール 52 56 890×890×506 4

EJ-80FTC3 ダンボール 62 67 996×1004×520 4

EJ-95GTB3 木箱 120 133 1192×1192×586 8

EJ-105HTB3 木箱 139 153 1342×1342×633 6

大風量形
KG-70GTF3 ダンボール 52 56 890×890×496 4

KG-80HTF3 ダンボール 62.5 67.5 996×1004×565 4

防
錆
タ
イ
プ

低
騒
音
形

EWF-40ETA-PR ダンボール 14.3 16.2 555×558×369 6
EWF-50FTA-PR ダンボール 19.6 22.3 655×658×373 6
EWG-50ETA-PR ダンボール 18.3 21.0 655×658×393 6
EWG-60ETA-PR ダンボール 20 23.1 745×748×369 6
EWG-60FTA-PR ダンボール 25.9 29.2 745×748×425 6

大
風
量
形

KG-70GTF2-PR ダンボール 52 56 890×890×496 4

KG-80HTF1-PR ダンボール 62.5 67.5 996×1004×565 4

低�

騒�

音�

形�

ス�

テ�

ン�

レ�

ス�

タ�

イ�

プ

オ
ー
ル
ス
テ
ン
レ
ス
タ
イ
プ

EF-20YSXB3 ダンボール 3.6 4.3 374×188×378 12

EF-25ASXB3 ダンボール 5.4 6.2 444×192×448 8

EF-25ATXB3 ダンボール 5.4 6.2 444×192×448 8

EF-30BSXB3 ダンボール 6.5 7.5 499×208×501 8

EF-30BTXB3 ダンボール 6.5 7.5 499×208×501 8

EF-40DSXB3 ダンボール 15 17.1 595×365×601 6

EF-40DTXB3 ダンボール 13.5 15.6 595×309×601 6

EG-40CSXB3 ダンボール 16 17.9 595×359×601 6

EG-40CTXB3 ダンボール 14.9 16.8 595×317×601 6

EG-50ETXB3 ダンボール 27 30 692×356×697 4

EG-60FTXB3 ダンボール 33 36.2 782×367×787 4

高
耐
食
タ
イ
プ

EF-30BSXB3-F ダンボール 6.5 7.5 449×268×501 8

EF-30BTXB3-F ダンボール 6.5 7.5 499×208×501 8

EF-40DSXB3-F ダンボール 15 17.1 595×365×601 6

EF-40DTXB3-F ダンボール 13.5 15.6 595×309×601 6

EG-50ETXB3-F ダンボール 27 30 692×356×697 4

EG-60FTXB3-F ダンボール 33 36.2 782×367×787 4

タイプ 形　名
包 装 仕 様

仕様 N.W
（kg）

G.W
（kg）

タテ×ヨコ×高さ
（mm)

積
段
数

低�

騒�

音�

形

400
V
級
排
気
タ
イ
プ

EWF-25ATA40A ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 4.6 5.3 395×408×227 12
EWF-30BTA40A ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 5.7 6.5 445×458×220 10
EWF-35CTA40A ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 6.6 7.7 505×508×234 10
EWF-35DTA40A ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 9.4 10.7 505×508×285 8
EWF-40DTA40A ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 12.3 13.9 555×558×290 8
EWF-40ETA40A ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 13.5 15.1 555×558×314 8
EWF-50FTA40A ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 19.4 21.7 655×658×318 6
EWG-60FTA40A ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 25 28 745×748×371 6

400
V
級
給
気
タ
イ
プ

EWF-25ATA40A-Q ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 4.7 5.4 395×408×227 12
EWF-30BTA40A-Q ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 5.8 6.6 445×458×220 10
EWF-35CTA40A-Q ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 6.7 7.8 505×508×234 10
EWF-35DTA40A-Q ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 9.5 10.8 505×508×285 8
EWF-40DTA40A-Q ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 12.2 13.8 555×558×290 8
EWF-40ETA40A-Q ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 14.2 15.8 555×558×331 8
EWF-50FTA40A-Q ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 19.7 22 655×658×318 6
EWG-60FTA40A-Q ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 27.1 30.1 745×748×371 6

防
　
爆
　
形

EF-20YSD-V ダンボール 6.5 8 412×405×321 6

EF-25ASD-V ダンボール 6.9 8.8 462×455×334 6

EF-30BSD-V ダンボール 7.5 9.9 512×505×344 5

EF-30BTD-V ダンボール 7.5 9.9 512×505×344 5

EF-40DTC-V ダンボール 21.6 26.1 618×611×379 6

EG-50DTC-V ダンボール 26.8 31.3 660×652×440 6

EG-60FTC-V ダンボール 48.8 53.8 762×750×509 4

耐
熱
タ
イ
プ

排
気
タ
イ
プ

EWF-40ETA-H ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 16.6 18.2� 555×558×331 8
EWF-50FTA-H ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 25 28.3� 670×676×397 6
EWG-60FTA-H ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 29 33.1� 760×766×445 6

給
気
タ
イ
プ

EWF-40ETA-HQ ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 16.7 18.3� 555×558×331 8
EWF-50FTA-HQ ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 25.3 28.6� 670×676×397 6
EWG-60FTA-HQ ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 29.1 33.2� 760×766×445 6

冷凍室
タイプ

EF-40DRA ダンボール 12.5 14.2 670×652×278 8

EF-50ERA ダンボール 18 20.6 770×752×333 6

EG-60FRA ダンボール 27.3 31.2 758×758×436 6

機
器
冷
却
用

標
準
タ
イ
プ

EF-20UYS ダンボール 2.3 3.2� 344×358×141 12
EF-20UYSQ ダンボール 2.3 3.2� 344×358×141 12
EF-25UAS ダンボール 3.3 4.0� 394×408×151 12
EF-25UASQ ダンボール 3.3 4.0� 394×408×151 12
EF-30UBS ダンボール 4.8 5.8� 444×458×161 12
EF-30UBSQ ダンボール 4.8 5.8� 444×458×161 12
EF-35UCT ダンボール 6.8 7.9� 505×508×197 10
EF-35UCT40A ダンボール 6.8 7.9� 505×508×197 10
EF-35UDT ダンボール 9.2 10.4� 505×508×247 8
EF-35UDT40A ダンボール 9.2 10.4� 505×508×247 8
EF-40UET ダンボール 13.2 14.8� 555×558×248 8
EF-40UET40A ダンボール 13.2 14.8� 555×558×248 8
EF-50UFT ダンボール 19.5 21.4� 655×658×279 6
EF-50UFT40A ダンボール 19.5 21.4� 655×658×279 6
EF-60UGT ダンボール 26.4 29.2� 745×748×292 6
EF-60UGT40A ダンボール 26.4 29.2� 745×748×292 6

回
転
セ
ン
サ
ー
付

タ
イ
プ

EF-20UYS-K ダンボール 2.6 3.6� 344×358×141 12
EF-20UYSQ-K ダンボール 2.6 3.6� 344×358×141 12
EF-25UAS-K ダンボール 3.6 4.4� 394×408×151 12
EF-25UASQ-K ダンボール 3.6 4.4� 394×408×151 12
EF-30UBS-K ダンボール 5.1 6.2� 444×458×161 12
EF-30UBSQ-K ダンボール 5.1 6.2� 444×458×161 12
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第1章  有圧換気扇
　  機種変遷表9

年　代
1984年〜 1991年〜 1996年〜 2001年〜 2002年〜 2007年〜 2009年〜 2013年〜

タイプ 羽根径
（cm） 電源 極数

店
　
舗
　
用

標
　
準
　
タ
　
イ
　
プ

20
1φ100V 4 EFG-20YS EFG-20 ← EFG-20A EFG-20A-1 EFG-20B

1φ100V 4 EFG-20S ← EFG-20SA EFG-20SA1 EFG-20SB ←

25
1φ100V 4 EFG-25AS EFG-25 ← ← EFG-25-1 EFG-25B

1φ100V 4 EFG-25S ← ← EFG-25S-1 EFG-25SB ←

30

1φ100V 4 EFG-30BS EFG-30 ← ← ← EFG-30B

1φ100V 4 EFG-30S ← ← ← EFG-30SB ←

1φ100V 6 PGT-30AS-C.M.B

35
1φ100V 4 EFG-35 ← ← ← EFG-35B

1φ100V 4 EFG-35S ← ← ← EFG-35SB ←

40

1φ100V 4 EFG-40 ← ← ← EFG-40B

1φ100V 4 EFG-40S ← ← ← EFG-40SB ←

3φ200V 4 EFG-40T ← ← ← EFG-40TB

3φ200V 4 EFG-40ST ← ← ← EFG-40STB ←

50
3φ200V 6 EGG-50T ← ← ← EGG-50TB

3φ200V 6 EGG-50ST ← ← ← EGG-50STB ←

60
3φ200V 6 EGG-60T ← ← ← EGG-60TB

3φ200V 6 EGG-60ST ← ← ← EGG-60STB ←

格
　
子
　
タ
　
イ
　
プ

20

1φ100V 4 EFG-20YSK-C EFG-20K-W ← EFG-20KA-W EFG-20KA-W-1 EFG-20KB-W

1φ100V 4 EFG-20YSK-BR EFG-20K-C ← EFG-20KA-C EFG-20KA-C-1 EFG-20KB-C

1φ100V 4 EFG-20KS-W ← EFG-20KSA-W EFG-20KSA1-W EFG-20KSB-W ←

1φ100V 4 EFG-20KS-C ← EFG-20KSA-C EFG-20KSA1-C EFG-20KSB-C ←

25

1φ100V 4 EFG-25ASK-C EFG-25K-W ← ← EFG-25K-W-1 EFG-25KB-W

1φ100V 4 EFG-25ASK-BR EFG-25K-C ← ← EFG-25K-C-1 EFG-25KB-C

1φ100V 4 EFG-25KS-W ← ← EFG-25KS-W-1 EFG-25KSB-W ←

1φ100V 4 EFG-25KS-C ← ← EFG-25KS-C-1 EFG-25KSB-C ←

30

1φ100V 4 EFG-30BSK-C EFG-30K-W ← ← ← EFG-30KB-W

1φ100V 4 EFG-30BSK-BR EFG-30K-C ← ← ← EFG-30KB-C

1φ100V 4 EFG-30KS-W ← ← ← EFG-30KSB-W ←

1φ100V 4 EFG-30KS-C ← ← ← EFG-30KSB-C ←

35
1φ100V 4 EFG-35K-W ← ← EFG-35KB-W

1φ100V 4 EFG-35KS-W ← ← EFG-35KSB-W ←

40
1φ100V 4 EFG-40K-W ← ← EFG-40KB-W

1φ100V 4 EFG-40KS-W ← ← EFG-40KSB-W ←

引
き
ひ
も
タ
イ
プ

20 1φ100V 4 EFG-20KS-P EFG-20KSA-P EFG-20KSA1-P EFG-20KSB-P ←

25 1φ100V 4 EFG-25KS-P ← EFG-25KS-P-1 EFG-25KSB-P ←

30 1φ100V 4 EFG-30KS-P ← ← EFG-30KSB-P ←

メ
ッ
シ
ュ
タ
イ
プ
排
気
形

25
1φ100V 4 EFG-25M ← ← EFG-25M-1 EFG-25MB

1φ100V 4 EFG-25MS ← ← EFG-25MS-1 EFG-25MSB ←

30
1φ100V 4 EFG-30M ← ← ← EFG-30MB

1φ100V 4 EFG-30MS ← ← ← EFG-30MSB ←

35
1φ100V 4 EFG-35M ← ← ← EFG-35MB

1φ100V 4 EFG-35MS ← ← ← EFG-35MSB ←

40

1φ100V 4 EFG-40M ← ← ← EFG-40MB

1φ100V 4 EFG-40MS ← ← ← EFG-40MSB ←

3φ200V 4 EFG-40MT ← ← ← EFG-40MTB

■業務用有圧換気扇

機種変遷表9
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年　代 1984年
〜

1991年
〜 1996年〜 1999年〜 2002年〜 2007年〜 2009年〜 2013年〜

タイプ 羽根径
（cm） 電源 極数

店
　
舗
　
用

メ
ッ
シ
ュ
タ
イ
プ
排
気
形

40 3φ200V 4 EFG-40MST ← ← ← EFG-40MSTB ←

50
3φ200V 6 EGG-50MT ← ← ← EGG-50MTB

3φ200V 6 EGG-50MST ← ← ← EGG-50MSTB ←

60
3φ200V 6 EGG-60MT ← ← ← EGG-60MTB

3φ200V 6 EGG-60MST ← ← ← EGG-60MSTB ←

メ
ッ
シ
ュ
タ
イ
プ
給
気
形

25
1φ100V 4 EFG-25MF ← EFG-25MFA EFG-25MFA-1 EFG-25MFB

1φ100V 4 EFG-25MFS ← EFG-25MFSA EFG-25MFSA-1 EFG-25MFSB ←

30
1φ100V 4 EFG-30MF ← EFG-30MFA ← EFG-30MFB

1φ100V 4 EFG-30MFS ← EFG-30MFSA ← EFG-30MFSB ←

35
1φ100V 4 EFG-35MF ← EFG-35MFA ← EFG-35MFB

1φ100V 4 EFG-35MFS ← EFG-35MFSA ← EFG-35MFSB ←

40

1φ100V 4 EFG-40MF ← EFG-40MFA ← EFG-40MFB

1φ100V 4 EFG-40MFS ← EFG-40MFSA ← EFG-40MFSB ←

3φ200V 4 EFG-40MFT ← EFG-40MFTA ← EFG-40MFTB

3φ200V 4 EFG-40MFST ← EFG-40MFSTA ← EFG-40MFSTB ←

50
3φ200V 6 EGG-50MFT ← EGG-50MFTA ← EGG-50MFTB

3φ200V 6 EGG-50MFST ← EGG-50MFSTA ← EGG-50MFSTB ←

60
3φ200V 6 EGG-60MFT ← EGG-60MFTA ← EGG-60MFTB

3φ200V 6 EGG-60MFST ← EGG-60MFSTA ← EGG-60MFSTB ←

耐
　
湿
　
形

格
　
子
　
タ
　
イ
　
プ

25
1φ100V 4 EFG-25KD ← ← EFG-25KD-1 EFG-25KDB

1φ100V 4 EFG-25KDS ← ← EFG-25KDS-1 EFG-25KDSB ←

30
1φ100V 4 EFG-30KD ← ← ← EFG-30KDB

1φ100V 4 EFG-30KDS ← ← ← EFG-30KDSB ←

35
1φ100V 4 EFG-35KD ← ← EFG-35KDB

1φ100V 4 EFG-35KDS ← ← EFG-35KDSB ←

40
1φ100V 4 EFG-40KD ← ← EFG-40KDB

1φ100V 4 EFG-40KDS ← ← EFG-40KDSB ←

厨
　
房
　
用

メ
ッ
シ
ュ
タ
イ
プ

25
1φ100V 4 PFT-25AS EFC-25AS EFC-25M ← EFC-25MA EFC-25MA-1 EFC-25MB

1φ100V 4 EFC-25MS ← EFC-25MSA EFC-25MSA-1 EFC-25MSB ←

30
1φ100V 4 PFT-30BS EFC-30BS EFC-30M ← EFC-30MA ← EFC-30MB

1φ100V 4 EFC-30MS ← EFC-30MSA ← EFC-30MSB ←

35
1φ100V 4 EFC-35M ← EFC-35MA ← EFC-35MB

1φ100V 4 EFC-35MS ← EFC-35MSA ← EFC-35MSB ←

フ
ィ
ル
タ
ー
付
タ
イ
プ

25
1φ100V 4 EFC-25ASF EFC-25F ← EFC-25FA EFC-25FA-1 EFC-25FB

1φ100V 4 EFC-25FS ← EFC-25FSA EFC-25FSA-1 EFC-25FSB ←

30
1φ100V 4 EFC-30BSF EFC-30F ← EFC-30FA ← EFC-30FB

1φ100V 4 EFC-30FS ← EFC-30FSA ← EFC-30FSB ←

35
1φ100V 4 EFC-35F ← EFC-35FA ← EFC-35FB

1φ100V 4 EFC-35FS ← EFC-35FSA ← EFC-35FSB ←

発　売　年　月

・��84 年 11月�
店舗用�30cm
・���85 年 6月�
店舗用�25cm

・�91 年 11月
業務用有圧換
気扇
発売
・�92 年 6月
業務用有圧換
気扇
厨房用

・�96 年 12月
業務用有圧換気扇
メッシュタイプ、
給気形、耐湿形

・�97 年 11月
業務用有圧換気扇
35～ 60cm

・�01 年 5月
業務用有圧換気扇
引きひもタイプ
・�01 年 5月
業務用有圧換気扇
格子タイプ
35cm、40cm
・�01 年 5月
業務用有圧換気扇
耐湿形
35cm、40cm

・�02 年 4月
標準、格子、
引きひもタイプ
20cm
・�04 年 11月
給気形
・�05 年 6月
厨房用

・�07 年 4月
標準（シャッター付）、
格子（シャッター付）、
引きひもタイプ
20cm
・�08 年 12月
標準、格子、
引きひもタイプ
メッシュタイプ排気
耐湿形
25cm

・�09 年 6月
全 83機種

・�13 年
シャッターな
し廃番
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第1章  有圧換気扇
　  機種変遷表9

年　代
1961年〜 1965年〜 1968年〜 1971年〜 1972年〜 1978年〜

タイプ 羽根径
（cm） 電源 公称出力（W） 極数

標
　
準
　
形

20 1φ100V 15 4

25
1φ100V 25 4 PF-25A PF-25M PF-25MK PF-25AS PF-25ASA,PF-25ASY PF-25ASB,YF-25ASB

3φ200V 25 4 PF-25D PF-25M PF-25NK PF-25AT PF-25ATA,PF-25ATY PF-25ATB,YF-25ATB

30

1φ100V 50 4 PF-30B PF-30J PF-30JK PF-30BS PF-30BSA,PF-30BSY PF-30BSB,YF-30BSB

3φ200V 50 4 PF-30E PF-30K PF-30KK PF-30BT PF-30BTA,PF-30BTY PF-30BTB,YF-30BTB

1φ100V 25 6 PG-30A PG-30E PG-30EK

3φ200V 25 6 PG-30D PG-30F PG-30FK

35
1φ100V 100 4 PF-35CSA PF-35CSB

3φ200V 100 4 PF-35CTA PF-35CTB

40

1φ100V 100 4 KF-40N ← KF-40NK KF-40CS KF-40CSA,KF-40CSY KF-40CSB,YF-40CSB

1φ100V 200 4 KF-40P ← KF-40PK KF-40DS KF-40DSA,KF-40DSY KF-40DSB,YF-40DSB

1φ100V 50 6 PG-40B PG-40C PG-40CK PG-40BS PG-40BSA,YG-40BSY PG-40BSB,YG-40BSB

1φ100V 100 6 KG-40CSB,YG-40CSB

3φ200V 100 4 KF-40A KF-40R KF-40RK KF-40CT KF-40CTA,KF-40CTY KF-40CTB,YF-40CTB

3φ200V 200 4 KF-40B KF-40S KF-40SK KF-40DT KF-40DTA,KF-40DTY KF-40DTB,YF-40DTB

3φ200V 400 4 KF-40C KF-40T KF-40TK KF-40ET KF-40ETA,KF-40ETY KF-40ETB,YF-40ETB

3φ200V 50 6 PG-40E PG-40D PG-40DK PG-40BT PG-40BTA,PG-40BTY PG-40BTB,YG-40BTB

3φ200V 100 6 KG-40A KG-40R KG-40RK KG-40CT KG-40CTA,KG-40CTY KG-45CTB,YG-40CTB

45
1φ100V 200 6 KG-45DSA KG-45DSB

3φ200V 200 6 KG-45DTA KG-45DTB

50

1φ100V
（100/200V） 300 4 （HF-50ES） （HF-50ESA,HF-50ESY）（HF-50ESB,YF-50ESB）

3φ200V 400 4 KF-50A HF-50R,
KF-50R KF-50RK HF-50ET,

KF-50ET HF-50ETA,HF-50ETY KF-50ETB,YF-50ETB

3φ200V 750 4 KF-50B KF-50S KF-50SK KF-50FT KF-50FTA,KF-50FTY KF-50FTB,YF-50FTB

3φ200V 200 6 KG-50B KG-50R KG-50RK KG-50DT KG-50DTA,KG-50DTY KG-50DTB,YG-50DTB

3φ200V 400 6 KG-50C KG-50T KG-50TK HG-50ET,
KG-50ET KG-50ETA,KG-50ETY KG-50ETB,YG-50ETB

60
3φ200V 400 6 KG-60C KG-60R KG-60RK KG-60ET HG-60ETA,HG-60ETY KG-60ETB,YG-60ETB

3φ200V 750 6 KG-60D KG-60S KG-60SK KG-60FT KG-60FTA,KG-60FTY KG-60FTB,YG-60FTB

大
風
量
形

70
3φ200V 1500 6 KG-70A ← ← KG-70GT KG-70GTA KG-70GTB

3φ200V 2200 6 KG-70B ← ←

80 3φ200V 2200 6 KG-80HT KG-80HTA KG-80HTB

低
　
　
騒
　
　
音
　
　
形

排
気
タ
イ
プ

20 1φ100V 15 4

25
1φ100V 25 4

3φ200V 25 4

30

1φ100V 50 4

3φ200V 50 4

1φ100V 25 6 QG-30AS QG-30ASB

3φ200V 25 6 QG-30AT QG-30ATB

35

1φ100V 100 4

3φ200V 100 4

1φ100V 150 4

3φ200V 150 4

1φ100V 50 6

3φ200V 50 6

■産業用有圧換気扇
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9

1981年〜 1984年〜 1989年〜 1991年〜 1993年〜 1996年〜 1999年〜 2002年〜 2006年〜 2007年〜 2009年〜 2012年〜

PF-20YSC ← PF-20YSD ←

標準形は廃止して下記低騒音形に統合。
（注）40cm4極100W機種の後継は、性能相当では35cm4極150W機種に、取付互換では40cm4極�

200W機種から選定。�
50cm4極300W,400W機種の後継は45cm4極400W機種から選定（取付互換あり）

PF-25ASC ← PF-25ASD ←

PF-25ATC ← PF-25ATD ←

PF-30BSC ← PF-30BSD ←

PF-30BTC ← PF-30BTD ←

PF-35CSC ← PF-35CSD ←

PF-35CTC ← PF-35CTD ←

KF-40CSC ← KF-40CSD ←

KF-40DSC ← KF-40DSD ←

PG-40BSC ← PG-40BSD ←

KG-40CSC ← KG-40CSD ←

KF-40CTC ← KF-40CTD ←

KF-40DTC ← KF-40DTD ←

KF-40ETC ← KF-40ETD ←

PG-40BTC ← PG-40BTD ←

KG-40CTC ← KG-40CTD ←

KG-45DSC ← KG-45DSD ←

KG-45DTC ← KG-45DTD ←

KF-50ESC ← KF-50ESD ←

KF-50ETC ← KF-50ETD ←

KF-50FTC ← KF-50FTD ←

KG-50DTC ← KG-50DTD ←

KG-50ETC ← KG-50ETD ←

KG-60ETC ← KG-60ETD ←

KG-60FTC ← KG-60FTD ←

KG-70GTC ← ← ← KG-70GTE KG-70GTF ← KG-70GTF1 KG-70GTF2 ← KG-70GTF3 ←

KG-80HTC ← ← ← KG-80HTD（HTE） KG-80HTF ← KG-80HTF1 ← ← KG-80HTF3 ←

EF-20YSA ← EF-20YSB ← ← ← ← EF-20YSB1 EF-20YSB3 EWF-20YSA

EF-25AS EF-25ASA ← EF-25ASB ← ← ← ← EF-25ASB1 EF-25ASB3 EWF-25ASA

EF-25AT EF-25ATA ← EF-25ATB ← ← ← ← EF-25ATB1 EF-25ATB3 EWF-25ATA

EF-30BS EF-30BSA ← EF-30BSB ← ← ← ← EF-30BSB1 EF-30BSB3 EWF-30BSA

EF-30BT EF-30BTA ← EF-30BTB ← ← ← ← EF-30BTB1 EF-30BTB3 EWF-30BTA

QG-30ASC EG-30AS EG-30ASA ← EG-30ASB ← ← ← ← EG-30ASB EG-30ASB3

QG-30ATC EG-30AT EG-30ATA ← EG-30ATB ← ← ← ← EG-30ATB EG-30ATB3

EF-35CS EF-35CSA ← EF-35CSB ← ← ← ← EF-35CSB1 EF-35CSB3 EWF-35CSA

EF-35CT EF-35CTA ← EF-35CTB ← ← ← ← EF-35CTB1 EF-35CTB3 EWF-35CTA

EF-35DSA ← EF-35DSB EF-35DSB1 ← ← ← EF-35DSB2 EF-35DSB3 EWF-35DSA

EF-35DTA ← EF-35DTB EF-35DTB1 ← ← ← EF-35DTB2 EF-35DTB3 EWF-35DTA

EG-35BS EG-35BSA ← EG-35BSB ← ← ← ← EG-35BSB EG-35BSB3

EG-35BT EG-35BTA ← EG-35BTB ← ← ← ← EG-35BTB EG-35BTB3



有
圧
換
気
扇

第
1
章

70

第1章  有圧換気扇
　  機種変遷表9

年　代
1961年〜 1965年〜 1968年〜 1971年〜 1972年〜 1978年〜 1981年〜

タイプ 羽根径
（cm） 電源 公称出力（W） 極数

低
　
　
騒
　
　
音
　
　
形

排
気
タ
イ
プ

40

1φ100V 200 4

3φ200V 200 4

3φ200V 400 4

1φ100V 50 6

3φ200V 50 6

1φ100V 100 6

3φ200V 100 6

1φ100V 50 8 QH-40BS QH-40BSB QH-40BSC

3φ200V 50 8 QH-40BT QH-40BTB QH-40BTC

45

1φ100V 400 4

3φ200V 400 4

1φ100V 200 6

3φ200V 200 6

50

3φ200V 750 4

3φ200V 200 6

3φ200V 400 6

3φ200V 100 8 QH-50CT QH-50CTB QH-50CTC

60

3φ200V 750 6

3φ200V 400 6

3φ200V 200 8 QH-60DT QH-60DTB QH-60DTC

給
気
タ
イ
プ

20 1φ100V 15 4

25
1φ100V 25 4

3φ200V 25 4

30
1φ100V 50 4

3φ200V 50 4

35

1φ100V 100 4

3φ200V 100 4

1φ100V 150 4

3φ200V 150 4

40

1φ100V 200 4

3φ200V 200 4

3φ200V 400 4

1φ100V 50 6

3φ200V 50 6

1φ100V 100 6

3φ200V 100 6

45

1φ100V 400 4

3φ200V 400 4

1φ100V 200 6

3φ200V 200 6

50

3φ200V 750 4

3φ200V 200 6

3φ200V 400 6

60
3φ200V 400 6

3φ200V 750 6
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9

1984年〜 1989年〜 1991年〜 1993年〜 1996年〜 1999年〜 2002年〜 2006年〜 2007年〜 2009年〜 2012年〜

EF-40DSA ← EF-40DSB EF-40DSB1 ← ← ← EF-40DSB2 EF-40DSB3 EWF-40DSA

EF-40DTA ← EF-40DTB EF-40DTB1 ← ← ← EF-40DTB2 EF-40DTB3 EWF-40DTA

EF-40ET EF-40ETA ← EF-40ETB ← ← EF-40ETB1 ← EF-40ETB2 EF-40ETB3 EWF-40ETA

EG-40BSB ← ← ← ← EG-40BSB1 EG-40BSB3 EWG-40BSA

EG-40BTB ← ← ← ← EG-40BTB1 EG-40BTB3 EWG-40BTA

EG-40CS EG-40CSA ← EG-40CSB EG-40CSB1 ← ← ← EG-40CSB2 EG-40CSB3 EWG-40CSA

EG-40CT EG-40CTA ← EG-40CTB ← ← ← ← EG-40CTB1 EG-40CTB3 EWG-40CTA

EH-40BS EH-40BSA ← EH-40BSB ← ← ← ← EH-40BSB EH-40BSB3

EH-40BT EH-40BTA ← EH-40BTB ← ← ← ← EH-40BTB EH-40BTB3

EF-45ESA ← EF-45ESB ← ← ← ← EF-45ESB1,EF-45ESB2 EF-45ESB3 EWF-45ESA

EF-45ETA ← EF-45ETB ← ← ← ← EF-45ETB1,EF-45ETB2 EF-45ETB3 EWF-45ETA

EG-45DS EG-45DSA ← EG-45DSB ← ← ← ← EG-45DSB1 EG-45DSB3 EWG-45DSA

EG-45DT EG-45DTA ← EG-45DTB ← ← ← ← EG-45DTB1 EG-45DTB3 EWG-45DTA

EF-50FT EF-50FTA ← EF-50FTB ← ← ← ← EF-50FTB1 EF-50FTB3 EWF-50FTA

EG-50DT EG-50DTA ← EG-50DTB ← ← ← ← EG-50DTB1 EG-50DTB3 EWG-50DTA

EG-50ET EG-50ETA ← EG-50ETB ← ← ← ← EG-50ETB1 EG-50ETB3 EWG-50ETA

EH-50CT EH-50CTA ← EH-50CTB ← ← ← ← EH-50CTB EH-50CTB3

EG-60FT EG-60FTA ← EG-60FTB ← ← ← ← EG-60ETB1 EG-60ETB3 EWG-60ETA

EG-60ETB ← ← ← ← EG-60FTB1 EG-60FTB3 EWG-60FTA

EH-60DT EH-60DTA ← EH-60DTB ← ← ← ← EH-60DTB EH-60DTB3

EF-20YSB1-Q EF-20YSB3-Q EWF-20YSA-Q

EF-25ASB1-Q EF-25ASB3-Q EWF-25ASA-Q

EF-25ATB1-Q EF-25ATB3-Q EWF-25ATA-Q

EF-30BSB1-Q EF-30BSB3-Q EWF-30BSA-Q

EF-30BTB1-Q EF-30BTB3-Q EWF-30BTA-Q

EF-35CSB1-Q EF-35CSB3-Q EWF-35CSA-Q

EF-35CTB1-Q EF-35CTB3-Q EWF-35CTA-Q

EF-35DSB2-Q EF-35DSB3-Q EWF-35DSA-Q

EF-35DTB2-Q EF-35DTB3-Q EWF-35DTA-Q

EF-40DSB2-Q EF-40DSB3-Q EWF-40DSA-Q

EF-40DTB2-Q EF-40DTB3-Q EWF-40DTA-Q

EF-40ETB2-Q EF-40ETB3-Q EWF-40ETA-Q

EG-40BSB1-Q EG-40BSB3-Q EWG-40BSA-Q

EG-40BTB1-Q EG-40BTB3-Q EWG-40BTA-Q

EG-40CSB2-Q EG-40CSB3-Q EWG-40CSA-Q

EG-40CTB1-Q EG-40CTB3-Q EWG-40CTA-Q

EF-45ESB1-Q,EF-45ESB2-Q EF-45ESB3-Q EWF-45ESA-Q

EF-45ETB1-Q,EF-45ETB2-Q EF-45ETB3-Q EWF-45ETA-Q

EG-45DSB1-Q EG-45DSB3-Q EWG-45DSA-Q

EG-45DTB1-Q EG-45DTB3-Q EWG-45DTA-Q

EF-50FTB1-Q EF-50FTB3-Q EWF-50FTA-Q

EG-50DTB1-Q EG-50DTB3-Q EWG-50DTA-Q

EG-50ETB1-Q EG-50ETB3-Q EWG-50ETA-Q

EG-60ETB1-Q EG-60ETB3-Q EWG-60ETA-Q

EG-60FTB1-Q EG-60FTB3-Q EWG-60FTA-Q
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第1章  有圧換気扇
　  機種変遷表9

年　代
1961年〜 1965年〜 1968年〜 1971年〜 1972年〜 1978年〜 1981年〜 1984年〜

タイプ 羽根径
（cm） 電　源 公称出力（W） 極数

低
騒
音
形

70 3φ200V 400 10 QJ-70ET QJ-70ETB QJ-70ETC ←

80 3φ200V 750 10 QJ-80FT QJ-80FTB QJ-80FTC ←

90（95） 3φ200V 1500 10 QJ-90GT→GTA ← ← QJ-90GTB

100（105） 3φ200V 2200 10 QJ-100HT ← ← QJ-100HTB

低

騒

音

形

400
V
級
排
気
タ
イ
プ

25 3φ380/400/415/400/440
（50/50/50/60/60） 25 4

30 3φ380/400/415/400/440
（50/50/50/60/60） 50 4

35

3φ380/400/415/400/440
（50/50/50/60/60） 100 4

3φ380/400/415/400/440
（50/50/50/60/60） 150 4

40

3φ380/400/415/400/440
（50/50/50/60/60） 200 4

3φ380/400/415/400/440
（50/50/50/60/60） 400 4

50 3φ380/400/415/400/440
（50/50/50/60/60） 750 4

60 3φ380/400/415/400/440
（50/50/50/60/60） 750 6

400
V
級
給
気
タ
イ
プ

25 3φ380/400/415/400/440
（50/50/50/60/60） 25 4

30 3φ380/400/415/400/440
（50/50/50/60/60） 50 4

35

3φ380/400/415/400/440
（50/50/50/60/60） 100 4

3φ380/400/415/400/440
（50/50/50/60/60） 150 4

40

3φ380/400/415/400/440
（50/50/50/60/60） 200 4

3φ380/400/415/400/440
（50/50/50/60/60） 400 4

50 3φ380/400/415/400/440
（50/50/50/60/60） 750 4

60 3φ380/400/415/400/440
（50/50/50/60/60） 750 6

防
錆
タ
イ
プ

低
騒
音
形

40 3φ200V 400 4

50
3φ200V 750 4

3φ200V 400 6

60
3φ200V 400 6

3φ200V 750 6

大
風
量
形

70 3φ200V 1500 6

80 3φ200V 2200 6

防
　
爆
　
形

20 1φ100V 15 4

25 1φ100V 25 4 PF-25ASV PF-25ASD-V PF-25ASE-V

30
1φ100V 50 4 PF-30BVS PF-30BSV PF-30BSD-V PF-30BSE-V

3φ200V 50 4 PF-30BTV PF-30BTD-V PF-30BTE-V

40 3φ200V 200 4 KF-40V ← KF-40DV KF-40DVA KF-40DTV KF-40DTD-V ←

50 3φ200V 200 6 KG-50U ← KG-50DU KG-50DUA KG-50DTV KG-50DTD-V ←

60 3φ200V 750 6 KG-60FTC-V KG-60FTD-V ←

耐
熱
タ
イ
プ

排
気
タ
イ
プ

40 3φ200V 400 4

50 3φ200V 750 4

60 3φ200V 750 6

給
気
タ
イ
プ

40 3φ200V 400 4

50 3φ200V 750 4

60 3φ200V 750 6

冷
凍
室
タ
イ
プ

40 3φ200V 200 4 KF-40DTR KF-40DRA ← ← ←

50 3φ200V 400 4 KF-50ETR KF-50ERA ← ← ←

60 3φ200V 750 6
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9

年　代
1961年〜 1965年〜 1968年〜 1971年〜 1972年〜 1978年〜 1981年〜 1984年〜

タイプ 羽根径
（cm） 電　源 公称出力（W） 極数

低
騒
音
形

70 3φ200V 400 10 QJ-70ET QJ-70ETB QJ-70ETC ←

80 3φ200V 750 10 QJ-80FT QJ-80FTB QJ-80FTC ←

90（95） 3φ200V 1500 10 QJ-90GT→GTA ← ← QJ-90GTB

100（105） 3φ200V 2200 10 QJ-100HT ← ← QJ-100HTB

低

騒

音

形

400
V
級
排
気
タ
イ
プ

25 3φ380/400/415/400/440
（50/50/50/60/60） 25 4

30 3φ380/400/415/400/440
（50/50/50/60/60） 50 4

35

3φ380/400/415/400/440
（50/50/50/60/60） 100 4

3φ380/400/415/400/440
（50/50/50/60/60） 150 4

40

3φ380/400/415/400/440
（50/50/50/60/60） 200 4

3φ380/400/415/400/440
（50/50/50/60/60） 400 4

50 3φ380/400/415/400/440
（50/50/50/60/60） 750 4

60 3φ380/400/415/400/440
（50/50/50/60/60） 750 6

400
V
級
給
気
タ
イ
プ

25 3φ380/400/415/400/440
（50/50/50/60/60） 25 4

30 3φ380/400/415/400/440
（50/50/50/60/60） 50 4

35

3φ380/400/415/400/440
（50/50/50/60/60） 100 4

3φ380/400/415/400/440
（50/50/50/60/60） 150 4

40

3φ380/400/415/400/440
（50/50/50/60/60） 200 4

3φ380/400/415/400/440
（50/50/50/60/60） 400 4

50 3φ380/400/415/400/440
（50/50/50/60/60） 750 4

60 3φ380/400/415/400/440
（50/50/50/60/60） 750 6

防
錆
タ
イ
プ

低
騒
音
形

40 3φ200V 400 4

50
3φ200V 750 4

3φ200V 400 6

60
3φ200V 400 6

3φ200V 750 6

大
風
量
形

70 3φ200V 1500 6

80 3φ200V 2200 6

防
　
爆
　
形

20 1φ100V 15 4

25 1φ100V 25 4 PF-25ASV PF-25ASD-V PF-25ASE-V

30
1φ100V 50 4 PF-30BVS PF-30BSV PF-30BSD-V PF-30BSE-V

3φ200V 50 4 PF-30BTV PF-30BTD-V PF-30BTE-V

40 3φ200V 200 4 KF-40V ← KF-40DV KF-40DVA KF-40DTV KF-40DTD-V ←

50 3φ200V 200 6 KG-50U ← KG-50DU KG-50DUA KG-50DTV KG-50DTD-V ←

60 3φ200V 750 6 KG-60FTC-V KG-60FTD-V ←

耐
熱
タ
イ
プ

排
気
タ
イ
プ

40 3φ200V 400 4

50 3φ200V 750 4

60 3φ200V 750 6

給
気
タ
イ
プ

40 3φ200V 400 4

50 3φ200V 750 4

60 3φ200V 750 6

冷
凍
室
タ
イ
プ

40 3φ200V 200 4 KF-40DTR KF-40DRA ← ← ←

50 3φ200V 400 4 KF-50ETR KF-50ERA ← ← ←

60 3φ200V 750 6

1989年〜 1991年〜 1993年〜 1996年〜 1999年〜 2002年〜 2006年〜 2007年〜 2009年〜 2010年〜 2012年〜 2015年〜

EJ-70ETA ← EJ-70ETC ← ← ← EJ-70ETC1 ← EJ-70ETC3 ← ← ←

EJ-80FTA ← EJ-80FTC,FTC1 ← ← ← ← ← EJ-80FTC3 ← ← ←

EJ-95GTA ← EJ-95GTB ← ← ← ← ← EJ-95GTB3 ← ← ←

EJ-105HTA ← EJ-105HTB ← ← ← ← ← EJ-105HTB3 ← ← ←

EF-25ATA40A ← EF-25ATB40A ← EF-25ATB40A2 ← ← EF-25ATB40A3 EF-25ATB40A5 ← EWF-25ATA40A ←

EF-30BTA40A ← EF-30BTB40A ← EF-30BTB40A2 ← ← EF-30BTB40A3 EF-30BTB40A5 ← EWF-30BTA40A ←

EF-35CTA40A ← EF-35CTB40A ← EF-35CTB40A2 ← ← EF-35CTB40A3 EF-35CTB40A5 ← EWF-35CTA40A ←

EF-35DTA40A ← EF-35DTB40A ← EF-35DTB40A2 ← ← EF-35DTB40A3 EF-35DTB40A5 ← EWF-35DTA40A ←

EF-40DTA40A ← EF-40DTB40A ← EF-40DTB40A2 ← ← EF-40DTB40A3 EF-40DTB40A5 ← EWF-40DTA40A ←

EF-40ETA40A ← EF-40ETB40A ← EF-40ETB40A2 EF-40ETB40A3 ← EF-40ETB40A4 EF-40ETB40A5 ← EWF-40ETA40A ←

EF-50FTA40A ← EF-50FTB40A ← EF-50FTB40A2 ← ← EF-50FTB40A3 EF-50FTB40A5 ← EWF-50FTA40A ←

EG-60FTA40A ← EG-60FTB40A ← EG-60FTB40A2 ← ← EG-60FTB40A3 EG-60FTB40A5 ← EWG-60FTA40A ←

EF-25ATB40A3-Q EF-25ATB40A5-Q ← EWF-25ATA40A-Q ←

EF-30BTB40A3-Q EF-30BTB40A5-Q ← EWF-30BTA40A-Q ←

EF-35CTB40A3-Q EF-35CTB40A5-Q ← EWF-35CTA40A-Q ←

EF-35DTB40A3-Q EF-35DTB40A5-Q ← EWF-35DTA40A-Q ←

EF-40DTB40A3-Q EF-40DTB40A5-Q ← EWF-40DTA40A-Q ←

EF-40ETB40A4-Q EF-40ETB40A5-Q ← EWF-40ETA40A-Q ←

EF-50FTB40A3-Q EF-50FTB40A5-Q ← EWF-50FTA40A-Q ←

EG-60FTB40A3-Q EG-60FTB40A5-Q ← EWG-60FTA40A-Q ←

EF-40ETB1-PR ← ← EF-40ETB3-PR ← EWF-40ETA-PR

EF-50FTB-PR ← ← EF-50FTB3-PR ← EWF-50FTA-PR

EG-50ETB-PR ← ← EG-50ETB3-PR ← EWG-50ETA-PR

EG-60ETB-PR ← ← EG-60ETB3-PR ← EWG-60ETA-PR

EG-60FTB-PR ← ← EG-60FTB3-PR ← EWG-60FTA-PR

KG-70GTF2-PR ← ← ← ← ←

KG-80HTF1-PR ← ← ← ← ←

EF-20YSA-V EF-20YSC-V ← ← EF-20YSD-V ← ← ← ← ← ←

← EF-25ASA-V EF-25ASC-V ← ← EF-25ASD-V ← ← ← ← ← ←

← EF-30BSA-V EF-30BSC-V ← ← EF-30BSD-V ← ← ← ← ← ←

← EF-30BTA-V EF-30BTC-V ← ← EF-30BTD-V ← ← ← ← ← ←

← EF-40DTA-V EF-40DTB-V ← ← EF-40DTC-V ← ← ← ← ← ←

← EG-50DTA-V EG-50DTB-V ← ← EG-50DTC-V ← ← ← ← ← ←

← EG-60FTA-V EG-60FTB-V ← ← EG-60FTC-V ← ← ← ← ← ←

EF-40ETB-H,
EF-40ETB1-H ← EF-40ETB2-H ← ← EWF-40ETA-H ←

EF-50FTB-H ← EF-50FTB1-H ← ← EWF-50ETA-H ←

EG-60FTB-H ← EG-60FTB1-H ← ← EWG-60FTA-H ←

EF-40ETB2-HQ ← ← EWF-40ETA-HQ ←

EF-50FTB1-HQ ← ← EWF-50FTA-HQ ←

EG-60FTB1-HQ ← ← EWG-60FTA-HQ ←

← ← ← ← ← EF-40DRA ← ← ← ← ← ←

← ← ← ← ← EF-50ERA ← ← ← ← ← ←

EF-60FRA ← ← ← ← ← ←
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第1章  有圧換気扇
　  機種変遷表9

年　代
1961年〜 1965年〜 1968年〜 1971年〜 1972年〜 1978年〜 1981年〜 1984年〜

タイプ 羽根径
（cm） 電　源 公称出力（W） 極数

低
騒
音
形
ス
テ
ン
レ
ス
タ
イ
プ

オ
ー
ル
ス
テ
ン
レ
ス
タ
イ
プ

20 1φ100V 15 4

25
1φ100V 25 4 EF-25ASX

3φ200V 25 4 EF-25ATX

30
1φ100V 50 4 EF-30BSX

3φ200V 50 4 EF-30BTX

40

1φ100V 200 4

1φ100V 100 6 EG-40CSX

3φ200V 200 4

3φ200V 100 6 EG-40CTX

50 3φ200V 400 6 KG-50CX（耐酸形） ← ← ← ← ←

60 1φ100V 750 6

高
耐
食
タ
イ
プ

30
1φ100V 50 4

3φ200V 50 4

40
1φ100V 200 4

3φ200V 200 4

50 3φ200V 400 6

60 3φ200V 750 6

三　段
速調付形

25 1φ100V 25 4 PF-25ASC-S ←

30 1φ100V 50 4 PF-30BSC-S ←

35 1φ100V 100 4 PF-35CSC-S ←

40 1φ100V 100 4 KF-40CSC-S ←

回　転
センサー付形

25 1φ100V 25 4 PF-25ASK

30 1φ100V 50 4 PF-30BSK

機
器
冷
却
用

排
気
形

20 1φ100V 20 4

25 1φ100V 35 4

30 1φ100V 65 4

35 3φ200V 100 4

35 3φ200V 150 4

40 3φ200V 400 4

50 3φ200V 750 4

60 3φ200V 1500 4

35 3φ380/400/415/400/440
（50/50/50/60/60） 100 4

35 3φ380/400/415/400/440
（50/50/50/60/60） 150 4

40 3φ380/400/415/400/440
（50/50/50/60/60） 400 4

50 3φ380/400/415/400/440
（50/50/50/60/60） 750 4

60 3φ380/400/415/400/440
（50/50/50/60/60） 1500 4

給
気
形

20 1φ100V 20 4

25 1φ100V 35 4

30 1φ100V 65 4

回
転
セ
ン
サ
ー
付

排
気
形

20 1φ100V 20 4

25 1φ100V 35 4

30 1φ100V 65 4

給
気
形

20 1φ100V 20 4

25 1φ100V 35 4

30 1φ100V 65 4
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9

1989年〜 1991年〜 1993年〜 1996年〜 1999年〜 2002年〜 2006年〜 2007年〜 2009年〜 2014年〜

EF-20YSX EF-20YSAX ← EF-20YSXB ← ← ← EF-20YSXB3 ←

← ← ← ← EF-25ASXB ← ← ← EF-25ASXB3 ←

← ← ← ← EF-25ATXB ← ← ← EF-25ATXB3 ←

← ← ← ← EF-30BSXB ← ← ← EF-30BSXB3 ←

← ← ← ← EF-30BTXB ← ← ← EF-30BTXB3 ←

EF-40DSX EF-40DSXB ← ← ← EF-40DSXB3 ←

← ← ← ← EG-40CSXB ← ← ← EG-40CSXB3 ←

EF-40DTX EF-40DTXB ← ← ← EF-40DTXB3 ←

← ← ← ← EG-40CTXB ← ← ← EG-40CTXB3 ←

EG-50ETX ← ← EG-50ETXB ← ← ← EG-50ETXB3 ←

EG-60FTX ← ← EG-60FTXB ← ← ← EG-60FTXB3 ←

EF-30BSXB-F ← ← ← EF-30BSXB3-F ←

EF-30BTXB-F ← ← ← EF-30BTXB3-F ←

EF-40DSXB-F ← ← ← EF-40DSXB3-F ←

EF-40DTXB-F ← ← ← EF-40DTXB3-F ←

EG-50ETXB-F ← ← ← EG-50ETXB3-F ←

EG-60FTXB-F ← ← ← EG-60FTXB3-F ←

PF-25ASD-S ←

PF-30BSD-S ←

PF-35CSD-S ←

KF-40DSD-S ←

← PF-25ASA-K PF-25ASB-K ←

← PF-30BSA-K PF-30BSB-K ←

EF-20UYS

EF-25US ← ← ← EF-25US1 EF-25US3 EF-25UAS

EF-30US ← ← ← ← EF-30US3 EF-30UBS

EF-35UCT

EF-35UDT

EF-40UET

EF-50UFT

EF-60UGT

EF-35UCT40A

EF-35UDT40A

EF-40UET40A

EF-50UFT40A

EF-60UGT40A

EF-20UYSQ

ET-25USS ← ← ← ← EF-25USS3 EF-25UASQ

EF-30USS ← ← ← ← EF-30USS3 EF-30UBSQ

EF-20UYS-K

EF-25US-K ← ← ← EF-25US1-K EF-25US3-K EF-25UAS-K

EF-30US-K ← ← ← ← EF-30US3-K EF-30UBS-K

EF-20UYSQ-K

EF-25USS-K ← ← ← ← EF-25USS3-K EF-25UASQ-K

EF30USS-K ← ← ← ← EF30USS3-K EF-30UBSQ-K
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第1章  有圧換気扇
　  機種変遷表9

年　代 1961年〜 1965年〜 1968年〜 1971年〜 1972年〜 1978年〜 1981年〜 1984年〜

発売年月

・�61年2月 ・�65年 ・�68年 ・�71年9月
冷凍室形

・��72年3月�
低騒音形（Q形）
・��75年3月�
標準形（A形）
・��75年3月��
防爆形
・��77年1月�
PF-30BVS
・��75年3月�
冷凍室形
・��76年3月�
標準形（Y形）
・��77年1月�
PF-35,KG-45

・�78年10月��
防爆形
・��79年4月�
低騒音形（Q形）
・��79年4月�
標準形（B形Y形）
・��79年4月�
PF-30BTV
・��80年9月�
KG,YG-40CSB
・�80年11月�
PF-25ASV
・�83年4月��
KG-60FTC

・�81年10月
低騒音形（Q形）
・�81年10月
標準形（C形）
・�82年7月
三速形
・�83年10月
PF-20YSC
・�84年10月
防爆形

・�85年6月
低騒音形（E形）
25,30cm
・�86年4月
防爆形
・�86年12月
低騒音（E形）
35～60cm
・�86年12月
回転センサー形
・�87年6月
低騒音（Q）形
・�87年11月
ステンレス形

「標準形、低騒音形」の
仕様、特徴の概要

羽根

・�PF,PG形�
スパイダータイプ�
巾広羽根
・�KF形�
ボスタイプ�
6枚羽根
・�KG形�
スパイダータイプ�
巾広羽根

← ← ・�PF,PG形�
スパイダータイプ�
角形羽根
・�KF,KG形�
球形スピンナ�
角形羽根
・�KG-70,80形�
スパイダータイプ�
角形羽根

・�PF,PG形�
スパイダータイプ�
新巾広羽根
・�KF,KG形�
球形スピン
ナータイプ�
新巾広羽根
・�KG-70,80形�
球形スピン
ナータイプ�
角形羽根

・�PF-25,30形�
巾広一体絞り羽根
・�PF-35～
KF,KG形�
スパイダータイプ�
巾広羽根
・�KF-70,80形�
スパイダータイプ�
角形羽根

・PF,PG形
スパイダータイプ
新角形羽根
・KF,KG形
スピンナータイプ
新角形羽根
・KG-70,80形
←

・低騒音形（E形）
エクストラファン

モータ

・アルミダイカスト製
・フィン付

・鋳物製
・フィン無
（一部機種1次と同じ）

← ・�鋼鈑製�
（KG-70,80
は鋳物製）

← ← ←
・高効率モータ

←

取付足
・4本足付 ← ← ・�PF,PG,KG�

-70,80形�4本足
・KF,KG形3本足

・4本足 ← ← ←

取付枠（風胴）

・丸枠 ← ・角枠
（�KG-70,防爆
形、耐酸形
は丸枠）

←
（�耐酸形の
み丸枠

←
（A形ベルマ
ウス）

← ←
（C形両面
ベルマウス）

・25,30cm
新ベルマウス
・35cm以上は
←

特徴

・給排両用形 ←
・�E種モータ
の採用

←
・角枠化

←
・風量アップ
・新形羽根
・�質量、消費�
電力低減

・�排気、給気（Y形）�
専用形化
・7dB低騒音化
・�低騒音形
BOX形状で
登場

←
・5％風量アッ
プ低騒音形
・（30～80cm）
コンパクト化
・（標準形と同形状）

・給排両用形
・20％省電力
・薄形化

←
・エクストラグレード
（E形）
5～10dB
低騒音
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1989年〜 1991年〜 1993年〜 1996年〜 1999年〜 2002年〜 2006年〜 2007年〜 2009年〜 2012年〜 2014年〜 2015年〜

・�89年6月
低騒音形、
標準形
20～40cm
・�89年10月
低騒音形、
標準形
45～60cm
・�89年1月
三速形
・�90年11月
低騒音形、
70～105cm

・�91年11月
防爆形
エクストラ
グレード化
20cm
・�91年11月
ステンレス形
20,50,60cm

・�93年11月
標準系→
低騒音化へ
機種統合、
塗装色変更
・�93年11月
EG-40BSB,
40BTB,
60ETB
・�95年5月
EJ-70ETC,
EJ-80FTC,
KG-70-GTE

・�98年4月
EF-35DSB1,
35DTB1,
40DSB1,
40DTB1,
EG-40CSB1,
70GTF,
80HTF

・�98年10月
機器冷却用　
30cm

・�99年5月
機器冷却用　
25cm

・�99年5月
EF-40DSX,
40DTX

・�99年12月
ステンレス形
高耐食タイプ
30cm、40cm
・�01年4月
ステンレス形
高耐食タイプ
50cm、60cm

・�02年10月
KG-80HTF1
・�03年4月
防爆形
・�03年5月
耐熱タイプ
・�04年2月
冷凍室タイプ
・�04年4月
KG-70GTF1
・�05年4月
EF-40ETB1
EF-40ETB1-H
EF-40ETB40A3

・�06年4月
KG-70GTF2,
EJ-70ETC1
・�06年5月
防錆タイプ

・�07年5月
低騒音形�20～60cm
33機種→25機種
　（8機種は受注品化）
　排気タイプ�25機種
　給気タイプ�25機種
・�07年12月
400V級　
　排気タイプ�8機種
　給気タイプ�8機種
　耐熱形　
　排気タイプ�3機種
　給気タイプ�3機種
低騒音形　
EF-45ESB2（�-Q）
EF-45ETB2（�-Q）

・�09年6月
低騒音形
20～105cm
400V級
25～60cm
ステンレスタイプ
20～60cm
機器冷却用
25,30cm
大風量形
70,80cm
（負荷側軸受の
　シールベアリング化）

・�12年6月
低騒音形
20～60cm
フルモデル
チェンジ
・�12年12月�
400V級�
耐熱形

・�14年1月
機器冷却用
35～60cm
・�14年5月�
機器冷却用
25,30cm
モデルチェ
ンジ
・�14年6月�
機器冷却用�
20cm

・�15年4月
防錆タイプ
40～60cm
モデルチェ
ンジ�
機器冷却用
海外規格タ
イプ�
35～50cm

・低騒音形
エクストラファン
スパイダータイプ
・低騒音形
70～105cm
スピンナータイプ
・標準形
スパイダータイプ
角形羽根

← ← ← ← ← ←
・2度塗り

←
・25cm一体羽根

← ・ダブリュ
キューブ
ファン導入

← ←

・69S,80S
2ピース板金
モータフィン付

← ← ←
・59Sモータ

← ← ←
・2度塗り

←
・単相
20,25cm　
29SCモータ

・負荷側軸受を
シールベアリ
ングに変更
・単相モータは
オートカッ
トを温度
ヒューズに変更

←
・ウレアグリー
スを採用�
20～60cm

← ←

←
・合理化専用
足

← ← ← ← ← ←
・2度塗り

← ← ・35cm以下�
ひねり足

← ←

・20～60cm
PCM製（薄
板化）コーナー
プレート付

← ← ← ← ← ・40～60cm
高耐食めっき鋼板
＋粉体塗装
・70,80cm
2度塗り

・35～60cm
薄板化

← ・新ベルマウス�
20～60cm

← ←

・合理化自動組立
・薄形軽量
5～30％薄形
約20％軽量

← ← ← ← ← ・耐食性向上
・近接設置可能

・給気タイプ追加
・近接設置可能

・防塵性向上
（シールベア
リング採用）
・単相機種に
アースねじ
追加

・低騒音�
（−5dB）
・軸受耐久性
向上�
50℃環境で
30000hr�
20～60cm

← ←
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第1章  有圧換気扇
　  機種変遷表9

年　代
1964年〜 1967年〜 1968年〜 1970年〜 1975年〜 1979年〜 1982年〜

タイプ 羽根径
（cm）

固
定
式
ガ
ラ
リ

鋼
板
製

25 SK-25A ← ← ← ← ←

30 SK-30A ← ← ← ← ←

35 SK-35A ← ←

40 SK-40A ← ← ← ← ←

50 SK-50A ← ← ← ← ←

60 SK-60A ← ←

風
圧
式
シ
ャ
ッ
タ
ー

鋼
板
製

20 SH-20G ←

25 SH-25A ← SH-25C SH-25D ← ← SH-25G ← ← ← ←

30 SH-30A ← SH-30C SH-30D SH-30F ← SH-30G ← ← ← ←

35 SH-35G ← ← ← ←

40 SH-40B ← SH-40C SH-40D ← ← SH-40G ← ← ← ←

50 SH-50A ← SH-50C SH-50D,DH SH-50D ← SH-50G ← ← ← ←

60 SH-60D ← ← SH-60G ← ← ← ←

70 SH-70D ← ← ← ← ← ←

80 SH-80HD SH-80E ← ← ← SH-80G ← ←

95（90） SH-90D ← ← ← ← ← ←

105（100） SH-120D ← ← ← SH-100G,120D ← ← ←

ス
テ
ン
レ
ス
製

20

25

30

35

40

50

60

電
動
式
シ
ャ
ッ
タ
ー

鋼
板
製

20

25 SH-25HM

30 SH-30HM

35 SH-35HM

40 SH-40HM-100
SH-40HM-200

50 SH-60DM ← ← ← ← SH-50HM

60 SH-60HM

70 SH-80EM ← SH-80EM,GM SH-80GM ←

80 SH-80HM

95（90）

105（100）

ス
テ
ン
レ
ス
製

20

25

30

35

40

50

60

給気専用遅延タイマーボックス

発　売　年　月 ・�64年～ ・�67年～ ・�68年～ ・�70年～ ・�75年～ ・�77年～ ・�77年9月～ ・�79年～ ・�82年～ ・�83年～ ・�84年～

■シャッター
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1985年〜 1989年〜 1993年〜 1998年〜 2001年〜 2003年〜 2009年〜

← ← ← ← ← ← ← SK-25C ← PS-25SK ← ← ←

← ← ← ← ← ← ← SK-30C ← PS-30SK ← ← ←

← ← ← ← ← ← ← SK-35C ← PS-35SK ← ← ←

← ← ← ← ← ← ← SK-40C ← PS-40SK ← ← ←

← ← ← ← ← ← ← SK-50C ← PS-50SK ← ← ←

← ← ← SK-60B ← ← ← SK-60C ← PS-60SK ← ← ←

← ← ← ← ← ← SH-20G SH-20K PS-20SH ← ← ← PS-20SHA

SH-25G
SH-25H ← ← ← ← ← SH-25G SH-25K PS-25SH ← ← ← PS-25SHA

SH-30G
SH-30H ← ← ← ← ← SH-30G SH-30K PS-30SH ← ← ← PS-30SHA

← ← ← ← ← ← ← SH-35K PS-35SH ← ← ← PS-35SHA

← SH-40H ← ← ← ← ← SH-40K PS-40SH ← ← PS-40SH
PS-40SH-H

PS-40SHA
←

← SH-50H ← ← ← ← ← SH-50K PS-50SH ← ← PS-50SH
PS-50SH-H

PS-50SHA
←

← SH-60H ← SH-60J ← ← ← SH-60K PS-60SH ← ← PS-60SH
PS-60SH-H

PS-60SHA
←

← ← ← ← ← ← ← SH-70K ← PS-70SH ← ← PS-70SHA

← ← ← ← ← ← ← SH-80K ← PS-80SH ← ← PS-80SHA

← ← ← ← ← SH-100H ← SH-100K ← PS-100SH ← ← PS-100SHA

← ← ← SH-100G ← SH-105H ← SH-105K ← PS-105SH ← ← PS-105SHA

SH-20JX ← ← PS-20SHX ← ← PS-20SHXA

SH-25JX ← ← ← ← ← PS-25SHX ← ← PS-25SHXA

SH-30JX ← ← ← ← ← PS-30SHX PS-30SHX
PS-30SHX-F ← PS-30SHXA

PS-30SHXA-F

PS-35SHX ← ← PS-35SHXA

SH-40JX ← ← ← ← ← PS-40SHX PS-40SHX
PS-40SHX-F ← PS-40SHXA

PS-40SHXA-F

SH-50JX SH-50JX ← PS-50SHX PS-50SHX
PS-50SHX-F ← PS-50SHXA

PS-50SHXA-F

SH-60JX SH-60JX ← PS-60SHX PS-60SHX
PS-60SHX-F ← PS-60SHXA

PS-60SHXA-F

SH-20LM SH-20MM PS-20SM ← ← ← PS-20SMA

← ← ← ← ← SH-25HM SH-25LM SH-25MM-100
SH-25MM-200

PS-25SM
PS-25SMT ← ← ← PS-25SMA

PS-25SMTA

← ← ← ← ← SH-30HM SH-30LM SH-30MM-100
SH-30MM-200

PS-30SM
PS-30SMT ← ← ← PS-30SMA

PS-30SMTA

← ← SH-35JM-100
SH-35JM-200 ← ← ← ← SH-35MM-100

SH-35MM-200 PS-35SM ← ← ← PS-35SMA
PS-35SMTA

← SH-40JM-100
SH-40JM-200 ← ← ← SH-40-100

SH-40-200 ← SH-40MM-100
SH-40MM-200

PS-40SM
PS-40SMT ← ← ← PS-40SMA

PS-40SMTA

← SH-50JM SH-50JM-100
SH-50JM-200 ← ← ← SH-50LM-100

SH-50LM-200
SH-50MM-100
SH-50MM-200

PS-50SM
PS-50SMT ← ← ← PS-50SMA

PS-50SMTA

← SH-60JM SH-60JM SH-60KM ← ← SH-60LM SH-60MM PS-60SMT ← ← ← PS-60SMTA

SH-70KM ← ← ← SH-70LM SH-70MM ← PS-70SMT ← ← PS-70SMTA

← ← SH-80KM ← ← ← SH-80LM SH-80MM ← PS-80SMT ← ← PS-80SMTA

SH-100KM SH-100LM SH-100MM ← PS-100SMT ← ← PS-100SMTA

SH-105KM SH-105LM SH-105MM ← PS-105SMT ← ← PS-105SMTA

SH-20LMX ← ← PS-20SMX ← ← PS-20SMXA

SH-25JMX SH-25LMX SH-25KMX-100
SH-25KMX-200

SH-25KMX-100
SH-25KMX-200

PS-25SMX
PS-25SMXT ← ← PS-25SMXA

PS-25SMXTA

SH-30JMX SH-30LMX SH-30KMX-100
SH-30KMX-200

SH-30KM�X-100
SH-30KMX-200

PS-30SMX
PS-30SMXT ← ← PS-30SMXA

PS-30SMXTA
PS-35SMX
PS-35SMXT ← ← PS-35SMXA

PS-35SMXTA

SH-40JMX ← SH-40JMX-100
SH-40JMX-200

SH-40JMX-100,200
SH-40KMX-100,200

PS-40SMX
PS-40SMXT ← ← PS-40SMXA

PS-40SMXTA

SH-50LMX ← ← PS-50SMX
PS-50SMXT ← ← PS-50SMXA

PS-50SMXTA

SH-60LMX ← ← PS-60SMXT ← ← PS-60SMXTA

PS-16QS-T

・�85年～ ・�86年～ ・�87年～ ・�88年～ ・�89年～ ・�90年～ ・�92年～ ・�93年～ ・�98年～ ・�99年9月～
（PS-50SMXは�00年）・�01年～ ・�03年～ ・�09年6月～
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第1章  有圧換気扇
　  機種変遷表9

年　代
1975年〜 1982年〜 1985年〜 1989年〜 1993年〜

タイプ 羽根径（cm）

鉄
線
製
・
ス
テ
ン
レ
ス
線
製

20 G-20S ← ← G-20S1 ← G-20SE ← G-20SE,EV,X G-20EA,EVA,X G-20EB,EVB,XA ←

25 G-25S ← G-25S,E G-25S,E,V G-25S1,E1,V G-25S1,E1,V,X G-25SE,V,X ← G-25SE,EV,X G-25EA,EVA,X G-25EB,EVB,XA ←

30 G-30Q G-30S ← G-30S,E G-30S,E,V G-30S1,E1,V G-30S1,E1,V,X G-30SE,V,X ← G-30SE,EV,X G-30EA,EVA,X G-30EB,EVB,XA ←

35 G-35S ← ← G-35S,E G-35S1,E ← G-35E2 G-35E2,SE G-35SE,E2 G-35EA,EDA G-35EB,EDB,XA,XDA ←

40 G-40Q G-40SP,SK ← ← G-40SP,SK,E,V G-40SP1,SK1,E,V G-40SP1,SK1,E,V,X G-40SP2,SK2,E2,V,X ← G-40SP2,SK2,E2,EV,X G-40EA,EBA,EVA,X G-40EB,EBB,EVB,XA ←

50 G-50Q G-50S ← ← G-50S,E,V G-50S1,E,V ← ← G-50SE,V G-50SE,EV,X G-50EA,EVA,X G-50EB,EVB,XA ←

60 G-60Q G-60S ← ← G-60S,E,V G-60S1,E,V ← ← G-60SE,V G-60SE,EV,X G-60EA,EVA,X G-60EB,EVA,XA ←

70 G-70Q G-70S ← ← ← G-70S1 ← ← ← ← G-70SA G-70SB ←

80 G-80Q G-80S ← ← ← G-80S1 ← ← ← ← G-80SA G-80SB G-80SB1

95 G-90Q ← ← ← G-90S G-90S1 ← ← G-95E ← G-95EA G-95EB ←

105 G-100Q ← ← ← G-100S G-100S1 ← ← G-105E ← G-105EA G-105EB ←

機
器

冷
却
用

25

30

低
所

取
付
用

20

25

30

発売年月 ・�75年～ ・�82年～ ・�84年～ ・�85年～ ・�86年～ ・�87年～ ・�88年～ ・�89年～ ・�91年～ ・�92年～ ・�93年～ ・�95年～ ・�96年～

年　代
1992年〜 1993年〜

タイプ 適用有圧換気扇
（cm）

電
動
シ
ャ
ッ
タ
ー
付
ウ
ェ
ザ
ー
カ
バ
ー

鋼
板
タ
イ
プ

20 SHW-20MT,MTD SHW-20MTA,MTDA SHW-20MTA,MTDB,MTDB-C

25 SHW-25MT,MTD SHW-25MTA,MTDA SHW-25MTA,MTDB,MTDB-C

30 SHW-30MT,MTD SHW-30MTA,MTDA SHW-30MTA,MTDB,MTDB-C

ス
テ
ン
レ
ス
タ
イ
プ

20 SHW-20MS,MSD ← SHW-20MS,MSDB,MSDB-C

25 SHW-25MS,MSD ← SHW-25MS,MSDB,MSDB-C

30 SHW-30MS,MSD ← SHW-30MS,MSDB,MSDB-C

風
圧
シ
ャ
ッ
タ
ー
付
ウ
ェ
ザ
ー
カ
バ
ー

鋼
板
タ
イ
プ

20 SHW-20TA,TDA SHW-20TA,TDB,TDB-C

25 SHW-25T,TD SHW-25TA,TDA SHW-25TA,TDB,TDB-C

30 SHW-30T,TD SHW-30TA,TDA SHW-30TA,TDB,TDB-C

ス
テ
ン
レ
ス
タ
イ
プ

20 SHW-20SA,SDA SHW-20SA,SDB,SDB-C

25 SHW-25S,SD SHW-25SA,SDA SHW-25SA,SDB,SDB-C

30 SHW-30S,SD SHW-30SA,SDA SHW-30SA,SDB,SDB-C

業
務
用
有
圧
換
気
扇
用

給
排
気
形
ウ
ェ
ザ
ー
カ
バ
ー

20

25

30

35

40

50

60

発　売　年　月 ・�92年～ ・�93年～ ・�95年～

■ガード

■ウェザーカバー
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1998年〜 2001年〜 2003年〜 2004年〜 2012年〜 2015年〜

← ← ← ← ← G-20EC,EVB,XA ←

← ← ← ← ← G-25EB,EC,EVB,XA ←

← ← G-30EB,EVB,XA,XA-F ← ← G-30EB,EC,EVB,XA,XA-F ←

← G-35EB,35XA ← ← ← G-35EB,EC,XA ←

← G-40EB,EBB,EVB,XA,XBA G-40EB,EBB,EVB,XA,XBA,XA-F ← ← G-40EB,EBB,EC,EVB,XA,XA-F G-40EB,EBB,EC,EVB,XA,XA-F,XC

← ← G-50EB,EVB,XA,XA-F G-50EB,EB-H,EVB,XA,XA-F ← G-50EB,EC,EVB,EB-H,XA,XA-F G-50EB,EC,EVB,XA,XA-F,XC

← ← G-60EB,EVB,XA,XA-F G-60EB,EB-H,EVB,XA,XA-F ← G-60EB,EC,EVA,EB-H,XA,XA-F G-60EB,EC,EVA,XA,XA-F,XC

← ← ← ← ← ← ←

← ← ← ← ← ← ←

← ← ← ← ← ← ←

← ← ← ← ← ← ←

G-25U ← ← G-25UA ← ←

G-30U ← ← G-30UA ← ←

G-20EC-M ←

G-25EC-M ←

G-30EC-M ←

・�98年～ ・�99年～ ・�01年～ ・�03年～ ・�04年～ ・�12年6月～ ・�15年4月～

1998年〜 2010年〜 備　考

← ← SHW-20MTA,MTDB

← ← ←

← ← ←

← ← SHW-20MS,MSDB

← ← ←

← ← ←

← ← SHW-20TA,TDB

← ← ←

← ← ←

← ← SHW-20SA,SDB

← ← ←

← ← ←

PS-20CS,CSD,CSDK ← ←

PS-25CS,CSD,CSDK ← ←

PS-30CS,CSD,CSDK ← ←

PS-35CS,CSD,CSDK ←

PS-40CS,CSD,CSDK PS-40CS,CSD

PS-50CS,CSD,CSDK PS-50CS,CSD

PS-60CS,CSD,CSDK PS-60CS,CSD

・�98年～ ・�99年～
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第1章  有圧換気扇
　  機種変遷表9

タイプ 羽根径
（cm） 1964年〜 1967年〜 1987年〜 1990年〜 1993年〜 1999年〜 2000年〜 2001年〜 2005年〜 2011年〜 備考

木
　
枠

20 KW-20A ← PS-20KW ← ← ← ←

25 KW-25A ← PS-25KW ← ← ← ←

30 KW-30A ← PS-30KW ← ← ← ←

35 KW-35A ← PS-35KW ← ← ← ←

40 KW-40A ← PS-40KW ← ← ← ←

50 PS-50KW ← ← ← ←

60 PS-60KW ← ← ← ←

不
　
燃
　
枠

20 FW-20A FW-20B PS-20FW ← ← ← ←

25 FW-25A FW-25B PS-25FW ← ← ← ←

30 FW-30A FW-30B PS-30FW ← ← ← ←

35 FW-35A FW-35B PS-35FW ← ← ← ←

40 FW-40A FW-40B PS-40FW ← ← ← ←

50 PS-50FW ← ← ← ←

60 PS-60FW ← ← ← ←

取
付
枠（
角
枠
）

20 TK-20S ← PS-20TW ← ← ← ←

25 KH-25A ← TK-25S ← ← PS-25TW ← ← ← ←

30 KH-30A ← TK-30S ← ← PS-30TW ← ← ← ←

35 TK-35S ← PS-35TW ← ← ← ←

40 KH-40B ← TK-40S ← PS-40TW ← ← ← ←

50 KH-50A ← PS-50TW ← ← ← ←

60 PS-60TW ← ← ← ←

絶
　
縁
　
枠

20 ZW-20B PS-20ZW ← ← ← ←

25 ZW-25B PS-25ZW ← ← ← ←

30 ZW-30B PS-30ZW ← ← ← ←

35 PS-35ZW ← ← ← ←

40 PS-40ZW ← ← ← ←

50 PS-50ZW ← ← ← ←

60 PS-60ZW ← ← ← ←

給
気
用
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト

20 TK-20Q PS-20QA PS-20QA,QAX ← ← PS-20QAX

25 TK-25Q PS-25QA PS-25QA,QAX ← ← PS-25QAX

30 TK-30Q PS-30QA PS-30QA,QAX ← ← PS-30QAX

35 TK-35Q PS-35QA PS-35QA,QAX ← ← PS-35QAX

40 TK-40Q PS-40QA PS-40QA,QAX ← ← PS-40QAX

50 TK-50Q PS-50QA PS-50QA,QAX ← ← PS-50QAX

60 TK-60Q PS-60QA PS-60QA,QAX ← ← PS-60QAX

ス
ラ
イ
ド
取
付
枠

20 PS-20CTW ← ←

25 PS-25CTW ← ←

30 PS-30CTW ← ←

35 PS-35CTW ← ←

40 PS-40CTW ← ←

薄
壁
取
付
枠

20 PS-20UW,UWD ←

25 PS-25UW,UWD ←

30 PS-30UW,UWD ←

35 PS-35UW,UWD ←

雨
水
浸
入

抑
制
部
材

40 PS-40RC

50 PS-50RC

60 PS-60RC

発　売　年　月
・�64年～ ・�67年～ ・�87年～ ・�90年～ ・�93年～ ・�99年～ ・�00年～給気用アタッチメント

・�01年～スライド取付枠
・�05年～薄壁取付枠

・��11年～�
雨水浸入
抑制部材

■木枠・不燃枠・取付枠・絶縁枠・給気用アタッチメント・スライド取付枠・薄壁取付枠・雨水浸入抑制部材
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銘板一覧表10
①業務用有圧換気扇 ②業務用有圧換気扇
羽根径20～35cm機種、厨房用機種 羽根径40cm以上機種

100V

17/19.5W50/60Hz

KYOSHIN

20 cm 4 P
570/660     ｍ3/ｈ

ＶＥＮＴＩＬＡＴＩＮＧ　ＦＡＮ
＜G＞

0 Pa
TYPE 　　 EFG-20SB 高所取付用

SER.NO. 14100001

三菱電機株式会社

200 V
50/60 Hz 122/158 W
 3　相

高所取付用
VENTILATING FAN＜G＞

4 P40 cm
3490/3750 m3/ｈ0 Pa

EFG-40STB 1

SER.NO 1 2 0 6 03001

三菱電機株式会社

③産業用有圧換気扇（ステンレスタイプ） ③産業用有圧換気扇（ステンレスタイプ）
羽根径20～30cm機種 羽根径40～60cm機種

排  気給  気
回転方向

高所取付用
0 Pa

EWF-20YSXB3 20 cm 4 P
660/780 m3/ｈ

100V
50/60Hz　30.5/32W
SOWATECHNICA

SER.NO 15020001

単相100V専用

クロネジ4箇所はドレンプラグ

ＶＥＮＴＩＬＡＴＩＮＧ  ＦＡＮ
＜G＞

電気工事は必ず有資格者である電気工事士が内線
規程や電気設備技術基準に従って行ってください。

モータ内部の安全装置として温度ヒューズが内蔵
されています。モータ異常発熱時は安全装置が
動作しモータへの通電を停止することがあります
ので、電源を切り原因を取り除いてください。

絶対に「手より接続」はしないでください。

再運転する場合にはモータを交換してください。

火災や漏電のおそれがあります。

注 意
三菱電機株式会社

排  気給  気
回転方向

キャップ4箇所はドレンキャップ

高所取付用
VENTILATING FAN＜G＞

SER.NO 14110001

三菱電機株式会社

4P40 cm
3760/4360 m3/ｈ0 Pa

EF-40DSXB3

100V
148/198W

3相
50/60Hz

⑤産業用有圧換気扇 ⑥産業用有圧換気扇（防爆形）
低騒音形20～60cm以外 羽根径20～30cm機種

排  気給  気
回転方向

キャップ4箇所はドレンキャップ

高所取付用
VENTILATING FAN＜G＞

6 P70 cm
17100/20400 m3/ｈ0 Pa

KG-70GTF3

SER.NO 1 2 0 6 03001

三菱電機株式会社

3相　200/200/220V
1500W
屋外用

50/60/60Hz

+50℃
d2G4

SER.NO

防 爆 形

20 cm
4 P
単相 100V 50/60Hz 27/27W

 670/790 m3/ｈ0 Pa

1 2 0 6 16001

ＶＥＮＴＩＬＡＴＩＮＧ ＦＡＮ
TYPE    EF-20YSD-V

最高使用温度
防爆構造

＜G＞

高所取付用

三菱電機株式会社

⑦産業用有圧換気扇（防爆形） ⑧産業用有圧換気扇
羽根径40cm以上機種 低騒音形20～45cm

高所取付用

防  　爆  　形
ＶＥＮＴＩＬＡＴＩＮＧ  ＦＡＮ

SER.NO 1 2 0 6 06001

0 Pa
TYPE  EF-40DTC-V 40 cm 4 POLE

防爆構造
d2G4

最高使用温度
+50℃

3860/4470 m3/ｈ

200　V3相 50/60　Hz 122/178  W

＜G＞

三菱電機株式会社

高所取付用
0 Pa

EWF-20YSA 20 cm 4 P
660/780 m3/ｈ

100V
50/60Hz　27/28W

SER.NO 1502

単相100V専用

06001

排気タイプ 屋内用
キャップ5種類はドレンキャップ

ＶＥＮＴＩＬＡＴＩＮＧ  ＦＡＮ
＜G＞

電気工事は必ず有資格者である電気工事士が内線
規程や電気設備技術基準に従って行ってください。

モータ内部の安全装置として温度ヒューズが内蔵
されています。モータ異常発熱時は安全装置が
動作しモータへの通電を停止することがあります
ので、電源を切り原因を取り除いてください。

絶対に「手より接続」はしないでください。

再運転する場合にはモータを交換してください。

火災や漏電のおそれがあります。

注 意
三菱電機株式会社

⑨産業用有圧換気扇
低騒音形40～60cm

回転方向

キャップ4箇所はドレンキャップ

高所取付用

排気タイプ

VENTILATING  FAN

4P40 cm
4800/5520 m3/ｈ0 Pa

EWF-40ETA

SER.NO 1 5 0 2 06001

三菱電機株式会社

＜G＞

200-220V3相

225-245/340-350W 屋外用

50/60Hz
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形名構成1

B F S U CS30

ストレートシロッコファン

タイプ（A）
ストレートシ
ロッコファン
を表す

標準風量表示
（例）
30：300m3 / h

タイプ（B）
無：天吊埋込
S：給気タイプ
W：同時給排気
　　タイプ

電源区分
S：単相
T：3相

タイプ（C）
無：静音形・標準形
U：消音形
Y：耐湿形
X：厨房用
L ：24時間換
      気機能付
HU：消音形・
　　排気消音
　　タイプ
K：高静圧形

開発順序
無
A
B
C
1
3

電源周波数
無：50/60Hz
50：50Hz専用
60：60Hz専用

J F U S 330

斜流ダクトファン

タイプ（A）
斜流ファンを
表す

モータの極数
E：2極
F：4極

タイプ（B）
無：標準形
U：消音形

標準風量表示
（例）
30：300m3 / h

電源区分
S：単相
T：3相

開発順序
無
1
3
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B F T 319

B G 38

片吸込形シロッコファン（ミニタイプ）

片吸込形シロッコファン（屋外設置可能タイプ）

タイプ
シロッコ換気扇
を表す

電源区分
S：単相
T：3相

開発順序
無
3

モータの極数
E：2極
F：4極

羽根径
10   ：9.5cm
12   

：12cm
14
16   ：15cm
17   

：18cm
19
21   ：20cm
23
25   ：23cm
28

タイプ（A）
シロッコ換気扇
を表す

モータの極数
G：6極

羽根径
30：30cm
38：38cm
45：45cm

RT

電源区分
T：3相

タイプ（B）
R： 屋外設置可
能タイプ
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施工2
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1.·共通注意事項
●この商品は日本国内用ですので日本国外では使用できま
せん。また日本国外ではアフターサービスもできません。
●特性・仕様の詳細については、各商品の納入仕様書に
てご確認ください。
●使用周囲温度・湿度は必ずお守りください。範囲を超
えますと、焼損、変形、回転不良、破損につながるお
それがあります。
●本体に結露が生じるおそれのある本体周囲、搬送空気
温度でのご使用は避けてください。
●1日50回以上のひんぱんな起動停止を伴う使用は、羽根
及びモータ破損等の原因となりますので避けてください。
●振動のしない強固な場所に据付けてください。据付場
所が弱いと共振を起こし、異常振動、異常騒音および
羽根破損などの事故が発生する危険があります。
●吊りボルトおよび埋込ボルトは十分な強度のものをご
使用ください。吊りボルトは、振れ止め用耐震支持部
材にて必ず補強を行ってください。
●厨房の排気など搬送空気温度が40℃（片吸込形シロッコファン
の場合は50℃）を超える高温空気および油煙の排気には使用で
きません。その場合にはストレートシロッコファン厨房用（搬
送空気温度80℃以下）をご使用ください。高温空気によりモー
タの安全装置（温度ヒューズ）が動作し運転ができなくなりま
す。また、絶縁物の熱劣化により火災、感電のおそれがあります。

●給気用途の場合はストレートシロッコファン給気タイ
プをご使用ください。本体に結露が生じるおそれがあ
ります。結露が生じた場合、天井材への滴下、火災、
感電のおそれがあります。
●アース端子、アース線のある機種は、必ずD種接地工
事を実施してください。感電のおそれがあります。
●電気工事は必ず有資格者である電気工事士が内線規程
や電気設備技術基準に従って行ってください。絶対に
「手より接続」はしないでください。また、電源電線の
結線部分はJIS C 8340の「電線管用金属製ボックス及
びボックスカバー」内にて行ってください。
●羽根にほこり等が付着しないように、吸込側にはフィ
ルターのご使用をおすすめします。
●振動防止のために、防振吊金具、キャンバスダクトの
ご使用をおすすめします。
●保守点検のため天井に45cm角以上の点検口を設け、
製品のメンテナンス作業（モータ交換、羽根清掃等）が
実施できるようにしてください。
●ダクト施工時は、商品本体に力が加わらないよう、ダ
クトを天井から吊してください。また、本体に穴をあ
けてダクト接続をしないでください。本体内部の電装
部を破損し、漏電、火災、感電のおそれがあります。
●本体接続口とダクトを固定した後は、風漏れのないよ
う、市販のアルミテープでテーピングしてください。

相対湿度条件の常温とは20℃とする。

1.·据付場所

タ　イ　プ 本体周囲温度 搬送空気温度・湿度 備　　　考

ス
ト
レ
ー
ト
シ
ロ
ッ
コ
フ
ァ
ン

24時間換気機能付 ー15℃〜 +40℃
常温において相対湿度90%以下 同左

浴室など蒸気の発生する場所、腐食性ガス、化学薬品場所、
爆発性場所、ほこりや油煙の多い場所は使用できません。天吊埋込タイプ ー15℃〜 +40℃

常温において相対湿度90%以下 同左

給気タイプ
同時給排気タイプ

ー10℃〜 +40℃
常温において相対湿度90%以下 同左

耐湿タイプ 消音形 0℃〜 +40℃
常温において相対湿度90%以下

0℃〜 +40℃
常温において相対湿度98%まで

腐食性ガス、化学薬品場所、爆発性場所は使用できません。
温泉・プール等腐食性物質が常時湿潤している場所は使用で
きません。

厨　房　用 0℃〜 +40℃
常温において相対湿度90%以下

0℃〜 +80℃
+40℃において相対湿度98%まで

腐食性ガス、化学薬品場所、爆発性場所は使用できません。
油煙の多い場所はグリスフィルターを使用してください。
温泉・プール等腐食性物質が常時湿潤している場所は使用で
きません。
食品工場など高温蒸気が発生する雰囲気では使用できません。

斜流ダクトファン
標準形・消音形

ー10℃〜 +40℃
常温において相対湿度90%以下 同左

浴室など蒸気の発生する場所、腐食性ガス、化学薬品場所、
爆発性場所、ほこりや油煙の多い場所は使用できません。

片吸込形
シロッコファン

ミニタイプ ー10℃〜 +50℃
常温において相対湿度90%以下 同左

屋外設置
可能タイプ

ー15℃〜 +50℃
常温において相対湿度90%以下

ー15℃〜 +50℃
+40℃において相対湿度98%まで

腐食性ガス、化学薬品場所、爆発性場所は使用できません。
油煙の多い場所はグリスフィルターを使用してください。
温泉・プール等腐食性物質が常時湿潤している場所は使用で
きません。
食品工場など高温蒸気が発生する雰囲気では使用できません。

2.·据付上の注意
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●屋外（雨のかかる場所）や水のかかる場所（片吸込形シ
ロッコファン　屋外設置可能タイプに屋外設置用カ
バーを取付けて使用する場合を除く）、常時蒸気などが
発生する場所、腐食性ガスの発生するおそれのある場
所、化学薬品を使用する場所、塩害のおそれのある場所、
結氷するおそれのある場所では使用しないでください。
●スイッチ・プラグ等への接続は確実に実施してください。
電源接続を間違えますと正常な運転ができなくなり、場
合によってはモータが焼損するなどの危険があります。
●漏電ブレーカを設置してください。火災、感電のおそ
れがあります。
●モータの焼損防止のため、モータブレーカ又は電磁開
閉器（電磁接触器＋サーマルリレー）の過負荷保護装置
を必ず設置してください。
  過負荷保護装置は必ず機器1台ごとに取付けてください。
  過負荷保護装置の選定は最大負荷電流の1.2倍を目安にして
ください。ただし商品本体に過負荷保護装置の定格表示があ
るものは、表示内容に従い過負荷保護装置を設置してください。
●モータに安全装置として温度ヒューズまたは自動復帰
形サーマルプロテクターが内蔵されているものがあり
ます。拘束、過負荷、欠相運転、異電圧印加あるいは
周囲温度が基準以上に高い場合には上記安全装置が自
動的に動作し回転が止まることがありますので、電源
を切り原因を取り除いてください。
再運転の場合には以下を実施してください。
・ 温度ヒューズが動作の場合：モータ交換
・ 自動復帰形サーマルプロテクターが動作の場合：
モータが冷えるまで待つ

●商品の改造はしないでください。故障の原因となるお
それがあります。
●インバータで制御する際に各商品ごとの定格周波数を
上回る設定では運転しないでください。また、インバー
タ運転を行う場合は、三菱送風機用インバータ以外を
使用しますと異常な振動、共振、騒音等が発生するお
それがありますので三菱送風機用インバータを使用し
てください。
●商品本体にシリコーンを使用している機種が一部あり、周囲
環境に影響を及ぼす可能性がありますのでご注意ください。
●ご使用前・ご使用中に異常がないか確認してください。
異常がある場合は使用を中止してください。また、半
年に一度を目処に定期点検（グリル・フィルターの清掃
などの保守管理）を実施してください。グリル・フィル
ターにほこりが付着しますと風量低下や異常音発生の
原因となります。長年ご使用の送風機ではモータ、コー
ド、コンデンサー等の電気部品の経年劣化により発煙・
発火に至るおそれがあります。

2.·ストレートシロッコファン
（1）天吊埋込タイプ注意事項

● 天 地 逆 据 付け、垂直 据 付けが できます（BFS-
450TUA ･ 550TUA1-50,-60、BFS-800TU・
1000TUは除く。また、BFS-120SHU・150SHU・
120THU・150THU・180THU・210THUは、天地
逆据付けはできますが、垂直据付けはできません）。
ただし、モータ軸垂直据付けはできません（BFS-20SL
は除く）。垂直据付けをする場合は必ず商品本体を金
具等で下から支えてください。

●BFS-20SLは、本体に取付いている天吊金具を付け替
えることで据付方向を、縦長吊状態から横長吊状態に
変更ができます。
●雨水浸入防止のためダクト下りこう配を1/100以上
（壁側へ）とってください。

（2）同時給排気タイプ注意事項
●天地逆据付けができます。ただし、垂直据付け・モー
タ軸垂直据付けはできません。
●給気側のパスにはフィルターの使用をおすすめします。
システム部材の給排気グリルに給排気グリル用フィル
ターを組合せてお使いください。また市販のフィルター
を使用する場合は、種類・メーカーにより圧力損失お
よび手入れの仕方が異なりますので十分注意してくだ
さい。
●給気側のダクト接続口およびダクトは、ダクト接続工
事後、結露防止のための断熱処理を行ってください。
●雨水浸入防止のためダクト下りこう配を1/30以上（壁
側へ）、とってください。また、外壁から本体までのダ
クト長は1m以上としてください。ただし、台風等の悪
天候下（強風・豪雨など）では雨水が吸い込まれること
がありますのでご注意ください。

（3）給気タイプ注意事項
●天地逆据付けができます。ただし、垂直据付け・モー
タ軸垂直据付けはできません。
●フィルターの使用をおすすめします。システム部材の
給排気グリルに給排気グリル用フィルターを組合せて
お使いください。また市販のフィルターを使用する場
合は種類・メーカーにより圧力損失および手入れの方
法が異なりますので十分注意してください。
●ダクト接続口およびダクトはダクト接続工事後、結露
防止のための断熱処理を行ってください。
●雨水浸入防止のためダクト下りこう配を1/30以上（壁
側へ）とってください。また、外壁から本体までのダク
ト長は1m以上（ダクト径φ150、200）、2.5m以上（ダ
クト径φ250）としてください。ただし、台風等の悪
天候下（強風・豪雨など）では雨水が吸い込まれること
がありますのでご注意ください。

（4）厨房用・消音形耐湿タイプ注意事項
●天地逆据付け、垂直据付け・モータ軸垂直据付けはで
きません。
●厨房などの油煙の直接排気には使用できません。厨房
用は必ずグリスフィルター（お客様手配）を介してご使
用ください。耐湿タイプはグリスフィルターを介して
も厨房などの油煙の排気にはご使用になれません。
●ドレン配管およびドレン皿に結露や凍結のおそれがあ
る場合は、必ず断熱処理を実施してください。
●雨水浸入防止のためダクト下りこう配を1/100以上
（壁側へ）とってください。
●温泉、プールなど腐食性物質が常時湿潤している雰囲
気では使用できません。
●食品工場など常時高温蒸気が発生する雰囲気では使用
できません。
●油・粉塵など可燃性の汚れが送風機に付着していると
万が一の飛び火により火災の原因となるおそれがあり
ます。必ず半年に一度を目処に清掃してください。
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●次のようなダクト工事は避けてください。 
（極端な風量低下および振動・異常音発生の原因となります）

●排気ダクト先端には、雨水の浸入を防ぐためウェザーカバー
（システム部材）などを据付けることをおすすめします。

●排気ダクトは雨水の浸入を防ぐため屋外に向けて 
1/100以上の下りこう配をつけてください。

●給気ダクトは雨水浸入防止のためダクト下り勾配を 
1/30以上とってください。また、外壁から本体までの
ダクト長は1m以上（ダクト口径φ150,φ200）2.5m
以上（ダクト口径φ250以上）としてください。

●接続ダクトおよび商品本体の外部に結露が生じるおそ
れのあるときは、必ず断熱処理を施してください。

〈極端な曲げ〉 〈多数の曲げ〉 〈吐出口のすぐ
　そばでの曲げ〉

〈接続ダクト径を小
　さくする（しぼり）〉

3.·ダクト工事

3.·斜流ダクトファン
●天地逆据付けができます。ただし、垂直据付けはでき
ません。
●雨水浸入防止のためダクト下りこう配を1/100以上
（壁側へ）とってください。

4.·片吸込形シロッコファン
（1）ミニタイプ注意事項

●機器組込用途でご使用いただく場合には最寄りの弊社
販売店にご相談ください。送風機が容易にメンテナン
スできる構造とし、また送風機の寿命や万が一の故障
により、二次的被害が想定される場合には必ずフェー
ルセーフ設計（異常警報を出すなど事故につながらない
ような設計）の配慮をしてください。
●雨水浸入防止のためダクトの下りこう配を1/100以上
（壁側へ）とってください。
●BF-19〜28タイプは羽根上側のモータ軸垂直据付けは
できません。
●厨房などの油煙の直接排気には使用できません。

（2）屋外設置可能タイプ注意事項
●送風機単体では屋内用です。屋外に設置する場合は必
ず専用の屋外設置用カバー（別売）を取付けて使用して
ください。

●屋外や湿度の高いところで使用するときは、ドレン
キャップのうち、必ずいずれかのドレンキャップが下
側になるように据付け、下側になったドレンキャップ
は必ず取外してご使用ください。ほこりの多い場所で
は付けたまま使用し、ときどき取外して点検してくだ
さい。
●機器組込用途でご使用いただく場合には最寄りの弊社
販売店にご相談ください。送風機が容易にメンテナン
スできる構造とし、また送風機の寿命や万が一の故障
により、二次的被害が想定される場合には必ずフェー
ルセーフ設計（異常警報を出すなど事故につながらない
ような設計）の配慮をしてください。
●屋内へ設置する場合は雨水浸入防止のためダクトの下
りこう配を1/100以上（壁側へ）とってください。
●モータ軸垂直据付けはできません。
●厨房などの油煙の直接排気には使用できません。必ず
グリスフィルター (お客様手配)を介して使用してくだ
さい。
●屋外へ設置する場合、床置き設置とし、送風機の基礎
はコンクリートまたはアングル等の強固な基礎として
ください。また送風機の基礎は降雨時などにおいても
送風機底面、据付ボルトが水没しない高さにしてくだ
さい。発錆、また寿命が短くなる場合があります。
●BG-45TRは、起動電流が大きいため、 -△（スターデ
ルタ）始動方式のご使用をおすすめします。（105,110
ページ参照）
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1.··24時間換気機能付施工上の注意
（1）商品の据付け

●据付例

●据付姿勢は工場出荷時据付けの他に横長吊据付け・横長
吊天地逆据付けができます。（BFS-40SL、60SLは工
場出荷時据付けのみで据付方向の選択はできません）

本体

タッピンねじ

タッピンねじパイプフランジ
パイプフランジ

①商品本体（排気口・給気口側）にパイプフランジを下図
のようにタッピンねじにて据付けます。

●タッピンねじは、パイプフランジの内側に同梱していま
す。（タッピンねじは繰り返し締め付けを行うと、ねじ
山がつぶれてしまう可能性があります）

②据付工事説明書の外形寸法図を参照し強固な据付場所に
市販の吊りボルトを埋め込みます。（据付例参照）

天吊金具
本体

端子カバー

点検口
（450mm角以上）

防振吊金具
（別売  システム部材）

フレキサイレンサー
（別売  システム部材）

排気グリル
（別売  システム部材）

本  体

丸形フードなど（別売  システム部材）

ダクト下りこう配
1／100以上（壁側へ）

404mm

21
1m
m
45
0m
m

以
上端子カバー

404mm

21
1m
m

端子カバー
点検口（商品真下に設置）

横長吊据付け 横長吊天地逆据付け

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ス
ペ
ー
ス

共　通

共　通

20SLタイプ

ゆるめる タッピンねじ

③天吊金具を商品に固定します。
●天吊金具のねじをゆるめます。
●ゆるめたねじを中心に天吊金具を90度回転させ、水平
にします。
●ゆるめたねじおよび付属部品のタッピンねじで商品に
しっかり締め付け、固定します。
・タッピンねじは、パイプフランジの内側に同梱しています。

お願い

●据付け前の準備（共通事項）

●開梱の際は手袋を着用する

・端面などでけがの原因

●据付け、運搬作業の際、羽根を変形させないよう十分
注意してください。 
羽根が変形しますとバランスがくずれ、振動・異常音
発生などの原因となります。
●吸込側には羽根にほこり・油かすが付着しないように、
フィルターのご使用をおすすめします。  
（フィルターの選定には種類・メーカーにより圧力損失
が異なり風量低下を招くおそれがありますので十分注
意してください）
●天井内に設置する場合は、保守・点検ができるよう
450mm角以上の点検口を必ず設けてください。

4.·ストレートシロッコファン施工上の注意

注　意
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お願い

④商品が水平になるように商品を吊りボルト（M10）に
据付けます。

●吊りボルトに合う寸法の市販のワッシャー・ナットを
使用し、締め付けます。

〈横長吊据付けをする場合〉

①天吊金具のねじをはずして天吊金具をはずす。
②はずしたねじと付属のタッピンねじを商品本体に締め
付ける。（締め付けないと風漏れの原因となります）

③横長吊取付用ねじをはずし、はずした横長吊取付用ね
じで天吊金具を商品に確実に締め付け、固定する。
※横長吊据付け（点検カバーを上向き）にする場合は、メンテ
ナンススペースを商品上部に450mm以上設けてください。
また、横長吊天地逆据付け（点検カバーを下向き）にする場
合は、点検口を商品の真下に設けてください。

銘板

回転方向

給気口 排気口

本体
吊りボルト

吊りボルト
ナット
ワッシャー
天吊金具
ワッシャー
ナット

20SLタイプ

本体
工場出荷時
取付用ねじ

取付ねじ

タッピンねじ
③

タッピンねじ

横長吊
取付用ねじ本体

取外しねじ取外しねじ
① ②

天吊金具

（2）ダクト工事
①給気口側・排気口側ともパイプフランジにダクトをしっ
かり差し込み、市販品のリベットまたはねじなどで固
定し、風漏れのないよう市販のアルミテープでテーピ
ングする。

共　通

（3）電気工事前の準備

本体 ダクト

パイプフランジ

アルミテープ
（市販品）

②ダクトは商品に力が加わらないよう天井より吊る。
※ダクト工事と同時に、排気ダクト側（屋外側）からの異物および
雨水の浸入を防ぐためにウェザーカバー等の据付けを行ってく
ださい。

●電気工事は必ず有資格者である電気工事士が内線規
程や電気設備技術基準に従って行う

 ・接続不良や誤った電気工事は感電や火災の原因

注　意

●定格電圧・定格周波数以外では使用しない
 ・火災や感電の原因
●アースおよび漏電ブレーカを確実に設置する
 ・故障や漏電のとき感電の原因

警　告

●モータ焼損のおそれがあるためモータブレーカまたは
電磁開閉器（電磁接触器＋サーマルリレー）の過負荷保
護装置を設置してください。過負荷保護装置は機器1
台ごとに設置してください。
●商品本体に過負荷保護装置の定格表示があるものは、
表示内容に従い過負荷保護装置を設置してください。
●スイッチの容量選定は起動電流×接続台数の容量とし
てください。  
また、電磁接触器を操作するスイッチ容量は、電磁接
触器の操作コイル電流以上としてください。
●「入」・「切」運転および「強」・「弱」切替運転、24時間運
転する場合は、24時間換気専用のコントロールスイッチ
（別売品）が必要です。
●誤結線されますと、運転はできません。場合によっては
ブザーのような音がします。正しい結線をしてください。
●弱運転する場合、速結端子の「共通」と「弱」のみに電源
コードを直接接続しても運転はできません。「強」と「弱」
を短絡させてください。

（4）電気工事（端子台結線方法）
●電気工事は、据付工事説明書を参照して、工事を行ってください。
①端子カバー固定ねじ2本をはずし、端子カバーをはずす。
②結線図を参照して結線を行います。
先端を15mm皮むきしたVVFケーブル単線φ1.6またはφ
2.0を間違えないように確実に端子台の奥まで差し込みます。
より線を結線する場合は、棒状圧着端子（市販品）をよ
り線に取付けてから端子台に差し込んでください。

③D種接地工事（アース）を行う。
④結線が完了したら、正常に運転することを確認し、端
子カバーを元通り取付ける。

共　通

共　通

端子カバー

端子カバー固定ねじ
本体芯線

15mm

アース
　ねじ

速結端子
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天吊金具
本体

ゆるめる タッピンねじ

本体 

給気側 

天吊金具 

天吊金具固定部品 

天吊金具固定部品 

天吊金具固定部品取付ねじ 
（絶対にゆるめない）  

天吊金具 

③天吊金具を商品に固定します。
●天吊金具のねじをゆるめます。
●ゆるめたねじを中心に天吊金具を90度回転させ、水平にします。
●ゆるめたねじおよび付属部品のタッピンねじで商品に
しっかり締め付け、固定します。

・タッピンねじは、パイプフランジの内側に同梱しています。

④天吊金具を商品に固定します。
●天吊金具のねじをはずして天吊金具をはずします。
●天吊金具を90度回転させ水平にして、はずしたねじで
商品に確実に締め付け、固定します。

・天吊金具の固定は機種により異なります。

・天吊金具は工場出荷時本体にたたんだ状態で固定されています。

標準形 消音形

給気タイプ

本体

タッピンねじ

タッピンねじパイプフランジ
パイプフランジ

※BFS-65〜150SKA, BFS-80〜150TKAには給気側の内側
に天吊金具固定部品があります。天吊金具固定部品および天
吊金具固定部品取付ねじは絶対に取り外さないでください。

②据付工事説明書の外形寸法図を参照し強固な据付場所
に市販の吊りボルトを埋め込みます。（据付例参照）

（1）商品の据付け
●据付例

防振吊金具
（別売  システム部材）
フレキサイレンサー
（別売  システム部材）

排気グリル（別売  システム部材）

本　体

丸形フードなど
（別売  システム部材）
　※BFS-210～300Tタイプ
　  は除く
ダクト下りこう配
1／100以上（壁側へ）

フィルター
（別売  システム部材）

給気グリル
（別売  システム部材）

ダクト下りこう配1／30以上（壁側へ）
外壁から本体までのダクト長さ
1m以上（BFS-40～100SSU）、
2.5m以上（BFS-150SSU3）

フレキサイレンサー
（別売  システム部材）

深形フードなど
（別売  システム部材）

本　体

防振吊金具
（別売  システム部材）

本体

天井点検口
（45cm角以上）

点検カバー側

①商品本体（排気口・給気口側）にパイプフランジを図の
ようにタッピンねじにて据付けます。

●タッピンねじは、パイプフランジの内側に同梱してい
ます。（タッピンねじは繰り返し締め付けを行うと、ね
じ山がつぶれてしまう可能性があります）

BFS-15〜300タイプの場合

標準形 消音形 排気消音タイプ高静圧形

給気タイプ

2.·天吊埋込タイプ（標準形・消音形・高静圧形・
排気消音タイプ）、給気タイプ施工上の注意

共　通

排気消音タイプ高静圧形

※BFS-300TA1-50・-60, BFS-300TUA1-50・-60, BFS-
150SSU3は工場出荷時にダクト接続フランジが据付けられ
ています。
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天吊金具

本体

BFS-40SSU BFS-50～150SSU3
天吊金具 天吊金具

ねじ

ねじ
ねじ

ねじ

給気口 排気口本体

吊りボルト

吊りボルト

ナット

ワッシャー

天吊金具

ワッシャー

ナット

⑤商品が水平になるように商品を吊りボルトに据付けます。
●下表を参照して、吊りボルトに合う寸法の市販のワッシャー・
ナットを使用し、締め付けます。

（2）ダクト工事
①給気口側・排気口側ともダクト接続フランジにダクトをしっ
かり差し込み、市販品のリベットまたはねじなどで固定し、
風漏れのないよう市販のアルミテープでテーピングします。

②ダクトは商品に力が加わらないよう天井より吊ります。

共　通

本体 ダクト

パイプフランジ

アルミテープ
（市販品）

（3）電気工事前の準備

●モータ焼損のおそれがあるためモータブレーカまたは
電磁開閉器（電磁接触器＋サーマルリレー）の過負荷保
護装置を設置してください。過負荷保護装置は機器1
台ごとに設置してください。
●過負荷保護装置の選定は、最大負荷電流の1.2倍を目
安にしてください。ただし、商品本体に過負荷保護装
置の定格表示があるものは、表示内容に従い過負荷保
護装置を設置してください。
●スイッチの容量選定は起動電流×接続台数の容量とし
てください。

また、電磁接触器を操作するスイッチ容量は、電磁接
触器の操作コイル電流以上としてください。
●「入」・「切」運転および「強」・「弱」切換運転する場合は、
コントロールスイッチ（別売 システム部材）が必要です。
結線および使用方法はコントロールスイッチに付属の
据付工事説明書を参照してください。なお、3相商品
はコントロールスイッチのみでは制御できません。必
ず3相用コントロールボックス（別売 システム部材）ま
たは電磁接触器と組み合わせて結線してください。
●単相100V商品とファンインバータ（別売 システム部材）
を組み合わせる場合は必ず「強」運転の状態で結線して
ください。
●ファンインバータ（別売品）で制御する際に、各商品ご
との周波数を上回る設定では運転しないでください。
●単相100V商品で誤結線されますと、運転はできません。
場合によってはブザーのような音がします。正しい結
線をしてください。
●単相100V商品を弱運転する場合、速結端子の「共通」
と「弱」のみに電源コードを直接接続しても運転はでき
ません。「強」と「弱」を短絡させてください。
●3相200V商品は、ダクト接続する前に必ず回転方向
を確認してください。
●3相200V商品の電源接続は、本体の結線銘板をよく
確認し、電源線をU1、V1、W1（またはU、V、W）
に正しく接続してください。接続を間違えますと逆回
転します。（風量低下の原因になります） 回転方向が逆
の場合は3本の電源のうち2本を入換えてください。

●電気工事は必ず有資格者である電気工事士が内線規
程や電気設備技術基準に従って行う

 ・接続不良や誤った電気工事は感電や火災の原因

●定格電圧・定格周波数以外では使用しない
 ・火災や感電の原因
●アースおよび漏電ブレーカを確実に設置する
 ・故障や漏電のとき感電の原因

形　　　名 ボルト・ナット
ワッシャーサイズ

BFS-15S（U）C, 30S（U）C, 40S（U）C, 50S（U）C
BFS-65S（U）C, 80S（U）C, 90S（U）C
BFS-100S（U）C, 120S（U）C, 150S（U）C
BFS-80T（U）C, 90T（U）C, 100T（U）C
BFS-120T（U）C, 150T（U）C, 180T（U）C
BFS-210T（U）C, 240T（U）A, 300T（U）A1-50
BFS-300T（U）A1-60
BFS-120SHU, 150SHU, 120THU, 150THU,
BFS-180THU, 210THU
BFS-40SSU, 50SSU, 80SSU, 100SSU
BFS-150SSU3 

BFS-15SKA, 30SKA, 40SKA, 50SKA, 
BFS-65SKA, BFS-80SKA, 100SKA,
BFS-120SKA, 150SKA, 
BFS-80TKA, 100TKA, 120TKA, 150TKA

M10

警　告

注　意
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（1）本体の据付け

●本体が水平になるように本体を吊りボルトに据付けま
す。市販のワッシャー・ナット（M10〜M12）を使用
し、締め付けます。

●天地逆据付・垂直据付は行わない
・落下によりけがの原因

（2）ダクト工事
①給気側・排気側ともダクト接続口にダクトをしっかり
差し込み、市販品のリベットまたはねじなどで固定し、
風漏れのないよう市販のアルミテープでテーピングし
てください。

②ダクトは本体に力が加わらないよう天井より吊るして
ください。

天井
点検口

点検カバー側

200mm以下

本体

排気グリル
（別売  システム部材）

角ダクト
（お客様手配）

ダクト下りこう配1／100以上（壁側へ）

本体

ウェザーカバーなど
（お客様手配）

防振吊金具
（別売  システム部材）

給気口

本体

排気口

吊りボルト
ナット

ナット

ワッシャー

ワッシャー
天吊金具

本体
ダクト

ダクト

アルミテープ
（市販品）

●ゆるみ防止のためダブルナットで確実に締め付けてください。

●据付例

3.·天吊埋込タイプ（消音形）施工上の注意

排気消音タイプの場合 
■単相100V商品 
（※図は強ノッチの場合を示す） 

〈強ノッチの場合〉 〈コントロールスイッチを使用し 
て強・弱切替運転をする場合〉 

■3相200V商品 
BFS-180THU，BFS-210THU

BFS-120THU，BFS-150THU

速結端子 
VVF 
ケーブル 

コード 
クリップ 

コードクリップ 
固定ねじ アースねじ

速結端子 

コードクリップ 
固定ねじ

コード 
クリップ 

VVF 
ケーブル 

アースねじ

速結端子 

コードクリップ 
固定ねじ

コード 
クリップ 

VVF 
ケーブル 

アースねじ

速結端子 

コードクリップ 
固定ねじ 

コード 
クリップ 

VVF 
ケーブル 

アースねじ

BFS-450〜1000タイプの場合

お願い

注　意

（4）電気工事（端子台結線方法）
●電気工事は、据付工事説明書を参照して、工事を行ってください。
①端子カバー固定ねじ2本をはずし、端子カバーをはずします。
②結線図を参照して結線を行います。
　先端を15mm皮むきしたVVFケーブル単線φ1.6またはφ2.0
を間違えないように確実に端子台の奥まで差し込みます。 
より線を結線する場合は、棒状圧着端子（市販品）をよ
り線に取付けてから端子台に差し込んでください。
●端子台は機種により形状が異なります。
③D種接地工事（アース）を行います。
④結線が完了したら、正常に運転することを確認し、端
子カバーを元通り取付けます。

端子カバー

端子カバー固定ねじ 本体

芯線 15mm

■単相100V商品 ■3相200V商品

BFS-180T（U）C,210T（U）C
BFS-240T（U）A,300T（U）A1-50
 300T（U）A1-60アース

　ねじ

アース
　ねじ

アース
　ねじ

BFS-80T（U）C,90T（U）C
BFS-100T（U）C,120T（U）C
BFS-150T（U）C
BFS-80TKA,100TKA
BFS-120TKA,150TKA

標準形 ・ 消音形 ・ 高静圧形 ・ 給気タイプの場合

（※図は強ノッチ
   の場合を示す）

（※図は強ノッチの場合を示す）
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●モータの過負荷保護のためモータブレーカまたは電磁開閉器
（電磁接触器＋サーマルリレー）の過負荷保護装置を設置してく
ださい。過負荷保護装置は機器1台ごとに設置してください。
●商品本体に過負荷保護装置の定格表示があるものは、
表示内容に従い過負荷保護装置を設置してください。
●スイッチの容量選定は起動電流×接続台数の容量としてください。 
また、電磁接触器を操作するスイッチ容量は電磁接触
器の操作コイル電流以上としてください。
●「入」・「切」運転する場合は、コントロールスイッチ（別
売 システム部材）が必要です。  
結線および使用方法はコントロールスイッチに付属の
据付工事説明書を参照してください。なお、3相商品
はコントロールスイッチのみでは制御できません。必
ず3相用コントロールボックス（別売 システム部材）ま
たは電磁接触器と組み合わせて結線してください。
●3相200V商品は、ダクト接続する前に必ず回転方向
を確認してください。
●3相200V商品の電源接続は、本体の結線銘板をよく確認し、電源線
をU1、V1、W1（またはU、V、W）に正しく接続してください。接
続を間違えますと逆回転します。（風量低下の原因になります） 
回転方向が逆の場合は3本の電源のうち2本を入換えてください。
●ファンインバータ（別売品）で制御する際に、各商品ご
との周波数を上回る設定では運転しないでください。

（3）電気工事前の準備

（4）結線をします
①端子カバー固定ねじ2本（BFS-800TU, 1000TUは4
本）をはずし、端子カバーをはずします。

②結線図を参照して結線を行います。   
〈BFS-450・550タイプの場合〉
先端を15mm皮むきしたVVFケーブル単線φ1.6または、 
φ2.0を間違えないように確実に端子台の奥まで差し込みます。 
より線を結線する場合は、棒状圧着端子（市販品）をよ
り線に取付けてから端子台に差し込んでください。 
〈BFS-800TU・1000TUの場合〉   
電源線（φ1.6、φ2のVVFケーブル）を端子台に確実
にねじで固定します。

③D種接地工事（アース）を行います。
④結線が完了しましたら、正常に運転することを確認し、
端子カバーを元通り取付けます。

芯線

15mm

端子カバー端子カバー
固定ねじ

速結端子

アースねじ
電源線

本体

端子カバー端子カバー
固定ねじ

本体 端子台

電源線

アースねじ

●電気工事は必ず有資格者である電気工事士が内線規
程や電気設備技術基準に従って行う
・接続不良や誤った電気工事は感電や火災の原因

●定格電圧・定格周波数以外では使用しない
・火災や感電の原因
●アースおよび漏電ブレーカを確実に設置する
・故障や漏電のとき感電の原因

お願い

注　意

警　告

4.·厨房用施工上の注意
（1）据付け前の準備

●商品を包装箱より取り出して置く場合、下図のようにド
レン抜きに商品質量がかからないようにしてください。

※商品を反対にして、床などの上に置く。

●商品を吊った後にドレン皿を据付けてください。
［BFS-450TX、550TX1の場合］   
（ドレン抜きが点検カバー側になるように据付けてくだ
さい）

商品

ドレン抜き

ねじ 本体

ドレン皿ドレン抜き

点検
カバー

●商品本体と点検口の間には200mm以下の点検スペー
スを必ず設けてください。   
（点検スペースがないと羽根モータを取り出すことがで
きません）

お願い

〈BFS-450・550タイプの場合〉

〈BFS-800TU・1000TUの場合〉
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（2）商品の据付け

①据付工事説明書の外形寸法図を参照し、強固な据付場
所に市販の吊りボルトを埋め込みます。

②商品が水平（1°以内）になるように商品を吊りボルトに据
付けます。吊りボルトに合う寸法の市販のワッシャー・ナッ
ト（M10〜M12）を使用し締め付けます。
●商品表面に結露のおそれがある場合は、断熱処理を行っ
てください。

天井

点検口
（□450mm以上）

点検カバー側

防振吊金具（別売 システム部材）

吊りボルト
商品

点検口
（□450mm以上）

ドレン配管

ダクト下りこう配1/100以上

ダクト
下りこう配
1/100以上

グリスフィルター
（市販品）

天井

本体

天井

ドレン配管

グリスフィルター
（市販品）

ダクト

天井
点検口
（□450mm以上）

点検カバー側

200mm以下

200mm以下

本体

（3）ダクト工事
●給気口側・排気口側ともダクト接続フランジにダクトをしっか
り差し込み、市販品のリベットまたはねじなどで固定し、風漏
れのないよう市販のアルミテープでテーピングしてください。
●ダクトは商品に力が加わらないよう天井より吊るしてください。 
また、本体に穴をあけてダクト接続をしないでください。本体内
部の電装部を破損し、漏電・火災・感電のおそれがあります。
●結露のおそれのある場合は断熱処理を行ってください。

給気口 排気口

防振吊金具
（別売 システム部材）

防振吊金具
（別売 システム部材）

吊りボルト
ナット

ナット

ワッシャー

ワッシャー
天吊金具

本体
給気口 排気口 吊りボルト

ナット

ナット

ワッシャー

天吊金具

※ゆるみ防止のため、ダブルナットで確実に締め付けてください。

アルミテープ
（市販品）

商品

ダクト

ダクト接続
フランジ

（4）ドレン抜き工事
●油煙の多い場所の換気を行う場合には、必ずドレン抜
き工事を行ってください。
●商品下面にあるドレン抜きのキャップをはずしてください。
●ドレン抜きのねじは呼び径13用です。
●市販の配管部材にて接続してください。（必ず金属パイ
プを使用してください）
●ドレン抜きへの配管部材の締付トルクは30N・m以下で
行ってください。（ドレン皿が変形するおそれがあります）

ドレン配管

商品

フレキシブル
パイプ
（市販品）

●ドレン配管から水が漏れないように工事を行ってください。
●ドレン抜きとの接続はねじ部に市販のシールテープを
巻き付けてから接続してください。
●パイプの端は、必ず処理可能なところまで導き、ドレ
ン処理を確実に行ってください。
●配管処理は、こう配をつけ、水および油が溜まらない
ように行ってください。
●ドレン配管に結露や凍結のおそれのある場合は、必ず
断熱処理を実施してください。

●据付例

●メンテナンススペースは、ドレン皿をはずすことを考
慮して1200mm×2200mm以上設けてください。
［BFS-450TX、550TX1の場合］

天井点検口

メンテナンススペース
1200mm

点検カバー側

□450mm以上
200mm以下

本体

お願い
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消音形の場合

（2）商品の据付け
●据付例

天井
点検口（□450mm以上）

点検カバー側

防振吊金具
（別売 システム部材）

吊りボルト

200mm以下

呼び径13用塩ビパイプ（市販品）
ダクト下りこう配1／100以上（壁側へ）

呼び径13用塩ビパイプ継手（市販品）

防振吊金具
（別売  システム部材）

耐湿形
給排気グリル
（別売  システム部材）

深形フードなど
（別売  システム部材）

本体

5.·耐湿タイプ施工上の注意

（1）据付け前の準備
●商品を包装箱より取り出して置く場合、下図のように
ドレン抜きに商品質量がかからないようにしてくださ
い。

※商品を反対にして、床などの上に置いてください。

商品

ドレン抜き

①据付工事説明書の外形寸法図を参照し、強固な据付場
所に市販の吊りボルトを埋め込みます。

〈ドレン配管方向を変更する場合〉

①設置条件によりドレン配管方向を変えたい場合は、ド
レン皿と商品を固定する金具（ドレン皿固定金具）の固
定ねじ8本（ドレン皿側）をはずします。

②はずしたドレン皿を180度回します。

③必ずはずしたねじにて確実に締め付けて商品にドレン
皿を固定します。
●ねじが確実に締め付けられていない場合は水漏れの原
因となります。

※BFS-450TX，550TX1は構造の違いにより配管方向は変更
できません。

ドレン皿

ドレン抜き

給気側

排気側

商品

ドレン皿

ドレン皿
固定金具

ねじ

排気側据付

給気側据付

●ドレン皿固定金具の商品側のねじは、はずさないようにして
ください。ドレン皿固定金具でけがをするおそれがあります。
●一般のねじは使用しないでください。腐食によりドレ
ン皿の落下のおそれがあります。

（5）電気工事

●定格電圧・定格周波数以外では使用しない

・火災や感電の原因
●アースおよび漏電ブレーカを確実に設置する

・故障や漏電のとき感電の原因

お願い

警　告

●電気工事は必ず有資格者である電気工事士が内線規
程や電気設備技術基準に従って行う。絶対に「手より
接続」はしない。また、電源電線の結線部分はJIS·
C·8340の「電線管用金属製ボックス及びボックスカ
バー」内にて行う

・接続不良や誤った電気工事は感電や火災の原因

注　意
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お願い

②商品が水平（1°以内）になるように商品を吊りボルトに
取付けます。吊りボルトに合う寸法の市販のワッ
シャー・ナット（M10）を使用し締め付けます。
●商品表面に結露のおそれがある場合は、断熱処理を行っ
てください。

アルミテープ
（市販品）

商品

ダクト

ダクト接続
フランジ

（3）ダクト工事
●給気口側・排気口側ともダクト接続フランジにダクト
をしっかり差し込み、市販品のリベットまたはねじな
どで固定し、風漏れのないよう市販のアルミテープで
テーピングしてください。
●ダクトは商品に力が加わらないよう天井より吊るしてください。
また、本体に穴をあけてダクト接続をしないでください。本体内
部の電装部を破損し、漏電・火災・感電のおそれがあります。
●結露のおそれのある場合は断熱処理を行ってください。

■塩ビパイプの場合

■金属パイプの場合 ■ホースの場合

ドレン配管商品

フレキシブル
パイプ
（市販品）

ホースニップル
（市販品）

CPソケット
（市販品）

ホース（市販品）

キャップ

ドレン抜き

シールテープ
（市販品） 呼び径13用

（市販品）

●ドレン配管から水が漏れないように工事を行ってください。
●ドレン抜きとの接続はねじ部に市販のシールテープを
巻き付けてから接続してください。
●パイプの端は、必ず処理可能なところまで導きドレン
処理を確実に行ってください。
●配管処理はこう配をつけ、水がたまらないように行っ
てください。
●ドレン配管に結露や凍結のおそれのある場合は、必ず
断熱処理を実施してください。

（4）ドレン抜き工事
●浴室など湿度の高い場所の換気を行う場合は、必ずド
レン抜き工事を行ってください。
●商品下面にあるドレン抜きのキャップをはずしてください。
●ドレン抜きのねじは呼び径13用です。
●市販の配管部材にて接続してください。
●ホース（市販品）を取付けの際、ホースバンドにて必ず
固定してください。
●ドレン抜きへの配管部材の締付トルクは30N・m以下で
行ってください。（ドレン皿が変形するおそれがあります）

ドレン皿

ドレン抜き

給気側

排気側

商品

ドレン皿

ドレン皿
固定金具

ねじ

排気側据付

給気側据付

〈ドレン配管方向を変更する場合〉
①設置条件によりドレン配管方向を変えたい場合は、ド
レン皿と商品を固定する金具（ドレン皿固定金具）の固
定ねじ8本（ドレン皿側）をはずします。

②はずしたドレン皿を180度回します。
③必ずはずしたねじにて確実に締め付けて商品にドレン
皿を固定します。
●ねじが確実に締め付けられていない場合は水漏れの原
因となります。

●ドレン皿固定金具の商品側のねじは、はずさないようにして
ください。ドレン皿固定金具でけがをするおそれがあります。
●一般のねじは使用しないでください。腐食によりドレ
ン皿の落下のおそれがあります。

給気口 排気口

防振吊金具
（別売 システム部材）

吊りボルト
ナット

ナット

ワッシャー

ワッシャー
天吊金具

（5）電気工事

●定格電圧・定格周波数以外では使用しない

・火災や感電の原因
●アースおよび漏電ブレーカを確実に設置する

・故障や漏電のとき感電の原因

お願い

警　告
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6.·同時給排気タイプ施工上の注意
（1）据付例

（2）据付方法
●天吊金具は工場出荷時、本体にたたんだ状態で固定さ
れています。機種により、据付け方が異なりますので
ご注意ください。

給気グリル
（フィルター組み込み）

深形フード
（別売 システム部材）

給気

排気

□450mm
点検口

排気グリル

200

250mm
～

●本体の据付け方は、天吊埋込タイプと同一です。

本体

天吊金具 止めねじ

〈BFS-30タイプ〉〈BFS-50タイプ〉〈BFS-80タイプ〉

固定ねじ

（4）ダクト工事
●天吊埋込タイプと同様ですが、給気側のダクト接続口
およびダクトは、結露防止のため必ず断熱処理を行っ
てください。

15mm

芯線
本体

端子カバー
固定ねじ 端子カバー 端子台

本体 ダクト

排気

給気

断熱材
アルミテープ（市販品）

フィルター
（別売  システム部材）

給気グリル
（別売  システム部材）

ダクト下りこう配1／30以上（壁側へ）
外壁から本体までのダクト長さ1m以上

フレキサイレンサー
（別売  システム部材）

深形フードなど
（別売  システム部材）

本　体

防振吊金具
（別売  システム部材）

（3）電気工事

●端子カバー固定ねじ2本をはずし、端子カバーをはずします。
●結線図を参照して結線を行います。   
先端を15mm皮むきしたVVFケーブル単線φ1.6また
は、φ2.0を間違えないように確実に端子台の奥まで差
し込みます。   
より線を結線する場合は、棒状圧着端子（市販品）をよ
り線に取付けてから端子台に差し込んでください。
●D種接地工事（アース）を行います。
●結線が完了したら、正常に運転することを確認し、端
子カバーを元通り取付けます。

●定格電圧・定格周波数以外では使用しない

・火災や感電の原因
●アースおよび漏電ブレーカを確実に設置する

・故障や漏電のとき感電の原因

警　告●電気工事は必ず有資格者である電気工事士が内線規
程や電気設備技術基準に従って行う。絶対に「手より
接続」はしない。また、電源電線の結線部分はJIS·
C·8340の「電線管用金属製ボックス及びボックスカ
バー」内にて行う

・接続不良や誤った電気工事は感電や火災の原因

注　意

●電気工事は必ず有資格者である電気工事士が内線規
程や電気設備技術基準に従って行う。絶対に「手より
接続」はしない。また、電源電線の結線部分はJIS·
C·8340の「電線管用金属製ボックス及びボックスカ
バー」内にて行う

・接続不良や誤った電気工事は感電や火災の原因

注　意
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（1）据付例
〈標準形の場合〉

丸形フード （別売 システム部材） 
※JFU-100～250S3・ 100～550T3は除く 

防振吊金具 
（別売 システム部材）

フレキサイレンサ 
（別売システム部材） 

排気グリル 
（別売 システム部材） 

キャンバスダクト 
（お客さま手配）

スイッチ 
（別売品） 

ダクト下りこう配 
1/100以上（壁側へ） 

 

丸形フード 
（別売 システム部材）
※JF-100～250S3・
 100～550T3は除く 

防振吊金具 
（別売 システム部材）  
フレキサイレンサ 
（別売 システム部材）  

排気グリル 
（別売 システム部材）  

キャンバスダクト
（お客さま手配）  

スイッチ 
（別売品） 

ダクト下りこう配 
1/100以上（壁側へ） 

〈消音形の場合〉

5.·斜流ダクトファン施工上の注意
（2）据付方法
①アンカーボルトを埋め込みます。
●据付工事説明書に記載されている外形寸法図を参照し、
本体取付用アンカーボルトを天井などの据付位置に埋
め込みます。

●天地逆据付けができます。
●垂直据付けはできません。
●天井埋込据付けの場合、羽根・モータ等の交換作業の際、
商品を天井より下ろす必要がありますので、商品サイ
ズに合った点検口を設けてください。

②本体をアンカーボルトに吊るします。
●市販のナット・ワッシャーで固定します。
アンカーボルト
（市販品）

防振吊金具
（別売 システム部材）

吊りボルト
（市販品）

銘板

風方向

吊りボルト
ナット

ナット

天吊り金具
ワッシャー

ワッシャー

※風方向は銘板に記載されてい
ます。
※形状は機種により異なります。

形　　　名 ボルト・ナット・ワッシャー

JE-15S3 M8

JE-15S3を除く機種 M10

お願い
●ゆるみ防止のためダブルナットで確実に締め付けてく
ださい。
●本体を据付ける場合、銘板に風方向が表示してありま
すので給気側と排気側を間違えないように据付けてく
ださい。
●振動防止のため、防振吊金具（別売 システム部材）をご使
用ください。
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30mm
ダクト接続口

※リベット打ちは、ダクト接続口端面
から30mmの範囲内で行ってくださ
い。リベット先端と商品内部の羽
根が干渉するおそれがあります。

（4）ダクト工事
●ダクトをダクト接続口にしっかり差し込みリベットな
どで固定し、風漏れのないようテーピングします。
●ダクトは本体に力が加わらないよう天井より吊るします。
●振動および芯ずれ防止のため、キャンバスダクトを使
用します。

●定格電圧・定格周波数以外では使用しない

・火災や感電の原因
●アースおよび漏電ブレーカを確実に設置する

・故障や漏電のとき感電の原因

警　告

ドレンキャップ ドレンキャップ 

〈JE-15S3〉 〈JE-15S3を除く標準形〉

●本体から出ている電源コードと電源線を接続します。
単相100Vの商品と3相200Vの商品がありますので
間違いがないか確認して接続します。
●3相200V商品は、ダクト接続する前に必ず回転方向
を確認してください。
●3相200V商品の電源接続は、本体の結線銘板をよく
確認し、電源線をU、V、Wに正しく接続してください。
接続を間違えますと逆回転します。（風量低下の原因に
なります）   
回転方向が逆の場合は3本の電源のうち2本を入換えて
ください。
●電気工事士によるD種接地工事を行います。

〈ドレンキャップについて（標準形のみ）〉
●本商品は耐湿形ではありませんので、耐湿用途・結露
環境でのご使用はできません。万一本体内部に結露が
発生するおそれのある場所でお使いの場合は、定期的
に専門の工事店へドレン抜き作業を依頼してください。
ドレン排水後は、必ずドレンキャップを付けてください。

●電気工事は必ず有資格者である電気工事士が内線規
程や電気設備技術基準に従って行う。絶対に「手より
接続」はしない。また、電源電線の結線部分はJIS·
C·8340の「電線管用金属製ボックス及びボックスカ
バー」内にて行う

・接続不良や誤った電気工事は感電や火災の原因

注　意

（3）電気工事
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お願い

1.ミニタイプ施工上の注意
（1）設置例
〈天吊据付例〉

吹出側ダクト

吸込側ダクト

スプリング式防振吊金具
（別売 システム部材）
※BE-10S3, BF-12S3～16S3は除く

吊りボルト

〈床面据付例〉

〈水平据付例〉

吹出側ダクト
（市販品） 吸込側ダクト

（市販品）

平ワッシャー・ナット
（市販品）

埋込ボルト
（市販品）

ボルト・ナット・平ワッシャー
（市販品）

取付台
（お客さま手配）

支え金具
（お客さま手配）

吸込側ダクト

吊りボルト 吹出側ダクト

●強固な場所に確実に据付けてください。
●BF-19〜28タイプは、羽根上側のモータ軸垂直据付
けはできません。

（2）据付方法
①アンカーボルトを埋め込みます。
●据付工事説明書に記載されている外形寸法図および設
置例を参照し、本体取付用アンカーボルトを天井など
の据付位置に埋め込みます。

②ダクトを接続します。
〈吹出口を丸ダクトと接続する場合〉
●別売 システム部材の丸形フランジとダクトを接続して
リベットで固定し、風漏れのないようにテーピングし
ます。
●丸形フランジと本体の間に付属されている丸形フラン
ジ取付板をはさみ込むようにして、丸形フランジに付
属のねじで、本体に締め付け固定します。
●丸形フランジ取付板には方向性がありますので、図の
向きになるように据付けてください。

本体

テーピングする

丸形フランジ取付板

丸形フランジ
（別売 システム部材）

丸形フランジ
（別売 システム部材）

パッキン
ねじ

ねじ

吹出側
丸ダクト

本体

パッキン
  パッキンが貼られている面を
  本体に向ける丸形フランジ取付板

丸形フランジ

吸込側
丸ダクト

ナット
ワッシャー
商品本体
ナット
吊りボルト

※

※寸法は、ナットよりねじ部が２山～３山程
　出るようにしてください。

テーピングする

角形フランジ
（別売 システム部材）

吹出側ダクト
（角ダクト）

吸込側ダクト

ねじ（付属部品）

〈吹出口を角ダクトと接続する場合〉
●別売 システム部材の角形フランジと角ダクトを接続して
リベットで固定し、風漏れのないようにテーピングします。
●本体に付属しているねじで角形フランジを本体の吹出
口に締め付け固定する。

●丸形・角形フランジを本体に締め付けた後、風漏れの
ないようシーラントなどでシールしてください。

6.·片吸込形シロッコファン施工上の注意

タイプ 機　　種　　名 ボルト・ナット・
平ワッシャー

ミ
ニ
タ
イ
プ

BE-10S3・BF-12S3,14S3,16S3 M5

BF-17S3,17T3,19S3,19T3 M6

BF-21S3,21T3 M8

BF-23S3,23T3,25T3,28T3 M10
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お願い

2.屋外設置可能タイプ施工上の注意
（1）据付例
〈天吊据付の場合（屋内設置）〉

（2）据付方法
〈天吊据付の場合（屋内設置）〉
①据付工事説明書の外形寸法図を参照し強固な据付場所
に市販の吊りボルトを埋め込みます。（据付例参照）

②商品が水平になるように商品を吊りボルトに据付け、
市販のワッシャー・ナットにて締め付けます。
●ボルト･ナット･ワッシャーサイズ…M12

　　※吊りボルト等はお客様手配になります。

〈床面据付の場合（屋内設置）〉
①次ページの表の寸法を参照し強固な基礎または据付台
に商品を固定する市販のボルトを施工します。
●ボルト･ナット･ワッシャーサイズ…M12

　　※据付台・埋込ボルト等はお客様手配になります。

②商品を据付け、市販のワッシャー・ナットにて締め付けます。

〈床面据付の場合（屋外設置）〉
①屋外設置用カバーの天板の取付け
●次ページの図を参照し、角フランジを固定しているね
じ（3本）をはずします。
●送風機を据付ける前に、次ページの図を参照し天板を
送風機に取付けます。
●はずした角フランジを固定するねじ（3本）で天板と角
フランジを本体に共締めします。
●付属のボルト、ナット、ワッシャーで天板を固定します。

〈床面据付の場合（屋内設置）〉

〈床面据付の場合（屋外設置）〉

●強固な場所に確実に据付けてください。
●モータ軸垂直据付けはできません。

①本体から出ている電源コードと電源線を接続します。
●商品には単相100Vと3相200Vがありますので、間
違いないか確認して接続してください。

②D種接地工事（アース）を行います。

●屋外へ設置する際は屋外設置用カバー（別売）が必要です。

（3）電気工事

●定格電圧・定格周波数以外では使用しない

・火災や感電の原因
●アースおよび漏電ブレーカを確実に設置する

・故障や漏電のとき感電の原因

警　告

ダクト ダクト 

 

吊りボルト 

吐出側 

吸込側 

スプリング式防振吊金具
（別売 システム部材）

埋込ボルト ボルト 

ナット 

吐出側 

据付台 

吸込側 

ダクト 
ダクト 

埋込ボルト 

吐出側 

据付台 

吸込側 

ダクト ダクト 

送風機形名 適用屋外設置用カバー形名

BG-30TR PS-30CVR

BG-38TR PS-38CVR

BG-45TR PS-45CVR

●屋外設置の場合は、下記以外の据付姿勢では設置でき
ません。

 
吸込側 

吐出側 

吸込側 

吐出側 吐出側 

吸込側 

〈左方向吐出〉 〈上方向吐出〉 〈右方向吐出〉

〈据付姿勢〉

●電気工事は必ず有資格者である電気工事士が内線規
程や電気設備技術基準に従って行う。絶対に「手より
接続」はしない。また、電源電線の結線部分はJIS·
C·8340の「電線管用金属製ボックス及びボックスカ
バー」内にて行う

・接続不良や誤った電気工事は感電や火災の原因

注　意
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ねじ 

ねじ

ボルト 天板

ワッシャー 

ワッシャー 

ナット 

ねじ

ボルト 

ねじ

ワッシャー 
ワッシャー 

ナット 
天板

ねじ

ボルト 

ねじ

ワッシャー 

ワッシャー 

ナット 

天板

左方向吹出の場合

上方向吹出の場合

右方向吹出の場合

②送風機の据付け
●下図の寸法を参照し強固な基礎または据付台に送風機
を固定する市販のボルトを施工します。  

ボルト・ナット・ワッシャーサイズ…M12
　　※据付台・埋込ボルト等はお客さま手配になります。

●送風機のねじ（16 本）をはずします。
●送風機の電源コードと送風機に接続するアース線を
モータカバーの電源線貫通穴に通します。
●はずしたねじ（16 本）を用いて、必ず傾斜のある面が
上側となるようにモータカバーを送風機に取付けます。

③屋外設置用カバーのモータカバーの取付け

●送風機を据付け、市販のワッシャー・ナットにて締め
付けます。     
上方向吐出の場合は据付面と送風機の間に付属部品の
ワッシャー（4 個）を挿入します。

ねじ（16本）

モータカバー

 
電源コード 

アース線 

電源線貫通穴 

送風機形名 A B·

BG-30TR 450 340 

BG-38TR 580 446 

BG-45TR 700 505

単位（mm）

B

A

埋込ボルト 

吐出側 

据付台 

吸込側 

ダクト ダクト ボルト 
ナット 
ワッシャー 

送風機 

据付台 

埋込ボルト 

吐出側 

据付台 

吸込側 

ダクト 

ダクト 
ボルト 
ナット 
ワッシャー 

ワッシャー 
（付属部品）

送風機 
天板 

据付台 

左方向吐出・右方向吐出の場合

上方向吐出の場合
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●定格電圧・定格周波数以外では使用しない

・火災・感電の原因
●アースを確実に取付ける

・故障や漏電のときに感電の原因

警　告

お願い

V1（V）
U1（U）

W1（W）
シロ
アカ

クロ

U2（X）
W2（Z）

V2（Y）
シロ
アカ

クロ

コード スターデルタ始動器
三菱形名EYD-N20
（お客様手配）

コード

モータ

M

●BG-45TRの機種は、起動電流が大きいため、スター
デルタ始動方式の使用をおすすめします。

・供給電源設備の裕度が少ない場合、他の設備に及
ぼす影響を抑える方法としても有効です。

●モータが休止中も常時電圧が印加され、塵埃、高
湿度の環境に設置されている場合絶縁を劣化させ
焼損することもありますので、次の点に注意して
ください。

・スターデルタ始動器の選定は、一次側電磁開閉器
付きのものを選定し、モータ停止中のモータ巻線
への電圧印加を防止してください。

・一次側電磁開閉器を使用しない場合、モータ停止
時には、必ず電源側開閉器を開路にしてください。

・スター結線の状態で連結運転しないでください。

・スターデルタ始動方式を使用しない場合、 
U1（U）-W2（Z），V1（V）-U2（X），W1（W）-V2（Y） 
とつなぎ電源へ接続してください。

BG-45TRの結線について

（3）電気工事 （4）ダクト工事

①本体から出ている電源コードと電源線を接続します。

②D種接地工事（アース）を行います。
●屋外設置の場合は送風機の電源コードと電源線との接
続部の防水処理を確実に実施します。

角形フランジと角ダクトを接続してリベットで固定し、
風漏れのないようシール材を塗布し、市販のシールテー
プでテーピングします。屋外に設置する際は屋外用のテー
プを使用してください。

本体 
吸込側ダクト 
（角ダクト）  

吐出側ダクト 
（角ダクト）

 

テーピング 

お願い
●送風機内部は屋外仕様ではありませんので、送風機吐
出口およびダクト接続口から送風機内部に雨水が浸入
しないように施工してください。

●電気工事は必ず有資格者である電気工事士が内線規
程や電気設備技術基準に従って行う。絶対に「手より
接続」はしない。また、電源電線の結線部分はJIS·
C·8340の「電線管用金属製ボックス及びボックスカ
バー」内にて行う

・接続不良や誤った電気工事は感電や火災の原因

注　意
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形　　名 強または弱の単独運転 コントロールスイッチによる強弱切り替え運転

24
時
間
換
気
機
能
付

BFS-20SL
BFS-40SL
BFS-60SL

●アース端子、アース線のある機種は必ずD種設置工事を実施してください。
●電気工事は必ず有資格者である電気工事士が内線規程や電気設備基準に従って行ってください。
●火災や漏電のおそれがありますので絶対に「手より接続」はしないでください。
●結線図に基づき、太線部分を結線します。
●配線太さは下表によります。（単線径mm）より線を使用する場合は棒状圧着端子をより線に取付けてください。

※（　 ）値はより線

●3相の場合、モータリード線の色調に関係なく、端子台の記号により結線します。
●電磁接触器の容量は、個々のストレートシロッコファンの起動電流以上で選定します。
●単相機種を誤結線したまま放置した場合、電波障害を起す場合がありますので注意が必要です。

強

弱

共通

3

2

1

Ｍ

速結端子

〈強運転〉 〈弱運転〉

2

4
6

8

7

アカ

シロ
シロ

クロ

アカ

アオ

ク
ロモ
モ

リレー

強

弱

共通

3

2

1
速結端子

2

4
6

8

7アカ

クロ

シロ
シロ シロ

アカ
アカ

クロ

（起動用）

抵抗内蔵コンデンサ

アオ アオ

リレー

電　源
単相100V
50/60Hz

電　源
単相100V
50/60Hz

共通
1

弱
2

強
3

共通
1

弱
2

強
3

Ｍ

〈BFS-20SL〉

〈BFS-40SL,60SL〉

〈コントロールスイッチとの組み合わせ例〉

〈電磁接触器使用例〉

強

弱

共通

3

2

1
速結端子

強

弱

共通

3

2

1
速結端子

商品本体
（1台目）

商品本体
（2台目）

コントロールスイッチ
FS-04SWA

（別売 システム部材）

電磁接触器
三菱形名

S-T形またはMS-T形
（お客様手配）

〈電磁接触器使用例〉

強

弱

共通

3

2

1
速結端子

強

弱

共通

3

2

1
速結端子

商品本体
（1台目）

商品本体
（2台目）

共通電源

電源

弱
強

電源
単相100V
50/60Hz

システム部材
コントロールスイッチ
（FS-04SW）

電磁接触器
（市販品）

1

4

23

３

１

２
2

3

5 PL
1

強

弱

共通

速結端子

コントロールスイッチ
PS-04SWL2

（別売システム部材）

電源
単相100V
50/60Hz

商品本体

　　　商品本体2台目
2台目以降は1台目の本体から
電源供給されます。

電源
単相100V
50／60Hz

1

P・L

4

23

電源

結線3
1.·ストレートシロッコファン

モータ出力 0.75kW以下 0.75kW〜2.2kW 3.7kW 5.5kW 7.5kW

配　　線 φ1.6（0.75mm2） φ1.6（1.25mm2） φ2 φ2.6 φ3.2

アース線 φ1.6（1.25mm2） φ1.6（1.25mm2） φ2 φ2.6 φ3.2
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形　　名 強または弱の単独運転 コントロールスイッチによる強弱切り替え運転

天
吊
埋
込
タ
イ
プ
・
給
気
タ
イ
プ
・
同
時
給
排
気
タ
イ
プ

天吊埋込タイプ
給気タイプ
単相100V

同時給排気タイプ
単相100V

強

弱

共通

3

2

1

Ｍ

速結端子
商品本体

〈強運転〉 〈弱運転〉

2

4
6

8

7

アカ
アカ

クロ

シロ
シロ

アオ

ク
ロモ
モ

リレー

電　源
単相100V
50/60Hz

電　源
単相100V
50/60Hz

共通
1

弱
2

強
3

共通
1

弱
2

強
3

モ
モ

ク
ロ

Ｍ
給気側

6
1

3

8

7

リレー

モ
モ

ク
ロ

アオ

シロ

アカ

シロ

クロ

アカ

速結端子

Ｍ

1

2

3

共通

弱

強

2

4

シロ

アオ

アカ

排気側

商品本体

〈強運転〉 〈弱運転〉

電　源
単相100V
50/60Hz

電　源
単相100V
50/60Hz

共通
1

弱
2

強
3

共通
1

弱
2

強
3

強

弱

共通

3

2

1
速結端子

商品本体
（1台目）

〈コントロールスイッチとの組み合わせ例〉

〈電磁接触器使用例〉

強

弱

共通

3

2

1
速結端子

強

弱

共通

3

2

1
速結端子

商品本体
（1台目）

商品本体
（2台目）

コントロールスイッチ
FS-04SWA

（別売 システム部材）

電磁接触器
三菱形名

S-T形またはMS-T形
（お客様手配）

コントロールスイッチ
FS-04SWA

（別売 システム部材）

電源
単相100V
50／60Hz

1

P・L

4

23

電源

電源
単相100V
50／60Hz

1

P・L

4

23

電源
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形　　名 強または弱の単独運転 コントロールスイッチによる運転方法

天·

吊·

埋·

込·

タ·

イ·

プ

BFS-80T（U）C
BFS-90T（U）C
BFS-100T（U）C
BFS-120T（U）C
BFS-150T（U）C
BFS-120THU
BFS-150THU
3相200V

電　源
3相 200V
50/60Hz

U1（U） ア
カ
シ
ロ
ク
ロV1（V）W1（W） U2（X）V2（Y）W2（Z）

電　源
3相 200V
50/60Hz

U1（U）V1（V）W1（W） U2（X）V2（Y）W2（Z）

〈強運転〉 〈弱運転〉

※U1（U）-W2（Z）,V1（V）-U2（X）,W1（W）-V2（Y）
間のリードのU1（U）,V1（V）,W1（W）側をはず
しU2（X）,V2（Y）,W2（Z）を短絡させます。
そのあと、U1（U）,V1（V）,W1（W）
に電源線を接続してください。

※U1（U）,V1（V）,W1
（W）に電源線を接
続してください。

〈3相用コントロールボックス（FS-10SW1）との組み合わせ〉

アース

ＳＲＥ Ｔ

FS-10SW1
FS-03SWA

換気送風機（２台目）

Ｗ1（W）
Ｖ1（V）

V2（Y）
W2（Z）

Ｗ2
（Z）

Ｖ2
（Y）

Ｕ2
（X）

Ｗ1
（W）

Ｖ1
（V）

Ｕ1
（U）

2
3
4

電源 3相200V
50Hz/60Hz

換
気
送
風
機

Ｕ1（U）

U2（X）

Ｗ1（W）
Ｖ1（V）

V2（Y）
W2（Z）

Ｕ1（U）

U2（X）

1
1

P・L

34

2

BFS-180T（U）C
BFS-210T（U）C
BFS-240TUA
BFS-300T（U）A1-50
BFS-300T（U）A1-60
BFS-180THU
BFS-210THU
3相200V

電　源
3相 200V
50/60Hz W

U

クロ

M
シロ

アカ

コード

※強弱切り替え機能なし

V

BFS-450TUA
BFS-550TUA1-50
BFS-550TUA1-60
3相200V

Ｕ

Ｖ

Ｗ

Ｍ

Ｍ

Ｌ

Ｒ

アカ

シロ

クロ
電　源

（３相200V）

アカ

シロ

クロ

※強弱切り替え機能なし

電源
3相200V
50/60Hz

W V U
（1台目）
ストレート
シロッコファン

W V U
（2台目）
ストレート
シロッコファン

電磁接触器
（お客様手配）
三菱形名
S-T形または
MS-T形

FS-07SWA
2

P・L
13

天
吊
埋
込
タ
イ
プ

Ｕ

Ｖ

Ｗ

Ｍ

Ｍ

アカ

シロ

クロ

電　源
３相200V
50/60Hz

BFS-800TU

アカ

シロ

クロ

Ｍ

アカ

シロ

クロ

Ｕ

Ｖ

Ｗ

Ｍ

Ｍ

アカ

シロ

クロ

電　源
３相200V
50/60Hz

BFS-1000TU

アカ

シロ

クロ

Ｍ

アカ

シロ

クロ

Ｍ

アカ

シロ

クロ
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形　　名 強または弱の単独運転 コントロールスイッチによる運転方法

耐
湿
タ
イ
プ
消
音
形

BFS-30SY1
BFS-40SY1
BFS-50SY
BFS-80SY
BFS-100SY
BFS-150SY
単相100V

ク
ロ

ア
カ

シ
ロ

コード コンデンサ

M

1電源
LED

商品本体（2台目）

コントロールスイッチ
FS-05SW2
FS-08SW2

（別売 システム部材）

電源
単相100V
50/60Hz

過負荷保護装置
（お客様手配）

M

厨

房

用

BFS-50SX
BFS-80SX
BFS-100SX
BFS-150SX
単相100V

ク
ロ

ア
カ

シ
ロ

コード コンデンサ

M

1電源
LED

商品本体（2台目）

コントロールスイッチ
FS-05SW2
FS-08SW2

（別売 システム部材）

電源
単相100V
50/60Hz

過負荷保護装置
（お客様手配）

M

BFS-150TX
BFS-210TX
BFS-300TX1
3相200V V

W

U
シロ

クロ

アカ

コード

M
3

2

アース

FS-09SW

FS-07SWA

Ｅ ＴＳＲ

4

3

2

1 Ｕ

Ｗ

Ｖ

Ｕ
換気送風機
(２台目)

ＷＶ

換
気
送
風
機Ｗ

Ｖ

Ｕ

電源　3相200V
50Hz/60Hz

P・L

1

BFS-450TX
BFS-550TX1
3相200V

Ｍ

Ｍ

Ｌ

Ｒ

アカ

シロ

クロ

U

V

W
アカ

シロ

クロ

電源
3相200V
50/60Hz

W V U
（1台目）
ストレート
シロッコファン

W V U
（2台目）
ストレート
シロッコファン

電磁接触器
（お客様手配）
三菱形名
S-T形または
MS-T形

FS-07SWA
2

P・L
13
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形　　名

斜
流
ダ
ク
ト
フ
ァ
ン(

標
準
形
・
消
音
形)

JE-15S3
単相100V

JF(U)-30S3
JF(U)-65S3
JF(U)-80S3
JF(U)-100S3

JF(U)-150S3
JF(U)-200S3
JF(U)-250S3
単相100V

3相200V

シ
ロ
ッ
コ
フ
ァ
ン

単相100V 3相200V（BG-45TRを除く） BG-45TR

ク
ロ

ア
カ

シ
ロ

ミドリ

コード
本体アース

コンデンサ

M
本体アース

ク
ロ

ア
カ

シ
ロ

コード コンデンサ

M

V
W

U
シロ
クロ

アカ

コード

M
本体アース

コンデンサ
（BF-21S3,23S3の場合、2個使用）

コード

白

黒

赤（桃）

リード線

M

黒

白

赤

コードリード線

M Ｍ

コード

コード

W2（Z）
U2（X）
V2（Y）

U1（U）
V1（V）
W1（W）

（
お
客
様
手
配
）

（　ー△始動）

始　

動　

器
赤
白
黒

赤
白
黒

2.·斜流ダクトファンおよびシロッコファン
●アース端子、アース線のある機種は必ずD種設置工事を実施してください。
●電気工事は必ず有資格者である電気工事士が内線規程や電気設備基準に従って行ってください。
●火災や漏電のおそれがありますので絶対に「手より接続」はしないでください。
●結線図に基づき、確実に配線工事をします。
●配線太さは106ページのストレートシロッコファンの項を参照ください。

※リード線はBF-17T3、BF-19T3、BF-21T3のみ。 
その他の3相品には、リード線はありません。
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お願い

端子カバー
端子台

モータ

端子カバー
固定ねじ

点検カバー
固定ねじ

ファンモータ
固定ねじ

モータ取付台

本体

羽根

点検カバー

1.·24時間換気機能付、天吊埋込タイプ（標準形・消音形・高静圧形・給気タイプ・排気消音タイプ）
（1）24時間換気機能付
①端子カバーをはずし、速結端子の結線をはずす。
●速結端子の白い部分をマイナスドライバーで押しながら電源線を引き抜く。
（むりやり引き抜くと速結端子が破損するおそれがあります）
●アース端子のアース線もはずします。
②点検カバー固定ねじをはずし、点検カバーをはずして、端子台を引掛部からはずす。
●BFS-40SL,60SLは、さらに端子台奥の商品内部に起動用コンデンサ、抵抗内蔵コン   
デンサがついています。（下図参照）
交換する場合は、固定ねじをはずし、コンデンサ取付板を引き出してください。

③モータ取付台のファンモータ固定ねじをはずして、羽根・モータを引き出す。

〈BFS-20SL〉

端子カバー

端子台

モータ

ファンモータ
固定ねじ

コンデンサ
カバー固定ねじ

点検カバー
固定ねじ

端子カバー
固定ねじ

モータ
取付台

本体
羽根

点検カバー

本体開口部

結線図銘板コンデンサ
取付板

※結線は、結線図銘板で
確認し間違いのないよう
行ってください。

〈BFS-40SL,60SL〉

●保守点検の際は必ず分電盤のブレーカを切る
・感電やけがの原因

●保守点検の際は手袋を着用する
・端面などでけがの原因

●モータリード線を無理に引っ張らないでください。
●モータは重いため、モータ・羽根に傷を付けないよう、またけがのないよう、取り扱いには十分注意してください。

●万一、モータや羽根に異常があった場合は次の手順で点検してください。

アースねじ

マイナス
ドライバー

速結端子

保守点検4

1.·共通事項

2.·ストレートシロッコファン

警　告 注　意
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端子カバー 端子台

モータ

端子カバー
固定ねじ

点検カバー
固定ねじ

ファンモータ
固定ねじ モータ取付台

本体

羽根

点検カバー

端子カバー

コネクター
カバー

モータ

コネクター

モータ取付板

羽根

コネクター
カバー

端子台

点検カバー

点検カバー
固定ねじ

ケーシング
固定ねじ

ファンモータ固定ねじ
ケーシング羽根

ファンモータ固定ねじ
モータ取付板

モータリード線

本体

端子カバー
固定ねじ

端子台リード線 コネクター

速結端子

（2）BFS-15〜300タイプ
①端子カバーをはずし、速結端子の結線をはずします。
●速結端子の白い部分をマイナスドライバーで押しながら電源線を引き抜きます。   
（むりやり引き抜くと速結端子が破損するおそれがあります）
●アース端子のアース線もはずします。
②点検カバー固定ねじをはずし、点検カバーをはずして、端子台を引掛部からはずします。
③モータ取付台のファンモータ固定ねじをはずして、羽根・モータを引き出します。

〈標準形・消音形・高静圧形〉

端子カバー

モータ

端子カバー固定ねじ

点検カバー固定ねじ

ファンモータ
固定ねじ

モータ取付台

本体羽根

点検カバー

端子台

端子台固定ねじ

M4アースねじ

アースねじ

コードクリップ
固定ねじ

コード
クリップ

速結端子

VVFケーブル

マイナスドライバー

〈排気消音タイプ〉

（3）BFS-450・550タイプ
①端子カバーをはずし、速結端子の結線をはずします。
●速結端子の白い部分をマイナスドライバーで押しながら電源線を引き抜きます。
（むりやり引き抜くと速結端子が破損するおそれがあります）
●アース端子のアース線をはずします。
②点検カバー固定ねじをはずし点検カバーをはずします。
③コネクターカバーをはずし、端子台リード線のコネクターをはずします。
モータ取付板のファンモータ固定ねじをはずして羽根・モータを引き出します。

④ケーシング固定ねじをはずし、ケーシングを引き出します。
⑤コネクターカバーをはずし、モータリード線のコネクターをはずします。
モータ取付板のファンモータ固定ねじをはずして羽根・モータを引き出します。

アースねじ

マイナス
ドライバー

速結端子

アースねじ

マイナス
ドライバー

速結端子

端子カバー

端子カバー
固定ねじ

点検カバー
固定ねじ

モータ取付台

ファンモータ
固定ねじ

点検カバー
端子台

羽根

本体

モータ

〈給気タイプ〉
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お願い

BFS-50SY・80SY・100SY・150SY
BFS-50SX・80SX・100SX・150SX
BFS-150TX・210TX・300TX1

〈BFS-30SY1・40SY1〉

2.·厨房用・耐湿タイプ

●モータリード線を無理に引っ張らないでください。
●モータは重いため、モータ・羽根に傷を付けないよう、またけがのないよう取り扱いには十分注意してください。
●点検終了後は耐湿性確保のため、モータコード口出部および電源線・モータリードカシメ部へ防水処置をしてください。
●厨房用をご使用の場合は調理に用いる油が製品内部・羽根・ドレン皿・ドレンパイプに溜ることが想定されます。そのま
ま放置されますと、過負荷によるモータ焼損・異常振動・異臭や水・油漏れの原因となりますので半年に一度を目度に点
検をしてください。（汚れのひどい環境の場合は、点検周期を早めてください）

●お手入れに下記の溶剤等を使用しないでください。   
シンナー、アルコール、ベンジン、ガソリン、灯油、スプレー、アルカリ性洗剤、酸性洗剤：化学ぞうきんの薬剤、クレ
ンザーなどの研磨材入りの洗剤、殺菌剤、消毒剤（変質・変色する原因になります）

●保守点検の際は必ず分電盤ブレーカを切ってから行う
・感電やけがの原因

警　告
●保守点検の際は手袋を着用する
・端面などでけがの原因

●清掃のしかた
●羽根、ドレン皿は中性洗剤を溶かしたぬるま湯に浸して汚れを落とし、水で洗いよく乾かしてください。
●清掃後は中性洗剤を浸した布で汚れを拭き取り、洗剤が残らないように乾いた布でよく拭き取ってください。

点検カバー 

クランプ 

ねじ

ねじ

ねじ

モータ 
取付台 

コンデンサ取付板 

モータ 

モータコード口出部 

羽根 
商品 

電源線 
モータリード 
カシメ部 

BFS-80、100、150SY 
BFS-80、100、150SX 
BFS-150、210TXタイプ 

モータコード 
口出部 

点検カバー 

クランプ 
ねじ

ねじ

モータ取付台  
コンデンサカバー 

羽根 

リード線クリップ 

商品 

コンデンサ 

モータ 
モータコード口出部  

電源線モータリード  
カシメ部保護チューブ  

（1）BFS-30〜300タイプ
①クランプを固定しているねじをはずします。
②点検カバー固定ねじをはずし、点検カバーをはずします。
③モータ取付台固定ねじ・端子カバー固定ねじをはずし、羽根・モータを引き出します。

（2）BFS-450・550タイプ
①点検カバー固定ねじをはずし、点検カバーをはずします。
②ファンモータ固定ねじ・カバー固定ねじをはずし、羽根・
モータを引き出します。

③ケーシング固定ねじをはずし、手前側のケーシングを引
き出します。

④ファンモータ固定ねじ・カバー固定ねじをはずし、奥側
の羽根・モータを引き出します。 モータ

羽根

ファンモータ固定ねじ
ケーシング羽根

ファンモータ固定ねじ

モータ取付板

モータ取付板

本体

ケーシング
固定ねじ

カバー固定ねじ

カバー固定ねじ

カバー

カバー

点検カバー

点検カバー
固定ねじ

警　告 注　意
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4.·同時給排気タイプ
①端子カバーをはずし速結端子の結線をはずします。
●速結端子の白い部分をマイナスドライバーで押しながら電源線を引き抜きます。
（むりやり引き抜くと速結端子が破損するおそれがあります）
②点検カバー固定ねじをはずし点検カバーをはずします。
③排気送風機固定ねじ（M5）をはずし、排気送風機を引き出します。
④仕切板固定ねじをはずし、仕切板をはずします。
⑤モータ取付台のファンモータ固定ねじをはずして羽根・モータを引き出します。

端子カバー

端子カバー
固定ねじ

点検カバー
固定ねじ

点検カバー
端子台

排気送風機
固定ねじ
（M5） 仕切板

固定ねじ

ファンモータ
固定ねじ

モータ

（給気送風機）
モータ取付台

羽根 本体

排気送風機

仕切板

アースねじ

マイナス
ドライバー

速結端子
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タイプ 形　名

ベアリング仕様
過負荷
保護装置

包　装　仕　様

負荷側 反負荷側 グリース 仕　様 N.W
（kg）

G.W
（kg）

タテ×ヨコ×高さ
（mm) 積段数

天
　
吊
　
埋
　
込
　
タ
　
イ
　
プ

標
　
準
　
形

BFS-15SC − − − 温度ヒューズ ダンボール 6 6.84 296×410×254 14

BFS-30SC − − − 温度ヒューズ ダンボール 6 6.84 296×410×254 14

BFS-40SC − − − 温度ヒューズ ダンボール 8.5 9.49 329×464×284 14

BFS-50SC 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド シリコンSH-44M 温度ヒューズ ダンボール 10.5 11.7 399×499×284 10

BFS-65SC 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド シリコンSH-44M 温度ヒューズ ダンボール 14 15 447×565×334 8

BFS-80SC 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド シリコンSH-44M 温度ヒューズ ダンボール 14 15 447×565×334 8

BFS-90SC 6003�両シール極軽接触 6003�両シールド シリコンSH-44M 温度ヒューズ ダンボール 15.5 16.7 496×595×342 8

BFS-100SC 6003�両シール極軽接触 6003�両シールド シリコンSH-44M 温度ヒューズ ダンボール 15.5 16.7 496×595×342 8

BFS-120SC 6003�両シール極軽接触 6003�両シールド シリコンSH-44M 温度ヒューズ ダンボール 20 21.4 496×697×387 6

BFS-150SC 6003�両シール極軽接触 6003�両シールド シリコンSH-44M 温度ヒューズ ダンボール 20 21.4 496×697×387 6

BFS-80TC 6003�両シール極軽接触 6003�両シールド シリコンSH-44M オートカット ダンボール 15 16 447×565×334 8

BFS-90TC 6003�両シール極軽接触 6003�両シールド シリコンSH-44M オートカット ダンボール 15.5 16.7 496×595×342 8

BFS-100TC 6003�両シール極軽接触 6003�両シールド シリコンSH-44M オートカット ダンボール 15.5 16.7 496×595×342 8

BFS-120TC 6003�両シール極軽接触 6003�両シールド シリコンSH-44M オートカット ダンボール 19 20.4 466×667×387 6

BFS-150TC 6003�両シール極軽接触 6003�両シールド シリコンSH-44M オートカット ダンボール 19.5 20.9 466×667×387 6

BFS-180TC 6003�両シール接触（クリープ防止） 6003�両シールド（クリープ防止）シリコンSH-44M オートカット ダンボール 22.5 24.1 581×752×387 6

BFS-210TC 6003�両シール接触（クリープ防止） 6003�両シールド（クリープ防止）シリコンSH-44M なし ダンボール 23 24.6 581×752×387 6

BFS-240TA 6203�両シール極軽接触 6203�両シールド（クリープ防止）シリコンSH-44M オートカット ダンボール 33 34.5 568×805×436 6

BFS-300TA1-50 6203�両シール極軽接触 6203�両シールド（クリープ防止）シリコンSH-44M なし ダンボール 39 41 662×972×473 4

BFS-300TA1-60 6203�両シール極軽接触 6203�両シールド（クリープ防止）シリコンSH-44M なし ダンボール 39 41 662×972×473 4

消
　
音
　
形

BFS-15SUC − − − 温度ヒューズ ダンボール 7 8 347×435×254 8

BFS-30SUC − − − 温度ヒューズ ダンボール 8 9.1 347×505×254 8

BFS-40SUC − − − 温度ヒューズ ダンボール 9.5 10.7 379×530×284 8

BFS-50SUC 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド シリコンSH-44M 温度ヒューズ ダンボール 13 14.7 449×648×284 8

BFS-65SUC 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド シリコンSH-44M 温度ヒューズ ダンボール 16.5 17 498×715×334 6

BFS-80SUC 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド シリコンSH-44M 温度ヒューズ ダンボール 17.5 18 498×715×334 6

BFS-90SUC 6003�両シール極軽接触 6003�両シールド シリコンSH-44M 温度ヒューズ ダンボール 18 19.5 548×745×342 6

BFS-100SUC 6003�両シール極軽接触 6003�両シールド シリコンSH-44M 温度ヒューズ ダンボール 18 19.5 548×745×342 6

BFS-120SUC 6003�両シール極軽接触 6003�両シールド シリコンSH-44M 温度ヒューズ ダンボール 22 23.6 560×775×387 6

BFS-150SUC 6003�両シール極軽接触 6003�両シールド シリコンSH-44M 温度ヒューズ ダンボール 23 24.7 560×875×387 6

BFS-80TUC 6003�両シール極軽接触 6003�両シールド シリコンSH-44M オートカット ダンボール 18 19 498×715×334 6

BFS-90TUC 6003�両シール極軽接触 6003�両シールド シリコンSH-44M オートカット ダンボール 18.5 20 548×745×342 6

BFS-100TUC 6003�両シール極軽接触 6003�両シールド シリコンSH-44M オートカット ダンボール 18.5 20 548×745×342 6

BFS-120TUC 6003�両シール極軽接触 6003�両シールド シリコンSH-44M オートカット ダンボール 22 23.6 560×775×387 6

BFS-150TUC 6003�両シール極軽接触 6003�両シールド シリコンSH-44M オートカット ダンボール 23.5 25.2 560×875×387 6

BFS-180TUC 6003�両シール接触（クリープ防止） 6003�両シールド（クリープ防止）シリコンSH-44M オートカット ダンボール 25 26.9 560×875×387 6

BFS-210TUC 6003�両シール接触（クリープ防止） 6003�両シールド（クリープ防止）シリコンSH-44M なし ダンボール 27 29 600×985×387 6

BFS-240TUA 6203�両シール極軽接触 6203�両シールド（クリープ防止）シリコンSH-44M オートカット ダンボール 37 38.5 568×1002×433 6

BFS-300TUA1-50 6203�両シール極軽接触 6203�両シールド（クリープ防止）シリコンSH-44M なし ダンボール 44 45 662×1182×473 4

BFS-300TUA1-60 6203�両シール極軽接触 6203�両シールド（クリープ防止）シリコンSH-44M なし ダンボール 44 45 662×1182×473 4

軸受仕様・包装仕様一覧5
1.·ストレートシロッコファン
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タイプ 形　名

ベアリング仕様
過負荷
保護装置

包　装　仕　様

負荷側 反負荷側 グリース 仕　様 N.W
（kg）

G.W
（kg）

タテ×ヨコ×高さ
（mm) 積段数

天
吊
埋
込
タ
イ
プ

消�

音�

形

BFS-450TUA 6203�両シール極軽接触 6203�両シールド（クリープ防止）シリコンSH-44M オートカット ダンボール 78 82 1125×1258×436 4

BFS-550TUA1-50 6203�両シール極軽接触 6203�両シールド（クリープ防止）シリコンSH-44M なし ダンボール 90 96 1260×1328×476 4

BFS-550TUA1-60 6203�両シール極軽接触 6203�両シールド（クリープ防止）シリコンSH-44M なし ダンボール 90 96 1260×1328×476 4

BFS-800TU 6203�両シール極軽接触（クリープ防止） 6203�両シールド（クリープ防止） ウレア オートカット ダンボール 120 131 1066×1872×527 4

BFS-1000TU 6203�両シール極軽接触（クリープ防止） 6203�両シールド（クリープ防止） ウレア オートカット ダンボール 150 164 1186×2092×527 4

排
気
消
音
タ
イ
プ

BFS-120SHU 6003�両シール極軽接触 6003�両シールド シリコンSH-44M 温度ヒューズ ダンボール 28 29.5 556×994×449 6

BFS-150SHU 6003�両シール極軽接触 6003�両シールド シリコンSH-44M 温度ヒューズ ダンボール 30 31.5 556×1148×449 6

BFS-120THU 6003�両シール極軽接触 6003�両シールド シリコンSH-44M オートカット ダンボール 28 29.5 556×994×449 6

BFS-150THU 6003�両シール極軽接触 6003�両シールド シリコンSH-44M オートカット ダンボール 30 31.5 556×1148×449 6

BFS-180THU 6003�両シール接触（クリープ防止） 6003�両シールド（クリープ防止）シリコンSH-44M オートカット ダンボール 32 33.5 606×1148×433 6

BFS-210THU 6003�両シール接触（クリープ防止） 6003�両シールド（クリープ防止）シリコンSH-44M なし ダンボール 34 36 626×1285×433 6

厨

房

用

BFS-50SX 6200�両シール接触 6200�両シールド シリコンSH-44M 温度ヒューズ ダンボール 11.5 14.5 497×617×355 10

BFS-80SX 6200�両シール接触 6200�両シールド シリコンSH-44M 温度ヒューズ ダンボール 14.5 18.5 511×692×405 8

BFS-100SX 6003�両シール接触 6003�両シールド シリコンSH-44M 温度ヒューズ ダンボール 19 22 561×717×413 6

BFS-150SX 6003�両シール接触 6003�両シールド シリコンSH-44M なし ダンボール 20.5 23 547×763×444 6

BFS-150TX 6003�両シール接触 6003�両シールド シリコンSH-44M なし ダンボール 20 23 547×763×444 6

BFS-210TX 6003�両シール接触 6003�両シールド シリコンSH-44M なし ダンボール 23 26 597×848×486 6

BFS-300TX1 6203�両シール接触 6203�両シールド（クリープ防止）シリコンSH-44M なし ダンボール 39 45 754×834×560 4

BFS-450TX 6203�両シール接触 6203�両シールド（クリープ防止）シリコンSH-44M なし ダンボール 77 86 1126×916×577 4

BFS-550TX1 6203�両シール接触 6203�両シールド（クリープ防止）シリコンSH-44M なし ダンボール 84 101 1220×962×618 4

耐
湿
タ
イ
プ

消�

音�

形

BFS-30SY1 − − − 温度ヒューズ ダンボール 8 10 396×531×318 10

BFS-40SY1 − − − 温度ヒューズ ダンボール 10.5 12 427×586×347 8

BFS-50SY 6200�両シール接触 6200�両シールド マルテンプSRL 温度ヒューズ ダンボール 13 16 497×803×355 10

BFS-80SY 6200�両シール接触 6200�両シールド マルテンプSRL 温度ヒューズ ダンボール 17.5 20 561×717×413 8

BFS-100SY 6003�両シール接触 6003�両シールド マルテンプSRL 温度ヒューズ ダンボール 20 23 561×717×413 6

BFS-150SY 6003�両シール接触 6003�両シールド シリコンSH-44M 温度ヒューズ ダンボール 22.5 25 577×788×428 6

給
気
タ
イ
プ

消�
音�

形

BFS-40SSU − − − 温度ヒューズ ダンボール 10.5 11.3 350×480×299 14

BFS-50SSU 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド シリコンSH-44M 温度ヒューズ ダンボール 14 15.1 420×580×299 10

BFS-80SSU 6003�両シール極軽接触 6003�両シールド シリコンSH-44M 温度ヒューズ ダンボール 19 20 485×655×349 8

BFS-100SSU 6003�両シール極軽接触 6003�両シールド シリコンSH-44M 温度ヒューズ ダンボール 21 22 485×680×349 8

BFS-150SSU3 6203�両シール極軽接触 6203�両シールド シリコンSH-44M 温度ヒューズ ダンボール 32.5 34 516×955×455 8
同
時
給
排
気
タ
イ
プ

消
音
形

BFS-30WSU − − − 温度ヒューズ ダンボール 15.5 16.5 515×641×266 8

BFS-50WSU 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド シリコンSH-44M 温度ヒューズ ダンボール 30 32 716×751×330 6

BFS-80WSU 6003�両シール極軽接触 6003�両シールド シリコンSH-44M 温度ヒューズ ダンボール 43 45 846×826×380 6

24
時
間

換
気
機
能
付

BFS-20SL 608�両シール極軽接触 608�両シールド マルテンプSRL 温度ヒューズ ダンボール 8 8.5 266×471×299 14

BFS-40SL 608�両シール極軽接触 608�両シールド マルテンプSRL 温度ヒューズ ダンボール 10.5 11.3 380×536×299 8

BFS-60SL 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド マルテンプSRL 温度ヒューズ ダンボール 15 16 435×571×349 8
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2.·片吸込形シロッコファン

タイ
プ 形　名

羽根
軸径
（mm）

ベアリング仕様
過負荷
保護装置

包　装　仕　様

負荷側 反負荷側 グリース 仕　様 N.W
（kg）

G.W
（kg）

タテ×ヨコ×高さ
（mm) 積段数

ミ
　
ニ
　
タ
　
イ
　
プ

BE-10S3 φ5 ー ー ー 温度ヒューズ ダンボール 1.9 2.3 246×246×212 10

BF-12S3 φ8 ー ー ー 温度ヒューズ ダンボール 2.8 3.3 276×276×240 10

BF-14S3 φ8 ー ー ー 温度ヒューズ ダンボール 2.9 3.4 276×276×240 10

BF-16S3 φ10 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド シリコンSH-44M 温度ヒューズ ダンボール 4.7 5.4 326×326×280 8

BF-17S3 φ10 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド シリコンSH-44M 温度ヒューズ ダンボール 7.1 8 318×310×267 8

BF-17T3 φ10 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド シリコンSH-44M オートカット ダンボール 7.1 8 318×310×267 8

BF-19S3 φ10 6003�両シール極軽接触 6003�両シールド シリコンSH-44M 温度ヒューズ ダンボール 9.6 10.5 318×310×303 6

BF-19T3 φ10 6003�両シール極軽接触 6003�両シールド シリコンSH-44M オートカット ダンボール 8.4 9.3 318×310×303 6

BF-21S3 φ17 6203�両シール接触（クリープ防止） 6203�両シールド シリコンSH-44M 温度ヒューズ ダンボール 12.6 13.7 353×345×330 6

BF-21T3 φ17 6003�両シール極軽接触 6003�両シールド シリコンSH-44M なし ダンボール 11.1 12.2 353×345×330 6

BF-23S3 φ17 6204�両シール接触（クリープ防止） 6203�両シールド シリコンSH-44M 温度ヒューズ ダンボール 18.4 19.5 403×395×365 6

BF-23T3 φ17 6203�両シール接触（クリープ防止）6203�両シールド（クリープ防止）シリコンSH-44M なし ダンボール 15 16.1 403×395×365 6

BF-25T3 φ17 6203�両シール接触（クリープ防止）6203�両シールド（クリープ防止）シリコンSH-44M なし ダンボール 16 17.1 403×395×365 6

BF-28T3 φ17 6204�両シール接触（クリープ防止） 6303�両シールド シリコンSH-44M なし ダンボール 20.5 21.7 418×410×390 6

屋
外
設
置

可
能
タ
イ
プ

BG-30TR φ22 6305�両シール接触 6305�両シールド ウレア なし ダンボール 61 62.4 524×671×633 2

BG-38TR φ24 6306�両シール接触 6306�両シールド ウレア なし ダンボール 100 102.3 639×816×763 2

BG-45TR φ28 6207�両シール接触 6207�両シールド ウレア なし ダンボール 133 135.7 744×936×883 2
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3.·斜流ダクトファン

タイプ 形　名
羽根
軸径
（mm）

ベアリング仕様
過負荷
保護装置

包　装　仕　様

負荷側 反負荷側 グリース 仕　様 N.W
（kg）

G.W
（kg）

タテ×ヨコ×高さ
（mm) 積段数

標
　
準
　
形

JE-15S3 φ8 − − − 温度ヒューズ ダンボール 4 4.5 291×291×369 6

JF-30S3 φ8 − − − 温度ヒューズ ダンボール 4.5 5.5 353×353×299 8

JF-65S3 φ10 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド マルテンプSRL 温度ヒューズ ダンボール 7.5 9 413×413×369 6

JF-80S3 φ10 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド マルテンプSRL 温度ヒューズ ダンボール 8.5 9.5 413×413×369 6

JF-80T3 φ10 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド マルテンプSRL オートカット ダンボール 8 9.5 413×413×369 6

JF-100S3 φ10 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド シリコンSH-44M 温度ヒューズ ダンボール 14 16.5 483×483×419 4

JF-100T3 φ10 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド マルテンプSRL オートカット ダンボール 14 16.5 483×483×419 4

JF-150S3 φ17 6003�両シール極軽接触（クリープ防止） 6003�両シールド マルテンプSRL 温度ヒューズ ダンボール 15 17 483×483×419 4

JF-150T3 φ17 6003�両シール極軽接触 6003�両シールド マルテンプSRL オートカット ダンボール 15 17 483×483×419 4

JF-200S3 φ17 6003�両シール極軽接触（クリープ防止） 6003�両シールド シリコンSH-44M 温度ヒューズ ダンボール 19 22 553×547×468 8

JF-200T3 φ17 6003�両シール極軽接触（クリープ防止） 6003�両シールド マルテンプSRL オートカット ダンボール 19 22 553×547×468 8

JF-250S3 φ17 6203�両シール極軽接触 6203�両シールド マルテンプSRL 温度ヒューズ ダンボール 21 24 553×547×468 8

JF-250T3 φ17 6003�両シール極軽接触（クリープ防止） 6003�両シールド（クリープ防止） マルテンプSRL オートカット ダンボール 21 24 553×547×468 8

JF-350T3 φ17 6203�両シール極軽接触 6203�両シールド マルテンプSRL オートカット ダンボール 28.5 32 593×587×534 8

JF-450T3 φ20 6305�両シール極軽接触 6305�両シールド シリコンSH-44M オートカット ダンボール
木製パレット 54 62 724×718×682 4

JF-550T3 φ20 6305�両シール極軽接触（クリープ防止） 6305�両シールド（クリープ防止）シリコンSH-44M オートカット ダンボール
木製パレット 55.5 63 724×718×682 4

消
　
音
　
形

JFU-30S3 φ8 − − − 温度ヒューズ ダンボール 11 12.5 384×824×361 6

JFU-65S3 φ10 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド マルテンプSRL 温度ヒューズ ダンボール 17.5 20 442×894×418 6

JFU-80S3 φ10 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド マルテンプSRL 温度ヒューズ ダンボール 17.5 20 442×894×418 6

JFU-80T3 φ10 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド マルテンプSRL オートカット ダンボール 17.5 20 442×894×418 6

JFU-100S3 φ10 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド シリコンSH-44M 温度ヒューズ ダンボール 24 32 512×950×489 6

JFU-100T3 φ10 6200�両シール極軽接触 6200�両シールド マルテンプSRL オートカット ダンボール 24 32 512×950×489 6

JFU-150S3 φ17 6003�両シール極軽接触（クリープ防止） 6003�両シールド マルテンプSRL 温度ヒューズ ダンボール 26.5 32 512×950×489 6

JFU-150T3 φ17 6003�両シール極軽接触 6003�両シールド マルテンプSRL オートカット ダンボール 26.5 32 512×950×489 6

JFU-200S3 φ17 6003�両シール極軽接触（クリープ防止） 6003�両シールド シリコンSH-44M 温度ヒューズ ダンボール 36.5 42 614×1023×585 6

JFU-200T3 φ17 6003�両シール極軽接触（クリープ防止） 6003�両シールド マルテンプSRL オートカット ダンボール 36.5 42 614×1023×585 6

JFU-250S3 φ17 6203�両シール極軽接触 6203�両シールド マルテンプSRL 温度ヒューズ ダンボール 39 44 614×1023×585 6

JFU-250T3 φ17 6003�両シール極軽接触（クリープ防止） 6003�両シールド（クリープ防止） マルテンプSRL オートカット ダンボール 39 44 614×1023×585 6

JFU-350T3 φ17 6203�両シール極軽接触 6203�両シールド マルテンプSRL オートカット ダンボール 46 52 650×1056×621 6

JFU-450T3 φ20 6305�両シール極軽接触 6305�両シールド シリコンSH-44M オートカット ダンボール
木製パレット 78 87 768×1176×816 4

JFU-550T3 φ20 6305�両シール極軽接触（クリープ防止） 6305�両シールド（クリープ防止）シリコンSH-44M オートカット ダンボール
木製パレット 79 88 768×1176×816 4
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本節とあわせて54ページも参照ください。
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故障診断6

1.·騒音・異音
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回転数測定

正 常

配管抵抗大
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負荷の確認 過 電 流

軸受（芯、破損）
回転体（アンバランス、接触）
異物の吸込

ボルト類のゆるみ
床盤と本体の据付（芯出不良）
外部からの振動伝達

別 項 参 照

振 動

3.·振動

4.·風量不足
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機種変遷表7
1.·ストレートシロッコファン

年　代
1984年〜 1985年〜 1986年〜 1988年〜 1989年〜 1990年〜 1991年〜 1992年〜 1993年〜

タイプ 羽根径
（cm） 電源 公称出力

（W） 極数

天
　
　
　
　
吊
　
　
　
　
埋
　
　
　
　
込
　
　
　
　
タ
　
　
　
　
イ
　
　
　
　
プ

標
　
　
　
準
　
　
　
形

18 1φ100V 17 4

18 1φ100V 20 4

20 1φ100V 55 4

12（15） 1φ100V 8 4 BFS-12YS ← ← ← BFS-12YSA ←

15 1φ100V 16 4 BFS-15AS ← ← ← BFS-15ASA ←

18
1φ100V 20 4 BFS-18BS ← ← ← ← ← ← BFS-18BSA ←

1φ100V 45 4 BFS-18CSA ←

20

1φ100V 50 6 BGS-20BS ← ← ← ← ← ←

1φ100V 65 4

1φ100V 100 4 BFS-20CS ← ← ← ← ← ← BFS-20CSA ←

3φ200V 80 4

23
（22）

1φ100V 150 4

3φ200V 120 4

1φ100V 200 4 BFS-23DSA

3φ200V 180 4 BFS-23DTA

1φ100V 400 4 BFS-23ESA

3φ200V 400 4 BFS-23ETA

25

1φ100V 270 4 BFS-25DSA

3φ200V 240 4 BFS-25DTA

1φ100V 300 4 BFS-25ESA ←

3φ200V 300 4 BFS-25ETA BFS-25ETB

3φ200V 750 4

1φ100V 100 6 BGS-25CS ← ← ← ← ← ←

1φ100V 150 6 BGS-25DS ← ← ← ← ← ←

3φ200V 150 6 BGS-25DT ← ← ← ← ← ←

3φ200V 1100 4

28 3φ200V 1500 4

28
（25）

3φ200V 550 4 BFS-28FTA ←

1φ100V 200 6 BGS-28DS ← ← ← ← ←

3φ200V 200 6 BGS-28DT ← ← ← ← ← ←

23×2 3φ200V 750 4 BFS-23FT ← ← ← ← ← ← BFS-23FTA

25×2

3φ200V 400 6 BGS-25ET ← ← ← ← ← ←

3φ200V 750 4 BFS-25FTA

3φ200V 1000 4 BFS-25JT ← ← ← ← ← ← BFS-25JTA

高
　
静
　
圧
　
形

15
1φ100V 8 4

1φ100V 12 4

18
1φ100V 30 4

1φ100V 45 4

20

1φ100V 75 4

1φ100V 105 4

3φ200V 170 4

25

1φ100V 180 4

1φ100V 200 4

1φ100V 300 4

3φ200V 200 4

3φ200V 200 4

3φ200V 300 4

※（　）の羽根径は、1996年より該当。
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1995年〜 1996年〜 2001年〜 2002年〜 2003年〜 2005年〜 2006年〜 2008年〜 2009年〜 2010年〜 2012年〜 2013年〜 2014年〜 2015年〜

BFS-20SL ← ← ←

BFS-40SL ← ← ←

BFS-60SL ← ← ←

← BFS-15S BFS-15SA ← ← ← BFS-15SC ← ←

← BFS-30S BFS-30SA ← ← ← BFS-30SC ← ←

← BFS-40S BFS-40SA ← ← ← BFS-40SC ← ←

← BFS-50S BFS-50SA ← ← ← BFS-50SC ← ←

BFS-65S BFS-65SA ← ← ← BFS-65SC ← ←

← BFS-80S BFS-80SA ← ← ← BFS-80SC ← ←

BFS-80TC ← ←

BFS-90S BFS-90SA ← ← ← BFS-90SC ← ←

BFS-90TC ← ←

← BFS-100S BFS-100SA ← ← ← BFS-100SC ← ←

← BFS-100T BFS-100TA ← ← ← BFS-100TC ← ←

← BFS-120S BFS-120SA ← ← ← BFS-120SC ← ←

← BFS-120T BFS-120TA ← ← ← BFS-120TC ← ←

← BFS-150S BFS-150SA ← ← ← BFS-150SC ← ←

← BFS-150T BFS-150TA ← ← ← BFS-150TC ← ←

BFS-210T BFS-210TA ← ← ← BFS-210TC ← ←

BFS-240TA ← ← ← ←

BFS-300TA BFS-300TA1-50BFS-300TA1-60 ← ← ←

← BFS-180T BFS-180TA ← ← ← BFS-180TC ← ←

← BFS-260T ← ←

← BFS-320T ← ←

BFS-15SKA ←

BFS-30SKA ←

BFS-40SKA ←

BFS-50SKA ←

BFS-65SKA ←

BFS-80SKA ←

BFS-80TKA ←

BFS-100SKA ←

BFS-120SKA ←

BFS-150SKA ←

BFS-100TKA ←

BFS-120TKA ←

BFS-150TKA ←
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年　代
1984年〜 1985年〜 1986年〜 1988年〜 1989年〜 1990年〜 1991年〜 1992年〜 1993年〜

タイプ 羽根径
（cm） 電源 公称出力

（W） 極数

天
吊
埋
込
タ
イ
プ

消
　
　
　
音
　
　
　
形

12（15） 1φ100V 8 4 BFS-12YSAU ←

15 1φ100V 16 4 BFS-15ASU ← ← ← BFS-15ASAU ←

18
1φ100V 20 4 BFS-18BSU ← ← ← ← ← BFS-18BSAU ←

1φ100V 45 4 BFS-18CSAU ←

20

1φ100V 50 6 BGS-20BSU ← ← ← ← ← ←

1φ100V 65 4

1φ100V 100 4 BFS-20CSU ← ← ← ← ← BFS-20CSAU ←

3φ200V 80 4

23
（22）

1φ100V 150 4

3φ200V 120 4

1φ100V 200 4 BFS-23DSAU

3φ200V 180 4 BFS-23DTAU

1φ100V 400 4 BFS-23ESAU

3φ200V 400 4 BFS-23ETAU

25

1φ100V 270 4 BFS-25DSAU

3φ200V 240 4 BFS-25DTAU

1φ100V 300 4 BFS-25ESAU ←

3φ200V 300 4 BFS-25ETAU BFS-25ETBU

3φ200V 750 4

1φ100V 100 6 BGS-25CSU ← ← ← ← ←

3φ200V 150 6 BGS-25DSU ← ← ← ← ←

3φ200V 150 6 BGS-25DTU ← ← ← ← ←

3φ200V 1100 4

28
（25）

3φ200V 1500 4

3φ200V 550 4 BFS-28FTAU ←

1φ100V 200 6 BGS-28DSU ← ← ← ← ←

3φ200V 200 6 BGS-28DTU ← ← ← ← ←

23×2 3φ200V 750 4 BFS-23FTU ← ← ← ← ← ← BFS-23FTAU

25×2

3φ200V 400 6 BGS-25ETU ← ← ← ← ← ←

3φ200V 750 4 BFS-25FTAU

3φ200V 1000 4 BFS-25JTU ← ← ← ← ← ← BFS-25JTAU

3φ200V 2200 4

28×2 3φ200V 3000 4

28×3 3φ200V 2400 4

28×4 3φ200V 3200 4

排
気
消
音
タ
イ
プ

25

1φ100V 270 4

1φ100V 300 4

3φ200V 240 4

3φ200V 300 4

3φ200V 550 4

3φ200V 750 4

天
吊
カ
セ
ッ
ト
タ
イ
プ

消
音
形

15 1φ100V 25 4 BFS-15ASK ← ← ←

18 1φ100V 50 4 BFS-18BSK ← ← ←

20

1φ100V 70 4 BFS-20ASK ← ← ←

1φ100V 80 4 BFS-20BSK ← ← ←

1φ100V 100 4 BFS-20CSK ← ← ←
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1995年〜 1996年〜 2001年〜 2002年〜 2003年〜 2005年〜 2006年〜 2008年〜 2009年〜 2010年〜 2012年〜 2013年〜 2014年〜 2015年〜

← BFS-15SU BFS-15SUA ← ← ← BFS-15SUC ← ←

← BFS-30SU BFS-30SUA ← ← ← BFS-30SUC ← ←

← BFS-40SU BFS-40SUA ← ← ← BFS-40SUC ← ←

← BFS-50SU BFS-50SUA ← ← ← BFS-50SUC ← ←

BFS-65SU BFS-65SUA ← ← ← BFS-65SUC ← ←

← BFS-80SU BFS-80SUA ← ← ← BFS-80SUC ← ←

BFS-80TUC ← ←

BFS-90SU BFS-90SUA ← ← ← BFS-90SUC ← ←

BFS-90TUC ← ←

← BFS-100SU BFS-100SUA ← ← ← BFS-100SUC ← ←

← BFS-100TU BFS-100TUA ← ← ← BFS-100TUC ← ←

← BFS-120SU BFS-120SUA ← ← ← BFS-120SUC ← ←

← BFS-120TU BFS-120TUA ← ← ← BFS-120TUC ← ←

← BFS-150SU BFS-150SUA ← ← ← BFS-150SUC ← ←

← BFS-150TU BFS-150TUA ← ← ← BFS-150TUC ← ←

BFS-210TU BFS-210TUA ← ← ← BFS-210TUC ← ←

BFS-240TUA ← ← ← ← ← ←

BFS-300TUA BFS-300TUA1-50BFS-300TUA1-60 ← ← ← ← ←

← BFS-180TU BFS-180TUA ← ← ← BFS-180TUC ← ← ← ←

←

← BFS-260TU ← ←

← BFS-320TU ← ←

BFS-450TUA ← ← ← ← ← ←

BFS-550TUA BFS-550TUA1-50BFS-550TUA1-60 ← ← ← ← ←

BFS-800TU

BFS-1000TU

BFS-120SHU ← ← ←

BFS-150SHU ← ← ←

BFS-120THU ← ← ←

BFS-150THU ← ← ←

BFS-180THU ← ← ←

BFS-210THU ← ← ←

← ← ← ← ← ← ← ← ←

← ← ← ← ← ← ← ← ←

← ← ← ← ← ← ← ← ←

← ← ← ← ← ← ← ← ←

← ← ← ← ← ← ← ← ←
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年　代
1984年〜 1985年〜 1986年〜 1988年〜 1989年〜 1990年〜 1991年〜 1992年〜 1993年〜

タイプ 羽根径
（cm） 電源 公称出力

（W） 極数

給
気
タ
イ
プ

消
音
形

18
1φ100V 20 4

1φ100V 45 4

20 1φ100V 100 4

22 1φ100V 200 4

25 1φ100V 300 4

同
時
給
排
気
タ
イ
プ

静
音
形

15 1φ100V 30 4

18 1φ100V 90 4

20 1φ100V 200 4

消
音
形

15 1φ100V 30 4

18 1φ100V 90 4

20 1φ100V 200 4

大
風
量
消
音
ボ
ッ
ク
ス
形

ダ
ン
パ
ー
付
ベ
ル
ト
掛

30
3φ200V 750 4 BFS-30FT（U） ← ← ← ← ←

3φ200V 1500 4 BFS-30GT（U） ← ← ← ← ←

38
3φ200V 1500 4 BFS-38GT（U） ← ← ← ← ←

3φ200V 2200 4 BFS-38HT（U） ← ← ← ← ←

45
3φ200V 2200 4 BFS-45HT（U） ← ← ← ←

3φ200V 3700 4 BFS-45KT（U） ← ← ← ←

53
3φ200V 3700 4 BFS-53KTA（U） ← ←

3φ200V 5500 4 BFS-53LTA（U） ← ←

60
3φ200V 5500 4 BFS-60LTA（U） ← ←

3φ200V 7500 4 BFS-60MTA（U） ← ←

厨
　
房
　
用

18 1φ100V 45 4

20
1φ100V 100 4

1φ100V 200 4

25

1φ100V 300 4

3φ200V 300 4

3φ200V 750 4

28 3φ200V 1500 4

25×2 3φ200V 2200 4

28×2 3φ200V 3000 4

耐�
湿�
タ�
イ�

プ

消
音
形

15 1φ100V 16 4

18 1φ100V 20 4 BFS-18BSD ← ← ← ← ← BFS-18BSAD

20（18） 1φ100V 45 4

20 1φ100V 100 4 BFS-20CSD ← ← ← ← ← BFS-20CSAD

23（22） 1φ100V 200 4

25 1φ100V 400 4

28 1φ100V 200 6 BGS-28DSD ← ← ← ← ← BGS-28DSAD

ベ
ル
ト
掛

30（＃2）

3φ200V 400 4 BFS-30ETD ← ← ←

3φ200V 750 4 BFS-30FTD ← ← ←

3φ200V 1500 4 BFS-30GTD ← ← ←

発　　売　　年　　月

・�84年10月 ・�85年7月 ・�86年6月 ・��88年4月
　小風量タイプ
・��88年10月
　ベルト掛タイプ

・�89年6月
・��88年4月
　ベルト掛タイプ

・��90年1月�
ベルト掛タイプ
・��90年6月�
ベルト掛耐湿タイプ

・��90年11月�
天吊カセットタイプ

・��91年6月�
ベルト掛タイプ

・�92年11月 ・��93年11月�
シングルタイプ�
耐湿タイプ
・��93年12月�
ツインタイプ
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1995年〜 1996年〜 2001年〜 2002年〜 2003年〜 2005年〜 2006年〜 2008年〜 2009年〜 2010年〜 2012年〜 2013年〜 2014年〜 2015年〜

BFS-40SSU ← ← ← ← ← ← ← ← ←

BFS-50SSU ← ← ← ← ← ← ← ← ←

BFS-80SSU ← ← ← ← ← ← ← ← ←

BFS-100SSU ← ← ← ← ← ← ← ← ←

BFS-150SSU ← ← ← ← ← BFS-150SSU3 ← ← ←

BFS-30WS ← ← ← ← ← ← ← ← ← ←

BFS-50WS ← ← ← ← ← ← ← ← ← ←

BFS-80WS ← ← ← ← ← ← ← ← ← ←

BFS-30WSU ← ← ← ← ← ← ← ← ←

BFS-50WSU ← ← ← ← ← ← ← ← ←

BFS-80WSU ← ← ← ← ← ← ← ← ←

← BFS-350TB ← ← ← ← ← ← ←

← BFS-450TB ← ← ← ← ← ← ← BFS-450TBA ←

← BFS-550TB ← ← ← ← ← ← ←

← BFS-650TB ← ← ← ← ← ← ← BFS-650TBA ←

← BFS-800TB ← ← ← ← ← ← ←

← BFS-1000TB ← ← ← ← ← ← ← BFS-1000TBA ←

← BFS-1200TB ← ← ← ← ← ← ←

← BFS-1400TB ← ← ← ← ← ← ←

← BFS-1600TB ← ← ← ← ← ← ←

← BFS-1800TB ← ← ← ← ← ← ←

BFS-50SX ← ← ← ← ← ← ←

BFS-80SX ← ← ← ← ← ← ←

BFS-100SX ← ← ← ← ← ← ←

BFS-150SX ← ← ← ← ← ← ←

BFS-150TX ← ← ← ← ← ← ←

BFS-210TX ← ← ← ← ← ← ←

BFS-300TX ← BFS-300TX1 ← ← ← ←

BFS-450TX ← ← ← ←

BFS-550TX ← BFS-550TX1 ← ← ← ←

BFS-30SY ← ← BFS-30SY1 ← ← ← ←

BFS-18BSBD BFS-40SD ← BFS-40SY ← ← BFS-40SY1 ← ← ← ←

BFS-50SD ← BFS-50SY ← ← ← ← ← ← ←

BFS-20CSBD BFS-80SD ← BFS-80SY ← ← ← ← ← ← ←

BFS-100SD ← BFS-100SY ← ← ← ← ← ← ←

BFS-150SD ← BFS-150SY ← ← ← ← ← ← ←

BGS-28DSBD

BFS-30ETAD

BFS-30FTAD BFS-350TBD ← ← ← ← ← ← ← ← ← ←

BFS-30GTAD BFS-550TBD ← ← ← ← ← ← ← ← ← ←
・�95年5月 ・��96年8月�

天吊埋込タイプ
・��96年12月�
耐湿タイプ
・��97年5月�
給気タイプ
・��97年7月�
同時給排気タイプ
・��98年6月�
耐湿ベルト掛

・�01年6月 ・�02年4月 ・��03年4月�
天吊埋込タイプ
・��03年11月�
厨房用

・��05年11月�
天吊埋込タイプ

・��06年7月�
天吊埋込タイプ
・��06年12月�
厨房用
・��07年11月�
耐湿タイプ

・��08年12月�
排気消音タイプ
・��09年6月�
給気タイプ

・��10年6月 ・��14年6月 ・��15年4月
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2.·シロッコファン

年　代
1966年〜 1971年〜 1977年〜 1979年〜 1980年〜

タイプ 羽根径
（cm） 電源 公称出力

（W） 極数

ミ
　
ニ
　
タ
　
イ
　
プ

静
　
音
　
形

9.5
1φ100V 10 2
1φ100V 10 4

10 1φ100V 10 4 BF-10YSB ←

12
1φ100V 25 4 BF-12ASB ←
1φ100V 50 4

13 1φ100V 25 4 BF-13A BF-13AS-A BF-14BSB ←

15
1φ100V 50 4 BF-15B BF-15AS（25W） BF-15BS-A
1φ100V 75 4 BF-16CSB ←

18

1φ100V 100 4 BF-18CS BF-18CS-A BF-17CSB ←
3φ200V 100 4 BF-18CT BF-18CT-A BF-17CTB ←
1φ100V 200 4 BF-19DSB ←
3φ200V 200 4 BF-19DTB ←

20
（23）

1φ100V 200 4 BF-20DS BF-20DS-A
3φ200V 200 4 BF-20DT BF-20DT-A
1φ100V 300 4
3φ200V 300 4

21
1φ100V 300 4 BF-21ESB ←
3φ200V 300 4 BF-21ETB ←

23

1φ100V 300 4 BF-23ES BF-23ES-A
3φ200V 300 4 BF-23ET BF-23ET-A
1φ100V 400 4 BF-23ESB ←
3φ200V 400 4 BF-23ETB ←
3φ200V 550 4

25
3φ200V 400 4 BF-25ET BF-25ET-A
3φ200V 550 4 BF-25ETB ←

25（23） 3φ200V 750 4

低
　
騒
　
音
　
形

18
1φ100V 25 6 BG-18S BG-17ASB
3φ200V 25 6 BG-18T
1φ100V 50 6

20

1φ100V 50 6 BG-20S BG-19BSB
3φ200V 50 6 BG-20T
1φ100V 100 6
3φ200V 100 6

21
1φ100V 100 6 BG-21CSB
3φ200V 100 6 BG-21CTB

23
3φ200V 100 6 BG-23T
3φ200V 150 6 BG-23CTB

25 3φ200V 200 6 BG-25T BG-25DTB
29 3φ200V 400 6 BG-29T

大
　
形
　
タ
　
イ
　
プ

＃2

3φ200V 400 8 BH-31E ← BH-31EB ←
3φ200V 750 8 BHD-31F ← BHD-31FB ←
3φ200V 750 6 BG-31F ← BG-31FB ←
3φ200V 1500 6 BGD-31G ← BGD-31GB ←

＃2�1/2

3φ200V 1000 8 BH-39J ← BH-39JB ←
3φ200V 1500 8 BHD-39G ← BHD-39GB ←
3φ200V 2200 6 BG-39H ← BG-39HB BG-39HC
3φ200V 3750 6 BGD-39K ← BGD-39KB BGD-39KC

＃3
3φ200V 1500 8
3φ200V 3750 6

屋
外
設

置
可
能

タ
イ
プ

＃2 3φ200V 750 6
＃2�1/2 3φ200V 2200 6
＃3 3φ200V 3750 6

発　売　年　月

・�66年 ・��71年�
ミニシロッコ
・��72年�
大形シロッコ
・��76年�
23cm

・�77年8月 ・�79年 ・�80年9月
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1987年〜 1992年〜 1995年〜 1999年〜 2009年〜 2011年〜 2012年〜

BE-10YSD BE-10YSE BE-10S BE-10S3 ← ←
BF-10YSC

BF-12ASC BF-12ASD BF-12ASE BF-12S BF-12S3 ← ←
BF-14BSC BF-14BSD BF-14BSE BF-14S BF-14S3 ← ←

BF-16CSC BF-16CSD BF-16CSE BF-16S BF-16S3 ← ←
BF-17CSC BF-17CSD BF-17CSE BF-17S BF-17S3 ← ←
BF-17CTC BF-17CTD BF-17CTE BF-17T BF-17T3 ← ←
BF-19DSC BF-19DSD BF-19DSE BF-19S BF-19S3 ← ←
BF-19DTC BF-19DTD BF-19DTE BF-19T BF-19T3 ← ←

BF-21ESC BF-21ESD BF-21ESE BF-21S BF-21S3 ← ←
BF-21ETC BF-21ETD BF-21ETE BF-21T BF-21T3 ← ←

BF-23ESC BF-23ESD BF-23ESE BF-23S BF-23S3 ← ←
BF-23ETC BF-23ETD BF-23ETE BF-23T BF-23T3 ← ←
BF-25ETC BF-25ETD BF-25ETE BF-25T BF-25T3 ← ←

BF-28FTD BF-28FTE BF-28T BF-28T3 ← ←
BG-17ASC BG-17ASD BG-17ASE

BG-19BSC BG-19BSD BG-19BSE

BG-21CSC BG-21CSD BG-21CSE
BG-21CTC BG-21CTD BG-21CTE

BG-23CTC BG-23CTD BG-23CTE
BG-25DTC BG-25DTD BG-25DTE

← BH-30ET BH-30ETA ← BH-30ETA3 ←
←
← BG-30FT BG-30FTA ← BG-30FTA3 ←
←
← BH-38JT BH-38JTA ← BH-38JTA3 ←
←
← BG-38HT BG-38HTA ← BG-38HTA3 ←
←

BH-45GT BH-45GTA ← BH-45GTA3 ←
BG-45KT BG-45KTA ← BG-45KTA3 ←

BG-30TR
BG-38TR
BG-45TR

・�87年10月 ・�92年10月 ・�95年5月
・��96年4�
BF-25ETD�
　　↓�
BF-25ETE

・��99年10月�
ミニタイプ
・��00年4月�
ミニタイプ�
フランジ変更

・�09年6月 ・�12年6月
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3.·インダクトファン

年　代
1999年〜

タイプ 羽根径
（cm） 電源 公称出力（W） 極数

標
　
準
　
形

15 1φ100V 15 2 JD-30S

20 1φ100V 40 4 JD-40S ← ←

25

1φ100V 25 4 JD-65S ← ←

1φ100V 45 4 JD-80S ← ←

3φ200V 60 4 JD-80T ← ←

30
1φ100V 100 4 JD-100S ← ←

3φ200V 255 4 JD-100T ← ←

35
1φ100V 200 4 JD-150S ← ←

3φ200V 215 4 JD-150T ← ←

消
　
音
　
形

15 1φ100V 15 2 JDU-30S

20 1φ100V 40 4 JDU-40S ←

25

1φ100V 25 4 JDU-65S ←

1φ100V 45 4 JDU-80S ←

3φ200V 60 4 JDU-80T ←

30
1φ100V 100 4 JDU-100S ←

3φ200V 255 4 JDU-100T ←

35
1φ100V 200 4 JDU-150S ←

3φ200V 215 4 JDU-150T ←

発　売　年　月

・�99年4月 ・�99年10月 ・�99年12月
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2009年〜 2010年〜 2011年〜 2012年〜 2013年〜 備　考

JD-30S3 ← ← ←

JD-40S3 ← ← ←

JD-65S3 ← ← ←

JD-80S3 ← ← ←

JD-80T3 ← ← ←

JD-100S3 ← ← ←

JD-100T3 ← ← ←

JD-150S3 ← ← ←

JD-150T3 ← ← ←

JDU-30S3 ←

JDU-40S3 ←

JDU-65S3 ←

JDU-80S3 ←

JDU-80T3 ←

JDU-100S3 ←

JDU-100T3 ←

JDU-150S3 ←

JDU-150T3 ←

・�09年6月
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4.·斜流ダクトファン

年　代
1977年〜 1982年〜 1983年〜 1986年〜 1990年〜 1995年〜

タイプ 接続ダクト径 電源 公称出力
（W） 極数mm 番手

標
　
準
　
形

φ150 ＃1½ 1φ100V 10 2 JE-15YSC JE-15YSD

φ200 ＃2 1φ100V 20 4 JF-20AS ← ← JF-20ASC JF-20ASD

φ250 ＃2½

1φ100V 30 4

1φ100V 55 4 JF-25BS ← JF-25BSB ← JF-25BSC JF-25BSD

3φ200V 60 4 JF-25BT ← JF-25BTB ← JF-25BTC JF-25BTD

φ300 ＃3

1φ100V 95 4 JF-30BSB ← JF-30BSC JF-30BSD

3φ200V 70 4 JF-30BTB ← JF-30BTC JF-30BTD

1φ100V 155 4 JF-30CS ← JF-30CSB ← JF-30CSC JF-30CSD

3φ200V 140 4 JF-30CT ← JF-30CTB ← JF-30CTC JF-30CTD

φ325 ＃3¼

1φ100V 330 4 JF-35DSC JF-35DSD

3φ200V 260 4 JF-35DTC JF-35DTD

1φ100V 400 4 JF-35ESC JF-35ESD

3φ200V 400 4 JF-35ETC JF-35ETD

φ400 ＃4

1φ100V 200 6 JG-40DSC JG-40DSD

3φ200V 200 6 JG-40DT ← JG-40DTB ← JG-40DTC JG-40DTD

1φ100V 400 4 JF-40ESB

3φ200V 400 4 JF-40ETB ←

1φ100V 550 4 JF-40FSB-50 JF-40FSC-50 JF-40FSD-50

3φ200V 770 4 JF-40FTB JF-40FTC JF-40FTD

φ500 ＃5

3φ200V 1100 4

1φ100V 550 6 JG-50FSC JG-50FSD

3φ200V 550 6 JG-50ET ← JG-50ETB ← JG-50FTC JG-50FTD

3φ200V 1100 4 JF-50GTC JF-50GTD

消
　
音
　
形

φ200 ＃2 1φ100V 20 4 JFU-20AS ← JFU-20ASC JFU-20ASD

φ250 ＃2½

1φ100V 30 4

1φ100V 60 4 JFU-25BS ← JFU-25BSC JFU-25BSD

3φ200V 60 4 JFU-25BT ← JFU-25BTC JFU-25BTD

φ300 ＃3

1φ100V 80 4 JFU-30BS ← JFU-30BSC JFU-30BSD

3φ200V 75 4 JFU-30BT ← JFU-30BTC JFU-30BTD

1φ100V 150 4 JFU-30CS ← JFU-30CSC JFU-30CSD

3φ200V 145 4 JFU-30CT ← JFU-30CTC JFU-30CTD

φ325 ＃3¼

1φ100V 330 4 JFU-35DSC JFU-35DSD

3φ200V 280 4 JFU-35DTC JFU-35DTD

1φ100V 400 4 JFU-35ESC JFU-35ESD

3φ200V 400 4 JFU-35ETC JFU-35ETD

φ400 ＃4

1φ100V 200 6 JGU-40DSC JGU-40DSD

3φ200V 200 6 JGU-40DT ← JGU-40DTC JGU-40DTD

1φ100V 400 4 JFU-40ES

3φ200V 400 4 JFU-40ET ←

1φ100V 550 4 JFU-40FS-50 JFU-40FSC-50 JFU-40FSD-50

3φ200V 690 4 JFU-40FT JFU-40FTC JFU-40FTD

φ500 ＃5

3φ200V 1100 4

1φ100V 550 6 JGU-50FSC JGU-50FSD

3φ200V 550 6 JGU-50FTC JGU-50FTD

3φ200V 1100 4 JFU-50GTC JFU-50GTD

発　売　年　月
・�77年8月 ・�82年4月 ・�83年7月 ・�86年6月 ・�90年4月 ・�95年5月
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1999年〜 2004年〜 2007年〜 2009年〜 2012年〜 備　考

JE-15S JE-15S1 ← JE-15S3 ←

JF-30S JF-30S1 JF-30S2 JF-30S3 ←

JF-65S JF-65S1 ← JF-65S3 ←

JF-80S JF-80S1 ← JF-80S3 ←

JF-80T JF-80T1 ← JF-80T3 ←

JF-100S JF-100S1 ← JF-100S3 ←

JF-100T JF-100T1 ← JF-100T3 ←

JF-150S JF-150S1 ← JF-150S3 ←

JF-150T JF-150T1 ← JF-150T3 ←

JF-200S JF-200S1 ← JF-200S3 ←

JF-200T JF-200T1 ← JF-200T3 ←

JF-250S JF-250S1 ← JF-250S3 ←

JF-250T JF-250T1 ← JF-250T3 ←

JF-350T JF-350T1 ← JF-350T3 ←

JF-450T JF-450T1 ← JF-450T3 ←

JF-550T JF-550T1 ← JF-550T3 ←

JFU-30S JFU-30S1 JFU-30S2 JFU-30S3 ←

JFU-65S JFU-65S1 ← JFU-65S3 ←

JFU-80S JFU-80S1 ← JFU-80S3 ←

JFU-80T JFU-80T1 ← JFU-80T3 ←

JFU-100S JFU-100S1 ← JFU-100S3 ←

JFU-100T JFU-100T1 ← JFU-100T3 ←

JFU-150S JFU-150S1 ← JFU-150S3 ←

JFU-150T JFU-150T1 ← JFU-150T3 ←

JFU-200S JFU-200S1 ← JFU-200S3 ←

JFU-200T JFU-200T1 ← JFU-200T3 ←

JFU-250S JFU-250S1 ← JFU-250S3 ←

JFU-250T JFU-250T1 ← JFU-250T3 ←

JFU-350T JFU-350T1 ← JFU-350T3 ←

JFU-450T JFU-450T1 ← JFU-450T3 ←

JFU-550T JFU-550T1 ← JFU-550T3 ←

・�99年5月 ・�04年5月 ・�07年11月 ・�09年6月
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⑥ストレートシロッコファン消音形·大風量タイプ

⑦片吸込形シロッコファンミニタイプ ⑧片吸込形シロッコファン屋外設置可能タイプ

④ストレートシロッコファン·給気タイプ

⑤ストレートシロッコファン·同時給排気タイプ

①ストレートシロッコファン·天吊埋込タイプ（24時間換気機能付を含む）

③ストレートシロッコファン·耐湿タイプ

②ストレートシロッコファン·厨房用

⑨斜流ダクトファン

銘板一覧表8

50/60

14100001

BFS-15SX

98/157 500/500 76.5/95

製造年月
製造番号

周波数（Hz）定格静圧（Pa）
電源
形名

消費電力（W）風量（m3/h）
100V

SOWATECHNICA 50/60Hz
屋内用

100V

ストレ－トシロッコファン厨房用
No.1 1/4 

84.5/103WE
SP

三菱電機株式会社

風方向

＜G＞

1

50/60

14100001

BFS-15SC

39/62 150/150 20.5/23.5

製造年月
製造番号

周波数（Hz）定格静圧（Pa）
電源
形名

消費電力（W）風量（m3/h）
100V

SOWATECHNICA 50/60Hz
屋内用

100V

標準形ストレ－トシロッコファン
No.1 1/4 

21/23.5WE
SP

三菱電機株式会社

風方向

＜G＞

1

50/60

14100001

BFS-15SY1

39/39 300/300 37/43.5

製造年月
製造番号

周波数（Hz）定格静圧（Pa）
電源
形名

消費電力（W）風量（m3/h）
100V

SOWATECHNICA 50/60Hz
屋内用

100V

ストレ－トシロッコファン消音形耐湿タイプ
No.1

38/44WE
SP

三菱電機株式会社

風方向

＜G＞

3

50/60

14120001

BFS-40SSU

59/69 400/400 57/65

製造年月
製造番号

周波数（Hz）定格静圧（Pa）
電源
形名

消費電力（W）風量（m3/h）
100V

SOWATECHNICA 50/60Hz
屋内用

100V

給気タイプ・消音形ストレ－トシロッコファン
No.1 1/4

55/64WE
SP

三菱電機株式会社

風方向

＜G＞

1

14120001製造年月
製造番号三菱電機株式会社

同時給排気タイプ・静音形ストレ－トシロッコファン
＜G＞

SOWATECHNICA 50/60Hz
屋内用

100V
76/87WE

SP

電源
形名 BFS-30WSU

100V
No.1 

50/60 39/39 300/300 75/84
周波数（Hz）定格静圧（Pa） 消費電力（W）風量（m3/h）

三菱電機株式会社キャップはドレン用

・配線工事は必ず有資格者である電気工事士が内線規程や電気設備技術基準に
　従い行ってください。
　　絶対に「手より接続」はしないでください。

　この範囲を超えますと焼損、変形、回転不良、破損につながるおそれがありますので使用できません。

・使用条件：　本体周囲　温度-15～+50℃、　常温において相対湿度90%以下
　　　　　　　搬送空気　温度-15～+50℃、　+40℃において相対湿度98%以下

過負荷保護装置容量 50/60Hz 4.3/5.5A

この送風機は屋内配線に
電動機用過負荷保護装置を
取付けて使用する必要が
あります。

屋内用

＜Ｇ＞

3相
BG-30TR形名

SER.NO電源
風量(m3/h) 消費電力(W)

片吸込形シロッコファン
No.2

14120001200 V
周波数(Hz)
50/60 196/196 2500/3320 480/860

定格静圧(Pa)

50/60

14090001

BFS-10S3

0/0 146/142 14/16

製造年月

製造番号

周波数（Hz）定格静圧（Pa）

電源形名

消費電力（W）風量（m

3

/h）

100V

KYOSHIN

50/60Hz

屋内用

100V

片吸込形シロッコファン

No.1/2

14/16WE
SP

三菱電機株式会社

＜G＞

25.5/28.5150/15055/4750/60

JE-15S3

E
SP

高所取付用

周波数（Hz） 定格静圧（Pa）

屋内用27/30W
50/60Hz100V

100V
No.1 1/2

斜流ダクトファン標準形

電源
形名

消費電力（W）風量（m3/h）

三菱電機株式会社

風方向

キャップはドレン用

＜G＞

BFS-800TU No.2

50/60 200/450 8000/8000 2700/3400

大風量消音形ストレートシロッコファン

点
検
口

注意
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〈FS-6TE1，10TE1・TET1，FS-5TRA〉
●0〜＋50℃の間で任意に電源を「ON」・「OFF」制御でき
ます。センサーの周囲温度が設定温度を超えるとファン
が自動的に運転を始め、設定温度より約3℃低くなると
自動的に停止します。したがって過剰換気が防げ適正環
境が維持できるとともに電気代の節約ができます。

●機械室、電機室など発熱源の多い部屋や温度が上った
ときだけ換気すればよい場所（連続換気が必要でない
場所）に適しています。

●「自動運転」・「停止」・「連続運転」の3段切り替えが可能です。
●定格電流、起動電流とも接続可能な負荷容量以下の有圧
換気扇、シロッコファンなどの直入れ運転（複数台運転）
ができます。その容量を超える場合は、リレーユニット
（FS-10RU1,10RUT1）をご使用ください。
●サーミスタリード線を引き延ばす場合は別売の延長セン
サー（FS-6TSK,6TS（長さ5m））をご使用ください。

●市販の B接点の補助リレーを使用すると室温が上がり、設
定温度になったときにファンを停止させることもできます。

〈FS-10HE1，FS-3HC〉
●相対湿度30〜80％の範囲で任意に電源を「ON」・
「OFF」制御できます。
センサーの周囲湿度が設定湿度を超えるとファンが自動
的に運転を始め、設定湿度より約10〜12％低くなると
自動的に停止します。

●FS-3HC（埋込形）は本体内に湿度感知部があり、感知部周
囲の湿度で動作しますので、湿度スイッチの据付位置に
よっては、部屋全体の湿度と設定湿度が多少異なる場合が
あります。その場合はしばらく運転し調整してください。

●FS-10HE1（露出形）は別置延長式センサーであり、
5mの範囲内でセンサー位置を変更できます。

●自動運転の他に、湿度に関係なく「連続運転」、「停止」
もできます。

●定格電流、起動電流とも接続可能な負荷容量以下の有圧
換気扇、シロッコファンなどの直入れ運転（複数台運転）
ができます。その容量を超える場合は、リレーユニット
（FS-10RU1,10RUT1）をご使用ください。

〈FS-10RU1・RUT1〉
●温度スイッチや湿度スイッチの容量が不足する場合に使用
することにより、制御容量をアップさせることができます。

●1台の制御スイッチで複数台のファンを運転することができます。

●2線式だけでなく3線式シャッターも容易に結線できます。
●FS-10RU1（単相100V用）とFS-10RUT1（3相200V
用）の2種類があります。

●使い方については146ページを参考にしてください。

商品説明·································································135
1. 温度スイッチ ··············································································135
2. 湿度スイッチ ··············································································135
3. リレーユニット ··········································································135
4. 速度調節器 ··················································································136
5. 温湿度マルチコントローラ ·······················································136
6. 送風機用フリープランアダプタ ···············································136

1 施工·········································································137
1. 温度スイッチ・湿度スイッチ・リレーユニット・速度調節器
　 据付上の注意 ·················································································137
2. 温度スイッチ（露出形：FS-6TE1,10TE1・TET1）の取り扱い・施工 ·········137
3. 温度スイッチ（埋込形：FS-5TRA）の取り扱い・施工 ··············140
4. 湿度スイッチ（露出形：FS-10HE1）の取り扱い・施工 ············141
5. 湿度スイッチ（埋込形：FS-3HC）の取り扱い・施工 ················143
6. リレーユニット（FS-10RU1・RUT1）の取り扱い・施工 ········146
7. 速度調節器の取り扱い・施工 ·····················································147
8. 温湿度マルチコントローラの取り扱い・施工 ··························148
9. 送風機用フリープランアダプタの取り扱い・施工···················152
10.結線例 ··························································································157

2

商品説明1
1.·温度スイッチ

2.·湿度スイッチ

3.·リレーユニット
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速　度　調　節　器
FS-2TB1 FS-5TA3

方··式

リアクター トランスタップ
電圧制御 電圧制御

速調範囲
4段階 5段階のうち3段階選択

100〜50% 100〜40%
運転効率 低速時悪化 低速時悪化

騒音（モータ磁気音） 少ない 少ない
最大許容電流 定格電流1.3A（起動電流2.5A以下） 定格電流5A（起動電流10A以下）
適用機種 少ない（約24機種） 多い（約40機種）
自動運転等 不　可 不　可

4.·速度調節器
〈FS-2TB1，FS-5TA3〉
●有圧換気扇およびミニシロッコファンなどの単相100V定格品の風量制御に使用します。
●FS-2TB1は「強」、「中」、「弱」、「微」の4段階に制御可能、FS-5TA3は「強」、「中」、「弱」の3段階に制御が可能です。
●制御の範囲は100〜約40％です。（制御される機種によって制御範囲が変わります。）
●FS-2TB1には50Hz、60Hz切換端子が付いており、使用する電源周波数に応じて接続が必要です。
●周囲温度が低いとき、低速で使用するとモータの回転が不安定になることがあります。
●風圧式シャッターと組み合わせた有圧換気扇を低速で運転するとシャッターが十分に開かない場合があります。電動式シャッ
ターとの組み合わせ使用が適しています。（電動シャッターと組み合わせる場合、157ページの結線図を参照してください。）

●オイルミスト、綿埃、じん埃などの浮遊する悪環境を避けて清潔な場所に設置するか、また浮遊物が侵入しない「密閉タ
イプ」の盤内に収納してください。

●FS-2TB1に接続する送風機を高静圧がかかるポイントで使用しますと風量制御可能範囲が狭くなります。

■速度調節器の比較

M M

〈FS-15THE〉
●週間式プログラムタイマーと温度・湿度センサーの組み
合わせにより換気送風機の運転停止を自動制御できます。

●週間式プログラムタイマーは、1日5回までの「ON」・「OFF」
設定が可能です。別売の延長温度センサー（FS-6TSK1）が
2個、延長湿度センサー（FS-10HSK）が1個接続可能です。

●延長温度センサー、延長湿度センサーは屋外（雨線内）
に設置することができます。屋内外温度差による制御や
屋外湿度での雨水浸入抑制制御ができます。

〈FS-5AHDF〉
●本アダプタを使用することでフリープラン対応機器では
ない送風機をMELANS（M-NET伝送線）に接続するこ
とができます。MELANSに接続することで当社マルチ
エアコンの室内ユニットと連動させることができます。

●延長温度センサー2個、延長湿度センサー1個を接続す
ることによりナイトパージ運転が可能です。

●「自動運転」・「停止」・「連続運転」の3段切換えが可能
です。

●定格電流、起動電流とも接続可能な負荷容量以下の有圧
換気扇、シロッコファンなどの直入れ運転（複数台運転）
ができます。定格容量を超える場合や200V電源を使用
する場合は、市販の電磁接触器などをご使用ください。

●MAリモコン（空調機リモコン）から本アダプタで接続し
た送風機を操作できます。

●定格電流、起動電流ともファン制御容量以下の送風機の
直入れ運転（複数台運転）ができます。

5.·温湿度マルチコントローラ

6.·送風機用フリープランアダプタ
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●温度が50℃（一部機種では40℃）を超える場合や湿度
が90％（一部機種では85％）を超える場所では使用で
きません。
（速度調節器は40℃までです。）
●直射日光の当たる場所や、雨水のかかる場所では使用
できません。

●亜硫酸ガスなど有害ガスの発生する場所や農薬など、
薬品のかかる場所、レンジの近くなど油煙のかかる場
所では使用できません。

●養鶏場など埃の多い場所では使用できません。
●浴室など湿気の多い場所や、水のかかる所、および塩
素等のガス発生がある雰囲気では使用できません。

●本体およびセンサー部を結露させないでください。
●速度調節器は、熱のこもることのない風通しのよい場
所に据付けてください。温度スイッチ、湿度スイッチ
は出入口の近くや、換気口の近くなど室外の湿度の影
響を受けやすい場所に据付けると正常な検知・運転が
できなくなります。

●温度（湿度）スイッチの機器表示の設定値は、実動作温
度（湿度）との間に誤差を生じる場合がありますので、
目安としてご使用ください。

●本体は壁に据付けて使用します。横据付けや逆据付け、
天井面への据付けでは使用できません。

●速度調節器（FS-2TB1）、湿度スイッチ（FS-3HC）、温
度スイッチ（FS-5TRA）のみ壁埋込据付けができます。

●湿度スイッチ（FS-3HC）の据付けはJlS C 8340に規
定される金属製1個用スイッチボックスを使用して壁面
に据付けてください。

●温度スイッチ（FS-5TRA）の据付けはJlS C 8340に
規定される金属製スイッチボックス3個用（カバー付）
を使用して壁面に据付けてください。

●電気工事は電気設備技術基準や、内線規程に従って有資
格者である電気工事士が、安全・確実に行ってください。

●温湿度マルチコントローラ（FS-15THE）の内蔵サーミスタは急激
な温度変化には追従できません。急激な温度変化に追従が必要な
場合は、別売の延長温度センサー（FS-6TSK1）をご使用ください。

●計量法に基づく計測器ではありませんので、温度の計
測器として使用しないでください。

1.·結線について
●適用電線
φ1.6またはφ2銅単線
単線用速結端子台に電線を接続するため、より線を使用す
る場合は、絶縁被覆付棒型圧着端子をご使用ください。
例： ニチフ  TC-1.25-11
  冨士端子  VSP-1
  パナソニック  WV2501

●センサー端子
ショートリードをはずし、別売の延長センサーを接続す
ることで、温度センサーを本体外に出すことができます。
・プラスチックケース付き：FS-6TSK1
・金属筒形（悪環境用） ：FS-6TS

三菱換気送風機を任意の温度（0〜50℃の範囲）で、自動的に
「運転」・「停止」を行うためのものです。
温度スイッチに接続できる送風機容量は下表の通りです。定格
容量が不足するときは、リレーユニット等をご使用ください。

電子制御装置

FUSE1
3A

FUSE2 15A

CN1 CN2

延長センサー用
センサー端子

121 2

主電源
単相100V

100V送風機

CN7

〈FS-6TE1〉

電子制御装置

FUSE1
3A

CN1

FUSE 20A

CN2

CN7
延長センサー用
センサー端子

121 2

主電源
単相100V

100V送風機

電子制御装置

FUSE1
3A

CN1 CN2

CN7
延長センサー用
センサー端子

UVWRST

主電源
3相200V

RST

主電源
単相200V

送風機 送風機

3相200V
送風機

UVW

出力
単相200V
送風機

〈FS-10TE1〉 〈FS-10TET1〉

※太線部分を結線する。

●その他
FS-10TET1は、単相200V電源でも使用できます。

施工2
1.·温度スイッチ・湿度スイッチ・温湿度マルチコントローラ・リレーユニット・速度調節器据付上の注意

2.·温度スイッチ（露出形：FS-6TE1,10TE1・TET1）の取り扱い・施工

形　名 定格電圧 定格容量
FS-6TE1 単相100V  定格電流  6A 起動電流15A

FS-10TE1 単相100V  定格電流10A 起動電流20A

FS-10TET1 3相200V  定格電流10A 起動電流20A
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お願い

お願い

お願い

お願い

3.·FS-6TE1,10TE1,10TET1の据付方法
（1）本体と取付板をはずす
①本体と取付板を締付けている本体取付ねじ（2本）をは
ずし、取付板をはずします。

②取付板と本体（基板）をつないでいる電線（基板側のコ
ネクタ2か所）をはずします。

2.·リレーユニットについて
100V制御部材の容量UPおよび、200V機器の混在制
御ができます。
また、シャッター端子も設けています。
リレーユニットに接続できる送風機容量は下表の通り
です。

本体

本体取付ねじ 取付板

コネクター

●コネクタの抜き差しはていねいに行ってください。ま
た、差し込む場合は確実に元まで差し込んでください。

※結線図は139,158,159ページを参照してください。

（2）取付板の据付け
〈直接木ねじで据付ける場合〉
①取付板を市販の木ねじ（2本）で壁などへ確実に締付け
ます。

②結線図（139,158,159ページ）を参照して結線をします。
先端を15mm皮むきした芯線（φ1.6またはφ2）を間
違えないように速結端子に確実に奥まで差し込みます。

●FS-10TET1の場合は、必ず電気設備技術基準に基づ
きD種接地工事（アース）を実施してください。

アース 芯線取付板

木ねじ
（市販品）

速結端子

15m
m

●本体を取付板に組み合わせたとき、配線の余長が基板を押
さえないために、端子台高さ以下に配線を納めてください。

●配線の都合上、電線を本体下側から入れる場合、電線
は取付板に密接するように、端子台の間を配線してく
ださい。

取付板

電線

〈スイッチボックスに据付ける場合〉
①あらかじめ埋め込まれているJIS1個用スイッチボックス
に、取付板を市販の取付ねじ（2本）で確実に据付けます。

●取付板はスイッチボックスより大きいため、柱などから
スイッチボックスの中心までは70mm以上確保してく
ださい。

②結線図（139,158,159ページ）を参照して結線をします。
●配線はノックアウト穴を使用してください。   
穴端部のバリ取り後、テーピングやブッシング等でエッ
ジ処理を行ってください。
●先端を15mm皮むきした芯線（φ1.6またはφ2）を間
違えないように速結端子に確実に奥まで差し込みます。
●電線は、取付板に密接する形で図のように、端子台の
間を配線してください。

ノックアウト穴

取付ねじ（市販品）

取付板 70mm以上 JIS�1個用
スイッチボックス
（市販品）

●本体を取付板に組み合わせたとき、配線の余長が基板
を押さえないように、端子台高さ以下に配線を納めて
ください。

●FS-10TET1の場合は、必ず電気設備技術基準に基づ
きD種接地工事（アース）を実施してください。

形　名 定格電圧 定格容量
FS-10RU1 単相100V 定格電流10A　起動電流20A

FS-10RUT1 3相200V 定格電流10A　起動電流20A
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（3）延長センサー（システム部材）の据付け
①本体のセンサー端子からショートリードをはずします。
②延長センサー（FS-6TS, 6TSK1）からのコネクターを
センサー端子に接続します。

③延長センサーを図のようにマイナスドライバー等で分
解し、市販の木ねじ（2本）で確実に据付けます。

ショートリード

コネクター

本体

センサー端子

マイナスドライバー

木ねじ（市販品）

延長センサー

●室内温度が検出でき、空気の流れの良い場所に据付け
てください。
●電線の長さが不足する場合は、中間で切断し市販の電
線で延長してください。（本体動作に影響がでますので、
10mを限度とします。センサーは無極性です。）
●センサーケーブルを露出配線する場合は、センサーケー
ブルを固定してください。
●センサーケース裏面の四角穴に結束バンドなどを通して
固定しないでください。故障のおそれがあります。

●本体据付けではコネクター線や内部配線のかみ込み、
本体内部回路への押しつけがないように配線処理をし
てください。

（4）本体を取付板に据付ける
①はずしたコネクター（2か所）を、コネクター色を合わ
せて接続します。

②本体を取付板に差し込み、本体取付ねじ（2本）で確実
に締付け固定します。

4.·試運転
（1）試運転前の確認
①結線が間違っていないか確認します。
②送風機、温度スイッチ、使用電源の定格電圧（100V/200V）
を確認します。

③通電にて送風機が不意に回っても危険でないことを確
認します。

本体取付ねじ
取付板

コネクター

この温度スイッチは、温度設定ツマミで設定された温
度よりも、室温が上がると、送風機を運転させます。
例えば、室温が20℃であれば、設定ツマミを50℃か
ら0℃側に回していくと、設定ツマミが20℃付近で、
送風機が運転を開始します。

連続切自動

運転

10 40

50℃0

20 30

温度設定

連続切自動

運転

10 40

50℃0

20 30

温度設定

連続切自動

運転

10 40

50℃0

20 30

温度設定

（2）電源を入れての動作確認
①切換スイッチを「切」にします。
●運転ランプ消灯
●送風機は停止

②切換スイッチを「自動」にし、温度設定
つまみを「0」の位置に回します。
●運転ランプ点灯
●送風機は運転

③切換スイッチを「自動」にし、温度設定
つまみを「50」の位置まで回します。
●運転ランプ消灯
●送風機は停止

④切換スイッチを「連続」にします。
●運転ランプ点灯
●送風機は運転

10 40

50℃0

連続切自動

運転

20 30

温度設定
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三菱換気送風機を任意の温度（0〜50℃の範囲）で、
自動的に「運転」・「停止」を行うためのものです。
●温度スイッチに接続できる送風機容量は下表の通りで
す。定格容量が不足するときは、リレーユニット等を
ご使用ください。

●計量法に基づく計測器ではありませんので、温度の計測
器として使用しないでください。

1.·結線について
●据付けには、JlS C 8340に規定されるスイッチボッ
クス3個用（カバー付）をご使用ください。

●延長センサー（FS-6TS, 6TSK1）も接続できます。

〈ご注意〉
右図のように、結線を
おこなってください。

送風機 電 源
AC 100V

１２３４

延長センサー
FS-6TS, FS-6TSK1

電源
単相100V送風機

2.·据付方法
（1）スイッチボックスの埋め込みと配線
●あらかじめ工事店さま手配部品のスイッチボックスを
埋込み、接続電線（電源線・連絡電線）を配線します。

電源線 連絡電線
スイッチボックス
JIS�C�8340�3個用
（カバー付）

単位（mm）電線管

12
200

断熱材
※寒冷地では結露防止のため�
　不燃性の断熱材でおおって
　埋込んでください。

●電線管の取り出し方向はスイッチボックスの上下方向
としてください。

パネル

設定温度調節ツマミ

角穴部分 マイナスドライバー

（2）パネルをはずす
●設定温度調節ツマミをはずし、下側の角穴部分をマイナ
スドライバーの先などで起こしてパネルをはずします。

●設定温度調節ツマミをはずすときは、シートを傷つけ
ないように注意してください。

本体

速結端子
ストリップゲージ

はずしボタン

（3）結線をする
①電線被ふくは本体裏側にあるストリップゲージに合わ
せて12mmむいてください。

②皮むきした芯線を速結端子に確実に奥まで差し込みます。
●電線を速結端子よりはずす場合は、速結端子のはずし
ボタンをマイナスドライバーで押しながら電線を引っ
張ってはずします。

〈延長センサー（システム部材）を接続する場合〉

①延長センサーを据付位置に同梱のナット、ワッシャー、
ねじで固定します。

②温度スイッチをパネル・本体ケース・本体に分解します。
③スイッチ本体に貼ってある「FS-6TS取付穴」シールを
はずします。

④コネクターより内蔵センサーをはずし、延長センサー
を接続します。（延長センサーはFS-6TS, 6TSK1のど
ちらかをご使用いただけます）

⑤パネルと本体ケースを元通り据付けます。

パネル

ねじ

コネクター

スイッチボックス

本体ケース
本体 延長センサー

FS-6TS

ワッシャー

ナット
「FS-6TS取付穴」シール

（4）本体の据付け
①本体をスイッチボックスにはめ込みます。
②市販のねじ4本で確実に据付けます。

スイッチボックス

本体
ねじ（市販品）

3.·温度スイッチ（埋込形：FS-5TRA）の取り扱い・施工

定格電圧 単相100V
定格容量 定格電流4.5A　起動電流10A
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（5）パネルの取付け
●上側を合わせ下側を軽く押します。
「パチン」と音がして、はめ込まれます。

●据付工事が終わりましたら、次の確認を行ってください。
①切換スイッチを「切」にして分電盤のブレーカを「入」に
します。（通電ランプも運転ランプも点灯しません。）

②温度調節ツマミを「0」の位置に回します。
③切換スイッチを「自動」にします。通電ランプが点灯し
ます。送風機が運転し、運転ランプが点灯します。

 （※感熱部が0℃以下のときは運転しません。）
④設定温度調節ツマミを右に回して室温を超えると運転
ランプが消灯し、送風機が停止します。

⑤切換スイッチを「手動」にすると通電ランプが消灯し、
送風機が連続運転します。（運転ランプは点灯しませ
ん。）

⑥切換スイッチを「切」にします。

3.·試運転

パネル

三菱換気送風機を任意の湿度（相対湿度30〜80％の範囲）
で、自動的に「運転」・「停止」を行うためのものです。
●湿度スイッチに接続できる送風機容量は下表の通りで
す。定格容量が不足するときは、リレーユニット等を
ご使用ください。

1.·結線について
●適用電線（φ1.6またはφ2銅単線）
単線用速結端子台に電線を接続するため、より線を使用
する場合は、絶縁被覆付棒型圧着端子をご使用ください。
例：ニチフ  TC-1.25-11

冨士端子	 VSP-1
パナソニック	 WV2501

●センサー端子
付属の湿度センサーを接続します。

電子制御装置

FUSE1
3A

FUSE20A

CN1 CN2

延長センサー用
センサー端子

1 21 2

主電源
単相100V

100V
送風機

CN7 ※太線部分を結線する。

2.·据付方法
（1）本体と取付板をはずす
①本体と取付板を締付けている本体取付ねじ（2本）をは
ずし、取付板をはずします。

②取付板と本体（基板）をつないでいる電線（基板側のコ
ネクター2か所）をはずします。

本体

本体取付ねじ

取付板

コネクター

●コネクターの抜き差しはていねいに行ってください。
また、差し込む場合は確実に元まで差し込んでください。

（2）取付板の据付け
〈直接木ねじで据付ける場合〉

①取付板を市販の木ねじ（2本）で壁などへ確実に締付けます。
②左の結線図を参照して結線をします。
先端を15mm皮むきした芯線（φ1.6またはφ2）を間
違えないように速結端子に確実に奥まで差し込みます。
必ず電気設備技術基準に基づきD種接地工事（アース）を
実施してください。

アース 芯線取付板

木ねじ
（市販品）

速結端子

15
mm

●計量法に基づく計測器ではありませんので、湿度の計
測器として使用しないでください。

4.·湿度スイッチ（露出形：FS-10HE1）の取り扱い・施工

定格電圧 単相100V
定格容量 定格電流10A　起動電流20A
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●本体を取付板に組み合わせたとき、配線の余長が基板
を押さえないために、端子台高さ以下に配線を納めて
ください。

〈電線を本体下側から入れる場合〉
電線は取付板に密接するように、端子台の間を配線し
てください。

取付板

〈スイッチボックスに据付ける場合〉

①あらかじめ埋め込まれているJIS1個用スイッチボックス
に、取付板を市販の取付ねじ（2本）で確実に据付けます。

●取付板はスイッチボックスより大きいため、柱などか
ら、スイッチボックスの中心までは70mm以上確保し
てください。

②結線図（141ページ）を参照して結線をします。
●配線はノックアウト穴を使用してください。   
穴端部のバリ取り後、テーピングやブッシング等でエッ
ジ処理を行ってください。
●先端を15mm皮むきした芯線（φ1.6またはφ2）を間
違えないように速結端子に確実に奥まで差し込みます。
●電線は取付板に密接するよう、端子台の間を配線して
ください。   
必ず電気設備技術基準に基づきD種接地工事（アース）
を実施してください。

ノックアウト穴

取付ねじ（市販品）

取付板
JIS�1個用
スイッチボックス
（市販品）

●本体を取付板に組み合わせたとき、配線の余長が基板
を押さえないために、端子台高さ以下に配線を納めて
ください。 70mm以上

（3）本体を取付板に据付ける
①取りはずしたコネクター（2か所）を、コネクター色を
合わせて接続します。

②本体を取付板に差し込み、本体取付ねじ（2本）で確実
に締付け固定します。

●本体組み付けではコネクター線や内部配線のかみ込み、
本体内部回路への押しつけがないように配線処理をし
てください。

（4）湿度センサーを据付ける
①付属の湿度センサーのコネクターを本体のセンサー端
子に接続します。

②湿度センサーを下図のようにマイナスドライバー等で
分解し、市販の木ねじ（2本）で確実に据付けます。
●湿度センサーは、室内湿度が検出でき、空気の流れの
良い場所に据付けてください。
●センサーケース裏面の四角穴に結束バンドなどを通し
て固定しないでください。故障のおそれがあります。

本体取付ねじ
取付板

コネクター

湿度センサー

マイナス
ドライバー

木ねじ（市販品）

3.·試運転
（1）試運転前の確認
①結線が間違っていないか確認します。
②送風機、湿度スイッチ、使用電源の定格電圧（100V）
を確認します。

③通電にて送風機が不意に回っても危険でないことを確
認します。

●電線の長さが不足する場合は、中間で切断し市販の電
線で延長してください。   
（本体動作に影響が出ますので10mを限度とします。
センサーには極性がありますので、延長するときは十
分注意してください。）
●センサーケーブルを露出配線する場合は、センサー
ケーブルを固定してください。

本体

コネクター
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1.·据付方法
（1）据付場所を決め、スイッチボックスを壁に埋め込む

●スイッチボックスはJlS C 8340に規定される金属製
1個用スイッチボックスを使用してください。
●適用電線単線φ1.6を使用してください。（より線は使
用しないでください。）
●電線管は薄鋼電線管（JlS C 8305）呼び径15〜25を
使用してください。
●電線管に合うロックナット、ブッシングを用意してく
ださい。

電線管

ブッシング

連絡電線
電源線 ボックス

12mm

●スイッチの据付方向を確認し、埋込スイッチボックス
を埋め込んでください。
●電線管の取り出し方向は、ボックスの上下方向として
ください。

（2）電源線、送風機からの連絡電線の配線

〈寒冷地で使用する場合〉
寒冷地ではスイッチボックス内の結露を防止するために
不燃性の断熱材でおおってから埋込んでください。

埋込スイッチボックス

シール

断熱材

本体

屋外屋内

三菱換気送風機を任意の湿度（相対湿度30〜80％の範囲）
で、自動的に「運転」・「停止」を行うためのものです。
●湿度スイッチに接続できる送風機容量は下表のとおり
です。定格容量が不足するときは、リレーユニット等
をご使用ください。

●計量法に基づく計測器ではありませんので、湿度の計
測器として使用しないでください。

この湿度スイッチは、湿度設定ツマミで設定された湿
度よりも、湿度センサー部の周りの湿度が上がると、
送風機を運転させます。
例えば、湿度センサーの周りの湿度が50％であれば、
設定ツマミを80％から30％側に回していくと、設定
ツマミが50％付近で、送風機が運転を開始します。

連続切自動

運転

40 70

80％30

50 60

湿度設定

連続切自動

運転

70

80％

50 60

湿度設定

40 70

80％30

60

湿度設定

（2）電源を入れての動作確認
①切換スイッチを「切」にします。
●運転ランプ消灯
●送風機は停止

②切換スイッチを「自動」にし、湿度設定
つまみを「30」の位置に回します。
●運転ランプ点灯
●送風機は運転

③切換スイッチを「自動」にし、湿度設定
つまみを「80」の位置まで回します。
●運転ランプ消灯
●送風機は停止

40 70

80％30

連続切自動

運転

50 60

湿度設定

連続切自動

運転

40 70

80％30

50 60

湿度設定

④切換スイッチを「連続」にします。
●運転ランプ点灯
●送風機は運転

5.·湿度スイッチ（埋込形：FS-3HC）の取り扱い・施工

定格電圧 単相100V
定格容量 定格電流3A　起動電流5A
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（3）結線をする
①電線被ふくは本体裏側にあるストリップゲージに合わ
せて12mmむいてください。

②皮むきした芯線を速結端子に確実に奥まで差込みます。
●電線を速結端子よりはずす場合は、速結端子のはずし
ボタンをマイナスドライバーで押しながら電線を引っ
張ってはずします。

電子制御装置
本体（電源部）

2 43
電源端子 負荷端子

電子制御装置
本体（操作部）

湿度スイッチ

ヒューズ

電源100V
50/60Hz

1

電圧側

接地側

換気扇
最大3A

（5）スイッチ本体（操作部）の取付け
●スイッチ本体（操作部）の裏面コネクターとスイッチ本
体（電源部）のコネクターとを合わせ、真っ直ぐに入れ
て、確実に挿入してください。

（4）スイッチ本体（電源部）の据付け
①本体を市販の埋込スイッチボックスにはめ込みます。
②付属または市販のねじ2本で確実に据付けます。

スイッチ本体（電源部）

埋込金属製スイッチボックス
付属ねじまたは市販
ねじ（2本） 埋込金属製

スイッチボックス

運転
切/入

自動
連続

湿度

スイッチ本体（操作部）
コネクター

スイッチ本体（電源部）
コネクター

接続

運転

湿度

すき間がない
ように

マイナスドライバーをAまたはB部のすき間に差
込みます。

運転
切/入

湿度

Ａ部
Ｂ部

〈スイッチ本体（操作部）とスイッチ本体（電源部）をはずす場合〉

2.·試運転
（1）試運転前の確認
①結線が間違っていないか確認する。
②接続機器の容量を確認する。制御容量は最大3Aまでで
す。

（2）電源を入れて運転確認
「使用方法」を参考に運転確認を行う。
〈自動運転の確認方法〉
①切換スイッチを「自動」にする。
②換気設定スイッチを押して換気設定を一番高い換気開
始の設定値（80%）にする。

②換気設定スイッチを押して、換気設定を一番低い換気
開始の設定値にする。
●ゆっくり設定値を下げる間に、換気が開始することを
確認してください。

スイッチ本体
（電源部）

はずしボタン

1
3
4

2

1 2
3 4

電源1
00V

換気扇
　3A

接
地
側

接
地
側

（6）プレートの据付け
①スイッチ本体にプレート枠を矢印方向を上にしてねじ
（2本）で据付けます。
②プレートカバーをはめ込みます。

プレートカバー

運転
切/入

自動
連続

湿度

プレート枠

ねじ 矢印

上

3.·使用方法
●湿度感知部の周りの湿度が設定湿度より高くなると自動
的に送風機を運転させ、設定湿度より低くなると自動的
に送風機の運転を停止させます。

連続 設定湿度に関係なく送風機を運転します。

自動
周囲湿度が設定湿度より高くなると自動的に送風機を
運転します。また、周囲湿度が設定湿度より低くなる
と自動的に送風機を停止します。

切 設定湿度に関係なく送風機の運転を停止します。
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（1）運転開始
①運転スイッチを押す。
●運転ランプと表示部が点灯して運転を開始します。
●換気扇が運転中のときは、表示部分のファンマークが
回転してお知らせします。

（2）停止
①運転スイッチを押す。
※運転中に停電し、電気が復帰すると運転は切の状態に
戻ります。再度、運転スイッチを押してください。

運転
切/入

自動
連続

換気設定

湿度

自動

湿度スイッチ

%
運転ランプ

ファンマーク

運転スイッチ

（3）連続運転のしかた
●運転開始
①運転スイッチを押す。
②切換スイッチを押す。
●自動運転中に切換スイッチを押すと表示部の「自動」が
消え、連続運転になります。
●換気扇が運転し、表示部分のファンマークが回転します。
●停止
①運転スイッチを押す。
●連続運転を停止します。
※表示部の数字は、現在の湿度の目安を表示しています。
測定範囲外になると数字が点滅します。

（4）自動運転のしかた
※本体表示の設定値は実際の動作湿度との間に誤差を生
じる場合がありますので目安としてご使用ください。

①運転スイッチを押す。
②表示部に「自動」の表示が消えているとき切換スイッチ
を押し、「自動」を表示させる。

③換気設定スイッチを押して、換気を自動で開始する設
定値にする。(設定範囲は30％〜80％の間で1％刻み
で行えます)
●換気設定スイッチを押して表示部分の「％」が点滅して
いるときは設定値を表示しています。

④点滅のまま、しばらくすると「%」が点灯に変わり、現
在の湿度表示に戻ります。

⑤湿度が換気開始の設定湿度より高くなると、自動で換
気扇が運転します。
●表示部分のファンマークが回転します。

運転
切/入

自動
連続

換気設定

湿度

湿度スイッチ

%
運転ランプ

ファンマーク

運転スイッチ

切換スイッチ

運転
切/入

自動
連続

換気設定

湿度

湿度スイッチ

%
運転ランプ

運転スイッチ

切換スイッチ

換気設定
スイッチ

ファンマーク

例：換気開始湿度60%
自動%
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●リレーユニットにより、100V制御部材の容量UPおよ
び、200V機器の混在制御ができます。
また、シャッター端子も設けています。

●リレーユニットに接続できる送風機容量は下表の通りです。

1 2

赤

ア
カ
シ
ロ

ク
ロ

黒

100V
3線式シャッター

100V
2線式シャッター

白赤白

1 2

1 2

主電源
単相100V

リレーユニット リレーユニット

100V
送風機

AC100V
温度スイッチ等

AC100V
温度スイッチ等

U V

赤

ア
カ
シ
ロ

ク
ロ

黒

200V
3線式シャッター

200V
2線式シャッター

白赤白

SR T

1 2

主電源
3相200V

3相200V
送風機

W

〈FS-10RU1〉 〈FS-10RUT1〉

1.·据付方法
（1）本体と取付板をはずす

本体と取付板を締付けている本体取付ねじ（2本）をは
ずし、取付板をはずします。

（2）取付板の据付け
〈直接木ねじで据付ける場合〉
①取付板を市販の木ねじ（2本）で壁などへ確実に締付けます。
②結線図を参照して結線をします。
先端を15mm皮むきした芯線（φ1.6またはφ2）を間違
えないように速結端子に確実に奥まで差し込んでください。
FS-10RUT1の場合は、必ず電気設備技術基準に基づ
きD種接地工事（アース）を実施してください。

アース

木ねじ（市販品）

速結端子

芯線取付板

15
mm

〈スイッチボックスに据付ける場合〉
①あらかじめ埋め込まれているJIS 1個用スイッチボックス
に、取付板を市販の取付ねじ（2本）で確実に据付ける。

●取付板はスイッチボックスより大きいため、柱などか
ら、スイッチボックスの中心までは70mm以上確保し
てください。

②結線図を参照して結線をします。
●配線はノックアウト穴を使用してください。   
穴端部のバリ取り後、テーピングやブッシング等でエッ
ジ処理を行ってください。
●先端を15mm皮むきした芯線（φ1.6またはφ2）を間
違えないように速結端子に確実に奥まで差し込みます。
FS-10RUT1の場合は、必ず電気設備技術基準に基づ
きD種接地工事（アース）を実施してください。

ノックアウト穴

取付ねじ（市販品）

取付板 70mm以上 JIS�1個用
スイッチボックス
（市販品）

（3）本体を取付板に据付ける
●本体を取付板に差し込み、本体取付ねじ（2本）で確実
に締付け固定してください。

本体取付ねじ

本体
取付板

●本体組み付けでは内部配線のかみ込みがないように配
線処理をしてください。

2.·試運転
●試運転前の確認
①結線が間違っていないか確認してください。
②送風機、使用電源の定格電圧（100V/200V）を確認
してください。

③通電にて送風機が不意に回っても危険でないことを確
認してください。

④送風機・シャッターが正常に動作するか確認してくだ
さい。

6.·リレーユニット（FS-10RU1・RUT1）の取り扱い・施工

タイプ 定格電圧 定格容量
FS-10RU1 単相100V 定格電流10A　起動電流20A

FS-10RUT1 3相200V 定格電流10A　起動電流20A
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1.·据付方法（FS-2TB1）
（1）露出据付けの場合
①スイッチボックスの「上」の刻印を上にして、付属の木
ねじ（4本）でスイッチボックスを柱などに据付けます。

②スイッチボックス上部の薄肉部を切り欠き、電源線を
通します。

③耐熱チューブを電源線にかぶせます。
（速度調節器本体の熱から電源線を保護します。）
●スイッチボックス内の電源線の被ふくをはがします。
●付属の耐熱チューブを電源線にかぶせ、付属のバンド
で固定します。   
耐熱チューブは、電源線の長さに合わせて切断してく
ださい。

④電源線と速度調節器本体リード線を結線します。
⑤速度調節器本体を取りはずしたねじ（4本）でスイッチ
ボックスに据付けます。

⑥パネルとツマミを取付けます。

ツマミ

ツメ 穴
速度調節器本体リード線

電源線
（耐熱チューブをかぶせる）

スイッチボックス

薄肉部
バンド

刻印がある

木ねじねじパネル

速度調節器本体

（2）埋込据付けの場合
①市販の3個用スイッチボックス（カバー付）を縦方向に
埋め込みます。

②電源線を図のように引き込みます。
③耐熱チューブを電源線にかぶせます。
（速度調節器本体の熱から電源線を保護します。）
●スイッチボックス内の電源線の被ふくをはがします。
●付属の耐熱チューブを電源線にかぶせ、付属のバンド
で固定します。   
耐熱チューブは、電源線の長さに合わせて切断してく
ださい。

④電源線を付属の取付板に通して、速度調節器本体リー
ド線と結線します。

⑤取付板と速度調節器本体を付属の締付ねじ（4本）で3
個用スイッチボックスに据付けます。

⑥パネルとツマミを取付けます。

ツマミ

ツメ 穴 速度調節器本体リード線

電源線
（耐熱チューブをかぶせる）

3個用スイッチボックス

バンド取付板
（付属部品）

締付ねじ
（付属部品）パネル

速度調節器本体

（3）結線をする
●標準接続

アカ

クロ

アオ
50Hz60Hz

周波数に合わせてリード線を
選んでください。

4

3 2

1

モ－タ
リード線

コンデンサー
ロ－タリ－
スイッチ

コイル

ク
ロ

ア
カキミ

ド
リ シ

ロク
ロ

ア
カ

Ｍ

電源
コード

電　流
ﾋｭ-ｽﾞ3A

有圧換気扇（別売品）速度調節器

電源 AC 100V 50/60Hz

ク
ロ

シ
ロ

ア
オ

電 流
ヒューズ3Ａ

ク
ロ

ミ
ド
リ

キ ア
オ
ア
カ

クロ
ロータリー
 スイッチ

ク
ロ

シ
ロ

アオ アカ
50Hz60Hz1

23
4

周波数
選択用リード線

電源100V
50/60Hz

壁スイッチ
（市販品）

電動式シャッター
（別売品）

速度調節器 有圧換気扇（別売品）
コイル

●電動式シャッターを接続する場合

※太線部分を結線してください。

※太線部分を結線してください。
※FS-2TB1の他に入切スイッチ
が必要となります。

●速度調節器本体リード線の両側に電源の両極を接続し
ないでください。
●内部に50／60Hz切替端子が付いておりますので、必
ずご使用の電源周波数の端子と接続ください。接続さ
れない場合、1（微風）で換気扇が運転されません。
●換気扇の複数台調節はできません。（1台運転専用です。）
●気温0℃以下の場所で使用しないでください。0℃以下
では1（微風）の回転が不安定となります。
●有圧換気扇と風圧式シャッターを組み合わせて使用す
る場合、1（微風）では風圧式シャッターが十分開かな
い場合がありますので、電動式シャッターとの組み合
わせをおすすめします。

7.·速度調節器の取り扱い・施工
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固定ねじ
（M4）

本体カバー
固定ねじ

スイッチカバー

本体カバー

固定用ツメ1.·据付方法
①本体前面のスイッチカバーを開き、本体カバー固定ねじ
（2本）をはずし、本体カバーを取りはずします。

②強固な壁面や盤内などの平面に市販のM4ねじ（4本）も
しくはST3.5ドリルねじ（4本）を使用して、温湿度マ
ルチコントローラを4か所で確実に固定します。

8.·温湿度マルチコントローラの取り扱い・施工

ご注意

ご注意

●本体カバー上部に固定用ツメがあります。本体カバー
をはずすときは、固定用ツメのかかりに注意してくだ
さい。

●必ず4か所をねじで固定してください。

お願い

2.·取付方法（FS-5TA3）
（1）取付方法
①壁面に取付ねじを仮締めして速度調節器の上側のダル
マ穴に引っ掛けます。
下側を締付け上側を締付けます。

本体

木ねじ

②前カバーを開け、端子台の「電源」「負荷」に電源線、送
風機からの線を接続します。
送風機を2台以上コントロールする場合は、まとめて
「負荷」の端子に接続します。

前カバー固定ねじ

（4）使用方法
●速度調節器のツマミをお好みの風量に合わせて使用してください。
●下記の現象は故障ではありません。そのまま続けてご使用ください。
●1（微風）、2（弱風）、3（中風）では使用中速度調節器
の表面が少し暖かくなります。
●速度調節器の中にはトランスが入っていますので、多
少のうなり音が発生します。
●組み合わせる機種によって、1（微風）、2（弱風）で異
音が発生することがあります。

OFF��........... �停止

1��................. �微風

2��................. �弱風

3��................. �中風

4��................. �強風

③速度調節器の出力電圧は40、55、70、85、100Vがあり
ます。商品出荷時は40、70、100Vに結線してあります。
出力電圧はスイッチからの線をつなぎ替えて変更できます。スイッチ
からの線は「強」→アカ、「中」→アオ、「弱」→クロに色分けしてあり
ますので電圧の高い方からアカ、アオ、クロの順に結線してください。

押しボタンスイッチへ
負荷へ 電源へ

ク
ロ

ア
オ

ア
カ

●送風機の周囲温度が低いとき、「弱」で運転しようとする
と回転が不安定になる場合がありますが故障ではありま
せん。「強」で運転するか、「強」でしばらく運転して「中」
または「弱」に切り替えると安定して運転できます。
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2.·電気工事
（1）電源電線・出力電線の接続
①端子カバー固定ねじ（2本）をはずし、端子カバーを取
りはずします。

結線図
〈単相100V の場合〉

②丸形端子を取付けた電源電線を保護ブッシュを通して
端子台に接続し、端子台下のコードクリップで固定し
ます。   
＜端子台ねじ締付けトルク：1.4N・m〜2.0N・m＞ 
●電線はVVFφ1.6またはφ2.0を使用してください。 
● 端子は左側に非接地側（電圧側）、右側に接地側を接
続してください。

③丸形端子を取付けた出力電線を保護ブッシュを通して
端子台に接続し、端子台下のコードクリップで固定し
ます。   
＜端子台ねじ締付けトルク：1.4N・m〜2.0N・m＞ 
● 電出力電線はVVFφ1.6またはφ2.0を使用してくだ
さい。

● 端子は左側に非接地側（電圧側）、右側に接地側を接
続してください。

端子カバー

端子カバー
固定ねじ

温湿度マルチコントローラ
FS-15THE

制御回路

電源
単相 100V
50/60Hz

換気送風機（給気）

換気送風機（排気）

温度 1 温度 2

外部入力

無電圧
a接点

外部出力

湿度
延長センサー接続用コネクター

延長温度センサー（別売）
FS-6TSK 1

延長湿度センサー（別売）
FS-10HSK

1
力
出

2
力
出

源
電

出力電線
コードクリップ

保護ブッシュ

コードクリップ
固定ねじ

電源
単相 100V
50/60Hz

出力 1
換気送風機（排気）

10A以下※

出力 2
換気送風機（給気）

10A以下※

※ただし、出力 1、出力 2の合計で 15Aまで

※ 10mm以内

電源電線
コードクリップ

保護ブッシュ

コードクリップ
固定ねじ

※の寸法は使用する
丸形端子の指示に
従ってください。

ご注意

ご注意

お願い

お願い

●コードクリップで電線を固定するとき、接続した端子
台に張力がかからないよう注意してください。

●コードクリップで電線を固定するとき、接続した端子
台に張力がかからないよう注意してください。

●丸形端子はM5を使い、仕様に合った工具で確実に取
付けてください。   
※推奨丸形端子（VVFφ1.6の場合）   
　メーカー：日本端子株式会社  
　M5用：RAV 2-5　工具：T-221N

●丸形端子はM5を使い、仕様に合った工具で確実に取
付けてください。   
※推奨丸形端子（VVFφ1.6の場合）   
　メーカー：日本端子株式会社  
　M5用：RAV 2-5　工具：T-221N
●結線終了後、結線が間違っていないか、端子台のねじ
に緩みがないか、再度確認してください。
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〈単相100V の場合（接続可能な負荷容量を超えるとき）〉

〈3 相200V の場合〉

温湿度マルチコントローラ
FS-15THE

制御回路

電源
単相 100V
50/60Hz
電源

単相 100V
50/60Hz

換気送風機（給気）

電磁接触器（お客様手配）

電磁接触器（お客様手配）

換気送風機（排気）

温度 1 温度 2

外部入力

無電圧
a接点

外部出力

湿度
延長センサー接続用コネクター

延長温度センサー（別売）
FS-6TSK 1

延長湿度センサー（別売）
FS-10HSK

1
力
出

2
力
出

源
電

温湿度マルチコントローラ
FS-15THE

制御回路

電源
単相 100V
50/60Hz

電源
3相 200V
50/60Hz

換気送風機（給気）

電磁接触器（お客様手配）

電磁接触器（お客様手配）

換気送風機（排気）

温度 1 温度 2

外部入力

無電圧
a接点

外部出力

湿度
延長センサー接続用コネクター

延長温度センサー（別売）
FS-6TSK 1

延長湿度センサー（別売）
FS-10HSK

1
力
出

2
力
出

源
電

※ 図中の太線および破線部分は、電気工事の資格を有す
る方にて施工してください。

※ インバータを接続する場合は、「温湿度マルチコント
ローラ結線例」（162ページ）をご覧ください。

（3）延長センサー（別売）の接続
●延長センサー（別売）と延長シールドケーブル（別売）を
使用する場合はコネクターの接続を行います。

●使用するコネクターは、選択する機能番号により異な
ります。

①延長シールドケーブル（別売）のコネクター（５ピン側）
を延長センサー接続用コネクターに挿入します。

②コネクター下にあるケーブルガイドに沿って配線する
③延長シールドケーブル（別売）を付属のプラスチックバ
ンドで本体に固定します。   
● 延長センサーと延長シールドケーブルの接続方法は延
長センサーの据付工事・取扱説明書をご覧ください。

外
部
入
力
外
部
出
力

コードブッシュ
端子カバー

ケーブルガイド

延長温度センサー接続用
コネクター1（白色）

延長温度センサー接続用
コネクター2（白色）

延長湿度センサー接続用
コネクター（黒色）

延長シールドケーブル プラスチックバンド

ケーブルガイド

延長シールドケーブル

ご注意
●端子カバー取付け時に端子カバーがコードブッシュに
乗り上げないように注意してください。

（2）端子カバーの取付け
①端子カバーを元通り取付けます。

端子カバー

端子カバー
固定ねじ
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（4）外部入力線の接続
運転モード切替スイッチが「自動」の時に外部入力によっ
て、運転を制御することができます。
※運転モード切替スイッチが「切」または「連続」のときは
外部入力で制御できません。 
● 無電圧ａ接点による入力方式です。 
● 外部接点のON（ショート）/OFF（オープン）状態に対
して、出力1・出力2を共に強制ON/OFFさせること
が可能です。
●電線は単線φ0.8〜φ1.2またはより線0.5mm2〜
1.5mm2を使用してください。
●外部入力設定モード

（5）外部出力線の接続
出力1、出力2のどちらかの出力状態に同期して接点出力
を取出すことができます。
● 電線は単線φ0.8〜φ1.2またはより線0.5mm2〜
1.5mm2を使用してください。
● 外部出力設定モード

外部入力端子

外
部
入
力
外
部
出
力

外部入力端子

外
部
入
力
外
部
出
力

無電圧
a接点

温湿度
マルチコントローラ

外部機器

接点定格DC15V 0.1A以上
最小適用負荷DC5V　1mA以下
のリレーを使用してください。

無電圧
a接点

外部入力端子

外部出力端子

外
部
入
力
外
部
出
力 外部出力端子

外
部
入
力
外
部
出
力

温湿度
マルチコントローラ

外部機器

最大適用負荷DC 30V 1A
最小適用負荷DC 12V 1mA

本体カバー
固定ねじ スイッチカバー

本体カバー

固定用ツメ

壁面開口部
延長シールドケーブル

電源電線 出力電線
端子カバー

設定 外部入力
状態 本体運転

入力連動 動作

ON
連動

運転
ON（ショート） 出力1（排気）、出力2（給気）共に強制ON

OFF（オープン） 各設定による自動制御

停止
ON（ショート） 出力1（排気）、出力2（給気）共に強制OFF

OFF（オープン） 各設定による自動制御

OFF
連動

運転
ON（ショート） 各設定による自動制御

OFF（オープン） 出力1（排気）、出力2（給気）共に強制ON

停止
ON（ショート） 各設定による自動制御

OFF（オープン） 出力1（排気）、出力2（給気）共に強制OFF

出荷時設定：入力連動：ON連動、動作：運転

■設定可能なモード

（6）本体カバーの取付け
〈据付壁面に開口を設けて配線する場合〉

余分な配線が本体内に残らないように調整し、本体カ
バーを元通り取付けます。

ご注意
●延長センサー（別売）を使用する場合は、本体カバーと
端子カバーで延長シールドケーブル（別売）を挟み込ま
ないように注意してください。
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配線引出用ノックアウト
（電源電線・出力電線用）

配線引出用ノックアウト
（延長シールドケーブル用）

切取り用溝

〈本体下側方向に配線する場合〉

本体カバーの切取り用溝に沿って配線引出用ノックア
ウトをニッパーで切取り、本体下側へ配線した後、電線
の噛みこみに注意して本体カバーを取付けます。

ご注意

お願い

●延長センサー（別売）を使用する場合は、本体カバーと
端子カバーで延長シールドケーブル（別売）を挟み込ま
ないように注意してください。

●切取り用溝を切取った場合は、電線が傷つかないよう
にヤスリなどでバリや突起を取り除き、切り口を丸め
てください。
●電源電線・出力電線と延長シールドケーブルは分けて
配線してください。   
誤動作の原因になります。

キャビネットボックス 
(お客さま手配)

アダプタ 

取付ねじ
(お客さま手配)

Ｊ 
Ｈ 

Ａ 
Ｂ 
Ｓ 

Ｃ 
Ｅ 
Ｄ 
Ｆ 
Ｇ 

アダプタ 
 

チャ 
アカ 
ダイダイ 

ＣＮ３ 
M-NET伝送線 

シールド ＴＢ５ 

送風機 

共通 
弱 
強 

端子台 

送風機接続コード ＴＭ１ 

アダプタ ＳＷ6ー5～7の設定： 
 エアー搬送ファン、ストレートシロッコファン 6､7番ON 5番OFF 
 ダクト用換気扇、VL-100Sタイプ 7番ON その他OFF

電源 
100V

Ｊ 
Ｈ 

Ａ 
Ｂ 
Ｓ 

Ｃ 
Ｅ 
Ｄ 
Ｆ 
Ｇ 

アダプタ 
ＴＭ１ 

チャ 
アカ 
ダイダイ 

ＣＮ３ 

電源 
100V

M-NET伝送線 

シールド ＴＢ５ 

斜流ダクトファン 

使用しないので確実に 
絶縁処理してください 

圧着端子等で 
接続してください 

送風機接続コード 

電源コード 

アダプタ ＳＷ6ー5～7の設定：5､7番ON 6番OFF

Ｊ 
Ｈ 

Ａ 
Ｂ 
Ｓ 

Ａ 
Ｂ 
Ｃ 

Ｃ 
E
D
Ｆ 
Ｇ 

アダプタ 
ＴＭ１ 

チャ 
アカ 
ダイダイ 

ＣＮ３ 

M-NET伝送線 

シールド ＴＢ５ 

ロスナイ本体 

共通 
弱 

強 

送風機接続コード 

アダプタ ＳＷ6ー5～7の設定：6､7番ON 5番OFF

電源 
100V

1.·据付方法
（1）壁(キャビネットボックス内)据付け

キャビネットボックス内(お客さま手配)に据付けてください。
①取付ねじ4 本（お客さま手配）でアダプタをスイッチ
ボックスに固定する。

2.·電気工事
結線図を参照し、それぞれ必要な結線を行う。

〈結線図1〉
エアー搬送ファン（インテリアタイプ）、ストレートシロッコ
ファン（単相100V 品）、ダクト用換気扇、VL-100S タイプ

〈結線図2〉
斜流ダクトファン（単相100V品）

〈結線図3〉
住宅用ロスナイ（壁スイッチタイプ）、ダクト用ロスナイで
下図端子仕様品（急速排気付、浴室用タイプを除く）

9.·送風機用フリープランアダプタの取り扱い・施工
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端子台 

Ｊ 
Ｈ 

Ａ 
Ｂ 
Ｓ 

Ｃ 
Ｅ 
Ｄ 
Ｆ 
Ｇ 

アダプタ 
ＴＭ１ 

チャ 
アカ 
ダイダイ 

ＣＮ３ 

電源 
100V

M-NET伝送線 

シールド ＴＢ５ 

ロスナイ本体 
エアー搬送ファン本体 

使用しないので確実に 
絶縁処理してください 

送風機接続コード 

端子台には 
直接電源線を 
接続しないで 
ください 

アダプタ ＳＷ6ー5～7の設定：5､7番ON 6番OFF

8 ㎜以下 

端子台 

圧着端子 

絶縁被覆がない場合は 
必ず絶縁処理をする 

〈圧着端子接続例〉

電源電線 
単線φ1.6 例VVF

※外径が8㎜以下のものを使用
してください 

例）日本圧着端子(株)：5.5-S4 
 日本端子(株)：5.5-4S

アダプタ ＳＷ6ー5～7の設定：6､7番ON 5番OFF

Ｊ 

Ｈ 

Ａ 
Ｂ 
Ｓ 

Ａ 
Ｂ 
Ｃ 

 

Ｃ 
Ｅ 
Ｄ 
Ｆ 
Ｇ 

アダプタ 
ＴＭ１ 

チャ 
アカ 
ダイダイ 

ＣＮ３ 

M-NET伝送線 

シールド 
ＴＢ５ 

ロスナイ本体 

共通 

電
 
源 

弱 

強 

使用しないので確実に 
絶縁処理してください 

送風機接続コード 

端子台 

電源端子間には 
直接電源線を 
接続しないでください 

電 
源 

電源 
100V

【基本編】

〈結線図4〉
エアー搬送ファン（標準タイプ単相100V品）、  
ダクト用ロスナイ（単ノッチタイプ）

〈結線図5〉
ダクト用ロスナイで下図端子仕様品

（1）カバーをはずす
①ねじ2 本をはずしてカバー
をはずします。

（2）電源線の接続
①結線図を参照し電源線（単線
φ 1.6 例VVF）を電源用端子
台（TM1）に接続します。

②皮むきが長すぎると芯線同士
が接触して短絡するおそれが
あります。

③結線後軽く引っ張って抜けないことを確認します。

（3）電源線をブッシュに通す
①カバーからブッシュをはずし
ます。

②ブッシュに電源線を通します。
③ブッシュを確実にカバーにはめ込
みます。（断熱材を内側に入れる）

（4）送風機接続コードの接続
①付属の送風機接続コードを基
板上のコネクター (CN3）に確
実に差し込みます。

②軽く引っ張って抜けないこと
を確認します。

（5）コードをブッシュに通す
①カバーからブッシュをはずします。
②ブッシュにコードを通します。
③ブッシュを確実にカバーにはめ込
みます。（断熱材を内側に入れる）

（6）配線の固定
①ねじをはずしてコードク
リップAをはずす。

ご注意
●電源線、連絡電線などを端子台の1か所に2本以上接続
する場合は圧着端子などを使用して確実に接続してく
ださい。（使用しないと漏電・火災などの原因となるこ
とがあります）

ねじカバー 

皮むき 
10mm

端子台 
(TM1)

電源線 

カバー 

ブッシュ 

CN3

送風機 
接続コード 

ブッシュ 

送風機接続コード 

ねじ

コードクリップA
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伝送線用端子台 
（TB5)

伝送線 

シールド線 

A 

B 

S

【応用編】※必要な部分を接続してください。
（1）三菱ビル空調管理システム(MELANS)､ フリー

プラン用空調機と接続する場合
伝送線　 三菱ビル空調管理システム(MELANS)､ 空調機、

室内ユニットのいずれかをアダプタにつなぎます。
種　類　2芯シールド線
線　径　1.25㎜2〜2.00㎜2

●伝送線を伝送線用端子台(TB5)のA､ Bに確実に接続し
ます。

（2）外部機器と連動する場合
①外部機器の出力信号線を外部制御入力端子台(TM3)に
接続します。  
外部機器の出力信号のタイプにより接続方法が異なり
ます。下記に従ってください。·

②パルス入力スイッチ(SW2−2)が｢OFF｣になっている
か確認します。(出荷時は｢OFF｣に設定されています)

〈外部機器の運転信号が無電圧a接点のとき〉
●外部機器の遠方出力取出部材を介して外部機器からの
運転信号を外部制御入力端子台(TM3)の①③に接続し
ます。

（3）パルス出力機器と連動する場合
①パルス入力スイッチ(SW2−2)を｢ON｣にします。

②ビル管理システムなどのパルス信号出力を外部制御入
力端子台(TM3)に接続します。

●パルス幅は200msec以上必要です。

〈パルス信号が無電圧a接点のとき〉
●パルス信号出力を外部制御入力端子台(TM3)の①③に
接続する。

メ·モ

お願い

●１つの端子に接続できる本数は線径1.25㎜2の場合3
本までその他の場合は2本までです。
●伝送線の総配線長は500mとしてください。なおアダ
プタまでの最遠配線長は200mまでとしてください。
●シールド線以外の種類を使用すると誤動作の原因とな
ります。

●無電圧a接点にフォトカプラ等の有極性接点を利用する
場合は、＋側を③に−側を①に接続してください。

③ 
② 
① 

遠方出力取出部材 

外部機器 

アダプタ 

無電圧 
ａ接点 

外部制御入力 
端子台(ＴＭ3)

500m以内 

ON

SW2

１ ２ ３ ４  

③ 
② 
① 

外部機器 

アダプタ 

無電圧 
ａ接点 

500m以内 

外部制御入力 
端子台(ＴＭ3)

お願い
●無電圧a接点にフォトカプラ等の有極性接点を利用する
場合は、⊕側を③に⊖側を①に接続してください。

②電源線と送風機接続コー
ドをコードクリップAに
取付けて元の位置にねじ
止めします。

③端子台に力が加わらない
よう固定します。

④伝送線はコードクリップB
で固定する。

お願い
●電源線と伝送線は誤動作防
止のため5㎝以上離して配
線してください。

コード 
クリップA

電源線 

送風機接続コード 

コード 
クリップＢ 

伝送線 
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（5）異常信号を取り出したい場合
●結線図を参照してモニタ出力端子台(TM4)の⑪⑫に接
続する。(無極性)

（6）電動ダンパーなどと接続したり、運転信号を取り
出したい場合

●結線図を参照にして電動ダンパーからの電源線をモニ
タ出力端子台(TM4)の⑬⑭に接続する。

（4）複数の外部機器と連動する場合

〈外部機器の運転信号が無電圧a接点のとき〉
●外部制御入力端子台(TM3)の①③に接続する。(無極性)

メ·モ

メ·モ

●アドレス番号を変更しますと、メモリ内のデータが自
動的にリセットされます。

●外部制御入力信号に対する応答時間は、下表のように
なります。

お願い
●無電圧a接点にフォトカプラ等の有極性接点を利用する
場合は、⊕側を③に⊖側を①に接続してください。

③ 
② 
① 

アダプタ 

ＴＭ3

500m以内 

外部機器 電源 

外部機器 電源 

外部機器 電源 

外部機器 電源 
外部機器 
操作スイッチ 

外部機器 
操作スイッチ 

外部機器 
操作スイッチ 

外部機器 
操作スイッチ 

遠方出力取出部材 

⑪ 

⑫ 
アダプタ ＴＭ4

電源 
ランプまたは 
管理機器 

最大 AC100V 2A 
 DC24V 2A 
最小 AC100V 100mA 
 DC5V 100mA

⑬ 

⑭ 
アダプタ ＴＭ4

電源 
ランプまたは管理機器 

電動ダンパー 

最大 AC100V 2A 
 DC24V 2A 
最小 AC100V 100mA 
 DC5V 100mA

アドレス設定スイッチ 
（SA1､ SA2）  
 

SA1 SA2

( ＋の位）  ( －の位）  

外部信号形態 応答時間
レベル信号 最大5sec

パルス信号 最大200msec

3.·機能設定
（1）アドレス設定のしかた
アダプタ基板上のアドレス設定スイッチを回します。
●(SA1)は10の位、(SA2)は１の位を示します。
●工場出荷時は｢00｣です。
●水方式システム以外の時は１〜50、自動アドレス時は
｢00｣に設定してください。   
水方式で連動機として使用する場合のみ51〜99に設定
します。
アドレスの決めかたについては現地のシステムによ
り異なりますので三菱ロスナイ技術資料を参照して
ください（ ）
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スイッチ 設　定 モード

SW5

OFF
ON

3

空調機除霜時運転
（工場出荷）

ON
ON

3
空調機除霜時停止

スイッチ 設　定 モード

SW5

OFF
ON

4

自動復帰なし(工場出荷)
復帰後停止

ON
ON

4

自動復帰あり
復帰後停電前のモードで運転

スイッチ 設　定 モード 動　作

SW6

3. OFF 
4. OFF

ON

3 4

通常
(工場出荷)

リモコン・MELANS等の
操作に従い運転します。連
動設定時は、接続されて
いる空調機が運転すると強
ノッチ運転を行います。（代
替冷媒対応の室内機と連動
時のみ強/弱切換可能）

3. ON 
4. ON

ON

3 4

弱固定
モード

常に弱ノッチ運転を
行います。

③空調機除霜時停止設定

④停電自動復帰の設定

⑤風量制御方式の切換設定

スイッチ 設　定 モード

SW2

OFF
ON

2
パルス入力なし（工場出荷）

ON
ON

2
パルス入力あり

スイッチ 設　定 モード

SW5

OFF
ON

1
遅延動作なし（工場出荷）

ON
ON

1
遅延動作30分

（3）設定項目
①パルス入力の設定

②遅延の設定（空調機冷暖房起動時の遅延動作）

（2）機能切換スイッチ(SW2､ 5､ 6)の切換え
アダプタ基板上の機能切換スイッチ(SW2、5、6)にて必要な
機能設定を行います。
※SW5ー5、6とSW6ー7は、必ずONにしてください。

(SW2)

4321

ON

パ
ル
ス
入
力
設
定 

試
運
転 

使
用
し
ま
せ
ん 

（
 
固
定
） 

OFF

(SW5)

8765432

ON

1

停
電
自
動
復
帰 

空
調
機
除
霜
時
停
止
設
定 

使
用
し
ま
せ
ん(

 
固
定
） 

遅
延
設
定 

OFF

連
動
モ

ド
の
設
定 

(SW6)

87654321

ON

風
量
制
御
方
式
の
切
換 

機
種
設
定(

ダ
ン
パ

あ
り
／
な
し) 

機
種
設
定(

弱
ノ

チ
リ
レ

あ
り
／
な
し) 

機
種
設
定(
単
ノ

チ
／
２
ノ

チ)

使
用
し
ま
せ
ん(

 
固
定
） 

OFF

使
用
し
ま
せ
ん 

（
 
固
定
） 

OFF
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スイッチ 設　定 モード

SW2 ON
ON

1

機器の送風機用電動機に通電
され強ノッチで運転します。

スイッチ 設　定 モード 動　作

SW5

5. ON 
6. ON 
7. OFF 
8. OFF

ON

7 85 6

ON/OFF
連動

（工場出荷）

外部機器の運転・停
止により送風機が運
転・停止します。
MELANSによる後押
し操作可能。

5. ON 
6. ON 
7. ON 
8. OFF

ON

7 85 6
ON連動

外部機器が運転すれ
ば送風機も運転しま
す。
停止はMELANSによ
ります。

5. ON 
6. ON 
7. OFF 
8. ON

ON

7 85 6
OFF連動

外部機器が停止すれ
ば送風機も停止しま
す。
運転はMELANSによ
ります。

5. ON 
6. ON 
7. ON 
8. ON

ON

7 85 6

外部入力
優先

外部機器の運転・停
止により送風機が運
転・停止します。
外部機器の停止時の
みMELANS操作有効
になります。

⑥連動モードの設定   
（連動モード設定は、外部制御入力使用時のみ有効） 
● 外部機器の運転・停止に対して送風機をどのようにし
て動作させるか設定します。

4.·アダプタと送風機単独の試運転
●機能切換スイッチ(SW2ー1)の説明

●下記の手順で動作の確認を行ってください。

（1）運転開始する
①接続機器に電源を供給します。
②機能切換スイッチ(SW2−1)をONにします。   
(強ノッチで運転します)

（2）運転停止する
①機能切換スイッチ(SW2ー1)を｢OFF」にします。

お願いお願い

形　名 結　線　例

FS-2TB1

FS-5TA3

〈20～40cm有圧換気扇と電動式シャッターを併用した場合〉〈45cm有圧換気扇と電動式シャッターを併用した場合〉

FAN

4055
ア
オ

ア
カ

ク
ロ

（
押
し
ボ
タ
ン
ス
イ
ッ
チ
へ
）

7085100
電源負荷電圧タップ

（調節器）

電源
送風機 過負荷保護装置

SH

40557085100
電源負荷

（調節器）

電源
電動式
シャッター

FAN
送風機 過負荷保護装置

SH

40557085100
電源負荷

（調節器）

電源

アカ
クロ
シロ

電動式
シャッター

FAN
送風機 過負荷保護装置

1.·速度調節器の結線例

SH

FAN

4

3
2
1

OFF

〈電動式シャッターを使用した場合〉 速調器（FS-2TB1） 

電源 

単相100V

 

漏電遮断器 

過負荷保護装置 

コントロール 

スイッチ 

FS-08SW

●電動シャッターの配線は上図の位置に
接続してください。接続位置を間違え
るとシャッターは正常に動作しません。

●電動シャッターの配線は上図の位置に
接続してください。接続位置を間違え
るとシャッターは正常に動作しません。

10.·結線例
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形　名 単相100Vの場合

温度スイッチ
FS-5TRA
FS-6TE1
FS-10TE1

湿度スイッチ
FS-3HC
FS-10HE1

お願い

温度スイッチと湿度スイッチを並列接続する場合 温度スイッチと湿度スイッチを直列接続する場合

FS-6TSFS-6TSK1
別売延長センサー接続可能

温度スイッチ
ＦＳ-6ＴＥ1
ＦＳ-10ＴＥ1温度スイッチ

ＦＳ-5TRA

ブレーカ

単相100V
50/60Ｈｚ

100Ｖ送風機

100V
3線式シャッター

操作用スイッチ

リレー用電源入力
単相100V 50/60Ｈｚ

送風機用電源
単相100V 50/60Ｈｚ

100V送風機

ブレーカ

リレーユニット
ＦＳ-10ＲＵ1

100V送風機
単相100V
50/60Ｈｚ

ブレーカ

湿度スイッチ
ＦＳ-10ＨＥ1 別置湿度センサー

※リレー用電源入力は単相100Vです。

3相200V送風機

200V
3線式シャッター

操作用スイッチ

リレー用電源入力
単相100V 50/60Ｈｚ

送風機用電源
3相200V 50/60Ｈｚ

ブレーカ

リレーユニット
ＦＳ-10ＲＵT1

〈FS-6TE1,10TE1〉

〈リレーユニット（単相100V）〉

〈FS-10HE1〉

〈FS-5TRA〉

〈FS-3HC〉

〈リレーユニット（3相200V）〉

100V送風機
単相100V
50/60Ｈｚ

ブレーカ

湿度スイッチ
ＦＳ-3HC

100V送風機
単相100V
50/60Ｈｚ

ブレーカ

過負荷
保護装置

過負荷
保護装置

過負荷
保護装置過負荷

保護装置

2.·温度スイッチ、湿度スイッチ、リレーユニットの結線例
（1）基本例

3相200V
50/60Ｈｚ ブレーカ

200V
2線式シャッター

3相200V
送風機

温度スイッチ
FS-10TET1

過負荷
保護装置

M 送風機

温度スイッチ
（FS-6TE1）

湿度スイッチ
（FS-10HE1）

電源
AC100V
50/60Hz

補助リレー補助リレー

送
風
機

電
源

送
風
機

電
源

M 送風機

湿度スイッチ
（FS-10HE1）

温度スイッチ
（FS-6TE1）

電源
AC100V
50/60Hz

送
風
機

電
源

送
風
機

電
源

●補助リレーはお客さまにて手配ください。
● 部分の配線接続部、および補助リレーはジョイントボッ
クスか配電盤内に納めてください。
●補助リレーは接点容量が接続する送風機の定格電流の2
倍以上のものを使用してください。

室内の温度、または湿度のどちらかが設定値以上になると送風機を
運転させ、温度と湿度の両方が設定値以下になると停止させます。

室内の温度と湿度の両方が設定値以上になると送風機を運
転させ、温度か湿度のどちらかが設定値以下になると停止
させます。

形　名 3相200Vの場合

温度スイッチ
FS-10TET1
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お願い

形　名 3相200Vの場合

リレーユニット
FS-10RUT1

形　名 単相100Vの場合 3相200Vの場合

リレーユニット
FS-10RU1
FS-10RUT1

100V
3線式シャッター

操作用スイッチ

リレー用電源入力
単相100V 50/60Ｈｚ

送風機用電源
単相100V 50/60Ｈｚ

100V送風機

ブレーカ

リレーユニット
ＦＳ-10ＲＵ1

※リレー用電源入力は単相100Vです。

3相200V送風機

200V
3線式シャッター

操作用スイッチ

リレー用電源入力
単相100V 50/60Ｈｚ

送風機用電源
3相200V 50/60Ｈｚ

ブレーカ

リレーユニット
ＦＳ-10ＲＵT1

過負荷
保護装置

過負荷
保護装置

〈FS-10RU1〉 〈FS-10RUT1〉

ブレーカ

単相100V
50/60Ｈｚ

単相100V
制御スイッチ

単相100V
制御スイッチ

リレーユニット ＦＳ-10ＲＵ1

送風機用電源
単相100V
50/60Ｈｚ

ブレーカ

単相100V
50/60Ｈｚ

ブレーカ 100V 3線式シャッター

リレーユニット
ＦＳ-10ＲＵ1

〈制御容量アップ例〉 〈3線式シャッター使用例〉

過負荷
保護装置

過負荷
保護装置

過負荷
保護装置

過負荷
保護装置

過負荷
保護装置

ブレーカ

ブレーカ

ブレーカ

単相100V
50/60Ｈｚ

3相200V
50/60Ｈｚ

3相200V
50/60Ｈｚ

単相100V
制御スイッチ

リレーユニット
ＦＳ-10ＲＵＴ1

リレーユニット
ＦＳ-10ＲＵＴ1

200V 3線式シャッター

〈単相100V制御スイッチで3相200V送風機運転例〉

過負荷
保護装置

過負荷
保護装置

過負荷
保護装置

過負荷
保護装置

（2）システムアップ例

●各リレーユニットに接続される送
風機、シャッターの通電電流の合
計値が、リレーユニットの定格電
流を超えないようにしてください。

形　名 単相100Vの場合

リレーユニット
FS-10RU1
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ヒーター付エアーカーテンをFS-10TET1で制御する場合

お願い

お願いお願い

制御スイッチの定格を超えた機種の場合

FS-6TE1を逆接点使いする場合

過負荷
保護装置

電源
単相100V

負荷電源

湿度スイッチ

FAN

補助リレー
（お客さま手配）

〈単相100Vの場合〉

●送風機の定格電流が温度スイッチ、湿度スイッチ、リレーユ
ニット等の定格電流を超える場合は、補助リレーや電磁接触
器など送風機の定格電流以上のものをお客様にて準備してい
ただき、温度スイッチやリレーユニットに接続してお使いく
ださい。補助リレーや電磁接触器は接続する送風機の定格電
流や起動電流に十分注意して選定してください。

電源
3相200V FAN

電磁接触器
（お客さま手配）

〈3相200Vの場合〉

R S T U V W

温度スイッチ

FS-10TET1

過負荷
保護装置

電源
単相100V

FAN

b接点リレー
（お客様手配）

FS-6TE1
温度スイッチ

過負荷
保護装置 ●b接点リレーは市販品で手配ください。

●b接点リレーの接点容量は、接続する送風機の起動電流の
合計値以上に設定してください。

●電磁接触器は市販品で手配ください。
●電磁接触器の接点容量は接続する送風機の起動電流の合計
値以上に設定してください。

（3）その他

P・L

シロ
クロ

アカ

アオ

アース

2台目

電磁接触器
（お客様手配）

電源
3相200V
50/60HZ

リレー
（お客様手配）

FAN

電源
3相200V

R S T U V W

温度スイッチ

FS-10TET1

過負荷
保護装置

FS-02HSWA

お願い
●アオは補助a接点に接続してください。
●リレーや電磁接触器は市販品で手配ください。
●リレ−接点容量は、1A以上に設定してください。
●電磁接触器の接点容量は、接続するエアーカーテ
ンの起動電流の合計値以上に設定してください。
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内蔵タイマーによる自動運転の結線例 排熱換気の結線例

雨水吸い込み抑制の結線例 ナイトパージ運転の結線例

温度１ 湿度温度２
延長センサー接続用コネクター

機能設定
スイッチ

室内 屋外

ブレーカ

過負荷保護装置

過負荷保護装置

源
電

１
力
出

２
力
出

電　源
単相１００Ｖ
５０／６０Ｈｚ

単相１００V
換気送風機（給気）

外部入力

外部出力

単相１００V
換気送風機（排気）

単相１００V
エアー搬送ファン
（排気連動の場合）過負荷保護装置

温湿度マルチコントローラ
ＦＳ-１５ＴＨＥ

1 2 3 4
制御回路

温度１ 湿度温度２
延長センサー接続用コネクター 室内 屋外

屋外（雨線内）

源
電

１
力
出

２
力
出

1 2 3 4

延長シールドケーブル（別売）
FS-10ESCまたはFS-20ESC

延長湿度センサー（別売）
FS-10HSK

ブレーカ

過負荷保護装置

過負荷保護装置

電　源
単相１００Ｖ
５０／６０Ｈｚ

単相１００V
換気送風機（給気）

単相１００V
換気送風機（排気）
単相１００V
エアー搬送ファン
（排気連動の場合）過負荷保護装置

外部入力

外部出力

制御回路

機能設定
スイッチ

温湿度マルチコントローラ
ＦＳ-１５ＴＨＥ

温度１ 湿度温度２
延長センサー接続用コネクター

室内 屋外

ブレーカ

過負荷保護装置

過負荷保護装置

源
電

１
力
出

２
力
出

電　源
単相１００Ｖ
５０／６０Ｈｚ

単相１００V
換気送風機（給気）

外部入力
内蔵温度
センサー

外部出力

単相１００V
換気送風機（排気）

単相１００V
エアー搬送ファン
（排気連動の場合）過負荷保護装置

1 2 3 4

延長温度センサー（別売）
FS-6TSK1

発熱源
（乾燥炉などの設備） 延長シールドケーブル（別売）

FS-10ESCまたはFS-20ESC

機能設定
スイッチ

温湿度マルチコントローラ
ＦＳ-１５ＴＨＥ

制御回路

温度１ 湿度温度２
延長センサー接続用コネクター 室内 屋外

屋外
（雨線内）

源
電

１
力
出

２
力
出

1 2 3 4

延長シールドケーブル（別売）
FS-10ESCまたはFS-20ESC

延長湿度センサー（別売）
FS-10HSK

延長温度センサー（別売）
FS-6TSK1

外部入力

外部出力

ブレーカ

過負荷保護装置

過負荷保護装置
電　源
単相１００Ｖ
５０／６０Ｈｚ

単相１００V
換気送風機（給気）

単相１００V
換気送風機（排気）

単相１００V
エアー搬送ファン
（排気連動の場合）過負荷保護装置

制御回路

機能設定
スイッチ

温湿度マルチコントローラ
ＦＳ-１５ＴＨＥ

内蔵温度
センサー

※複数の送風機を接続する場合は、最大負荷電流と起動電
流の合計がFS-15THEの接続可能な負荷容量以下でご使
用ください。

※定格容量を超える場合や200V機種を接続する場合は、
市販の電磁接触器等をご使用ください。

※図中太線部分は電気工事の資格を有する方にて施工して
ください。

※複数の送風機を接続する場合は、最大負荷電流と起動電
流の合計がFS-15THEの接続可能な負荷容量以下でご使
用ください。

※定格容量を超える場合や200V機種を接続する場合は、
市販の電磁接触器等をご使用ください。

※延長湿度センサーは直接雨がかかる場所、直射日光の当
たる場所への設置は避けてください。

※図中太線部分は電気工事の資格を有する方にて施工して
ください。

※複数の送風機を接続する場合は、最大負荷電流と起動電流の合
計がFS-15THEの接続可能な負荷容量以下でご使用ください。

※定格容量を超える場合や200V機種を接続する場合は、
市販の電磁接触器等をご使用ください。

※温度検知は、FS-15THEの内蔵温度センサーも使用可能
です。（急激な温度変化に追従が必要な場合は、延長温度
センサー FS-6TSK1をご使用ください。）

※図中太線部分は電気工事の資格を有する方にて施工してください。

※複数の送風機を接続する場合は、最大負荷電流と起動電
流の合計がFS-15THEの接続可能な負荷容量以下でご使
用ください。

※定格容量を超える場合や200V機種を接続する場合は、
市販の電磁接触器等をご使用ください。

※延長温度センサー、延長湿度センサーは直接雨がかかる
場所、直射日光の当たる場所への設置は避けてください。

※図中太線部分は電気工事の資格を有する方にて施工して
ください。

機能設定スイッチの「1：タイマー」をON にしてください。

機能設定スイッチの「1：タイマー、4：湿度」をON にしてください。

機能設定スイッチの「1：タイマー、3：温度」をON にしてください。

機能設定スイッチの「2：ナイトパージ」をON にしてください。

3.·温湿度マルチコントローラの結線例
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第3章  システム部材（制御部材）
　  施工2

シ
ス
テ
ム
部
材（
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御
部
材
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第
3
章

外部入力を使用する場合の結線例 3·相200V·機種を接続する場合の結線例

インバータを接続する場合の結線例

温度１ 湿度温度２
延長センサー接続用コネクター

室内 屋外

ブレーカ

過負荷保護装置

過負荷保護装置

源
電

１
力
出

２
力
出

電　源
単相１００Ｖ
５０／６０Ｈｚ

単相１００V
換気送風機（給気）

外部入力

外部出力

単相１００V
換気送風機（排気）

単相１００V
エアー搬送ファン
（排気連動の場合）過負荷保護装置

温湿度マルチコントローラ
ＦＳ-１５ＴＨＥ

中央制御
装置  等

無電圧
a接点

制御回路

温度１ 湿度温度２
延長センサー接続用コネクター 

室内 屋外

ブレーカ

ブレーカ

ブレーカ

過負荷保護装置

送風機用3相インバータ

STF
SD

U
V
W

R
S
T

過負荷保護装置

源
電

１
力
出

２
力
出

電　源
単相１００Ｖ
５０／６０Ｈｚ
電　源
3相2００Ｖ
５０／６０Ｈｚ

3相2００V
換気送風機（給気）

電磁接触器
（お客様手配）

電磁接触器
（お客様手配）

3相2００V
換気送風機（排気）

3相2００V
エアー搬送ファン
（排気連動の場合）

温湿度マルチコントローラ
ＦＳ-１５ＴＨＥ

外部入力

外部出力

電　源
3相2００Ｖ
５０／６０Ｈｚ

制御回路

温度１ 湿度温度２
延長センサー接続用コネクター

室内 屋外

ブレーカ

ブレーカ

過負荷保護装置

過負荷保護装置

源
電

１
力
出

２
力
出

電　源
単相１００Ｖ
５０／６０Ｈｚ
電　源
3相2００Ｖ
５０／６０Ｈｚ

3相2００V
換気送風機（給気）

電磁接触器
（お客様手配）

電磁接触器
（お客様手配）

3相2００V
換気送風機（排気）

3相2００V
エアー搬送ファン
（排気連動の場合）

過負荷保護装置

温湿度マルチコントローラ
ＦＳ-１５ＴＨＥ

外部入力

外部出力

制御回路

※複数の送風機を接続する場合は、最大負荷電流と起動電
流の合計がFS-15THEの接続可能な負荷容量以下でご使
用ください。

※定格容量を超える場合や200V機種を接続する場合は、
市販の電磁接触器等をご使用ください。

※図中太線部分は電気工事の資格を有する方にて施工して
ください。

※エアー搬送ファンを3相インバータにて速調する場合の結
線方法です。

※排気連動にする場合は外部出力端子を「出力1（排気）」に
連動して動作するように設定してください。

※温湿度マルチコントローラ及び3相インバータの設定方法
については、各々の取扱説明書をご参照ください。

※図中太線部分は電気工事の資格を有する方にて施工して
ください。

※図中太線部分は電気工事の資格を有する方にて施工して
ください。

中央制御装置や空調機の連動端子を使って制御する場合は、外
部入力端子に接続してください。（無電圧a 接点のみ接続可。）

インバータを接続する場合は、外部出力端子にインバータ
制御信号入力（STF-SD）を接続してください。

3相200V機種を接続する場合は、必ず市販の電磁接触器
を使用して接続してください。
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第4章  気流応用商品
エアー搬送ファン　 　　商品説明　　　形名構成1 2

エアー搬送ファンとは、よどみの発生しやすい大空間に空気の流れを作り、その周辺の空気を誘引撹拌しながら
搬送する送風機です。

形名構成

エアー搬送ファン

A H T C A G0930

商品説明1

2

機　種
エアー搬送
ファンを表す

到達距離
風速0.3m/s時
08 ： 8m
10 ： 10m
13 ： 13m
15 ： 15m
20 ： 20m
30 ： 30m
40 ： 40m
50 ： 50m

商品長さ
06 ： 60cm
07 ： 70cm
09 ： 90cm
10 ： 100cm
12 ： 120cm

電源区分
S  ： 単相100V
W ： 単相200V
T  ： 3相200V

タイプ
標準タイプ
ほこり付着抑
制機能付を表
す

開発順序
無
A
B
C

仕　様
無 ： 標準タイプ

ホワイト
G  ： 標準タイプ

グレー
BS： 耐熱・耐湿 

・耐塩害用
MH： 3方向吹出し

タイプ
CN： 耐熱・防塵

タイプ 
（ほこり 
付着抑制 
機能付）

FK： 風向切替
タイプ

X  ： インテリア
タイプ
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第4章  気流応用商品
エアー搬送ファン　　　 特性・仕様3

形　名 自由空間へ吹き出す場合 床面へ吹き出す場合（吹出角度22.5°）

AH-0807S-X

強ノッチ 強ノッチ

弱ノッチ 弱ノッチ

床
面
か
ら
の
高
さ（
ｍ
）

３
４
５

２
１
０

３

３
２
１

２
１
０

中
心
か
ら
の
距
離（
ｍ
）

０ ５ １０

１０５０

吹出口からの距離（ｍ）

吹出口からの距離（ｍ）
側面図

平面図

1m/s

0.5m/s 0.3m/s

1m/s

0.5m/s 0.3m/s

床
面
か
ら
の
高
さ（
ｍ
）

３
４
５

２
１
０

３

３
２
１

２
１
０

中
心
か
ら
の
距
離（
ｍ
）

０ ５ １０

１０５０

吹出口からの距離（ｍ）

吹出口からの距離（ｍ）
側面図

平面図

１５

１５

1m/s

0.5m/s 0.3m/s

1m/s

0.5m/s
0.3m/s

床
面
か
ら
の
高
さ（
ｍ
）

３
４
５

２
１
０

３

３
２
１

２
１
０

中
心
か
ら
の
距
離（
ｍ
）

０ ５ １０

１０５０

吹出口からの距離（ｍ）

吹出口からの距離（ｍ）
側面図

平面図

1m/s
0.3m/s

1m/s
0.3m/s

0.5m/s

0.5m/s

床
面
か
ら
の
高
さ（
ｍ
）

３
４
５

２
１
０

３

３
２
１

２
１
０

中
心
か
ら
の
距
離（
ｍ
）

０ ５ １０

１０５０

吹出口からの距離（ｍ）

吹出口からの距離（ｍ）
側面図

平面図

1m/s

0.3m/s

1m/s

0.3m/s

0.5m/s

0.5m/s

1.·インテリアタイプの場合

特性・仕様3
1.·風速分布
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第4章  気流応用商品
エアー搬送ファン　 　　特性・仕様3

( )

形　名 自由空間へ吹き出す場合 床面へ吹き出す場合（吹出角度22.5°）

AH-1312S-X

強ノッチ 強ノッチ

弱ノッチ 弱ノッチ

１５ 床
面
か
ら
の
高
さ（
ｍ
）

３
４
５

２
１
０

３

３
２
１

２
１
０

１５ 中
心
か
ら
の
距
離（
ｍ
）

０ ５ １０

１０５０

吹出口からの距離（ｍ）

吹出口からの距離（ｍ）
側面図

平面図

0.3m/s0.5m/s1m/s

0.3m/s0.5m/s1m/s

２０

２０

１５ 床
面
か
ら
の
高
さ（
ｍ
）

３
４
５

２
１
０

３

３
２
１

２
１
０

１５ 中
心
か
ら
の
距
離（
ｍ
）

０ ５ １０

１０５０

吹出口からの距離（ｍ）

吹出口からの距離（ｍ）
側面図

平面図

0.3m/s

0.5m/s
1m/s

0.3m/s0.5m/s

1m/s

１５ 床
面
か
ら
の
高
さ（
ｍ
）

３
４
５

２
１
０

３

３
２
１

２
１
０

１５ 中
心
か
ら
の
距
離（
ｍ
）

０ ５ １０

１０５０

吹出口からの距離（ｍ）

吹出口からの距離（ｍ）
側面図

平面図

1m/s

0.5m/s 0.3m/s

0.3m/s0.5m/s

1m/s

１５ 床
面
か
ら
の
高
さ（
ｍ
）

３
４
５

２
１
０

３

３
２
１

２
１
０

１５ 中
心
か
ら
の
距
離（
ｍ
）

０ ５ １０

１０５０

吹出口からの距離（ｍ）

吹出口からの距離（ｍ）
側面図

平面図

1m/s

0.5m/s
0.3m/s

0.3m/s
0.5m/s

1m/s

LW

H

L W

H

■事務所用途（天井高さ３ｍ以下）でサーキュレーションの場合
エアー搬送ファン１台あたりの有効範囲

■店舗・エントランス（天井高さ３ｍ以上）でサーキュレーションの場合
エアー搬送ファン１台あたりの有効範囲

※建物条件により設置間隔を調整する必要があります。
※水平吹き出しによるサーキュレーションの場合、気流を壁に当て、
壁を通じてサーキュレーションすることをお勧めします。壁まで気
流が届かない場合は、複数台のエアー搬送ファンによりエアーをリ
レーさせてください。

※図中の風速分布は室内温度差、外風、空調機などによる外乱が
ない自由空間における測定値です。

※障壁や梁、柱などの設置条件により、風速分布が異なる場合があります。

※建物条件により設置間隔を調整する必要があります。
※吹き降ろしによるサーキュレーションにおいて、上下の温度差が大
きい場合は、高さH寸法について、６割程度を目安としてください。
 例：AH-0807タイプ　８ｍ×6割＝約４．８ｍ 
　 AH-1312タイプ　１３ｍ×6割＝約７．８ｍ

※図中の風速分布は室内温度差、外風、空調機などによる外乱がな
い自由空間における測定値です。

※障壁や梁、柱などの設置条件により、風速分布が異なる場合があります。

単位（m）

単位（m）

形　名 L W H
AH-0807S-X 5〜8 4〜6 〜3

AH-1312S-X 8〜13 5〜7.5 〜3

形　名 L×W（m2） 目やすW H
AH-0807S-X 〜30 5 〜8

AH-1312S-X 〜36 6 〜13
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第4章  気流応用商品
エアー搬送ファン　　　 特性・仕様3

形　名 自由空間へ吹き出す場合 床面へ吹き出す場合（吹出角度22.5°）

AH-1006SA（-G）
AH-1006WA（-G）
AH-1006TCA（-G）

AH-1509SA（-G）
AH-1509WA（-G）
AH-1509TCA（-G）

AH-2009SA（-G）
AH-2009WA（-G）
AH-2009TCA（-G）

床
面
か
ら
の
高
さ（
ｍ
）

3
4
5

2
1
0

15 中
心
か
ら
の
距
離（
ｍ
）

1050

吹出口からの距離（ｍ）

側面図

平面図

0.3m/s
0.5m/s

吹出口からの距離（ｍ）

3

3
2
1

2
1
0

150 5 10

1m/s

0.5m/s 0.3m/s1m/s

1m/s

0.5m/s

0.3m/s

1m/s
0.5m/s 0.3m/s

平面図

側面図

吹出口からの距離（m）

吹出口からの距離（m）

0 5 10

1050

中
心
か
ら
の
距
離（
ｍ
）

15

0
1
2

1
2
3

3

0
1
2

5
4
3

床
面
か
ら
の
高
さ（
ｍ
）

15

中
心
か
ら
の
距
離（
ｍ
）

側面図

平面図

0.3m/s0.5m/s

0.3m/s0.5m/s

151050

150 5 10

3
4
5

2
1
0

3

3
2
1

2
1
0

床
面
か
ら
の
高
さ（
ｍ
）

吹出口からの距離（ｍ）

吹出口からの距離（ｍ）

1m/s

1m/s
0.5m/s1m/s 0.3m/s

1m/s

床
面
か
ら
の
高
さ（
ｍ
）

3
4
5

2
1
0

151050

側面図

20
吹出口からの距離（ｍ）

中
心
軸
か
ら
の
距
離（
ｍ
）

3

3
2
1

2
1
0

4
5

4
5

20

0.3m/s

0.5m/s

10 1550

平面図

吹出口からの距離（ｍ）

側面図

平面図

0.3m/s0.5m/s1m/s

0.3m/s1m/s 0.5m/s

吹出口からの距離（ｍ）

吹出口からの距離（ｍ）
20

200 5 10 15

0 5 10 15

0
1
2

1
2
3

3

0
1
2

5
4
3

中
心
か
ら
の
距
離（
ｍ
）

床
面
か
ら
の
高
さ（
ｍ
）

0.3m/s0.5m/s1m/s

0.3m/s

0.5m/s

1m/s

平面図

30
吹出口からの距離（ｍ）

中
心
軸
か
ら
の
距
離（
ｍ
）

0 5
5
4

5
4

25201510

0
1
2

1
2
3

3

吹出口からの距離（ｍ）
302520

側面図

0 5 10 15
0
1
2

5
4
3

床
面
か
ら
の
高
さ（
ｍ
）

2.·標準タイプの場合
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第4章  気流応用商品
エアー搬送ファン　 　　特性・仕様3

形　名 自由空間へ吹き出す場合 床面へ吹き出す場合（吹出角度22.5°）

AH-3009SA（-G）
AH-3009TCA（-G）
AH-3012TCA-FK

AH-4010TCA（-G）

側面図

平面図

吹出口からの距離（ｍ）

吹出口からの距離（ｍ）

中
心
か
ら
の
距
離（
ｍ
）

床
面
か
ら
の
高
さ（
ｍ
）

10 200
0

6

1

5
4

2
3

30

3

20100

0
1

1
2

2
3

30

1m/s 0.3m/s0.5m/s

1m/s 0.3m/s0.5m/s

1m/s 0.5m/s 0.3m/s

0.3m/s0.5m/s1m/s

側面図

床
面
か
ら
の
高
さ（
ｍ
）

3
4
5

2
1
0

3

3
2
1

2
1
0

4
5

4
5 中

心
軸
か
ら
の
距
離（
ｍ
）

10 200
吹出口からの距離（ｍ）

30 40

403010 200
吹出口からの距離（ｍ）

平面図 6

6

側面図

平面図

吹出口からの距離（ｍ）

吹出口からの距離（ｍ）

中
心
か
ら
の
距
離（
ｍ
）

床
面
か
ら
の
高
さ（
ｍ
）

10 20 300
0

6

4

2

40

4

20 30100

0

2

2

4
40

側面図

床
面
か
ら
の
高
さ（
ｍ
）

4

2

0

2

2
0

4

4

中
心
軸
か
ら
の
距
離（
ｍ
）

10 200
吹出口からの距離（ｍ）

30 40

403010 200
吹出口からの距離（ｍ）

平面図 6

6

1m/s 0.3m/s0.5m/s

1m/s 0.3m/s0.5m/s

1m/s 0.5m/s 0.3m/s

0.3m/s0.5m/s1m/s

LW

H

■エアー搬送ファン1台あたりの有効範囲（標準タイプ、風向切替タイプの場合）

※角度をつけて吹出し、床面を沿わせることにより到達距離が延び
る場合があります。

※障壁や梁、柱などの設置条件により、風速分布が異なる場合があ
ります。

※建物条件により設置間隔を調整する必要があります。
※図中の風速分布は室内温度差、外風、空調機などによる外乱がな
い自由空間における測定値です。

単位（m）

形　名 L W H
AH-1006タイプ 5〜10 4〜6 2〜4

AH-1509タイプ 10〜15 5〜7 3〜6

AH-2009タイプ 15〜20 6〜8 4〜8

AH-3009タイプ,AH-3012TCA-FK 20〜30 7〜9 5〜10

AH-4010タイプ 30〜40 7〜9 5〜11
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第4章  気流応用商品
エアー搬送ファン　　　 特性・仕様3

形　名 自由空間へ吹き出す場合 床面へ吹き出す場合（吹出角度22.5°）

AH-2012S-MH
AH-2012W-MH

中　央　部　　　··

両　側　部　　　

平面図

平面図

側面図

0.3m/s0.5m/s

0.5m/s 0.3m/s

20

20
吹出口からの距離（ｍ）

吹出口からの距離（ｍ）

0 5 10 15

0 5 10 15

中
心
か
ら
の
距
離（
ｍ
）

0
1
2

1
2
3

3

0
1
2

5
4
3

床
面
か
ら
の
高
さ（
ｍ
）

平面図

側面図

1m/s

0.5m/s 0.3m/s

0.3m/s

1m/s

0.5m/s

3

3
2
1

2
1
0

10 15 20 25

4
5

4
550

中
心
か
ら
の
距
離（
ｍ
）

吹出口からの距離（ｍ）

床
面
か
ら
の
高
さ（
ｍ
）

3
4
5

2
1
0151050 20

吹出口からの距離（ｍ）
25

平面図

0.3m/s
0.5m/s

0.3m/s0.5m/s

1m/s

1m/s

吹出口からの距離（ｍ）
0 5 1510 205

4

5
4

0
1
2

1
2
3

3

中
心
か
ら
の
距
離（
ｍ
）

吹出口からの距離（ｍ）
200 5 10 15 0
1
2

5
4
3

床
面
か
ら
の
高
さ（
ｍ
）

0.5m/s

1m/s

1m/s

0.3m/s0.5m/s

1m/s

1m/s

0.3m/s

15 床
面
か
ら
の
高
さ（
ｍ
）

3
4
5

2
1
0

3

3
2
1

2
1
0

15 中
心
か
ら
の
距
離（
ｍ
）

0 5 10

1050

吹出口からの距離（ｍ）

吹出口からの距離（ｍ）

側面図

側面図

3.·3方向吹出しタイプの場合

※ 角度をつけて吹出し、床面を沿わせることにより到達距離が延び
る場合があります。

※障壁や梁、柱などの設置条件により、風速分布が異なる場合があ
ります。

※ 建物条件、温度条件などにより設置間隔が異なる場合があります。
※図中の風速分布は室内温度差、外風・空調機などによる外乱がな
い自由空間における測定値です。

10～15

10～15

4～6

15～20

6～8

5～10

■エアー搬送ファン1台あたりの有効範囲（3方向吹出しタイプの場合）

単位（m）

※上記分布はマルチアングル角度を左右90°とした場合の分布図です。
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第4章  気流応用商品
エアー搬送ファン　 　　特性・仕様3

形　名 自由空間へ吹き出す場合 床面へ吹き出す場合（吹出角度22.5°）

AH-3009T-BS
AH-3009T-CN

AH-5012T-CN

0.5m/s 0.3m/s

0.3m/s0.5m/s

床
面
か
ら
の
高
さ（
ｍ
）

3
4
5

2
1
0

3

3
2
1

2
1
0

100

100 30

30

側面図

平面図

20

20

6

吹出口からの距離（ｍ）

吹出口からの距離（ｍ）

中
心
か
ら
の
距
離（
ｍ
）

床
面
か
ら
の
高
さ（
ｍ
）

中
心
か
ら
の
距
離（
ｍ
）

吹出口からの距離（ｍ）

吹出口からの距離（ｍ）

6

6

0 2010 30 40
5
4

5
4

0
1
2

1
2
3

3

0
1
2

5
4
3

平面図

側面図

0 10 20 30 40

0.3m/s0.5m/s

1m/s

0.3m/s0.5m/s1m/s

5
4

0 10 20 30 40 500
1
2
3

床
面
か
ら
の
高
さ（
ｍ
）

吹出口からの距離（ｍ）

側面図

吹出口からの距離（ｍ）
0 10 20 30 40 50

中
心
か
ら
の
距
離（
ｍ
）

0
2
3
4
5
6

1
1
2
3
4
5
6

平面図

1m/s

0.3m/s0.5m/s1m/s

0.3m/s0.5m/s

0.3m/s0.5m/s1m/s

0.3m/s0.5m/s1m/s

中
心
か
ら
の
距
離（
ｍ
）

6
5
4

6
5
4
3
2
1

床
面
か
ら
の
高
さ（
ｍ
）

側面図

吹出口からの距離（ｍ）

3
2
1
0
50403020100

50403020100

6
5
4
3
2
1
0

吹出口からの距離（ｍ）

平面図

1m/s

1m/s

4.·耐熱・耐湿・耐塩害用、耐熱・防塵タイプの場合

LW

H

■エアー搬送ファン1台あたりの有効範囲（耐熱・耐湿・耐塩害用、耐熱・防塵タイプの場合）

※角度をつけて吹出し、床面を沿わせることにより到達距離が延び
る場合があります。

※障壁や梁、柱などの設置条件により、風速分布が異なる場合があ
ります。

※建物条件により設置間隔を調整する必要があります。
※図中の風速分布は室内温度差、外風、空調機などによる外乱がな
い自由空間における測定値です。

単位（m）

形　名 L W H
AH-3009T-BS、AH-3009T-CN 20〜30 7〜9 5〜10

AH-5012T-CN 30〜50 8〜10 6〜12
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第4章  気流応用商品
エアー搬送ファン　　　 配置設計の考え方4

EA

OA

EA

OA

OA

EA

EA

OA

①給気から排気へ空気の流れを想定します。

●給気ファン、排気ファンの位置を確認します。
●給気ファンから排気ファンに向かってメイン気流
がどのようになるか想定します。

②車路にエアー搬送ファンを設置します。

●想定されたメイン気流を補助する目的でエアー
搬送ファンを設置します。この場合、エアー搬送フ
ァンの設置間隔は風速0.3～0.5m/sを確保で
きる距離で設置します。

③車室部分の検討をします。

●メイン気流が行き届かない部分（よどむ部分）を
想定します。

④車室部分にエアー搬送ファンを設置します。

●③の排気ガスのよどみを解消するために車室に
エアー搬送ファンを設置します。
●車路に押し出された排気ガスはメイン気流に誘引
され、排気ファンに導かれます。
※車室にエアー搬送ファンを設置する場合は次ページ
の車室におけるエアー搬送ファンの効果的設置例を
参考にしてください。

〈設置パターン1〉（車路から車室に吹き込むパターン）

●効果
車室に吹き付ける場合は排気ガスを希釈し、両
側の壁あたりから排気ガスを送り出します。

こんなところにおすすめ
●車室にダクト配管などがある場合
●車室の天井高が低い場合

〈設置パターン2〉（車室から車路に吹き出すパターン）

●効果
車室より吹き出す場合は排気ガスを撹拌させず
に車路に送り出します。

こんなところにおすすめ
●車室にダクト配管などの障害物が通っていな
い場合
●バックで駐車するケースが多い場合

〈設置パターン3〉（車室に沿って吹き出すパターン）

●効果
エアー搬送ファンの気流に排気ガスが誘引され、車路に
排出されます。エアー搬送ファンの複数台設置が理想で
すが、複数台設置と同等レベルの効果が得られます。

こんなところにおすすめ
●車室が広く、駐車台数が多い車室
●車室にダクト配管などが通っていない場合
※エアー搬送ファンの設置位置は、車室の中心部よりも壁付近の方が
搬送効果があります。

〈設置パターン4〉（車室に沿って吹き流すパターン）

●効果
エアー搬送ファンの気流に排気ガスが搬送・誘
引されて排出されます。

こんなところにおすすめ
●車室が仕切られていない場所
●障壁がない場所
※エアー搬送ファンの設置位置は、車室の中心部よりも壁付近の方が
搬送効果があります。

〈設置パターン5〉（車室から車路に吹き出すパターン）

●効果
機械式駐車場のように比較的天井が高くても、
上部のエアー搬送ファンの気流に排気ガスが誘
引されます。

こんなところにおすすめ
●機械式駐車場
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場
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方
式
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車
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車
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ス
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？
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切
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配置設計の考え方4
1.·駐車場におけるエアー搬送ファン設置方法の考え方
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EA

OA

EA

OA

OA

EA

EA

OA

①給気から排気へ空気の流れを想定します。

●給気ファン、排気ファンの位置を確認します。
●給気ファンから排気ファンに向かってメイン気流
がどのようになるか想定します。

②車路にエアー搬送ファンを設置します。

●想定されたメイン気流を補助する目的でエアー
搬送ファンを設置します。この場合、エアー搬送フ
ァンの設置間隔は風速0.3～0.5m/sを確保で
きる距離で設置します。

③車室部分の検討をします。

●メイン気流が行き届かない部分（よどむ部分）を
想定します。

④車室部分にエアー搬送ファンを設置します。

●③の排気ガスのよどみを解消するために車室に
エアー搬送ファンを設置します。
●車路に押し出された排気ガスはメイン気流に誘引
され、排気ファンに導かれます。
※車室にエアー搬送ファンを設置する場合は次ページ
の車室におけるエアー搬送ファンの効果的設置例を
参考にしてください。

〈設置パターン1〉（車路から車室に吹き込むパターン）

●効果
車室に吹き付ける場合は排気ガスを希釈し、両
側の壁あたりから排気ガスを送り出します。

こんなところにおすすめ
●車室にダクト配管などがある場合
●車室の天井高が低い場合

〈設置パターン2〉（車室から車路に吹き出すパターン）

●効果
車室より吹き出す場合は排気ガスを撹拌させず
に車路に送り出します。

こんなところにおすすめ
●車室にダクト配管などの障害物が通っていな
い場合
●バックで駐車するケースが多い場合

〈設置パターン3〉（車室に沿って吹き出すパターン）

●効果
エアー搬送ファンの気流に排気ガスが誘引され、車路に
排出されます。エアー搬送ファンの複数台設置が理想で
すが、複数台設置と同等レベルの効果が得られます。

こんなところにおすすめ
●車室が広く、駐車台数が多い車室
●車室にダクト配管などが通っていない場合
※エアー搬送ファンの設置位置は、車室の中心部よりも壁付近の方が
搬送効果があります。

〈設置パターン4〉（車室に沿って吹き流すパターン）

●効果
エアー搬送ファンの気流に排気ガスが搬送・誘
引されて排出されます。

こんなところにおすすめ
●車室が仕切られていない場所
●障壁がない場所
※エアー搬送ファンの設置位置は、車室の中心部よりも壁付近の方が
搬送効果があります。

〈設置パターン5〉（車室から車路に吹き出すパターン）

●効果
機械式駐車場のように比較的天井が高くても、
上部のエアー搬送ファンの気流に排気ガスが誘
引されます。

こんなところにおすすめ
●機械式駐車場
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給気
ファン

排気
ファン

■設計ポイント
障壁がなく給排気ファンが対角線上に
ある場合は、コーナー部によどみがで
きないよう、エアー搬送ファンの気流
をつくります。特に左図の場合は、左
下コーナー部にいかに多くの新鮮空気
を送り込むかがポイントです。

■駐車場概要
･床 面 積：
･天井高さ：
･駐車台数：
･換気方式：
･選定機種：

･設置台数：
･吹出角度：

約2100m2
2.5m
62台
第1種換気（機械給気＋機械排気）
AH-1509SA-G×3台
AH-2009SA-G×13台
16台
車路　22.5゜
車室　11.3 あ゚るいは 22.5゜

■駐車場平面図

給気
ファン

排気
ファン

給気
ファン

排気
ファン

A

給気
ファン

排気
ファン

A

給気
ファン

排気
ファン

1

給気
ファン

排気
ファン

A

給気
ファン

排気
ファン

給気
ファン

排気
ファン

A

給気
ファン

排気
ファン

A

給気
ファン

排気
ファン

1

給気
ファン

排気
ファン

A

給気
ファン

排気
ファン

給気
ファン

排気
ファン

A

給気
ファン

排気
ファン

A

給気
ファン

排気
ファン

1

給気
ファン

排気
ファン

A

給気
ファン

排気
ファン

給気
ファン

排気
ファン

A

給気
ファン

排気
ファン

A

給気
ファン

排気
ファン

1

給気
ファン

排気
ファン

A

手 順 ①

手 順 ②

手 順 ③

手 順 ④

給気ファンから排気ファンに向かってメイン気流がどの
ようになるか想定します。

想定されたメイン気流を補助する目的で車路および車室
にエアー搬送ファンを設置します。

左下側のよどみを解消するために、給気された新鮮空気を
①のエアー搬送ファンにより送り込みます。さらに排気
ファンに向かって気流を生成するため、中央部についても
全体的な流れに沿うようエアー搬送ファンを設置します。

メイン気流が行き届かない部分（よどむ部分）を想定します。
この場合、左下側に大きなよどみⒶ部が想定されます。

1.·車室に障壁がない場合のレイアウト例（給排気ファンが対角線上にある場合）
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■設計ポイント
　 部のように障壁に囲まれた場所はよ
どみが予想されます。エアー搬送ファ
ンを配置し、強制的に気流を作り出す
ことで、よどみを解消させることがポ
イントです。

■駐車場概要
･床 面 積：
･天井高さ：
･駐車台数：
･換気方式：
･選定機種：
･設置台数：
･吹出角度：

約1240m2
2.5m
47台
第1種換気（機械給気＋機械排気）
AH-2009SA-G
11台
車路　22.5゜
車室　11.3 あ゚るいは 22.5゜

給気ファンから排気ファンに向ってメイン気流が
どのようになるか想定します。

想定されたメイン気流を補助する目的で車路にエ
アー搬送ファンを設置します。

メイン気流が行き届かない部分（よどむ部分）を想定します。
この場合、特に右上側に大きなよどみⒶ部が想定されます。

給気
ファン

A

排気
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給気
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排気
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給気
ファン
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A
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A
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A

A
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A

A

給気
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A

排気
ファン

給気
ファン

排気
ファン

給気
ファン

給気
ファン

排気
ファン

排気
ファン

給気
ファン

排気
ファン

A

A

手 順 ①

手 順 ②

手 順 ③

手 順 ④

■駐車場平面図

2.·車室の障壁が比較的少ない場合のレイアウト例

A

車室は壁がないので、車路の気流にそって流れるようエ
アー搬送ファンを設置します。壁に囲まれたⒶ
部はなるべく奥側にエアー搬送ファンを設置し、排気ファ
ンに向って強制的に気流を発生させます。
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■設計ポイント
車室が仕切られている場合では、車室
のよどみ対策がカギです。エアー搬送
ファン<3方向吹出しタイプ>を設置
し、個々の車室に気流を送ることによ
り車室から車路へ排気ガスを排出しま
す。車路の気流により最終的に排気ファ
ンへ送り出すのがポイントです。

■駐車場平面図

メイン気流が行き届かない部分（よどむ部分）を想
定します。この場合、各々の車室と奥まった部分
のよどみが想定されます。

■駐車場概要
･床 面 積：
･天井高さ：
･駐車台数：
･換気方式：
･選定機種：

･設置台数：
･吹出角度：

約1510m2
2.5m
43台
第1種換気（機械給気＋機械排気）
AH-2012S-MH×4台
AH-2009SA-G×6台
10台
車路　22.5゜
車室　水平あるいは11.3゜

給気
ファン

排気
ファン

給気
ファン

排気
ファン

給気
ファン

排気
ファン

給気
ファン

排気
ファン

給気
ファン

排気
ファン

給気
ファン

排気
ファン

給気
ファン

排気
ファン

給気
ファン

排気
ファン

給気
ファン

排気
ファン

給気
ファン

排気
ファン

給気
ファン

排気
ファン

給気
ファン

排気
ファン

給気
ファン

排気
ファン

給気
ファン

排気
ファン

給気
ファン

排気
ファン

給気
ファン

排気
ファン

手 順 ①

手 順 ②

手 順 ③

手 順 ④

奥側のよどみ部分にもエアー搬送ファンを設置し、
駐車場全体に気流を発生させて新鮮外気が行き渡
るようにします。

給気
ファン

排気
ファン

給気ファンから排気ファンに向かってメイン気流
がどのようになるか想定します。

想定されたメイン気流を補助する目的でエアー搬送
ファンを設置します。車室に面した車路部分にはエアー
搬送ファン＜3方向吹出しタイプ＞を設置します。

3.·車室が多い場合のレイアウト例
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■工場概略図

給排気ファンの気流がどのようになるか想定します。
給排気はされていますが、天井中央では気流が弱くな
ります。

効率的換気を行うために、エアー搬送ファンを設置し、
強制的に気流を発生させます。これにより、天井面全
体に気流を発生させることができ、換気効率がアップ
します。

3
6
m

58m給気
ファン

排気
ファン

平面図

手 順 ①

■設計ポイント
工場・倉庫などのように大空間を換気
する場合、給気ファンから排気ファン
までの間隔が長くなるケースが多くな
ります。給排気ファンだけでは全体的
な換気を行うことが難しいため、エアー
搬送ファンを給気ファンから排気ファ
ンに向かって設置します。全体換気の
効率を上げるには、エアー搬送ファン
の設置間隔を2台目で風速が0.3m/s
〜0.5m/sを確保できる距離で設置す
るのがポイントです。

■工場概要
･床 面 積：
･天井高さ：
･選定機種：
･設置台数：
･吹出角度：

2088m2
6m
AH-3009SA
10台
水平吹出し

1.·換気補助や天井部の排熱をしたい場合のレイアウト例

2.·工場・倉庫・体育館などにおけるエアー搬送ファン設置方法の考え方

手 順 ②
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4
0
m

60m

エアー搬送ファン

平面図

空調機

空調気流がどのようになるか想定します。
空調された暖気は上昇気流となり、天井面に停滞します。

エアー搬送ファンにより、暖気を押え込み、拡散させます。
また、天井部に滞留する暖気もエアー搬送ファンにより吹
き降ろし、サーキュレーションさせます。

1
0
m

断面図

エアー搬送ファン

空調機

手 順 ① 手 順 ②

■設計ポイント
工場・倉庫・体育館など天井が高くな
おかつ広い空間では、冬期の暖房対策
が課題であるとともに空調機の配置に
よっては室内温度分布にムラができま
す。空調機から吹き出された暖気を、
いかに居住区側に吹き降ろし、室内全
体に行き渡らせるかがポイントです。
室内上部にエアー搬送ファン＜3方向
吹出しタイプ＞を設置し、床面で風速
0.3m/s 〜0.5m/sを確保できるよう
機種選定するとともに室内全体に空調
気流が広がるよう吹出し角度を調節し
ます。
気流感が気になるような場所ではファ
ンインバータの併設をおすすめしま
す。ただし、機種によっては使用でき
ない場合がありますので、組み合わせ
可否を必ず確認ください。

■体育館概要
･床 面 積：
･天井高さ：
･選定機種：
･設置台数：
･吹出角度：

2400m2
10m
AH-2012S-MH
9台
45 〜゚ 67.5゜

2.·暖房時のサーキュレーションをしたい場合のレイアウト例（空調吹出しが片側の場合）

■工場概略図
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■体育館概略図

エアー搬送ファンにより、天井部に滞留する暖気を床面に
吹き降ろし、サーキュレーションさせます。

エアー搬送ファンにより、天井部の暖気および空調気流を
誘引しながら、床面へ吹き降ろします。

4
0
m

25m

平面図

エアー搬送ファン エアー搬送ファン

空調吹出
空調吹出

25m

平面図

■設計ポイント
体育館・ホール・工場・倉庫など天井
が高い空間を空調する場合、特に冬期
の暖房対策が課題です。空調機から吹
き出された暖気を、いかに居住区に送
るかがポイントです。天井付近にエ
アー搬送ファンを設置し、床面で風速
0.3m/s 〜0.5m/sを確保できるよう
に機種選定します。設置場所の制約や
メンテナンス面などからいろいろな設
置方法が考えられます。
気流感が気になるような場所ではファ
ンインバータの併設をおすすめします。

■体育館概要
1000m2
8m

･床 面 積：
･天井高さ：

･選定機種：
･設置台数：
･吹出角度：

･選定機種：
･設置台数：
･吹出角度：

AH-1509SA
8台
垂直下

AH-2009SA
8台
45°〜 67.5°

＜壁面側に設置する場合＞

＜天井側に設置する場合＞

空調気流がどのようになるか想定します。
空調された暖気は上昇気流となり、天井面に停滞します。

8
m

手 順 ①

手 順 ②

空調気流がどのようになるか想定します。
空調された暖気は上昇気流となり、天井面に停滞します。

8
m

手 順 ①

手 順 ②

3.·暖房時のサーキュレーションをしたい場合のレイアウト例（空調吹出しが両側の場合）

天井側に設置する場合 壁面側に設置する場合

天井側に設置する場合 壁面側に設置する場合
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第4章  気流応用商品
エアー搬送ファン　　　 配置設計の考え方4

■設計ポイント
空調機は十分な能力があっても、空調
機のレイアウト・建物の形状などによっ
ては、空調気流がすみずみまで行き届
かず、温度ムラが発生します。快適環
境を作り出すためにエアー搬送ファン
で空調気流を誘引・搬送させることが
ポイントです。

■事務所概要
･床 面 積：
･天井高さ：
･選定機種：
･設置台数：
･吹出角度：

400m2
3m
AH-1312S-X
2台
水平吹出し

20
m

20m

12
m

12m

空調機

エアー搬送ファン棚など

空調機

エアー搬送ファン

20
m

20m

12
m

12m

空調機

エアー搬送ファン棚など

空調機

エアー搬送ファン

20
m

20m

12
m

12m

空調機

エアー搬送ファン棚など

空調機

エアー搬送ファン

手 順 ① 手 順 ②

■事務所概要
･床 面 積：
･天井高さ：
･選定機種：
･設置台数：
･吹出角度：

108m2
3m
AH-1312S-X
1台
水平または11.3°

空調気流がどのようになるか想定します。
奥まった場所では、空調の行き届かない部分が
発生します。

エアー搬送ファンの気流により奥まった場所へ
も空調気流を導きます。

12
m

12m

空調機

エアー搬送ファン

20
m

20m

12
m

12m

空調機

エアー搬送ファン棚など

空調機

エアー搬送ファン

手 順 ① 手 順 ②

空調気流がどのようになるか想定します。
一方からの空調吹出しでは、到達距離に限界があります。

エアー搬送ファンの気流により空調気流を室内にまん
べんなく誘引搬送させます。

1.·冷房時のサーキュレーションをしたい場合のレイアウト例

2.·奥まった部屋などがある場合のレイアウト例

3.·店舗・事務所などにおけるエアー搬送ファン設置方法の考え方
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第4章  気流応用商品
エアー搬送ファン　 　　施工5

●この商品は日本国内用ですので日本国外では使用できま
せん。また日本国外ではアフターサービスもできません。

● 特性・仕様の詳細については、各商品の納入仕様書に
てご確認ください。

● エアー搬送ファンは屋内用です。
● エアー搬送ファンは高所取付用です。床上1.8ｍ以上の
ところに据付けてください。低い所に据付けられます
と、けが・事故の原因となることがあります。また、
床面から1.8m以上の据付けであっても、作業・活動等
により人体に触れる可能性がある場合は、より安全の
ため人体が触れない高さへの据付けをお願いします。

● 各商品の使用周囲温度・湿度は必ずお守りください。
範囲を超えますと、焼損、変形、回転不良、破損につ
ながるおそれがあります。また、次のような場所には
据付けないでください。   
・屋外　・塩害地域（耐熱・耐湿、耐塩害用は除く） 
・冷蔵庫、冷凍室など結氷するおそれのある場所　・酸性、
アルカリ性ガスの発生、流入する場所　・可燃性ガスの
発生、流入、滞留、漏れのある場所　・油煙や蒸気の多
い場所（耐熱・耐湿・耐塩害用は、40℃において相対湿
度98％まで使用可能。）　・繊維工場、製陶工場など多量
の綿ぼこりや砂じん、粉じんの発生する場所（耐熱・防じ
んタイプのモータ及び充電部の固形異物に対する保護等
級は、JIS C 4034-5に定めるIP5×相当（防じん形）です。

● 商品本体にシリコーンを使用している機種が一部あり、周囲
環境に影響を及ぼす可能性がありますのでご注意ください。

● エアー搬送ファンの吹出気流が他の機器等に悪影響（照
明器具を揺らす等）を及ぼすような位置にエアー搬送
ファンを据付けないでください。

● 商品の改造はしないでください。故障の原因となるお
それがあります。

● エアー搬送ファンを壁近辺に据付ける場合は、吸込寸法を確
保してください。（182ページ据付例、水平吹出の場合参照）

● 本体の据付工事は、振動のない十分強度のあるところ
を選んで確実に行ってください。

● 吊りボルトは、耐震用振れ止め支持部材にて必ず補強
を行ってください。

● エアー搬送ファンの標準タイプ、耐熱・耐湿・耐塩害用、
耐熱・防じんタイプについては、取付板は外に開いた
状態でご使用ください。ただし、エアー搬送ファン側
面に障害物がある場合は内側据付も可能ですが、標準
タイプ（AH-4010TCA（-G）を除く）に限っては左右の
取付板を入れ替えて据付けてください。

● 商品を横に連続して据付ける場合は、取付板の間隔を 
100mm 以上あけてください。3方向吹出しタイプは
水平方向の角度調整を行える空間をあけてください。

● 3方向吹出しタイプ、風向切替タイプは壁据付ができません。
● 漏電ブレーカを設置してください。火災・感電のおそ
れがあります。

● モータの焼損防止のため、モータブレーカ又は電磁開
閉器（電磁接触器＋サーマルリレー）の過負荷保護装置
を設置してください。過負荷保護装置は必ず機器1台ご
とに取付けてください。過負荷保護装置の選定は電流
値の1.2倍を目安にしてください。ただし、商品本体に
過負荷保護装置の定格表示のあるものは、表示内容に
従い過負荷保護装置を設置してください。

● インテリアタイプを除く商品には、安全装置として、モー
タに温度ヒューズが内蔵されています（耐熱・防塵タイプ
のAH-5012T-CNはモータ近傍に外付けされています）。
拘束、過負荷運転、異電圧印加、あるいは周囲温度が基準
以上に高い場合には上記安全装置が自動的に動作し回転が
止まることがありますので電源を切り原因を取り除いてく
ださい。（再運転の場合には、モータを交換してください）

● アース端子、アース線のある機種は必ず D 種接地工事
を実施してください。感電のおそれがあります。

● 電気工事は必ず有資格者である電気工事士が内線規程や電
気設備技術基準に従って行ってください。電源コード接続
仕様の機種は、絶対に「手より接続」はしないでください。
また、電源電線の結線部分はJIS C 8340 の「電線管用金
属製ボックス及びボックスカバー」内にて行ってください。

● 電源接続を間違えますと正常な運転ができなくなり、場
合によってはモータが焼損する等のおそれがあります。
スイッチ・プラグ等への接続は確実に実施してください。

● 雨垂れのおそれのある所では建物側に防水処理をして
ご使用ください。

● AH-4010TCA（-G）は、端子カバーが商品底面側とな
る据付けはできません。カバー内に溜まった水が充電
部に浸入し、発煙・発火の原因になります。

● 修理等で特別な足場が必要になる場合は、お客様の費
用負担となります。あらかじめご了承ください。

● エアー搬送ファン吹出口前方にダクト等の気流の障害
となるものがある場合は、それを避けるように据付高
さや位置を調整して据付けてください。

● ご使用前・ご使用中に異常がないか確認してください。
異常がある場合は使用を中止してください。長年ご使用
の送風機ではモータ、コード、コンデンサ等の電気部品
の経年劣化により発煙・発火に至るおそれがあります。

● インバータ運転を行う場合は、三菱送風機用インバー
タをご使用ください。三菱送風機用インバータ以外を
使用しますと異常な振動、共振、騒音等が発生するお
それがあります。なお、居室等静かな環境では、高音
が聞こえることがありますので、単相100V品は
FS-5TA3をご使用ください。

● エアー搬送ファンの3相機種：AH-3009TCA（-G）、
AH -4010TCA ( - G）、AH -3012TCA - FK、
AH-3009T-BS、AH-3009T-CN、AH-5012T-CN
以外は、3相インバータと組合せて使用できません。

● インテリアタイプは単相インバータと組合せて使用で
きません。

施工5
1.·エアー搬送ファンの据付け上の注意
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第4章  気流応用商品
エアー搬送ファン　　　 施工5

天井直据付の場合 天吊据付の場合 壁据付の場合

天井直据付の場合 天吊据付の場合 壁据付の場合

1.·垂直吹出しの場合

AH-30タイプ（AH-3012TCA-FKを除く）、3方向
吹出しタイプは天井直据付での垂直吹出しできませ
ん。

＊900mm を超える場合はさらに防振対策を施し
てください。

＊ AH-10,15,20 標準タイプは100mm 以上
AH-30タイプは150mm 以上 
AH-40,50タイプは100mm 以上

※3方向吹出しタイプ、風向切替タイプは壁据付で
きません。

2.·水平吹出しの場合

＊1 AH-10,15,20,40,50タイプは100mm以上
（3方向吹出しタイプは除く）
  AH-30タイプは150mm以上
3方向吹出しタイプは100mm以上（水平方向の角
度調整を行う場合はさらに空間距離が必要です。）

  インテリアタイプは45mm以上
＊2 900mmを超える場合はさらに防振対策を施

してください。

＊ AH-10,15,20標準タイプは30mm以上、
AH-40,50タイプは85mm以上（3方向吹出し
タイプは除く）インテリアタイプは45mm以上
※3方向吹出しタイプ、風向切替タイプは壁据
付できません。

※30標準タイプ、耐熱・耐湿・耐塩害用、耐熱・
防塵タイプ（AH-50タイプを除く）は壁据付
の場合は水平吹出できません。

＊AH-10,15,20標準タイプは100mm以上
（3方向吹出しタイプは除く）
AH-30タイプは150mm以上
AH-40,50タイプは100mm以上
3方向吹出しタイプは100mm以上（水平方向角
度調整を行う場合はさらに空間距離が必要です。）
インテリアタイプは45mm以上

10・15・20·標準タイプの場合
ー11.3〜180°の範囲で使用可
※ ー22.5°の角度調節をする場合は据付面と取付
板の間に15mm 以上の空間をあけてください。

30標準タイプの場合
ー22.5〜56.3°、123.8〜180°の範囲で使用可
※ 67.5〜112.5°の角度調節をする場合は据付面と取
付板の間に75mm 以上の空間をあけてください。

3方向吹出しタイプの場合
0〜67.5°の範囲で使用可
※ 垂直吹出をする場合は据付面と取付板の間に
30mm 以上の空間をあけてください。

耐熱・耐湿・耐塩害用、耐熱・防塵タイプ（AH-50
タイプを除く）の場合
0〜56.3°の範囲で使用可
※ 67.5〜90°の角度調節する場合は、据付面と取付
板の間に75mm 以上の空間を設けてください。

取付板

本体

＊

取付板

本体

＊1

本体

取付板

＊
2

＊

取付板

本体

取付板＊
本体

天井面

〈天井据付・コンクリート壁の場合〉
① 強固な天井面、または壁面に埋込ボルトを埋込みます。
② 埋込ボルトに取付板を通し、市販のワッシャー、ナットを使用して確実に据付けます。
〈天吊据付の場合〉
① 強固な天井面に、長さ900mmを超えないように天吊りボルトを埋込みます。
●天吊りボルトは振れ止め用耐震支持部材にて補強を行ってください。
●長さ900mmを超える場合は、さらに防振吊金具等による防振対策を施してください。
② 天吊りボルトに取付板を通し、市販のワッシャー、ナットを使用して確実に据付けます。
※10・15・20タイプについては、内側据付の場合、調整角度が一部制限されます。

2.·据付例

取付板

本体
天井面

＊
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エアー搬送ファン　 　　施工5

天井直据付の場合 天吊据付の場合

壁・天井直据付の場合 天吊据付の場合

本体

取付板

埋込ボルト

ワッシャー

ナット

1.·標準タイプ、耐熱・防塵タイプ、·
····耐熱・耐湿・耐塩害用の場合
①外形寸法図を参照し強固な据付場所に市販の埋込ボル
ト（天吊りボルト）を埋め込みます。（据付例参照）

②角度調整を行う場合、本体と取付板を固定している角
度調整ボルトをはずしてから、中央の戻り止めナット
を緩めます。  
本体をお好みの角度に調整し、角度調整ボルトを締付
けてから戻り止めナットを締付けます。

③あらかじめ埋め込んでおいた埋込ボルト（天吊りボル
ト）に取付板を通し、市販のワッシャー、ナットを使用
して確実に据付けます。

2.·3方向吹出しタイプの場合
①外形寸法図を参照し強固な据付場所に市販の埋込ボル
ト（天吊りボルト M8またはM10）を埋め込みます。

②梱包時の状態のまま、あらかじめ埋め込んでおいた埋
込ボルト（天吊りボルト）に取付板を通し、市販のワッ
シャー、ナットを使用して確実に据付けます。

●角度調整の際には、中央の戻り止めナットははずさな
い。（落下によりけがの原因）

■角度調整のしかた

● 本体角度は据付面に対して以下の調整が可能です。 
・ 標準タイプ（40タイプを除く）： 
−22.5°から180°まで19段階

　・ 40タイプ：−22.5°から90°まで10段階（端子台カ
バーが本体底面側となる据付けはできません）

　・ 耐熱・防塵タイプ、耐熱・耐湿・耐塩害用： 
0°から90°まで8段階

①本体据付け後角度を調整する場合は、角度調整ボルト
をはずしてから、戻り止めナットを緩めます。

②お好みの角度に調整後、角度調整ボルトを締付けてか
ら戻り止めナットを締付けます。

取付板

本体

角度調整ボルト

戻り止めナット

※図は天井直据付を示します。

※耐熱・防塵タイプ、耐熱・耐湿・耐塩害用を本体据付け
後に角度調節する場合は電源コードに約150mm程度余
裕をもたせて配線してください。

●取付穴位置と本体重心がずれています。据付け時には重心
に十分注意して、2人以上で据付作業を行ってください。

③水平方向、垂直方向の角度を調整します。

本体

取付板

天吊りボルト

ワッシャー

ナット

※壁据付はできません

取付板垂直角度調整ボルト

戻り止めナット取付板

A

B

垂直角度調整ボルト

戻り止め
ナット 垂直角度調整目盛

取付板
A

C
B

壁まで50mm以上あける

壁まで50mm以上あける

本体

水平角度
調整ボルト

水平角度調整目盛

角度調整溝

E

D

F

本体

埋込ボルト

取付板

ワッシャー
ナット×2

本体

天吊りボルト

取付板

ナット

ナット×2

ワッシャー

3.·本体の据付け

注　意

お願い

10,15,20,30標準タイプ、
耐熱・耐湿・耐塩害用

30耐熱・防塵
タイプ 40,50タイプ

M8またはM10 M10 M12
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第4章  気流応用商品
エアー搬送ファン　　　 施工5

天井直据付の場合 天吊据付の場合

天井直据付の場合 天吊据付の場合

■角度調整のしかた

●垂直方向の角度調整のしかた
　・ 垂直角度は水平（0°）から垂直（90°）まで8段階の調
整が可能です。

①本体据付け後、垂直角度調整ボルト（Ⓐ）（4か所）をは
ずしてから、中央の戻り止めナット（Ⓑ）（4か所）を緩
めると、垂直方向に本体が動きます。

②垂直角度調整目盛（Ⓒ）を目安に角度を調整し、垂直角
度調整ボルト（Ⓐ）を締付けてから戻り止めナット（Ⓑ）
を締付けます。

●水平方向の角度調整のしかた
　 ・ 水平角度は0°から90°まで7段階の調整が可能です。
①本体据付け後、水平角度調整ボルト（Ⓓ）（2か所）を5ｍ
ｍ程度緩めると、水平方向に本体が動きます。

●回転軸のナットは緩めないでください。
②水平角度調整目盛（Ⓔ）と水平角度調整ボルト（Ⓓ）の位置
が一致するように角度を調整し、角度調整溝（Ⓕ）に水平角
度調整ボルト（Ⓓ）が確実にはまり込むように締付けます。

●水平方向の角度を調整する場合に角度調整を行えるよ
う、側面送風機から壁までの間隔を50mm以上あけて
設置してください。

●角度調整の際には、中央の戻り止めナットははずさな
いでください。（落下によるけがの原因）

注　意

3.·風向切替タイプの場合

天吊りボルトは振れ止め用耐震支持
部材にて必ず補強を行ってください。
※900mmを超える場合はさらに防
振対策を施してください。

取付板 

風方向 

本体 

175mm以上 

取付板 

風方向 

本体 

175mm以上 

※
 

●連続して据付ける場合は、取付板の間隔を100mm以
上あけてください。
●斜め天井や壁据付はできません。
●据付面は歪みのない同一平面内にて行ってください。
●本体の据付けが終わるまでは、本体と取付板の間の保
護パッド（ダンボール）は、はずさないでください。風
向切替用モータが壊れます。
●風向切替用モータ保護のため、結束バンド（白）は電気
工事開始まで切断しないでください。

結束バンド 
（白）  

本体 

取付板 取付板 

保護パッド 
（ダンボール） 

保護パッド 
（ダンボール） 

●この結束バンド（白）は電気工事開始まで切断しない
でください。風向切替用モータが壊れます。

●この保護パットは据付工事終了まではずさないでくだ
さい。風向切替用モータが壊れます。

①「外形寸法図」を参照し強固な据付場所に市販の埋込ボ
ルト（天吊りボルトM10またはM12）を埋め込みます。

②あらかじめ埋め込んでおいた埋込ボルト（天吊りボルト）
に取付板を通し、市販のワッシャー（外径φ24以上）、
ナットを使用して確実に据付けてください。

③本体と取付板の間の保護パッド（ダンボール）（2個）
をはずしてください。

本体 

埋込ボルト 

取付板 

ワッシャー 
ナット×2

本体 

天吊りボルト 

取付板 

ナット 

ナット×2

ワッシャー 

●本体の傾きを水平に対し1°未満にしてください。
●風向切替用モータ保護のため、結束バンド（白）は電気
工事開始まで切断しないでください。

お願い

お願い

お願い

注　意

注　意

お願い

本体の据付け
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①「外形寸法図」を参照し強固な据付場所に市販の埋込ボルト（天吊りボルト）M8を埋め込みます。
②角度調整を行う場合、次ページの「角度調整のしかた」を参照し、調整を行います。
②あらかじめ埋め込んでおいた埋込ボルト（天吊りボルト）を取付板の図の位置に通し、市販のワ
ッシャー（外径14.5mm〜 28mm）、ナットを使用して確実に取付けます。（中央の電源線貫
通穴には埋込ボルト（天吊りボルト）を通さないでください。）

④取付板から突出する埋込ボルト（天吊りボルト）の長さが30mm〜45mmとなるように調整します。

●天井穴は上記寸法以下で施工してください。 
穴が大きすぎると取付板でふさぎきれず露出する可能性があります。

お願い

本体の据付け

天井直据付の場合 天吊据付の場合 壁据付の場合

垂直吹出の場合

水平吹出の場合

4.·インテリアタイプの場合

※900mmを超える場合はさらに防振対策を
施してください。

※1　45mm以上
※2　900mmを超える場合はさらに防振対

策を施してください。

 

取付板・ 
取付板カバー 

本体 

取付板・ 
取付板カバー 

本体 

※
 

取付板・ 
取付板カバー 

45
m
m
以
上
 

本体 

本体 

45mm以上 

取付板・ 
取付板カバー 取付板・ 

取付板カバー 

本体 

※1

※
2

30
～
45
m
m
 

埋込ボルト貫通穴（4か所） 
電源線貫通穴 
（本体電源接続側のみ） 

AH-0807S-X： 696mm 
AH-1312S-X：1198mm 

80
m
m
 

40
m
m
 

風方向 ⇒ 

本体 
端子カバー 

埋込ボルト 
天井
（化粧ボード）

スラブ 

※天井（化粧ボード）下面に取付板上面が合わせられるように、
上側ナットおよびワッシャーの位置を本体据付け前に調整し
てください。 

埋込ボルト 

取付板 

ワッシャー 
ナット×2

ナット 

埋込ボルト 
ナット 
ワッシャー 

取付板 

●エアー搬送ファンの吸込口は
45mm以上の空間を必ず設け
てください。送風性能が十分発
揮されません。
●横に連続して据付ける場合は取
付板の間隔を100mm以上あけ
てください。
●据付面は歪みのない同一平面内
に行ってください。
●埋込ボルト（天吊りボルト）は、
振れ止め用耐震支持部材にて補
強を行ってください。

お願い

〈天井直据付の場合〉

天井（化粧ボード）穴加工寸法
埋込ボルト貫通穴寸法 ：φ28mm以下を目安にワッシャーが貫通できる大きさ
電源線貫通穴寸法  ：φ15mm以下を目安に電源線が貫通できる大きさ
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●使用電線は0.75mm2以上、アース線1.25mm2以上、複数台運転の場合は電流合計値に合った容量の電源コードで結線します。
●3相200V品のほこり付着制御機能（逆転運転）にはシステム部材（別売）の専用タイムスイッチボックス（FS-02AHW1）が必要です。
●モータの焼損防止のため、モータブレーカまたは電磁開閉器（電磁接触器＋サーマルリレー）の過負荷保護装置を設置してくださ
い。過負荷保護装置は必ず機器1台ごとに設置してください。過負荷保護装置の選定は電流値の1.2倍を目安にしてください。
ただし、商品本体に過負荷保護装置の定格表示のあるものは、表示内容に従い過負荷保護装置を設置してください。

●漏電ブレーカを設置してください。

■電磁接触器の選定について
●接点容量は接続しているエアー搬送ファンの起動電流の合計以上のものを選定してください。

1.·耐熱・防塵タイプ、耐熱・耐湿・耐塩害用の場合

●定格電圧・定格周波数以外では使用し
ない。（火災・感電の原因）

●アース端子のある機種は必ずＤ種接地
工事を実施する。漏電ブレーカを設置
する。（火災・感電の原因）

※図中の太線および破線部分は電気工事の資格を有する方にて施工してください。

●電気工事は必ず有資格者である電気工事士が内線規程や電気設備技術
基準に従って行う。絶対に「手より接続」はしない。
  （接続不良や誤った電気工事は感電・火災の原因）
●電源電線の結線部分はJIS C 8340「電線管用金属製ボックス及びボック
スカバー」内にて行う。（接続不良や誤った電気工事は感電・火災の原因）

3相200V

4.·電気工事
警　告 注　意

■角度調整のしかた
●本体角度は据付面に対して−22.5°から90°まで11段階の調整が可能です。
①角度を調整する場合は、角度調整ボルト（2か所）をはずしてから、戻り止めナット（2か所）
を緩めます。

②お好みの角度に調整後、角度調整ボルトを締付けてから戻り止めナットを締付けます。

●角度調整の際には、中央の戻り止めナットははずさ
ない。（落下によりけがの原因）

注　意

取付板 

本体 
戻り止めナット 

角度調整ボルト 

本体 

端子カバー 

埋込ボルト 
取付板 

ワッシャー 
ナット×2

埋込ボルト 

取付板 

ナット 

ナット×2

ワッシャー 

本体 

端子カバー 

〈壁据付の場合〉 〈天井据付の場合〉

＜専用タイムスイッチボックスを使用する場合＞ ＜専用タイムスイッチボックスを使用しない（正転運転のみ）場合＞

※複数台運転する場合は、FS-02AHW1制御可能台数以下で
　ご使用ください。
※耐熱・耐湿・耐塩害用は、専用タイムスイッチボックスと組み合
　わせては、使用できません。

※複数台運転する場合は、容量の合計がFS-09SWの容量以下でご使用ください。

ＦＡＮ

電　源
単相100V
50／60Hz

電　源
3相200V
50／60Hz

アース
アース

2台目

Ｅ

Ｗ
Ｖ
Ｕ

T
S
R

ミドリ
アカ
シロ
クロ

FS-02AHW1

アース

FS-09SW 速結端子

Ｅ ＴＳＲ

4

3

2

1 Ｕ

Ｗ
Ｖ

電源　3相200V
50/60Hz

2台目

Ｗ
Ｖ
Ｕ

クロ
シロ
アカ

FAN

ア－ス

FS-07SWA

P・L

2

13
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＜専用タイムスイッチボックスを使用する場合＞

＜標準タイプ＞

＜3方向吹出しタイプ＞

＜標準タイプ＞

＜3方向吹出しタイプ＞

＜専用タイムスイッチボックスを使用しない（正転運転のみ）場合＞
システム部材（別売）

3相用コントロールボックス
（FS-09SW）

システム部材（別売）
タイムスイッチボックス
（FS-02AHW1）

※複数台運転する場合は、容量の合計がFS-09SW
　の容量以下でご使用ください。

※複数台運転する場合は、FS-02AHW1制御可能台数
　以下でご使用ください。

ＦＡＮ

電　源
単相100V
50／60Hz

電　源
3相200V
50／60Hz

アース
アース

2台目

Ｅ

Ｗ
Ｖ
Ｕ

T
S
R

ミドリ
アカ
シロ
クロ

アース

速結端子

Ｅ ＴＳＲ
4
3
2
1 Ｕ

Ｗ
Ｖ

電源　3相200V
50/60Hz

2台目

Ｗ
Ｖ
Ｕ

クロ
シロ
アカ

FAN

ア－ス

FS-07SWA

P・L

2

13

シロ

クロ

速結端子

FAN

ア－ス
2台目

電源
単相100V
50/60Hz

FS-06SWA

P・L

3

1

電源

シロ

クロ

速結端子

FAN

ア－ス

2台目

電源
単相100V
50/60Hz

FS-06SWA

P・L

3

1

電源

ア－ス

シロ

クロ

速結端子

FAN

2台目

電源
単相200V
50/60Hz

FS-07SWA

P・L

2

13

ア－ス

シロ

クロ

速結端子

FAN

2台目

電源
単相200V
50/60Hz

FS-07SWA

P・L

2

13

2.·標準タイプ、3方向吹出しタイプの場合
①端子カバー固定ねじ2本をはずし、端子カバーをはずします。
②右図を参照して結線を行います。
先端15mm（40タイプは10mm）皮むきした芯線（VVF
ケーブルφ1.6またはφ2）を間違えないように端子台に
確実に奥まで押し込みます。

③アース線を接続します。（標準タイプ　単相100V品は
除く）

④結線が完了したら、正常に運転することを確認し、端子
カバーを元どおり取付けます。

⑤付属のコードクリップで電源線を固定します。（標準タ
イプのみ）

※図中の太線および破線部分は電気工事の資格を有する方
にて施工してください。
※複数台運転する場合は、起動電流の合計が、スイッチの
容量を超えないようにしてください。
※標準タイプ（40タイプを除く）で配線口出し部が上方向
を向く場合は端子カバーの取付方向を変更してくださ
い。（192ページ参照）
※40タイプで上方向へ吹出す場合はコードクリップを用
いてトラップ構造を設けてください。（右図参照）

※図は標準タイプを示す

端子カバー

本体

ねじ

コードクリップ

端子台

電源線 アース線

端子カバー

端子カバー
固定ねじ

本体

ねじ

コードクリップ 

■結線図（3相機種の場合）

単相100V 単相200V

3相200V
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■電気工事に関するお願い
●送風機用電源系統（3相200V）と風向切替制御用電源系統（単相200V）の2系統です。
●風向切替機能にはシステム部材（別売）の風向切替コントローラが必要です。
●風向切替を行いたいグループごとに必ず1台の風向切替コントローラを使用してください。
（複数のコントローラは使用できません）
●風向切替コントローラは、エアー搬送ファン1台目のみコントローラ専用の端子に接続してください。
●1台の風向切替コントローラにつなげた送風機は、同じ吹出し方向となります。
吹出し方向を異なる方向に向ける場合は、別に風向切替コントローラが必要です。

●本体間通信用信号線は、1本の経路となるように結線してください。
●インバータの出力を絶対に風向切替制御用速結端子（単相200V）に入力しないでください。破損の原因となります。
●インバータ運転を行う場合は、三菱送風機用インバータ以外を使用しますと異常な振動、共振、騒音等が発生するおそれ
があります。必ず三菱送風機用インバータを使用してください。

●インバータ運転を行う際、エアー搬送ファン据付状態による特定周波数での共振が生じたような場合、周波数ジャンプ機
能を用いて共振を防止してください。

●ほこり付着抑制機能（逆転運転）には、システム部材（別売）の専用タイムスイッチボックスが必要です。据付けは専用タイ
ムスイッチボックスの据付（取付）工事・取扱説明書に従ってください。

3.·風向切替タイプの場合

SM

M

M

M

M

M

電　源
3相200V
50／60Hz
U　V　W インバータ出力

接続禁止

電　源
単相200V
50／60Hz

コント
ローラ
専用

本体間
通信
専用

ア
カ
シ
ロ
ク
ロ

ア
カ
シ
ロ
ク
ロ

ア
カ
シ
ロ
ク
ロ

アカ
シロ
クロ

アカ
シロ
クロ

アカ
クロ

アカ
ミドリ

シロ
キ
アオ
クロ
ダイダイ
アカ

クロ
シロ

シロ

ミドリ
ミドリ

クロ

TR

CN3

CN4

CN2

CN10

CN11
マイクロ
スイッチ

ステッピング
モータ

CN1

EARTH1

LE
D
4

LE
D
3

LE
D
2

LE
D
1

クロ

アカ
シロ
クロ

アカ
シロ
クロ

アカ
シロ
クロ

〈回路ボックス〉
〈回路基板〉

《商品本体》

※図中の太線および破線部分は電気工事の資格を有する方にて施工してください。
※電源線とコントローラ線、本体間通信線はできるだけ離してください。

3相200V（風向切替部は単相200V）
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風向切替制御用

送風機用

〈タイムスイッチボックスを使用する場合〉〈タイムスイッチボックスを使用しない（正転運転のみ）場合〉

アース
電　源
3相200V
50／60Hz

電　源
単相100V
50／60Hz

2台目

FS-02AHW1
E

アース

FAN
U
V
W

U
V
W

R
S
T

※複数台運転する場合は、容量の合計がFS-09SWの
容量以下でご使用ください。

※複数台運転する場合は、FS-02AHW1制御可能台
数以下でご使用ください。

FAN

アース

電　源
3相200V
50／60Hz

別売コントローラ

本体（1台目）

コントローラ専用

速結端子

速結端子

速結端子

速結端子

ねじ端子 ねじ端子

本体間通信専用

電　源
単相200V
50／60Hz

Ｕ

Ｖ

Ｗ

風
向
切
替
制
御
用

送
風
機
用

FAN

アース

電　源
3相200V
50／60Hz

本体（2台目）

3台目以降

コントローラ専用2台目以降未使用

本体間通信専用

電　源
単相200V
50／60Hz

Ｕ

Ｖ

Ｗ

風
向
切
替
制
御
用

送
風
機
用

アース

FS-09SW 速結端子

Ｅ ＴＳＲ

4

3

2

1 Ｕ

Ｗ
Ｖ

電源　3相200V
50/60Hz

2台目

Ｗ
Ｖ
Ｕ

クロ
シロ
アカ

FAN

ア－ス

FS-07SWA

P・L

2

13

①結束バンド（白）を切断・廃棄します。
※切断の際、コードなどに傷を付けないよう注意してください。
②端子カバー固定ねじ4本をはずし、端子カバーをはずします。
③右図および下図を参照して結線を行います。
※電源線（送風機用電源、風向切替制御用電源）は、先端を15mm
皮むきした芯線（VVFケーブルφ1.6またはφ2）を間違えない
ように速結端子に確実に奥まで押し込んでください。

※信号線（コントローラ専用、本体間通信専用）は、間違えないよ
うにねじ端子に確実にねじ止めしてください。適用電線は電話
線など無極性2線（PVC線単線φ0.65〜φ1.2、またはより線
0.3〜1.25mm2）をご使用ください。

④Ｄ種接地工事を行います。
⑤結線が完了したら、正常に運転することを確認し、端子カバー
を元どおり取付けます。

⑥付属のコードクリップで電源線、信号線を固定します。

電源（3相） 
電源（単相） 

コントローラ専用信号線 

固定ねじ 

端子カバー 

本体間通信専用信号線 

電源線・信号線の固定 
コードクリップ 

ねじ

速結端子 
電源線・信号線の結線 

ねじ端子 

結束バンド 
（白）

 

●本体の据付け、電気工事終了後、本体と取付板の間にある仮固定用の保護パッド（ダンボール）を取りはずしていること、
および結束バンド（白）を切断・廃棄していることを確認してください。

●試運転が終わるまで足場を撤去しないでください。

お願い
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4.·インテリアタイプの場合
①端子カバー固定ねじ1本をはずし、端子カバーをはずし
ます。

②電源線を端子カバーのブッシュに通します。
●端子カバーの向きに注意してください。
天井直据付および天吊据付の場合は、取付足の電源線貫

●通穴より電源線を引き出してから、端子カバーのブッ
シュに通します。

③本体より端子台を引き出し、結線を行います。
●端子台を完全に引き出し、端子台を下方に下げることに
より、端子台がロックされます。

●先端10mm皮むきした芯線（VVFケーブルφ1.6）を間
違えないように端子台に確実に奥まで押し込みます。

④結線した後、端子台の結線状態を確認します。
●芯線が確実に端子台に挿入されているか確認します。

⑤端子台を本体に戻し、端子カバーを元どおり取付けます。
●端子台を上に持ち上げるとロックが解除されるので、元
の位置に押し戻します。

⑥コードクリップで電源線を固定します。

⑦正常に運転することおよび、LEDが点灯することを確
認します。

⑧電源線を取付足引掛部に引っ掛けます。
●余分な電源線がたるまないように調整します。
●天井直据付の場合は、余分な電源線を天井内に戻します。

〈天井直据付・天吊据付の場合〉 〈壁据付の場合〉

端子カバー 

端子カバー 
固定ねじ

本体 

本体 

電源線 
（VVFケーブル）

ブッシュ 

共通 
電源線 
（VVFケーブル） 

強 
弱 

芯線 

10mm 

30mm 

端子台を 
引き出し、

 

下方に下げる 

端子カバー 
固定ねじ

端子カバー 本体 

上に持ち上げ 
押し戻す 

本体 

引掛部 

コードクリップ 

ねじ

コードクリップ 

電源線 
（VVFケーブル） 

LEDが点灯 

電源線 
（VVFケーブル） 

ブッシュ 

電源線貫通穴 

本体 
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⑨壁据付の場合は「電源線ガイド取付け」と「取付板カバー
の加工」を実施します。

⑩付属品の取付板カバーを取付けます。
●取付板カバーの落下防止ワイヤを取付板のクリップに固
定した後に、取付板カバーを取付けます。

●電源配線しない側の取付板カバーも同様に固定します。
●取付板カバーのマグネットを取付板に密着させるように
取付けます。

〈電源線ガイド取付（壁据付の場合）〉 〈取付板カバーの加工（壁据付の場合）〉

●取付板カバーを取付ける際、電源線が取付板カバーに接
触しないように配線してください。

●落下防止ワイヤが取付板と取付板カバーの間にかみ込ま
ないように取付板カバーを取付けてください。

●切取り用溝を切り取った場合は、電源線が傷つかないよ
うにヤスリなどでバリや突起を取り除き、切り口を丸め
てください。

お願い

お願い

速調する場合

速調しない場合

強固定の場合 弱固定の場合

※図中太線および破線部分は電気工事の資格を有する方にて施工してください。

※図中太線および破線部分は電気工事の資格を有する方にて施工してください。

切取り用溝 

マグネット 

本体 

クリップ 

落下防止ワイヤ 
取付板カバー 

クリップの 
ツメを 
はずす 

クリップの 
ツメを 
ロックする 

落下防止ワイヤを 
クリップの 
ツメに通す 

速結端子 

商品本体 

商品本体2台目 

電源 
単相100V 
50/60Hz

電源 LED強 

弱 

共通 
強 
弱 

共通 強 弱 

FS-01AHS2

速結端子 

商品本体 

商品本体2台目 

電源 LED 1 共通 
強 
弱 

共通 強 弱 

FS-05AHS2
または 

FS-08AHS2

電源 
単相100V 
50/60Hz

速結端子 

商品本体 

商品本体2台目 

電源 LED 1
共通 
強 
弱 

共通 強 弱 

FS-05AHS2
または 

FS-08AHS2

電源 
単相100V 
50/60Hz

壁 

取付板 

本体 

ワッシャー 

電源線ガイド板 

ナット×2
埋込ボルト 
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■·〈AH-3009TCA（-G）,AH-4010TCA（-G）,AH-3009T-CN,AH-5012T-CN,AH-3012TCA-FK〉と制御
システム部材との組み合わせ時の結線方法およびご注意
エアー搬送ファン〈AH-3009TCA（-G）、AH-4010TCA（-G）、AH-3009T-CN、AH-5012T-CN、AH-3012TCA-FK〉と、送
風機用インバータおよびタイムスイッチボックスFS-02AHW1 を組み合わせる場合、通常の結線とは異なりますのでご注意ください。

●ご使用方法
①タイムスイッチボックスに付属（同梱）のコネクターケーブ
ルを使用して、右記結線図のようにタイムスイッチボック
ス、インバータ、エアー搬送ファン本体を接続します。

②電源3相200Vを送風機用3相インバータに投入し、イン
バータの設定を行います。（設定方法詳細はインバータ付
属の取扱説明書を参照）
（a）周波数を合わせる。
（b）パラメータ79（運転モード選択）の設定値を3（外部/

PU併用運転モード1）に変更する。

③ 電源単相100V をタイムスイッチボックスに投入し、タイ
ムスイッチの設定を行います。（設定方法詳細はタイムス
イッチボックス付属の取扱説明書を参照）

④設定終了後、タイムスイッチボックスの設定内容にしたがっ
て自動的にエアー搬送ファンの運転を開始します。

●インバータによって周波数を下げることにより風速・騒音を落とすことが可能になりますが、それに合わせて逆転運転時の吹出風速も
低下し、逆転運転を行っても本体へのほこりの付着を抑制できない場合があります。状況に合わせてインバータ制御を行ってください。

●複数台運転する場合には、送風機用3相インバータの送風機制御可能台数以内で使用してください。
※標準タイプTCA 形は送風機用3相インバータと組み合わせることはできません。（AH-3009TCA（-G）、AH-4010TCA（-G）は除く）
※図中太線および破線部分は電気工事の資格を有する方にて施工してください。

■標準タイプ速結端子の取付方向変更方法（AH-3009SA（-G）、AH-4010TCA（-G）を除く）
●配線口出し部が上方向を向く場合（例えば、天吊設置時101.3°〜180°に吹出し角度を変更した場合）、ほこりや水等が
充電部に浸入し発火を起こすおそれがあります。本体据付け前に、次のように速結端子位置を変更してください。

■標準タイプ端子カバーの取付方向変更方法（AH-3009SA（-G）の場合）
●配線口出し部が上方向を向く場合（例えば、天吊設置時101.3°〜180°に吹出し角度を変更した場合）、ほこりや水等が
充電部に浸入し発火を起こすおそれがあります。電気工事時に端子カバーの取付け方向を変更してください。

アース

電  源

インバータ接続
専用ケーブル
（本体内蔵）

コネクターケーブル
（商品に同梱）

3相200V
50／60Hz

電  源
単相100V
50／60Hz

2台目

ミドリ
アカ
シロ
クロ

アオ
クロ
シロ

FAN

SD

U

タイムスイッチボックス
FS-02AHW1

送風機用
3相インバータ

R
S
T

V
W

STF
STR

U
V
W

アースアース

①端子カバーをはずします。 ②商品に付属の据付工事・取扱説明書「電気工事」を参照して結線し、端子カバーの矢印の
方向が水平から下を向くように端子カバーを180°回転させてください。ただし、この場
合、電源線は、端子カバー内の端子台横の空間を使い、下方向に配線してください。

端子カバー

ねじ

本体

端子カバー

コードクリップ
電源コード

ねじ

本体

お願い

①端子カバーをはずします。 ②端子台取付板を取りはずし180°回
転させて再び取付けます。

③商品に付属の据付工事・取扱説明書
「電気工事」を参照して結線を行い、端
子カバーを取付けます。

端子カバー

ねじ

本体

端子台取付板

180°回転させる

本体

端子カバー

コードクリップ電源コード

ねじ

本体

※AH-4010TCA（-G）は速結端子、端子カバーの取付方向を変更することはできません。
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軸受仕様・包装仕様一覧6

タイプ 形　名
羽根
軸径
（mm）

ベアリング仕様
過負荷
保護装置

包　装　仕　様

負荷側 反負荷側 グリース 仕　様 N.W
（kg）

G.W
（kg）

タテ×ヨコ×高さ
（mm) 積段数

標
　
準
　
タ
　
イ
　
プ
　

AH-1006SA φ5 − − − 温度ヒューズ ダンボール 7 8.1 236×731×245 8

AH-1509SA φ5 − − − 温度ヒューズ ダンボール 10.5 12.2 236×1079×245 8

AH-2009SA φ5 − − − 温度ヒューズ ダンボール 11 12.7 236×1079×245 8

AH-3009SA φ8 608�両シールド 608�両シールド マルテンプSRL 温度ヒューズ ダンボール 20 22.2 259×1088×292 6

AH-1006WA φ5 − − − 温度ヒューズ ダンボール 7 8.1 236×731×245 8

AH-1509WA φ5 − − − 温度ヒューズ ダンボール 10.5 12.2 236×1079×245 8

AH-2009WA φ5 − − − 温度ヒューズ ダンボール 11 12.7 236×1079×245 8

AH-1006TCA φ5 − − − 温度ヒューズ ダンボール 7 8.1 236×731×245 8

AH-1509TCA φ5 − − − 温度ヒューズ ダンボール 11 12.7 236×1079×245 8

AH-2009TCA φ5 − − − 温度ヒューズ ダンボール 11 12.7 236×1079×245 8

AH-3009TCA φ8 608�両シールド 608�両シールド マルテンプSRL 温度ヒューズ ダンボール 20 22.2 259×1088×292 6

AH-4010TCA φ8 608�両シール極軽接触 608�両シールド マルテンプSRL 温度ヒューズ ダンボール 26 29 295×1268×416 6

AH-1006SA-G φ5 − − − 温度ヒューズ ダンボール 7 8.1 236×731×245 8

AH-1509SA-G φ5 − − − 温度ヒューズ ダンボール 10.5 12.2 236×1079×245 8

AH-2009SA-G φ5 − − − 温度ヒューズ ダンボール 11 12.7 236×1079×245 8

AH-3009SA-G φ8 608�両シールド 608�両シールド マルテンプSRL 温度ヒューズ ダンボール 20 22.2 259×1088×292 6

AH-1006WA-G φ5 − − − 温度ヒューズ ダンボール 7 8.1 236×731×245 8

AH-1509WA-G φ5 − − − 温度ヒューズ ダンボール 10.5 12.2 236×1079×245 8

AH-2009WA-G φ5 − − − 温度ヒューズ ダンボール 11 12.7 236×1079×245 8

AH-1006TCA-G φ5 − − − 温度ヒューズ ダンボール 7 8.1 236×731×245 8

AH-1509TCA-G φ5 − − − 温度ヒューズ ダンボール 11 12.7 236×1079×245 8

AH-2009TCA-G φ5 − − − 温度ヒューズ ダンボール 11 12.7 236×1079×245 8

AH-3009TCA-G φ8 608�両シールド 608�両シールド マルテンプSRL 温度ヒューズ ダンボール 20 22.2 259×1088×292 6

AH-4010TCA-G φ8 608�両シール極軽接触 608�両シールド マルテンプSRL 温度ヒューズ ダンボール 26 29 295×1268×416 6

耐熱・防塵
タイプ

AH-3009T-CN φ8 608�両シール接触 608�両シールド シリコンSH-44M 温度ヒューズ ダンボール 22 24 274×1156×324 6

AH-5012T-CN φ8 608�両シール接触
（シール材質：フッ素ゴム）608�両シールド シリコンSH-44M

温度ヒューズ
（モータ外付） ダンボール 30 35 294×1530×427 4

耐熱・耐湿・
耐塩害用 AH-3009T-BS φ8 608�両シール接触 608�両シールド シリコンSH-44M 温度ヒューズ ダンボール 21.8 24 274×1156×324 6
風向切替
タイプ AH-3012TCA-FK φ8 608�両シールド 608�両シールド マルテンプSRL 温度ヒューズ ダンボール 30 34 378×1448×289 6

3方向
吹出し
タイプ

AH-2012S-MH φ5 − − − 温度ヒューズ ダンボール 22 25 420×978×317 8

AH-2012W-MH φ5 − − − 温度ヒューズ ダンボール 22 25 420×978×317 8

インテリア
タイプ

AH-0807S-X φ5 − − − なし ダンボール 6.5 7.8 187×840×234 8

AH-1312S-X φ5 − − − なし ダンボール 10 11.9 187×1462×234 8
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機種変遷表7
年　代

1997年〜 1998年〜 1999年〜 2000年〜 2000年〜 2003年〜 2003年〜 2006年〜 2007年〜 2008年〜 2009年〜 2014年〜
タイプ 羽根径

（cm） 電源 極数

電
源
コ
ー
ド
タ
イ
プ

φ135 1φ100V 2 AH-1006S ← ← ← ← ← ←

標準タイ
プとして
機種統一

φ135 1φ100V 2 AH-709S AH-1509S ← ← ← ← ← ←

φ135 1φ100V 2 AH-2009S ← ← ← ← ← ←

φ135 3φ200V 2 AH-1006T ← ← ← ← ← ←

φ135 3φ200V 2 AH-1509T ← ← ← ← ←

φ135 3φ200V 2 AH-1209T AH-2009T ← ← ← ← ← ←

φ155 3φ200V 2 AH-3009T ← ← ← ←

端
子
台
タ
イ
プ

φ135 1φ100V 2 AH-1006S-H ← ← ←

φ135 1φ100V 2 AH-1509S-H ← ← ←

φ135 1φ100V 2 AH-2009S-H ← ← ←

φ135 1φ200V 2 AH-1006W-H ← ← ←

φ135 1φ200V 2 AH-1509W-H ← ← ←

φ135 1φ200V 2 AH-2009W-H ← ← ←

φ135 3φ200V 2 AH-1006T-H ← ← ←

φ135 3φ200V 2 AH-1509T-H ← ← ←

φ135 3φ200V 2 AH-2009T-H ← ← ←
耐熱・耐湿・
耐塩害用 φ155 3φ200V 2 AH-3009T-BS ← ← ← ← ← ←

3方向
吹出し
タイプ

φ135 1φ100V 2 AH-2012S-MH ← ← ← ← ←

φ135 1φ200V 2 AH-2012W-MH ← ← ← ← ←

耐熱・
防塵
タイプ

φ155 3φ200V 2 AH-3009T-CN ← ← ← ←

φ218 3φ200V 2 AH-5012T-CN ← ← ← ←
風向切替
タイプ φ155 3φ200V 2 AH-3012TCA-FK ← ←

標
準
タ
イ
プ

φ135 1φ100V 2 AH-1006SA
AH-1006SA-G ← ←

φ135 1φ100V 2 AH-1509SA
AH-1509SA-G ← ←

φ135 1φ100V 2 AH-2009SA
AH-2009SA-G ← ←

φ155 1φ100V 2 AH-3009SA
AH-3009SA-G ← ←

φ135 1φ200V 2 AH-1006WA
AH-1006WA-G ← ← ←

φ135 1φ200V 2 AH-1509WA
AH-1509WA-G ← ← ←

φ135 1φ200V 2 AH-2009WA
AH-2009WA-G ← ← ←

φ135 3φ200V 2 AH-1006TCA
AH-1006TCA-G ← ← ←

φ135 3φ200V 2 AH-1509TCA
AH-1509TCA-G ← ← ←

φ135 3φ200V 2 AH-2009TCA
AH-2009TCA-G ← ← ←

φ155 3φ200V 2 AH-3009TCA
AH-3009TCA-G ← ← ←

φ218 3φ200V 2 AH-4010TCA
AH-4010TCA-G

インテリア
タイプ

φ105 1φ100V 2 AH-0807S-X ←

φ105 1φ100V 2 AH-1312S-X ←

発　売　年　月

・'97年6月 ・'98年10月 ・'99年5月 ・'00年6月 ・'00年10月 ・'03年6月 ・'03年11月 ・'06年5月 ・'07年5月 ・'08年6月
　風向切替
　タイプ
・'08年12月
　標準タイプ
　AH-30

・'09年11月
　インテリア
　タイプ

・'14年12月
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第4章  気流応用商品
エアースイングファン　　　 形名構成　　　特性・仕様21

エアースイングファン

A S C S159 A

（最大風量時）

縦
格
子
グ
リ
ル
装
着
時

（m）

ブ
リ
｜
ズ
ラ
イ
ン
グ
リ
ル
装
着
時

到
　
達
　
距
　
離

6

1

2

3

4

5

10

7

8

9

6

1

2

3

4

5

10

7

8

9

0.3

0.3

0.3 0.3

0.3

0.3 0.3

0.3 0.3

0.3

0.3 0.3

0.5

0.5

0.5 0.5

0.5

0.5

0.5

0.5 0.5

0.5

0.5
0.5

1

1
1 1 1

1 1

1 1

2

2 2 2 2 2 2

2 2

1

1 1

2 2 2

0.3

0.3

0.3
0.3

0.5
0.5

0.5 0.5

1 1

1

2 2

2

1

2

AS-908CSA

長さ方向首振方向 首振方向長さ方向
首振停止時首振運転時

50Hz

21 3 40-2-4 -3 -10 0.5-0.5-1 1 0 0.5-0.5 0 0.5-0.5

長さ方向首振方向 首振方向長さ方向
首振停止時首振運転時

60Hz

21 3 40-2-4 -3 -10 0.5-0.5-1 1 0 0.5-0.5 0 0.5-0.5
電源線側 電源線側水平距離

（m）

（単位：m/s）

※特性値はグリル（別売 システム部材）を付けた場合の値です。
※障壁や梁、柱などの設置条件により、風速分布が異なる場合があります。
※図中の風速分布は、室内温度差、外風、空調機などによる外乱がない自由空間における測定値です。
※首振停止時の風向調節は、実運転によりリモコンの風向調節で設定してください。（リモコン表示の矢印は風向き方向の目安です）

形名構成1

特性・仕様2

機　種

エアースイング
ファンを表す

最大到達距離
（風速0.3m/s時）
  4 ：4m
  9 ：9m
13：13m

商品長さ

07：70cm
08：80cm
12：120cm
15：150cm

仕様

無：冷暖気取入不可
C：冷暖気取入可能

電源区分

S：単相

開発順序

無
A

1.·風速分布
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エアースイングファン　　　 特性・仕様　　　2

AS-915CSA

長さ方向首振方向 首振方向長さ方向
首振停止時首振運転時

50Hz

21 3 40-2-4 -3 -10 0.5-0.5-1 1 0 0.5-0.5 0 0.5-0.5

長さ方向首振方向 首振方向長さ方向
首振停止時首振運転時

60Hz

21 3 40-2-4 -3 -10 0.5-0.5-1 1 0 0.5-0.5 0 0.5-0.5
電源線側 電源線側

縦
格
子
グ
リ
ル
装
着
時

（m）

ブ
リ
｜
ズ
ラ
イ
ン
グ
リ
ル
装
着
時

到
　
達
　
距
　
離

6

1

2

3

4

5

10

7

8

9

6

1

2

3

4

5

10

7

8

9

0.3

0.3

0.3 0.3

0.3

0.3

0.3 0.3

0.30.3

0.30.3

0.30.3

0.30.3

0.5 0.5

0.5 0.5

0.5

0.5

0.5 0.5

0.50.5

0.5

0.5

0.50.5

0.5

0.5

1 1
1 1

1
1 1

1

11

11
111

1

2 2 2 2 2 2 2 2

22
222222

水平距離
（m）

（最大風量時） （単位：m/s）

※特性値はグリル（別売 システム部材）を付けた場合の値です。
※障壁や梁、柱などの設置条件により、風速分布が異なる場合があります。
※図中の風速分布は、室内温度差、外風、空調機などによる外乱がない自由空間における測定値です。
※首振停止時の風向調節は、実運転によりリモコンの風向調節で設定してください。（リモコン表示の矢印は風向き方向の目安です）

（m）

到
　
達
　
距
　
離

6

1

2

3

4

5

10

7

（m）

到
達
距
離

1

2

3

4

8

9

11

12

13

14

0.3

0.3

0.3 0.3

0.3

0.3

0.3 0.3

0.5
0.5

0.5 0.5

0.5

0.5

0.5 0.5

1
1

1 1

1
1

1 1

2

2 2 2 2 2 2 2

0.3

0.5

1

0.3
0.5

1

0.3 0.3

0.5
0.3

1

0.3

1

0.3

0.5
0.5

1 1 0.5

0.3
0.5
1

0.5

1

AS-1315SA
強ノッチ

長さ方向
水平距離
（m）

首振方向 首振方向長さ方向
首振停止時首振運転時

50Hz

21 3 40-2-4 -3 -10 0.5-0.5-1 1 0 0.5-0.5-1 1 0 0.5-0.5-1 1 0 0.5-0.5-1 1 0 0.5-0.5-1 1

長さ方向首振方向 首振方向長さ方向
首振停止時首振運転時

60Hz

21 3 40-2-4 -3 -10 0.5-0.5-1 1
電源線側 電源線側

弱ノッチ

長さ方向
水平距離
（m）

首振方向 首振方向長さ方向
首振停止時首振運転時

50Hz

210-2 -10 0.5-0.5 0 0.5-0.5 0 0.5-0.5 0 0.5-0.5 0 0.5-0.5

長さ方向首振方向 首振方向長さ方向
首振停止時首振運転時

60Hz

210-2 -10 0.5-0.5
電源線側 電源線側

（単位：m/s）

※特性値はグリル（別売 システム部材）を付けた場合の値です。
※障壁や梁、柱などの設置条件により、風速分布が異なる場合があります。
※図中の風速分布は、室内温度差、外風、空調機などによる外乱がない自由空間における測定値です。
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エアースイングファン　 　　特性・仕様2

1

2

3

4

0.3

0.3 0.3

0.3

0.3 0.3

0.5

0.5 0.5

0.5

0.5 0.5

1 1 1

1.5
1.5

1.5

1 1

1
1.5 1.5 1.5

0.3

0.3

0.5

0.5

1

1.5

1

1.5

1

2

3

4

0.3
0.3

0.3 0.3

0.3
0.3

0.3 0.3

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

1 1
1

1 1 1
1

1
1.5 1.5 1.5

1.5 1.5 1.5
1.5

1.5

（m）

到
達
距
離

（m）

到
達
距
離

弱ノッチ

長さ方向首振方向 首振方向長さ方向

50Hz

210-2 -10 0.5-0.5 0 0.5-0.5 0 0.5-0.5

長さ方向首振方向 首振方向長さ方向

60Hz

210-2 -10 0.5-0.5 0 0.5-0.5 0 0.5-0.5
電源線側 電源線側

首振停止時首振運転時 首振停止時首振運転時

水平距離
（m）

強ノッチ

長さ方向首振方向 首振方向長さ方向

50Hz

0 0.5-0.5 0 0.5-0.5 0 0.5-0.5

長さ方向首振方向 首振方向長さ方向

60Hz

0 0.5-0.5 0 0.5-0.5 0 0.5-0.5210-2 -1 210-2 -1
電源線側 電源線側

首振停止時首振運転時 首振停止時首振運転時

水平距離
（m）

AS-412SA
（単位：m/s）

※特性値はグリル（別売 システム部材）を付けた場合の値です。
※障壁や梁、柱などの設置条件により、風速分布が異なる場合があります。
※図中の風速分布は、室内温度差、外風、空調機などによる外乱がない自由空間における測定値です。

AS-407SA

長さ方向首振方向 首振方向長さ方向
首振停止時首振運転時

50Hz

1

2

3

4

0 0.5-0.5 0 0.5-0.5 0 0.5-0.5

長さ方向首振方向 首振方向長さ方向
首振停止時首振運転時

60Hz

0 0.5-0.5 0 0.5-0.5 0 0.5-0.5

0.3

0.3 0.3

0.3

0.3 0.3

0.5 0.5 0.5 0.5

0.5 0.5

1 1 1

1.5 1.5
1.5

1 1 1

1.5 1.5 1.5

210-2 -1 210-2 -1

0.3 0.3

0.5 0.5
1

1.5

1

1.5

電源線側 電源線側

（m）

到
達
距
離

水平距離
（m）

（単位：m/s）

※特性値はグリルを付けた場合の値です。
※障壁や梁、柱などの設置条件により、風速分布が異なる場合があります。
※図中の風速分布は、室内温度差、外風、空調機などによる外乱がない自由空間における測定値です。

■風速特性（到達距離－風速曲線）

首振運転時

0
1
2
3
4
5
6
7
8

0 1 2 3 4 5 6

8ノッチ

4ノッチ

1ノッチ

50Hz

到達距離（m）

風
速

（
m
／
s）

0
1
2
3
4
5
6
7
8

0 1 2 3 4 5 6

8ノッチ

4ノッチ

1ノッチ

60Hz

到達距離（m）

風
速

（
m
／
s）

0
1
2
3
4
5
6
7
8

0 1 2 3 4 5 6

8ノッチ

4ノッチ

1ノッチ

50Hz

到達距離（m）

風
速

（
m
／
s）

0
1
2
3
4
5
6
7
8

0 1 2 3 4 5 6

8ノッチ

4ノッチ

1ノッチ

60Hz

到達距離（m）

風
速

（
m
／
s）

ブリーズライングリル装着時

縦格子グリル装着時

首振停止時

0
1
2
3
4
5
6
7
8

0 1 2 3 4 5 109876

1ノッチ
4ノッチ
8ノッチ

50Hz

到達距離（m）

風
速

（
m
／
s）

0
1
2
3
4
5
6
7
8

0 1 2 3 4 5 106 7 8 9

8ノッチ
4ノッチ

1ノッチ

60Hz

到達距離（m）

風
速

（
m
／
s）

0
1
2
3
4
5
6
7
8

0 1 2 3 4 5 106 7 8 9

8ノッチ
4ノッチ
1ノッチ

50Hz

到達距離（m）

風
速

（
m
／
s）

0
1
2
3
4
5
6
7
8

0 1 2 3 4 5 106 7 8 9

8ノッチ
4ノッチ
1ノッチ

60Hz

到達距離（m）

風
速

（
m
／
s）

ブリーズライングリル装着時

縦格子グリル装着時

AS-908CSA・AS-915CSA
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第4章  気流応用商品
エアースイングファン　　　 特性・仕様　　　結線例2 3

●リモコンスイッチ1台で最大15台のエアースイング
ファンを一括制御できます。

●個別に制御する場合は、エアースイングファン1台に対
してリモコンスイッチ1台を設置してください。

リモコンスイッチ
FS-02ASR
（別売 システム部材）

信
号
線

本体（1～15台まで接続可能）

電
源

信号線

リモコンスイッチ
FS-02ASR
（別売 システム部材）

信
号
線 本体

電
源

リモコンスイッチ
FS-02ASR
（別売 システム部材）

1

電
源

1

信号線

1台目

2 2

電
源

1

電
源

1

信号線

2台目

2 2 1

電
源

1

信号線

2 2

リモコンスイッチ
FS-02ASR
（別売 システム部材）

1
電
源

1
信号線
1台目

2 2

電
源

1
電
源

1
信号線
2台目

2 2 1
電
源

1
信号線
2 2

■風速特性（到達距離ー室内上下温度差曲線）

※上記グラフは室内上下（天井ー床面間）の温度差と0.3ｍ/sの気流到達距離の減衰の関係を表します。
※上記グラフの商品運転状態は最強ノッチ、首振り停止・垂直下に吹き降ろした場合を表します。
※上記グラフは自由空間における条件下の場合であり、設置条件により気流到達距離が異なる場合があります。
※上記グラフは外風、空調気流などの外乱は考慮されていません。

天井ー床面間温度差（℃）
0

気
流
到
達
距
離（
ｍ
）

2 4 6 8 10

12

10

8

6

4

2

0

14

天井ー床面間温度差（℃）
0

気
流
到
達
距
離（
ｍ
）

2 4 6 8 10

8

6

4

2

0

10

天井ー床面間温度差（℃）
0

気
流
到
達
距
離（
ｍ
）

2 4 6 8 10

4

3

2

1

0

5

天井ー床面間温度差（℃）
0

気
流
到
達
距
離（
ｍ
）

2 4 6 8 10

12

10

8

6

4

2

0

14

天井ー床面間温度差（℃）
0

気
流
到
達
距
離（
ｍ
）

2 4 6 8 10

8

6

4

2

0

10

天井ー床面間温度差（℃）
0

気
流
到
達
距
離（
ｍ
）

2 4 6 8 10

4

3

2

1

0

5

天井ー床面間温度差（℃）
0

気
流
到
達
距
離（
ｍ
）

2 4 6 8 10

12

10

8

6

4

2

0

14

天井ー床面間温度差（℃）
0

気
流
到
達
距
離（
ｍ
）

2 4 6 8 10

8

6

4

2

0

10

天井ー床面間温度差（℃）
0

気
流
到
達
距
離（
ｍ
）

2 4 6 8 10

4

3

2

1

0

5

●室内上下（天井ー床面間）の温度差がある場合は気流到達距離が短くなりますので注意が必要です。
AS-908CSA・AS-915CSA AS-1315SA AS-412SA・AS-407SA

結線例3
1.·高機能タイプ（標準システム）
〈複数台制御〉 〈個別制御〉

■首振・気流吹出角度
エアースイングファンの首振角度と気流吹出角度は、概ね
右図のようになります。

※ 記載の角度は室内温度差、外風、空調機などによる外乱がな
い自由空間における値です。
※ 障壁や梁、柱などの設置条件により、気流吹出し角度が異な
る場合があります。
※首振角度は設計値です。

電源電線 電源電線

首振角度

22° 58°
約 60° 約 40

°

気流吹出し角度

首振角度
21° 33°

約 45° 約 35°

気流吹出し角度

〈高機能タイプ・パワフルタイプ〉 〈コンパクトタイプ・スリムタイプ〉
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エアースイングファン　 　　結線例3

1.·管理室等にて運転制御する場合
　·（無電圧a接点またはb接点）
●外部の無電圧接点によりエアースイングファンを運転停
止させることができます。風速、首振動作の設定はリ
モコンスイッチにてあらかじめ設定しておきます。

SW2 SW1

リモコンスイッチ 
FS-02ASR 

 （別売システム部材）  

信号線 

2台目 

電源 

1 1 2 2

外部入力 

エアースイングファン 

無電圧a接点 

無電圧b接点 

1 2 3 4

電
源 

信
号
線 

●外部制御入力はリモコンスイッチを接続する本体に接続
してください。

リモコンスイッチ
FS-02ASR
（別売 システム部材）

外部制御入力
・無電圧a、b接点
・DC12/24V
  エアコン連動運転
  管理室制御等

信
号
線 本体

電
源

信号線

外部入力線

●複数台に外部入力はできません。
●外部制御入力の無電圧a，b接点と有電圧12/24Vは同
時に使用することはできません。外部制御入力はリモ
コンスイッチを接続する本体に接続してください。

2.·空調機等の外部機器と連動する場合
　·（DC12/24V有電圧信号）
●外部機器からの外部入力によリエアースイングファン
を連動運転させることができます。風速、首振動作の
設定はリモコンスイッチにてあらかじめ設定しておき
ます。

信
号
線 

電
源 

リモコンスイッチ 
FS-02ASR 

 （別売 システム部材）

信号線 

2台目 

電源 

1 1 2 2

外部入力 

エアースイングファン 

DC12/24V

外部機器 

1 2 3 4

SW2SW1

● 外部制御入力をした場合の運転モード
外部制御入力をする場合には、用途に合わせ3種類の運
転モードが設定できます。

2.·高機能タイプ（外部制御入力）

リモコン運転
モード設定 動作説明

表示番号 運転モード

01 ON/OFF連動

外部制御入力により、「運転」「停止」を行う。（a
接点入力では、①–②間短絡にて運転、①–②間
開放で停止。有電圧入力では、③–④間入力に
て運転、無電圧で停止）
リモコンによる後押し操作可能。

02 OFF連動

外部制御入力により、「停止」動作のみを行う。
（①–②間短絡にて、停止。①–②間開放では、運転
は再開しない。有電圧入力では、③–④間入力にて、
停止、③–④間無電圧にて、運転は再開しない。）
リモコンによる後押し操作可能。

03 ON/OFF連動
（外部入力優先）

外部制御入力により、「運転」「停止」を行う。外
部制御入力中はリモコンによる「停止」はできな
い。（①–②間短絡にて運転し、リモコン受付禁止。
①–②間開放にて、停止。有電圧入力では、③–④
間入力にて運転し、リモコン受付禁止、③–④間無
電圧にて、停止）停止中は、リモコン受付可能。

お願い

●リモコンスイッチを接続した本体は基板上のSW1（リ
モコン接続）を矢印の方向に切り換えてください。（個
別制御の場合は、リモコンスイッチを接続した本体全
てのSW1を切り換えます）

本体スイッチの設定

●リモコンスイッチを接続した本体以外のSW1は切り換
えないでください。
複数台制御時、2台目以降の本体のSW1を切り換えた
場合、リモコンの故障等を生ずることがあります。

お願い

SW2 SW1

リモコンスイッチFS-02ASR 
（別売  システム部材）  

1 台目 
信号線 

電源 

1 1 2 2

2 台目 3 台目 
信号線 

電源 

1 1 2 2

信号線 
電源 

1 1 2 2

電
源 

●リモコンスイッチを接続した本体は、基板上のSW1（リ
モコン接続）を矢印の方向に切り換えてください。

●無電圧b接点を使用する場合は、ジャンパー線J1を切
断してください。

本体スイッチの設定

●リモコンスイッチを接続した本体は基板上のSW1（リ
モコン接続）を矢印の方向に切り換えてください。

本体スイッチの設定
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コントロールスイッチ
FS-04ASWA

アカ

シロ

クロ

（２台目）

GM

モータ

商品本体

電源
単相100V
50/60Hz

P・L

電源

電源・
モータ

※ 図中の太線および破線部分は電気工事の資格を有する方
にて施工してください。
※ 複数台運転の場合、個別に任意の位置で首振りを停止させ
ることはできません。この場合は、コントロールスイッチ
を1台ごとに設けてください。

GM
4

強
3

弱
2

1
共通

商品本体（2台目）

50／60Hz
単相100V
電源

モ
モカ

ア

GM

※図中の太線、破線部分はお客様にて施工してください。

商品本体

リレー

速結端子

モータ

ロ
ク

ロ
シ

オ
ア

コンデンサー

コントロールスイッチ
FS-02ASWA

（別売 システム部材）

GM強弱共通

電源

1

PL
電源

2

3 4

※ 図中の太線および破線部分は電気工事の資格を有する方
にて施工してください。
※ 複数台運転の場合、個別に任意の位置で首振りを停止させ
ることはできません。この場合は、コントロールスイッチ
を1台ごとに設けてください。

GM

4

強

3

弱

2

1

共通

ク
ロ
ク
ロ

モ
モ

ア
カ

GM

商品本体

リレー

速結端子

モータ

ク
ロ シ

ロ ア
オ

コンデンサー

速度調節器

（FS-2TB1）

123

4

OFF

コントロールスイッチ

FS-04ASWA

電源

単相100V

50/60Hz

P・L

電源

電源・

モータ

※ 図中の太線部分は電気工事の資格を有する方にて施工し
てください。

1.·パワフルタイプ・スリムタイプ 2.·コンパクトタイプ

1.·FS-2TB1にて速調する場合

3.·パワフルタイプ・スリムタイプ・コンパクトタイプ（標準システム）

4.·パワフルタイプ（応用例）

3.·温度スイッチ、タイマー等との組み合わせ例
●温度スイッチ、タイマー等と組み合わせることによりエ
アースイングファンを効率よく運転させることができます。

電源
AC 100Vリモコン

エアースイングファン

外部制御入力

温度スイッチ
タイマーなど

温度センサーなど

電源

または

DC12/24V
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■共通項目
●この商品は日本国内用ですので日本国外では使用できま
せん。また日本国外ではアフターサービスもできません。
●特性・仕様の詳細については、各商品の納入仕様書に
てご確認ください。
●エアースイングファンは屋内用です。
●エアースイングファンは高所取付用です。床上1.8ｍ以
上のところに据付けてください。低い所に据付けられ
ますと、けが・事故の原因となることがあります。また、
床面から1.8m以上の据付けであっても、作業・活動等
により人体に触れる可能性がある場合は、より安全の
ため人体が触れない高さへの据付けをお願いします。
●各商品の使用周囲温度・湿度は必ずお守りください。
範囲を超えますと、焼損、変形、回転不良、破損につ
ながるおそれがあります。また、次のような場所には
据付けないでください。　　　　　　　　　　　　　 
・屋外　・塩害地域　・冷蔵庫、冷凍室など結氷するお
それのある場所　・酸性、アルカリ性ガスの発生、流入
する場所　・可燃性ガスの発生、流入、滞留、漏れのあ
る場所 ・油煙や蒸気の多い場所　・繊維工場、製陶工場
など多量の綿ぼこりや砂じん、粉じんの発生する場所
●商品の改造はしないでください。故障の原因となるお
それがあります。
●下図B寸法が変化寸法表以下となる場合、天井を貼る前
に開口しておいてください。

●モータ軸水平以外の据付けはできません。

●商品は、保守点検、部品交換、修理が可能な場所に据
付けてください。
●保守点検のため、商品近傍の天井に450mm 角以上の
点検口を設けてください。
●インバータと組合せて使用できません。
●本体の据付工事は、振動のない十分強度のあるところ
を選んで確実に行ってください。
●吊りボルトは、耐震用振れ止め支持部材にて必ず補強
を行ってください。
●漏電ブレーカを設置してください。火災・感電のおそ
れがあります。

●モータの焼損防止のため、モータブレーカ又は電磁開
閉器（電磁接触器＋サーマルリレー）の過負荷保護装置
を設置してください。過負荷保護装置は必ず機器１台
ごとに取付けてください。過負荷保護装置の選定は電
流値の１．２倍を目安にしてください。
●モータに安全装置として、温度ヒューズが内蔵されて
います。拘束、過負荷運転、異電圧印加、あるいは周
囲温度が基準以上に高い場合には上記安全装置が自動
的に動作し回転が止まることがありますので電源を切
り原因を取り除いてください。（再運転の場合には、モー
タを交換してください）
●電気工事は必ず有資格者である電気工事士が内線規程
や電気設備技術基準に従って行ってください。電源コー
ド接続仕様の機種は、絶対に「手より接続」はしないで
ください。また、電源電線の結線部分はJIS C 8340 
の「電線管用金属製ボックス及びボックスカバー」内に
て行ってください。
●電源接続を間違えますと正常な運転ができなくなり、
場合によってはモータが焼損する等のおそれがありま
す。スイッチ・プラグ等への接続は確実に実施してく
ださい。
●修理等で特別な足場が必要になる場合は、お客様の費
用負担となります。あらかじめご了承ください。
●グリル取付けの際は天井開口穴と商品本体の位置にず
れがないことを確認してください。位置がずれた状態
で無理にグリルを取付けないでください。異音発生の
原因となるおそれがあります。
●ご使用前・ご使用中に異常がないか確認してください。
異常がある場合は使用を中止してください。長年ご使用
の送風機ではモータ、コード、コンデンサ等の電気部品
の経年劣化により発煙・発火に至るおそれがあります。

〈高機能タイプ〉
●ダクト取扱空気温度は＋15℃〜＋55℃です。
●ダクト取入風量は908タイプで150m3/h以下、915
タイプで300m3/h 以下としてください。
●ダクト接続時で運転停止中にダクトから冷気が入ると
結露します。空調機の運転／停止と連動させる等の設
定をしてください。
●接続フランジ及びダクトは結露防止のため断熱処理を
必ず行ってください。
●信号線は電話線など無極性2線（PVC 線単線φ0.65〜φ
1.2 またはより線0.3〜1.25mm2）をご使用ください。
●複数の信号線を多芯ケーブルで配線しないでください。

〈パワフルタイプ・スリムタイプ・コンパクトタイプ〉
●複数台運転の場合、個別に任意の位置で首振りを停止
させる場合は、コントロールスイッチ（別売）を１台ご
とに設けてください。

天井

パッキン

 グリル

本体

B
A

■変化寸法表

高機能タイプ、
スリムタイプ

パワフルタイプ

コンパクトタイプ

機種名 BA

30

23
20

36～40

39～43
26～30

（単位mm）

天井

モータ軸
水平

モータ軸
水平以外

（垂直、斜め）

天井

施工4
1.·据付上の注意
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天井埋込据付の場合 斜め天井据付の場合 壁据付の場合 露出据付の場合

天井埋込据付の場合 斜め天井据付の場合 壁据付の場合 露出据付の場合

天井埋込据付の場合 斜め天井据付の場合 壁据付の場合 露出据付の場合

天井埋込据付の場合 斜め天井据付の場合 壁据付の場合 露出据付の場合 システム天井据付の場合

本体

吊りボルト
(お客様手配）

 グリル
（別売 システム部材）

ダクト
（空調気流取り入れ時）

80
0以
下

吊りボルト
(お客様手配）

スライドレール
(お客様手配）

本体  グリル
（別売 システム部材）

ダクト
（空調気流
取り入れ時）

80
0以
下

壁

吊りボルト
(お客様手配）

スライドレール
(お客様手配）

斜め天井
 グリル
（別売 システム部材）

本体

ダクト
（空調気流
取り入れ時） 80

0以
下

吊りボルト
(お客様手配）

天井  グリル
（別売 システム部材）

本体

ダクト
（空調気流取り入れ時）

10
5～
11
5

23
0以
上

1.·高機能タイプの場合

●天井埋込およびダクト接続する場合は、天井面との高さに注意して設置してください。
●ダクト接続する場合は、結露水の浸入防止のため下り勾配をつけてください。
●吊りボルト（お客様手配）の長さの合計は800mm以下となるように設置してください。

単位（mm）

80
0以
下

グリル
（別売 システム部材）

本体

吊りボルト
（お客様手配）

壁

グリル
（別売
システム部材）本体

80
0以
下

スライドレール
（お客様手配）

吊りボルト
（お客様手配）

スライドレール
（お客様手配）

80
0以
下

グリル
（別売 システム部材）

斜め天井

本体

吊りボルト
（お客様手配）

26
0以
上

130
～1
40

グリル
（別売 システム部材）

天井

本体

吊りボルト
（お客様手配）

2.·パワフルタイプの場合

●天井埋込する場合は、天井面との高さに注意して設置してください。
●吊りボルト（お客様手配）の長さの合計は800mm以下となるように設置してください。

単位（mm）

本体

斜め天井
グリル（同梱）

80
0以
下

スライドレール
（お客様手配）

吊りボルト
（お客様手配）

吊りボルト
（お客様手配）

本体

天井 グリル（同梱）

95
～1
05

22
0以
上

吊りボルト
（お客様手配）

スライドレール
（お客様手配）

80
0以
下

本体

グリル（同梱）

壁

80
0以
下

グリル（同梱）
本体

吊りボルト
（お客様手配）

4.·コンパクトタイプの場合

●天井埋込する場合は、天井面との高さに注意して設置してください。
●吊りボルト（お客様手配）の長さの合計は800mm以下となるように設置してください。

単位（mm）

吊りボルト
（お客様手配）

本体

 グリル
（別売 システム部材）

天井

スライドレール
（お客様手配）

吊りボルト
（お客様手配）

スライドレール
（お客様手配）

吊りボルト
（お客様手配）

スライドレール
（お客様手配）

吊りボルト
（お客様手配）

本体

Ｔバー

グリル
（別売
 システム部材）

本体
 グリル
（別売
 システム部材）
壁

 グリル
（別売 システム部材）

斜め天井

80
0以
下

23
0以
上

105
～1
15

吊りボルト
（お客様手配）

本体

 グリル
（別売 システム部材）

本体

23
0以
上80
0以
下

80
0以
下

170

3.·スリムタイプの場合

●天井埋込およびシステム天井据付の場合は、天井面との高さに注意して設置してください。
●露出据付も可能です。
●本商品はＴバーピッチ170ｍｍ（１灯照明用）のシステム天井に据付け可能です。それ以外のシステム天井には据付けできません。
●吊りボルト（お客様手配）の長さの合計は800mm以下となるように設置してください。

単位（mm）

2.·据付例

お願い

お願い

お願い

お願い

※システム天井には据付けできません。

※システム天井には据付けできません。

※システム天井には据付けできません。
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高
機
能
タ
イ
プ

コ
ン
パ
ク
ト
・
ス
リ
ム
・
パ
ワ
フ
ル
タ
イ
プ

※寸法が30mm以下となる場合、天井を貼る前に開口しておいてください。

36
～
40

パッキン 

戻り止めナット 

取付板 
ダクト 

本体 

角度調整ボルト 天井 

吊りボルト 
ナット 

ナット 

ワッシャー 
ワッシャー 

取付板 
36～40

Ａ寸法 

1.·本体の据付け
（1）据付け準備

（2）本体の据付け

ふさぎ板

小ねじ
（タッピンねじ）

グリル取付面

接続フランジ

フランジベース
（AS-915CSAタイプのみ）

小ねじ
（タッピンねじ）

空間
300mm以上

空間
300mm以上

スライド
レール

防振吊金具（別売品）の設置を
おすすめします。

吊りボルト
（M8またはM10）

ナット
（M8またはM10）

ワッシャー
（外径21mm以上）

斜め天井の場合平らな天井の場合

単位（mm）

②あらかじめ吊りボルトに市販のワッシャー（外径
21mm以上）・ナット（M8またはM10）を取付ける。

③あらかじめ取付けられているふさぎ板をはずします。
④付属の接続フランジ、フランジベース（AS-915CSA
タイプのみ）を小ねじで本体に取付けます。

■天井開口寸法変化寸法表

●吊りボルトは、振れ止め用耐震支持部材にて補強を行っ
てください。

●吊りボルトの長さが800mmを超える場合は、さらに
防振吊金具等による防振対策を施してください。

●吊りボルトの位置が、天井開口穴に対し片寄らないよ
うにしてください。

●斜め天井・壁据付の場合、スライドレール等を使用し
てください。位置調節が容易になります。

①外形寸法図と据付例を参照し、強固な据付場所に市販の吊りボルト
（M8またはM10）を長さ800mmを超えないように埋め込みます。

●いかなる据付面に対してもモータ軸水平以外の据付けはし
ない。（振動により商品や建物の破損の原因となります）
●埋込ボルト（吊りボルト）・ナット・ワッシャーは指定
のものを使う。（落下の原因となります）
●埋込ボルト（吊りボルト）は十分強度のある天井面に固
定し、壁面には固定しない。（振動により商品や建物の
破損の原因となります）

空調気流送風する場合（高機能タイプのみ）

C

B 天
井
開
口
寸
法

天井開口寸法

吊りボルト位置

吊
り
ボ
ルト
位
置

95

A

●エアースイングファンの周囲300mmは、空間を確保
してください。作業ができなくなります。

●本体を据付けるときや本体を置くときはグリル取付面
を下向きに置かないでください。

●本体を持ち上げるときは、ケーシングや羽根を直接持
たないでください。

●天井埋込据付の場合は、保守・点検ができるよう
450mm角以上の点検口を本体の横に設けてください。

●あらかじめ埋め込んでおいた吊りボルトに取付板を通
し、本体が水平になるように市販のワッシャー、ナッ
トを使用して確実に据付けます。

●首振り運転する場合、首振方向の気流到達距離が左右
で異なります。カタログ・納入仕様書で風速分布を確
認のうえ据付方向を検討してください。

〈一般天井の場合（天井埋込取付・露出取付）〉

パッキン 

戻り止めナット 

取付板 

角度調整ボルト 

本体 

天井 
A寸法 B寸法 

吊りボルト 
ナット 

ナット 

ワッシャー 
ワッシャー 

取付板 

パッキン 
本体 

一般天井の場合（天井埋込据付・露出据付）

3.·据付方法

形　名 A B C
AS-908CSA 862 797 251

AS-915CSA 1627 1562 251

AS-1315SA 1627 1562 255

AS-412SA 1302 1237 151

AS-407SA 772 707 155

お願い お願い

注　意

天井面が平らな場合

形　名 A寸法 B寸法
AS-407SA 20mm 26～30mm�
AS-412SA 30mm 36～40mm�
AS-1315SA 20mm 39～43mm�
※図中A寸法が上表以下となる場合、天井を貼る前に開口しておいてください。

※図はAS-407の場合
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斜め天井据付の場合 壁据付の場合

高
機
能
タ
イ
プ

コ
ン
パ
ク
ト
・
ス
リ
ム
・
パ
ワ
フ
ル
タ
イ
プ

パッキン

36
～4
0m
m

天井

A

本体

※A寸法が30mm以下とな
る場合、天井を貼る前に
開口しておいてください。

斜め天井 パッキン

ダクト

スライドレール（お客様手配）
戻り止めナット

取付板
角度調整ボルト

本体

パッキン

戻り止め
ナット 角度調整

ボルト

取付板

本体

ダクト

スライドレール（お客様手配）

パッキン

36～40mm
A

本体
※A寸法が30mm以
下となる場合、天井
を貼る前に開口し
ておいてください。

壁

天井

パッキン 

戻り止め 
ナット 

角度調整ボルト 

据付板 

スライドレール（お客様手配）

本体 

斜め天井 

B寸法
 
A寸法

 

※図はAS-407の場合 

スライドレール（お客様手配）  

パッキン 

戻り止め 
ナット 

角度調整ボルト 

据付板 

本体 

壁 
B寸法 

A寸法 
※図はAS-407の場合 

●斜め天井、壁に対して本体が平行になるように取付板
の角度を調整し据付けます。

●壁から出ている埋込ボルトには据付け
ない。（振動により建物の破損の原因
になります。）

〈角度調節のしかた〉
本体角度は水平から垂直まで5°おきに調整が可能です。
①本体据付け後、戻り止めナットをゆるめ、角度調整ボル
トを5mm程度出っ張るまでゆるめると本体が動きます。

②角度調整を行った後、左右の取付板の角度が同じにな
るように切欠部を目安として角度調整溝に角度調整ボ
ルトを締付け、戻り止めナットを締付けます。

●角度調整の際、中央の戻り止めナットははずさないで
ください。（落下によりけがの原因になります。）

●左右同じ角度になるよう、取付板の切欠部で確認して
ください。（左右の角度の違いがあると本体がねじれて
振動が発生し、異常音の原因になります。）

90°

5°間隔での調整可能
切欠部15°間隔

90°
角度調整ボルト

角度調整溝 戻り止めナット

ゆるめる

ゆるめる

5mm

戻り止め
　　ナット
角度調整
　　ボルト

本　

体

注　意

天井面が斜めの場合（斜め天井・壁据付）

注　意

●ダクトを接続します。
①接続フランジにダクトをしっかり差し込み、風漏れのな
いよう市販のアルミテープでテーピングします。

②ダクトは本体に力が加わらないよう天井より吊るします。
③接続フランジおよびダクトは、結露防止のための断熱
処理を行います。

断熱材

断熱材

ダクト

本体

テーピング

ダクト
接続フランジ

〈空調気流送風する場合（高機能タイプのみ）〉

形　名 A寸法 B寸法
AS-407SA 20mm 26～30mm�
AS-412SA 30mm 36～40mm�
AS-1315SA 20mm 39～43mm�
※図中A寸法が上表以下となる場合、天井を貼る前に開口しておいてください。
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グリル
（別売 システム部材）

本体

グリル取付ねじ

本体
スライドレール

吊りボルト

Tバー

Tバー

本体

170mm

●グリル枠には植毛が施してあります。汚さないよう注
意して扱ってください。

①グリル固定ねじをゆるめ、グリルをグリル枠から取りは
ずします。
（AS-908CSA固定ねじ4本、AS-915CSA固定ねじ8本）
②グリル枠に、本体付属の位置決め用小ねじ（M4×20）
を4か所締付けます。このときグリル枠の片側2か所に
落下防止ワイヤを共締めします。

③グリル枠に、共締めされた落下防止ワイヤを本体付属
の小ねじ（タッピンねじ）で本体に締付けます。

④グリル枠に、締付けられた位置決め用ねじと、本体の
取付穴の位置を合わせます。グリルに付属の小ねじ
（M4×12）で本体に締付けます。（AS-908CSA本体
取付ねじ4本、AS-915CSA本体取付ねじ6本、いず
れのねじもグリルに付属）

⑤グリルをグリル枠に取付けます。

（2）グリルの取付け

●落下防止ワイヤは必ず取付けてください。グリル落下
の原因となります。

●グリルを取付けるねじは1.65N・m以下のトルクで締付
けてください。グリル破損や変形の原因となります。

小ねじ（M4×12）

小ねじ〔本体に付属〕
（タッピンねじ）

固定ねじ

グリル枠

本体

グリル
位置決め用小ねじ

小ねじ〔グリルに付属〕
（M4×12）

落下防止ワイヤー

● グリル枠には植毛が施してあります。汚さないよう注
意して扱ってください。

2.·電気工事
●電気工事およびリモコンスイッチFS-02ASRの据付方
法については「4. 電気工事 1.（4）リモコンスイッチの
取付け（209ページ）」を参照してください。

3.·グリルの取付け
（1）グリル取付準備
①あらかじめ張られた天井板に、天井開口寸法変化寸法
表と据付例を参照し、開口穴を開けます。

②下図のように天井下面から本体枠の距離がA寸法にな
るように吊りボルトの位置を調整し、本体が開口穴の
中央になるようスライドレール等で調整します。

天井

パッキン

 グリル

本体

A

■変化寸法表

高機能タイプ、
スリムタイプ

パワフルタイプ

コンパクトタイプ

機種名 A

36～40

39～43
26～30

（単位mm）

グリル固定ねじ
位置決め用小ねじ
（M4×20）
〔本体に付属〕
落下防止ワイヤー
〔本体に付属〕

グリル

グリル枠

位置決め用
小ねじ（M4×20）
落下防止ワイヤー

①グリル枠に、本体付属の位置決め用小ねじ（M4×20）
を4か所締付けます。このとき、グリル枠の片側2か所
に落下防止ワイヤを共締めします。（「3.グリルの据付
け」を参照）

②グリル取付ねじでグリルを取付けます。
③Tバーに商品重量がかからないように、あらかじめ埋め
込んでおいた吊りボルトに取付板を通し、本体が水平
になるように市販のワッシャー、ナットを使用して確
実に据付けます。

①システム天井の蛍光灯をはずし、照明器具を取りはずします。
②グリルを取付けた本体を点検口から天井裏に挿入します。
③上記③と同様、確実に据付けます。

●Tバーピッチ170mm以外のシステム天井には据付
けられません。

●Tバーに商品重量がかからないように据付けください。 
（Tバーの破損の原因となります。）
●Tバーとグリルの間に隙間をあけないでください。（振
動や異常音の原因となります。）

システム天井の場合（スリムタイプのみ）
新築の場合 高機能タイプの場合（縦格子グリル）

既築の場合

注　意

お願い

高機能タイプの場合（ブリーズライングリル）

①グリル枠に、本体付属の位置決め用小ねじ（M4×20）
を4か所締付ける。このときグリル枠の片側2か所に落
下防止ワイヤを共締めします。

②グリル枠に、共締めされた落下防止ワイヤを本体付属
の小ねじ（タッピンねじ）で本体に締付けます。

③グリル枠に、締付けられた位置決め用ねじと本体の取付穴の位置
を合わせます。グリルに付属の小ねじ（M4×12）で本体に締付
けます。（AS-908CSA本体取付ねじ4本、AS-915CSA本体取
付ねじ6本いずれのねじもグリルに付属）



206

気
流
応
用
商
品

第
4
章

第4章  気流応用商品
エアースイングファン　　　 施工4

●落下防止ワイヤは必ず取付けてください。グリル落下
の原因となります。

グリル枠

本体

グリル

小ねじ（M4×12）

小ねじ〔本体に付属〕
（タッピンねじ）
位置決め用ねじ

小ねじ〔グリルに付属〕
（M4×12）

落下防止ワイヤー

位置決め用小ねじ
取付位置

位置決め用小ねじ
（M4×20）

落下防止
ワイヤー

グリル グリル枠

位置決め用
小ねじ（M4×20）
落下防止ワイヤー

■AS-915CSAの場合

●落下防止ワイヤは必ず取付けてください。グリル落下
の原因となります。

●グリルを本体に取付ける際、グリルが変形しないよう
に注意してください。

●グリルを取付ける際のねじの締付けトルクは1.65N・
mで調整して締付けてください。グリル破損や変形の
原因となります。

●落下防止ワイヤは必ず取付けてください。グリル落下
の原因となります。

①グリル枠に、本体付属の位置決め用小ねじ（M4×20）
を4か所締付けます。このとき、グリル枠の片側2か所
に落下防止ワイヤを共締めします。

②グリル枠に、共締めされた落下防止ワイヤを、本体付
属の小ねじ（タッピンねじ）で本体に締付けます。

③ グリル枠に締付けられた位置決め用小ねじを利用し、
本体の取付穴の位置を合わせます。 

④グリルに付属の小ねじ（M4×12）を4か所締付けて、グリ
ルを本体に取付けます。

グリル
（別売　システム部材）

グリル枠

位置決め用小ねじ
取付位置

位置決め用小ねじ
（M4×20）
落下防止
ワイヤー グリル枠

グリル
（別売 システム部材）

位置決め用小ねじ
〔本体に付属〕
（M4×20）

落下防止ワイヤー
小ねじ〔本体に付属〕
（タッピンねじ）

小ねじ〔グリルに付属〕
（Ｍ4×12）

位置決め用小ねじ

①グリル固定ねじをゆるめ、グリルをグリル枠から取り
はずします。（グリル固定ねじはグリル1つに2か所　
計8か所）

②グリル枠に、本体付属の位置決め用小ねじ（M4×20）
を4か所締付けます。このときグリル枠の片側2か所に
落下防止ワイヤを共締めします。

③グリル枠に共締めされた落下防止ワイヤを本体付属の
小ねじ（タッピンねじ）で本体に締付けます。

④グリル枠に締付けられた位置決め用小ねじを利用し、
本体の取付穴の位置を合わせます。

⑤グリルに付属の小ねじ（M4×12）を6か所締付けて、
グリル枠を本体に取付けます。

⑥グリルをグリル枠に、①で取りはずしたグリル固定ね
じで8か所締付けます。

位置決め用
小ねじ（M4×20）

落下防止ワイヤー

固定ねじ

位置決め用小ねじ
（M4×20）
〔本体に付属〕

落下防止ワイヤー
〔本体に付属〕

グリル

グリル枠

小ねじ（M4×12）

小ねじ
（タッピンねじ）

位置決め用ねじ

落下防止ワイヤー

小ねじ
（M4×12）

固定ねじ

グリル枠

本体
落下防止
ワイヤー

グリル

位置決め用
小ねじ（M4×20）

落下防止ワイヤー

固定ねじ

位置決め用小ねじ
（M4×20）
〔本体に付属〕

落下防止ワイヤー
〔本体に付属〕

グリル

グリル枠

小ねじ（M4×12）

小ねじ
（タッピンねじ）

位置決め用ねじ

落下防止ワイヤー

小ねじ
（M4×12）

固定ねじ

グリル枠

本体
落下防止
ワイヤー

グリル

お願い

パワフルタイプの場合

スリムタイプの場合

お願い

お願い
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●モータの焼損防止のため、モータブレーカまたは電磁開閉器（電磁接触器＋サーマルリレー）の過負荷保護装置を設置して
ください。過負荷保護装置は必ず機器1台ごとに設置してください。
（過負荷保護装置の選定にあたっては電流値の1.2倍を目安にしてください）

お願い

●グリルを本体に取付ける際、グリルが変形しないよう
に注意して設置してください。

●グリルを取付けるねじ（M4）は0.98N・m以下のトル
クで締付けてください。

①グリルに、本体付属のグリル取付ねじ（M4×20）、落
下防止ワッシャー（作業中のねじ落下防止用）、ワッ
シャー（金属製）を8か所取付けます。

②ねじ（M4）を4か所締付け、片側のグリルを本体に取付
けます。

③グリルのツメを合わせ、ねじ（M4）を4か所締付けて、
もう片側のグリルを本体に取付けます。

ねじ

落下防止
ワッシャー

落下防止
ワッシャー

ワッシャー

グリル

ねじ
（M4×20）

ワッシャー

グリル
ねじ

ねじを締める

グリル

ねじ

ねじを締める合わせ部

4.·電気工事

コンパクトタイプの場合

お願い

●定格電圧・定格周波数以外では使用しない。（火災・感
電の原因）

●漏電ブレーカを必ず設置する。（感電・火災の原因）

●電気工事は必ず有資格者である電気工事士が内線規程や電
気設備技術基準に従って行う。絶対に「手より接続」はしな
い。また、電源電線の結線部分はJIS C 8340「電線
管用金属製ボックス及びボックスカバー」内にて行う。
  （接続不良や誤った電気工事は感電・火災の原因）

警　告 注　意
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AC100V

1 2
外部入力 CN5

信号線

無電圧a接点または
無電圧b接点

前の本体の信号
線2から接続

次の本体の信号
線1へ接続

リモコンスイッチ
FS-02ASR
（別売　システム部材）
本体の1台目に接続

電源
単相AC100V
50／60Hz

3 4 1 1
信号線 CN4

2 2

SW2VR1 首
振
停
止

最
大
風
量
設
定

J3
J2

J1

C
N
2

FA
N

（
ア
オ
）

首
振
り

（
ア
カ
）

C
N
3

SW1 リ
モ
コ
ン
接
続ジャ
ン
パ
ー
線

M
回路基板

GM

DC12Vまたは
DC24V

大

カバー

本体

カバー固定ねじ

カバー
コードブッシュ

本体

信号線
外部入力

電源線
（交流100V）

電源線
（交流100V）

速結端子 速結端子

外部入力
信号線

（2）本体の設定をする
①システム例「�結線例 1.高機能タイプ（標準システム）（198
ページ）」と下図を参照して本体のスイッチ設定を行います。

②他に次のような設定も可能。
●特定の本体のみ首振停止をする場合。
（複数台制御のとき）
首振停止したい本体のSW2（首振停止）を矢印の方向
に切換えてください。
●特定の本体のみ風速制限をかける場合。
（複数台制御のとき）
最大風量設定のボリュームVR1のツマミを適当な量だ
け右側に回します。
工場出荷時は左側いっぱい（最大ノッチ8）に設定され
ています。

●リモコンスイッチを接続した本体以外のSW1は切り換
えないでください。
複数台制御時、2台目以降の本体のSW1を切り換えた
場合、リモコンの故障等を生ずることがあります。

（3）結線と本体設定が完了したら、再度、結線とスイッ
チの設定を確認し、カバーを元どおり取付ける

●電線の長さは余裕をもたせて配線してください。（電線
長さに余裕がないと、設置後回路ボックスを取りはず
せなくなります）

VR1

最大風量設定

本体基板

SW2 SW1

首振停止 リモコン接続

カバー 

本体 回路ボックス 

カバー 
固定ねじコード 

クリップ 

電源線 
（交流100V）  

信号線 
（外部入力） 

VR1

最大風量設定

本体基板

SW2 SW1

首振停止 リモコン接続

カバー 

本体 回路ボックス 

カバー 
固定ねじコード 

クリップ 

電源線 
（交流100V）  

信号線 
（外部入力） 

お願い

お願い

●信号線総延長距離は300m以内としてください。（通信
異常の原因となります）

お願い

1.·高機能タイプの場合
（1）本体電気工事（結線をする）
①カバー固定ねじ4本をはずし、カバーをはずします。
②電線をカバーの穴から引き込み、システム例「�結線例 
1.高機能タイプ（標準システム）（198ページ）」とカ
バー裏側に貼っている結線図を参照して結線します。

●電源線（単線φ1.2またはφ1.6VVF）は先端11mm皮
むきして、電源用速結端子に確実に差し込みます。

●信号線と外部入力は先端11mm皮むきして、信号線、
外部入力用速結端子に確実に差し込みます。 
適用電線は電話線など無極性2線（PVC線単線φ0.65〜φ
1.2、またはより線0.3〜1.25mm2）を使用してください。

●結線作業、ツマミ調節、ジャンパー線切断等を行う際
は必ず分電盤のブレーカを切ってください。
  （感電・けがの原因になります。）

警　告
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●指定を超える太さの電線を速結端子に差し込まないで
ください。（破損の恐れがあります。）

●電線管の中には他の電線を一緒に入れないでくださ
い。（通信異常の原因になります。）

●複数の信号線を多芯ケーブルで配線しないでくださ
い。（通信異常の原因になります。）

●配線の総延長は300m以内としてください。 
（通信異常の原因になります。）

（4）リモコンスイッチ（FS-02ASR）の取付け

●取付けにはJlS C 8340に規定されるスイッチボック
ス1個用（カバーなし）をご使用ください。
●適用電線は電話線など無極性2線（PVC線単線φ0.65
〜φ1.2、またはより線0.3〜1.25mm2）を使用して
ください。
●電線管は薄鋼電線管（JlS C 8305）呼び径15〜25を
使用してください。
●電線管に合うロックナット、ブッシング（JlS C 8330）
を用意してください。

お客様手配部品（市販品）

①あらかじめお客様手配の埋込スイッチボックスを埋
め込み、エアースイングファンからの信号線を配線
します。このときエアースイングファン本体の電源
が入っていないことを確認します。

●外気侵入による結露防止のため市販のパテで確実に
シールします。
●電線管の取り出し方向は、ボックスの上下方向のみ
で左右方向はできません。

電線管
ロックナット

80

10

信号線

JIS1個用
スイッチボックス

ブッシング

パテ
（市販品）

単位（mm）

1 2
外部入力 CN5

3 4 1 1
信号線 CN4

2 2

SW2VR1 首
振
停
止

最
大
風
量
設
定

J3
J2

J1

SW1 リ
モ
コ
ン
接
続ジ
ャ
ン
パ
ー
線

回路基板

大

③配線コードを速結端子に確実に差し込みます。（極性なし）
●接続後、配線コードを軽く引っ張り抜けないことを確
認してください。
速結端子

配線コードを
差し込む

はずす場合は
このボタンを押す

④リモコン本体をスイッチボックスに付属のねじ2本で
スイッチボックスに据付けます。

⑤カバーの上側のツメを引っ掛け、下側を「パチン」と音
がするまで押さえてはめ込みます。

本体

ねじ
（スイッチボックス付属）

スイッチボックス カバー

ツメ

本体

②切欠部にマイナスドライバーを入れて下図のように回
して、カバーを取りはずします。

カバー

本体ドライバー

●カバーに傷がつかないようにはずしてください。

●結線作業、つまみ調整、ジャンパー線切断等を行う
際は、必ず元電源を切ってから行ってください。
  （感電やけがをすることがあります。）

工事上のお願い

お願い

警　告

お願い

（5）電源側でON,OFF運転する方法
·　·（リモコンは使用しません）
●エアースイングファンにおいて、首振りの有無や風速
設定の変更を必要としない場合、リモコンを使用せず
電源側にてON、OFF運転することが可能です。
※多段速調や風向制御の高機能タイプとしての機能は

失われます。

〈設定方法〉
①下図を参考に、本体制御基板上のジャンパー線J2を切
断します。

②外部入力端子の1、2間を電線にて短絡します。
③基板上のVR1を回して風速を設定します。
④基板上のSW2（首振り設定）を使用して、首振りの有
無を設定します。

⑤今後のサービス情報として、制御箱ふたの結線にJ2を
×、外部入力1−2の短絡をマジック等で記入しておく
ことをおすすめします。

⑥複数台接続する場合は、信号線2から次の本体の信号
線1へ接続します。（2台目以降はJ2切断不要）



210

気
流
応
用
商
品

第
4
章

第4章  気流応用商品
エアースイングファン　　　 施工4

①カバー固定ねじ2本をはずし、カバーをはずします。
②結線図（本体側面にも貼付）を参照して結線します。
●電源線（単線φ1.6VVF）は先端10mm皮むきして、電
源用速結端子に確実に差し込みます。

③付属のコードクリップで電源線を固定します。
④カバーを元どおりに取付けます。
⑤試運転を行います。
※詳しくは別売　コントロールスイッチ（FS-02ASWA)の据
付・取扱説明書に従って行ってください。

カバー
カバー固定ねじ

本体
コードクリップ

電源コード

速結端子

（1）本体電気工事（結線をする）

（2）結線図

2.·パワフルタイプの場合

（1）本体電気工事（結線をする）

3.·スリムタイプの場合

（1）本体電気工事（結線をする）

4.·コンパクトタイプの場合

①カバー固定ねじ4本をはずし、カバーをはずします。
②カバーのコードブッシュ穴に電源線を通します。
③結線図（カバー内側にも貼付）を参照して結線します。
●電源線（単線φ1.6VVF）は先端10mm皮むきして、電
源用速結端子に確実に差し込みます。

④カバーを元どおりに取付けます。
⑤試運転を行います。
※詳しくは別売　コントロールスイッチ（FS-02ASWA)の据
付・取扱説明書に従って行ってください。

カバーカバー固定ねじ

本体

コードブッシュ

速結端子

電源コード

●床上3m程度の天井部に設置される場合は付属の別売
コントローラスイッチ用表示紙の説明に従いスイッチ
の表示を変更してください。

コンデンサー

モータ

速結端子
リレー

商品本体

GM

電　源
単相100V
50/60Hz

商品本体
（2台目）

共通
1

2
弱

3
強

4
GM

共通 弱 強 GM

別売　コントロールスイッチ
FS-02ASWA

43

2

電源
PL

1

電源

ク
ロ
ク
ロ

ク
ロ

ア
オ

シ
ロ

モ
モ

ア
カ

※図中の太線、破線部分は電気工事の資格を有する方にて
　施工してください。

①結線図（本体側面にも貼付）を参照して結線します。
●電源線は0.75mm2以上、複数台運転の場合は電流合
計値に合った容量の電源コードで結線します。

②試運転を行います。
※詳しくは別売　コントロールスイッチ（FS-04ASWA)の据付
工事・取扱説明書に従って行ってください。

（2）結線図

コンデンサー

モータ

速結端子
リレー

商品本体

GM

電　源
単相100V
50/60Hz

商品本体
（2台目）

共通
1

2
弱

3
強

4
GM

共通 弱 強 GM

別売　コントロールスイッチ
FS-02ASWA

43

2

電源
PL

1

電源

チ
ャ
チ
ャ

ク
ロ

ア
オ

シ
ロ

モ
モ

ア
カ

※図中の太線、破線部分は電気工事の資格を有する方にて
　施工してください。

お願い

※図中の太線、破線部分は電気工事の資格を有する方にて
　施工してください。

コントロールスイッチ
FS-04ASWA

アカ

シロ

クロ

（２台目）

GM

モータ

商品本体

電源
単相100V
50/60Hz

P・L

電源

電源・
モータ

（2）結線図
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リモコンスイッチ

エアースイングファン

天井風向壁

リモコン表示と
本体の風向が
一致する

壁

リモコン表示と
本体の風向が
一致しない

設置例

■リモコン表示とエアースイングファン本体の風向について
●リモコン表示部の矢印「↓」はエアースイングファン本体の風向を表しています。

●リモコンや本体の取付位置によっては、リモコン表示
部の矢印「↓」と本体の風向が一致しない（逆向きとな
る）場合があります。（右図参照）
一致しない場合は、下記の手順で表示の切替（反転）が
できます。
①「運転/停止」スイッチで本体を停止します。

②　　　　　と　　　　を同時に3秒以上押します。

③表示が切り替わります。

運転/停止
首　振

風向調節

例
→

本体の風向 リモコン表示部

●リモコンスイッチ（別売システム部材）
　FS-02ASR

外部入力があり、運転／停止スイッチが受
付できないとき、点灯します。

風速の増減を行います。

� 風速が増加する
� 風速が減少する

エアースイングファンの風速を表示しま
す。（8段階）

首振運転ではスイング表示が動きます。首振
停止運転では風向を表示します。（7段階）

運転異常時に点検ナンバーを表示し点滅します。

エアースイングファンの「運転」・「停止」を行います。

首振動作の「運転」・「停止」を行います。

MITSUBISHI 
風速
弱

首振停止
エラー

C
点検

風速調節

運転/停止

運転/停止
首　振

設定スイッチ受付禁止

首振運転

強

°

風向調節
FS-02ASR

スイッチ受付禁止表示

首振停止時の風向調節を行います。
風向調節スイッチ

風速調節スイッチ

風速表示

首振運転表示

点検ナンバー表示

運転・停止スイッチ

首振運転・停止スイッチ

運転のしかた（高機能タイプ）5
1.·リモコン各部のなまえとはたらき
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設　定　項　目 操　作　部 表　示　部 手　　順
運転モードの設定
(空調機等の運転・停止に
対して、エアースイング
ファンをどのように運転
させるかを決めます)
※外部機器と接続しない
ときは、運転モードの
設定は必要ありません。

①停止状態で　　　　と　　　　を同時に3秒以上押し続け
ます。

②運転モードを　　　　　　　スイッチで変更します。
　(下記のモード設定の種類と動作参照)

③設定終了後 　　　スイッチを押して設定完了です。

通電表示

MITSUBISHI MITSUBISHI 

1.·通電表示
●本体が通電されると、液晶表示に通電表示　 が点灯します。
点灯を確認後、エアースイングファンの設定に応じた運転を確認してください。

2.·連動運転モードの設定（外部機器との連動運転時のみ）
●空調機等の外部機器と連動して、エアースイングファンを運転・停止することができます。

風速調節

運転/停止
首　振

設定

風速調節

設定

運転/停止

運転/停止
首　振

運転/停止

3.·運転モードの種類と動作（外部機器との連動運転時のみ）

2.·使い方

正　常　時 異常時（エラー点滅は故障・異常の見分けかたと処置方法参照）

通電表示が点灯しない。
〈原因〉
●エアースイングファンに電原が入っていない。
●リモコンを接続したエアースイングファンの給電スイッチSW1(リモコン接続)が入ってい
　ない。または、複数台運転の場合、リモコン接続以外の本体で給電スイッチが入れられた。
●誤って200Vが接続された。

表　示　番　号 運転モード 動　作　説　明

ON/OFF連動
外部制御により、エアースイングファンの「運転」・「停止」を行います。
(空調機が運転すれば、ファンも運転し、停止すればファンも停止します。)
リモコンによる後押し操作可能です。

OFF連動
外部制御により、エアースイングファンの「切」のみを行います。
(空調機が停止すれば、ファンも停止します。)
運転はリモコンスイッチによります。

ON/OFF連動
(外部入力優先)

外部制御により、エアースイングファンの「運転」・「停止」を行います。
(空調機が運転すれば、ファンも運転し、停止すればファンも停止します。)
空調機運転中は、リモコンスイッチでは、ファンを停止できません。
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操　作　項　目 操　作　部 表　示　部 手　　順

運転開始

「運転/停止」スイッチを押します。
（運転ランプ点灯）
前回停止時に設定された風速・首振動作状態で運転が再開
されます。

首振運転
「首振運転/停止」スイッチを押します。
（首振運転ではスイング表示がスイング動作します。）
〔本体の首振状態と矢印の点灯状態は一致しません。〕

首振停止運転

「首振運転/停止」スイッチを押し、首振運転を停止させます。
（風向位置が表示されます）
（ただし、エアースイングファン本体の風向がリモコンの
「↓」と一致するまでには多少時間がかかります。）

風向調整
（首振停止運転時）

①「首振運転/停止」スイッチを押し、首振運転を停止させま
す。（風向位置が表示されます。）

②「風向調節」スイッチを押すと「↓」が移動します。
③お好みの角度に調節してください。

風速調節

「風速調節」スイッチを押します。
を押すと風速が増えます。
を押すと風速が減ります。

8段階調節できます。

運転停止 「運転/停止」スイッチを押します。
（運転ランプ消灯、液晶表示は通電表示◉のみ点灯します。）

　　スイッチ受付禁止

首振運転

強
弱
風速

5.·外部入力時の表示
●リモコン運転モードがON/OFF連動（外部入力優先）に
設定されている場合、外部入力があると次のようにな
ります。

6.·個別動作設定
●複数台設置において個別に風速をおさえたり、首振り
を禁止したいエアースイングファンは、本体内の設定
にて、首振停止、風速抑制設定ができます。
設定方法は「4. 電気工事 1.（2）本体の設定をする（208
ページ）」を参照してください。

（1）個別首振停止
●個々の本体の首振停止スイッチSW2を設定することに
より、リモコンの操作にかかわらず首振を停止した状
態にしておくことができます。
首振スイッチを押すとリモコン表示は変わりますが、
設定された本体は首振停止したままです。

（2）個別風速制限
●個々の本体の最大風量設定ボリュームVR1を調節する
ことにより、リモコンの操作にかかわらず最大ノッチ
（ノッチの上限）を設定することができます。風速調節
スイッチでアップさせてもリモコン表示は変わります
が、設定された本体は設定ノッチ以上風速がアップし
ません。

運転/停止

運転ランプ

首振停止

強
弱
風速

運転/停止
首　振 首振運転

強
弱
風速

運転/停止
首　振

首振停止

強
弱
風速

風向調節 首振停止

風速調節

強
弱
風速

〈最強ノッチの場合〉

強
弱
風速

〈最弱ノッチの場合〉

運転ランプ

運転/停止

4.·リモコンの操作方法

表　示　部 動　　作

「スイッチ受付禁止」が点灯し、運転ス
イッチの受付をしません。
(外部入力優先モードでは、空調機など
と連動するため、リモコンスイッチで
の運転・停止を行えません。)
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●植毛が施してあります。掃除機で表面のごみ、ほこりを吸い
取ってください。
汚れのひどい場合は業者に依頼をして、グリル枠取付
ねじと落下防止ワイヤをはずし、グリル枠をはずして
清掃します。
お手入れ終了後は、取りはずしと逆の順序で元どおり取付けます。

①ドライバーでグリル固定ねじをはずしグリルをはずします。
②中性洗剤を入れたぬるま湯で洗います。

1.·グリルの清掃

小ねじ（M4×12）

小ねじ（M4×12）

小ねじ（タッピンねじ）

固定ねじ

グリル枠

本体

落下防止ワイヤー

グリル

位置決め用ねじ

落下防止ワイヤー

●お手入れの際は必ず分電盤のブレーカを切ってくだ
さい。（感電やけがをする恐れがあります）

●お手入れの際は手袋を着用してください。
（端面などでけがをする恐れがあります）

商品が高いところ（約4〜5mほど）に据付けられている場
合は、必ず販売店へ依頼してください。
比較的低いところ（約2〜3mほど）に据付けられている場
合は、両手で作業ができる安定した足場を設け、十分注意し
て行ってください。

〈縦格子グリルの場合〉

〈パワフルタイプの場合〉

〈スリムタイプの場合〉

〈ブリーズライングリルの場合〉

グリル枠
落下防止ワイヤー

本体

グリル

小ねじ（M4×12）

小ねじ
（タッピンねじ）
位置決め用ねじ

小ねじ〔グリルに付属〕（M4×12）

落下防止ワイヤー

●強くこすったり長時間水に浸しておくと、グリルの植
毛がはがれたり、錆発生の原因になります。

●ドライヤーなどで強制乾燥させると変形、変色の原因
になります。

●お手入れに下記の溶剤等を使用しないでください。　 
シンナー、アルコール、ベンジン、ガソリン、灯油、
スプレー、アルカリ性洗剤、酸性洗剤：化学ぞうきん
の薬剤、クレンザーなどの研磨材入りの洗剤、殺菌剤、
消毒剤（変質・変色する原因になります。）

●中性洗剤を浸した布で汚れをふき取り、洗剤が残らな
いよう乾いた布でよくふき取ります。

　汚れのひどい場合は販売店に依頼をしてグリル取付ね
じをはずし、グリルをはずして清掃します。（システム
天井の場合はグリルの取りはずしができません）

　お手入れ終了後は、取りはずしと逆の順序で元どおり
取付けます。

グリル
（別売　システム部材）

落下防止ワイヤー

小ねじ〔本体に付属〕
（タッピンねじ）

小ねじ〔グリルに付属〕（M4×12）
位置決め用小ねじ

グリル
（別売　システム部材）

小ねじ（M4×12）

小ねじ
（タッピンねじ）

位置決め用ねじ

落下防止ワイヤー

小ねじ
（M4×12）

固定ねじ

グリル枠

本体

取手

落下防止
ワイヤー

グリル

取手

お手入れのしかた6
警　告

注　意

パワフル・スリム・コンパクトタイプの場合

お願い

お願い

高機能タイプの場合
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エアースイングファン　　　 お手入れのしかた　　　故障・異常の見分け方と処置方法6 7

3.·リモコンの清掃
●リモコンスイッチのパネルの汚れは、中性洗剤を浸し
た布をかたくしぼってふき取り、洗剤が残らないよう
乾いた布でよくふき取ってください。

●お手入れに下記の溶剤等を使用しないでください。　 
シンナー、アルコール、ベンジン、ガソリン、灯油、
スプレー、アルカリ性洗剤、酸性洗剤：化学ぞうきん
の薬剤、クレンザーなどの研磨材入りの洗剤、殺菌剤、
消毒剤（変質・変色する原因になります。）

●エアースイングファンの羽根は、力をいれて掃除機の
ノズルを押しつけたりふいたりすると羽根が変形し、
振動や異音の原因になります。AS-915CSA,AS-
1315SAのファン取りはずしの際は、取りはずし用の
取手を持って実施してください。

●モータや電線など電気部品は濡らさないでください。
絶縁不良となり、漏電などの原因になります。

4.·本体の清掃
●掃除機でごみ、ほこりを吸い取り、中性洗剤を浸した
布で汚れをふき取ります。汚れをふき取った後に乾い
た布で中性洗剤をふき取ってください。

グリル

ねじをゆるめるねじ

●エアースイングファン本体に搭載されている制御回路のLED表示は次のようになります。

0.25

ON

OFF

3秒

0.25

故障・異常の見分け方と処置方法（高機能タイプ）7

LED表示状態 エアースイングファン状態

LED1 電源（緑）

消灯 電源が入っていません。

点灯 電源投入。

点滅 電源投入されていてリモコンと送受信を行っています。
（リモコンとの送受信時、LED1を消灯するため点滅しているように見えます。）

LED2 運転（緑）

消灯 ファン停止

点灯 ファン運転

消灯 正常運転

点灯 マイコンに異常があります

LED3 エラー（赤）

1回点滅 過熱異常（制御回路が過熱しています。）

2回点滅 過電圧異常（電源に過電圧が投入されています。）

3回点滅 通信異常（リモコンとの通信ができません。）
エラー表示については、下記に示すように3秒間に点灯する回数にて判断してください。

〈例〉2回点滅

お願い

お願い

〈コンパクトタイプの場合〉
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エアースイングファン　 　　故障・異常の見分け方と処置方法　　　包装仕様一覧　　　機種変遷表987

●表示部に下記の点検番号が表示されたときは、工事店さまにより施工の確認をいただくか、お買い上げの販売店にお申し
付けください。

　　　エラー

首振運転

強
弱
風速

℃

　　　エラー

首振運転

強
弱
風速

℃

　　　点検
首振停止

強
弱
風速

℃

表　示　部 動　　作 原　　因 処　　置

運転中に、エラーとエラーコード
「10」が点滅し、異常エアースイ
ングファンのみ動作停止する。

エアースイングファンに異電圧
が印加された。

送風しないエアースイングファンの電源を
確認し、正常の電源（100V）を入れ直して
ください。
・誤って200Vが接続されたエアースイング

ファンは、回路保護機能が働き、リモコン
給電停止・ファン停止となります。

運転中に、エラーとエラーコード
「12」が点滅し、異常エアースイ
ングファンのみ動作停止する。

エアースイングファンの本体が
回路異常を起こした。

電源を切ってお買い上げの販売店にお申し
つけください。

首振運転停止を行おうとした場
合に、「点検」表示とコード「11」
が点滅し、不具合があるエアー
スイングファンのみ首振運転停
止ができない状態になる。

首振運転停止を行おうとしても
センサーからの信号がONのまま
もしくはOFFのままの状態が続
いています。
・エアースイングファンのセン

サー部にほこりが付いた。
・フォトセンサー部の接続不良が

生じている。
・フォトセンサー部が故障した。
・GMが故障した。
・ブラインドプレートがセンサー

部からはずれている。
等の原因が考えられます。

電源を切ってお買い上げの販売店にお申し
つけください。

包装仕様一覧8

機種変遷表9

タイプ 形　名 羽根軸径
(mm)

過負荷
保護装置

包·装·仕·様

仕·様 N.W
(kg)

G・W
(kg)

タテ×ヨコ×高さ
(mm) 積段数

高機能
AS-908CSA

φ8

温度ヒューズ ダンボール 9 10.3 296×939×265 10

AS-915CSA 温度ヒューズ ダンボール 16.5 19.4 302×1730×278 10

パワフル AS-1315SA 温度ヒューズ ダンボール 17.5 21 312×1740×296 10

スリム AS-412SA 温度ヒューズ ダンボール 11.8 13.5 244×1425×218 10

コンパクト AS-407SA 温度ヒューズ ダンボール 7.8 9.9 281×871×230 10

年　代
1997年〜 2002年〜 2004年〜 2012年〜 備考

タイプ 羽根径（mm） 電源 極数

高機能 φ80

1φ100V 4 AS-808S
AS-908CSA ← ←

1φ100V 4 AS-808CS

1φ100V 4 AS-815S
AS-915CSA ← ←

1φ100V 4 AS-815CS

パワフル φ80 1φ100V 4 AS-1315SA ←

スリム φ60 1φ100V 4 AS-412SA ← ←

コンパクト φ60 1φ100V 4 AS-407SA ←

発　売　年　月

・'97年7月 ・'02年4月:
　高機能タイプ
・'02年8月:
　スリムタイプ

・'04年11月:
　パワフルタイプ、
　コンパクトタイプ
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エアーカーテン　 　　形名構成　　　特性・仕様21

エアーカーテン

■使用温度、湿度範囲

G K HTY0925

※図中の□内の数字は各距離における平均風速（m/s）を示します。
※ は標準遮断距離を示します。
※電気ヒーター付の温度分布数値は室内温度＋15℃の場合の目安温度です。
※図中の括弧内の数字は1mごとの領域内における最大風速（m/s）を示します。
※図中の風速は室内外の圧力差、温度差、外風などになる影響がない自由空間における測定値です。そのため床面付近の風速は図中の数値と
は異なります。

※電気ヒーター付エアーカーテンは暖房器具ではありません。温度分布は室内外温度により異なります。

タイプ 業務用 産業用 電気ヒーター付

形式 GK-25形 GK-30形 MK-35形 MK-50形 GK-25形

速調有無

風
速
分
布

標
準
取
付
高
さ

1m

2m

3m

4m

5m

6m

有 有 無 無 無
弱ノッチ 強ノッチ

（2～ 2.5）
2

1.5

1

（1.5～ 2）

（1～ 1.5）

弱ノッチ
（2.5～ 3.5）

2.5

2

1.5

（1.5～ 2.5）

（1～ 2）

（2～ 3）
2.5

2

1.5

1

（1.5～ 2.5）

（1～ 2）

（1～ 1.5）

強ノッチ
（3.5～ 4）

3.5

2.5

2

1.5

（2.5～ 3.5）

（2～ 3）

（1.5～ 2.5）

（8～ 10）
7

5.5

4.5

（5～ 8）

（4～ 7）

（3～5m/s）（20～30℃）
2.5

1.5

1

（1～3m/s）（18～ 25℃）

（1～2m/s）（15～ 20℃）

（3～ 6）

（2～ 3）

（6～ 7）
5

4

3

2

（5～ 6）

（4～ 5）

（3～ 4）

2.5

3.5

3
（3～ 4）

形名構成1

特性・仕様2
1.·仕様

2.·到達風速分布、温度分布

用　途
GK ：  業 務 用、 

 電気ヒーター付
MK ： 産業用

標準取付高さ
25 ： 2.5m
30 ： 3.0m
35 ： 3.5m
50 ： 5.0m

商品長さ
06 ： 60cm
75 ： 75cm
09 ： 90cm
10 ： 100cm
12 ： 120cm

モータの公称出力
電気ヒーター付のみ
Y ： 15W
A ： 25W

電源区分
S ： 単相
T ： 3相

仕　様
無 ： 標準形
H ： 電気ヒーター付

開発順序
無
A
B
C

タイプ 温度範囲 湿度範囲

業務用、産業用 −10℃〜 +45℃ 常温時90%以下

電気ヒーター付 温風時−10℃〜 +35℃
冷風時−10℃〜 +45℃ 常温時90%以下
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エアーカーテン　 　　特性・仕様2

タ
イ
プ

形　名
天吊金具（必要個数） コントロールスイッチ 化　粧　パ　ネ　ル

KH-4 KH-5 PS-5MK FS-04SWA FS-01SW2 FS-03SWA FS-07SWA FS-02HSWA GK-06P GK-09P GK-12P MK-09P MK-12P

業
　
務
　
用

GK-2506S 2 ● ● ●

GK-2509S 2 ● ● ●

GK-2512S 2 ● ● ●

GK-3006S 2 ● ● ●

GK-3009S 2 ● ● ●

GK-3012S 2 ● ● ●

GK-3006T 2 ●※1 ●

GK-3009T 2 ●※1 ●

GK-3012T 2 ●※1 ●

産
　
業
　
用

MK-3506TA 2 ●※2

MK-3575TA 2 ●※2

MK-3509TA 4 ●※2

MK-3510TA 4 ●※2

MK-3512TA 4 ●※2

MK-5010TA 4 ●※2

MK-5012TA 4 ●※2
ヒ
ー
タ
ー
付

電··

気
GK-2509YTH 4 ●※3 ●

GK-2512ATH 4 ●※3 ●

仕　様

・鋼板製
・本体同色塗装
・エアーカーテン

取付用ナット、
座金付属

・2個セット梱包

・FS-04SWA
定格100V15A
運転表示ランプ付
単相エアーカーテン用

・FS-01SW2

定格100V4A
運転表示ランプ付
単相エアーカーテン用

・FS-03SWA
定格200V15A
運転表示ランプ付
3相エアーカーテン用（速調付）

・※2 FS-07SWA,09SW
定格200V10A
3相エアーカーテン用（速調なし）

・FS-02HSWA
定格200V15A
運転表示ランプ付
電気ヒーター付エアーカーテン用

※1 コントロールスイッチは、FS-03SWAと市
販の電磁接触器（お客さま手配）を合わせてご
使用ください。

※2 コントロールスイッチは、FS-07SWAと
FS-09SWを組み合わせてご使用ください。

※3 コントロールスイッチは、FS-02HSWAと市
販の電磁接触器（お客さま手配）を合わせてご
使用ください。

・鋼板製
・本体同色塗装
・取付用ねじ付属（天吊金具に固定）

●3相インバータとの組み合わせについて
　 産業用エアーカーテン（MKタイプ）以外の3相機種は、3相インバータと組み合わせて使用することはできません。

3.·システム部材適用機種、仕様
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エアーカーテン　 　　目的別遮断の考え方3

●外風（側風）の少ないところに設置してください。
●人からできるだけ遠いところに設置してください。（巻
き返し風の対策を行います。）近くに付けるときは足元
に風よけ板を設けるなど工夫して使用してください。

●遮断高さ（商品据付け高さ）を基本に室内外の温度差や外風の影響、虫の飛翔力、周囲騒音などを考慮して機種選定をして
ください。適正な機種選定が効果を高めるポイントです。

できるだけ離す

風よけ板を設けるなど
工夫する。

人が近くにいると
足もとが寒くなる
などの問題がでやすい。

A≦B

A

B

排気

排気分だけ
給気

必要に応じて
空調機を付ける

排気

換
気
扇

〈良い例〉

すき間

十分離す

室内の空調を十分にする

空
調
機

〈良い例〉

※取付面との間にすき間をあけな
いように取付けます。すき間が
できた場合は、化粧パネルまた
は板などでふさぎます。

●室内の冷房、暖房が十分になされているところで空調
機の吸込、吸出気流が影響しないよう十分離したとこ
ろに設置してください。

●出入口幅と同一か、少し長めのエアーカーテンを設置
してください。

●出入口や開口部には、すべてエアーカーテンを設置して
ください。

●換気扇を使っている場合、室内をマイナス圧にしないため、
換気（給気）口を設けてください。または同時給排気式の換
気扇を使用してください。

※室内がマイナス圧の場合は、エアーカーテンが破られます。

寒さが問題とならない所から給気したり、空調された空気を入れ
ると効果的です。

●適切な角度調整を行ってください。

■取付例

●出入口が狭く、室内の奥行きが広い場合。
●出入口が少ない場所。

●取付面とエアーカーテンとのすき間をあけないように
してください。すき間から外の空気が入り、遮断効果
が低下してしまいます。

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

エアーカーテン

ケース

商談コーナー

〈最も良い効果が得やすい例〉

シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド

1.·エアーカーテンの効果を出すために次の事項をお守りください

目的別遮断の考え方3



220

気
流
応
用
商
品

第
4
章

第4章  気流応用商品
エアーカーテン　 　　目的別遮断の考え方3

1.·熱（冷暖気）遮断の考え方
（1）室内外温度差による床面風速と熱遮断

空調などによって室内外に温度差がある場合、入口部
には下図に示すような圧力分布が発生します。（すなわ
ち、入口中央部で等しく、上部もしくは床面に近いほ
ど圧力差は大きい。）
この圧力差によって風が生じ、熱の流入・流出が行わ
れます。そしてこの風は温度差が大きいほど強くなり、
熱の流入・流出も多くなります。
エアーカーテンは噴流の圧力により、温度差による圧
力とバランスをとることで、熱の出入りを防ぐもので
す。したがって、温度差・遮断高さに見合った機種選
定を行う必要があります。

暖房

〈弱すぎる〉

室外の
冷たい
空気

暖房

巻き込み

〈強すぎる〉

空気が
持ち出
される

暖房

〈丁度よい〉

※自然対流が阻止できずに室
外の冷気が床面より侵入し
ます。

※空気の巻き込みが多くなり室
外に暖気が持ち出されます。
このため、外気の侵入が多く
なり冷気も多く入り込みま
す。また、スソ流れも心配さ
れます。

※カーテン流は有効遮断距
離、入口高さに応じて適当
な値が存在します。

■冬期における入口部の圧力分布図

■冬期におけるカーテン流の強さ

H/2

H

P：圧力
H：高さ

P

室
内（
高
温
側
）

室
外（
低
温
側
）

エアーカーテン エアーカーテン

ケースシ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド

シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド

ケ
ー
ス

ケ
ー
ス

〈良い効果が得やすい例〉

エアーカーテン

〈効果が出にくい例〉

●すべての出入口にエアーカーテンが設置されている場合。 ●開口に対して奥行きがない場合。
●出入口が多い場所。

2.·熱遮断と機種選定
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第4章  気流応用商品
エアーカーテン　 　　目的別遮断の考え方3

ΔP＝ドア内外の最高気圧差（Pa）
γo＝外気の比重（kg/m3）   to：外気の気温（℃）
γi＝室内空気の比重（kg/m3）     ti：室内空気の気温（℃）
 H ：ドアの高さ（m）        g  ：重力の加速度（m/sec2）

（3）室内外温度差による圧力の求め方
●室内外の圧力差は温度差が大きくなるにつれて大きく
なり、またドア高さが高くなるにつれて大きくなりま
す。今、この圧力差がドア高さの中央で等しくなると
すると、ドア内外の最高気圧差は次式により求めるこ
とができます。

ΔPはドア内外の最大気圧差なので、平均はΔP/2
（Pa）の側圧がドア上部では室外側に、ドア下部では室
内側に加わることとなります。

（5）計算例
温度条件が、外気8℃、室内23℃、すなわち温度差
15Kのときの入口高さ2mにおける温度差による風速
を求めます。
　空気の比重量

ΔP＝ηp・γ・　　（Pa）
Vt 2
2

1．293×273
2818℃　γο＝　　　　　     ＝1.26kg/m3

1．293×273
29623℃　γi＝　　　　　     ＝1.19kg/m3

2
2ΔP＝（1.26ー1.19）×　   ×9.8＝0.686Pa

ΔP・2
ηp・γVt＝　　　　　  ＝　　　　　　　＝

＝1.39m/sec

1.372
0.714

0.686×2
0.6×1.19

　ΔP＝圧力差（Pa）

    Vt ＝温度差によって生ずる  γ ＝空気の比重量（kg/m3）
　　　  空気流速（m/sec）  ηp＝圧力回復係数（0.6）

外気8℃、室内23℃、温度差15℃入口高さ2mのとき、
最大気圧差ΔPは算式1により

この圧力差に相応する風速は、算式2より

※夏期冷房時の場合も、同様に計算できます。

2.·機種選定の方法
温度差によって生じる圧力差と遮断高さとの関係から、
下図に基づき機種選定を行います。

室内外温度差（Ｋ）
0

遮
断
高
さ（
ｍ
）

10 20 30 40

1

2

3

4

5

0

ＧＫ-25形

（※）
ＧＫ-30形

ＭＫ-35形

ＭＫ-50形

■室内外温度差を考慮した機種選定

※室内温度を20℃としたときの目安
※室内が20℃、外気が35℃、入口高さが2.2mの場合、GK-30形を選定します。

（2）室内外温度差による空気の流れ
〈冬期暖房時の場合〉
●室内が外気より高温になると、室内空気は外気より軽
くなります。
したがって、ドアの上部での圧力は外気より高くなり、
ドア高さの中央において圧力が等しくなります。下部
では外気より低くなります。この結果ドア上部より室
内の高温空気が室外に漏洩し、ドア下部より外気の低
温空気が侵入します。

室
内（
高
温
側
）

室
外（
低
温
側
）
H/2

H

3.·効果的な使い方
（1）冬期の使い方

冬期は使い方を誤ると問題となりやすいので特に注意が必要です。
●入口高さに合った機種を選定し、特に強く吹きすぎる
ことを避けます。

強すぎる

〈不良例〉 〈良い例〉

巻返しの風

弱運転に
切替える

※巻き返しの風が多く室内に入り込むので、遮断効果が低下しま
す。また、スソ流れ風が発生し足もとが寒くなります。このよ
うな場合は、弱運転にして風速をおとします。

ΔP＝｜（γo-γi）｜×　　×g＝｜1．293　　　　   －　　　　  ｜×      ×gH
2

H
2

273
273＋to 

273
273＋ti （Pa）

（4）温度差により生じる圧力差に相応する風速の計算
●一般に圧力差は風速に置き換えることができます。
　圧力差と風速の関係式は次式のとおりです。

算式1

算式2
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エアーカーテン　 　　目的別遮断の考え方3

●換気扇、煙突、開口等により室内空気が排出され、こ
の分だけ外気が入口から吸い込まれている（室内が負圧
になっている）場合は、下記のように入口とは別の所か
ら空気を取り入れる必要があります。

室内マイナス圧

〈不良例〉
煙突

排気

流れ
エアーカーテン
が破れる

タバコの煙で
みると分かる

排気換
気
扇

〈良い例〉

排気

排気

排気分だけ給気

必要に応じて
空調機を付ける

換
気
扇

※室内がマイナス圧となりエアーカーテンに側圧がかかりカーテ
ンが破られてしまいます。

寒さが問題とならない所から空気を入れたり、空調された空気を
入れると効果的です。

●暖房容量が不足ぎみのときは巻き返しの風を少なくする
ため、吹出風速が弱めの機種を選定します。
なお、エアーカーテンを使用する場合、暖房容量をドア
密閉時に比べ十分余裕をもった値にすることが必要です。

足もとが寒い

巻返しの風が多い

室内暖房不足強
く
吹
く

〈不快〉 〈快適〉

足もとの寒さが
少ない

巻返しの風が少ない

弱
め
に
吹
く

室内暖房不足

〈冬期の暖房熱遮断用として使用する場合〉
●電気ヒーター付エアーカーテンを使用すると冷風によ
る不快感を軽減できます。ただし、エアーカーテンは
暖房機ではありません。

冷たい風
（首すじが寒い）

〈不快〉

暖められた風

〈快適〉

電気ヒーター付
エアーカーテン

●人からできるだけ離して据付けます。
（巻き返し風の対策を行います。）
近くに設置するときは足元に風よけ板を設けるなど工
夫して使用します。

できるだけ離す

風よけ板を設けるなど
工夫する。

人が近くにいると
足もとが寒くなる
などの問題がでやすい。

●エアーカーテンをタテ据付けするとエアーカーテン流
が動圧のまま室外壁面に沿って流れるため、床面付近
で風速が弱まったり、エアーカーテンの巻き返しの風
が発生したりする問題がありません。この場合、エアー
カーテンの吹出角度を天井付近では高温側に床付近で
は低温側に吹き出すように角度を調整します。

※エアーカーテン流が壁面に沿って流れることが問題にならない
か確認します。

※エアーカーテンは屋内用です。室外に取付ける場合は雨水がか
からないようにします。

平面図
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●空調機の冷房容量には十分余裕を持たせます。
エアーカーテンは冷房機ではありません。

あまり涼しくしない

〈冷房容量不足〉

小

空調機

快適

〈冷房容量十分〉

大

空調機

※室内外の温度差が小さく、カーテン効果が顕著に現われてきません。

※室内外の温度差が大きければ、エアーカーテンによる遮断効果
が顕著に現われてきます。

（3）エアーカーテンの吹出風の角度調整
エアーカーテンは風の吹出方向の変更が可能です。
エアーカーテンを設置し吹出方向を調節する場合、次の
事項に留意します。

●室内が冷房、暖房されているか
●室外との温度差が大きいか
●外風が強いか弱いか
●室内の密閉状態はどうか

〈夏期に冷房遮断用として使用する場合〉
●外風がある場合…真下に向けます。（図①）
●外風がなく室内に開口部がある場合…少し室内側へ向け
ます。（図②）

●外風がなく室内が密閉されている場合…少し室外側へ向
けます。（図③）

〈冬期に暖房遮断用として使用する場合〉
●外風がある場合…少し室外側へ向けます。（図④）
●外風がない場合…真下または少し室内側へ向けます。（図⑤）

〈冷蔵庫などの内外の温度差が大きい場合〉
●庫外に設置し少し室外側に向けます。（図⑥）

（2）夏期の使い方
冬期ほど問題となることはありませんが、下記の点に
は十分注意が必要です。

●空調機の冷気吹出口をエアーカーテンから十分離します。
近くに据付けるときは、エアーカーテンのカーテン流
に影響を与えないようにエアーカーテンと平行になる
ようにしてください。

室内が冷えない

冷気を
吸い込む

〈不良例〉

十分離す

室内の空調を十分にする

空
調
機

〈良い例〉

※エアーカーテンが冷気を吸い込み、室外へ出してしまうため室
内が冷えません。

空調機の位置を変更

〈改良案〉

※空調機とエアーカーテンを平行に据付けます。



224

気
流
応
用
商
品

第
4
章

第4章  気流応用商品
エアーカーテン　 　　目的別遮断の考え方3

1.·外風遮断の考え方
●エアーカーテンの噴流は外風により側圧を受けると円形に曲
げられ、さらには破られます。エアーカーテンの効果を高め
るためには、噴流の到達点がエアーカーテンの真下にあるこ
とが必要ですが、外風の影響で噴流が曲げられる場合、
①吹出角度
②噴流幅
③吹出風速
を考慮し、外風力に見合った機種選定を行うことが大
切です。（気象庁風力階級表を参照）
吹出角度は取付角度を調整（GKタイプで10°まで、
MKタイプで20°まで取付角度を外向きに）することに
より、耐外風性能を向上させることができます。噴流幅、
吹出風速を大きくするには1ランク大きい機種にする
ことで、噴流幅に関しては複数台を並列に設置するこ
とでも耐外風性能を向上させることができます。

外風

〈弱すぎる〉

外気が侵入する

※カーテン流がはげし
く曲り床面近くから
外気が侵入します。

〈丁度よい〉

外風
吹出方向を外向きにする

θ最大
10°～20°θ

※吹出方向を外向きに
して外気の侵入を防
ぎます。

エアーカーテン
なし

冷

暖

室内冷房

中間層

原理図 圧力差により、冷たい空気
は床面より逃げていき、暖
かい空気は上部より侵入し
ます。

真
下
に
向
け
て

室内冷房

外風あり

図① 室内冷房のため、床面より
冷気が逃げ出します。しか
し外風の影響により押し戻
されるため、エアーカーテ
ンは真下に向けて吹き出し
ます。

室内冷房

開口部のある室内など
少し室内側へ密閉されて

いる部屋
少し室外側へ

図②③

外風なし

●開口部のある場合（外風なし）
室内冷房のため、冷気は床面よ
り室外に逃げようとします。そ
れを防ぐため、エアーカーテン
を少し室内側に傾けます。
●密閉されている場合（外風なし）
室内が密閉されている場合、エ
アーカーテンを運転することに
より、室内が負圧ぎみになりま
す。エアーカーテンを少し室外
側に傾けることにより、室外か
らの空気の侵入を防ぎます。

室内暖房

外風あり

図④

少
し
室
外
側
へ

室内暖房のため床面より冷
気が侵入してきます。さら
に外風の影響によりエ
アーカーテン流が室内に曲
げられるため少し室外側に
傾けます。

真
下
ま
た
は
少
し
室
内
側
へ

室内暖房

図⑤

外風なし

室内暖房のため床面より冷
気が侵入してきます。それ
を防ぐため、エアーカーテ
ンを真下または少し室内側
に傾けます。

冷蔵庫

図⑥

少
し
室
外
側
へ

冷蔵庫の場合、室外空気（暖
気）を庫内に入れないため
に少し室外側に傾けます。
また、エアーカーテンは庫
外に据付けます。

3.·外風遮断と機種選定
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エアーカーテン　 　　目的別遮断の考え方3

（A）

水銀灯
（40W）

（B）
（C）

1.·防虫に対する考え方
●冷暖気遮断と異なり、理論計算のみによって設計するこ
とは、なかなか困難です。虫の種類によりそれぞれ飛翔
力が異なり、またエアーカーテン流の処理をあやまると
エアーカーテンによって叩き落とされた虫が床面に沿っ
て侵入する結果になります。そこで、当社の実験、設置
例のデータから虫遮断用エアーカーテンの留意点を以下
のようにまとめました。

●虫の飛翔力に抵抗するエアーカーテン
●対象となる主な虫、ハエ、蚊、蛾、うんか等の飛翔力
に対抗して、侵入を防ぐために必要なエアーカーテン
流の強さと幅（厚み）はエアーカーテン流到達点におい
て最低でも、下表の性能を必要とします。

2.··効果的な使い方
（1）防虫用エアーカーテン流の処理について

下図のように吹出風速8m/s吹出幅0.04mのエアー
カーテンを垂直に噴出させて、室内に水銀灯を置き夜
間観察しました。翼幅15mm程度の蛾は光に向かって
直進し、なかでも（A）(B）のようなコースをたどる虫に
ついては、エアーカーテン噴流の中で吹き下ろされ室
内側床面に着地し、さらに光に向かって飛翔し室内に
侵入してきます。

2.·機種選定の方法
●外風の強さを考慮し、下図より機種を選定します。

0

0 1
外　風（m/s）

2 3

1

2

3

4

5

GK-25形弱

GK-30形強

MK-35形強

MK-50形
MK-50形二重

GK-25形強
GK-35形弱

遮
断
高
さ
（m）

ＧＫ-25形弱

ＧＫ-30形強

ＭＫ-35形

ＭＫ-50形 ＭＫ-50形二重

ＧＫ-30形弱
ＧＫ-25形強

※本体角度を最大にしたときの耐外風性能
※本選定図は平均吹出風速を用いて算出

（※）

■気象庁風力階級表（ビューフォート風力階級表）

※理科年表より抜粋

●表の到達平均風速は、到達風速分布（217ページ参照）
から求められます。
また、表のエアーカーテン到達幅（厚み）は遮断距離と
吹出幅の関係（230ページ参照）から求められます。
さらに虫遮断用にエアーカーテンを据付ける出入口は外気に
面している場合が多く、外風の影響や、室内空調の温度差に
よる圧力差の影響を同時に考慮しなければなりません。

しかし、蛾より小形の昆虫の侵入はみられず、エアーカー
テンを止めるとただちに小形の昆虫が寄ってくるのが見
られました。従って、翼幅10mm以下の昆虫の遮断に
効果的であることが実証されました。
対象となる虫を遮断するにはエアーカーテン流到達点
の風速を上げる必要がありますが、これにはエアーカー
テン流を床面から吸い込むPUSH-PULL構造が効果的
です。この場合、エアーカーテンは室内負圧を起こさ
せないために室外空気で構成することが望ましいとい
えます。

※飛翔力の高いハエなどの虫は、風速が弱くなる床面付近から侵入
する場合があります。
エアーカーテンでは虫の侵入を完全に防止することはできません。

※外風1m/s、入口高さが2.5mの場合、GK-30形を選定します。

風力
階級

開けた平らな地面から10mの高さ
における相当風速(m/s) 説·明·(·陸·上·)

0 0.3未満 静穏、煙はまっすぐに昇る。

1 0.3〜1.6未満 風向きは煙がなびくのでわか
るが、風見には感じない。

2 1.6〜3.4未満 顔に風を感じる。木の葉が動く。
風見も動き出す。

3 3.4〜5.5未満 木の葉や細かい小枝が絶えず動く。
軽い旗が開く。

4 5.5〜8.0未満 砂ぼこりが立ち、紙片が舞い上がる。
小枝が動く。

5 8.0〜10.8未満 葉のあるかん木が揺れ始める。
池や沼の水面に波がしらが立つ。

4.·虫遮断と機種選定

対象となる虫 エアーカーテン到達
平均風速(m/s)

エアーカーテン幅
(m)

羽蟻・羽虫・蚊・蝶 3〜4 0.3〜0.5

小さな蛾・うんか・
しょうじょうばえ 4〜5 0.3〜0.5

とんぼ・家バエ 5〜6 0.5〜0.8

大きな蛾・蝶・金バエ 7〜8 0.5〜0.8
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※カーテンを二重にすると室外のカーテン流はすべて室外に戻り
ます。このため虫が室外へ戻されます。

（3）防虫をより効果的に行う方法
●エアーカーテンを室内外2重にして使用します。

虫

室外

虫

水

室内
正圧

●一層の効果を要求する場合は、室内に給気を入れ、正
圧とします。また、気流の下にグレーチングのピット
を設け水を張るのも効果的です。（なおこの場合、害虫
の発生に注意し、水はこまめに替えてください。）

（2）エアーカーテン流の処理風量と給気
エアーカーテン流は進行するにしたがい、周囲の空気を巻
き込んで風量が増加します。したがって処理風量（到達風
量）は吹出風量より大きくなります。（231ページ参照）
Q＝到達総風量、Qo＝エアーカーテン吹出風量とすると、
Q-Qo
2
 の風量が室内より排出される結果となり、その分だけ給

気することが必要となります。また吸込幅（A）は230ページ
算式3・4で求めるものが適用されます。また、下図のように
タテ据付にする場合はエアーカーテン流が動圧のまま室外壁
面に沿って流れるため吸込装置の必要はありません。

A

Qo

Q

Q-Qo
2

U0

断面図

防虫網

L

Q-Qo
2

Q

Qo

平面図

防虫網

〈標準据付の場合〉

〈タテ据付の場合〉

1.·塵埃遮断の考え方
●塵埃は排気による室内の負圧化や、自然対流、外風に
乗って室内に入り込みます。

●エアーカーテンの噴流および室内の正圧化などによっ
て、これら塵埃や臭気の侵入を阻止することができます。

（1）防塵に対するエアーカーテン据付方法
防塵はエアーカーテンの流れに汚染空気が拡散して清浄側
に侵入するのをいかに防ぐかという事を第一に考えます。
そのために、清浄空気側を正圧にして、エアーカーテ
ンの伴流として汚染された
空気が汚染側へ流出してい
くように考えることが必要
です。一般的には防塵用と
して、エアーカーテンを使
用する場合の据付けは、塵
埃の少ない方の部屋に据付
け、吹出角度はやや汚染空
気側へ吹き出すと効果的で
す。
両側の−方でも密閉室に
なっている場合は、吹出角
度はあまり関係しません。

〈ドア開放〉

ほこり

室内
負圧

〈エアーカーテン設置〉

室内
正圧

フィルター

清浄
空気

阻
止

せき

汚
染
空
気
側

清
浄
空
気
側

エ
ア
ー
カ
ー
テ
ン

5.·塵埃遮断と機種選定
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2.·機種選定の方法
●部屋の大きさに対してエアーカーテンの処理風量が大き
い場合は、エアーカーテンの流れの中に拡散する塵埃の
量が多くなり、遮断効果が期待できなくなります。
したがって外風の影響も考慮して、エアーカーテンの
吹出風量が部屋の容積の10数分の1以下になるよう、
機種を選定する必要があります。
また、冷暖房時と同様、床面に段または「せき」がある
場合は、より効果が期待できます。
また、図のようにエアーカーテンの真下にピットを設け、
その中に水を入れ塵埃の舞い上りを防ぐ方法があります。
エアーカーテン到達幅Aは算式3・4（230ページ）により
求めることができます。

A

水

●実際にエアーカーテンを使用した場合の効果の一例を
挙げると図のようになります。

100

0
0 50

経過時間（％）

100

50

（％）

塵
埃
量

エアーカーテン運転

エアーカーテン停止

ドア閉鎖

ドア開放

●汚染ガスを発生する開放槽および高熱ヒュームを多量
に発生する熔解炉等が利用されるようになり、こういっ
た場所の排気用途でのエアーカーテンの使用法を考え
てみます。ただし、このような用途は標準品を使うこ
とが困難な場合がほとんどで注意が必要です。

（1）エアーカーテンの局所排気への利用
汚染ガスの局所的発生および高温作業にともなう上昇
気流に対しては、できるだけそれらが作業場内に拡散
する前に捕捉排出するようにします。局所排気に使う
エアーカーテンは汚染ガスを外部に除去することが目
的のため、エアーカーテンの流れを作る送風機のほか
に到達面において空気を吸い込み、外部に排出する送
風機が必要となります。
ここではエアーカーテンをメッキの酸洗い場の局所排
気用として使われる場合を例に挙げます。
右図においてタンクの大きさは長さ3m、幅1.5mとし、
エアーカーテンは1.5mの短辺に据付け、噴流が3mの
長辺の方向に進行するものとします。

A
エアーカーテン

汚染ガス

ダクト

新
鮮
空
気

特殊用途の考え方4
1.·エアーカーテンの局所排気
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　到達風量Qは
　　Q≒（0.55　　　    ）Q

　　   ＝　0.55×　　　   　×3750

　　   ＝12250（m3/h）

したがって排出フードの給気量Q1は
　Q1＝Q0＋　 　   ＝3750＋　　　　　

　　＝8000（m3/h）

またフードの高さAはエアーカーテンの到達幅の算式4
（230ページ）の上半分だけを考えればよいので、
　　A≒1.14（m）÷2＝0.57（m）
汚染ガスの場合は安全度を見込んで、展開角を10〜
11°ぐらいにとるのが好ましく、またエアーカーテン
の噴流の風速を平均させるためには、排出フードの横
方向の寸法をなるべく大きくする方が良いと考えられ
ます。

エアーカーテンの横方向の吹出幅はタンクよりやや大
きめにし、MK-3506TA、MK-3509TAを組み合わ
せて使用としますと、排出側フードの給気風速∪は遮
断距離と到達風速の関係（230ページ）より
　∪≒4.0（m/sec）
排出フードの給気量Q1は吹出風量Q0と上側の巻き込み
風量の合計になります。
　吹出風量Q0はカタログより
　　MK−3506TA：1450（m3/h）
　　MK−3509TA：2300（m3/h）
　　Q0＝1450＋2300＝3750（m3/h）
巻き込み風量は到達風量Q（231ページ）と吹出風量Q0
との関係より　　で表わされます。Q-Qo

2

3
0.085

Q−Q0
2

12250−3750
2

L
A0

入口近くの
温度が相当下がる

〈不良例〉

暖
房
機

冷
気

入口近くの
温度がわずか
下がる

〈良い例〉

暖
房
機

外気でエアーカーテン
流を生成する
※強く吹くと、巻き返
しの風が多く、入口
近くの温度が相当下
がります。

室内天井側の高温空気
にてエアーカーテン流
を生成する
※ゆっくり吹き、巻き返
しの風を抑えると温度
分布が改善されます。

換気扇（給気）
ヒーター付

逃

温度一様

温風

〈特に良い例〉

暖
房
機

別
口
暖
房
機

温風によりエアーカー
テン流を生成する
※室内に暖かい空気
を取り入れ、この
分だけ多く室外に
空気を逃がすとよ
り効果的です。

または

暖
房
機

電気ヒーター付
エアーカーテン

●「熱遮断を効果的に行う最良の運転状態」と「室内の温
度分布を一様に保つ最良の運転状態」とはかならずしも
一致しません。

●吹出風速については、熱遮断を最適に行う風速で吹く
より、さらにゆっくり吹いた方が温度分布は下図のよ
うに入口近くまで一様となり、かえって有利です。

●室内に空気を入れ正圧とすることでカーテン流は曲が
り、室外へ空気・熱が逃げますが、同時に外からの空気・
熱の侵入が少なくなるため、室内の温度分布はさらに
よくなります。

●室内吹きでゆっくり吹くと効果的です。
熱遮断効果を多少犠牲にして暖かい空気を室内に入れ、
常時入口下部より室内空気がわずか逃げている状態に
しておくと効果的です。

最適で
吹いたときの
温度

室外温度

ゆっくり
吹いたときの
温度

2.·室内の温度を一様に保ちたい場合の使い方
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●塗装室などの負圧の室内に、室外の塵埃が侵入するの
を防止するには、排気量以上の清浄空気を入れると効
果的です。

塵埃が入る

室内負圧

蒸気
塗装

〈不良例〉

※エアーカーテン
が破れ室外の塵
埃が外気と一緒
に吸い込まれて
しまいます。

清浄空気

蒸気

〈良い例〉

※室内の空気が床
面近くから外へ
逃げぎみとなり、
塵埃の侵入が防
げます。

●室内が負圧になるとカーテン流が破られます。
●清浄空気を排気量以上入れても、ドアが開放されてい
ると室外へ向う風速が弱く、自然対流や外風によって
塵埃が持ち込まれます。

●エアーカーテンを吹くと、実質上入口を低くしたのと
同じことになり、床面近くから室外ヘ向う風速が強く
なります。これにより自然対流や外風による塵埃の持
ち込まれを防ぐことができます。

清浄空気

風速が弱く、
外風が侵入しやすい 蒸気

清浄空気

風速が強く、
外風が侵入しにくい

遮へい

3.·塗装室などでの使い方
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●自由噴流とはエアーカーテンの吹出口から出る気流で、
噴流がその進路において、床面や壁などの噴流の進行
を妨害するような抵抗が何も存在しないときの気流を
いいます。
実際にエアーカーテンを使用される場合には、噴流の
風速、到達幅、外風、室内外の温度差などを考慮した
機種選定が必要です。

（1）遮断距離と到達風速の関係
エアーカーテンの噴流が吹出口から出た後、少しの間
は風速は一定です。この範囲はポテンシャルコア部と
いわれ、エアーカーテン吹出口スロットの約5倍位の
部分です。噴流がポテンシャルコア部を過ぎると、風
速が漸減する遷移部に入ります。エアーカーテン吹出
口より離れた点の風速は、下図により求めることがで
きます。
一般的に風速が小さいほど、またエアーカーテンの流
れ幅が大きいほど床面の影響を受けやすく、床面に接
近した位置では風速の減少する度合が急に大きくなり
ます。

18

0 1 2 3

遮断距離（m）
4 5

16

14

20

12

10

8

6

4

2

MK-35形

MK-50形

GK-30形

GK-25形

最
大
到
達
風
速

（m/sec）

（2）遮断距離と吹出幅の関係
エアーカーテンの噴流は吹出口スロットを噴出して、進
行するにしたがって下図のように次第に噴流幅が広がっ
ていきます。この広がり角度を展開角度といいます。
GKタイプとMKタイプでは、吹出口形状が異なるため、
それぞれについて考えてみます。

〈GKタイプの場合〉
ツインノズル・エアーカーテンの自由噴流
展開角度 θ≒7°となります。

b

θ
θ

A0'=1.5A0

A0
 / 
2

A0
 / 
2

A
0'

A

L

〈MKタイプの場合〉
シングルノズル・エアーカーテンの自由噴流
展開角度 θ≒10°となります。

θ

A

θ
A0

L

したがって、吹出口から離れた点の到達幅は次式によ
り求めることができます。

A ＝1.5A0＋2（L−b）tan7°
　＝1.5A0＋0.246（L−b）（m）

A ：吹出口よりL（m）離れた点の到達幅（m）
A0：吹出口有効幅（2つのノズル幅の和）（m）
L ：遮断距離（m）
b ：ツインノズルの合流距離（m）

なお、A0、bの値は下表のとおりです。

A ：吹出口よりL（m）離れた点の到達幅（m）
A0：吹出口有効幅（2つのノズル幅の和）（m）
L ：遮断距離（m）

なお、A0の値は下表のとおりです。

A＝A0＋2L�tan10°
� ≒A0＋0.353L（m）

1.·エアーカーテンにおける自由噴流の分布

技術計算5

タイプ A0（m） b（m）

GK-25 0.05 0.3

GK-30 0.05 0.4

GK-25H 0.078 0.3

タイプ A0（m）

MK-35 0.085

MK-50 0.11

算式3

算式4
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（3）到達風量
自由噴流が進行するにしたがって周囲の空気を誘い込
み、吹出口から遠ざかるにつれて次第に風量が増加し
ます。吹出口より離れた点の風量は次式により求める
ことができます。

〈GKタイプの場合〉

Q＝3600qB（m3/h）

Q：到達風量（m3/h）
q：到達断面風量（m2/sec）
B：吹出口長さ（エアーカーテンの長さ）（m）

なお、qの値は下図により求めることができます。

Q≒（1＋0.054　　　　）Q0（m3/h）

 Q：吹出口よりL（m）離れた点の風量（m3/h）
Q0：エアーカーテン吹出風量（m3/h）

〈MKタイプの場合〉

遮断距離 L （m）

4

5

3

2

1

0 1 2 3 4 5

GK-30形

GK-25形

到
達
断
面
風
量
q

（m2/sec）

L
A0

Q＝（0.55　　　　）Q0（m3/h）

 Q：吹出口よりL（m）離れた点の風量（m3/h）
Q0：エアーカーテン吹出風量（m3/h）

L
A0

●百貨店、高層ビルの出入口および各階の熱遮断にエアー
カーテンが使用されています。しかし、建物が高層に
なるに従い、エアーカーテンの効果を妨げるいくつか
の要因が生じてきます。
その中でも大きな要因となる、煙突効果およびドラフ
トについて考えてみます。

（1）煙突効果とは
一般に室温が外気温より高いときは、空気は上方の開
口から流出しようとし、これと同量の空気が下方の開
口から流入する現象を煙突効果といいます。その中間
には内外の圧力差が無く、空気が出入りしない部分が
あります。この部分を中性帯といいます。
中性帯から上方で流出する風量は、これより下方で流
入しようとする風量に等しくなります。
また上下の開口面積および空気抵抗が等しければ、中
性帯は両開口間の中央に発生します。
通常のビルでは中性帯が地上からの建物の高さのおよ
そ半分のところにあると考えられます。

H/2

建
物
高
さ

流出側

流入側

ビル

中性帯

圧力

H/2

建
物
高
さ

演出側

室内外側

ビル

中帯

流入側

圧力

QO

L（m）

AO

（Q0≦15A0）（L≦15A0）

（Q0＞15A0）（L＞15A0）

2.·煙突効果およびドラフトのエアーカーテンに及ぼす影響

算式5

算式6

算式7
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（2）煙突効果のエアーカーテンに及ぼす影響
高層ビルの階段周りおよびエスカレーター等を一つの
煙突とみた場合、煙突効果による上昇気流が生じ、エ
アーカーテンの流れを室内側に誘引し、室内に冷たい
空気を送り込む結果になります。
その場合の煙突効果による自然換気の風速は次式によ
り求めることができます。

Vt≒0.185����（t1−t2）H（m/sec）
　Vt　 ：温度差によって生じる空気流速（m/sec）
（t1−t2）：室内における温度差（℃）
　H　  ：建物内高さ（m）

算式8からわかるように、建物の高さおよび温度差が小
さくなれば、煙突作用も小さくなり、夏期においてはこ
の現象はなくなります。煙突効果による圧力差は、算式
2（221ページ）により求めることができます。
この圧力差によってエアーカーテンの流れが室内側へ
曲がり、コールドドラフトが生じてしまいます。

（3）ドラフトのエアーカーテンに及ぼす影響
商店・百貨店などでは空調設備が広く普及しています。
このような建物では、冷暖房された空気を逃がさない
よう密閉化が進む傾向があります。そして密閉化され
た建物内では、空気汚染も激しいため、トイレ・食堂
などに汚れた空気を排出するための換気扇を設置した
り、窓を設けたりする必要に迫られます。
これらが建物内外でのドラフトを生じさせ、煙突効果にお
ける作用と同じようにエアーカーテンの流れを室内側に曲
げ、コールドドラフトを生じさせる原因となります。

（4）煙突効果およびドラフトへの対策
エアーカーテンを効果的に取付けるためには、室内側
と室外側の圧力差を少なくします。室内空気の流出力
の一番大きい建物の上層部より、新鮮空気を室内側に
送り込む方法が考えられます。
以下にその事例をまとめました。

●図の矢印の方向のようにドラフトが働いている建物の各
階の入口にエアーカーテンを取付ける場合、上層に行く
にしたがって室内と室外との圧力差が大きくなり、煙突
効果、ドラフトの作用が大きくなります。
この対策には一番上部の階の一面に有圧換気扇もしく
は空調設備などを取付け、新鮮空気を室内に送り込む
ことで、室内外の圧力差を少なくします。

●室内に送り込む風量は、1階と2階の上り口あたりの面積S
と、その点の垂直方向の風速Vを乗じた値となります。

4階

3階

エアーカーテン

有圧換気扇

入口

S
V

2階

1階

●エアーカーテンの設置により、冷暖房効果を維持し、
快適さと省エネを同時に実現します。さらに自動ドア
との併設などにより、省エネ・快適環境づくりに効果
を発揮します。
ここでは、エアーカーテンを設置した場合（夏期）の経
済効果について説明します。

●ドア（幅×高さ）：0.9m×2.4m
●エアコン・エアーカーテンとも仕様・特性は50Hz
●運転時間：1日10時間×26日/月＝260（h/月）
●電気料金：27円/kW・h
（新電力料金目安単価 27円/kW・hによる）
●冷房時の成績係数＝2.6

成績係数＝

●エアーカーテン：GK-2509Sを設置（45W）

（2）空気条件

（3）熱通過率·K
●タイル、普通コンクリート、モルタルの組み合わせで
K＝3.25W/（m2・K）

1.·周囲条件
（1）床面積·66.4m2（20坪）

冷暖房能力（kW）
消費電力（kW）

2.
75
m

9.1
m7.3m

0.9
m

2.
4m

3.·エアーカーテンの経済効果

乾球温度
（℃）

相対湿度
（%）

絶対湿度X
（kg/kg（DA））

エンタルピー
i（·kJ/kg（DA））

エンタルピー差
Δi（·kJ/kg（DA））

夏
期
室内 26 50 0.0105 52.7

33.5
室外 32 70 0.0211 86.2

算式8
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　　　　　　　　  ×運転時間×電気料金の目安単価

2.·冷房負荷
（1）ドアを開放し、エアーカーテンを使用しない場合
①入口より侵入する外気負荷を求めます。

（2）ドアを開放し、エアーカーテンを使用する場合
一般的にエアーカーテンによる熱遮断効果は、70％以
上あると確認されています。

①総冷房負荷を求めます。
●（1）の入口より侵入する外気負荷の70％を遮断でき、
30%が室内に侵入することから、

（3）自動ドアとエアーカーテンを併設した場合
自動ドアの閉じている割合を75％とし、開いている25％
（1時間に15分相当）をエアーカーテンで遮断すると想定し
ます。エアーカーテンは70％の遮断効果があることから

②壁・天井からの取得熱量を求めます。
●壁・天井の表面積を求めます。

●入口からの流入風量Q（m3/h）を求めます。

以上の式より

外気負荷（W）
＝空気の密度（kg/m3）×風量（m3/h）×エンタルピー差（kJ/kg（DA））×0.28

  Q ： 流入風量（m3/h）
 H ： 入口の高さ（m）
 W ： 入口の幅（m）
  v ： 平均流入風速（m/s）
 ΔP ： 室内外圧力差

�ηp ： 圧力回復係数（0.6と設定）
 γ ： 空気比重量
  g  : 重力の加速度（9.8m/s2）
  t0 ： 低温側温度
  ti ： 高温側温度

Q ＝3600×W×　 ×

 v ＝　　　   ΔP

ΔP＝（γ0−γi）×     ×g

  ＝1.293（　　　　 　−　　　　    ）×    ×g

H
2

H
2

H
2

v
2

Q ＝3600×W×　 ×

Q ＝3600×0.9×　     ×

Q ≒1711（m3/h）

H
2

v
2

2.4
2

0.88
2

2
γi・ηp

273
273＋t0

273
273＋ti

 v ＝　　　   ×ΔP  ＝　　　   　　  ×0.273

ν ≒0.88m/s

2
γi・ηp

2
1.16×0.6

ΔP＝1.293（　　　　 　 − 　　　　    ）×       ×9.8
ΔP＝0.273

2.4
2

273
273＋26

273
273＋32

総冷房負荷×10−3
成績係数

＝　　　    　　　 ×260×27

≒75,740（円/月）

28,050
2.6×103

よって外気負荷q1は
q1 ＝1.18×1711×33.5×0.28
   ≒18,940（W）

S1＝9.1×7.3＝66.43（m2）…天井

S2＝9.1×2.75×2＝50.05（m2）…壁

S3＝7.3×2.75×2＝40.15（m2）…壁

S＝S1＋S2＋S3＝66.43＋50.05＋40.15＝156.63（m2）

③人体からの取得熱量を求めます。
●1m2あたりの在室人員を0.2人とし、人体の発生熱量を
131.4（W）とすると、取得熱量は
q3＝131.4（W）×0.2（人/m2）×66.4（m2）≒1,740（W）

●平均熱通過率Kより、取得熱量を求めます。
q2＝3.25×156.63×（32-26）≒3,050（W）

④照明からの取得熱量を求めます。
●照明電力を25W/m2とすると、室内全体における照明
からの取得熱量は、

q4＝25（W/m2）×66.4（m2）＝1,660（W）

⑤OA機器からの取得熱量を求めます。
　人数分OA機器があるとすると、
g5＝0.2（人/m2）×66.4（m2）×200（W）≒2,660（W）

⑥以上の値を総合し、総冷房負荷を求めます。
qt1＝q1＋q2＋q3＋q4＋q5
  ＝18,940＋3,050＋1,740＋1,660＋2,660
  ＝28,050（W）

qt2＝外気負荷×0.3＋その他の熱負荷
   ＝18,940×0.3＋9,110
   ≒14,790（W）

qt3＝外気負荷×0.25×0.3＋その他の熱負荷
  ＝18,940×0.25×0.3＋9,110
  ≒10,530（W）

⑦電気料金を算出します。

　　　    　　　 ×260×27≒39,930（円/月）
14,790
2.6×103

　　　    　　　 ×260×27≒28,430（円/月）
10,530
2.6×103

②冷房による電気料金を算出します。

　　　 ×260×27≒320（円/月）45
103

③エアーカーテンランニングコストを求めます。

39,930＋320＝40,250（円/月）
④電気料金を算出します。

　　　 ×　　　 ×27≒80（円/月）
45
103

260
4

③エアーカーテンランニングコストを求めます。
（15分/時のみ運転）

28,430＋80＝28,510（円/月）
④電気料金を算出します。

①総冷房負荷は次のように求めることができます。

②冷房による電気料金を算出します。
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9,110 18,940

9,110 5,680

9,110
1,420

冷房負荷とエアーカーテンの
遮断効果（W）

冷房負荷
（W）

電気料金
（円/月）

節約金額
（円/月）

75,74028,050

35,490

「開放店舗」に
対して

「開放店舗」に
対して

40,25014,790

47,230
28,51010,530

その他の損失熱量 ドア部分よりの流失熱量
開放店舗

併設店舗

エアーカーテン
店舗

ドアを開放しエアーカーテンを
使用した場合、または自動ドアのみ

ドアを開放しエアーカーテンを
使用しない場合

自動ドアにエアーカーテンを
併設した場合

節約熱量
13,260

17,520

（4）20坪の店舗において室温を26℃に維持するために必要な冷房負荷とエアーカーテンの経済効果

●エアーカーテンの外部にダクトを取付けたり、埋め込み形式にて使用される場合は能力が変ってきます。
使用ダクトの圧力損失を算出し、使用機種に応じて「静圧・風量曲線」より、機外静圧が加わった場合の風量を読みとること
ができます。

■静圧・風量曲線（オリフィスチャンバー方式）
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4.·エアーカーテンの静圧・風量特性
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●この商品は日本国内用ですので日本国外では使用できま
せん。また日本国外ではアフターサービスもできません。
●特性・仕様の詳細については、各商品の納入仕様書に
てご確認ください。
●エアーカーテンは屋内用です。
●各商品の使用周囲温度・湿度は必ずお守りください。
範囲を超えますと、焼損、変形、回転不良、破損につ
ながるおそれがあります。また、次のような場所には
据付けないでください。   
・屋外 ・塩害地域 ・冷蔵庫、冷凍室など結氷するおそれ
のある場所 ・酸性、アルカリ性ガスの発生、流入する場
所 ・可燃性ガスの発生、流入、滞留、漏れのある場所 ・
油煙や蒸気の多い場所 ・繊維工場、製陶工場など多量の
綿ぼこりや砂じん、粉じんの発生する場所
●商品の改造はしないでください。故障の原因となるお
それがあります。
●エアーカーテンを使用する場合、出入口をエアー遮断し
ますので、室内は必ず換気（第一種換気）を行ってください。
●雨垂れのおそれのある所では建物側に防水処理をして
ご使用ください。
●天井据付の場合は、遮断性能の低下防止及び外気のホ
コリ・雨水の浸入防止のため、必ず化粧パネルと組合
わせてください。
●エアーカーテンでは、虫の侵入を完全に防止すること
はできません。
●インバータ運転を行う場合は、三菱送風機用インバー
タをご使用ください。三菱送風機用インバータ以外を
使用しますと異常な振動、共振、騒音等が発生するお
それがあります。なお、居室等静かな環境では、高音
が聞こえることがあります。
●エアーカーテン業務用タイプの３相電源機種は、３相
インバータと組合せて使用できません。
●本体の据付工事は、振動のない十分強度のあるところ
を選んで確実に行ってください。
●漏電ブレーカを設置してください。火災・感電のおそ
れがあります。
●モータの焼損防止のため、モータブレーカ又は電磁開
閉器（電磁接触器＋サーマルリレー）の過負荷保護装置
を設置してください。過負荷保護装置は必ず機器１台
ごとに取り付けてください。過負荷保護装置の選定は
電流値の１．２倍を目安にしてください。
●モータに安全装置として、温度ヒューズまたは自動復帰形
サーマルプロテクターが内蔵されています。拘束、過負荷
運転、異電圧印加、あるいは周囲温度が基準以上に高い場
合には上記安全装置が自動的に動作し回転が止まることが
ありますので電源を切り原因を取り除いてください。（再
運転の場合には以下を実施してください。　・温度ヒュー
ズが動作の場合：モータ交換　・自動復帰形サーマルプロ
テクターが動作の場合：モータが冷えるまで待つ）

●必ずD種接地工事を実施してください。感電のおそれが
あります。
●電気工事は必ず有資格者である電気工事士が内線規程
や電気設備技術基準に従って行ってください。電源コー
ド接続仕様の機種は、絶対に「手より接続」はしないで
ください。また、電源電線の結線部分はJIS C 8340 
の「電線管用金属製ボックス及びボックスカバー」内に
て行ってください。
●電源接続を間違えますと正常な運転ができなくなり、
場合によってはモータが焼損する等のおそれがありま
す。スイッチ・プラグ等への接続は確実に実施してく
ださい。
●エアーカーテンの近傍に突起物を設置する場合は天井
を落し込む例の必要寸法を確保してください。（239
ページ参照）エアーカーテンの送風性能に影響を与える
ことがあります。
●ご使用前・ご使用中に異常がないか確認してください。
異常がある場合は使用を中止してください。長年ご使
用の送風機ではモータ、コード、コンデンサー等の電
気部品の経年劣化により発煙・発火に至るおそれがあ
ります。

〈電気ヒーター付エアーカーテン〉
●縦方向据付はできません。
●インバータと組合せて使用できません。
●リミットスイッチは使用できません。
●吸込口、吹出口をふさがないようにしてください。ヒー
ターが加熱して火災のおそれがあります。
●隠ぺいと判断される場所への据付けはできません。使
用に際しては、あらかじめ所轄官庁にご相談ください。
●使用中、吹出口などの高温部には手を触れないでくだ
さい。やけどの原因になります。
●可燃物（カーテン等）の近くに使用しないでください。
火災のおそれがあります。
●ホコリの多い場所では使用しないでください。火災の
おそれがあります。
●長時間運転しない場合には，必ず分電盤のブレーカを
切ってください。また，再運転をするときには吸込口
を清掃し、ヒーター付近に埃の堆積など可燃物がない
ことを確認してから試運転を行い運転状況を確認して
ください。シーズン始めなどにヒーターを入れるとヒー
ター表面に付着した埃が高温となり，異臭発生の場合
がありますが異常ではありません。但し，内部に可燃
物が誤って入り，発煙したり異臭が発生している場合
には電源を切ってください。

1.·エアーカーテン据付け上の注意事項

施工6
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MK-35タイプ
　A=150mm以上
　B=35mm以上
　C=80mm以下

MK-50タイプ
　A=200mm以上
　B=35mm以上
　C=80mm以下

〈MＫタイプ〉

H

仕切板
（お客さま手配）

天井面

W

Y

Ｃ

Ｂ

Ａ

A=250mm以上
B=135mm以上
C=80mm以下
D=30～40mm

〈ＧＫタイプ〉

Ｃ

H

A

仕切板
（お客さま手配）

天井面

W

Y Ｂ

Ｄ

3.·埋込据付の場合（GK（電気ヒーター付
は除く）,MKタイプ）

●埋込据付の場合「（1）ユニバーサルレジスターまたはレ
ターングリルを使用する場合」「（2）側面に吸込口を設
ける場合（GKタイプ）」「天井を落とし込む場合」に従い、
必ず空間を設けてください。吸い込み気流に影響され
エアーカーテン流が生成されません。

●GKタイプは商品を必ず5°（角度調節穴ひとつ分）壁据
付面側に傾けてください。
MKタイプは吹出ルーバーを壁側に傾けてください。

●据付方法は天井据付の例（238ページ）に準じて行って
ください。

●天井内の汚れた空気を吸い込まないように必ず四方に
仕切板を設けてください。

●電気ヒーター付エアーカーテンは隠ぺいと判断される
場所への据付けはできません。使用に際しては、あら
かじめ所轄官庁にご相談ください。

●埋込据付を行うと騒音があがります。

（1）ユニバーサルレジスターまたはレターングリルを
使用する場合

●必ずエアーカーテンがユニバーサルレジスターまたは
グリル内に収まるように配置してください。

●ユニバーサルレジスター、レターングリルは短寸方向
にルーバーのあるものをご使用ください。

● Ｘ、Ｙ寸法は外形図を参照ください。またL、W、H寸
法はグリルメーカーにお問い合わせください。

● 仕切板は必ず設けてください。
● ユニバーサルレジスター、レターングリルを使用する
場合、カタログの風速が確保されないことがあります。

1.·GKタイプの場合
（1）壁据付の例

壁取付板
（付属部品）

角度調節ねじ
（付属部品）

※GKタイプは100mm以上
　電気ヒーター付タイプは150mm以上

※

（2）天井据付の例

〈コンクリート壁・鉄枠・鉄柱の場合〉
①取付ボルトを壁面よリ15mm程度出るように固定します。
②壁取付板を付属のワッシャー・スプリングワッシャー
およびナットにて確実に固定します。

天吊金具
（別売 システム部材）

化粧パネル
（別売 システム部材）

①天吊金具の背面に化粧パネル（別売 システム部材）を付
属のタッピンねじで固定します。

②天吊金具を固定部の材質に見合った据付方法で確実に
固定します。

③天吊金具の取付ボルトに壁取付板を付属のワッシャー・ス
プリングワッシャーおよびナットにて確実に固定します。

2.·MKタイプの場合
（1）壁据付の例
〈コンクリート壁据付・鉄枠・鉄柱の場合〉
①取付ボルトを壁面よリ15mm程度出るように固定してください。
②壁取付板を付属のワッシャー・スプリングワッシャー
およびナットにて確実に固定します。

35
m
m
以
上

壁取付板
（付属部品）

（2）天井据付の例
①天吊金具を固定部の材質に見合った据付方法で確実に固定します。
②天吊金具の取付ボルトに壁取付板を付属のワッシャー・ス
プリングワッシャーおよびナットにて確実に固定します。

天吊金具
（別売 システム部材）

2.·据付例
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L
W

●天井開口寸法

（2）側面に吸込口を設ける場合（GKタイプ）
●Y寸法は商品外形図を参照ください。
●グリル（ルーバー）と商品を近づけてください。

10
0m
m
以
下 150mm以上

Y

15
0m
m
以
上

Y以上

13
5m
m
以
上

グリル
（ルーバー）

ルーバー
ユニバーサルレジスター（お客さま手配）

仕切板
（お客さま手配）

L≧X＋20mm

10mm以上X10mm以上

（3）天井を落とし込む場合
●GKタイプは天井面よりも奥に設置しないでください。
●MKタイプは天井面からC=80mm以下に設置してください。
●突起物を設置する際は、図のD寸法をE寸法（突起物高
さ）以上確保してください。

MK-35タイプ

MK-50タイプ

A=150mm以上
B=35mm以上
C=80mm以下
A=200mm以上
B=35mm以上
C=80mm以下

A=150mm以上
B=135mm以上

〈ＧＫタイプ〉 〈MＫタイプ〉

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｂ

天井面

天井面
D

突起物

E

DE

突起物

4.·タテ方向据付について
●タテ方向据付の利点
下吹き出しエアーカーテンの場合、特に冬期などでは
床面を伝って流れる「すそ流れ」のため、足元が冷える
ことがありますが、タテ方向据付ではこの悩みも解消
されます。

●標準据付（本体水平）の場合は吹出口が下になるよう
据付けてください。
●電気ヒーター付エアーカーテンは埋込据付をしないで
ください。また標準据付（水平据付下吹出）以外の据
付方向では据付けないでください。
●エアーカーテンの壁取付板は「据付けのすき間」に従
い据付けてください。エアーカーテン流が生成できな
い、本体が壁や天井にあたり据付けができない、など
のおそれがあります。また、連続して据付ける場合に
は遮断性能の低下のおそれがあります。

■据付けのすき間

お願い

業務用
エアーカーテン

産業用
エアーカーテン

電気ヒーター付
エアーカーテン

壁据付の場合の、壁取付
板から天井までのすき間 120mm以上 55mm以上 150mm以上

側面に壁がある場合の、壁
取付板から壁までのすき間 17mm以上 40mm以上 10mm以上

連続して据付ける場合
の壁取付板の間隔 34〜50mm 74〜90mm 20〜36mm

●電気ヒーター付エアーカーテンはタテ方向据付はで
きません。上部から下部に空気を吹き出す方向での
み設置ください。

注　意

5.·風速分布図

1 0.5 10.50

0ｍ

床面

3ｍ

2ｍ

1ｍ

吹
出
口
か
ら
の
距
離

吹出中心からの距離（m） 吹出中心からの距離（m）

吹
出
口
か
ら
の
距
離

0ｍ

1ｍ

2ｍ

3ｍ

4ｍ

床面
1 0.5 10.50

0～1m/s

1～2m/s

2～3m/s

3～4m/s

4～6m/s

5～8m/s

4～7m/s

2～6m/s

2～3m/s

1～2m/s

0～1m/s

〈MK-35タイプ〉
（3.5mの位置に設置した場合）

〈MK-50タイプ〉
（5.0mの位置に設置した場合）

※この分布は室内外の圧力差、温度差、外風などによる影響がな
い条件下での場合です。

※商品の設置条件により風速分布と異なることがあります。

※GK タイプは商品を必ず5°（角度調節穴ひとつ分）壁据付面側に
傾けてください。また、天井面よりも奥に設置しないでください。

※MK タイプは天井面からC=80mm 以下に設置してください。
※埋込据付を行うと騒音が上がります。
※電気ヒーター付エアーカーテンは隠ぺいと判断される場所への
据付けはできません。使用に際しては、あらかじめ所轄官庁に
ご相談ください。

※突起物を設置する際は、図のD 寸法をE 寸法（突起物高さ）以上
確保してください。



240

気
流
応
用
商
品

第
4
章

第4章  気流応用商品
エアーカーテン　 　　施工6

1.·GKタイプ（電気ヒーター付を除く）の場合
〈コンクリート壁・鉄枠・鉄柱の場合〉
①埋込ボルトを壁面から15mm出して埋め込みます。
②壁取付板を付属のワッシャー（小）、スプリングワッ
シャーおよびナットで確実に固定します。

③本体の引掛部を壁取付板の引掛部に差し込み、溝に沿って
止るまで下にさげます。
吹出口が少し手前側に向くよう本体を傾むけた状態で
差し込んでください。

■角度調節のしかた
①本体の角度調節ねじ（２本）をはずします。
②本体の取付角度を決め、はずした角度調節ねじ（２本）
で確実に固定します。
●本体角度は５段階、室内外とも約10°まで調節可能です。
●真下に吹き出す場合は角度調節ねじを中央の位置で固
定してください。

ナット

スプリング
ワッシャー

ワッシャー（小）

壁取付板

埋込ボルト

15mm 70mm程度
40
～
50
mm

吹出口

角度調節ねじ

引掛部

壁取付板

引掛部

本体

約10°

本体

角度調節ねじ

2.·MKタイプの場合
〈コンクリート壁の場合〉
①埋込ボルトを壁面から15mm出して埋め込みます。
埋込ボルトの数はMK-3506TA,3575TAは4か所、
その他の機種は8か所です。

②本体固定ねじをはずし、本体より壁取付板を取りはずします。
③付属のワッシャー・スプリングワッシャー・ナットで
取付板を確実に固定します。

④ビニールキャブタイヤケーブルはⒶ（U溝部）を通してください。

ワッシャー 

埋込ボルト 

壁取付板 

ナット 
スプリングワッシャー 

本体 

ビニールキャブタイヤケーブル 

壁取付板 
本体固定ねじ

Ａ

壁取付板 埋込ボルト 壁取付板 

15mm 

〈鉄枠・鉄柱の場合〉
①取付板の取付穴位置にあらかじめ取付穴をあけます。
②壁取付板を付属のワッシャー・スプリングワッシャーお
よびナットとボルト（お客さま手配）で確実に固定します。

取付ボルト
（お客さま手配）

ワッシャー

ナット

壁取付板

スプリングワッシャー

■角度調節のしかた
●角度調節は、エアーカーテンの吹出口ルーバーを使用状況に
応じて手で調節してください。
●ルーバー調節する場合、工具などを使用しないでください。
●角度は室内外とも約20°まで調節可能です。

●取付ボルトは壁取付板より15mm出るようにしてください。

●本体のねじ穴と角度調節ねじの角度を合わせて締付けてくだ
さい。斜めに締付けるとねじ山がつぶれ角度調節ができなく
なります。

3.·据付方法

お願い

お願い
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3.·GKタイプ（電気ヒーター付）の場合
①埋込ボルトを壁面から15mm出して埋め込みます。
②付属のワッシャー、スプリングワッシャーおよびナット
で壁取付板を確実に固定します。

③本体の引掛部を壁取付板の引掛部に差し込み、止まる
まで下にさげます。

■角度調節のしかた
①左右のねじカバーの両側をつまんで取りはずし、角度
調節ねじ（２本）をはずします。

②本体の取付角度を決め、はずした角度調節ねじ（２本）
で確実に固定します。

③ねじカバーをはめ込みます。
●本体角度は５段階、室内外とも約15°まで調節可能です。
●真下に吹き出す場合は角度調節ねじを中央の位置で固
定してください。

本体

吹出口－20°～＋20°

●本体のねじ穴と角度調節ねじの角度を合わせて締付けてくだ
さい。斜めに締付けるとねじ山がつぶれ角度調節ができなく
なります。

お願い

40
～
50
m
m

70mm程度 15mm

固定ねじ
埋込ボルト 壁取付板 

ナット 

ナット 
スプリング 
ワッシャー 

本体 

吹出口 

壁取付板 

本体引掛部 

壁取付板引掛部 

15° 

15° 15° ねじカバー 

角度調節ねじ

●壁に据付けができない場合に天吊金具を使用します。
化粧パネル（GKタイプのみ）はエアーカーテン背面か
らの風の侵入を防ぎます。

1.·天吊金具取付寸法

単位（mm）

天吊金具
（別売�システム部材）

A
B

4.·天吊金具・化粧パネルを使用する場合

形　　名 使用個数 A B

GK-2506S 2 450 −

GK-2509S 2 750 −

GK-2512S 2 1044 −

GK-3006S 2 450 −

GK-3009S 2 750 −

GK-3012S 2 1044 −

GK-3006T 2 450 −

GK-3009T 2 750 −

GK-3012T 2 1044 −

MK-3506TA 2 287.5 −

MK-3575TA 2 438 −

MK-3509TA 4 588 76

MK-3510TA 4 688 176

MK-3512TA 4 867.5 355.5

MK-5010TA 4 703 191

MK-5012TA 4 946 434

GK-2509YTH 4 610 210

GK-2512ATH 4 887 487
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3.·天吊金具取付方法
（1）天吊金具を天井に固定します。
①取付位置を決め、市販の埋込ボルト（GKタイプは
M8、その他のタイプはM10）を天井に埋め込みます。

②天吊金具を埋込ボルトにエアーカーテン付属のワッ
シャー、スプリングワッシャー、ナットで固定します。

（2）エアーカーテンに付属の壁取付板を固定します。
①天吊金具に取付けてあるナット・スプリングワッ
シャー・ワッシャーをはずします。

②取付ボルトに壁取付板の取付穴を差し込み、はずした
ワッシャー・スプリングワッシャー・ナットで確実に
固定します。

※商品の据付方法は240〜242ページを参照ください。

③複数台据付の場合は下記の寸法以上あけてください。

AB

エアーカーテン
本体

天吊金具

単位（mm）

※ただし、エアーカーテンの間隔は4〜20mm以下としてくださ
い。遮断性能の低下となります。

埋込ボルト

天吊金具

ワッシャー

スプリングワッシャー

ナット

スプリングワッシャー

ワッシャー

取付ボルト

ナット
（このナットは取りは
ずさないでください）

壁取付板 天吊金具

ナット

タイプ A B

GKタイプ 154〜170 78以上

MKタイプ 316〜332 161以上

電気ヒーター付 304〜320 153以上

単位（mm）

2.·化粧パネルを使用する場合（GKタイプ）
●天吊金具に化粧パネルを据付けます。

（1）システム部材の化粧パネル据付方法
●天吊金具の取付穴（φ3.5）に化粧パネルに付属のねじ
で化粧パネルを確実に固定します。

（2）お客さま手配の化粧パネルの据付方法
①下図の寸法を参照して化粧パネルを切断します。
②天吊金具の取付穴（φ4.5）に市販の取付ねじで化粧パ
ネルを確実に固定します。

C

FD
E

B
A

●化粧パネルの重さは業務用タイプは6kg以下、電気
ヒーター付タイプは8kg以下としてください。

化粧パネル
（別売�システム部材）

ねじ
（化粧パネルに付属）

天吊金具
（別売�システム部材）

天吊金具

ねじ（市販品）

化粧パネル

形　　名 A B C D E F

GK-◯◯06タイプ 604 450 − 172 43.5 260

GK-◯◯09タイプ 904 750 − 172 43.5 260

GK-◯◯12タイプ 1198 1044 − 172 43.5 260

GK-2509YTH 914 610 210 264 60 360

GK-2512ATH 1191 887 487 264 60 360

お願い
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形　名 速調する場合 速調しない場合

単相100V
GK-2506S
GK-2509S
GK-2512S
GK-3006S
GK-3009S
GK-3012S

3相200V
GK-3006T
GK-3009T
GK-3012T 電磁接触器

（お客様手配）
三菱形名

S-T形またはMS-T形

コントロールスイッチ
FS-03SWA

（別売システム部材）

２台目

アオ

アカ

シロ

クロ

ア－ス

ＦＡＮ

電　源
3相200V
50/60Hz

1

P・L

34

2

電源
3相200V
50/60HZ

シロ

クロ

アカ

アオ

V
W

U

弱

アース

FAN

テープで絶縁

電源
3相200V
50/60HZ

シロ
クロ

アカ

アオ

V
W

U

弱

アース

FAN

〈弱にする場合〉

〈強にする場合〉

※電磁接触器を準備します。
※電磁接触器の接点容量は接続しているエアーカーテンの
起動電流の合計値以上に設定してください。

※太線および破線部分を接続します。
※アオは補助a接点に接続してください。
※コントロールボックス（FS-10SW1）との組み合わせはで
きません。 ※強、弱いずれか一方のみで運転する場合です。

クロ

シロ

アカ

アース
テープで絶縁

電源
単相100V
50/60HZ FAN

クロ

シロ

アカ

アース

電源
単相100V
50/60HZ FAN

〈強にする場合〉

〈弱にする場合〉

ア－ス

電　源
単相100V
50/60Hz

ＦＡＮ

ＦＳ-０４ＳＷA

２台目

アカ

シロ

クロ1

P・L

4

23

電源

ア－ス

電源
単相100V
50/60Hz

ＦＡＮ

FS-01SW2

LED 電源強

弱

2台目

クロ
シロ

アカ

※スイッチ1個で運転できる台数はエアーカーテンの合計起
動電流が15A以内です。
（異なった機種の組み合わせも可能です。）
※太線および破線部分を接続します。

※スイッチ1個で運転できる台数はエアーカーテンの合計起
動電流が4A以内です。
（異なった機種の組み合わせも可能です。）
※太線および破線部分を接続します。

※強、弱いずれか一方のみで運転する場合です。

5.·速度調節と配線
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形　名 コントロールボックスを使用する場合 電磁接触器を使用する場合

3相200V
MK-3506TA
MK-3575TA
MK-3509TA
MK-3510TA
MK-3512TA
MK-5010TA
MK-5012TA

形　名 温風・送風切換運転する場合 温風運転のみの場合

電気ヒーター付
エアーカーテン
GK-2509YTH
GK-2512ATH

形　名 単　相　品 3　相　品

ドア連動運転結線
(リミットスイッチ
··の結線)
〈単相100V〉
GK-2506S
GK-2509S
GK-2512S
GK-3006S
GK-3009S
GK-3012S

〈3相200V〉
GK-3006T
GK-3009T
GK-3012T
MK-3506TA
MK-3575TA
MK-3509TA
MK-3510TA
MK-3512TA
MK-5010TA
MK-5012TA

リミットスイッチ
例:富士電機機器制御製
K244gR-2:標準型
(スローアクション形)

詳細はメーカーに
ご確認ください 

アカ
シロ
クロ

アース

2台目

電磁接触器
（お客様手配）
三菱形名
S-T形またはMS-T形

FAN
電源

3相200V
50/60HZ

3

2

P・L

1

コントロールスイッチ
FS-07SWA

（別売システム部材）

※太線および破線部分を接続します。

※電磁接触器を準備します。
※電磁接触器の接点容量は接続しているエアーカーテンの
起動電流の合計値以上に設定してください。

※太線および破線部分を接続します。

※アオは補助a接点に接続してください。

※電磁接触器を準備します。
※電磁接触器の接点容量は接続しているエアーカーテンの
定格電流の合計値以上に設定してください。

※アオは補助a接点に接続してください。
※太線および破線部分を接続します。

ＦＡＮ

FS-02HSWA
TSR

アース
 電磁接触器
（お客様手配）

電源　3相２００Ｖ　５０/６０Ｈｚ

クロ
シロ
アカ

アオ

２台目

P・L

ア－ス

電　源
単相100V
50/60Hz

ＦＡＮ

ＦＳ-０４ＳＷA

２台目

アカ

シロ

クロ1

P・L

4

23

電源

リミットスイッチ
（お客様手配）

電源
3相200V
50/60HZ

シロ
クロ

アカ

アオ

V
W

U

ヒーター

アース

FAN

3

2

P・L

1

アース

Ｅ ＴＳＲ
4

3

2

1 Ｕ

Ｗ
Ｖ

電　源
3相200V
50/60Hz

コントロールスイッチ
FS-07SWA

（別売システム部材）

コントロールボックス
FS-09SW

（別売システム部材）

ＦＡＮ

ア－ス

アカ
シロ
クロ

Ｕ
商品本体
（２台目）

ＷＶ

※電磁接触器を準備します。
※電磁接触器の接点容量は接続しているエアーカーテンの
起動電流の合計値以上に設定してください。

※太線および破線部分を接続します。
※太線および破線部分を接続します。
※アース線は1.25mm2以上を使用してください。

（ ）

電    源
3相200V
50/60HZ

V
W

U

アース

2台目

FAN

リミットスイッチ
（お客様手配）

シロ
クロ

アカ

電磁接触器
（お客様手配）
三菱形名
S-T形またはMS-T形

〈GKタイプ〉（電気ヒーター付は除く）

〈MKタイプ〉

電磁接触器
（お客様手配）
三菱形名

S-T形またはMS-T形

コントロールスイッチ
FS-03SWA

（別売システム部材）

２台目

アオ

アカ

シロ

クロ

ア－ス

ＦＡＮ

電　源
3相200V
50/60Hz

1

P・L

34

2

リミットスイッチ
（お客様手配）
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第4章  気流応用商品
エアーカーテン　 　　軸受仕様・包装仕様一覧7

軸受仕様・包装仕様一覧7

タイプ 形　名
羽根
軸径
（mm）

ベアリング仕様
過負荷
保護装置

包　装　仕　様

負荷側 反負荷側 グリース 仕　様 N.W
（kg）

G.W
（kg）

タテ×ヨコ×高さ
（mm) 積段数

業
　
務
　
用

GK-2506S φ5 − − − 温度ヒューズ ダンボール 7.0 8.4 192×754×243 10

GK-2509S φ5 − − − 温度ヒューズ ダンボール 10.5 12.6 192×1054×243 10

GK-2512S φ5 − − − 温度ヒューズ ダンボール 13.3 15.8 192×1348×243 10

GK-3006S φ5 − − − 温度ヒューズ ダンボール 7.5 8.9 192×754×243 10

GK-3009S φ5 − − − 温度ヒューズ ダンボール 11.0 13.1 192×1054×243 10

GK-3012S φ5 − − − 温度ヒューズ ダンボール 14.0 16.5 192×1348×243 10

GK-3006T φ5 − − − 温度ヒューズ ダンボール 7.5 8.9 192×754×243 10

GK-3009T φ5 − − − 温度ヒューズ ダンボール 11.0 13.1 192×1054×243 10

GK-3012T φ5 − − − 温度ヒューズ ダンボール 14.0 16.5 192×1348×243 10

産
　
業
　
用

MK-3506TA φ8 608�両シールド 608�両シールド マルテンプSRL オートカット ダンボール 15.5 16.0 370×638×322 6

MK-3575TA φ8 608�両シールド 608�両シールド マルテンプSRL オートカット ダンボール 18.5 19.5 370×734×322 6

MK-3509TA φ8 608�両シールド 608�両シールド マルテンプSRL オートカット ダンボール 20.0 21.0 370×938×322 6

MK-3510TA φ8 608�両シールド 608�両シールド マルテンプSRL オートカット ダンボール 22.5 25.0 370×1038×322 6

MK-3512TA φ8 608�両シールド 608�両シールド マルテンプSRL オートカット ダンボール 25.0 28.0 370×1053×346 6

MK-5010TA φ8 608�両シールド 608�両シールド マルテンプSRL オートカット ダンボール 25.0 27.0 370×1218×322 6

MK-5012TA φ8 608�両シールド 608�両シールド マルテンプSRL オートカット ダンボール 29.5 33.0 370×1296×346 6
ヒ
ー
タ
ー
付

電
　
気

GK-2509YTH φ5 − − − 温度ヒューズ ダンボール 22.0 24.0 287×942×283 8

GK-2512ATH φ5 − − − 温度ヒューズ ダンボール 29.0 30.0 287×1219×283 8
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第4章  気流応用商品
エアーカーテン　 　　機種変遷表8

●羽根形式：横断流

機種変遷表8

年　代
1965年〜 1967年〜 1967年〜 1975年〜 1977年〜 1982年〜

タイプ 羽根径（cm） 電源 極数

業
　
務
　
用

φ60 1φ100V 2 SK-609

φ90

1φ100V 4 GK-906 GK-906-A GK-906-B GK-906-C GK-906D

1φ100V 4 SK-909 GK-909 GK-909-A GK-909-B GK-909-C GK-909D

1φ100V 4 SK-918 GK-912 GK-912-A GK-912-B GK-912-C GK-912D

φ150

1φ100V 6（Fなし4） GK-1506（F） GK-1506F-A ← GK-1506F-C GK-1506F-D

1φ100V 6（Fなし4） GK-1509（F） GK-1509F-A ← GK-1509F-C GK-1509F-D

1φ100V 6（Fなし4） GK-1512（F） GK-1512F-A ← GK-1512F-C GK-1512F-D

3φ200V 6（Fなし4） GK-1506T（FT） GK-1506FT-A ← GK-1506FT-C GK-1506FT-D

3φ200V 6（Fなし4） GK-1509T（FT） GK-1509FT-A ← GK-1509FT-C GK-1509FT-D

3φ200V 6（Fなし4） GK-1512T（FT） GK-1512FT-A ← GK-1512FT-C GK-1512FT-D

産
　
業
　
用

φ60 1φ100V 2 RK-609

90

1φ100V 4 MK-906

1φ100V 4 RK-909 MK-909

1φ100V 4 RK-918 MK-912

φ150

3φ200V（Tなし1φ100V） 4（F付6） MK-1506（T）（F）（FT） MK-1506T-A ← MK-1506T-C MK-1506T-D

3φ200V（Tなし1φ100V） 4（F付6） MK-1575T-C MK-1575T-D

3φ200V（Tなし1φ100V） 4（F付6） RK-1509（T） MK-1509（T）（F）（FT） MK-1509T-A ← MK-1509T-C MK-1509T-D

3φ200V（Tなし1φ100V） 4（F付6） MK-1510T-A MK-1510T-B MK-1510T-C MK-1510T-D

3φ200V（Tなし1φ100V） 4（F付6） MK-1512（T）（F）（FT） MK-1512T-A ← MK-1512T-C MK-1512T-D

φ200
3φ200V 6 MK-2010FT-A MK-2010FT-C MK-2010FT-D

3φ200V 6 MK-2012FT-A MK-2012FT-C MK-2012FT-D

電�気
ヒーター付

φ90
3φ200V 4 H-909A→909B GK-909TH-A ← ←

3φ200V 4 H-912A→912B GK-912TH-A ← ←

ワイド
ヒーター

φ90 1φ100V 4 UH-10A UH-10B ← ←

φ150
3φ200V 4 UH-25B ←

3φ200V 4 UH-75A UH-75B ← ←

埋
　
込
　
形

φ150

1φ100V 6 GK-1506F-AR ← ←

1φ100V 6 GK-1509F-AR ← 標 準 形 に
相 フ ラ ン ジ
（ 別 売 品 ）を
取 付 け て
埋込形使用可
（専用形廃止）

1φ100V 6 GK-1512F-AR ←

3φ200V 4 GK-1506T-AR ←

3φ200V 4 GK-1509T-AR ←

3φ200V 4 GK-1512T-AR ←

タ
　
テ
　
取
　
付
　
形

φ90

1φ100V 4 GK-906-BV GK-906-CV GK-906DV

1φ100V 4 GK-909-BV GK-909-CV GK-909DV

1φ100V 4 GK-912-BV GK-912-CV GK-912DV

φ150

1φ100V 6 GK-1506F-AV GK-1506F-CV GK-1506F-DV

1φ100V 6 GK-1509F-AV GK-1509F-CV GK-1509F-DV

1φ100V 6 GK-1512F-AV GK-1512F-CV GK-1512F-DV

3φ200V 6 GK-1506FT-AV GK-1506FT-CV GK-1506FT-DV

3φ200V 6 GK-1509FT-AV GK-1509FT-CV GK-1509FT-DV

3φ200V 6 GK-1512FT-AV GK-1512FT-CV GK-1512FT-DV

3φ200V 4 MK-1506T-AV MK-1506T-CV MK-1506T-DV

3φ200V 4 MK-1509T-AV MK-1509T-CV MK-1509T-DV

3φ200V 4 MK-1512T-AV MK-1512T-CV MK-1512T-DV

φ200
3φ200V 6 MK-2010FT-AV MK-2010FT-CV MK-2010FT-DV

3φ200V 6 MK-2012FT-AV MK-2012FT-CV MK-2012FT-DV

発　売　年　月

・'65年 ・'67年 ・'68年
・電気ヒーター
'70年
H-909A,912A
'74年
H-909B,912B

・'67年6月
埋込形、MK-1510

・'71年6月
ワイドヒーター

・'75年
・'76年3月
電気ヒーター

・'77年4月
・MK-1575,
MK-2010FT-C,
MK-2012FT-C,
MK-1510T-C

・'78年9月
タテ取付形
'79年10月
UH-25B

・'82年4月
MK-2010,
2012タイプ

・'88年10月
その他
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第4章  気流応用商品
エアーカーテン　 　　機種変遷表8

●羽根形式：軸流
年　代

1994年〜 1996年〜 2000年〜 2012年〜 備考
タイプ 羽根径（cm） 電源 極数

業
　
務
　
用

φ135

1φ100V 2 GK-2506YS GK-2506S ← ←

1φ100V 2 GK-2509YS GK-2509S ← ←

1φ100V 2 GK-2512AS GK-2512S ← ←

φ135

1φ100V 2 GK-3006YS GK-3006S ← ←

1φ100V 2 GK-3009AS GK-3009S ← ←

1φ100V 2 GK-3012AS GK-3012S ← ←

φ135

3φ200V 2 GK-3006YT GK-3006T ← ←

3φ200V 2 GK-3009AT GK-3009T ← ←

3φ200V 2 GK-3012BT GK-3012T ← ←

産
　
業
　
用

φ155
（φ210）

3φ200V 2 MK-3506CT MK-3506T MK-3506TA ←

3φ200V 2 MK-3575CT MK-3575T MK-3575TA ←

3φ200V 2 MK-3509CT MK-3509T MK-3509TA ←

3φ200V 2 MK-3510CT MK-3510T MK-3510TA ←

3φ200V 2 MK-3512DT MK-3512T MK-3512TA ←

φ218
3φ200V 2 MK-5010ET MK-5010T MK-5010TA ←

3φ200V 2 MK-5012ET MK-5012T MK-5012TA ←

電�気
ヒーター付

φ155
3φ200V 2 GK-2509YTH ← ← ←

3φ200V 2 GK-2512ATH ← ← ←

ワイド
ヒーター

'95年4月�生産中止

埋
　
込
　
形

タ
　
テ
　
取
　
付
　
形

標準取付形とタテ取付形
兼用として機種統一

発　売　年　月

・'94年7月
GK-25,30タイプ
'95年8月
その他

・'96年5月 ・'00年5月
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第4章  気流応用商品
エアーカーテン　 　　銘板一覧表

①エアー搬送ファン·標準タイプ ②エアー搬送ファン耐熱・防塵タイプ、耐熱・耐湿・耐塩害用、3方向吹出しタイプ

KYOSHIN

エアー搬送ファン

定格電圧  100V

定格周波数 50/60Hz 屋内用

相 単相定格消費電力 46/54W

TYPE AH-1509SA 2

高 所 取 付 用

三菱電機株式会社

14100001SER.NO

AH-3009T-CNTYPE

エアー搬送ファン

SER.NO

200V 50/60Hz

屋内用129/163W 3相

KYOSHIN

14110001

三菱電機株式会社

③エアー搬送ファン·風向切替タイプ ④エアー搬送ファン·インテリアタイプ

1504 01001

送風機部

エアー搬送ファン

SER.NO

定格電圧　200V 定格周波数　50/60Hz
定格消費電力 118/150W　相　3相　　屋内用

風向切替部
定格電圧　200V 定格周波数　50/60Hz
定格消費電力 14/14W　　相　単相　　屋内用

形名　AH-3012TCA-FK

高 所 取 付 用

三菱電機株式会社

エアー搬送ファン

定格電圧　100V 定格周波数　50/60Hz

定格消費電力     15/19W 屋内用

形名　AH-0807S-X

高 所 取 付 用

1504
01001

SER.NO三菱電機株式会社

⑤エアースイングファン ⑥エアーカーテン·業務用

AIR SWING FAN

100  V 50/60  Hz
屋 内 用33/34 W

TYPE AS-908CSA 3
高所取付用

三菱電機株式会社 1410 0001SER.NO

1206

KYOSHIN

電　源

電　源

弱ノッチのみ

強ノッチのみ

SER.NO

屋内用
50/60Hz100V

AIR　CURTAIN

27/34W

テ－プで絶縁

AC単相100V
50/60Hz

ア－ス
アカ

クロ

シロ

FAN

アカ

クロ

シロ

ア－ス

AC単相100V
50/60Hz FAN

TYPE GK-2506S 2

三菱電機株式会社

⑦エアーカーテン·産業用 ⑧エアーカーテン·電気ヒーター付

14120001

KYOSHIN

産業用エアーカーテン

SER.NO

200V 50Hz
3相 屋内用 430W

555W60Hz

TYPE MK-5010TA 1

三菱電機株式会社

GK-2509YTH

3相

温風運転のみ

FAN

ア－ス

アカ

シロ

クロ

アオ

AC三相200V
50/60Hz

Ｗ

Ｖ

Ｕ

ヒ－タ－

電　源

SER.NO

TYPE
200V 50/60Hz

2560/2570Ｗ

14120001

AIR　CURTAIN

KYOSHIN

三菱電機株式会社

銘板一覧表
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2

3

● 空気は主に窒素78％と酸素21％で組成されており、
水分も通常0.5％程度を水蒸気という眼に見えない状
態で含んでいます。酸素や窒素の成分割合は、地球上
どこでもほとんど一定ですが、水分は天候や気温など
の気象条件によって変化するという特性があります。

●空気には乾き空気と湿り空気があり、水分をまったく
含まない空気のことを乾き空気といい、これは自然界
には存在せず、空気調和の計算上などで理論的に考え
たことです。

　それに対して水分を含んだ空気のことを湿り空気とい
います。大気は必ず湿り空気で、乾き空気と水分（水蒸
気として存在）がごま塩

4 4 4

のごまと塩のように混ざり合っ
ています。

● その他に一酸化炭素（CO）、ネオン（Ne）、メタン（CH4）、
ヘリウム（He）、水素（H2）、クリプトン（Kr）、キセ
ノン（Xe）、酸化窒素（NOx）などが微量含まれています。

送風機は空気を動かすものであり、ここでは送風機で取り扱う空気の性質の主なものについて簡単に述べます。

■乾き空気の組成（表5-1）

＋ ＝

乾き空気 水蒸気 湿り空気

1質量 1＋

■乾き空気と水蒸気の混合（図5-1）

空気について1

1.·空気の成分

窒素·N2 酸素·O2 アルゴン·Ar 二酸化炭素·CO2

容積組成（％） 78.09 20.95 0.93 0.03

重量組成（％） 75.53 23.14 1.28 0.05

2.·乾き空気と湿り空気
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●図5-2からわかるように、空気は温度が高いほど多く
の水蒸気を含むことができます。ある温度の空気が、
含み得る限度一杯の水蒸気を含んだ状態の空気を飽和
空気といいます。

　また、飽和空気の水蒸気量を結んだ線を飽和線（飽和空
気線、飽和蒸気線）と呼びます。

　ある温度で含み得る水蒸気量に対して、どの程度水蒸
気を含んでいるのかが湿度で、飽和空気は湿度が
100％ということになります。

　空気中の水蒸気が100％を越すと、水分は水蒸気とし
て存在できなくなり、水滴となります。空にあれば雨
となり、室内にあれば水滴として窓ガラスに付いたり
することになります。

低　←　空気温度（DB）　→　高

少
　
←
　
水
蒸
気
量
　
→
　
多

飽　
和　
線

この
線を
越え
て水
蒸気
を

含む
こと
はで
きな
い。

●空気にも質量があります。もし空気に質量がなかった
ら羽根を回転させても風圧を発生せず、空気抵抗もな
く仕事量がゼロのため動力を要しません（空転状態）。
即ち、送風機の用をなしません。このように空気の質
量は送風機特性にとって重要な要素です。

●空気の質量（密度）は下記の計算式でわかるとおり、大
気の気圧・温度・水分量の変化によって変動します。

空気の密度（ρ）＝1.293 × 273＋t ×    101325    （kg/m
3）273 H－0.378φF

t ： 温度（℃）

H ： 気圧（Pa）

φ ： 相対湿度（％）

F ： t℃における水蒸気の飽和蒸気圧力（Pa）

1.293 ： 温度0℃、気圧101325Pa、重力の加速度
   980.665cm/s2の乾き空気の質量

273 ： 水の三重点
   （1気圧における氷と水と水蒸気の平衡点
     273.16K（0.0100℃））

101325 ： 1気圧（標準大気圧）101325Pa

空気の密度（ρ）＝1.293 × 273＋t ×    101325    （kg/m
3）273 H－0.378φF

t ： 温度（℃）

H ： 気圧（Pa）

φ ： 相対湿度（％）

F ： t℃における水蒸気の飽和蒸気圧力（Pa）

1.293 ： 温度0℃、気圧101325Pa、重力の加速度
   980.665cm/s2の乾き空気の質量

273 ： 水の三重点
   （1気圧における氷と水と水蒸気の平衡点
     273.16K（0.0100℃））

101325 ： 1気圧（標準大気圧）101325Pa

●送風機で取り扱う空気の質量（密度（ρ））は温度20℃、
気圧1013hPa、相対湿度65％の空気で1.2kg/m3と
みなします。

  〈参考〉
　・常温・常圧とは20℃、1気圧
　・標準状態とは0℃、1気圧

●乾き空気1kgの中に含んでいる水蒸気の質量χ（kg）を
いいます。つまり空気（1+χ）［kg］につきχ［kg］の
水蒸気が含まれている状態。

1.·絶対湿度［χkg·／·kg（DA）］

水蒸気を含む空気
（湿り空気）

水蒸気の質量kg

水蒸気（分子）と
空気（分母）に
分割

空気の質量
（乾き空気の質量）

kg′

■絶対湿度（χ）（図5-3）

■空気温度と水蒸気量（図5-2）

3.·空気の質量（密度）

4.·絶対湿度と相対湿度
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（Pa）と同温度の飽和空気の水蒸気分圧Pws（Pa）との
比率（％）をいいます。

2.·相対湿度（φ％）

φ

ある温度の湿り空気

左から取り出した
水蒸気だけの圧力

左から取り出した
水蒸気だけの圧力

上と同じ温度の飽和空気

MPa

MPa

■相対湿度（φ）（図5-4） ■気温による飽和度の変化（図5-5）

相対湿度（φ）＝（Pw／ Pws）×100％

●相対湿度を大ざっぱに表現すれば、空気の中に含まれ
ている水蒸気量を、それと同温度の飽和状態のときの
水蒸気量に比べてみて、一体それが何％（飽和度）であ
るか。

　空気の温度により、水蒸気を含む量が違いますので、
同じ水蒸気量でも空気の温度が異なれば飽和度も違い
ます。

●物質の温度変化（上昇、下降）に伴って出入りする熱の
ことで、温度計で確認できます。

　1kgの物質を1℃上げるのに必要な熱量を比熱といい
ますが、比熱をc、質量をm、温度変化をΔtとすると
顕熱Qsは

　で表すことができます。

1.·顕熱

Qs=m・c・Δt

●物質を状態変化（固体から液体、液体から気体、気体か
ら固体）させるときの熱のことで、温度計で確認できま
せん。

　物質1kgあたりの潜熱をrとすると潜熱QLは

　で表すことができます。

2.·潜熱

QL=m・r

■水の状態変化（図5-6）

顕熱 顕熱 潜熱潜熱

ー40℃の
氷

0℃の
氷

0℃の
氷と水

0℃の
水

100℃の
飽和水

100℃の
飽和蒸気

5.·顕熱と潜熱
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風船の圧力 動圧

静圧

●空気の流速によって流れの方向に存在する圧力（速度圧
と呼ぶこともある）のことをいいます。 
台風の時、風が建物を押す力などをいいます。 
動圧は流速（風速）による運動エネルギーの上昇分で次
の式で表されます。

3.·動圧（PV）

V ： 風速（m/s）　ρ ： 空気の密度（kg/m3）

PV＝　    ・V2（Pa）2
ρ

V ： 風速（m/s）　ρ ： 空気の密度（kg/m3）

PV＝　    ・V2（Pa）2
ρ

■換気扇の風量・風圧（図5-7）

●送風機が単位時間あたりに移動させる空気量で換気扇でいえば単位時間あたりに排気または給気する空気量のことです。
一般に単位は m3/h（時）やm3/min（分）で表します。またはCMH（=m3/h）やCMM（=m3/min）と表すこともあります。

　風量Q（m3/h）は通過風速V（m/s）と通過面積A（m2）の乗数です。

送風機は羽根車を空気中で回転させることで回転動力（電気エネルギー）を風のエネルギーに変える機器で、風の
エネルギーは風量・風圧という形で発生します。

Q=A×V×60×60

●風圧とは、送風機により空気に与えられた圧力をいい、
扇風機の前に紙を放すと風に吹き飛ばされますが、こ
の紙を飛ばす力が風圧です。圧力は水柱の高さで表し、
単位をPa（パスカル）で表します。

●圧力は大気圧を0にとり、この基準に比較して高い圧
力（＋の圧力）を「正圧何Pa」、低い圧力（−の圧力）を「負
圧何Pa」といいます。

●風圧の中には「全圧」、「静圧」、「動圧」があります。

●風の持っている全ての圧力で、静圧と動圧を加えた圧
力をいいます。

1.·全圧（PΤ）

●自動車のタイヤやゴム風船のように空気が静止した状
態で周囲を押す力をいいます。

　例えば、水鉄砲がピストンに押されて水圧が高くなり、
小さな穴があれば水が勢いよく飛び出します。

　この状態における水のもつ圧力を空気に例えれば静圧
になります。圧力が高いほど力は強く、水（空気）を遠
くまで飛ばすことができます。

　換気扇で一般に風圧といわれているのがこの静圧のこ
とです。

2.·静圧（PS）

2
ρ

PS ： 静圧　PV ： 動圧　V ： 流速（m/s）　
ρ   ： 空気の密度（kg/m3）

PΤ＝PS＋PV＝PS＋　 ・V22
ρ

PS ： 静圧　PV ： 動圧　V ： 流速（m/s）　
ρ   ： 空気の密度（kg/m3）

PΤ＝PS＋PV＝PS＋　 ・V2

積載量
（風量）

登坂力
（静圧）

換気扇をダンプカーに例えると、積載量（風量）が多くなると登
坂力（静圧）が下がり、積載量が少なくなれば登坂力（静圧）が上
がるのと同じ。

風量と風圧2

1.·風量

2.·風圧
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3

●換気扇の静圧についてわかりやすくするために、U字
ガラス管を使った例で説明します。

①図Aに示すU字ガラス管に水を入れますと、（イ）と（ロ）
の水柱の高さは同じになります。この現象は大気圧が
（イ）と（ロ）の水面に等しく作用しているためです。一
方図Bに示すように、（ロ）のほうにゴム管を取り付け
て息を吹き込むと、（イ）と（ロ）の水面の高さにa mm
の差ができます。また息を吸い込めば図Bとは逆に（ロ）
の水面が高くなります。

　これは（イ）と（ロ）の水面に作用する圧力に差が生じた
ために起こる現象です。

②密閉した部屋に換気扇を取り付けてU字ガラス管を取
り付けた状態を図Cに示します。この状態で換気扇を
運転しますと、部屋の空気は最初少し外へ出ますが、
すぐに換気しなくなります。そのため、室内の空気圧
が外の大気圧より低くなり、図Bのゴム管を吸い込ん
だときと同じ状態になります。そしてU字ガラス管の
水面の高さにa mmの差ができます。これがこの換気
扇の最大静圧で、風量は0m3/hです。

3

③図Dは図Cの壁に小さな給気口（風の流れの抵抗になっ
ている長いダクトも同じこと）を設けた場合で、この場
合には、給気口から少し外気が流れ込みますが、換気
扇の排気能力を完全に満たすには不足しますので、排
気量は十分ではなく、室内は大気圧よりやや低い状態
となりU字ガラス管の水面の高さはb mmの差（静圧）
になり、その時の風量はb （́m3/h）となります。

3

●送風機の特性をグラフに表す場合、縦軸に静圧（P：
Pressure）、横軸に風量（Q：Quantity）をとり、風
量に対する静圧の曲線グラフ（P-Qカーブ）を書きます。
これをP-Q特性といいます。機種によって特性曲線図、
静圧・風量特性、Q-H特性（Q-Hカーブ）という言い方
もします。

2.·静圧・風量特性

④図Eは図Dよりも十分な大きさの給気口を壁に設けた場
合で、この場合には換気能力を十分に満たすだけの外
気を取り入れることができますので、十分な換気がで
き、室内の圧力はほぼ大気圧に等しくなり、U字ガラ
ス管の水面の高さに差（静圧）がなくなり、そのときの
風量はc（m3/h）です。

1.·U字ガラス管を使った説明

換気扇

換気扇

換気扇

●送風機のエネルギー変換の推移は下図のようになりま
す。

●風のエネルギーを空気出力といい、風圧と風量を乗じ
たものになります。電気エネルギーと同じ単位で表し
ますと

羽根 （風量×風圧）

（電力）

電動機電力（入力） 出力 羽根 空気出力

軸
動
力

M

空気出力 ＝ 風量Q（m
3/h）×全圧PT（Pa）

（kW）

60×60×1000

＝ Q×PT
3600000

（W）＝ Q×PT
3600

●この空気出力をだすために羽根に与えられる回転動力
（羽根負荷）が軸動力であり電動機直結形の場合電動機
出力となります。

軸動力 ＝ 電動機出力 ＝ 空気出力
羽根効率

3.·風量と静圧について

4.·軸動力と空気出力



254

第5章  風の理論
　  風量と風圧　　　風量の測定方法32

風
の
理
論

第
5
章

送風機の風量測定方法は、JIS（日本工業規格）で決められており、有圧換気扇、シロッコファン、斜流ダクトファン、
エアーカーテン等の業務用・産業用換気送風機はJIS·B·8330に測定方法が規定されています。換気送風機の測
定方法にはいろいろありますが三菱換気送風機は、オリフィスと空気槽を用いた方法（オリフィスチャンバー法）
で測定をしていますので、ここではオリフィスチャンバー法について説明します。

＞DC

（A）押込み送風機の場合

（B）吸出し送風機の場合
（単位mm）

（単位mm）

空気そう

空気そう

80

0.5DC ＞5D ＞3D

測定管路

測定管路

＞6D 1 ＞3D ＞3D ＞0.5DC0.5DC

D

傾斜液柱計

傾斜液柱計

供
試
送
風
機

供
試
送
風
機

整
流
金
網

整
流
金
網

接
続
管
兼
整
流
格
子

整
流
格
子

緩
衝
板接

続
管　

補
助
送
風
機

補
助
送
風
機

静
圧
孔

静圧管

気
圧
計

温
度
計

気
圧
計

温
度
計

温
度
計

温
度
計

ダンパー
オリフィス板

（またはピト－管）
（空気量）

オリフィス板
（またはピト－管）
（空気量）

D
C
≧
3D
O

D
C
≧
3
D
O

D
O

D
O

D

D

hn

hn

hs
2

hs
1≒
ht
1

0.
6D
C

DC
1 10

DC13

■試験装置（JIS·B·8330規定）（図5-8）

●供試換気扇をチャンバーに取り付け運転させ、絞り装
置を全閉にします。そのとき、風の流れは全くなく風
量が0で静圧が最大の点（A点、このときの静圧を全閉
圧という）が求められます。次に徐々に絞り装置を開き、
補助送風機を運転させ、中間点（B・C・D点）を求め最
後に絞り装置を全開にし、チャンバー内の静圧が0に
なるまで補助送風機を運転させ風量の最大の点（E点、
この時の風量を全開風量という）を求めます。

　これを図5-9のように結んで静圧・風量曲線（P-Q曲線）
として表します。

　風量はオリフィス前後の圧力差を測定し計算によって
求めます。

1.·測定方法

　オリフィス使用による風量の計算式

■静圧・風量曲線（図5-9）

Q = 3600αnεa

αn ： オリフィス流量係数

a ： オリフィスの開口面積（m2）

ε ： 空気の膨張による修正係数

h ： オリフィス直前直後の圧力差（Pa）
ρ ： 空気の密度（kg/m3）

ρ
2h

Q = 3600αnεa

αn ： オリフィス流量係数

a ： オリフィスの開口面積（m2）

ε ： 空気の膨張による修正係数

h ： オリフィス直前直後の圧力差（Pa）
ρ ： 空気の密度（kg/m3）

ρ
2h

●羽根効率は空気出力に全圧を用いた場合は全圧効率、
静圧を用いた場合は静圧効率といい、一般に効率とは
全圧効率を指します。羽根効率は送風機の形式によっ
て異なり、また、風圧-風量特性（P-Q特性）の風量に対
しても変化します。モータの効率まで含めた効率を総
合効率または送風機効率といいます。

総合効率（ηT） ＝ 空気出力
電動機入力

＝

＝電動機効率（ηM）×羽根効率（ηF）

×
電動機出力
電動機入力

空気出力
電動機出力

風量の測定方法3

1.·オリフィスチャンバー法
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■空調用送風機の例（図5-10）

■有圧換気扇の例（図5-12）

D

L D＜羽根径
L≒D同程度
※寸法が確保できない
　場合はD以上

測定器

補助ダクト

換気扇本体

ウェザーカバーなど

■ダクト（図5-13）
D

4 1
3

1

3

2
5

r

r

2
3 r

給排気グリル

ダクト

現地では試験装置を用いての測定はできませんので、
下記のような方法で簡易的に行います。

①吸込口または吹出口のグリル等の外形に合わせてダン
ボール板等で深さ20〜30cmのダクトを作ります。

②ダクトの口を糸などで等分します。この場合、等分が
多いほど測定風量は正確になります。

③ダクトをグリル等の口に取り付けます。
④送風機を運転し等分したマス目を風速計（熱線風速計
等）を用いて測定します。

　風速V1（m/sec）…Vn
⑤平均風速を求めます。
　
V（m/sec）=

 V1＋V2＋…Vn
    n

⑥ダクトの断面積を算出します。
　断面積A（m2）=L1×L2
⑦風量を求めます。
　Q（m3/h）=60×60×A×V

ダクト

糸

Ｌ2（m）

■ダクト（図5-11）

Ｌ
1（
m
）

本体

①換気扇吸込口の形状に合わせてダンボール板等で図5-12
に示すようなダクトを作り、換気扇に取り付けます。

②ダクトの吸込口に対し図5-13に示す測定点を風速計
（熱線風速計等）を用いて測定します。
　※ 商品サイズが大きい場合は、測定点を多くすることで測定
風量の正確さを上げます。

　風速V1（m/sec）…Vn
③平均風速を求めます。
　
V（m/sec）=

 V1＋V2＋…Vn
                              n

④ダクトの断面積を算出します。

　断面積A（m2）=3.14× 
D2

⑤風量を求めます。
　Q（m3/h）=60×60×A×V

〈測定上の注意事項〉
●測定用のダクトは圧損の加わらない形状、大きさにする。
●測定用のダクトはガムテープ等で風が漏れないように
取り付ける。

●熱線風速計の測定部は風の流れに対して方向性があり
ますので、確認をして測定する。

2.·現地での風量測定方法

4
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三菱の換気送風機に使用している主な羽根は下図の5種類です。羽根にはそれぞれの特長があり、圧力は必要とし
ないが風量を多く欲しい時はプロペラファンを、天井裏などの狭い空間でダクト排気するダクト用換気扇には小
形で圧力の取れるシロッコファンを、といった具合に特長を生かした使いかたをしています。

■羽根の種類（図6-1）

プロペラファン
〈エクストラファン〉

シロッコファン ターボファン 斜流ファン ラインフローファン
��＊当社登録商標

羽根の種類と送風機············································256
送風機の特性·······················································257
送風機の比較回転度············································258
送風機の比騒音····················································258
送風機の比例法則················································259
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■送風機の種類（表6-1）

送風機の特性を表わす特性曲線は横軸に風量をとり縦軸に各風量における風圧、電流、入力、効率、騒音などをとっ
て表わす。
■送風機の種類と特性（表6-2）

送風機の特性2

羽根車の形状 風の流れ 名　　称
相対比較

用　　途
風量 騒音 圧力

輻
流
送
風
機(

遠
心
送
風
機)

前
向
き

風方向は軸に対して直角に、遠心方向
に流れる。

多翼ファン
multiblade fan
(シロッコファン)

中 低 高 小形にして風量・圧力を
必要とする所

後
向
き

ターボファン
turbo fan 少 中 高 比較的風量は少なく・高い

圧力を必要とする所

軸
流
送
風
機

風方向は電動機の軸にそって流れ、旋
回しながら直線的に流れる。逆回転で
風の流れは逆となる。

プロペラファン
propeller fan 多 中 低 圧力は低く・風量を多く

必要とする所

プロペラファン
propeller fan

二重反転ファン
cunter rotation fan

多 中 中 小形で風量を多く・圧力
も必要とする所

斜
流
送
風
機

羽根部の風方向は軸流と輻流の中間、
すなわち軸に対して斜め方向に流れる
が、ケーシングによってファン全体と
しては軸流方向とすることもできる。

斜流ファン
混流ファン
mixed flow fan

中 高 中 風量・風圧をある程度必要
とする所

横
断
流
送
風
機

風方向は軸を横切って流れ、薄い板状
の風が得られる。

横流ファン
貫流ファン
クロスフローファン
タンジェンシャルファン

多 中 低 圧力は低く・偏平な空気
流を必要とする所

M

M M

M

輻　　流
軸　　流 斜　　流 横流

シロッコ ターボ

特性上の
特徴

輻流と
同じ

風量の増加とともに入力が増加する。
最高効率点は、中間風量域にある。

風量0で入力は最大になる。
最高効率点は最大風量近辺にある。

風量の変化に対し入力の変化は少ない。
リミットロード特性がある。

輻流と
同じ

最高（全圧）
効　　　率 45〜60% 70〜85% 50〜85% 45〜75% 30〜40%

比較回転度
（最高効率点） 400〜600 100〜400 1500〜3000 600〜1000 −

比騒音
（最高効率点） 35〜45dB 25〜35dB 40〜50dB 35〜45dB −

騒音L（dB）
回転数N（min-1）

入力P（W）
電流I（A）
静圧P（Pa）

効率η（％）
風量Q（m3/h）

L

N

P
I

η

P-Q

騒音L（dB）

回転数N（min-1）
入力P（W）
電流I（A）

静圧P（Pa）

効率η（％）
風量Q（m3/h）

L

N

P
I
η

P-Q

騒音L（dB）

回転数N（min-1）

入力P（W）
電流I（A）

静圧P（Pa）

効率η（％）
風量Q（m3/h）

L

N
P
I

η

P-Q

（ ）
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●ダクト抵抗など圧力損失が大きくなって静圧・風量特
性の右上り特性域まで風量が減少するとダクト系に空
気の脈動と振動・騒音が発生し、不安定な運転状態に
なることがあります。この現象をサージングといいます。

　換気・空調用送風機では激しいサージング現象は起こ
りにくいのですが、右上り特性域で運転されるような
場合には、風量の変動・電流計の振れ・騒音の増大な
どの弊害が起こり得ますから、この領域での運転を避
けるようにしなければなりません。

1.·サージング ■サージング発生領域（図6-2）
ダクトなどの抵抗
（圧力損失曲線）
サージングが発生
する領域

静圧・風量特性

風量

静
圧

Ns ＝ N×
（PT/9.8×γ）3／4

Q

N ： 回転数（min-1）

Q ： 風量（m3/min）

PT ： 全圧（Pa）

γ ： 気体の比重量（標準空気で1.2kg/m3）

Ns ＝ N×
（PT/9.8×γ）3／4

Q

N ： 回転数（min-1）

Q ： 風量（m3/min）

PT ： 全圧（Pa）

γ ： 気体の比重量（標準空気で1.2kg/m3）

Ks ＝ SPL－10log10Q・
2PT

9.8

 SPL ： 音圧レベル（dB）

Q  ： 風量（m3/s）

PT  ： 全圧（Pa）

効率が最高になる送風機の形式・寸法を決めるためにポンプや送風機では比較回転度Ns（または比速度）が用いら
れます。

●Nsは幾何学的に相以な羽根車については同一であり、
送風機の最大効率点におけるNsの値は形式によって異
なり前項の表に示します。
送風機を選定する場合、風圧と風量が与えられますが、
さらに回転数を騒音、あるいはモータの経済性から決
めて、Nsを求め、このNsの値からどの形式の送風機
が適当か判断するのに最も合理的な方法として利用で
きます。

SPL ＝ Ks＋10 log10Q・
2PT

9.8

●送風機の騒音は風量と風圧が大きいほど大きくなり、
また回転数が大きくなると高周波成分の音の勢力が大
きくなります。

●送風機の騒音は送風機の（風量×全圧2）に比例し、次
式により求めることができます。

　ここでKs：比騒音レベルは送風機の騒音を評価する量
として使われ、「■送風機の種類と特性（表6-2）（257
ページ）」に示すようにファン形状や、大きさによって
異なりますが、相似形状のファンであれば、同一動作
点において一定値となります。この式から低騒音化を
得るには風量よりも風圧を低くおさえることがより効
率的であることがわかります。また、小形で回転数を
高くするよりも、大形にして低回転数にした方が風圧
が低くなり、低騒音となることがわかります。

送風機の比較回転度3

送風機の比騒音4
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同一形式の送風機間には羽根車の主要寸法や回転数と、風量・風圧・軸動力及び騒音の間に簡単な比例関係があり、
基準の特性を基として変化したときの特性が容易に推定できます。
■送風機の比例法則（表6-3）

送風機は次のような用途に使用されています。

■送風機の主な用途（表6-4）

送風機の比例法則5

送風機の用途6

変化内容 変化項目 送風機法則 備　　考

回転数のみ変化 N1→N2

羽根の径のみ変化 D1→D2

空気の重量の変化 γ1→γ2

Q : 風量　　P : 風圧　　L : 軸動力　　dB : 騒音　　γ : 空気重量

Q2 ＝ Q1N1
N2

N1→N2

D1→D2

羽根の巾の変わらない
シロッコファン、
ラインフローファンの場合

γ1→γ2

P2 ＝ P1N1
N2 2

L2 ＝ L1N1
N2 3

P2 ＝ P1D1
D2 2

Q2 ＝ Q1（Qは変わらず）

Q2 ＝ Q1D1
D2 3

L2 ＝ L1D1
D2 5 Q2 ＝ Q1D1

D2 2

L2 ＝ L1D1
D2 4

P2 ＝ P1γ1
γ2

L2 ＝ L1γ1
γ2

dB2 ＝ dB1＋50log N1
N2

dB2 ＝ dB1＋70log D1
D2

用　途 三菱の主な商品名

送風、涼風 エアー搬送ファン、エアースイングファン

サーキュレーション
(温度分布改善) エアー搬送ファン、エアースイングファン

搬送、換気補助 エアー搬送ファン

換気、排熱 有圧換気扇、ストレートシロッコファン、インダクトファン、斜流ダクトファン、片吸込形シロッコファン

　　　　防虫、防塵、
遮断　　外風・熱遮断、
　　　　ゾーニング

エアーカーテン

　　　　　　冷却、
機器組込　　燃焼、
　　　　　　乾燥など

有圧換気扇、片吸込形シロッコファン、ラインフローファン

結露防止 ロスナイ、エアー搬送ファン、ペリメータファン、エアースイングファン

コールドドラフト防止 ペリメータファン

（　　　　　　）
（　　　　）
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●風量は送風機の能力（静圧、風量）を変えるか、空気の
風路の抵抗を変えれば変化させることができます。

●図7-1のように、一つの風路に送風機を置いた場合を
考えると、送風機の静圧・風量曲線（P-Q曲線）と風路
の抵抗（圧損）曲線の交点が得られる風量となります。
風路の抵抗曲線は風速（風量）の二乗カーブとなります。

●今、送風機の静圧・風量曲線を○A 、風路の抵抗を①と
すると、風量はその交点のQ1となります。このQ1を
Q2に減らしたい場合を例にとると送風機の静圧・風量
曲線を○B の能力に下げれば○B と①の交点Q2に風量は減
ります。

　もう一つの方法として風路の抵抗曲線をダンパーなどで
絞って②まで上げれば○A との交点で、やはりQ2に風量
を減らすことができます。（軸流ファンは静圧が高くな
ると動力が増加するためダンパー制御は不向きです）

送風機の使用目的によっては風量あるいは風速の調整が必要となります。その方法にはいろいろありますが用途、
目的、経済性などを考慮して最適なものを選ぶ必要があります。

■送風機の風量制御（図7-1）
送風機 ダンパー

送風機の静圧・風量曲線

A

B

風路の抵抗曲線

静
圧

風量

Ps2

Ps1
Ps3

Q1Q2

①

②

風量制御の考え方················································260
風量制御法···························································261

1

2

送風機の制御センサー········································261
1. 温度センサー ············································································261
2. 湿度センサー ············································································261
3. 結露センサー ············································································261
4. 半導体ガスセンサー ································································262
5. 人感センサー ············································································262
6. 差圧センサー ············································································262

3

風量制御の考え方1
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●湿度センサーの一種で水分センサーとも呼ばれます。換気扇で使用しているものは高分子系で、吸湿性樹脂であるナイロ
ン樹脂に炭素粉を含浸させたものであり、樹脂分の吸湿膨潤による炭素粉間隔の変化を電気抵抗値として検出します。こ
の電気抵抗値は相対湿度90％付近から急激に変化する特性を有しています。

送風機の風量、風速を調整する方法として、送風機自体で行う方法と、風路で行う方法がありますので下記にそ
の方法を記します。

送風機コントロール

風路抵抗コントロール

回転数制御

ON－OFF制御（台数制御）
ダンパー制御

外部制御

内部制御

電圧制御※1

周波数制御※2

プーリー変速
速調巻込※3

Y－Δ切換（三相モータ）
極数変換※4

位相制御
スライダック制御
トランスタップ電圧切換

※1. 電圧制御
　　 電動機の出力やトルクは一次電圧の二乗に比例するので一次電圧を変えることにより回転数が制御できます。
※2. 周波数制御
　　 電動機の回転数は周波数によって回転数が変わります。そこでインバータなどの周波数変換装置を使えば速度制御できます。
※3. 速調巻込
　　 電圧制御と同様な方法で回転数を変えようとするものです。電動機のステータ巻線に速調巻線を施したものです。
※4. 極数変換
　　 速調比が1：2、2：3などのように単純な速度変換の場合に利用されます。

風
量
制
御
法

換気送風機には、必要なときに必要なだけ自動換気するため、別売部品の各種センサーが準備されています。
センサーとは、物理量や化学量を信号処理が可能な電気量に変換するデバイスで、物理量や化学量の検知、検出、
判別、計測などの機能を備えた装置あるいはシステムということができます。人間でいえば五感に相当するもので、
センサーを使うことにより人間の負担を軽減させることができます。

●温度センサーはセンサーの中でも最も歴史が古く、広く用いられています。換気扇の別売部品で使用しているものは、半
導体温度センサーの内のサーミスタであり、半導体の抵抗が温度上昇とともに著しく変化する特性を利用したものであり、
設定温度以上になったとき運転するようになっています。

　使用機種： 温度スイッチ 

●換気扇の別売部品で使用している湿度センサーは高分子系のものであり、感湿材の吸脱湿により抵抗値が変化する特性を
利用したものであり、設定湿度以上になったとき運転するようになっています。

　使用機種：湿度スイッチ

1.·温度センサー

2.·湿度センサー

3.·結露センサー

風量制御法2

送風機の制御センサー3
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●SnO2やZnOなどの酸化物半導体が、ある種の雰囲気に触れると電気抵抗や仕事関数が変化する性質を利用したもので、
特定の気体成分（主に還元性ガス）を検知あるいは定量するセンサーを半導体センサーといいます。半導体ガスセンサーに
は電気抵抗式と非電気抵抗式とがあり、換気扇、ロスナイでは電気抵抗式のものを使用しています。

●人感センサーは温度センサーの一種であり、焦電型赤外線（温度）センサーともいいます。焦電センサーは人体から放射さ
れる赤外線を焦電体で受け、焦電体の表面電荷の変化から人体の温度を熱的に検知し、運転するようにしたものです。

●風路内の圧力差（風量差）を検知し、モータに信号を送りモータ回転数制御を行います。
　外部環境の変化に左右されない定風量換気などを実現します。

4.·半導体ガスセンサー

5.·人感センサー

6.·差圧センサー
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第8章  騒音・振動
　  騒音1

●音とは、鐘や太鼓のように物が振動するときに出てく
るもの（音波※という）で鐘や太鼓のように振動する物
体を音源といいます。ここから発生するエネルギーが
空気中を伝わって我々の耳の中に入り、鼓膜を振動さ
せたとき、初めて我々が音として聞くことができます。

●媒体が空気で、我々の聴覚に感じられるものを一般的
に音といいます。

●音はその周波数の大小による高低のほか、周波数の微
妙な組み合わせや強弱による音色など、多種多様の変
化があります。また、人間の活動の中では情報の伝達
手段であったり、音楽その他芸術・芸能や、豊かで快
適な環境を保つためにも必要なものであります。他方、
騒音のように社会の活動に伴い必然的に発生し周囲の
住民にとって不快であったり、更に健康に対して悪影
響を及ぼすものでもあります。

騒音とは「望ましくない音、たとえば音声・音楽などの伝達を妨害したり、耳に苦痛・障害を与えたりする音」と
JISでは定義しています。この定義は、騒音を物理的な量として捉えるのではなく主観的な感覚で表現しています。
また、騒音はこれを受ける側にとって問題となるのは、騒音の大きさが物理的な音の強さのみによるものではなく、
人間の聴覚で感じられる騒音の喧しさによる点であり、受ける側の置かれた周囲の状況や、音の種類などによる
極めて複雑な要素の組み合わせからなっています。

※音波は、媒体（固体、液体、気体）の中を伝わる疎密波また
は濃淡波

C：音速（m/s）
t ：温度

1.·大気中の音波の速度

●音の高低は振動数により変わり、振動数が多い音を人
間の耳では高く、振動数の少ない音を低い音として感
じます。この振動数c／ sを周波数Hzと呼びます。

　可聴周波数は約20〜20000Hz程度で、通常の音は
種々の周波数の合成されたものです。

2.·音の高低

●音は均一な密度の中では直進し、反射面に当たった音
は入射角と同じ反射角で反射しますが密度が変わると
密度の高い方へ屈折します。昼間は地面が熱せられ地
表面の空気の密度は上空より低くなり、一方夜間は逆
に地表面の空気の密度は高くなります。これは昼間は
上方に発散した音が夜間は聞き取りやすく、また遠く
まで聞こえるようになる現象で理解ができます。

3.·音の密度
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●音が一方向に進行する場合これに直角な平面内の単位面積を単位時間に通り抜ける音のエネルギーの量をいい、単位は
W/m2で表わします。人間の聞き得る音の強さは、最小で10-12W/m2、最大では10W/m2内外と言われています。音の
強さを直接測定することは困難であり、一般的には音圧※を測定して音圧レベル（dB）で表わします。平面波の場合はこれ
が音の強さのレベルに等しく、一般の場合も音圧レベルで音の強弱を比較するのが普通です。

※音圧とは、音による空気中の交流的な圧力の変化分のことで単位はN/m2で表す。

●人間の耳に感じる音の大きさは、その音の強さと周波
数によって異なり、純音（1000Hzの音）に対しては図
8-1のような関係にあります。人間の耳が感じ得る周
波数20Hz位から1500Hzまでについて1000Hzの音
と同じ大きさに感じられる音の強さを周波数ごとに実
験的に求め、これらの点を結んだのが音の大きさの曲
線で1000Hzの音圧レベルの数値で表わして、ラウド
ネスレベル（Loudness  level）といい、単位をフォン
（phon）で表わします。例えば、60の曲線に乗る点は
全て60フォンに感ずるのです。音圧レベル（dB）と音
の大きさのレベル（phon）との関係は、純音の場合、
図8-1のISOの聴感曲線（等ラウドネス曲線）と呼ばれ
るもので表されます。平均的に人間は1000Hz以下で
は 音 の 強 さ の わ り に 小 さ く 感 じ、2000Hz 〜
5000Hzでは大きく感じる傾向にあります。人間の聴
感は低い音に対して鈍いといえます。

■聴感曲線（等ラウドネス曲線）（図8-1）

●騒音測定にはサウンドレベルメータ（騒音計）（JIS C 
1509）が使用され、それによって測定された値を騒音
レベルと呼び単位をdBで表します。

●サウンドレベルメータ（騒音計）は図8-2のような3つの
特性（A特性※1、C特性※2、Z特性）を持ち、聴感補正が
されています。A特性で測った値を測定値dB（A）、C特
性で測った値を測定値dB（C）といいます。

　実際に取り付けた状態で騒音測定した値には、機器運
転による音と暗騒音※3、反響音が入っています。

　　※1 A特性は低い音を人間の聴感相当に補正した音
　　※2 C特性は高い音、低い音を少し補正した音
　　※3  暗騒音： 対象とする音のないときにすでにその場所で

発生している騒音をいう。

●住宅用換気扇の騒音測定法はJIS C 9603（換気扇）で
決められており、無響室で前方、左、右1mの3点で人
間の耳に最も近いA特性で騒音測定を行い、それを平
均した値が騒音値となりカタログ等に表示されていま
す。

  有圧換気扇はJISを参考にして、それぞれ1.5mの地点
で測定しています。

●代表的な機種の騒音測定位置を図8-3に示します。

■周波数基準レスポンス（図8-2）

A

C

Z

2.·音の強さ

3.·音の大きさ

4.·騒音の測り方



265

第8章  騒音・振動
騒音1

騒
音
・
振
動

第
8
章

●人間の耳は周波数により感じかたが異なるといわれて
いますが、換気送風機から発生する音も一つの周波数
だけでなく、いろいろな周波数のものが異なった大き
さで出ています。

●経済的な音響設計を行うには周波数分析が必要です。
周波数分析にはオクターブバンド分析、1/3オクター
ブバンド分析や連続周波数分析があります。オクター
ブバンド分析は図8-4のNC（Noise Criteria：騒音基
準）曲線に表示されます。NC曲 線は、米国の
L.L,Beranekが提案した騒音のためのもので、会話の
難易などをもとにして決められたオクターブ周波数バ
ンドごとの音圧レベル許容値を示す曲線で、騒音の許
容値を周波数分析の結果から与えるようにしたもので
す。

●次ページ図8-6は身近にある騒音の例で、これにより
騒音レベルの程度を知ることができます。

2.5m、3m

■NC曲線（図8-4）

■連続周波数分析（図8-5） ■部屋の用途に対する許容騒音値レベルとNCの値（表8-1）

■送風機の騒音測定位置（図8-3）

5.·音の周波数分析

部屋の用途 dB NCの値 部屋の用途 dB NCの値

放送スタジオ 25 15〜20 映画館 40 30

音楽ホール 30 20 病　院 35 30

劇場（500席程度） 35 20〜25 図書館 40 30

教　室 40 25 小事務室 45 30〜35

会議室 40 25 レストラン 50 45

アパート 40 25〜30 体育館 55 50

ホテル 40 25〜30 大事務室 50 45

住宅（居室） 40 25〜30 工　場 70 50〜
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■事務所の騒音限界の推奨値（表8-2）

■騒音レベルとその場の感じ（図8-6）

製罐

鍛造、リベット打ち、さく岩

粉砕機
エンジン、大形モータ

騒 し々い工場

普通の機械工場
計算機室

タイプ室

多人数

少人数

地下鉄

高架電車

乗用車

商工業地

郊外

静かな夜中

（dB）

130　

120　

110　

100　

90　

80　

70　

60　

50　

40　

30　

20　

10　

0　

　　　　　　　　　　　（その場の感じ）

耳のとう痛感

耳をろうするばかり

耳をおおいたくなる

目の前の人と話ができない

よほど声をはりあげないと話ができない

意識的に声を大きくして話す

うるさい感じだが普通に会話ができる

ザワザワといつも音が耳について落ち着かない

静かではあるが、音からの開放感がない

静かな落ち着いた感じ

シーンとした感じ

飛行機のエンジン近く
自動車の警笛（前方2m）、
ジーゼルハンマー（10m離れた地点）
電車が通る時のガードの下

大声による独唱、騒 し々い工場の中

地下鉄の車内、電車の中

電話のベル

騒がしい事務所の中、普通の会話

普通の事務所の中

図書館の中

柱時計の振子、ささやき声

木の葉の触れ合う音住  

宅  

地

会　
　

話

交
通
機
関

オ
フ
ィ
ス

工　
　

場

●換気送風機を据え付けた部屋で音を測定すると、カタログに記載されている値より一般的に高くなります。これは、カタ
ログ値が無響室で一定の運転条件で測定した値であり、実際の音は暗騒音、反響音を含んで測定したり、異なる運転条件
で測定することによる違いで高くなります。

①反響騒音
　送風機を据え付けた部屋の壁や天井が反響しやすいものであったり、部屋が小さいと騒音が大きくなります。
②ダクト内の発生騒音
　ダクト系に送風した場合、ダクト直管部、曲管部、分岐部、断面変化部、流量制御装置、ベーン、吹出し口、吸込み口、
消音器等で、気流・静圧およびダクト壁の振動により騒音を発生します。

③室間漏話（クロストーク）   
　直接機器から発生する騒音以外に、共通ダクトで2室間が結ばれているとき、1室の騒音が他の部屋にダクトを通して伝わ
る室間漏話によるものがあります。

1.·騒音の発生源

6.·据付場所・据付方法と騒音

NC曲線 環··境··状··態 適　　用

NC20〜30
非常に静かな事務所
電話は満足して使用できる
長時間の会議に適する

高級事務室
50人用会議室

NC30〜35

静かな事務所
5m離れて会話に満足
普通の声で3〜10mとどく
電話は満足して使用できる

事務所個室、準個室
レセプションルーム
20人用会議室

NC35〜40
2〜2.5m離れたテーブルで会話できる
電話は満足して使用できる
普通の声で2〜4mとどく

中位の大きさの事務室
工場事務室

NC40〜50
1.2〜1.5m離れたテーブルで会話できる
電話は場合によりやや困難を感ずる
普通の声で1〜2m、大声で2〜4mとどく

大きな設計室
製図室など

NC50〜55
2、3人以上の会話は不満足
電話はやや困難
普通の声で0.3〜0.6m、大声で1〜2mとどく

書記室（タイプライタ）
計算室（事務機械室）
複写室など

NC55以上
非常に騒がしい
事務所環境に不適
電話は困難

どのような事務室にも不適
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●送風機で発生した騒音のうち、ダクト内に入射した騒
音はダクト系固有の減衰能力により減衰したり、ダク
ト側壁を透過して減少しますが、一方でダクト系各部
での気流による発生騒音が加えられたり、ダクト側壁
を通してダクト内に侵入した騒音により増加します。
吹出し口、吸込み口の発生騒音は、そのまま室内に放
射され、これらにより決まる室内の音圧レベルが、そ
の部屋の許容騒音レベルを超えるときに消音装置が用
いられます。吹出し口、吸込み口で発生した騒音が大
きい場合は、発生音の小さい形式にするか、流速を下
げる必要があります。

●消音器には、吸音、反射、共鳴によって消音するもの
およびこれらの作用を組み合わせたものなど各種の形
式があり、必要減衰量の特性によってこれに適合する
特性の消音器を選択し、組み合わせを行います。

1.·消音器

〈消音器の種類〉
①吸音材内張りダクト
②スプリッタおよびセル型消音器
③消音エルボ
④空洞型消音器（消音ボックス）
⑤共鳴器型消音器
⑥消音チャンバー
⑦アクティブ消音器
⑧変形セル型消音器
⑨分岐チャンバー型消音器
⑩グラスファイバーダクト
⑪消音フレキシブルダクト

■各種消音器の減衰特性（図8-7）

①試料内容
　機種：EG-45DTB3

②測定条件
  試験電源：200V　60Hz
  測定場所
  無響室 ......................騒音試験室
  コンクリート室 ....... 435cm×370cm×380cm

（鉄製扉以外全面コンクリート）
  機械工場 .................. 工具工場 

（コンクリート床、スレート天井）
  一般作業場 .............. 試験室 

（コンクリート床、コンクリート天井）
  会議室 ...................... 440cm×364cm×251cm

（コンクリート床、コンクリート天井）
  測定器 ......................リオン製　NA-20A
  据付方法 ..................木枠据付
  測定方法 ..................下図

2.·有圧換気扇の測定場所の違いによる騒音値（実験結果）
③測定結果

7.·騒音対策

測定場所 闇騒音
dB（A）

3点平均測定値
dB（A）

無響室との差
dB（A）

無　 響　 室 25以下 49 ー

コンクリート室 33.2 58.8 +9.8

機 械 工 場 65.5 62.2 +13.2

一 般 作 業 場 51.5 56.7 +7.7

会　 議　 室 40 58.2 +9.2

※本データは取り付け台を使用して測定したもので、かつ測定
位置もカタログ表示と異なります。

※上記測定結果は目安です。実際の使用状態では異なります。
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●音は反響があると大きくなります。これは直接伝わる
音と反射してくる音とが合成されるためです。

　2つ以上の音が一緒に聞こえてくる場合の音の大きさ
は次の式で表されます。

　これをもう少し簡単にするために2つの音の合成につ
いて説明します。

　下のグラフは、2つの音の差から求めた値を大きい方
の音に加えて求める方法です。

1.·騒音の合成

0
0 2 4 6 8 10 12 14

0.4

0.8

1.2

1.6

2.0

2.4

2.8
3.0

大
き
い
音
か
ら
の
加
算
値

（
dB
）

音圧レベルの差　（a1 - a2）dB

a1＞a2として
a1とa2のデシベルの和は
a1 - a2に相当する加算値を
a1に加えて得られる

　例えば、40dBと45dBの2つの音が合成したときの大
きさは、その差が5dBだから45dBに約1dB（正確に
は1.19dB）を加えた46dBとなります。

　また、3つ以上ある場合には、下図のように2個ずつ順
次合成していきます。

40dB 45dB 42dB 46dB

50.5dB

43dB

46 +1

47.5 +1.5

49.5 +2

+1

●音は音源から離れれば離れるほど小さく聞こえます。
その音の大きさは次の式で求められます。

2.·音の減衰

SPL=PWL−10logS

SPL ：音源よりの距離 r 点の音の大きさ
PWL ：音源の強さ
S  ：音源よりの距離 r の音の通過面積

SPL ＝ 10log  log-1         ＋ log-1         ＋　　＋ log-110
SPL1

10
SPL2

10
SPLn

＝ 10log  10      ＋ 10      ＋　　＋ 1010
SPL1

10
SPL2

10
SPLn

　カタログ表示の音の大きさを基に、ある距離の点の音
の大きさは

　SPL1： カタログの騒音値（音源よりの距離 = r1）
　SPL2： 求めたい点の騒音値（音源よりの距離 = r2）
　これにより

SPL2=SPL1＋10logS1−10logS2

=SPL1＋10log  S1

　音の通過面積Sは自由空間の場合半径rの球面、壁面取
り付けの場合半径rの半球面になるから

  S（球面）=4πr2
  S（半球面）=2πr2
　これにより次の式で求められます。

  〈注意事項〉
　実際の場合は自由空間では壁面や床面より音の反射が

　あるので　　　　　　　　　　　　 　 程度と見た方

が良く、減衰量は上表の半分程度で考えた方が良いと

いえます。

SPL2 ＝SPL1＋10log

         ＝SPL1＋20log
r2
r1 2

r2
r1

1.5m
40dB
SPL1音源

PWL

3m
SPL2

■自由空間における減衰表（表8-3）

※カタログ値騒音1.5m距離表示の場合

SPL2＝SPL1＋10log��r1

SPL1�=PWL−10logS1
SPL2�=PWL−10logS2

　例えば、下図のように自由空間において、1.5m後方で
40dBの音は3m後方では、

  SPL2=SPL1+10logS1−10logS2
=SPL1+10log4πr12−10log4πr22

=40+20log   r1

=40+20log0.5=40−6=34dB

−

−

−

8.·音の合成と減衰

音源からの距離(m) 1.5 2 3 3.5 4 4.5 5 5.5 6

距離の比減衰量(dB) 0 2.5 6 7.4 8.5 9.5 10 11 12

S2

r2

r2
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送風機、圧縮機、ポンプなどのように回転運動をする部分があると、バランスが適正でない場合には振動を発生し、
その振動の状態がある限度を超えると人に不快感を与えます。
振動のレベルによっては、振動が空気に伝搬し騒音の原因となったり、関連部分が共振し破損するなどの問題を
起こすことにもなります。
このような振動の害を防止するための防振対策として
①振動源の加振力を減少させる。
②共振を避ける。
③振動源からの振動が他へ伝達しないよう遮断する。
などの手段があり、一般的には防振対策というと③を指しますが、基本的にはその振動源により近い部分の対策
をすることが、より効果的な対策となります。

①回転体のアンバランスによるもの
②送風機振動の伝搬
　送風機には、モータの回転などによる微妙な振動があり、この振動が壁や天井などの据付部から建物へ伝搬し、また送風
ダクトがあればダクトへも伝搬します。

③共振
　送風機の振動が壁や天井の固有振動数と一致すると非常に大きな振動が発生します。このような現象を共振といいます。
共振状態が続くと送風機自体や取付ボルトが破壊します。

④据付部の振動
　外力による送風機据付部の振動によるもの。
　外力による振動は電動機軸受の寿命を短くしたり、羽根を破損させたりします。

①特にダクトは伝搬しやすいので大形送風機ではたわみ継手（キャンバス継手）を使用するなどして処置をします。
②埋め込みボルトからの建物への伝搬は防振吊金具などを使用し処置をします。
③据え付けに際しては、補強材を使用するなどして確実な据え付けを行います。
④大形送風機の設置には防振架台を使用します。

●1.5mの点の騒音値が41dBの換気扇を下図のように設
置したときのA点の騒音を求めます。

　換気扇を運転しないときのA点の暗騒音を35dBとしま
す。

3.·騒音の合成と減衰の計算例

12m

A点

6m

3m

①

③

②

　●換気扇①〜③のそれぞれのA点の騒音は
  SPL ①=41+10log　　 =41−9=32dB

  SPL ②=41+10log　　 =41−6=35dB

  SPL ③=41+10log　　 =41−3=38dB

32dB
40.5dB
39.8 + 0.7

39.8dB
38 + 1.835dB

38dB

41.6dB
40.5 + 1.135dB

40.5dB

●換気扇①～③の合成騒音は、

換気扇3台を運転したときのA点の騒音は
40.5dBになります。

●周囲騒音との合成騒音は、

A点での騒音は41.6dBになります。

振動2

1.·振動源

2.·振動対策

−

−

−

1.5
12
1.5
6
1.5
3
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●主な振動は、回転体のアンバランスによるものでその周波数は、回転数の周波数です。

※駆動機側の振動が送風機に影響をおよぼすことがあるので、軸継手については十分注意する。
※全振幅a（μm）と振動速度v（mm/s）の関係は、次のとおりである。

■振動の許容値（参考）JIS B8330より（図8-8）

400

200

100

60

20

10
8

6

4

2
300 500 1000 2000 4000 10000 20000

不可

a 

全
振
幅

（μm）

優

良

可

n 回転数（min-1）

（軸受箱上において）

V＝15mm/s 
6mm/s 

2.5mm/s 

v ＝  ＝ 
aω
2×103

aπn
6×104

ここに　ω ： 角速度 ＝  （rag/s）
2πn
60

3.·送風機の振動
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●送風機に使用される電動機は一部を除いて次のとおり
です。

　● コンデンサー始動単相誘導電動機 
100V（200V）50Hz,60Hz

　● 3相誘導電動機 
200V（400 - 440V）50Hz,60Hz

●電動機の形式は一般的に次の仕様で分類されます。

　●保護方式…全閉形、防雨形など

　●冷却方式…自冷形、自力形、他力形など

　●定　　格…連続定格、短時間定格など

　●絶縁種…E種、F種など

●交流電動機の場合、極数には2,4,6,8,…20極などがあ
ります。

●電動機の同期速度は右式のように極数・周波数によっ
て変化します。

●電動機のスベリとは、計算によって決まる同期速度と
実際の回転数の比率のことをいいます。

●送風機のスベリは一般の汎用誘導電動機より大きく、
5〜25％位の範囲になっています。

同期速度＝ 120f（ r/min）p

f：周波数　 p：極数

スベリ ＝ 同期速度－回転数 × 100％
同期速度

同期速度＝ 120f（ r/min）p

f：周波数　 p：極数

スベリ ＝ 同期速度－回転数 × 100％
同期速度

同期速度＝ 120f（ r/min）p

f：周波数　 p：極数

スベリ ＝ 同期速度－回転数 × 100％
同期速度
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入力·······································································272
効率·······································································272
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●ファン用電動機の場合、それぞれ特定の羽根の特性（負
荷）に必要な出力範囲で使用できるように設計されてい
るため一般汎用電動機のように他の負荷の組み合わせ
はできません。

●図9-1は、送風機（プロペラファン）と組み合わせた場
合の電動機の特性を表わします。送風機の使用ポイン
トにより電動機の出力が異なってきます。

●公称出力について
　カタログや商品仕様書に表示されている公称出力はお
およその目安、ランク付けのために表わしており、厳
密な意味を持っておりません。

　有圧換気扇などプロペラファンは入力値が公称出力よ
り低い値になっているものが多くあります。これは、
カタログや仕様書などの表示入力が静圧0Pa（開放）の
最小負荷運転のものであり、使用可能な最大静圧（最大
負荷）での運転では公称出力に近い出力になります。

　また、50Hzと60Hzでは電動機のスベリが少ない場合
は必要な電動機出力が30%程度違うため、50Hzでは
最大負荷運転でも公称出力より低い出力で運転するこ
とがあります。

●消費電力ともいい、実際に消費する電力量です。

●効率は電動機の種類、容量、運転回転数（スベリ）によっ
て異なります。一般にコンデンサー永久分相単相誘導
電動機で0.3〜0.7、3相誘導電動機で0.4〜0.8程度
です。

■プロペラファンの場合（図9-1）

　　N1：開放圧の場合の電動機の回転数
　　N2：圧力をかけた場合の電動機の回転数
　　T1：開放圧の場合の電動機の発生トルク
　　T2：圧力をかけた場合の電動機の発生トルク
　　P1：開放圧の場合の電動機の出力
　　P2：圧力をかけた場合の電動機の出力
　すなわち
　　N1〜N2
　　T1〜T2　　この範囲で送風機用電動機は使用されます。
　　P1〜 P2

電動機効率（η）＝ 出力（W）
入力（W）

出力3

入力4

効率5
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力率（φ）＝ 入力（W）
皮相電力（VA）

皮相電力（VA）=　 3  × E × I （3相の場合）
皮相電力（VA）= E × I （単相の場合）

  E ： 電圧（V）
  I ： 電流（A）

●保護方式の分類は「人体および固形異物に対する保護」
と「水の浸入に対する保護」を各々ランクに分けそれら
の組み合わせにより保護方式の表示を行います。

　表示は右のように記号で表わします。（JIS C4034-5
による）

文 字 記 号

第1数字記号
（表9-1）

第2数字記号
（表9-2）

IP 4 4

■第1数字記号で示す保護の程度（表9-1）

●カタログの電流値と入力値から算出できます。
●力率は電動機の種類、運転回転数（スベリ）によって異
なります。一般にコンデンサー永久分相単相誘導電動機
で0.7〜1.0、3相誘導電動機で0.5〜0.85程度です。

　3相回路の場合、力率を改善するための進相コンデン
サーが回路に挿入されることがあります。

力率6

保護方式7

第1
数字記号

保護の程度

概　　要 定　　義

0 保護を施していない回転機
（無保護形） 特別の保護を施していない構造

1
50mm超過の固形異物に対して保護を
施した回転機

（半保護形）

手の甲のような人体の大きな表面が、外被内部の導電部分または回転部分に偶
然に、または不注意に接触したり接近したりしない構造（ただし、故意の接近に
対しては無保護）
直径50mm超過の固形異物が侵入しない構造

2
12mm超過の固形異物に対して保護を
施した回転機

（保護形）

80mm長さを超えない指または類似物が、外被内部の導電部分または回転部分
に接触したり接近したりしない構造
直径12mm超過の固形異物が侵入しない構造

3
2.5mm超過の固形異物に対して保護を
施した回転機

（閉鎖形）

直径2.5mmを超える道具やワイヤが、外被内部の導電部分または回転部分に接
触したり接近したりしない構造
直径2.5mm超過の固形異物が侵入しない構造

4
1mm超過の固形異物に対して保護を施
した回転機

（全閉形）

直径1mm超過のワイヤまたは小薄片が、外被内部の導電部分または回転部分に
接触したり接近したりしない構造
直径1mm超過の固形異物が侵入しない構造

5
じんあい（塵埃）に対して保護を施した
回転機

（防じん形）

外部からの物体が、外被内部の導電部分または回転部分に接触したり接近したり
しない構造
じんあいの侵入を極力阻止し、たとえ侵入しても正常な運転に支障がない構造
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■第2数字記号で示す保護の程度（表9-2）

●参考　回転機によく使用する保護方式を、次に示します。

第2
数字記号

保護の程度

概　　要 定　　義

0 保護を施していない回転機
（無保護形） 水の浸入に対して特別の保護を施していない構造

1
落下する水滴に対して保護を施した回転
機

（防滴形1）
鉛直方向に落下する水滴によって有害な影響を受けない構造

2
鉛直から15 °以内に落下する水滴に対
して保護を施した回転機

（防滴形2）

通常の設置方向から15°まで機械を自由に傾けた場合に、鉛直方向に落下する
水滴によって有害な影響を受けない構造

3 散水に対して保護を施した回転機
（防雨形）

鉛直から60°以内の角度で落下する散水状態の水によって有害な影響を受けな
い構造

4 飛まつに対して保護を施した回転機
（防まつ形） いかなる方向からの飛まつによっても有害な影響を受けない構造

5 噴水流に対して保護を施した回転機
（防噴流形） いかなる方向からのノズルによる噴流によっても有害な影響を受けない構造

6 波浪に対して保護を施した回転機
（防波浪形）

波浪または強力なジェット噴流によっても有害な影響を与えるだけの水が機内
に浸入しない構造

7 浸水に対して保護を施した回転機
（防浸形）

規定の水圧、時間で水中に浸したとき、有害な影響を与えるだけの水が機内に
浸入しない構造

8 水中の使用に対して保護を施した回転機
（水中形）

製造業者が規定した条件下の水中で、連続的に運転できる構造
　※備考
　　通常、これは回転機が密封されていることを意味するが、運転に支障のな
　　い程度の水の浸入を認める場合もある。

第1
数字記号

第2数字記号

0 1 2 3 4 5 6 7 8
無
保
護
形

防
滴
形
1

防
滴
形
2

防
雨
形

防
ま
つ
形

防
噴
流
形

防
波
浪
形

防
浸
形

水
中
形

0
(無保護形)

1
(半保護形) IP12

2
(保護形) IP21 IP22 IP23

3
(閉鎖形)

4
(全閉形) IP44

5
(防じん形) IP54 IP55
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●電動機の絶縁階級にはA,E,B,F,H種などがあり、それぞ
れの温度限界は表9-3のとおりです。

●三菱の換気送風機の標準品は一部を除いてE種絶縁です。
●電動機の使用可能な周囲温度は、

  で決まります。

■絶縁階級と温度限界（表9-3）

電動機の周囲温度上限＝温度限界−電動機の温度上昇限度

●絶縁階級だけで判断すると、階級をアップすれば、周囲温度もアップ可能ということになりますが、実際には、固定子絶
縁以外の部品（例えば、軸受グリース、コンデンサー、電源コード、羽根など）の使用温度限度により規制されます。例えば、
表9-4の産業用有圧換気扇E種で周囲温度50℃のものをH種にすると、周囲温度=温度限度165℃（H種）ー温度上昇限度
65K=100℃可能となりますが、軸受のグリースを高温用にしても周囲温度は80℃程度が限界です。

■換気送風機の絶縁階級と周囲温度（表9-4）

●電動機の温度上昇は、電圧変動および風圧の変動によって変わってきます。したがって送風機の使用条件に注意する必要
があります。

●温度上昇は電圧変動に対しては図9-2のような傾向を示します。また、風圧変動に対しては機種によって異なりますが、
図9-3、図9-4のように変化します。

　図9-3、図9-4の静圧・風量曲線で、使用不可の領域が輻流では右側、軸流では左側にありますが、それは電動機の回転
数が下がると熱を多く発生する特性を持っているからです。

温
度
上
昇 回転数

使用不可

P-Q

限界温度 温度

P

Q

温
度
上
昇

回転数

使用不可

P-Q

温度限界温度

P

Q

温
度
上
昇

定格電圧
電圧��V

■電圧変動と温度上昇（図9-2） ■輻流・横断流送風機（図9-3） ■軸流送風機（図9-4）

絶縁階級と周囲温度8

絶縁階級 絶縁許容最高温度（℃） 温度限界（抵抗法）（℃）

A種 105 100

E種 120 115

B種 130 120

F種 155 140

H種 180 165

絶縁階級 温度限界（℃） 電動機の温度上昇限度（K）電動機の周囲温度上限（℃）

E種 115 65 50

温度上昇9



276

第9章  電動機
　  保護装置10

電
動
機

第
9
章

●送風機の電動機の焼損保護には
　1. 電源回路の電流値を感知する…モータブレーカ・電磁開閉器（電磁接触器とサーマルリレーの組み合わせたもの）
　2. 電動機内部の温度を感知する…サーマルプロテクター・温度ヒューズ
　の方法が多く用いられるので概要を簡単に説明します。
●また、電気設備の技術基準を定める内線規程にも電動機の過負荷保護装置についての記述がありますので紹介します。
（277ページ参照）

●右図のように保護の仕方は汎用電動機の場合と同じで
す。

　〈注意事項〉
　汎用電動機は、定格出力時の電流値が定格電流値であ
り、この値でモータブレーカ・電磁開閉器を選択する
のに対し、送風機用電動機は使用可能電流値の値を基
準に設定電流を決めます。カタログなどに最大負荷電
流として数値を記載しています。（エアーカーテンなど
は電流値）公称出力を基準に設定できません。

10 30 60 100 300 200％600 100

0.01秒

0.05秒

1秒

10秒

1分

10分

1時間

送風機用モータの特性

電流値（モータブレーカ・電磁開閉器の定格電流値に対する％）

モータブレーカ・電磁開閉器の特性

時
間

●バイメタルを利用したもので通常接点は閉じていて、
設定温度になると接点が開き電動機を停止させます。
そして、安全な温度まで下がると接点は自動的に閉じ
て電動機を再起動させます。通常コイルに取り付けら
れています。

1.·サーマルプロテクターによる方法

●比較的小容量のモータに使用しています。
　単相モータに使用しています。
　温度ヒューズが溶断して電動機を停止させます。

2.·温度ヒューズによる方法

●PTCサーミスタ（電気抵抗体）、サーモカップル（熱電
対）などによる方法があります。

3.·その他

サーマルプロテクターまたは温度ヒューズ

コイル

コンデンサー

サーマルプロテクターまたは温度ヒューズ

サーマルプロテクター

■サーマルプロテクターの取付位置（図9-5）

■単相誘導電動機（図9-6）

■三相誘導電動機（図9-7）

保護装置10

1.·電源回路の電流値を感知する方法（モータブレーカ・電磁開閉器）

2.·電動機内部の温度を感知する方法
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·［参考］·内線規程（JEAC8001-2011）3705−5·
3705−5·電動機の過負荷保護装置などの施設（対応省令：第65条）

1.  電動機には、焼損防止に有効な電動機用ヒューズ、電動機保護用配線用遮断器、熱動継電器（サーマルリレー）、誘
導形継電器、静止形継電器などの電動機用過負荷保護装置を用いるか、過負荷の警報を発するような装置を用いるこ
と。ただし、次の各号のいずれかに該当する場合は、この限りではない。（解釈第153条）

　①電動機自体に有効な過負荷焼損防止装置がある場合
　②電動機巻線のインピーダンスが高く、始動不能時にも電動機を焼損するおそれがない場合
　〔注〕一般には、35W程度以下の交流電動機がこれに相当する。
　③一般工作機械用電動機又はホイストなどのように、常時取扱者がいて運転する場合
　④負荷の性質上電動機が過負荷するおそれがない場合
　⑤単相の電動機で15A分岐回路（配線用遮断器にあっては、20A）から使用する場合
　⑥電動機の出力が0.2kW以下の場合

●内線規程では上記①〜⑥の場合、過負荷保護装置の設置は特に義務付けられておりませんが、当社業務用・産業用換気送
風機では、より安全にご使用いただくために、全機種において機器1台ごとに過負荷保護装置を設置いただくことを推奨
しています。
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●換気とは、室内外の温度差（浮力）や外気風速（風圧）に
よる自然の力（自然換気）、換気扇や送風機の機械力（機
械換気）によって、室内の空気を外気と入れ換えること
です。

●なぜ換気をするのか考えてみましょう。
　　①人の健康・快適さ・作業能率を保つため
　　②建物や機械の保全のため
　　③格納品の適正保管のため
　　④燃焼器具に必要な酸素を供給するため
　　⑤各種動植物の飼育・栽培をするため
　などです。
●居室の快適な環境維持など一般的な換気はもちろん、
高熱を発生するところや粉塵・蒸気・臭気・ガスなど
を有するところでは、強制的にそれらを排気し、新鮮
な空気を供給する必要があります。

　これは単に人体に良いばかりでなく、作業能率を向上
させ、品質の維持を図り、動植物の発育と品質を高め
る等に役立ちます。

●換気を必要とする要因は対人および対象物によって異
なりますが、室内環境の対人許容値を決める換気上の
要因には主として次のものがあります。

最近の住宅やオフィスは、冷暖房機器の普及が進み一年中快適な生活ができるようになりました。また建築工法
や建材の進歩から気密性、保温性が向上し、効率の良い冷暖房が実現できるようになりました。
その反面、室内空気の鮮度は大幅に低下し、換気の必要性が大きくクローズアップされています。

酸素（O2）、炭酸ガス（CO2）、一酸化炭素（CO）、熱、湿
気、臭気（体臭・タバコ・他）燃焼ガス、粉塵、細菌、有害
ガス、塵埃、化学物質

■室の用途と換気因子（表10-1）

換気をなぜするのか············································278
換気の効果···························································279

1. 汚染空気の排出・新鮮空気の供給（狭義の換気） ····················279
2. 脱臭 ····························································································283
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4. 除塵····························································································283
5. 温度調節 ····················································································283

1

2

換気と空気調和····················································283
ビルにおける室内空気環境の実態·····················284

3

4

換気をなぜするのか1

室名 換気必要上の諸因子 備考
厨 房
配膳室（バントリ）

湯 沸 し 室

浴 室
便 所
手 洗 い 所
映 写 室
バ ッ テ リ 室
車 庫
暗 室
ボ イ ラ 室
ポ ン プ 室
空 調 機 室

電 気 室

自家発電機室
オイルタンク室
焼 却 炉 室
洗 た く 室
リ ネ ン 室
倉 庫
病 院

臭気・熱・湿気・燃焼ガス
臭気・熱・湿気

熱・燃焼ガス

湿気
臭気
臭気・湿気
熱
有毒ガス
有毒ガス
臭気・熱
熱・燃焼ガス
熱
熱

熱

熱・燃焼ガス
危険ガス
熱・燃焼ガス・臭気
熱・湿気・臭気
熱・湿気・塵埃
熱・湿気・臭気・細菌
熱・臭気・細菌・塵埃・化学物質 

電気湯沸し器の
ときは熱のみ

監視室・制御盤室・
変電室・エレベー
タ室などを含む

｛

｛
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適正な換気で室内の空気を室外の空気と入れ換えることにより、人や動植物・建物への種々の悪影響を取り除く
効果があります。

●人間の呼吸維持に必要な新鮮空気を供給し、汚染した
空気を排出します。また、燃焼器具が燃焼時に必要な
酸素を供給し不完全燃焼を防止、排気ガスを排出しま
す。その他に、調理中に発生する熱気・蒸気・煙・臭
いやタバコの煙、近年問題となっている新築住宅での
化学物質（ホルムアルデヒド、揮発性有機化合物
（VOC））による汚染空気等を排気し、より良い生活環
境を作ります。

●新鮮な空気は、酸素と窒素のほかに、微量な炭酸ガス
（CO2：二酸化炭素）や水蒸気を含んでおり、人間の呼吸・
健康維持にきわめて必要です。特に工場などでは汚れた
空気や高温・有害ガスなどで絶えず健康を損なう危険に
さらされており、換気は室内の空気を常に新鮮に保ち、
衛生上はもとより仕事のしやすい環境を作ります。

●人間は呼吸作用により、酸素と炭酸ガスの交換を絶え
ず行っています。1分間あたりの呼吸量は身体の動き、
男女差により違いがあり通常おおよそ7〜20ℓです。

●炭酸ガス自体は有害ではありませんが、濃度が高くな
ると呼吸が苦しくなり、ついには頭痛を起こすことに
なります。

　たとえば、空気中の炭酸ガスが、2％では肺の活動は
平常の1.5倍、4％では2倍に、10％を超えると窒息
状態となります。 

1.·人間の呼吸による空気の汚染

■呼吸によるO2、CO2の変化（表10-2）

〈参考〉
●炭酸ガス（CO2）濃度は空気の汚染度と並行することが
多いので、「空気の清浄度」の指標とされています。

●最も有効で基本的な汚染物質の低減策は換気です。ほ
とんど全ての建築物に対してまずこのアドバイスを行
うべきです。

（1）空気の汚れによる人体への影響

■酸素（O2）濃度の影響（表10-3）

■炭酸ガス（CO2）の影響（表10-4）

換気の効果2

1.·汚染空気の排出・新鮮空気の供給（狭義の換気）

吸気（%） 呼気（%）

O2 20.95 16.02

CO2 0.03 4.38

濃度(%) 基準・濃度変化の影響

約21 標準大気

20.5 正常値より0.5%以上減少しないことを目安に換気量
の基準とする(建築基準法)

20〜19
常圧では、この程度の酸素欠乏だけでは直接生命に
は関係しないといわれるが、燃焼器具のある場合は、
不完全燃焼によるCOの発生が急増し始める。

18 労働安全衛生法の基準(酸素欠乏症等防止規則)

16 通常の場合の呼気中の濃度

16〜12 脈はく・呼吸数の増加、めまい、頭痛

15 燃焼器具の火が消える

12 短時間に生命の危険があるとされる

7 死亡

濃度（%） 濃度変化の影響

0.03（0.04） 標準大気

0.04〜0.06 市街地外気

0.07 多数継続在室する場合の許容濃度 CO2そのものの有害
限度ではなく、空気
の物理的、化学的性
状がCO2の増加に比
例して悪化すると仮
定したときの汚染の
指標としての許容濃
度を意味する。

0.10 一般の場合の許容濃度
建築基準法、建築物衛生法などの基準

0.15 換気計算に使用される許容濃度

0.2〜0.5 相当不良と認められる

0.5以上 最も不良と認められる

0.5 長期安全限界（米国労働衛生）ACGIH、労働者の事務所規則

2 呼吸深さ、吸気量30%増加。

3 作業劣化、生理機能の変化、呼吸数2倍

4 通常の場合の呼気の濃度

4〜5
呼吸中枢を刺激し、呼吸の深さ・回数を増す。
呼吸時間が長ければ危険。
O2の欠乏を伴えば障害は早く生じて決定的となる。

〜8〜
10分間呼吸すれば強度の呼吸困難・顔面紅潮・頭
痛を起こす。
O2の欠乏を伴えば障害はなお顕著となる。

18以上 致命的
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■·酸素（O2）・炭酸ガス（CO2）・一酸化炭素（CO）の許容濃度（表10-6）

●室内に発生する有害ガスとして一番危険なガスは、燃
焼器具の不完全燃焼による一酸化炭素です。

2.·燃焼器具による空気の汚染

　普通空気の中には、酸素約21％、その他大部分が窒素、
わずかに炭酸ガスなどが含まれています。燃焼とは燃
料の炭素（C）と、この空気中の酸素が化合して炭酸ガ
ス（CO2）になる過程で、大量の熱を発生することをい
います。（完全燃焼といい、C + O2 → CO2 + 熱の化
学式で表わす）

　ところが一般に使われている燃焼器具は酸欠といわれ
る酸素濃度19％以下のとき、急激に不完全燃焼を起こ
し多量の一酸化炭素を発生します。（不完全燃焼といい、
2C + O2 → 2CO + 熱の化学式で表わす）

　この一酸化炭素は人体に猛毒で、ガス事故の大きな原
因となっています。 

　標準大気中の濃度は0.01ppm〜0.2ppmで、たとえ
ば濃度が200ppmで頭痛を起こし、800ppm以上で
死亡する危険性をもっています。

（1）酸欠と不完全燃焼

●私たちが住んでいる建物自体も室内空気の汚染源と
なっています。近年、技術革新により新しい材料が開
発され利用されていますが、こうした各種の建築材料
が有害化学物質を発生していることが明らかになって
きています。コンクリートやアスベスト（石綿）、建材、
塗料などから人体に有害なガスが発生したり、微粉末
となって室内空気を汚染しています。

　70年代に2度にわたって起きた石油ショック以後、省
エネが叫ばれ欧米ではビルの断熱化と換気量の基準値
が下げられた結果、室内の空気質が悪くなり頭痛やめ
まい、吐き気、皮膚の炎症、発疹などが起こり「シック
ビル症候群」と呼ばれました。

　省エネが叫ばれた当時の米国の省エネ基準は必要換気
量を8.5m3/h・人としましたが、頭痛や嘔吐が起きた
ため必要換気量を25.5m3/h・人に戻しました。

　最近、日本では住宅の質的向上や地球温暖化防止のた
めに高気密・高断熱の省エネ住宅が多く建てられるよ
うになり、気密化で結露によるカビ・ダニの発生、建
築材料等から出る有害化学物質（ホルムアルデヒド、揮
発性有機化合物等）で室内の空気質が悪くなり、目や喉
の痛みをはじめ頭痛やめまい、吐き気、皮膚の炎症、
発疹などが起こり「シックハウス症候群」と呼ばれ、ま
た、学校の改修、新築時にホルムアルデヒド等の化学
物質を使用した建築材料を使ったことにより、生徒に
同様な症状が起こり「シックスクール症候群」と呼ばれ
ています。

（1）ホルムアルデヒド（化学式：HCHO）
　 接着剤などに含まれる無色透明の水溶性のガスで刺激
臭があり目や気管支を刺激し、濃度が高くなると皮膚
や肺に炎症を起こさせ、最終的には人を死に至らしめ
るとまでいわれています。

　厚生省は、1997年6月接着剤の原料などとして大量
に使用され、室内空気の主な汚染源となっているホル
ムアルデヒドについて「30分平均値で1m3あたり
0.1mg以下」とする指針を設けました。この値は、
0.08ppmに相当します。

3.·化学物質等による空気の汚染

■一般住居での人体への影響（表10-7）

■一酸化炭素（CO）の影響（表10-5）　10,000ppm=1%
濃度（ppm） 濃度変化の影響

0.01〜0.2 標準大気

5 長期の許容値と考えられている

市街地では年間
平均値で5ppm
程度。
自動車道路、トンネ
ル、駐車場などで
は1 0 0 p p m以
上を超す場合もあ
る。

10 建築基準法、建築物衛生法などの基準
環境基準24時間平均

20 短期の許容値と考えられる
環境基準8時間平均

50 労働環境の許容濃度
（日本産業衛生協会）

100 3時間無影響。6時間で影響。9時間
で頭痛、悪心、長期有害、死なず

200 2〜3時間内に前頭に軽度の頭痛

400 1〜2時間で前頭痛、吐き気、2.5〜3時間で後頭痛

800 45分で頭痛、めまい、吐き気、痙れん。2時間で失神

1,600 20分で頭痛、めまい。2時間で致死

3,200 5〜10分で頭痛、めまい。30分で致死

6,400 10〜15分で致死

12,800 1〜3分で致死

数万ppm（数%） 自動車排気にはこの程度の場合がある。

酸·素（%） 炭酸ガス（%） 一酸化炭素（ppm）

標準大気（容積組成） 20.95 0.03 0.01〜0.2

建築基準法 20.5 0.1 10
労働安全衛生法

（酸素欠乏症等防止規則） 18 − −

※10,000ppm＝1％ , 1ppm＝1/1,000,000

出典：長田英二（1989）「ホルムアルデヒドによる室内
汚染と測定」ベル教育システムセミナーテキスト

濃度(ppm) 影　響

0.5〜10 目痛、頭痛、皮膚障害、呼吸器障害

0.67〜4.82 嘔吐、下痢、流涙

0.02〜4.15 目と上部気道の痛み、頭痛、疲労、嘔吐、下痢



281

第10章  換気の必要性
換気の効果2

換
気
の
必
要
性

第
　
章
10

（2）揮発性有機化合物（VOC：Volatile·Organic·Compound）
　常温では液体であり揮発しやすいため、蒸気になって空気といっしょに肺に入り血中に移動します。
　脂肪溶解性があり、皮膚や目からも吸収されます。引火性が強い物質です。
　●対象物質
　　 アレカン、芳香族炭化水素（ベンゼン、トルエン、ナフタリン、キシレンなど）、ウンデカンリモネン、デカン、ノナン、
ヘプタンなど。

　●人体への影響
　　軽度： 神経興奮、倦怠感、頭痛、めまい、吐き気など。
　　 中度： 吐き気、食欲不振、息切れ、動悸、しびれなど。
　　重度： 小脳麻痺により死亡に至ることもあります。発ガン性もあります。

（3）ラドン
　ウラニウム系列の無色、無味、無臭のガス体の放射性物質で、土壌やコンクリートの骨材、天然物の石膏ボードなどの建
材の中に存在しています。これらが肺の中に入ると、肺胞、気管支などに沈着して、アルファ線を放出し続けるため、肺
ガンのリスクを高めることがあるとされています。

（4）アスベスト
　耐火性・耐腐蝕性・耐摩耗性に優れ、高い電気絶縁性を示すため、建築関係での耐火材料、自動車のブレーキシューなど
に使われています。アスベストは、摩擦などにより、非常に小さな浮遊物となって大気中に漂い、空気感染を起こすとい
われています。このアスベストを人が吸い込むと、肺ガンや悪性中皮腫の原因となることから、現在は使用が禁止または
制限されています。

■室内空気汚染物質と発生源（表10-8）
発　生　源 発生しやすい汚染物質

建材

コンクリート、石 ラドン

パーティクルボード、ポリウッド ホルムアルデヒド

断熱材 ホルムアルデヒド、ガラス繊維

耐火被覆剤 アスベスト繊維

ペンキ 有機溶剤(ベンゼン、トルエンなど)、鉛

内装材、接着剤 カビ、ダニ、ホルムアルデヒド、有機溶剤

器具・設備など

暖房器具、厨房器具などの燃焼器具 二酸化炭素、一酸化炭素、窒素化合物、ホルムアルデヒド、
炭化水素類、水蒸気、浮遊粉塵(煙粒子、燃焼核)

事務機器 アンモニア、オゾン、溶剤類

地下水利用の給水設備 ラドン

在室者
新陳代謝など 二酸化炭素、水蒸気、体臭、アンモニア

生態活動 微生物(細菌)、フケ

人間の生活行為
家庭用品

喫煙 一酸化炭素、窒素酸化物、アンモニア、ホルムアルデヒド、炭化水素類、
臭気、タバコ煙(タール、ニコチン、その他)、各種発ガン物質

スプレー 噴射剤(弗化炭化水素)、プロパン、亜硫酸、塩化メチレン

清掃用洗剤 アンモニア、塩素、有機物

塗装 重金属、ベンゼン、トルエン

消臭剤、殺菌剤 石炭酸、クレゾール

殺虫剤 クロロダイン、五塩化フェノール

出典：「住宅の省エネルギー基準と指針」
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■有害と見られる化学物質等を含んでいる可能性のある建材等（表10-10）

■厚生労働省「化学物質の室内濃度指針値」と主な用途、健康への影響（表10-9）
物　質　名 指針値（μg/m3、（ppm）） 主　な　用　途 健　康　へ　の　影　響

ホルムアルデヒド 100（0.08） 合板、パーティクルボード、壁紙、接着剤 鼻、咽頭の刺激、流涙、くしゃみ、せき、
吐き気、呼吸器障害、発がん性

スチレン 220（0.05） 発泡スチロール 眼・皮膚、気道の刺激、喘息

トルエン 260（0.07） 施工用接着剤、塗料溶剤、ワックス溶剤 倦怠感、知覚異常、吐き気

クロルピリホス 　　　　1（0.00007） シロアリ駆除剤 倦怠感、頭痛、めまい、悪心、嘔吐

キシレン 870（0.2）　 塗料溶剤、樹脂、ワックス溶剤 眼・咽喉の刺激、知覚障害、吐き気

テトラデカン ·330（0.041） 有機溶剤 皮膚刺激性

パラジクロロベンゼン 240（0.04） 防虫剤 眼・鼻・のどの刺激、咽頭痛、悪心、
嘔吐、肝・腎機能低下

エチルベンゼン 3800（0.88）　 塗料、接着剤 眼・皮膚、気道の刺激、中枢神経への影響

フタル酸ジ-2-エチルヘキシル 　120（0.0076） 壁紙（塩ビ）の可塑剤 内分泌攪乱性（環境ホルモン）の指摘あり

フタル酸ジ-n-ブチル 220（0.02） プラスチック、塩化ビニルの可塑剤 吐き気、頭痛、めまい

ダイアノジン 　　·　0.29（0.000023） 有機リン系殺虫剤 神経毒性

アセトアルデヒド 　48（0.03） 防腐剤、溶剤 頭痛、動機などの健康影響

フェノブカルブ 　　··33（0.0038） 防蟻剤 倦怠感、頭痛、めまいなど

※2000年6月30日 厚生労働省生活衛生局長通知 第1093号「室内空気中化学物質濃度指針値及び標準的測定方法について」による。

含んでいる可能性のある建材等 含んでいる化学物質等

合板、パーティクルボード、MDF
複合フローリング
ビニル壁紙
断熱材（グラスウール）
壁紙施工用澱粉系接着剤

ホルムアルデヒド（接着剤）

油性ペンキ、油性ニス、アルキド樹脂塗料
アクリル樹脂塗料、ポリフレタン系接着剤
クロロプレンゴム系溶剤形接着剤
エチレン酢酸ビニル樹脂系エマルション形接着剤

トルエン

油性ニス、エポキシ樹脂系接着剤
クロロプレンゴム系溶剤形接着剤
エチレン酢酸ビニル樹脂系エマルション形接着剤

キシレン

油性ペンキ ベンゼン

木材保存剤（現場施工用）、防蟻剤 有機りん系薬剤
（クロルピリホス、ホキシム）

木材保存剤（現場施工用）、防蟻剤 ピレスロイド系薬剤
（ペルメトリン）

ビニル壁紙
エポキシ樹脂系接着剤
エチレン酢酸ビニル樹脂系エマルション形接着剤

可塑剤（フルタ酸ジオクチル（DOP）などのフルタ酸エステル類）

ビニル壁紙
エポキシ樹脂系接着剤
エチレン酢酸ビニル樹脂系エマルション形接着剤

可塑剤（りん酸トリクレシルなどのりん酸エステル類）
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●換気をしていちばん良く分かるのが、この脱臭効果です。
●室内空気を排気することによって、付随的にその中に含まれている臭気がなくなり、いやな臭いを取り除くことができます。

●湿気は洗面所、浴室、台所ばかりでなく、人やストーブ、観賞魚の水槽、観葉植物等からも出ていますが 、最近の住宅は
気密度が高くなり、部屋の湿気はなかなか排湿できにくくなっています。その結果結露やカビ・ダニの発生がし易くなっ
ています。換気により室内の湿気を排湿することで、結露やカビ・ダニの発生を防止し、快適な環境をつくります。

●発塵は人の皮膚・着衣・くしゃみ、布団、花粉の飛散、車の排気ガス等いろいろな場面で起きており、換気により居室や
作業場の空気中に浮遊する塵埃を排出し、衛生的で快適な環境をつくります。

●人体に対する浮遊粉塵の有害性は、粉塵粒子の大きさ、数、硬度、形状、溶解性、化学反応、毒性などによって異なりま
すが、大きさが10μｍ以上のものは鼻腔などでとらえるものとし、肺胞内に達することがないので建築基準法では、浮遊
粉塵量を空気1m3につき0.15mg（10μm以下の粉塵量）以下としています。

●人体からの発熱、台所のガスコンロ等からの発熱、工場の熱職場での発熱、太陽からの日射等で居室や作業場が暑くなり
ます。換気により暑い空気を排気し、室温を下げることができます。

●  換気は広義の空気調和に含まれ、空気調和の4要素の一つである清浄度の維持に換気が行われます。
　空気調和の4要素とは、温度、湿度、気流、清浄度をいいます。
●空気調和は、物の加工や製造、保存などを目的とする産業用空気調和（工業用空気調和）と、室内で働く人たちや居住者の
快適性を維持するための快適空気調和（保健用空気調和）に大別されます。

　通常単に“空気調和”といえば快適空気調和を意味しています。
　快適空気調和の定義は「目的とする空間内（室内）の空気の温度、湿度、気流、清浄度をその目的にあった条件に調整し、
これを室内に均一に分布させること」です。

2.·脱臭

3.·除湿

4.·除塵

5.·温度調節

換気と空気調和3
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浮遊粉じん
（タバコの煙り）

気流相対湿度

ビルにおける室内空気環境の実態4
● 「建築物における衛生的環境の確保に関する法律」（略称：建築物衛生法）では、特定建築物※1で延床面積3,000m2以上（学
校教育法第1条に定められている学校（小学校、中学校など）は、8,000m2以上）の所有者、占有者などに対して、空調、
給排水に関して「建築物環境衛生管理基準」に従って維持管理をすることが義務づけられています。   
※1：興行場、百貨店、集会場、図書館、博物館、美術館、遊技場、店舗、事務所、学校（研修所を含む）、旅館

● 平成25年度に東京都が立入検査で実施した空気環境測定における項目別不適率は表10-11のとおりです。空気環境の管
理基準に定められている項目の中で、不適率の高い項目は相対湿度（34.8%）及び二酸化炭素（25.6%）でした。

■空気環境管理基準項目不適率の経年変化（図10-1） ■·「建築物衛生法」によって規定されている室内空気
環境基準との適合状況（表10-11）

管理基準項目 基準値 平成25年度
不適率（%）

温度 17〜28℃ 5.6

相対湿度 40〜70% 34.8

気流 0.5m/s以下 0

二酸化炭素の含有率 1,000ppm以下 25.6

出典：「平成25年度ビル衛生管理講習会資料」
（東京都健康安全研究センター発行）
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換気の種類には、自然換気と機械換気があり、機械換気には次の3種類があります。

換気は快適性や燃焼に必要な空気の補給など、その目的や環境条件により換気の種類、換気の方法や必要換気量
が異なり、また換気経路により給気および排気の抵抗を計算し必要換気量を出せる換気扇の選定が必要となりま
す。さらには設置条件、電源仕様、スイッチ仕様そしてグリルデザイン等も重要な選定要件となります。
換気計画にあたっては、その目的、用途を勘案して種類・方式を決めます。必要なことは、対象室と隣室、廊下
または屋外等、室外との圧力差に注意をしなければならないことです。

換気の種類1

■機械換気

■自然換気

用途例 システム効果 設計・施工性 選定のポイント

第一種換気

外気を機械的に吸入す
ると同時に室内空気を
機械的に排出する。

・空調された居室の換気
　（ビル庁舎、病院等）
・外壁に面していない居室

の換気（地下室等）
・大空間の換気
　（事務室、大会議室、       

　ホール等）

給気量と排気量を任意に選択
可能、室内の圧力を任意に変
えることができるので、室内
空気の他室への流出または廊
下からの侵入を防ぐことなど
ができる。

・給気口、排気口の位置関係、
風量の設定等すべてが任意
に設定でき理想的な設計が
可能。

・給気流は温湿度を室内環境
に近づけて導入させるシス
テムも可能。

・条件変化に合わせた給排気
量の任意設定可能。

・給気の確実な確保ができる。
・室内のバランスが保てる。
・給気の温湿度調整、塵埃処

理ができる。

第二種換気

外気は機械的に吸入し、
排気口から（自然に）排
出する。

・手術室
・病院の薬局
・クリーンルーム
・食品加工場

室内圧は正圧に保つことがで
きるため、他の部屋等からの
空気の侵入を防ぐことができ
る。

・排気口の位置、形状を任意
に設定できる。

・給気流は温湿度を目的に合
わせた設定ができ、また、
じん埃の除去も目的に合わ
せた内容にできる。

・室内圧が正圧にできる。
・給気の温湿度調整、塵埃処

理ができる。
・給気口に対する排気口の位

置関係が重要。
・給気流は強い。

第三種換気

室内の空気を機械的に
排出すると同時に外気
は給気口より（自然に）
吸入される。

・厨房の局所換気
・機械室等の廃熱換気
・室内プール、浴室等の

排湿換気
・一般的な簡易換気
・トイレ、洗面所

室内の局所から排気し、全体
を負圧とし、汚染空気などが
扉や窓などの隙間から外部へ
漏れ出ることを防止すること
ができる。

・点在する汚染空気発生源か
ら局所排気で効果的に排出
できる。

・給気口の設定方式によって
気流を感じさせない換気が
できる。

・室内圧が負圧にできる。
・局所排気ができる。
・汚染空気を拡散させずに換

気ができる。
・気流を少なく換気ができる。
・排気口に対する給気口の位

置関係が重要。

外風力と建物内外の温度差による自然力を利用した自然換気方法です。運転費はいらないが、一定の換気量を確保
することは困難です。

給
気
扇

排
気
扇

給
気
扇

排
気
口

給
気
口 排

気
扇

給
気
口

給
気
口

ルーフベンチレータ
またはモニタールーフ
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　部屋全体の換気をすることを目的とした方法で、比較的大風量形の換気扇を使用しま
す。

　近年住戸全体の換気を考えることも出てきましたが、トータル換気方式、またはセン
トラル換気方式として区別されます。

　局所的に汚染空気が発生する場所のすぐ近くに換気装置を設け、換気するもので、全
体換気方式が部屋の空気を全部入れ換えることを目的とするのに対して、必要な場所
だけを集中的に排気します。

　局所換気方式では状況によって汚染空気が若干他へ漏れることがあります。これを防
ぐことを目的としたものが組み合わせ方式であり、局所換気扇とは別に全体換気用の
換気扇を設けます。

　この場合、給気口が小さかったり、設けないと全体・局所の換気扇を同時に運転する
と換気能力の大きい方へ引っ張られ、他方の換気扇側から逆流することがありますの
で注意が必要です。

　従来、換気といえばこの方法を指し、厨房などでガス機器を使用する場合に燃焼に必要な新鮮空気を確保し、水蒸気や大
量の廃気ガスを排出したり、浴室で入浴時または入浴後発生した水蒸気を排出する等、必要なときに必要な量を換気する
方法です。

1.·随時換気

　24時間365日ある量の換気が必要なとき、これを確保するために自然換気および機械換気で行うことです。室または建
物全体の流れをつくり、しかも逆流や滞留しないよう換気経路を明確にすることが必要です。

2.·常時換気

1.·全体換気方式

2.·局所換気方式

3.·全体・局所併用換気方式

●換気方式を大別すると次のようになります。

1.·全体換気と局所換気

換気の方式2

2.·随時換気と常時換気
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換気扇を据付ける場合、その換気扇による空気の排出量と同量の空気を給気口から導入する必要があります。
高層住宅など気密性の高い部屋の場合は、特に給気に対する配慮が必要です。

①給気口は、送風機からできるだけ遠くに設けると、効
率よく換気します。送風機の近くに設けると、ショー
トサーキットして効率が悪くなります。

　調理台の場合は、下図のように給気口をガスレンジの
そばに設けると、給気口から入ってくる空気の勢いで
レンジから発生する煙が分散され、室内に流れてしま
います。

②調理室の場合はとくに多量の換気風量を必要とします。
このため調理室の給気口は、他室を通じての空気の導
入は避け、直接屋外に面した壁面に設け、独立した給
気系統として計画することが必要です。

排気

給気

④寒冷地など、気密性の高い住宅で排気筒付きの自然排
気形のストーブを使用し、その部屋に適当な給気口が
ない場合は、下図のようにストーブの排気口から空気
が逆流し、危険な燃焼状態になることがあります。

　屋外に面した壁面に必ず給気口を設けなくてはなりま
せん。

ガラリ
（給気口）

③窓や戸を半開きにして利用することもできますが、適
当な位置に窓や戸のない場合は、下図のようにガラリ
などで給気口を設ける必要があります。

⑤浴槽で密閉して換気すると、下図のように下水道を通っ
て臭い空気が逆流してくることがあります。

　この場合には出入口のドアの下部にガラリを設けるな
どして、給気口を設けます。

⑥講堂や集会場など、大きな部屋の場合には給気口、場
合によっては換気扇も数か所に分散して据付けると均
一に換気します。（図11-1）

×  悪い例

◯  良い例

換気の悪い
場所が多い。

給気口

給気口給気口

換気の悪い
場所が少なくなる

換気扇も数か所に
分散して据え付ける。

■空気取入口の設置例（図11-1）

1.·給気口の位置

給気口の位置と大きさ3
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●換気扇は、それぞれカタログに表示されているとおり
の排気能力を持っていますが、給気口が小さいと空気
の入り方が少なく（圧力損失が大きく）、換気能力が低
下します。一般には、換気扇の据付面積より大きくし
ます。

　取入面積は、大きいほどそこから入ってくる風速が小さ
く給気口の近くの人に不快な感じを与えなくなります。

■給気口が小さい場合（図11-2）

　例えば換気量2000m3/hの有圧換気扇を据付けたと
き、給気口が□30cmの木製ルーバとすると

　ρ：空気密度（1.2kg/m3）

　（木製ルーバの開口率70％、圧力損失係数2.1と仮定
したときのものです）

　給気口は換気扇を据付ける壁穴面積の2倍くらいの大
きさを目安とします。

■給気口が大きい場合（図11-3）

給気口の風速＝

＝8.8m/s
0.3×0.3×0.7×602

2000

給気口の圧力損失＝2.1×　　×8.82

給気口を□40cmの木製ルーバにすると

≒98Pa
2
ρ

給気口の風速＝

≒5m/s
0.4×0.4×0.7×602

2000

給気口の圧力損失＝2.1×　　×52

≒32Pa
2
ρ

1.·入口なくて出口なし
●給気がなくては、排気はできない
●給気口は必ず設けること

2.·まっすぐが良い換気の道
●圧損がかからないまっすぐな換気経路とする
●できるだけ急激な曲がりを避け、短い換気経路とする

3.·へたな換気は汚染を増す
●よどみができる換気はしない
●給気口位置と排気口位置には充分留意する
●大きな部屋は給気口、排気口は分散させる

給気口

給気口

排気

排気

①空気がスムーズに流れない。（圧力損失が大きい）
②燃焼器具のある場合は酸素欠乏の危険がある。
③給気口付近の人に不快感を与える。

①空気がスムーズに流れる。（圧力損失が小さい）
②燃焼器具の燃焼に必要な空気の導入ができれば、酸素
欠乏の危険がない。

③給気口から入ってくる風速がゆるやかなので、その付
近の人に不快感を与えない。

よい換気設計を考えるための前提条件として、次の3ポイントを掲げます。

2.·給気口の大きさ

換気の3原則4
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※居室・・・居住、執務、作業、集会、娯楽その他これら
に類する目的のために継続的に使用する部屋。つまり住
宅・マンション・オフィス・学校・病院など、人が生活
する上で使用する部屋のほとんどが含まれます。

必要換気量の求めかたは、部屋の種類、火気を使用する場合などにより異なりますが、大きく分けて建築基準法（法28
条·第2項および法28条·第3項および法28条の2）に定められた方法と、その他換気計画の実情に合った方法があります。
建築基準法は最低必要換気量を規定しており、一般的にはその部屋の使用目的に合った方法が利用されています。

●建築基準法第28条の2（改正建築基準法）によります。
●2003年7月に改正建築基準法が施行され、居室を有
するすべての建物に次の①〜③のいずれかに適合する
構造の換気設備の設置が義務付けられました。

①機械換気設備
　有効換気量（V）が次の式によって計算した必要有効換
気量以上であること。

※換気回数は、機械換気のみで必要。

Vr＝下表の換気回数（回/h）・A・h

②空気を浄化して供給する方式の機械換気設備
　①の有効換気量に相当する換気換算量（Vq）を有すること
を告示基準に適合するか、大臣認定を受けたものとする。

 （例） ホルムアルデヒドを除去できる空気清浄機能付換
気設備

③中央管理方式の空気調和設備
　原則として次の式の数値以上の有効換気量（V）を換気
する能力を有することとする。

 （例） ビル用のエアハンドリングユニット（大規模で業務
用途・一般住宅には向かない）

　注意： １つの換気設備が2以上の居室に係る場合、当該換
気設備の有効換気量が当該2以上の居室のそれぞれ
の必要有効換気量の合計以上とすることが必要です。

Vq＝Q（1−C／Cr）＋V

V＝10（E＋0.02n・A）

V  ： 有効換気量（ｍ3/h）
Vr ： 必要有効換機量（ｍ3/h）
A  ： 居室の床面積（ｍ2）
h  ： 居室の高さ（m)
Vq ： 有効換気換算量（ｍ3/h）
Q  ： 浄化して供給する空気の量（ｍ3/h）
C  ： 浄化した空気に含まれるホルムアルデヒドの量（mg/ｍ3）
Cr ： 居室内の空気に含まれるホルムアルデヒドの量（mg/ｍ3）
E  ： 内装の仕上げのホルムアルデヒドの発散量（mg/ｍ3）
n  ： 住宅等の居室の場合は3、その他の居室は1

　※上式は建築基準法施行令第20条の6第1号に基づいています。

●機械換気設備の構造
・給気・排気共に換気経路の全圧力損失が計算された能
力を有するものとする。

・ホルムアルデヒド対策のための換気設備は、常時運転
できるものとしなければならない。

　このため、換気システムのスイッチは容易に停止され
ないものとすることが望ましい。

  （解説） 特に住宅の場合は、居住者が常時換気設備を適切
に作動させるよう、スイッチに工夫を行うことが
望ましいとされています。

  （例） スイッチへの工夫
・ 常時運転を指示する注意書きの貼り付けのある
もの
・ 切りボタン（OFFスイッチ）にカバーを設けた構
造のもの
・長押しで作動する構造の切りスイッチ
・ 常時運転の浴室換気設備（暖房、乾燥機能付きを
含む）で、冬季入浴時の冷気流対策として、自動
復帰する一時停止スイッチおよび、風量を低減
するスイッチ
・ 第3種換気設備の自然給気口で、強風時用の
シャッターを備え、通常時は開放状態を保持す
る旨を注記したもの

　注意： 居室の利用時間帯が日常的に限定される事務所
等の建築物においては、夜間等の人の不在時に
限って換気設備の運転を停止する運用も考えら
れる。ただし、停止時には相対的に高濃度化す
るホルムアルデヒド濃度を換気設備再稼働時に
所要のレベルまで速やかに低減できるための措
置を講ずることが必要である。

●冬季の換気量について
　建築基準法では、夏季の室内外の温度差が少ないときに
は、自然換気による換気では必要な換気量が確保できな
いため、機械換気のみで有効換気量が確保されなければ
いけない。ただ冬季等において自然換気による換気が見
込める条件下では、機械換気設備による換気と自然換気
による換気とを併せて必要有効換気量（住宅等の居室で
は換気回数0.5回/h、その他の居室では0.3回/h）以上
の有効換気量が確保されていればよいとされる。

必要換気量の求め方5

1.·換気設備設置の義務付け

居室の種類 換気回数

住宅の居室等 0.5回/h以上

上記以外 0.3回/h以上

住宅の相当隙間面積 機械換気回数

C値≦2cm2/m2の住宅 0.5回/h→0.4回/h

C値＞2cm2/m2の住宅 0.5回/h→0.3回/h
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●建築基準法 第28条 第2項（居室の換気）および第3項
（特殊建築物の換気）によります。
●居室に換気上有効な開口部（窓など）が床面積の 
1／20に満たない場合〈オフィスビルなど多くの非居
住建物が当てはまります〉、上式による換気量を確保で
きるような機械換気設備の設置が必要です。

●一般的には上式を満たしていれば、必然的に「1. 換気
設備設置の義務付け」における必要換気量も満足させる
ことができるケースがほとんどです。

　　※ 上式は建築基準法施行令第20条の2第1号に基づいていま
す。

　　※ 上式の「20」は20m3/h・人の意味であるが、この根拠は成
人男子が静かに座っているときのCO2排出量に基づいた必
要換気量です。

　　※ 居室の場合、1人あたりの占有面積が10（m2）を超えると
きは、10（m2）とします。特殊建築物の場合は、1人あた
りの占有面積が3（m2）を超えるときは、3（m2）とします。

　　※ 特殊建築物とは、不特定多数の人が集合または集会する劇
場、映画館、演芸場、観覧場、公会堂および集会場などを
指します。

必要換気量（m3/h）�＝� 20×居室の床面積（m2）
� 1人あたりの占有面積（m2）

■·業務用施設での換気設備の基準となる1人あたりの
占有面積例（表11-1）

〔例〕  居間における有効換気量を求めます。 
部屋の広さ13.2m2（8畳）、人員4名

　　　有効換気量＝  20×13.2  ＝ 80（m3/h）
    13.2

2.·1人あたりの占有面積から求める方法

建·築·用·途 単位あたり
算定人員

1人あたり
占有面積（mm2） 備　考

公会堂・集会場 同時に収容
し得る人員 0.5〜1 −

劇場・映画館・演芸場 同時に収容
し得る人員 0.5〜1 −

体育館 同時に収容
し得る人員 0.5〜1 −

旅館・ホテル・モーテル − 10 −

簡易宿泊所・合宿所 − 2〜3 −

ユースホステル・青年の家 同時に収容
し得る人員 4〜5 −

病院・療養所・伝染病院 − 5 居室の床面積

診療所・医院・店舗・
マーケット − 3 営業の用途に供する

部分の床面積

料亭・貸席 − 3 居室の床面積

百貨店 − 2 −

飲食店・レストラン・
喫茶店 − 3 営業の用途に供する

部分の床面積

キャバレー・ビヤホール・バー − 2 営業の用途に供する
部分の床面積

玉突き場・卓球場・
ダンスホール − 2 営業の用途に供する

部分の床面積

パチンコ店・囲碁クラブ・
マージャンクラブ − 2 営業の用途に供する

部分の床面積

保育所・幼稚園・小学校 同時に収容
し得る人員 − −

中学校・高等学校・
各種学校

同時に収容
し得る人員 − −

図書館 同時に収容
し得る人員 3 −

事務所 − 5 事務室の床面積

工場・作業所・管理室 作業人員 − −

研究所・試験所 同時に収容
し得る人員 − −

公衆浴場 − 4〜5 脱衣場の床面積

特殊浴場（サウナ風呂） − 5 営業の用途に供する
部分の床面積

廊下
ホール
便所
手洗い所
蓄電室など
自動車車庫

−

10
3〜5

1m2あたり30m3

1m2あたり30m3

1m2あたり30m3

1m2あたり30m3

（空調の場合など）

「東京都建築設備行政に関する設計・施工上の指針」1997年度版より引用
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必要換気量（V�）
　＝定数×理論廃ガス量（K）×燃料消費量（Q）

  V  ： 必要換気量（m3/h）
  K  ： 理論廃ガス量（m3/m3）、（m3/kg）、（m3/kJ）、
     （m3/kWh）
  Q  ： 燃料消費量（m3/h）、（kg/h）または発熱量（kW）

 定数 ： 次の図11-4〜6に示します。
●火気を使用する場合、建築基準法施行令第20条の3第
2項において理論廃ガス量によって換気量を求めるよ
うに定められています。

●火を使用する台所などが主ですが、居室でも開放形の
燃焼器具を使用する場合など、条件によりこれに準ず
ることが望ましいとされます。

●有効換気量の算出方法は換気方式により、次の3通り
があります。

V＝40K・Q

■排気フードのない場合（図11-4）

　〔例1〕 台所で下記表の燃焼器具を使用した場合の有効
換気量を求めます。

　有効換気量（V）
　　＝40K・Q
　　＝40×0.93×（9.3＋11.6＋1.8）
　　＝844（m3/h）

　〈排気フードⅠ型とは〉
　レンジと同じ幅、奥行を有するフードで、火源を覆う
ことができ、廃ガスを一様に捕集できる形状のものを
いいます。

V＝30K・Q

■排気フードⅠ型を使用する場合（図11-5）

L
H :1m以下
L : H／10以上

H

  〔例2〕 前項〔例1〕において3口コンロ上方に排気フード
Ⅰ型を設けた場合の有効換気量を求めます。
　3口コンロの有効換気量（V1）
　　＝30K・Q
　　＝30×0.93×9.3
　　＝259
　5号湯沸器と2ℓ炊きガス釜の有効換気量（V2）
　　＝40K・Q
　　＝40×0.93×（11.6＋1.8）
　　＝498
　全有効換気量（V）
　　＝V1＋V2
　　＝259＋498
　　＝757（m3/h）

　適用：上図のフードを設けた業務用換気機器等

V＝20K・Q

■排気フードⅡ型を使用する場合（図11-6）

10。以上

不燃材料

排気フードⅡ型は図の如き
寸法のフードが相当します。

5cm以上

（  ）以上H
2燃焼器具

H（1m以下）火源

  〔例3〕 前項〔例2〕において、3口コンロ上方に設置され
た排気フードが図11-6の場合の有効換気量を求
めます。
　3口コンロの有効換気量（V1）
　　＝20K・Q
　　＝20×0.93×9.3
　　＝173
　 5号湯沸器と2ℓ炊きガス釜の有効換気量は上
記例2と同じ
　　V2＝498
　全有効換気量（V）
　　＝V1＋V2
　　＝173＋498
　　＝671（m3/h）

3.·理論廃ガス量から求める方法

使用機器 3口コンロ 5号湯沸器 2ℓ炊きガス釜

発熱量（kW） 9.3 11.6 1.8

使用ガス 都市ガス13A

理論廃ガス量（m3/kWh） 0.93
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■理論排ガス量（K）（表11-2） ■ガス器具と燃料消費量（Q）（表11-3）

��必要換気量（m3/h）
　　　　＝毎時必要換気回数（回/h）×部屋の容積（m3）

  〔例〕
　場所：事務所
　必要換気回数：6回/h
　部屋の広さ： 床面積130m2 

天井高さ2.5m 
容積130×2.5＝325m3

　必要換気量＝6×325＝1950m3/hとなります。

■その他の場所の換気回数の目安（表11-5）

■工場等の換気回数の目安（全体換気）（表11-4）

※ 換気をすべて全体換気とするときの値である。もし局所換気と併
用するときは風量は少なくてすむ。

※ 風量にかなりの幅がある。建屋と生産条件によって風量を調整する。
出典：「空気調和衛生工学便覧 6応用編」
       社団法人空気調和・衛生工学会

4.·部屋の必要換気回数から求める方法

燃料の種類 理論廃ガス
量（m3/kJ）

理論廃ガス
量（m3/m3）燃料の名称 発熱量（kJ/m3）

都市ガス（13A） 46,090

0.000258

11.88

都市ガス（12A） 39,810 10.26

都市ガス（L1） 20,950 5.4

都市ガス（5C） 18,860 4.86

都市ガス（L3） 15,080 3.89

燃料の種類
理論廃ガス量

燃料の名称 発熱量

LPガス（プロパン主体） 50,200kJ/kg 12.9m3/kg

ブタン・エアガス 29,300kJ/m3 7.33m3/m3

灯油 43,100kJ/kg 12.1m3/kg

ガス器具 燃料消費量 発熱量（kW）

都
市
ガ
ス

（13A）

コンロ
1口 0.23m3/h 2.9
2口 0.5m3/h 6.4
3口 0.73m3/h 9.3

湯沸器 5号 0.91m3/h 11.6

ガス釜
1ℓ 0.10m3/h 1.3
2ℓ 0.14m3/h 1.8

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

コンロ
1口 0.18kg/h 2.5
2口 0.40kg/h 5.6
3口 0.65kg/h 9.1

湯沸器 5号 0.80kg/h 11.2

ガス釜
1ℓ 0.12kg/h 1.7
2ℓ 0.16kg/h 2.2

※燃料消費量＝器具の発熱量 × 3600　　　　　　　ガスの発熱量
※1kW＝3600kJ/h

場　所 換気回数
（回/h） 場　所 換気回数

（回/h）
実験室 20〜60 食肉工場 12〜20

畜舎・養鶏場 6〜60 製油工場 15〜20
ボイラ室 20〜60 紙すき工場 20
醸造室 20〜30 熱処理・鋳造・鉛造 10〜30

コンプレッサ室 12〜30 製粉場 8〜15
映写室 15〜30 化学薬品工場 12〜30

機関車車庫 10〜20 めっき工場 15〜30
発電所・変電所・蓄電室 12〜30 染色工場 30

木工所 12〜20 有毒ガス発生工場 30以上
機械工場 7〜10 ヒュームを発生する工場 12〜60
一般工場 6〜12 パン工場 20〜60

繊維工場・紡績工場 6〜12 鉄工場 30〜60
自動車修理工場 8〜12 塗装工場 60〜120

製糖・製菓・食品工場 8〜12

場　所 換気回数
（回/h）

一般家庭
居間、浴室、応接室 6

便　所 10
台　所 15

飲食店

食堂、レストラン 6
すし屋 6

おでん屋、宴会場 10
てんぷら屋、調理室 20

旅　館
ホテル

客室、廊下 5
ダンスホール、大食堂 8

洗面所、便所 10
調理室、洗濯所 15

エンジン室、ボイラー室 20

病　院

診療室、病室、事務室 6
廊　下 6

待合室、浴室、食堂 10
便所、呼吸器病室 10
洗濯室、調理室 15
手術室、消毒室 15

エンジン室、ボイラー室 20

学　校

教室、図書館、講堂 6
化学実験室 6

体育館 8
便　所 12
調理室 15

劇　場
映画館

観客室、廊下 6
喫煙室、便所 12

一般建物
事務所 6

待合室、展示室、便所 10
会議室 12

公衆便所 20
暗　室 写真用暗室 16

船舶客室 6
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■1人あたりの必要換気量（表11-6）��必要換気量（m3/h）
　　　　　���＝1人あたりの必要換気量（m3/h）×人数

�Q＝����M�� �Pi−Po

Q ：必要換気量（m3/h）
M ：ガス発生量（kg/hまたはm3/h）
Pi ： 室内空気中のガス濃度（kg/m3またはm3/m3） 

室内許容濃度
Po ： 導入空気中のガス濃度（kg/m3またはm3/m3）外気

濃度
注. M がkg/hのときはPi,Poもkg/m3を用いる。

  〔例〕
　一酸化炭素（CO）発生量：0.05m3/h
　一酸化炭素（CO）の許容濃度：5PPM（＝ 5 × 10−6m3/m3）
　一酸化炭素（CO）の外気濃度： 0.2PPM（＝ 0.2 × 10−6m3/m3）
　必要換気量＝· 0.05· ＝·10417m3/hとなります。
· · （5−0.2）×·10−6

�Q＝� W
�� �ρ（χ1−χ0）

Q   ：必要換気量（m3/h）
W  ：水蒸気発生量（kg/h）
ρ  ：空気密度（1.2kg/m3）
χ1：許容室内絶対湿度（kg/kg（DA））
χO：外気絶対湿度（kg/kg（DA））

■有害ガスに対する必要換気量（図11-7）

  〔例〕
　水蒸気発生量：2kg/h
　許容室内絶対湿度：0.010kg/kg（DA）
　外気絶対湿度：0.004kg/kg（DA）
　（外気温度：10℃、相対湿度：50％）

　必要換気量＝·
2· ＝278m3/hとなります。

· · 1.2（0.010−0.004）

  〔例〕
　場所：事務所
　収容人員：30名
　必要換気量＝25.5×30＝765m3/hとなります。

5.·収容人員から求める方法

6.·有害ガスの発生量から求める方法

7.·水蒸気の発生量から求める方法

出典：「建築士のための建築設備（1974.2.25発行）」
 　　　社団法人日本建築士協会連合会編集

具体例 推奨値（m3/h） 最小値（m3/h）

仲買人事務所・会議室 85.0 51.0

バー・キャバレー 51.0 42.5

事務所 25.5 17.0

レストラン 25.5 20.0

商店・デパート 25.5 17.0

劇　場 25.5 17.0

病　院 34.0 25.5
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■水蒸気に対する必要換気量（図11-8）

　換気回数とは、換気量（m3/h）を居室の体積（気積・容
積）（m3/h）で割った値です。

   〔例〕
　床面積（S）：132m2、天井高さ（H）：2.4mの場合、
換気回数0.5回/hにおける必要換気量（Q）は

　必要換気量＝132×2.4×0.5＝158.4m3/h
　となります。

�必要換気量（m3/h）
　＝必要換気回数（回/h）×居室の気積（m3）

必要換気量（m3/h）＝
� 3600H

� ρ・Cp・（ti−to）

　H  ： 発熱量（kW）
　ρ  ： 空気密度（1.2kg/m3）
　Cp ： 空気比熱（1.006kJ/kg・k）
　 ti  ： 室温（℃）
　 to ： 外気温（℃）
　※1kW＝3600kJ/h

  〔例〕
　下記条件で室温40℃に保つための必要換気量を求めま
す。

  〈条件〉
　・設備容量　　　　　　1000kVA
　・負荷側の力率　　　　0.95
　・変圧器電力損失　　　3％
　・外気温度　　　　　　30℃
　・変圧器内の発熱は全部室内へ放出
　・変圧器…油入自冷式

必要換気量＝　　··3600×28.5· ·=8500m3/h
·····················1.2×1.006×（40−30）

となります。

　発熱量＝設備容量×力率×変圧器電力損失
　＝1000×0.95×0.03
　＝28.5kW

8.·必要換気回数から求める方法

9.·室内の発熱量から求める方法
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工場換気はビルや住宅の換気とは基本的に異なり、種々の有害なガスや蒸気・粉塵・ヒュームなどが作業工程中
に発生し、そのまま放置すれば周囲空気中に拡散し、すべてのものに悪影響を与えるだけでなく、ときには極め
て危険でもありますので、これを防止するために必然的に要求されるものです。
工場換気の方法には全体換気と局所換気があり、有害なガス等の発生場所を局所換気し、さらに全体換気によっ
て局所換気の漏洩分の排出と全体の換気を行うようにします。局所排気を優先して考えることが重要です。

工場内空気の汚染を許容濃度以下に薄めること。
また、温度・湿度が許容値以上に上昇しないように
することを目的として設置します。

●平均的に広く熱量や水分が発生する場所。
●平均的に広くガスやヒュームが発生する場所。
●平均的に広くスモークや粉塵が発生する場所。
●局所換気で排出されない漏洩分を排出する場所。
●結露防止のため天井内の高湿空気を排除する場合。

1.·全体換気を採用する場合

●汚染空気は通常暖かく上昇するので、なるべく高い位
置に据付けます。

●室内に一定の気流があるとか外風がある場合には、風
下側に据付けます。

●空気取入口との関係に留意して、全体が効率よく換気
できるようにします。

●汚染源が限られている場合には、それに近いところに
据付け、これに加えて局部の換気を行います。

●保守点検しやすい場所を選びます。

2.·換気扇取付場所選定の注意事項

●294ページ6,7などから求めます。

3.·全体換気の必要風量

4.·全体換気の例

密閉度の悪い建物では第1種換気を行います。

さらに大きい建屋で間口が長い場合は、エアー搬送ファンを
併用します。

悪い取付例良い取付例

1.·全体換気

工場の換気6
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有害ガス等の発生に対し、できるだけ局所的に拡散
を防止すると同時に、作業者の呼吸域は常に清浄域
にするように、また有害ガス等を高濃度のまま吸引
し、一般に途中で処理（集塵など）を行い、公害基準
以下にして大気に放出するように局所換気が行われ
ます。

●有害性の強い汚染ガスが発生する場合
●重いガスや有害な粉塵、ヒュームが発生する場合
●局所的に高温熱源や有害な水蒸気の発生源がある場合
●排出物に対し除塵・集塵および清浄装置を必要とする場合

1.·局所換気を採用する場合

（1）方式
プルフード式とプッシュプルフード式があります。

発生源 発生源

x

y x
yz

フードの形式 形状比などの条件 図　　　例
汚染空気の
発生方向と吸
い込み方向
が同じ場合
（2次元）

D／E＞0.2
H／E≦0.7
1.0≦F／E≦1.5

汚染空気の
発生方向と吸
い込み方向
が同じ場合
（3次元）

D／E＞0.3
H／E≦0.7
1.0≦F／E≦1.5
0.2≦γ≦1.0

汚染空気の
発生方向と吸
い込み方向
が直角の場
合
（2次元）

F／E＞0.2
θ=0°
0.2＞F／E’≦1.5
0≦U／E’≦1.6
0.05≦H／E’≦
0.5

汚染空気の
発生方向と吸
い込み方向
が直角の場
合
（3次元）

F／D＞2.0
0.7≦F／E≦2.5
γ≦2.0
0≦H／E≦1.0
0≦U／E≦2.5

H

D

E
F

H E
F

D

L

D
É
HE

U
F

D
L

F
U

E
H

F

θ

γ= F
L

■プルフード（図11-9） ■プッシュプルフード（図11-10）

●フード形式

■囲い式フード（図11-11） ■外付け式フード（図11-12）

■二次元の流れフード（図11-13） ■三次元流れフード（図11-14）

●汚染源ごとに設けます。
●フードはできるだけ汚染源に接近して設けます。
●フードが汚染源をできるだけ囲むようにします。
●汚染物質の発散状況や比重に応じて吸引に適した形式、
大きさにします。

●フードの吸い込み方向と汚染気流の方向を一致させま
す。（図11-15）

（2）局所換気の設計

■流動方向が一致（図11-15）

●フードの形式と寸法の関係は表11-7を目安にします。

■フードの形式と寸法（表11-7）

フ
ー
ド
吸
い
込
み
気
流

発
生
汚
染
気
流

2.·局所換気
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●ダクトを用いて換気しようとするとき、このダクトが
風の流れを妨害しようとします。これをダクトの圧力
損失（静圧ともいう）とよびます。

●ダクトの圧力損失には摩擦損失と局部損失とがあり、
次のように発生します。

　● 摩擦損失　ダクト直管内壁と気流との摩擦により発生
する損失。

　● 局部損失　エルボ、ベントキャップ、拡大管などによ
り、流速が急に変わるために発生する損失。

●ダクトと静圧には、一般に次のような関係があります。

●ダクトの圧力損失をグラフにすると図のように表せま
す。

　例えば、このダクトを15m使い90m3/hの風量を排出
しようとすると約27Paの静圧がかかることになりま
す。

換気量、ダクト配管が決定したら右図で示す手順に
沿って、ダクト系統の圧力損失を計算します。その
方法にはダクト系全体を「直管相当長」に換算する方
法と、直管全長（含む曲がり部の直管相当長）に単位
摩擦損失を乗じたものと各部材等の局部圧力損失を
加えたものの総和を求める「定圧法（等摩擦法）」があ
ります。
ダクト抵抗計算と機種選定例では、「定圧法」と「直管
相当長」による方法を紹介します。

必要換気風量計算

ダクト設計（ダクト径、ダクトの種類、配管経路、長さ、曲がり）

ダ
ク
ト
系
の
圧
力
損
失
を
求
め
る

「静圧－風量特性曲線」より特性を満たす機種を選択する

得られた圧力損失に10～20％の余裕を加味し、必要静圧とする

部
材
の
圧
力
損
失
を
求
め
る

直管部の圧力損失を
「計算式」または

「摩擦損失計算図表」
より求める

局部の圧力損失を
「計算式」または
「直管相当長と摩擦
損失計算図表」
より求める

ダクト系全体の
圧力損失を求める

部材の圧力損失を
それぞれの「圧力損失
特性」より求める

部材それぞれの
圧力損失を合計し

全部材圧力損失を求める

■ダクト圧力損失図（図11-17）

●下図の曲線Rは、ダクトの圧力損失曲線（送風抵抗）で、
ダクトの形状・寸法が変わらない限り不変です。送風
抵抗は、送風量の2乗に比例するので、この曲線は原
点を通る二次曲線となります。このダクトに圧力PSの
ような性能を持った送風機をつけると、RとPSの交点
Aが運転点となり、送風量はQAとなります。

　このダクト中にダンパなどを設け、絞ると抵抗が増え
て圧力損失曲線はR'となり、送風機圧力曲線との交点
は点Bとなり、送風量はQBに減少します。

●ダクト抵抗（圧力損失）は、計算式によって求める方法
と、図表によって求める方法があります。　　　

■ダクト圧力損失と送風機特性図（図11-18）

1.·ダクト抵抗（圧力損失計算）

ダ·ク·ト·の·条·件 静圧（圧力損失）

ダクトが長いほど 高くなる

風量が多いほど 高くなる

ダクトの径が細くなるほど 高くなる

ダクトの内面が粗いほど 高くなる

静圧の算出7 ■ダクト計算から機種選定までの手順（図11-16）



第11章  換気計画と設計
静圧の算出7

299

換
気
計
画
と
設
計

第
11
章

①計算により求める方法
    一般に円形ダクトの直管部分の圧力損失は、次式で表
されます。

1.·円形ダクトの直管部分の摩擦損失

△P1＝λℓ�・�
ρ
�V2� １式

　　　　��
d
　�
2

λ＝�0.0055　�1＋（20000��ε��＋�10
6�
）
�
� 2式

　　　　　　　　　　　d　　���Re

（ Moodyの線図）

�Re＝��V・d�　　　　　　　3式
�� �

ν

　△P1 ：  直管部分の摩擦損失（Pa）
　λ  ：  ダクトの抵抗係数� （2式）
　ℓ  ：  ダクトの長さ（ｍ）
　d  ：  ダクトの直径（ｍ）
　V  ：  ダクト内の流速（風速）（ｍ/sec）� （4式）
　ρ  ：   空気の密度（kg/m3）…1.2kg/m3 

（ただし、温度20℃相対湿度65％）

　更に、λはダクトの内面の粗さ（ε）とレイノルズ数
（Re）によって決められるので、次式で表されます。

　ε  ：  ダクト内面の粗さ（mm）  表11-8
　Re ：  レイノルズ数  （3式）
　ν  ：   動粘性係数（ｍ2/sec）…1.5194×10-5ｍ2/sec
      （ただし、温度20℃相対湿度60％）

�V＝�　　Q　　�　　　　　4式
�� �

60×60×A

　Q ： 風量（ｍ3/ｈ）
　A ： ダクトの断面積（ｍ2）
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　〈参考〉
　ダクトの抵抗係数は亜鉛鉄板製円形ダクトの場合
　λ≒0.025　となります。

　ダクトの種類（内面粗さ）、ダクト内平均風速が異なる
場合は「抵抗係数修正表」（表11-9）で補正し求めるこ
ともできます。

■ダクト内面の粗さ（表11-8）

②図表により求める方法
  　 円形ダクトの直管部分の摩擦損失は「円形ダクトの摩擦
損失計算図表」によって求めることができます。

  　 なお、使い方についてはダクト抵抗計算実施例の中で
説明します。

■円形ダクトの摩擦損失計算図表（図11-20）

※図表は亜鉛鉄板製円形ダクトにおいて示しておりますが、塩ビ
管などにおいては下の表を用いて使用しています。

■抵抗係数修正表（表11-9）

〔 1
3〕

■Moodyの線図（図11-19）

ダクトの種類 ε（ｍｍ）

なめらかな引抜管 0.0015

ガス管、引抜管 0.045

亜鉛めっき鉄管 0.18

コンクリート管 0.3〜3

ダクトの内面 例
平均風速（ｍ/sec）

5 10 15 20

特に粗い面 コンクリート仕上げ 1.7 1.8 1.85 1.9

粗い面 モルタル仕上げ 1.3 1.35 1.35 1.37

特になめらかな面 引抜鋼管・ビニール管 0.92 0.85 0.82 0.8
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�de＝1.30�　　��（ab）
5

　�������������5式
�� ����

（a＋b）2

　de  ： 等価の円管（ｍ）
　a,b ： 長方形の2辺（ｍ）

　矩形ダクトのアスペクト比（長辺と短辺の比）は4以下
であることを確認します。

　なお、円形、正方形、長方形以外の断面のダクトにつ
いて、等価の円管に換算する場合

　
de＝

   4×断面積
　　　　  周辺長さ

　として見当をつければ大差ありません。

②図表より求める方法
　「矩形管→円管への換算表」に長辺と短辺をプロットし、
交点を求めることにより、等価の円管直径が得られます。

8

■矩形管→円管への換算表（図11-21）

①計算により求める方法
　一般にエルボなどの局部損失は、次式で求めます。

3.·局部損失

�
△P2＝ζ・

�ρ�
V�2�������������6式

�� ���������2
�� �＝0.6・ζ・V�2

  △P2  ： 局部損失（Pa）
  ζ  　： 局部抵抗係数

②図表により求める方法
    「局部抵抗計算図」にダクト内の流速（V）と局部抵抗係
数(ζ）をプロットし、その交点を求めることにより、
局部損失（△P2）が得られます。

■局部抵抗計算図（図11-22）

①計算により求める方法
     一般に利用される圧力損失△P1の計算式は、円形管を
基本とした式であるため、矩形管を利用する場合には、
次式で等価の円管に換算します。

2.·直管矩形ダクトの等価の円管への換算
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鋼板製スパイラルダクト
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2.·ダクトの種類・寸法別圧力損失
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△P�＝��
ρ
��V�2（Pa）

��
2

　　V： 外風速（m/sec）
　より求められます。

●高層ビルまたは常時外風が当たる場合は、これらを考
慮して設計する必要があります。一般的に外風を静圧
に変換するには、

■外風の強さと風圧の関係（図11-23）
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3.·外風圧
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番
号
ダクト
の
部　分

形状図 条　件 ζの値
等値の
円管の
長　さ

① 円管の
曲管

R/D=0.5
=0.75
=1.0
=1.5
=2.0

0.71
0.33
0.22
0.15
0.13

43D
23D
15D
10D
9D

②
矩形断
面の曲
管

W/D R/D

0.5
0.5
0.75
1.0
1.5

1.30
0.52
0.25
0.20

79D
29D
17D
11D

1-3
0.5
0.75
1.0
1.5

0.95
0.33
0.20
0.13

57D
20D
12D
8D

③ 同上導
翼つき

導翼の
数 R/D

1
0.5
0.75
1.0
1.5

0.70
0.16
0.13
0.12

42D
10D

8D
7D

2
0.5
0.75
1.0
1.5

0.45
0.12
0.10
0.15

27D
7D
6D
9D

④
円形管
の折り
つなぎ

0.87 53D

⑤
矩形管
の折り
つなぎ

1.25 76D

⑥ 同上導
翼つき 0.35 21D

⑦
矩形管
の分岐
・導翼
つき 曲管と同一の損失とする

風速は入口を基準とする

⑧
同上丸
みのあ
るもの

⑨ 45 の゚
曲管

矩形または円
形導翼有また
は無

90ﾟの曲管の
1/2

⑩ 広がり
管

a=    5゜
10゜
20゜
30゜
40゜

損失はV1−
V2に対する

0.17
0.28
0.45
0.59
0.73

10D
17D
27D
36D
43D

⑪ 狭まり
管

a=30゜
45゜
60゜

損失はV2に対する

0.02
0.04
0.07

1D
2D
4D

番
号
ダクト
の
部　分

形状図 条　件 ζの値
等値の
円管の
長　さ

⑫ 変形管 0.15 9D

⑬ 急な縮
少入口 0.50 30D

⑭ 急な出
口 1.0 60D

⑮
ベルマ
ウスつ
き入口

0.03 2D

⑯
ベルマ
ウス出
口

1.0 60D

⑰ ボルダ
の入口 0.85 51D

⑱
丸形、
薄刃流
れ口

0
0.25

V1/V2 =  0.50
0.75
1

損失はV2に対する

2.8
2.4
1.9
1.5
1.0

170D
140D
110D

90D
60D

⑲
管入口

（ 円 形
フード
付）

β

20ﾟ
40ﾟ
60ﾟ
90ﾟ

120ﾟ

0.02
0.03
0.05
0.11
0.20

⑳
管入口

（ 長 方
形フー
ド付）

β

20ﾟ
40ﾟ
50ﾟ
90ﾟ

120ﾟ

0.03
0.08
0.12
0.19
0.27

21 急縮小

0

V1/V2=  0.25
0.50
0.75

損失はV2に対する

0.5
0.45
0.32
0.18

30D
27D
19D
11D

22 急拡大

0
0.20

V2/V1=  0.40
0.60
0.80

損失はV1に対する

1.0
0.64
0.36
0.16
0.04

60D
39D
22D

9D
2D

23

吸込み
口（打
抜き狭
板）

自
由
面
積
比

0.2
0.4
0.6
0.8

35
  7.6
  3.0
  1.2

D

R

D

W
R

D

W
R

D

D

D

45゜ 45゜

V1
a V2

V1 V2

a

A

2A

2A

A 14 以゚下

V1

V1

V1 V2

Vθ

Vθ

V2
V1

V2V1

V

4.·ダクト各部分の圧力損失一覧表

○

○

○

○
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図のようにストレートシロッコファンにダクトを配管した場合における圧力損失を求め、機種を選定します。

AT-200MGS4

   〈条件〉
　1. 配管  ： 左図
　2. 必要換気量 ： 500m3/h
　3. 使用場所   ： 事務所
　4. 排気
　5. 60Hz

●直管部の長さ
　（A）＋（B）＋（C）＋（D）＝3＋1＋0.5＋3＝ 7.5m
●エルボ（曲がり部）の直管相当長さ
　303ページの「4.  ダクト各部分の圧力損失一覧表」 
より等値円管長さは15Dですから、

　15D×2か所＝15×0.2×2＝ 6m
●合計の長さ
　L＝7.5＋6＝ 13.5m

1.·ダクトの長さを求めます。

2.·ダクトの圧力損失を図表より求めます。

140
120
100
80
60
40
20
0
0 200 400 600 800 1000 1200

L=20m
L=15m

L=10m

L=5m

13.5mの線を
作図する

15m
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ポイント
3.5

5

（
P
a）

風 量（m3/h）

静　

圧
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給気
排気
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P
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風 量（m3/h）

静　

圧

給気

排気

給排気グリル用
フィルター組み込み時

80

60

40

20

00 100 200 300 400 500 600

給気

（
P
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風 量（m3/h）

静　

圧

排気

■φ200（内径）鋼板製スパイラルダクト圧力損失特性（図11-24）

■BFS-20G3圧力損失特性（図11-25）

風量　500m3/hのとき　20.0Pa
風量　600m3/hのとき　24.5Pa

　給排気グリルの圧力損失はカタログに記載の圧力損失
特性より求めます。

3.·給排気グリル（消音形）BFS-20G3の
圧力損失（P2）を求めます。

風量　500m3/hのとき　16.0Pa
風量　600m3/hのとき　23.5Pa

風量　500m3/hのとき　21Pa
風量　600m3/hのとき　29Pa

■AT-200MGS4圧力損失特性（図11-26）

　丸形フードの圧力損失はカタログに記載の圧力損失特
性より求めます。

4.·丸形フードAT-200MGS4の圧力損
失（P3）を求めます。

ダクト抵抗計算と機種選定8

1.·計算によるダクト圧力損失の求め方
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100
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77Pa

57Pa

120

200 300 400
風量（m3/h）

静圧（Pa）
全圧力損失曲線

500 600

風量　500m3/hのとき　20.0＋16.0＋21.0＝57Pa
風量　600m3/hのとき　24.5＋23.5＋29.0＝77Pa

　ダクト圧損＋給排気グリル圧損＋丸形フード圧損全圧
力損失曲線を作成します。

5.·各圧力損失を合計します。

②BFS-50SUCを選定します。
　BFS-50SUCを設置したときの風量は圧力損失曲線
と静圧・風量特性の交点になります。

BFS-50SUC

風量（ｍ3/ｈ）

静
圧（
P
a）

100 200 300 400 500 600 700

20

40

60

80

100

120

140

0

77

57

（600,77）

● 「円形ダクトの摩擦損失計算図表」を用いて下記のよう
に求めます。

　ダクト長さ13.5m（ダクト径20cm）のとき

　① ダクト径（20cm）と、ダクト内を流れる風量
（500m3/h）の交点Ⓐを求め、Ⓐ点を垂直に下して
Ⓑ点を求めます。

　② Ⓑ点の目盛りを1.5Paと読みとります。この値はダ
クト1mあたりの圧力損失ですから、これにダクト長
さを乗じて圧力損失を求めます。

　　  Ps＝1.5×13.5＝20.3Pa
　　  これは給排気グリル、丸形フードの圧力損失を除い

たダクト部の圧力損失です。

①ストレートシロッコファンのカタログより500m3/h
で57Paを満足する機種を選んで、そのQ特性に「5. 各
圧力損失を合計します。」で作成した圧力損失曲線を合
わせます。

2.·機種選定

3.·図表によるダクト圧力損失の求め方

風　量 静　圧

60Hz 600m3/h 77Pa
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●高層ビル、または常時外風が当たる場所では、外風の
影響を考慮する必要があります。たとえば5m/secの
外風による風圧は、

△P＝
 ρ 
V 2   ＝

1.2  
× 52  2  2 

   ＝15Pa

　となりますので右図のように圧力損失曲線に15Paを
加えて機種を選定します。

4.·外風による影響
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　この法は、電気用品による危険および障害の発生を防止することを目的としています。
　平成13年4月1日、従来の電気用品取締法から現在の電気用品安全法へと改称・施行されました。

1.·法の目的

　電気用品は「特定電気用品」と「特定電気用品以外の電気用品」に区分されており、「特定電気用品以外の電気用品」中の「電
動力応用機械器具」に「送風機」「換気扇」「電気温風機」「扇風機」などの品目が指定されています。それぞれの品目について、
電気用品安全法が対象となる範囲は以下のとおりです。

2.·対象品目
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7. 消防法および火災予防条例 ·····················································328
8. 業務用ガス機器の設置基準および実務指針 
（（財）日本ガス機器検査協会編） ·············································329
9. 空気調和・衛生工学会規格換気基準（HASS 102） ··············329
10. 騒音規制法 ···············································································330
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商品に関する関連法規1

1.·電気用品安全法

特定電気用品以外の電気用品 範　囲

電動力応用機械器具 定格電圧が100V以上300V以下、定格周波数が50Hzまたは60Hzのもので交流電路に使用するものに
限る。

送風機 定格消費電力が500W以下のものに限り、機械器具に組み込まれる特殊な構造のものを除く。

換気扇
サーキュレーター
扇風機

定格消費電力が300W以下のものに限る。

電気温風機 定格消費電力が5kW以下の電熱装置を有するものに限る。
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●基準に適合し、検査等を実施したすべての電気用品に対して、表示（特定電気用品以外　　）の義務が課せられることにな
りました。

　電気用品安全法に基づき届出事業者が表示するべき事項は以下のとおりです。

●当社では、上記の他にも必要と考えられる表示（形名、風量、静圧、製造番号など）を同一銘板内に記載していますが、電
気用品安全法に基づく表示を枠で囲うことにより、それ以外の表示との識別を明確にしています。

●電気用品安全法に基づき表示するべき事項は商品をフリーエアーで運転したときにおける値を記載しています。そのため、
空調用送風機など定格静圧がフリーエアーでない商品では、カタログ・仕様書等に記載されている数値と、電気用品安全
法に基づき銘板へ表示されている数値が異なる場合がありますが、間違いではありません。

3.·表示に関する規制

　電気用品安全法の対象となる商品においては、　　マークが付いているものでなければ、電気用品を販売し、または陳列し
てはなりません。

4.·販売に関する規制

　電気用品の製造は電気用品の区分に従い、「事業の届出」を経済産業大臣に行うこととなりました。商品出荷時において型
式の区分含めて、技術基準適合、検査を行い、銘板への表記を行っているため、商品の改造を行うことはできません。

5.·その他

 i .�記号（PSEマーク）
 ii .�届出事業者名
 iii .�定格電圧、消費電力等の諸元

※�PSEマークのPおよびSは�Product�Safety、�
EはElectrical�Appliance�&�Materials�の略
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　この規格では、主に家庭用の換気扇について性能・構造・表示・試験方法などを規定しています。
　三菱有圧換気扇の場合、JIS C 9603を参考にした仕様となっていますが、表12-1のような相違点があります。

1.·換気扇·JIS·C·9603

■有圧換気扇とJIS·C·9603·の相違点（表12-1）

　この規格では、主にVベルト駆動の多翼送風機について性能・構造などを規定しています。
　当社では、ストレートシロッコファン・片吸込形シロッコファンがJIS B 8331を参考にした仕様となっていますが、表
12-2のような相違点があります。

2.·多翼送風機·JIS·B·8331

　この規格では、送風機の風量・静圧などについて試験および検査方法を規定しています。
　三菱産業用送風機の風量測定方法は、このJIS B 8330に準拠しています。（254ページ「風量の測定方法」を参照ください）

3.·送風機の試験および検査方法·JIS·B·8330

■空調用送風機とJIS·B·8331の相違点（表12-2）

2.·日本工業規格

項　目 JIS·C·9603 有圧換気扇

構　造 シャッター一体品が対象 産業用：一体シャッターなし品
業務用：シャッター一体品となし品が混在

対象種類
【羽根径（cm）】 15,20,25,30,40,50（cm）の計6種類 20〜105（cm）の計12種類

騒音試験 1m離れた地点での3点平均値 1.5m離れた地点での3点平均値

その他 家庭用がベースであるため、各試験において圧力損失
（静圧）を考慮した考えかたはなし

組み込み・ダクトによる圧力損失の影響が大きく、各
試験において圧力損失（静圧）の考えかたが必要

項　目 JIS·B·8331
空調用送風機

ストレートシロッコファン 片吸込形シロッコファン 斜流ダクトファン

羽根車 多翼羽根 ○
多翼羽根

○
多翼羽根

×
斜流羽根

構　造 消音ボックス付は
適用外

×
消音ボックス付

○
送風機

○ 標準形
× 消音形

周囲温度 ー15〜＋40℃ △
機種により異なる

×
ー10〜＋50℃

×
ー10〜＋40℃
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建築基準法、省エネルギー法、建築物衛生法、労働安全衛生規則、事務所衛生基準規則に建築物の換気・換気設
備の設置に関する規定があり体系的に纏めると表12-3のようになります。

空
気
調
和
設
備

国
土
交
通
大
臣
認
定

中
央
管
理
方
式
の
空
気
調
和
設
備

機
械
換
気
設
備

自
然
換
気
設
備

居
室
の
床
面
積
の
1 

20
以
上
の
窓
等

換気・換気設備
の構造方法

設置する
根拠の法令等

特殊建築物の居室の換気設備
　（法28条3項、令20条の2）

火気使用室の換気設備
　（法28条2項、令20条の3）

居室内における化学物質の
発散に対する衛生上の措置
（法28条の2、令20条の4）

臭気・水蒸気などが発散するところの
換気（浴室）

省エネルギー法
（省エネルギー基準に基づく換気）

建築物衛生法（特定建築物が対象）
　（第4条1項）

労働安全衛生規則
　（第601条第1項）

事務所衛生基準規則
　（第3条）

居室の換気・換気設備
　（法28条2項、令20条の2）
便所の換気
　（令28条　窓による換気）

建
築
基
準
法

◎　　　　   ◎　　　　  ◎　　　　  ◎　　　　   ◎　　　　　

◎　　　　  ◎　　　　   ◎　　　　　

 ◎　　　　   ◎　　　　   　　　　    ◎　　　　　

 ◎　　　　  ◎　　　　   ◎　　　　　

  ◯　　　　  ◯　　　　  ◯ 

 ◯　　　　   ◯ 

◎　　　　   ◎　　　　  ◎　　　　  ◎

◎　　　　   ◎　　　　   ◎

◎　　　　   　　　　   　　　　   　 ◎　　　　　

法によりいずれかを設置義務付け

法によりいずれかを設置義務付け

法によりいずれかを設置義務付け

法によりいずれかを設置義務付け

法によりいずれかを設置義務付け

自主設置（法による義務付なし）

基準によりいずれかを設置

法によりいずれかを設置義務付け

法によりいずれかを設置義務付け

■建築物の換気・換気設備（表12-3）

設置に関する関連法規2
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●この法律は、建築物の敷地、構造、設備および用途に関する最低の基準を定めて、国民の生命、健康および財産の保護を
図り、公共の福祉の増進に資することを目的としています。法は建築物に関する「最低の基準」を定めていますので建築設
備である換気設備を設ける場合も、法に従って施工しなければなりません。

　ここでは、建築設備である換気設備に関連する事項のみにとどめます。

　建築物および居室の種類、化学物質の発散に応じた換気設備を設けるよう法第28条第2項および第3項、法第28条の2で
規定しています。

1.·換気設備の設置

■建築基準法の概要（表12-4）

　建築物および居室の種類に応じた有効換気量を算出するよう令第20条の2第一号ロ、令第20条の3第2項第一号イ、建告
第1826第2・第3、建告第1832号で規定しています。

2.·機械換気設備の有効換気量

　化学物質の発散による健康被害（いわゆるシックハウス問題）への対策として、2003年7月より法が改正・施行されました。
　規制対象となる化学物質をクロルピリホスおよびホルムアルデヒドとし、建材の種類や換気設備の設置について、令第20
条の4、令第20条の5第1項〜第5項、令第20条の6第1項〜第2項、令第20条の7、建告第1112号〜第1115号、建
告第273号第1〜第4、建告第274号第1〜第2で規定しています。

3.·シックハウス対策に係る規定

1.·建築基準法

法第28条第2項

居室には換気のための窓その他の開口部を設け、その換気に有効な部分の面積は、その居室の床面積に対
して、20分の1以上としなければならない。
ただし、政令〈令第20条の2、129条の2の6〉で定める技術的基準に従って換気設備を設けた場合におい
ては、この限りでない。

法第28条第3項
別表第1（い）欄（1）項に掲げる用途に供する特殊建築物の居室又は建築物の調理室、浴室その他の室でか
まど、こんろその他火を使用する設備若しくは器具を設けたもの（政令〈令第20条の3〉で定めるものを除
く。）には、政令で定める技術的基準に従って、換気設備を設けなければならない。

別表第1（い）欄（1）項 劇場、映画館、演芸場、観覧場、公会堂、集会場その他これらに類するもので政令で定めるもの〈政令：未制定〉

法第28条の2
（居室内における化学物質の
発散に対する衛生上の措置）

居室を有する建築物は、その居室内において政令で定める化学物質の発散による衛生上の支障がないよう、
建築材料及び換気設備について政令で定める技術的基準に適合するものとしなければならない。

〈参考〉
法第2条第四号·居室 居住、執務、作業、集会、娯楽、その他これらに類する目的のために継続的に使用する室をいう。

〈参考〉
法第28条第4項
（開口できる2室の換気）

ふすま、障子その他随時開放することができるもので仕切られた2室は、法第28条前3項の規定の適用に
ついては、1室とみなす。
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■建築物の換気・換気設備（表12-5）

建築基準法とそれに付随する政令、建告を体系的にまとめると、表12-5のようになります。

4.·換気設備に関する規定一覧表

［換気設備なし］
換気口の開口面積≧
床面積の1／20

ー

対　象

居　室 第28条第2項

建築基準法

法 内　容 内　容区　分 令

建築基準法施行令

ー ー

政令で定める技術基
準に従い換気設備を
設ける。

・国土交通大臣が定めた構造とする。特殊建築物 第28条第3項 中央管理
方式の
空気調和
設備

第20条の
2第1号ハ

［換気設備あり］
政令で定める技術基
準に従い換気設備を
設ける。

(1)排気筒の有効断面積は次式以上とする。
 Av=Af／(250√h)
 Av ： 排気筒の有効断面積(m2)
 Af ： 居室の床面積
    （換気口がある場合床面積ー有効開口面積×20）(m2)
 H ： 給気口中心から排気筒頂部中心までの高さ(m)
(2)給気口及び排気口の有効開口面積≧排気筒の有効断面積
(3)その他国土交通大臣が定めた構造
　 ⇒昭和45年告示第1826号第1

自然換気
設備

第20条の
2第1号イ

ー

国土交通省告示 内　容

建築基準法関係告示

ー

(1)排気筒の有効断面積Avが0.00785未満の時は0.00785とする。
(2)排気筒の断面形状、排気口の形状は矩形、楕円形、円形等とし、アスペクト比は1／2以上とする。
(3)排気筒の頂部が排気シャフト等に開放されている場合、排気シャフト内にある立ち上がり部分は
2m以上とする。

　 （排気筒内に逆流防止ダンパーがある場合は除く）
(4)給排気口の位置及び構造は室内に著しい偏流が生じないようにすること。

昭和45年告示第1826号第1

(1)有効換気量は次式以上とする。
 V=20Af／N
 V ： 有効換気量(m3/h)
 Af ： 居室の床面積(m2)
  （換気口がある場合は床面積－開口面積）
 N ： 一人あたりの占有面積(m2)
(2)1の機械換気設備で2以上の居室その他の建築物に関わる
場合の有効換気量は、それぞれに必要な有効換気量の合計
とする。

(3)上記の他国土交通大臣が定めた構造とする。
⇒昭和45年告示第1826号第2

機械換気
設備

第20条の
2第1号ロ

(1)換気上有効な給・排気機及び給排気口を有すこと。
(2)給排気口の位置及び構造は室内に著しい偏流が生じないよ
うにすること。

(3)給気機の給気口及び直接外気に開放された給排気口は雨水
または虫、埃など衛生上有害なものを防げること。

(4)直接外気に開放された給排気口に換気扇を設ける場合、外風
の影響で能力が低下しないこと。

(5)ダクトは空気を汚染する恐れのない材料で造ること。

第129条の
2の6第2項

・第129条の2の6第2項の他下記基準に適合すること。第129条の
2の6第3項

(1)換気上有効な給気口及び排気筒を設けること。
(2)給気口の位置は天井高さの1／2以下とし、常時開放されて
いること。

(3)排気口は給気口より高い位置に設け排気筒の立ち上がり部
分に直結し常時開放のこと。

(4)排気筒は排気上有効な立ち上がり部分を有しその頂部は外
気の影響を受けない構造で直接外気に開放すること。

(5)排気筒は頂部及び排気口以外の開口部がないこと。
(6)給排気口及び排気筒の頂部は雨水又は虫、埃など衛生上有
害なものを防げること。

第129条の
2の6第1項

(1)換気経路の全圧力損失を考慮して求められた換気能力があること。
(2)給排気口の位置及び構造は室内に著しい偏流が生じないようにすること。

昭和45年告示第1826号第2

なしなし

(1)有効換気量は次式以上とする。
 V=20Af／N
 V ： 有効換気量(m3/h)
 Af ： 居室の床面積(m2)
 N ： 一人あたりの占有面積(m2)
(2)給・排気機は換気経路の全圧力損失を考慮して求められた給排気能力があること。（その他の構造
で衛生上有効な換気が明らかに確保できる場合は除く）

(3)ダクトは吸湿しない材料で造ること。（断熱材で結露対策する場合は除く）
(4)フィルター類は容易に交換できること。
(5)ダクトは火を使う設備もしくは器具のダクトに接続しない。
(6)室温を外気温より低くする場合、その差が著しくならないよう制御できること。
(7)建物（壁・天井もしくは屋根・床）、開口部、換気及びすきま風、室内で生じる負荷に対応できること。

昭和45年告示第1832号
（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

浮遊粉塵量

COの含有率

CO２の含有率

温度

相対湿度

気流

0.15mg/m3以下

10ppm以下

1000ppm以下

①17℃以上28℃以下

②部屋の内外温度差を著しくしないこと

40%以上70%以下

0.5m/s以下
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［換気設備なし］
換気口の開口面積≧
床面積の1／20

ー

対　象

居　室 第28条第2項

建築基準法

法 内　容 内　容区　分 令

建築基準法施行令

ー ー

政令で定める技術基
準に従い換気設備を
設ける。

・国土交通大臣が定めた構造とする。特殊建築物 第28条第3項 中央管理
方式の
空気調和
設備

第20条の
2第1号ハ

［換気設備あり］
政令で定める技術基
準に従い換気設備を
設ける。

(1)排気筒の有効断面積は次式以上とする。
 Av=Af／(250√h)
 Av ： 排気筒の有効断面積(m2)
 Af ： 居室の床面積
    （換気口がある場合床面積ー有効開口面積×20）(m2)
 H ： 給気口中心から排気筒頂部中心までの高さ(m)
(2)給気口及び排気口の有効開口面積≧排気筒の有効断面積
(3)その他国土交通大臣が定めた構造
　 ⇒昭和45年告示第1826号第1

自然換気
設備

第20条の
2第1号イ

ー

国土交通省告示 内　容

建築基準法関係告示

ー

(1)排気筒の有効断面積Avが0.00785未満の時は0.00785とする。
(2)排気筒の断面形状、排気口の形状は矩形、楕円形、円形等とし、アスペクト比は1／2以上とする。
(3)排気筒の頂部が排気シャフト等に開放されている場合、排気シャフト内にある立ち上がり部分は
2m以上とする。

　 （排気筒内に逆流防止ダンパーがある場合は除く）
(4)給排気口の位置及び構造は室内に著しい偏流が生じないようにすること。

昭和45年告示第1826号第1

(1)有効換気量は次式以上とする。
 V=20Af／N
 V ： 有効換気量(m3/h)
 Af ： 居室の床面積(m2)
  （換気口がある場合は床面積－開口面積）
 N ： 一人あたりの占有面積(m2)
(2)1の機械換気設備で2以上の居室その他の建築物に関わる
場合の有効換気量は、それぞれに必要な有効換気量の合計
とする。

(3)上記の他国土交通大臣が定めた構造とする。
⇒昭和45年告示第1826号第2

機械換気
設備

第20条の
2第1号ロ

(1)換気上有効な給・排気機及び給排気口を有すこと。
(2)給排気口の位置及び構造は室内に著しい偏流が生じないよ
うにすること。

(3)給気機の給気口及び直接外気に開放された給排気口は雨水
または虫、埃など衛生上有害なものを防げること。

(4)直接外気に開放された給排気口に換気扇を設ける場合、外風
の影響で能力が低下しないこと。

(5)ダクトは空気を汚染する恐れのない材料で造ること。

第129条の
2の6第2項

・第129条の2の6第2項の他下記基準に適合すること。第129条の
2の6第3項

(1)換気上有効な給気口及び排気筒を設けること。
(2)給気口の位置は天井高さの1／2以下とし、常時開放されて
いること。

(3)排気口は給気口より高い位置に設け排気筒の立ち上がり部
分に直結し常時開放のこと。

(4)排気筒は排気上有効な立ち上がり部分を有しその頂部は外
気の影響を受けない構造で直接外気に開放すること。

(5)排気筒は頂部及び排気口以外の開口部がないこと。
(6)給排気口及び排気筒の頂部は雨水又は虫、埃など衛生上有
害なものを防げること。

第129条の
2の6第1項

(1)換気経路の全圧力損失を考慮して求められた換気能力があること。
(2)給排気口の位置及び構造は室内に著しい偏流が生じないようにすること。

昭和45年告示第1826号第2

なしなし

(1)有効換気量は次式以上とする。
 V=20Af／N
 V ： 有効換気量(m3/h)
 Af ： 居室の床面積(m2)
 N ： 一人あたりの占有面積(m2)
(2)給・排気機は換気経路の全圧力損失を考慮して求められた給排気能力があること。（その他の構造
で衛生上有効な換気が明らかに確保できる場合は除く）

(3)ダクトは吸湿しない材料で造ること。（断熱材で結露対策する場合は除く）
(4)フィルター類は容易に交換できること。
(5)ダクトは火を使う設備もしくは器具のダクトに接続しない。
(6)室温を外気温より低くする場合、その差が著しくならないよう制御できること。
(7)建物（壁・天井もしくは屋根・床）、開口部、換気及びすきま風、室内で生じる負荷に対応できること。

昭和45年告示第1832号
（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

浮遊粉塵量

COの含有率

CO２の含有率

温度

相対湿度

気流

0.15mg/m3以下

10ppm以下

1000ppm以下

①17℃以上28℃以下

②部屋の内外温度差を著しくしないこと

40%以上70%以下

0.5m/s以下
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政令で定める技術基
準に従い換気設備を
設ける。

(1)給気口の位置は天井高さの1／2以下とする。
(2)排気口の位置は天井から下方80cm以内とし、換気扇等を設
置し直接外気に開放、もしくは排気筒または排気上有効な立
ち上がり部分を有する排気筒に直結すること。

(3)給気口の有効開口面積、給気筒の有効断面積は国土交通大
臣が定める数値以上とする。
⇒昭和45年建告第1826号第3第1号

(4)排気口または排気筒に換気扇等を設ける場合の有効換気量、
換気扇等を設けない場合の有効開口面積または有効断面積
は国土交通大臣が定める数値以上とする。
⇒昭和45年建告第1826号第3第2号

(5)ふろがままたは発熱量が12kWを越える器具は煙突を設け
ること。ただし、煙突を設けることが著しく困難な場合は排気
フードを有する排気筒を設けること。

(6)煙突に換気扇を設ける場合の有効換気量、換気扇を設けない
場合の煙突の有効断面積は国土交通大臣が定める数値以上
とする。
⇒昭和45年建告第1826号第3第3号

(7)排気フードを有する排気筒に換気扇等を設ける場合の有効
換気量、換気扇等を設けない場合の排気筒の有効断面積は
国土交通大臣が定める数値以上とする。
⇒昭和45年建告第1826号第3第4号

(8)直接外気に開放された排気口または排気筒の頂部は外気の
流れにより排気が妨げられないこと。

対　象

火を使用
する部屋

第28条第3項

建築基準法

法 内　容 内　容区　分 令

建築基準法施行令

ー 第20条の
3第2項
第1号イ

・火を使用する居室内の酸素含有率をおおむね20.5％以上保
つ換気ができるものとして、国土交通大臣の認定を受けたもの
とする。

第20条の
3第2項
第1号ロ

・給気口は器具の燃焼を妨げないこと。第20条の
3第2項
第2号

国土交通省告示 内　容

建築基準法関係告示

イ．下記ロ～ホ以外の場合
 第2号ロの式によって計算した数値
ロ．煙突を設け常時開放型給気口または給気筒を設ける場合
 第3号ロの式によって計算した数値
ハ．煙突を設け常時開放型以外の給気口または給気筒を設ける場合
 第2号ロの式によって計算した数値
ニ．排気フードを有する排気筒を設け常時開放型給気口等を設ける場合
 第4号ロの式によって計算した数値
ホ．排気フードを有する排気筒を設け常時開放型以外の給気口または給気筒を設ける場合
 第2号ロの式によって計算した数値

昭和45年告示第1826号第3第1号

イ．排気口、排気筒に換気扇等を設ける場合
 V=40KQ
  V ： 有効換気量(m3/h)　K ： 理論廃ガス量(m3)　Q ： 燃料消費量(kWまたはkg/h)
ロ．排気口、排気筒に換気扇等を設けない場合
 Av=40KQ／3600√(3+5n+0.2L)／h
  Av ： 排気口の有効開口面積、排気筒の有効断面積(m2)
  K ： 理論廃ガス量(m3)　Q ： 燃料消費量(kWまたはkg/h)　n ： 排気筒の曲がりの数
  L ： 排気口中心から排気筒頂部の外気に開放された部分の中心までの長さ(m)
  h ： 排気口中心から排気筒頂部の外気に開放された部分の中心までの高さ(m)

昭和45年告示第1826号第3第2号

イ．煙突に換気扇等を設ける場合
 V=2KQ
  V ： 有効換気量(m3/h)　K ： 理論廃ガス量(m3)　Q ： 燃料消費量(kWまたはkg/h)
ロ．煙突に換気扇等を設けない場合
 Av=2KQ／3600√(0.5+0.4n+0.1L)／h
  Av ： 煙突の有効断面積(m2)
  K ： 理論廃ガス量(m3)　Q ： 燃料消費量(kWまたはkg/h)　n ： 煙突の曲がりの数
  L ： 火源から煙突の頂部の外気に開放された部分の中心までの長さ(m)
  h ： 火源から煙突の頂部の外気に開放された部分の中心（Lが8mを越える場合は8mの部分の中心）までの
 高さ(m)

昭和45年告示第1826号第3第3号

　イ.排気フードを有する排気筒に換気扇等を設ける場合
 V=NKQ
  V   ： 有効換気量(m3/h)
  Ｎ   ： 30の場合… ( i ) 排気フードの下端は火源より1m以下とする。

( ii ) 排気フードは火源等を覆うことができること。
(iii) 排気フードは廃ガスを一様に捕集できる形状とする。

20の場合…  ( i ) 排気フードの下端は火源より1m以下とする。
( ii ) 排気フードは火源等から排気フードの高さの1／2以内の水平距離にある部分を

     覆うことができること。
    (iii) 排気フードの下端に5cm以上の垂下り部分を設け、集気部分は水平面に対し10° 
     以上の傾斜を有すこと。
  K   ： 理論廃ガス量(m3)
  Q   ： 燃料消費量(kWまたはkg/h)
  n   ： 排気筒の曲がりの数
  L   ： 排気フードの下端から排気筒の頂部の外気に開放された部分の中心までの長さ(m)
  H   ： 排気フードの下端から排気筒の頂部の外気に開放された部分の中心までの高さ(m)
　ロ.排気フードを有する排気筒に換気扇等を設けない場合
 Av=NKQ／3600√(2+4n+0.2L)／h
  Av   ： 排気筒の有効断面積(m2)
  Ｎ   ： 30の場合… ( i ) 排気フードの下端は火源より1m以下とする。

( ii ) 排気フードは火源等を覆うことができること。
(iii) 排気フードは廃ガスを一様に捕集できる形状とする。

20の場合… ( i ) 排気フードの下端は火源より1m以下とする。
( ii ) 排気フードは火源等から排気フードの高さの1／2以内の水平距離にある部分を覆

      うことができること。
(iii) 排気フードの下端に5cm以上の垂下り部分を設け、集気部分は水平面に対し10°

      以上の傾斜を有すこと。
  K   ： 理論廃ガス量(m3)
  Q   ： 燃料消費量(kWまたはkg/h)
  n   ： 排気筒の曲がりの数
  L   ： 排気フードの下端から排気筒の頂部の外気に開放された部分の中心までの長さ(m)
  H   ： 排気フードの下端から排気筒の頂部の外気に開放された部分の中心までの高さ(m)

昭和45年告示第1826号第3第4号

・排気口、排気口に接続する排気筒及び煙突は、室内もしくはそ
の他の部屋に廃ガス等の逆流・漏れが生じないよう国土交通大
臣が定めた構造とする。
⇒昭和45年建告第1826号第4

第20条の
3第2項
第3号

・排気フードは不燃材料で造ること。第20条の
3第2項
第4号

(1)排気筒または煙突の頂部が排気シャフトに開放されている場合、排気シャフト内にある立ち上がり部分に逆流防止
ダンパーを設けるなどの逆流防止措置を取ること。

(2)煙突には防火ダンパー等温度上昇により排気を妨げる恐れのあるものを設けないこと。
(3)排気筒及び煙突は他の換気設備の排気筒やダクトに接続しないこと。
(4)防火ダンパー等温度上昇により排気を妨げる恐れのあるものを設けた排気筒に煙突を連結する場合は以下の基
準に適合すること。
イ．換気扇等が設けられ排気筒が直接外気に開放されていること。
ロ．煙突内の廃ガス温度は排気筒に連結する部分で65℃以下とする。
ハ．煙突に連結する器具は半密閉式瞬間湯沸器、半密閉式常圧貯蔵湯沸器、貯蔵湯沸器とし故障等により連結部の
廃ガス温度が65℃を越えた場合自動停止する装置が設けられていること。

昭和45年告示第1826号第4
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政令で定める技術基
準に従い換気設備を
設ける。

(1)給気口の位置は天井高さの1／2以下とする。
(2)排気口の位置は天井から下方80cm以内とし、換気扇等を設
置し直接外気に開放、もしくは排気筒または排気上有効な立
ち上がり部分を有する排気筒に直結すること。

(3)給気口の有効開口面積、給気筒の有効断面積は国土交通大
臣が定める数値以上とする。
⇒昭和45年建告第1826号第3第1号

(4)排気口または排気筒に換気扇等を設ける場合の有効換気量、
換気扇等を設けない場合の有効開口面積または有効断面積
は国土交通大臣が定める数値以上とする。
⇒昭和45年建告第1826号第3第2号

(5)ふろがままたは発熱量が12kWを越える器具は煙突を設け
ること。ただし、煙突を設けることが著しく困難な場合は排気
フードを有する排気筒を設けること。

(6)煙突に換気扇を設ける場合の有効換気量、換気扇を設けない
場合の煙突の有効断面積は国土交通大臣が定める数値以上
とする。
⇒昭和45年建告第1826号第3第3号

(7)排気フードを有する排気筒に換気扇等を設ける場合の有効
換気量、換気扇等を設けない場合の排気筒の有効断面積は
国土交通大臣が定める数値以上とする。
⇒昭和45年建告第1826号第3第4号

(8)直接外気に開放された排気口または排気筒の頂部は外気の
流れにより排気が妨げられないこと。

対　象

火を使用
する部屋

第28条第3項

建築基準法

法 内　容 内　容区　分 令

建築基準法施行令

ー 第20条の
3第2項
第1号イ

・火を使用する居室内の酸素含有率をおおむね20.5％以上保
つ換気ができるものとして、国土交通大臣の認定を受けたもの
とする。

第20条の
3第2項
第1号ロ

・給気口は器具の燃焼を妨げないこと。第20条の
3第2項
第2号

国土交通省告示 内　容

建築基準法関係告示

イ．下記ロ～ホ以外の場合
 第2号ロの式によって計算した数値
ロ．煙突を設け常時開放型給気口または給気筒を設ける場合
 第3号ロの式によって計算した数値
ハ．煙突を設け常時開放型以外の給気口または給気筒を設ける場合
 第2号ロの式によって計算した数値
ニ．排気フードを有する排気筒を設け常時開放型給気口等を設ける場合
 第4号ロの式によって計算した数値
ホ．排気フードを有する排気筒を設け常時開放型以外の給気口または給気筒を設ける場合
 第2号ロの式によって計算した数値

昭和45年告示第1826号第3第1号

イ．排気口、排気筒に換気扇等を設ける場合
 V=40KQ
  V ： 有効換気量(m3/h)　K ： 理論廃ガス量(m3)　Q ： 燃料消費量(kWまたはkg/h)
ロ．排気口、排気筒に換気扇等を設けない場合
 Av=40KQ／3600√(3+5n+0.2L)／h
  Av ： 排気口の有効開口面積、排気筒の有効断面積(m2)
  K ： 理論廃ガス量(m3)　Q ： 燃料消費量(kWまたはkg/h)　n ： 排気筒の曲がりの数
  L ： 排気口中心から排気筒頂部の外気に開放された部分の中心までの長さ(m)
  h ： 排気口中心から排気筒頂部の外気に開放された部分の中心までの高さ(m)

昭和45年告示第1826号第3第2号

イ．煙突に換気扇等を設ける場合
 V=2KQ
  V ： 有効換気量(m3/h)　K ： 理論廃ガス量(m3)　Q ： 燃料消費量(kWまたはkg/h)
ロ．煙突に換気扇等を設けない場合
 Av=2KQ／3600√(0.5+0.4n+0.1L)／h
  Av ： 煙突の有効断面積(m2)
  K ： 理論廃ガス量(m3)　Q ： 燃料消費量(kWまたはkg/h)　n ： 煙突の曲がりの数
  L ： 火源から煙突の頂部の外気に開放された部分の中心までの長さ(m)
  h ： 火源から煙突の頂部の外気に開放された部分の中心（Lが8mを越える場合は8mの部分の中心）までの
 高さ(m)

昭和45年告示第1826号第3第3号

　イ.排気フードを有する排気筒に換気扇等を設ける場合
 V=NKQ
  V   ： 有効換気量(m3/h)
  Ｎ   ： 30の場合… ( i ) 排気フードの下端は火源より1m以下とする。

( ii ) 排気フードは火源等を覆うことができること。
(iii) 排気フードは廃ガスを一様に捕集できる形状とする。

20の場合…  ( i ) 排気フードの下端は火源より1m以下とする。
( ii ) 排気フードは火源等から排気フードの高さの1／2以内の水平距離にある部分を

     覆うことができること。
    (iii) 排気フードの下端に5cm以上の垂下り部分を設け、集気部分は水平面に対し10° 
     以上の傾斜を有すこと。
  K   ： 理論廃ガス量(m3)
  Q   ： 燃料消費量(kWまたはkg/h)
  n   ： 排気筒の曲がりの数
  L   ： 排気フードの下端から排気筒の頂部の外気に開放された部分の中心までの長さ(m)
  H   ： 排気フードの下端から排気筒の頂部の外気に開放された部分の中心までの高さ(m)
　ロ.排気フードを有する排気筒に換気扇等を設けない場合
 Av=NKQ／3600√(2+4n+0.2L)／h
  Av   ： 排気筒の有効断面積(m2)
  Ｎ   ： 30の場合… ( i ) 排気フードの下端は火源より1m以下とする。

( ii ) 排気フードは火源等を覆うことができること。
(iii) 排気フードは廃ガスを一様に捕集できる形状とする。

20の場合… ( i ) 排気フードの下端は火源より1m以下とする。
( ii ) 排気フードは火源等から排気フードの高さの1／2以内の水平距離にある部分を覆

      うことができること。
(iii) 排気フードの下端に5cm以上の垂下り部分を設け、集気部分は水平面に対し10°

      以上の傾斜を有すこと。
  K   ： 理論廃ガス量(m3)
  Q   ： 燃料消費量(kWまたはkg/h)
  n   ： 排気筒の曲がりの数
  L   ： 排気フードの下端から排気筒の頂部の外気に開放された部分の中心までの長さ(m)
  H   ： 排気フードの下端から排気筒の頂部の外気に開放された部分の中心までの高さ(m)

昭和45年告示第1826号第3第4号

・排気口、排気口に接続する排気筒及び煙突は、室内もしくはそ
の他の部屋に廃ガス等の逆流・漏れが生じないよう国土交通大
臣が定めた構造とする。
⇒昭和45年建告第1826号第4

第20条の
3第2項
第3号

・排気フードは不燃材料で造ること。第20条の
3第2項
第4号

(1)排気筒または煙突の頂部が排気シャフトに開放されている場合、排気シャフト内にある立ち上がり部分に逆流防止
ダンパーを設けるなどの逆流防止措置を取ること。

(2)煙突には防火ダンパー等温度上昇により排気を妨げる恐れのあるものを設けないこと。
(3)排気筒及び煙突は他の換気設備の排気筒やダクトに接続しないこと。
(4)防火ダンパー等温度上昇により排気を妨げる恐れのあるものを設けた排気筒に煙突を連結する場合は以下の基
準に適合すること。
イ．換気扇等が設けられ排気筒が直接外気に開放されていること。
ロ．煙突内の廃ガス温度は排気筒に連結する部分で65℃以下とする。
ハ．煙突に連結する器具は半密閉式瞬間湯沸器、半密閉式常圧貯蔵湯沸器、貯蔵湯沸器とし故障等により連結部の
廃ガス温度が65℃を越えた場合自動停止する装置が設けられていること。

昭和45年告示第1826号第4
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対　象
建築基準法

法 内　容 内　容区　分 令

建築基準法施行令

国土交通省告示 内　容

建築基準法関係告示

・建築物に用いられた建築材料で、添加から5年以上経過しているもの。平成14年告示第1112号

・第ニ種ホルムアルデヒド発散建築材料
夏季において毎時0.02mg/m2を超え0.12mg/m2以下の量のホルムアルデヒドを発散する建築材料で、建築物
に用いられ5年以上経過しているものは除く。
1．建築材料
［対象］
(イ)合板、(ロ)フローリング、(ハ)構造用パネル、(ニ)集成材、(ホ)単板積層材、
(ヘ)ミディアムデンシュティファイバーボード、(ト)パーティクルボード、(チ)保温材
※JIS規格、JAS規格に適合し、ホルムアルデヒドの放散量がF☆☆の規格に適合するもの。
2．施工時に塗布される建築材料
［対象］
(イ)塗料、(ロ)仕上げ塗材、(ハ)接着剤
※JIS規格に適合し、ホルムアルデヒドの放散量がF☆☆の規格に適合するもの。

平成14年告示第1114号

・第ニ種ホルムアルデヒド発散建築材料
夏季において毎時0.005mg/m2を超え0.02mg/m2以下の量のホルムアルデヒドを発散する建築材料で、建築
物に用いられ5年以上経過しているものは除く。
1．建築材料
［対象］
(イ)合板、(ロ)フローリング、(ハ)構造用パネル、(ニ)集成材、(ホ)単板積層材、
(ヘ)ミディアムデンシュティファイバーボード、(ト)パーティクルボード、(チ)保温材、(リ)断熱材
※JIS規格、JAS規格に適合し、ホルムアルデヒドの放散量がF☆☆☆の規格に適合するもの。
2．施工時に塗布される建築材料
［対象］
(イ)塗料、(ロ)仕上げ塗材、(ハ)接着剤
※JIS規格に適合し、ホルムアルデヒドの放散量がF☆☆☆の規格に適合するもの。

平成14年告示第1115号

ーー政令で定める化学物
質の発散による衛生上
の支障がないよう、建
築材料及び換気設備
は政令で定める技術基
準に適合すること。

・政令で定める化学物質は、クロルピリホス及びホルムアルデヒ
ドとする。

居　室 第28条の2 ー 令第20条
の4

1．建築材料にクロルピリホスを添加しないこと。
2．クロルピリホスを添加した建築材料を用いないこと。ただし、
添加から長期間経過しているなどの理由により発散する恐れ
がないものとして国土交通大臣が定める材料は除く。
⇒平成14年告示第1112号
3．居室の壁、床及び天井等の内装仕上げには第一種ホルムアル
デヒド発散建築材料を用いないこと。
　※第一種ホルムアルデヒド発散建築材料
　　⇒平成14年告示第1113号
4．居室の内装仕上げに第ニ種ホルムアルデヒド発散建築材料ま
たは第三種ホルムアルデヒド発散建築材料を用いるときは、規
定の面積を越えないこと

　※第ニ種ホルムアルデヒド発散建築材料
⇒平成14年告示第1114号

　※第三種ホルムアルデヒド発散建築材料
⇒平成14年告示第1115号

 ［規定の面積］
　N2S2+N3S3≦A
　　N2 ：表（一）の値
　　N3 ：表（ニ）の値

　　S2 ： 第ニ種ホルムアルデヒド発散建築材料の使用面積（m2）
　　S3 ： 第三種ホルムアルデヒド発散建築材料の使用面積（m2）
　　A ： 居室の床面積（m2）

　備考
　1.住宅等の居室とは、住宅の居室並びに下宿の宿泊室、寄宿

舎の寝室家具及びその他これに類する物品の販売業を営
む店舗の売り場（常時開放される廊下その他の建築部分を
含む）をいう。

　2.換気回数は次式によって計算した数値
　　n=V／Ah
 n ： 換気回数（回/h）
 V ： 機械換気設備の有効換気量（m3/h）
 A ： 居室の床面積（m2）
 h ： 居室の天井高さ（m）

令第20条の
5第1項

住宅等の
居室

（ニ）（一）

0.502.8

0.150.88

0.251.4

0.503.0

0.201.2
換気回数が0.7以上の機械換
気設備があるまたは国土交通
大臣認定の居室
⇒平成15年建告第273号第1

換気回数が0.7以上の機械換
気設備があるまたは国土交通
大臣認定の居室
⇒平成15年建告第273号第1
換気回数が0.5以上0.7未満
の機械換気設備があるまたは
国土交通大臣認定の居室
⇒平成15年建告第273号第2

その他の居室

その他の居室

住宅等の
居室以外
の居室

・第一種ホルムアルデヒド発散建築材料
夏季において毎時0.12mg/m2を超える量のホルムアルデヒドを発散する建築材料で、建築物に用いられ5年以上
経過しているものは除く。
1.建築材料
［対象］
(イ)合板、(ロ)木質系フローリング、(ハ)構造用パネル、(ニ)集成材、(ホ)単板積層材、
(ヘ)ミディアムデンシュティファイバーボード、(ト)パーティクルボード、(チ)木材のひき板、(リ)ユリア樹脂板、
(ヌ)壁紙、(ル)接着剤、(ヲ)保温材、(ワ)緩衝材、(カ)断熱材
※JIS規格、JAS規格に適合し、下記規格に適合するものは除く。
 ホルムアルデヒドの放散量が、
 ( i ) F☆☆☆☆、F☆☆☆、F☆☆に適合…イ、ロ、ハ、ニ、ホ、ヘ、ト、ヲ(1)～(2)
 ( ii ) F☆☆☆☆、F☆☆☆に適合…ヲ(3)、カ(1)～(3)
 (iii) F☆☆☆☆に適合…ヌ、ル(1)
 (iv) 登録認定機関がホルムアルデヒドの不使用を認めたもの…イ、ロ、ハ、ニ、ホ
2．施工時に塗布される建築材料
［対象］
(イ)塗料、(ロ)仕上げ塗材、(ハ)接着剤
※JIS規格に適合し、ホルムアルデヒドの放散量が F☆☆☆☆、F☆☆☆、F☆☆の規格に適合するものは除く。

平成14年告示第1113号

・換気回数が0.7以上の機械換気設備相当の換気が確保される居室は天井の高さを2.7m以上とし、以下に適合する
機械換気設備を設けること。
1．有効換気量は次の式によって計算した値以上とする。
 Vr=nAh
  Vr ： 必要有効換気量（m3/h）
  n ： 居室の天井高さに応じた数値

  A ： 居室の床面積（m2）
  h ： 居室の天井高さ（m）

2．令第129条の2の6第2項のほか、令第20条の6第1項第1号イ(2)、(3)またはロ(2)、(3)並びに令第20条の6第
2項に適合すること。

平成15年告示第273号第1

0.2

0.1

0.4

0.3

0.6

0.5

3.3m未満

3.3m以上4.1m未満

5.4m以上8.1m未満

8.1m以上16.1m未満

4.1m以上5.4m未満

16.1m以上
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対　象
建築基準法

法 内　容 内　容区　分 令

建築基準法施行令

国土交通省告示 内　容

建築基準法関係告示

・建築物に用いられた建築材料で、添加から5年以上経過しているもの。平成14年告示第1112号

・第ニ種ホルムアルデヒド発散建築材料
夏季において毎時0.02mg/m2を超え0.12mg/m2以下の量のホルムアルデヒドを発散する建築材料で、建築物
に用いられ5年以上経過しているものは除く。
1．建築材料
［対象］
(イ)合板、(ロ)フローリング、(ハ)構造用パネル、(ニ)集成材、(ホ)単板積層材、
(ヘ)ミディアムデンシュティファイバーボード、(ト)パーティクルボード、(チ)保温材
※JIS規格、JAS規格に適合し、ホルムアルデヒドの放散量がF☆☆の規格に適合するもの。
2．施工時に塗布される建築材料
［対象］
(イ)塗料、(ロ)仕上げ塗材、(ハ)接着剤
※JIS規格に適合し、ホルムアルデヒドの放散量がF☆☆の規格に適合するもの。

平成14年告示第1114号

・第ニ種ホルムアルデヒド発散建築材料
夏季において毎時0.005mg/m2を超え0.02mg/m2以下の量のホルムアルデヒドを発散する建築材料で、建築
物に用いられ5年以上経過しているものは除く。
1．建築材料
［対象］
(イ)合板、(ロ)フローリング、(ハ)構造用パネル、(ニ)集成材、(ホ)単板積層材、
(ヘ)ミディアムデンシュティファイバーボード、(ト)パーティクルボード、(チ)保温材、(リ)断熱材
※JIS規格、JAS規格に適合し、ホルムアルデヒドの放散量がF☆☆☆の規格に適合するもの。
2．施工時に塗布される建築材料
［対象］
(イ)塗料、(ロ)仕上げ塗材、(ハ)接着剤
※JIS規格に適合し、ホルムアルデヒドの放散量がF☆☆☆の規格に適合するもの。

平成14年告示第1115号

ーー政令で定める化学物
質の発散による衛生上
の支障がないよう、建
築材料及び換気設備
は政令で定める技術基
準に適合すること。

・政令で定める化学物質は、クロルピリホス及びホルムアルデヒ
ドとする。

居　室 第28条の2 ー 令第20条
の4

1．建築材料にクロルピリホスを添加しないこと。
2．クロルピリホスを添加した建築材料を用いないこと。ただし、
添加から長期間経過しているなどの理由により発散する恐れ
がないものとして国土交通大臣が定める材料は除く。
⇒平成14年告示第1112号
3．居室の壁、床及び天井等の内装仕上げには第一種ホルムアル
デヒド発散建築材料を用いないこと。
　※第一種ホルムアルデヒド発散建築材料
　　⇒平成14年告示第1113号
4．居室の内装仕上げに第ニ種ホルムアルデヒド発散建築材料ま
たは第三種ホルムアルデヒド発散建築材料を用いるときは、規
定の面積を越えないこと
　※第ニ種ホルムアルデヒド発散建築材料
⇒平成14年告示第1114号

　※第三種ホルムアルデヒド発散建築材料
⇒平成14年告示第1115号

 ［規定の面積］
　N2S2+N3S3≦A
　　N2 ：表（一）の値
　　N3 ：表（ニ）の値

　　S2 ： 第ニ種ホルムアルデヒド発散建築材料の使用面積（m2）
　　S3 ： 第三種ホルムアルデヒド発散建築材料の使用面積（m2）
　　A ： 居室の床面積（m2）

　備考
　1.住宅等の居室とは、住宅の居室並びに下宿の宿泊室、寄宿

舎の寝室家具及びその他これに類する物品の販売業を営
む店舗の売り場（常時開放される廊下その他の建築部分を
含む）をいう。

　2.換気回数は次式によって計算した数値
　　n=V／Ah
 n ： 換気回数（回/h）
 V ： 機械換気設備の有効換気量（m3/h）
 A ： 居室の床面積（m2）
 h ： 居室の天井高さ（m）

令第20条の
5第1項

住宅等の
居室

（ニ）（一）

0.502.8

0.150.88

0.251.4

0.503.0

0.201.2
換気回数が0.7以上の機械換
気設備があるまたは国土交通
大臣認定の居室
⇒平成15年建告第273号第1

換気回数が0.7以上の機械換
気設備があるまたは国土交通
大臣認定の居室
⇒平成15年建告第273号第1
換気回数が0.5以上0.7未満
の機械換気設備があるまたは
国土交通大臣認定の居室
⇒平成15年建告第273号第2

その他の居室

その他の居室

住宅等の
居室以外
の居室

・第一種ホルムアルデヒド発散建築材料
夏季において毎時0.12mg/m2を超える量のホルムアルデヒドを発散する建築材料で、建築物に用いられ5年以上
経過しているものは除く。
1.建築材料
［対象］
(イ)合板、(ロ)木質系フローリング、(ハ)構造用パネル、(ニ)集成材、(ホ)単板積層材、
(ヘ)ミディアムデンシュティファイバーボード、(ト)パーティクルボード、(チ)木材のひき板、(リ)ユリア樹脂板、
(ヌ)壁紙、(ル)接着剤、(ヲ)保温材、(ワ)緩衝材、(カ)断熱材
※JIS規格、JAS規格に適合し、下記規格に適合するものは除く。
 ホルムアルデヒドの放散量が、
 ( i ) F☆☆☆☆、F☆☆☆、F☆☆に適合…イ、ロ、ハ、ニ、ホ、ヘ、ト、ヲ(1)～(2)
 ( ii ) F☆☆☆☆、F☆☆☆に適合…ヲ(3)、カ(1)～(3)
 (iii) F☆☆☆☆に適合…ヌ、ル(1)
 (iv) 登録認定機関がホルムアルデヒドの不使用を認めたもの…イ、ロ、ハ、ニ、ホ
2．施工時に塗布される建築材料
［対象］
(イ)塗料、(ロ)仕上げ塗材、(ハ)接着剤
※JIS規格に適合し、ホルムアルデヒドの放散量が F☆☆☆☆、F☆☆☆、F☆☆の規格に適合するものは除く。

平成14年告示第1113号

・換気回数が0.7以上の機械換気設備相当の換気が確保される居室は天井の高さを2.7m以上とし、以下に適合する
機械換気設備を設けること。
1．有効換気量は次の式によって計算した値以上とする。
 Vr=nAh
  Vr ： 必要有効換気量（m3/h）
  n ： 居室の天井高さに応じた数値

  A ： 居室の床面積（m2）
  h ： 居室の天井高さ（m）

2．令第129条の2の6第2項のほか、令第20条の6第1項第1号イ(2)、(3)またはロ(2)、(3)並びに令第20条の6第
2項に適合すること。

平成15年告示第273号第1

0.2

0.1

0.4

0.3

0.6

0.5

3.3m未満

3.3m以上4.1m未満

5.4m以上8.1m未満

8.1m以上16.1m未満

4.1m以上5.4m未満

16.1m以上



310

第12章  換気に関する関連法規等
　  設置に関する関連法規2

換
気
に
関
す
る
関
連
法
規
等

第
　
章
12

対　象
建築基準法

法 内　容 内　容区　分 令

建築基準法施行令

国土交通省告示 内　容

建築基準法関係告示

 A ： 居室の床面積（m2）
 h ： 居室の天井高さ（m）

 2．令第129条の2の6第2項のほか、令第20条の6第1項第1号イ(2)、(3)またはロ(2)、(3)並びに
令第20条の6第2項に適合すること。

1．給・排気機は、換気経路の全圧力損失を考慮して計算により確かめられた給・排気能力を有すること。
2．給・排気口及び給・排気機は気流、温度、湿度、騒音により居室の使用に支障が生じないこと。
3．居室の空気圧が、居室の天井裏、小屋裏、床裏、物置等（次のイ、ロに該当するものを除く）の空気圧
以上とすること。
　イ．気密性を有する材料を用いて連続した気密層または通気止めを設け居室と区画されたもの
　ロ．下地材、断熱材等の面材に第一種及び第二種ホルムアルデヒド発散建材料以外の建築材料のみ

を用いるもの

平成15年告示第274号第1

・換気回数が0.5以上0.7未満の機械換気設備相当の換気が確保される居室は、次の各号のいずれか
に適合すること。
  1．天井の高さを2.9m以上とし、かつ次の(イ)、(ロ)に適合する機械換気設備を設けること。
 (イ)有効換気量は次の式によって計算した値以上とする。
 Vr=nAh
  Vr ： 必要有効換気量（m3/h）
  n ： 居室の天井高さに応じた数値

平成15年告示第273号第2

・ホルムアルデヒドの発散による衛生上の支障がないよう必要な換気を確保できる中央管理方式の空
気調和設備は、次の各号に適合すること。
 1．有効換気量は次の式で計算された必要有効換気量以上とする。ただし、令第20条の5第1項第4号
に適合する居室に設ける場合、第20条の6第1項第1号イ(1)式によって計算された必要有効換気
量以上とする。

 Vr=10(E＋0.02nA)
  Vr ： 必要有効換気量（m3/h）
  E ： 居室の内装仕上げ材、建具の仕上げ用建築材料から発散するホルムアルデヒドの量（mg/m3）
  n ： 住宅等の居室…3
     その他の居室…1
  A ： 居室の床面積（m2）
  2．平成15年告示第274第1第3号に適合すること。

平成15年告示第274号第2

1．第一種ホルムアルデヒド発散建築材料のうち、夏季において
毎時0.12mg/m2を超える量のホルムアルデヒドを発散しな
いものとして国土交通大臣の認定を受けたものは、第ニ種ホ
ルムアルデヒド発散建築材料に該当するとみなす。

令第20条の
5第2項

1．第一種または第ニ種ホルムアルデヒド発散建築材料のうち、夏
季において毎時0.02mg/m2を超える量のホルムアルデヒド
を発散しないものとして国土交通大臣の認定を受けたもの
は、第ニ種ホルムアルデヒド発散建築材料に該当するとみな

令第20条の
5第3項

1．第一種、第ニ種または第三種ホルムアルデヒド発散建築材料
のうち、夏季において毎時0.005mg/m2を超える量のホル
ムアルデヒドを発散しないものとして国土交通大臣の認定を
受けたものは、これらの建築材料に該当しないとみなす。

令第20条の
5第4項

1．中央管理方式の空気調和設備を設ける建築物の居室は、令
20条の5第1項第3号及び第4号の規定は適用しない。

令第20条の
5第5項

1．居室には、次のいずれかに適合する換気設備を設けること。
 イ．機械換気設備は、令第129条の2の6第2項の規定のほか

次の構造とする。
  (1)有効換気量は次の式で計算した値以上とする。
  　Vr=nAh
 Vr ： 必要有効換気量（m3/h）
 n ： 住宅等の居室　0.5
   その他の居室　0.3
 A ： 居室の床面積（m2）
 h ： 居室の天井高さ（m）
  (2)1の機械換気設備が2以上の居室に関わる場合、機械換

気設備の有効換気量はそれぞれの居室の必要有効換
気量の合計以上であること。

  (3)上記のほかホルムアルデヒドの発散による衛生上の支
障がないよう必要な換気を確保できるものと国土交通
大臣が定めた構造であること。
⇒平成15年告示第274号第1

 ロ．居室内の空気を浄化して供給する機械換気設備にあっては、
令第129条の2の6第2項の規定のほか次の構造とする。

  (1)次の式によって計算した有効換気量がイ(1)式で求めた
有効換気量以上であるものとして国土交通大臣の認定
を受けたもの。
⇒未制定

 Vq=Q{(CーCp)／C}+V
  Vq ： 有効換気換算量（m3）
  Q ： 浄化して供給する空気量（m3）
  C ： 浄化前の空気に含まれるホルムアルデヒドの
    量（mg/m3）
  Cp ： 浄化して供給する空気に含まれるホルムアル
    デヒドの量（mg/m3）
  V ： 有効換気量（m3）
  (2)1の機械換気設備が2以上の居室に関わる場合、機械換

気設備の有効換気換算量はそれぞれの居室の必要有
効換気量の合計以上であること。

  (3)上記のほかホルムアルデヒドの発散による衛生上の支
障がないよう必要な換気を確保できるものと国土交通
大臣が定めた構造であること。
⇒平成15年告示第274号第1

 ハ．中央管理方式の空気調和設備は、令第129条の2の6第3
項の規定のほか国土交通大臣の認定を受けたものとする
こと。
⇒平成15年告示第274号第2

2．建築物の床面積が1,000m2を超える地下街に設ける機械換
気設備又は中央管理方式の空気調和設備は、制御及び動作の
監視を中央管理室で行なえること。

令第20条の
6第1項

0.1

0.2

0.4

0.3

3.9m未満

3.9m以上5.8m未満

5.8m以上11.5m未満

11.5m以上

政令で定める化学物
質の発散による衛生上
の支障がないよう、建
築材料及び換気設備
は政令で定める技術基
準に適合すること。

居　室 第28条の2 ー
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対　象
建築基準法

法 内　容 内　容区　分 令

建築基準法施行令

国土交通省告示 内　容

建築基準法関係告示

 A ： 居室の床面積（m2）
 h ： 居室の天井高さ（m）

 2．令第129条の2の6第2項のほか、令第20条の6第1項第1号イ(2)、(3)またはロ(2)、(3)並びに
令第20条の6第2項に適合すること。

1．給・排気機は、換気経路の全圧力損失を考慮して計算により確かめられた給・排気能力を有すること。
2．給・排気口及び給・排気機は気流、温度、湿度、騒音により居室の使用に支障が生じないこと。
3．居室の空気圧が、居室の天井裏、小屋裏、床裏、物置等（次のイ、ロに該当するものを除く）の空気圧
以上とすること。

　イ．気密性を有する材料を用いて連続した気密層または通気止めを設け居室と区画されたもの
　ロ．下地材、断熱材等の面材に第一種及び第二種ホルムアルデヒド発散建材料以外の建築材料のみ

を用いるもの

平成15年告示第274号第1

・換気回数が0.5以上0.7未満の機械換気設備相当の換気が確保される居室は、次の各号のいずれか
に適合すること。
  1．天井の高さを2.9m以上とし、かつ次の(イ)、(ロ)に適合する機械換気設備を設けること。
 (イ)有効換気量は次の式によって計算した値以上とする。
 Vr=nAh
  Vr ： 必要有効換気量（m3/h）
  n ： 居室の天井高さに応じた数値

平成15年告示第273号第2

・ホルムアルデヒドの発散による衛生上の支障がないよう必要な換気を確保できる中央管理方式の空
気調和設備は、次の各号に適合すること。
 1．有効換気量は次の式で計算された必要有効換気量以上とする。ただし、令第20条の5第1項第4号
に適合する居室に設ける場合、第20条の6第1項第1号イ(1)式によって計算された必要有効換気
量以上とする。

 Vr=10(E＋0.02nA)
  Vr ： 必要有効換気量（m3/h）
  E ： 居室の内装仕上げ材、建具の仕上げ用建築材料から発散するホルムアルデヒドの量（mg/m3）
  n ： 住宅等の居室…3
     その他の居室…1
  A ： 居室の床面積（m2）
  2．平成15年告示第274第1第3号に適合すること。

平成15年告示第274号第2

1．第一種ホルムアルデヒド発散建築材料のうち、夏季において
毎時0.12mg/m2を超える量のホルムアルデヒドを発散しな
いものとして国土交通大臣の認定を受けたものは、第ニ種ホ
ルムアルデヒド発散建築材料に該当するとみなす。

令第20条の
5第2項

1．第一種または第ニ種ホルムアルデヒド発散建築材料のうち、夏
季において毎時0.02mg/m2を超える量のホルムアルデヒド
を発散しないものとして国土交通大臣の認定を受けたもの
は、第ニ種ホルムアルデヒド発散建築材料に該当するとみな

令第20条の
5第3項

1．第一種、第ニ種または第三種ホルムアルデヒド発散建築材料
のうち、夏季において毎時0.005mg/m2を超える量のホル
ムアルデヒドを発散しないものとして国土交通大臣の認定を
受けたものは、これらの建築材料に該当しないとみなす。

令第20条の
5第4項

1．中央管理方式の空気調和設備を設ける建築物の居室は、令
20条の5第1項第3号及び第4号の規定は適用しない。

令第20条の
5第5項

1．居室には、次のいずれかに適合する換気設備を設けること。
 イ．機械換気設備は、令第129条の2の6第2項の規定のほか

次の構造とする。
  (1)有効換気量は次の式で計算した値以上とする。
  　Vr=nAh
 Vr ： 必要有効換気量（m3/h）
 n ： 住宅等の居室　0.5
   その他の居室　0.3
 A ： 居室の床面積（m2）
 h ： 居室の天井高さ（m）
  (2)1の機械換気設備が2以上の居室に関わる場合、機械換

気設備の有効換気量はそれぞれの居室の必要有効換
気量の合計以上であること。

  (3)上記のほかホルムアルデヒドの発散による衛生上の支
障がないよう必要な換気を確保できるものと国土交通
大臣が定めた構造であること。
⇒平成15年告示第274号第1

 ロ．居室内の空気を浄化して供給する機械換気設備にあっては、
令第129条の2の6第2項の規定のほか次の構造とする。

  (1)次の式によって計算した有効換気量がイ(1)式で求めた
有効換気量以上であるものとして国土交通大臣の認定
を受けたもの。
⇒未制定

 Vq=Q{(CーCp)／C}+V
  Vq ： 有効換気換算量（m3）
  Q ： 浄化して供給する空気量（m3）
  C ： 浄化前の空気に含まれるホルムアルデヒドの
    量（mg/m3）
  Cp ： 浄化して供給する空気に含まれるホルムアル
    デヒドの量（mg/m3）
  V ： 有効換気量（m3）
  (2)1の機械換気設備が2以上の居室に関わる場合、機械換

気設備の有効換気換算量はそれぞれの居室の必要有
効換気量の合計以上であること。

  (3)上記のほかホルムアルデヒドの発散による衛生上の支
障がないよう必要な換気を確保できるものと国土交通
大臣が定めた構造であること。
⇒平成15年告示第274号第1

 ハ．中央管理方式の空気調和設備は、令第129条の2の6第3
項の規定のほか国土交通大臣の認定を受けたものとする
こと。
⇒平成15年告示第274号第2

2．建築物の床面積が1,000m2を超える地下街に設ける機械換
気設備又は中央管理方式の空気調和設備は、制御及び動作の
監視を中央管理室で行なえること。

令第20条の
6第1項

0.1

0.2

0.4

0.3

3.9m未満

3.9m以上5.8m未満

5.8m以上11.5m未満

11.5m以上

政令で定める化学物
質の発散による衛生上
の支障がないよう、建
築材料及び換気設備
は政令で定める技術基
準に適合すること。

居　室 第28条の2 ー
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対　象
建築基準法

法 内　容 内　容区　分 令

建築基準法施行令

国土交通省告示 内　容

建築基準法関係告示

・令第20条の6第1項、第2項に規定する換気設備を設ける住宅等の居室と同等以上にホルムアルデ
ヒドの発散による衛生上の支障がないよう必要な換気が確保することができる居室は、次の各号に適
合すること。
1．平成15年建告第273号第1に適合すること。
2．平成15年告示第274号第2のいずれかに適合すること。

平成15年告示第273号第3

・令第20条の6第1項、第2項に規定する換気設備を設ける住宅等の居室と同等以上にホルムアルデ
ヒドの発散による衛生上の支障がないよう必要な換気が確保することができる居室以外は、次の各号
に適合すること。
1．平成15年建告第273号第1に適合すること。
2．平成15年告示第274号第2のいずれかに適合すること。
3．天井高さを3.5m以上とし、かつ次のイ及びロに適合する換気設備を設けること。
イ．次の式によって計算した必要有効換気量以上とする。

 Vr = nAh
  Vr ： 必要有効換気量（m3/h）
  n ： 居室の天井高さに応じた数値

 A ： 居室の床面積（m2）
 h ： 居室の天井高さ（m）
ロ．令第129条の2の6第2項のほか、令第20条の6第1項第1号イ(2)、(3)またはロ(2)、(3)並び
に令第20条の6第1項第2号に適合すること。

平成15年告示第273号第4

ーー

1．令第20条の6第1項に適合する換気設備を設け、ホルムアル
デヒドの発散による衛生上の支障がないよう必要な換気を確
保できるものとして国土交通大臣の認定を受けた居室につい
ては、適用しない。
⇒平成15年建告第273号第3、第4

令第20条の
6第2項

1．令第20条の5（第1項第1号、2号を除く）及び6の規定は、1
年を通じて、居室内の人が通常活動することが想定される空
間のホルムアルデヒドの量をおおむね0.1mg/m3以下に保つ
ことができるものとして、国土交通大臣の認定を受けた居室に
は適用しない。

令第20条
の7

0.05

0.2

0.1

6.9m未満

6.9m以上13.8m未満

11.5m以上

政令で定める化学物
質の発散による衛生上
の支障がないよう、建
築材料及び換気設備
は政令で定める技術基
準に適合すること。

居　室 第28条の2 ー
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対　象
建築基準法

法 内　容 内　容区　分 令

建築基準法施行令

国土交通省告示 内　容

建築基準法関係告示

・令第20条の6第1項、第2項に規定する換気設備を設ける住宅等の居室と同等以上にホルムアルデ
ヒドの発散による衛生上の支障がないよう必要な換気が確保することができる居室は、次の各号に適
合すること。
1．平成15年建告第273号第1に適合すること。
2．平成15年告示第274号第2のいずれかに適合すること。

平成15年告示第273号第3

・令第20条の6第1項、第2項に規定する換気設備を設ける住宅等の居室と同等以上にホルムアルデ
ヒドの発散による衛生上の支障がないよう必要な換気が確保することができる居室以外は、次の各号
に適合すること。
1．平成15年建告第273号第1に適合すること。
2．平成15年告示第274号第2のいずれかに適合すること。
3．天井高さを3.5m以上とし、かつ次のイ及びロに適合する換気設備を設けること。
イ．次の式によって計算した必要有効換気量以上とする。

 Vr = nAh
  Vr ： 必要有効換気量（m3/h）
  n ： 居室の天井高さに応じた数値

 A ： 居室の床面積（m2）
 h ： 居室の天井高さ（m）
ロ．令第129条の2の6第2項のほか、令第20条の6第1項第1号イ(2)、(3)またはロ(2)、(3)並び
に令第20条の6第1項第2号に適合すること。

平成15年告示第273号第4

ーー

1．令第20条の6第1項に適合する換気設備を設け、ホルムアル
デヒドの発散による衛生上の支障がないよう必要な換気を確
保できるものとして国土交通大臣の認定を受けた居室につい
ては、適用しない。
⇒平成15年建告第273号第3、第4

令第20条の
6第2項

1．令第20条の5（第1項第1号、2号を除く）及び6の規定は、1
年を通じて、居室内の人が通常活動することが想定される空
間のホルムアルデヒドの量をおおむね0.1mg/m3以下に保つ
ことができるものとして、国土交通大臣の認定を受けた居室に
は適用しない。

令第20条
の7

0.05

0.2

0.1

6.9m未満

6.9m以上13.8m未満

11.5m以上

政令で定める化学物
質の発散による衛生上
の支障がないよう、建
築材料及び換気設備
は政令で定める技術基
準に適合すること。

居　室 第28条の2 ー
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※１.延焼のおそれのある部分
ア. 隣地境界線・道路中心線や同じ敷地内に2つ以上の建築
物があるときは、その外壁間の中心線から1階で3m以
下、2階以上で5m以下の部分

イ. 同じ敷地内に2つ以上の建築物があるときは、延べ面積
の合計が500m2以内のものは１つのものと考えてその
外壁間の中心線から測ります。AとBの合計が500m2
以内ですので１つの建築物となります。

ウ. お互いに斜めに向きあっている建築物は、外壁の延長線
の交点から外壁の角度の2等分線を引いてこれを外壁中
心線と考えます。

※ 以上の場合、防火上有効な公園、広場、川などの空地、
水面や耐火構造の壁などに面する部分は、”延焼のおそれ
がある部分”とはみなしません。

　令第112条第16項では換気設備の風道が準耐火構造
の防火区画を貫通する場合においては、風道の区画貫
通部分またはその近傍に、特定防火設備（防火ダンパー等）
を設けることと規定されています。

　ただし、建告第1579号では風道の耐火構造等の防火
区画を貫通する部分等にダンパーを設けないことにつ
き防火上支障がないと認める場合※1は防火ダンパーを
設けなくても良いことになっています。

5.·換気設備が防火区画を貫通する場合の規定

※1. ダンパーを設けないことにつき防火上支障がないと認める
場合
昭和49年建告第1579号
（建築基準法施行令の規定に基づき、風道の耐火構造
等の防火区画を貫通する部分等にダンパーを設けな
いことにつき防火上支障がないと認める件）
風道断面積の比較的小さい共同住宅等の換気について
は、以下に示す条件等を満足した場合は防火ダンパー
の設置が免除されます。

風道が密閉式燃焼器具以外の換気のための場合
（1）風道がダクトスペースを貫通する場合

①風道が0.8mm以上の鉄板製であること。
②風道断面積が250cm2以下であること。
③風道をダクトスペース内に2m以上立上げること。
ただし、有効な煙の逆流防止の処置が講じられて
いる場合は立上がりを省略できる。
④他の設備の風道に連結しないこと。
⑤ダクトスペースの頂部が外気に直接解放されてい
ること。ただし、頂部に換気上有効な排気機を設
けた場合は、この限りでない。

⑥ダクトスペースは換気以外の用に供にしないこと。
（2）風道が耐火構造の外壁を貫通する場合

①風道が0.8mm以上の鉄板製であること。
②風道断面積が250cm2以下であること。
③外気に開放され開口部が随時閉鎖できる設備を設
けていること。

その他、上記各々の場合において、風道は主要構造部に
堅固に取付、かつ、貫通部の隙間は、モルタルその他の
不燃材料で埋めなければならない。
※二つ以上の階を貫通するダクトスペースを貫通する風
道に防火ダンパーを設けなくても良い例

　令第112条第16項の規定に基づき、「防火区画を貫通
する風道に設ける防火設備の構造方法」は昭和48年建
告第2565号で規定されています。

　令第112条第16項の規定に基づき、「防火区画を貫通
する風道に防火設備を設ける方法」は平成12年建告第
1376号で規定されています。

　「建築物の界壁、間仕切壁又は隔壁を貫通する風道に設
ける防火設備の構造方法」は平成12年建告第1377号
で規定されています。

　法第64条では防火地域または準防火地域内にある建築
物は、その外壁の開口部で延焼のおそれのある部分※1（法
第2条第六号）に、防火戸その他の政令で定める防火設
備を設けなければならないとしています。（平成12年建
告第1360号、1366号）

6.·防火地域で延焼のおそれのある場合の規定

延焼の恐れのある部分

交
点 A   外壁中心線

（A角の2等分線）

道路中心線

隔
地
境
界
線

外壁中心線

A

150m2 B 100m2

500m2

隔地境界線
防
火
上
有
効
な

広
場
・
公
園

延焼の恐れのある部分

2階

1階

道
路
中
心
線 3m

5m
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7.·ダクトに関する防火上の規定
　令第129条の2の5第1項第六号では地階を除く階数が
3以上である建築物、地階に居室を有する建築物または
延べ面積が3000m2を超える建築物に設ける換気、暖
房または冷房の設備の風道等は、当該風道の屋外に面
する部分その他防火上支障がないものとして国土交通
大臣が定める部分※1を除き、不燃材料で造るべきこと
と規定されています。

※1.防火上支障がないと国土交通大臣が定める部分
平成12年建告第1412号（建築物に設ける換気、暖房
又は冷房の設備の風道及びダストシュート、メール
シュート、リネンシュートその他これらに類するもの
の設置に関して防火上支障がない部分を定める件）
建築基準法施行令第129条の2の5第1項第六号に規定
する防火上支障がない部分は次のとおりとする。

二　イ　延焼のおそれのある外壁の当該風道の開口部から
1メートル以内の距離にある部分を不燃材料又は
硬質塩化ビニルで造られた内管と繊維モルタルで
造られた外管の二層構造としたもので、別表に掲
げる寸法に適合するもの

　　ロ　  延焼のおそれのある外壁の当該風道の開口部に令第
109条に規定する防火設備又は令第112条第16項
に規定する特定防火設備（法第2条第九号の二ロに
規定する防火設備によって区画すべき準耐火構造の
防火区画を貫通する場合にあっては、法第2条第九
号の二ロに規定する防火設備）を設けたもの

　令第126条の2で排煙設備を設置すべき対象建築物※1、
令126条の3ではその構造※2を規定しています。

※ 1．排煙設備を設置すべき対象建築物
劇場、映画館、演芸場、観覧場、公会堂、集会場、
病院、診療所、ホテル、旅館、下宿、共同住宅、 
寄宿舎、学校、体育館、百貨店、マーケット、展示場、
キャバレー、カフェー、ナイトクラブ、バー、ダンス
ホール、遊技場で延べ面積が500m2を超えるもの、
階数が3以上で延べ面積が500m2を超える建築物

※ 2．構造
・床面積500m2以内ごとに、防煙壁で区画する。
・排煙口、風道その他煙に接する部分は、不燃材料
で造ること。

・排煙口が防煙区画部分の床面積の1／50以上の開
口面積を有し、かつ、直接外気に接する場合を除き、
排煙機を設けること。

・排煙機は、1の排煙口の開放に伴い自動的に作動し、
かつ、1分間に120m3以上で、かつ、防煙区画部
分の床面積1m2につき1m3（2以上の防煙区画部
分に係る排煙機にあっては、当該防煙区画部分の
うち床面積の最大のものの床面積1m2につき
2m3）以上の空気を排出する能力を有するものと
すること。呼称寸法

内　　　管

単位（mm）別表

外　径 肉　厚

外　　　管

外　径 肉　厚

50

60

75

100

125

60以下

76以下

89以下

114以下

140以下

1.8以上

2.2以上

2.7以上

3.1以上

73以上

89以上

102以上

129以上

156以上

6.0以上

6.0以上

6.0以上

6.5以上

7.0以上

4.1（管の内
部を分割する
隔壁を設けた
ものにあって
は3.2）以上

8.·排煙設備の設置

●この法律は、多数の者が使用し、または利用する建築
物の維持管理に関し環境衛生上必要な事項等を定める
ことにより、その建築物における衛生的な環境の確保
を図り、もって公衆衛生の向上および増進に資するこ
とを目的に制定された法律です。

●この法律は、3000ｍ2以上の特定建築物※1および専ら
学校教育法第１条に規定する学校※2の用途に供される
建築物で延べ面積が8000ｍ2以上の建築物に適用され
る法律で、建物内の空気環境の他、給排水の管理、清掃、
鼠や昆虫の防除など、環境衛生を良好な状態に維持す
るために必要な措置について規定しています。

※1. 特定建築物
・ 興行場、百貨店、集会場、図書館、博物館、美術館ま
たは遊技場
 ・ 店舗または事務所
 ・ 学校教育法第1条に規定する学校以外の学校（研修所
を含む。）

 ・ 旅館
なお、法文には、「共同住宅」との例示も示されている
が、共同住宅でも共通空調を行っていないときには、
個々の住宅の空気環境の管理は居住者個人に任せるべ
きものとして、この法律の対象とならない理由である。

※2.  学校教育法第1条に規定する学校
小学校、中学校、高等学校、大学、高等専門学校、盲
学校、聾学校、養護学校および幼稚園をいう。

2.·建築物衛生法（旧ビル管理法）
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●空気環境に関しては、空気調和設備（空気を浄化し、そ
の温度、湿度および流量を調整して供給、排出をする
ことができる設備）、機械換気設備（空気を浄化し、そ
の流量を調整して供給をすることができる設備）を設け
ている場合は、おおむね表12-6の基準に適合するよう
に空気を浄化し、その温度、湿度または流量を調節し
て供給するように規定しています。

●なお、法律では特定建築物に該当しない一般の建築物
についても、その建築物が多数の者によって使用また
は利用されるものであるときは、表12-6の基準に従っ
て維持管理をするように努めなければならない、とも
規定しています。

■空気環境基準（表12-6）
一    浮遊粉じんの量

二    一酸化炭素の含有率

三    二酸化炭素の含有率

四    温　度

五    相対湿度

六    気　流

空気1m3につき0.15mg以下

空気1m3につき0.1mg以下

0.5m/s以下

40%以上70%以下

1000ppm以下

七    ホルムアルデヒドの量

10ppm（厚生労働省令で定める
特別の事情がある建物にあって
は、厚生労働省令で定める数値）
以下

17度以上28度以下
居室における温度を外気の温度
より低くする場合は、その差を著
しくしないこと

●この法律は、内外におけるエネルギーをめぐる経済的社会
的環境に応じた燃料資源の有効な利用の確保に資するた
め、工場・事業場、住宅・建築物、輸送および機械器具等
についてのエネルギー使用の合理化に関する所要の措置そ
の他エネルギーの使用の合理化を総合的に進めるために必
要な措置等を講ずることとし、もって国民経済の健全な発
展に寄与することを目的に制定された法律です。   
＜省エネ基準の改正内容について＞   
平成25年4月に「エネルギーの使用の合理化に関する法
律」（省エネ法）に基づく建築主など及び特定建築物の所
有者の判断基準（省エネ基準）が改正されました。 
■改正のポイント   
従来の省エネ基準は、建築外皮と個別設備を別々に評価する
基準のため、建物全体の省エネ性能を客観的に比較しにくい
ことから、「1次エネルギー消費量」を指標として評価する基
準に一本化し、その際、室用途や床面積に応じて、適切に省
エネ性能を評価できるよう計算方法を設定されました。

以下、建築物の建築をしようとする者等の措置について記載します。
●次に掲げる者は、基本方針の定めるところに留意して、建築物
の外壁、窓等を通しての熱の損失の防止および建築物に設ける
空気調和設備その他の政令で定める建築設備（以下「空気調和設
備等」という。）に係るエネルギーの効率的利用のための措置を
的確に実施することにより、建築物に係るエネルギーの使用の
合理化に資するよう努めなければならないと規定しています。

  一　 建築物の建築をしようとする者
  二　 建築物の所有者（所有者と管理者が異なる場合に

あっては、管理者。以下同じ。）
  三　 建築物の直接外気に接する屋根、壁又は床（これら

に設ける窓その他の開口部を含む。以下同じ。）の
修繕又は模様替えをしようとする者

  四　建築物への空気調和設備等の設置又は建築物に設 
　　けた空気調和設備等の改修をしようとする者

●建築主等の判断の基準となるべき事項、建物に係る指
導および助言等にもとづいて措置をするようにも規定
しています。ここでは、業務用換気送風機に関連する
事項のみにとどめます。 

1.·「建築物に係るエネルギーの使用の合
理化に関する建築主等及び特定建築物
の所有者の判断の基準」

3　空気調和設備以外の機械換気設備に係るエネルギーの
効率的利用

3−1 建築主等は、次に掲げる事項に配慮し、空気調和設備
以外の機械換気設備に係るエネルギーの効率的利用を
図ること。

（1）風道等におけるエネルギーの損失の少ない計画を策定
すること。

（2）適切な空気調和設備以外の機械換気設備の制御方式を
採用すること。

（3）必要な換気量に応じた適切な能力で、かつ、エネルギー
の利用効率の高い機器を採用すること。

3−2 建築物（別表第１（8）項に掲げる用途に供するものを除
く。以下３−２から３−４までにおいて同じ。）に設け
る機械換気設備（空気調和設備及び定格出力0.2 キロ
ワット以下の機械換気設備を除き、定格出力の合計が
5.5 キロワット以上であるものに限る。以下３−２か
ら３−４までにおいて同じ。）に関して３−１に掲げる
事項に係る措置が的確に実施されているかどうかにつ
いての判断は、３−３によるものとする。ただし、延
べ面積が5,000平方メートル以下の建築物に設ける機械
換気設備に関しては、３−３によるほか３−４による
こ と が で き る。（ 換 気 エ ネ ル ギ ー 消 費 係 数（CEC

（Coefficient of Energy Consumttion）/V 値）

　1.建築物の外壁、窓を通しての熱の損失の防止、2.空
気調和設備、3.空気調和設備以外の機械換気設備、4.

　照明設備、5.給湯設備、6.昇降機に係るエネルギーの
効率的利用の基準について規定しています。

　対象は2000m2以上の新築（等）の住宅を含む建築物
（特定建築物）。また、2000m2未満の建築物の外壁、
窓等に関して、エネルギーの使用上、ある評価点以上
が必要と規定されています。

3.·省エネルギー法
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（2）仮想換気消費エネルギー量は、次の式によって計算し
たものとすること。

Ｅ＝Ｑ×Ｔ×3.676×10-4

この式において、Ｅ、Ｑ及びＴは、それぞれ次の数値
を表すものとする。
Ｅ　仮想換気消費エネルギー量（単位　キロワット時）
Ｑ　設計換気量（単位　１時間につき立方メートル）
Ｔ　年間運転時間（単位　時間）

　　　別表第2

3−4 延べ面積が5,000平方メートル以下の建築物に設ける機械換
気設備のうちエネルギーの使用上主要なもので空気調和を
行わない室に設けるものに関しては、次の各項目に係る措
置状況に応じてそれぞれ次の表に掲げる点数の合計に、80
を加えた数値が100以上となるようにするものとする。

3−5 特定建築物の所有者は、次に掲げる事項に配慮し、機械
換気設備に係るエネルギーの効率的利用を図ること。

（1）風道等の点検、補修等により、エネルギーの損失が増大
しないよう採用した空気搬送設備の維持保全をすること。

（2）送風機等の作動状況の点検等により、採用した機械換気
設備の制御方式の維持保全をすること。

（3）機器の点検、清掃等により、採用した機器の換気能力及
びエネルギーの利用効率を維持すること。

　　　別表第１（抜粋）

１ 「ホテル等」とは、ホテル、旅館その他エネルギーの
使用の状況に関してこれらに類するものをいう。

２ 「病院等」とは、病院、老人ホーム、身体障害者福
祉ホームその他エネルギーの使用の状況に関して
これらに類するものをいう。

３ 「物品販売業を営む店舗等」とは、百貨店、マーケッ
トその他エネルギーの使用の状況に関してこれら
に類するものをいう。

４ 「事務所等」とは、事務所、官公署、図書館、博物
館その他エネルギーの使用の状況に関してこれら
に類するものをいう。

５ 「学校等」とは、小学校、中学校、高等学校、大学、
高等専門学校、専修学校、各種学校その他エネル
ギーの使用の状況に関してこれらに類するものを
いう。

６ 「飲食店等」とは、飲食店、食堂、喫茶店、キャバレー
その他エネルギーの使用の状況に関してこれらに
類するものをいう。

７ 「集会所等」とは、公会堂、集会場、ボーリング場、
体育館、劇場、映画館、ぱちんこ屋その他エネルギー
の使用の状況に関してこれらに類するものをいう。

８ 「工場等」とは、工場、畜舎、自動車車庫、自転車
駐車場、倉庫、観覧場、卸売市場、火葬場その他
エネルギーの使用の状況に関してこれらに類する
ものをいう。

3−3 建築物に設ける機械換気設備が１年間に消費するエネ
ルギーの量（以下「換気消費エネルギー量」という。）で
熱量に換算したものを、同期間における当該建築物の
仮想換気消費エネルギー量で熱量に換算したもので除
して得た数値が、別表第1（に）欄の各項に掲げる数値
以下となるようにするものとする。この場合において、
エネルギーの量の熱量への換算は、別表第2の左欄に
掲げるエネルギーにあっては同表の右欄に掲げる数値

（エネルギー利用効率化設備等を設置することにより
同表の右欄に掲げる数値を下回る数値が算定できる場
合においては、当該数値）によるものとし、その他の
エネルギーにあっては組成等の実況によるものとする
ほか、換気消費エネルギー量及び仮想換気消費エネル
ギー量は、次の（1）及び（2）に定めるところによる
ものとする。

（1）換気消費エネルギー量は、次のイからハまでに掲げる
機器によって１年間に消費される電力量を合計したも
のとすること。
イ　給気機
ロ　排気機
ハ　その他換気設備の種類に応じて必要となる機器

重　油
灯　油
液化石油ガス
他人から供給
された熱（蒸気、
温水、冷水）
電　気

１リットルにつき41,000 キロジュール
１リットルにつき37,000 キロジュール
１キログラムにつき50,000 キロジュール
１キロジュールにつき1.36 キロジュール

１キロワット時につき9,760キロジュール（夜間買電
（電気事業法（昭和39年法律第170号）第２条第１
項第２号に規定する一般電気事業者より22時から
翌日８時までの間に電気の供給を受けることをいう。）
を行う場合においては、昼間買電（同号に規定する一
般電気事業者より８時から22時までの間に電気の供
給を受けることをいう。）の間の消費電力量について
は１キロワット時につき9,970キロジュールと、夜間買
電の消費電力量については１キロワット時につき9,280
キロジュールとすることができる。）

濃度制御を駐車場の全てに対して採用又は在
室検知制御、温度感知制御、照明連動制御若
しくはタイムスケジュール制御を駐車場以外の
機械換気設備を設ける室（空気調和を行わな
い室に限る。以下この表において同じ。）の数
の２／３以上に対して採用
濃度制御を駐車場の合計面積の１／２以上に
対して採用又は在室検知制御、温度感知制
御、照明連動制御若しくはタイムスケジュール
制御を駐車場以外の機械換気設備を設ける室
の数の１／３以上に対して採用
上記に掲げるもの以外
電動機の２／３以上
電動機の１／３以上２／３未満
電動機の１／３未満
駐車場の合計面積の１／２以下に対して採用
又は機械換気設備を設ける室のすべてに対し
て不採用
上記に掲げるもの以外

40

20

0
40
20
0

10

0
１ 「濃度制御」とは、一酸化炭素又は二酸化炭素の濃度による制御
の方法をいう。

２ 「駐車場」とは、駐車のための施設の用途に供する室をいう。
３ 「高効率低圧三相かご形誘導電動機」とは、ＪＩＳ Ｃ4212（高効率
低圧三相かご形誘導電動機）に規定する高効率低圧三相かご形
誘導電動機をいう。

制御方法

高効率低圧三相
かご形誘導電動機
を採用している割合
給気機及び排
気機による換気

項目 措置状況 点数

（い）

（に） 1.0

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8）

1.0 0.9 1.0 0.8 1.5 1.0 ̶

ホテル
等

事務所
等

学校
等

飲食店
等

集会所
等

工場
等

病院
等

物品販売業
を営む店舗
等
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●この法律は従来労働基準法に包括されていた労働安全
衛生に関する事項を昭和47年に独立法としたものであ
り、空調関係としては、労働者1人あたりの気積、換気、
除じん、気流、温湿度などの守るべき基準値などの他
ボイラーの構造、製造、使用、運転者の資格、空調工
事施工に際しての作業者の資格、足場その他高所作業
の安全なども含まれています。ここでは換気に関連す
る事項のみにとどめます。

　事務所を除く屋内作業場に換気について、次のように
規制しています。

　①換気（規第601条第1項）
　　 直接外気に向かって開放することのできる開口部の
面積を常時床面積の1／20以上とすること。ただし、
十分な能力を有する換気設備を設けたときはこの限
りでない。

　②気流の速度（規第601条第2項）
　　 屋内作業場の気温が10℃以下であるときは、換気に
際し労働者を1m/s以上の気流にさらしてはならな
い。

　③その他
　　 ガス、蒸気、粉じんなどを発散したり、高熱を発す
る装置のある屋内作業場については、発生源の密閉
化、局所排気装置または全体換気装置を設けること、
などが要求されている。

1.·労働安全衛生規則

　労働者※1が執務する事務所※2の換気などについて次の
事項が定められています。（事務所以外の屋内作業場に
ついては、労働安全衛生規則によります）

2.·事務所衛生基準規則

※1. 労働法令による労働者とは、職業の種類を問わず、事業
所もしくは事務所（官公署を含む）に使用される者で、賃
金を支払われるものをいう。

　     ただし、同居の親族のみを使用する事業所もしくは事務
所または家事使用人には適用されない。

※2. この事務所には、一般的な事務作業（付随して行う文書の
受付、選別などを含む。）の他、カードせん孔機タイプラ
イターその他の事務用機械器具を使用して行うための部
屋を含む。ただし、工場、作業場の一部を衝立などで区
画して事務作業を行っている場所は、この規則では事務
所に該当しないとされている。（この規則が適用されない
ものであって労働者が働いていれば、労働安全衛生規則
が適用されることになる。）

①換気（規第3条）
　外気に向かって直接開放※1することのできる開口部
分の面積を常時床面積の1／20以上とすること。た
だし、十分な能力を有する換気設備※2を設けたとき
はこの限りでない。室における一酸化炭素（CO）の
濃度を50ppm以下に、炭酸ガス（CO2）の濃度を
5000ppm以下としなければならない。

※1.  内廊下、ロビーなどに面している開口部は含まれないと
いうこと。

※2.  建築基準法施行令第2章第1節の2換気設備に示す自然換
気設備、機械換気設備の他、空気調和設備（新鮮空気取
入可能なものに限る。）も含まれる。

炭酸ガス（CO2）濃度を一定基準以下に保つために必要な
換気量は一般に次の式で計算しています。

　y＝　　　×100

　y ：所要換気量［m3/時］   1人あたり
　k ： 人間1人の毎時あたりのCO2発生量［通常0.02〜

0.05m3 ］
　p ：室内CO2許容量［％］
　q ： 新鮮空気中のCO2濃度［％］［通常0.03〜0.04％

位］

この式は人間の呼吸中の炭酸ガスのみを対象としたも
ので、室内にガス器具その他の燃焼機器があるときは、
その分の炭酸ガス発生量を調べて加算するなり、その
機器の必要空気量を調べて加算する必要があります。

k
p−q

②空気調和設備※1等による調整（規第5条）
　事務所衛生基準規則では、建築基準法とは異なり、中央
管理方式の空気調和設備または機械換気設備を設けるべ
きかどうかを示してないが、（つまり他の法令に委任し
ている形）、もし、中央管理方式の空気調和設備または
機械換気設備を設けたときは、室に供給する空気※2が下
記の基準値に適合するように、設備を調整することを要
求しています。

室内の
空気の流れ

室に流入する空気が特定の労働者に直接、継続し
て及ばないようにし、かつ、室の流速を0.5m/s以
下としなければならない。

ホルムアル
デヒドの量 1気圧、25℃の空気1m3中に0.13mg以下

温湿度
条件

室温 17℃以上28℃以下
相対湿度 40％以上70％以下

CO2
含有率 1000ppm以下

CO
含有率

10ppm以下（外気が汚染されているためにCO含
有率が10ppm以下の空気を供給することが困難
な場合は20ppm以下）

浮遊
粉塵量 1気圧、25℃の空気1m3中に0.15mg以下

■室に供給する空気の基準（表12-7）

※1.   空気調和設備（空気を浄化し、その温度、湿度および流
量を調節して供給することのできる設備）や、機械換気
設備（空気を浄化し、その流量を調節して供給できる設
備）であって、中央管理室等において各室に供給する空
気を一元的に制御することができる方式の設備をいう。

※2.   空気吹出口から吹出される空気であって、室内の空気で
はない。この範囲は、現に吹出口から吹出している空気、
吹出口内、吹出口直近のダクト内の空気がこれに該当す
る。

4.·労働安全衛生法



311

第12章  換気に関する関連法規等
　　設置に関する関連法規2

換
気
に
関
す
る
関
連
法
規
等

第
　
章
12

5.·電気設備の技術基準
●「電気設備の技術基準」は、電気事業法の規定に基づく
通商産業省令として公布・施行され、電気工作物の設計・
工事・保守管理にあたる電気主任技術者や電気工事士
が守るべき基準として義務づけられています。

　電気の発電から消費に至る経路における安全の確保に
関し、その技術的基準を定めたものです。ここでは、
換気送風機の設置に関連する事項のみにどとめます。

解釈第145条
　 メタルラス張り、ワイヤラス張り又は金属板張りの木
造の造営物に、電気機械器具を施設する場合は、メタ
ルラス、ワイヤラス又は金属板と電気機械器具の金属
製部分とは、電気的に接続しないように施設すること。

1.·「メタルラス張り等の木造造営物にお
ける施設」（省令第56条、第59条）

■メタルラス張りやワイヤラス張りがある場合（図12-1）

■台所などで内壁にステンレスなどの金属張りがしてある場合（図12-2）

2.·「機械器具の金属製外箱等の接地」（省
令第10条、第11条）

　 次の各号のいずれかに該当する場合は、前項の規定に
よらないことができる。

　一　 交流の対地電圧が150V以下又は直流の使用電圧
が300V以下の機械器具を、乾燥した場所に施設
する場合

　二　 低圧用の機械器具を乾燥した木製の床その他これ
に類する絶縁性のものの上で取り扱うように施設
する場合

　三　 電気用品安全法の適用を受ける２種絶縁の構造の
機械器具を施設する場合

　五　 水気のある場合以外の場所に施設する低圧用の機
械器具に電気を供給する電路に、電気用品安全法
の適用を受ける漏電遮断器（定格感度電流が
15mA以下、動作時間が0.1秒以下の電流動作型
のものに限る。）を施設する場合

　六　 金属製外箱等の周囲に適当な絶縁台を設ける場合

3.·「接地工事の種類及び施設方法」（省令
第10条、第11条）

接地工事の種類 接地抵抗値

A種接地工事 10Ω以下

100Ω（同上）以下

変圧器の高圧側または特別高圧側の電路の
1線地絡電流のアンペア数で150を除した値
に等しいオーム数

10Ω（低圧電路において、地絡を生じた場合
に0.5秒以内に当該電路を自動的に電路を遮
断する装置を施設するときは、500Ω）以下

B種接地工事

C種接地工事

D種接地工事

解釈第36条
　金属製外箱を有する使用電圧が60Vを超える低圧の機
械器具に接続する電路には、電路に地絡を生じたときに
自動的に電路を遮断する装置を施設するとこ。ただし、
次の各号のいずれかに該当する場合はこと限りでない。

　一　 機械器具に簡易接触防護措置（金属製のものであっ
て、防護措置を施す機械器具と電気的に接続するお
それがあるもので防護する方法を除く。）を施す場合

　二　 機械器具を次のいずれかの場所に施設する場合
　　　イ　 発電所又は変電所、開閉所若しくはこれらに

準ずる場所
　　　ロ　乾燥した場所
　　　ハ　 機械器具の対地電圧が150V以下の場合にお

いては、水気のある場所以外の場所
　三　 機械器具が、次のいずれかに該当するものである場合
　　　イ　 電気用品安全法の適用を受ける2重絶縁構造のもの
　四　 機械器具に施されたC種接地工事又はD種接地工事

の接地抵抗値が3Ω以下の場合

4.·「地絡遮断装置の施設」（省令第15条）

解釈第17条

表12-8

解釈第29条
　 電路に施設する機械器具の金属製の台及び外箱（以下こ
の条において「金属製外箱等」という。）（外箱のない変
圧器又は計器用変成器にあっては、鉄心）には、使用電
圧の区分に応じ、表12-8に規定する接地工事を施すこ
と。ただし、外箱を充電して使用する機械器具に人が
触れるおそれがないようにさくなどを設けて施設する
場合又は絶縁台を設けて施設する場合は、この限りで
ない。

機械器具の使用電圧の区分 接地工事

低　圧
300V以下 D種接地工事

300V超過 C種接地工事

高圧又は特別高圧 A種接地工事
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6.·内線規程
●「電気設備に関する技術基準を定める省令」の内容をよ
り具体化、普遍化した内容にしたものです。この規程
は原則として電気使用機器（負荷）のキャビネット内の
電気部分や結線には適用されず、あくまでも負荷の電
源端子あるいは電源コードまでの配線に適用されます。

　この規程は、電燈、電動機、加熱装置などの電気機械
器具およびこれらを使用するための施設する電気工作
物が、人畜に危害を及ぼし、もしくは物件に損傷を与え、
または他の電気的設備その他の物件に電気的もしくは
磁気的障害を与えないよう施工上守るべき技術的な事
項などを定めることにより、需要場所の電気工作物の
保安の確保を主目的とし、あわせて安全にして便利な
電気の使用に資することを目的とする。

1.·目的

　この規程は、一般用電気工作物および自家用電気工作
物（特別高圧に関係する部分を除く。）に適用する。た
だし、船舶、車両、航空機の施設などについては、適
用しない。

　換気送風機等の電気機械器具を施設する場合は、「電気
工事士」が内線規程に従って安全・確実に行う。

2.·適用範囲

7.·消防法および火災予防条例
●この法律は、火災を予防し、警戒しおよび鎮圧し、国
民の生命、身体および財産を火災から保護するととも
に、火災または地震等の災害に因る被害を軽減し、もっ
て安寧秩序を保持し、社会公共の福祉の増進に資する
ことを目的としています。

　ここでは、換気送風機に関連する事項について述べます。
●法9条※では、火災予防上必要な事項は、市町村条例（火
災予防条例）でこれを定めるよう規定しています。換気
設計（計画）に際しては、火災予防条例に十分留意して
進める必要があります。

※ 法9条［火を使用する設備、器具等に対する規制］
 　 かまど、風呂場その他火を使用する設備またはその使用に際し、
火災の発生のおそれのある設備の位置、構造および管理、こんろ、
こたつその他火を使用する器具またはその使用に際し、火災の
発生のおそれのある器具の取扱いその他火の使用に関し火災の
予防のために必要な事項は政令で定める基準に従い、市町村条
例でこれを定めるとなっています。

 　 これに基づいて現在市町村条例が制定されていますが、これら
の条例は消防庁が示した市町村火災予防条例準則に準じた内容
となっているほか、市町村の実情に応じて定められており、全
国的に同一の規制内容とはなっていません。

 　 この条例の中には、火災の発生のおそれのある設備器具に関す
る規程のほか、指定可燃物についての貯蔵または取扱いの技術
上の基準などについても規定されています。また、溶接作業の
注意などの火災予防措置についても定められています。

●ここでは、東京都の火災予防条例「厨房設備に付属する
天蓋及び排気ダクトについて」、「火源と可燃物の保有
距離について」を紹介します。

1.·ストレートシロッコファン厨房用の場合
　東京都火災予防条例第65号では、業務用厨房設備に付
属する天蓋および排気ダクトについて、次のような規
制があります。

①天蓋および排気ダクトは、可燃物から10cm以上離す
こと（ただし可燃物を厚さ9mm以上の不燃材料で被覆
した場合は10cm未満にできる）。

②排気ダクトは他の用途のダクトに接続しない。
③油脂を含む蒸気を排気する場合は排気取入口にグリス
除去装置を設けること。グリス除去装置の性能および
火源からの距離は以下による。

グリスフィルター

グリスエクストラクター

除去率75％以上

除去率90％以上

グリス除去装置 グリス除去性能

1m以上※

45cm以上

火源からグリス除去装置までの距離

※ブロイラー等の場合は1.2m以上

■グリス除去装置の性能および火源からの距離（表12-9）

④排気ダクトの排気取入口には自動消火装置を設けるこ
と（ただし防火ダンパー等が適切に設けられている場合
は除く）。
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■天蓋および排気ダクトの設置例（図12-3）

火源の種類

炉・か
ま
ど（
ガ
ス
コ
ン
ロ
等
）

2.5m以上

1.5m以上

1.0m以上

3.0m以上

2.0m以上

1.0m以上

上　方 側　方 前　方

保　有　距　離

使用温度が800℃以上
の高温用のもの

使用温度が300℃未満
の低温用のもの

使用温度が300℃以上
800℃未満の中温用の
もの

2.0m以上

1.0（開放炉で
は1.5）m以上

0.5（開放炉で
は1.0）m以上

■火源の種類と保有距離（表12-10）

※この距離の規定については、地区により異なることがあります
ので、所轄の官公庁にご相談ください。

※厨房では消防署の指導により換気口周りに木材が使用できない
場合があります。システム部材の不燃枠を使用してください。

※地域によっては、フードの中に設置する場合、フードにグリスフィ
ルターを設ける必要がありますので、あらかじめ所轄の官公庁（消
防署）にご相談ください。

●また、消防法施行令第28条では、排煙設備を設けなけ
ればならない防火対象物、設置および維持に関する技
術上の基準について規定がされています。

　東京都火災予防条例施行規則第三条では、炉およびか
まど等の設置位置と可燃物の物品が保たれなければな
らない距離について下記表のように規定しています。

2.·火源（ガスコンロ、レンジ等）と可燃物（業務
用有圧換気扇厨房用）の保有距離について

構　造各　部　分
排　煙　機

起 動 装 置

風道、排煙口等

電　　源

排煙区画及び風道の容積に応じた排煙量
自動起動装置（感知器連動）
手動起動装置
不燃材料
耐火構造等を貫通する箇所等は、防火上有効な措置
30分間以上有効に作動する容量の非常電源

排煙設備の構造

8.·業務用ガス機器の設置基準および実務指針（（財）日本ガス機器検査協会編）
●業務用用途におけるガスを消費する機器（以下「業務用ガス機器」という）の設置について、使用者の安全上、衛生上および
防火上あるべき姿を明確にし、ガスの消費に係る事故の発生防止を目的に設置基準および実務指針を規定しています。

●この設置基準および実務指針には、換気扇に関係のある換気、給排気設備の適用、機械換気、排気ダクトの防火区画貫通
部の措置等についても規定がしてあるので、業務用ガス器具を設置する室の換気設計（計画）をする場合は留意する必要が
あります。

9.·空気調和・衛生工学会規格換気規準（HASS·102）
●室内の空気質を良好な状態に維持するために必要な換気量と、これを確保するための機械換気設備に関する技術的規準を
規定しています。

●この規準は、建物の居室またはこれに付属する室（付室）および施設用の室（施設室）の一般環境を対象とする機械換気設備
に適用されます。

●この規準には、基本必要換気量と設計必要換気量の考え方と算出方法、居室の必要換気量、付室・施設室の必要換気量、
換気設備、建物完成後の換気量の確認について規定しているので、換気設計（計画）をする場合は留意する必要があります。

排気ダクト

1m以上

火源

燃焼設備

天　蓋

グリス回収容器

グリスフィルター

グリスフィルター

9mm以上の
特定不燃材料

排
気
ダ
ク
ト
F・D天　井 天　井

天　蓋
可燃物

1m以上
火源よりフィル
ター最下部まで

化粧板を取り付ける
場合は、特定不燃
材料を使用する

燃焼設備
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10.·騒音規制法
●この法律は、工場および事業場における事業活動並び
に建設工事に伴って発生する相当範囲にわたる騒音に
ついて必要な規制を行うことを目的として制定された
ものです。

●発生源としての機械装置（特定施設）及び機械装置を利
用しての作業（特定建設作業）そのものが法律によって
定められ（法第2条第1項・第3項、令第1条・第2条）、
これらの発する騒音を敷地の境界線上で測定し、その値
が規制値内に入ることを求めている。（法第5条）

●送風機が規制対象となるのは、原動機の定格出力が
7.5kW以上のものである。（法第2条第1項・令第1条）
また、法第3条第1項に基づいて都道府県知事が指定す
る指定地域内※に、特定施設を設置しようとする場合は、
設置工事の開始30日前までに、市町村長に届出するこ
とを定めている。（法第6条）

※  指定地域 
住居が集合している地域、病院または学校の周辺の地域、その
他の騒音を防止することにより住民の生活環境を保全する必要
があると認める地域。

時間区分

45dB以上
50dB以下住居専用

適用地域区域の区分

第1種区域

第2種区域

第3種区域

第4種区域

50dB以上
60dB以下

住居（第1種を除く）
及び緑地地域

60dB以上
65dB以下

工業地域

商業地域
及び準工業地域

朝・夕
40dB以上
45dB以下
45dB以上
50dB以下
55dB以上
65dB以下
60dB以上
70dB以下

65dB以上
70dB以下

夜間昼間
40dB以上
45dB以下
40dB以上
50dB以下
50dB以上
55dB以下
55dB以上
65dB以下

騒音規制基準
（法第4条第1項、特定工場等において発生する騒音の規制に関する基準第1条）

※ 時間区分
   昼間 … 午前7時または8時から午後6時、7時または8時まで
    朝  … 午前5時または6時から午前7時または8時まで
    夕  … 午後6時、7時または8時から午後9時、10時または11時まで
    夜  … 午後9時、10時または11時から翌日の午前5時または6時まで

〈上乗せ基準の設定〉
第2種・第3種・第4種区域の区域内に所在する学校、保育所、
病院、有床診療所、図書館及び特別養護老人ホームの敷地
の周囲おおむね50mの区域については、都道府県知事が規
制基準として騒音規制基準の時間の区分及び区域の区分に
応じて定める値から5dBを減じた値以上とすることができ
る。（法第4条第2項、特定工場等において発生する騒音の
規制に関する基準第1条）

公共建築工事標準仕様書（通称：公共建築仕様）3
官庁施設の機械設備工事契約の際の一般的な仕様書として作成したものです。

1.·共通仕様書の目的
①機器および材料、施工、試験、検査等の仕様の標準化
②建築物の質的水準の維持、向上
③設計図書作成の省力化を図る

2.·公共建築工事標準仕様書の内容
①一般共通事項
②共通工事
③空気調和設備工事
　ボイラー及び温風暖房機、温水発生機、冷凍機、コージェネレーション装置、氷蓄熱ユニット、　冷却塔、空気調和機、空
気清浄装置、全熱交換器、放熱器及び放熱器付属品、送風機、ポンプ、タンク及びヘッダー、ダクト及びダクト付属品、
制気口及びダンパー

④自動制御設備工事
⑤給排水衛生設備工事
⑥ガス設備工事
⑦さく井設備工事
⑧浄化槽設備工事
⑨昇降機設備工事
⑩機械式駐車設備工事
⑪医療ガス設備工事
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1.11.2 軸流送風機及び斜流送風機
（a）構成は、ケーシング、羽根車、主軸、軸受け、電動

機等とし、Vベルト駆動形又は電動機直動形とする。
（b）ケーシング、羽根車、主軸、軸受けは、1.11.1「遠

心送風機」の当該事項による。
なお、斜流送風機の羽根車の材質は、合成樹脂としても
よい。

（c）Vベルト駆動形の場合は、危険防止用のベルトガー
ドを設ける。

（d）電動機は、第2編1.2.1.1「誘導電動機の規格及び保
護方式」及び第2編1.2.1.2「誘導電動機の始動方式」
による。ただし、電動機直動形の場合は製造者の標
準仕様とする。

（e）付属品は、次による。
（イ）相フランジ（フランジ接続の場合に限る。）  一式
（ロ）電源用端子台

なお、斜流送風機は、電源用コード（約1m）
としてもよい。  一式

（ハ）銘板  一式

1.11.3 消音ボックス付送風機
（a）消音ボックス付送風機は、1.11.1「遠心送風機」に

よる小形の遠心送風機（呼び番号2未満）又は1.11.2
「軸流及び斜流送風機」による斜流送風機（呼び番号
3以下）を消音ボックスに納めた構造とする。
なお、遠心送風機の羽根車の材質は、合成樹脂とし
てもよい。

（b）消音ボックスは、外装に消音内貼りを施した箱形又
は円筒形とする。

（c）外装は、内部の点検が可能な構造とし、材質は、厚
さ0.8mm以上の塗装又は防錆処理を施した鋼板（亜
鉛鉄板等を含む。）とする。

（d）消音内貼りは、JIS A 6301（吸音材料）のグラス
ウール吸音ボード（40K 厚さ25mm）又は同等以上
の吸音性能を有する材料を、ガラス繊維等の飛散防
止処理を施し、鋲、座金、接着剤等で貼付けたもの
とする。

（e）電動機は、製造者の標準仕様とする。ただし、電動
機直動形の場合、極数は4極以上とする。

（f）付属品は、次による。
（イ）相フランジ（フランジ接続の場合に限る。）  一式
（ロ）電源用端子台又は電源用コード（約1m）  一式
（ハ）銘板  一式

3.·仕様書の規格
●JISを基本とし、その他業界規格（SHASE,JRA,HA,JWWA,SAS,JCDA,WSP,JPF,MDJ,JCW,AS,JEM,JCS,SBA,JV, 
NECA,JASS,JFEA,JACA）などによります。

平成22年版「公共建築工事標準仕様書」より抜粋

■第3編　空気調和設備工事
第1章　機材
第11節　送風機
1.11.1 遠心送風機
（a）本項は、多翼形送風機及び後向き羽根形送風機に適

用する。
（b）多翼形送風機は、本項によるほか、JIS B 8331（多

翼送風機）による。
なお、後向き羽根形送風機は、多翼形送風機の羽根
車を後向き羽根に替えた構造とする。

（c）構成は、ケーシング、羽根車、主軸、軸受け、電動
機等とし、VベルトとVプーリによるVベルト駆動
形とする。ただし、小形の遠心送風機（呼び番号2
未満）は、電動機直動形でもよい。

（d）ケーシングは、溶接、リベット締め又は折込み加工
により成形補強されたものとし、材質は、塗装又は
防錆処理を施した鋼板（亜鉛鉄板等を含む。）とする。
なお、ケーシングの下部に水抜きを設ける場合は、
特記による。

（e）羽根車の材質は、塗装又は防錆処理を施した鋼板（亜
鉛鉄板等を含む。）又はアルミニウム材とする。

（f） Vベルト駆動形の場合、軸受けは、潤滑油の補充が
できる構造（シール軸受及びシールド軸受は除く。）
とし、主軸の材質は、JIS G 4051（機械構造用炭
素鋼鋼材）のS30C以上のもの又は特殊鋼とする。

（g）Vベルト駆動形の場合は、危険防止用のベルトガー
ドを設ける。

（h）電動機は、第2編1.2.1.1「誘導電動機の規格及び保
護方式」及び第2編1.2.1.2「誘導電動機の始動方式」
による。ただし、電動機直動形の場合は製造者の標
準仕様とする。
なお、JIS C 4212（高効率低圧三相かご形誘導電
動機）の適用は、特記による。

（i）付属品は、次による。
（イ）相フランジ（フランジ接続の場合に限る。）  一式
（ロ）鋼製共通ベッド（必要な場合）  1組
（ハ）吸込口金網（必要な場合）  1組
（ニ）銘板  一式
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　  公共建築工事標準仕様書（通称：公共建築仕様）3

換
気
に
関
す
る
関
連
法
規
等

第
　
章
12

第2章　施工
2.1.15 送風機
2.1.15.1 遠心送風機
（1）床置形の据付けは、標準図（施工28）の標準基礎又

は防振基礎によるものとし、基礎の形式は、特記に
よる。
なお、特記がない場合は、標準基礎とする。

（2）天井吊り形の据付けは、標準図（施工29）による。
なお、小形の遠心送風機（呼び番号2未満）の場合は、
吊り用ボルトにブレース等による振れ止めを施した
ものでもよい。

（3）防振基礎の防振材の個数及び取付け位置は、運転荷
重、回転数、防振材の振動絶縁効率により決定する。
なお、防振材及び振動絶縁効率は、特記による。

（4）遠心送風機とダクトの接続には、たわみ継手を用い
て行う。
なお、吸込口にダクトを接続しない場合は、保護金
網を取付ける。

2.1.15.2 軸流送風機及び斜流送風機
軸流送風機及び斜流送風機の据付けは、標準図（施工
29）に準じて行う。
なお、小形の軸流送風機及び斜流送風機（呼び番号3以
下）の場合は、吊り用ボルトにブレース等による振れ止
めを施したものでもよい。
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付録資料
国際単位系（SI単位）について

付
録
資
料

単位を国際的に統一するため、1960年度に開かれた第11
回国際度量衡総会で、メートルMKS単位系に基づく国際単
位系（SI単位）が設定され、現在では多くの国がすでに法に
よるSI優先を規定しています。
日本においても1974年になり、JISが第一段階の切り替
えを開始し、計量法は1992年5月に改正しました。
1999年9月30日以降は、圧力単位のmmH2Oや熱量単位
のkcalが使えなくなっています。
本技術資料はSI単位系による表記をしています。

1.·本技術資料における主な切替単位

圧　
　

力

Pa bar kgf/cm2 atm mmH2O mmHg
又はTorr

1   　  

1×105

9.806 65×104

1.103 25×105

9.806 65  　   

1.333 22×102

1×10－5

1         

9.806 65×10－1

1.103 25         

9.806 65×10－5

1.333 22×10－3

1.019 72×10－5

1.019 72         

1         

1.033 23         

1×10－4

1.359 51×10－3

9.869 23×10－6

9.869 23×10－1

9.678 41×10－1

1         

9.678 41×10－5

1.315 79×10－3

1.019 72×10－1

1.019 72×104 

1×104 

1.033 23×104 

1         

1.359 51×10   

7.500 62×10－3

7.500 62×102 

7.355 59×102 

7.600 00×102 

7.355 59×10－2

1         

注：1Pa＝1N/m2

応　
　

力

Pa MPaまたは
N/mm2 kgf/mm2 kgf/cm2

1   　  

1×106

9.806 65×106

9.806 65×104

1×10－6

1         

9.806 65         

9.806 65×10－2

1.019 72×10－5

1.019 72×10 

1×102

1         

1.019 72×10－7

1.019 72×10－1

1         

1×102 

仕
事
・エ
ネ
ル
ギ
ー・
熱
量

J kW・h kgf/m kcal

1   　  

3.600     ×106

9.806 65　     

4.186 05×103

2.777 78×10－7

1         

2.724 07×10－6

1.162 79×10－3

2.388 89×10－4

8.600 0 ×102 
2.342 70×10－3

1         

1.019 72×10－1

3.670 98×105 

1         

4.268 58×102 

注：1J＝1W・s,1W・h＝3 600W・s
     1cal＝4.186 05 J（計量法による）

仕
事
率（
工
率
・
動
力
）熱
流

W kgf・m/s PS kcal/h

1   　  

9.806 65  　   

7.355     ×102

1.162 79  　   

1.109 72×10－1

1         

7.5        ×10    

1.185 72 ×10－1

8.600 0 ×10－1

8.433 71  　   

6.325 29×102

1         

1.359 62×10－3

1.333 33×10－2

1         

1.580 95×10－3

注：1W＝1J/s,　PS：仏馬力
    1PS＝0.735 5kW（計量法施行法による）
    1cal＝4.186 05 J（計量法による）

換算値

数値は同一

数値は同一

数値は同一

1kgf＝9.806 65N

1mmH2O＝9.806 65Pa

1atm＝101 325Pa

数値は同一

1cal＝4.186 05J

1cal/kgf＝4.186 05J/kg

1cal/h＝1.162 79W

1kgf/cm2＝9.806 65×104 Pa

1kgf/cm2＝9.806 65×104 N/m2

1kgf/m2＝9.806 65Pa

1kgf/m2＝9.806 65N/m2

SI単位及び
併用してよい単位
の単位記号

N
（ニュートン）

Pa
（パスカル）

Paまたは
N/m2

dB
（デシベル）

J
（ジュール）

J/kg

W
（ワット）

－

kg

（キログラム）

－

kg/m3

m3/kg

従来単位の
単位記号

kgf

mmH2O
mmAq

atm
（気圧）

kgf/cm2

kgf/m2

応力

弾性係数

ホン

cal

cal/kgf

kcal/h

kgf・kg

（重量キログラム）

－

kgf/m3

－

m3/kgf

量の名称

重量・荷重
（力の概念の）

力

圧力

騒音レベル

熱量

比内部エネルギー
（比エンタルピー）

熱流
（冷暖房能力・発熱量）

重量・荷重

質量

比重量

密度

比体積

国際単位系（SI単位）について
2.·主な単位のSIへの換算値表
（太線で囲んである単位がSIによる単位です）
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